大 菩薩 峠 

恐 山の 巻 


中 里 介 山 


一 

田 山 白雲 は 北上 川の 渡 頭に 立って、 渡し舟の 出る の 

を 待 兼ねてい る。 

舟の 出発 を 待 侘びる もの は 田 山 白雲 一 人で はなく、 

士農工商が 一人 二人と 渡 頭へ 集まって ひっかかる。 こ 

ちらの 岸 もそう だから、 向う の 岸 も 同様に、 士農工商 

がせき 留められて、 舟 を 待つ 人の 数 は 増す ばかりです。 

田 山 白雲 は 焦った がりながら、 渡 頭に 近い 高さ 三 

メ ー トルば かりの 小 丘の 上で、 遠眼鏡 を 眼窩の 上から 

離さず、 マドロスの 逃げ込んだ 追 波の 本流の 方 をし き 


りに 注視して いました が、 そのうちに、 向う 岸の 渡 頭 

に 集まって 舟 を 待 侘びる 士農工商の 群れが、 急に 動揺 

を はじめた ような 模様が 見えます。 同時に その 舟 待ち 

の 群れの 中から、 転がり 出した ように 躍り 出して 来た 

一 個の 人物が ある こと を 認めて、 興味の 遠眼鏡 を その 

方に 転じました。 

その 人物 は、 すでに 人混みの 背後で 身 仕度 をと との 

えたと 見えて、 身体 は 裸で、 頭の 上へ 物 を 載せ、 人 を 

押 分けて 前へ 進んだ と 見る と、 いきなり ざんぶと 川の 

中へ 飛び込んで 泳ぎ はじめた ものです から、 

「奥州に も 気の 短い 奴が いる！」 


と、 田 山 白雲が 思わず こちらで 舌 を 捲き ました。 

「奥州に も 気の 短い 奴が いる！」 と 田 山 白雲が 思わず 

舌 を 捲いた の は、 奥州 人 はすべ て 気の 長い ものと 前提 

をき めて かかった わけで はなく、 ここで 渡し舟の 徹底 

的 スロモ ぶりに 呆れ返った 反動から、 ツイそう 呼んで 

みたまでの ことで、 実際、 いま 川の 中へ 飛び込んだ 眼 

前 その 人物の 挙動 を 見る と、 その 気配 だけで、 たしか 

に 気の 短い 男で あるべき 証跡 は歴々 たる もので ありま 

す。 かくば か リ悠々 閑々 たる 渡し舟の 船頭の スロモ ぶ 

りに 堪忍が なり 難く、 堪忍が なり 難いと 共に、 その 爆 

発した 癇癖 を、 直線 的に 決行す る だけの 盲動 力 を 持つ 


た 男で あると いう こと だけ は、 白雲の 眼と 頭で、 ハツ 

キリと 受取る ことができました。 

この 大 菩薩 峠 作 中の 人物で は、 宇治山 田の 来 友と い 

う 人物が、 やはり 同様の 堪忍な り 難い 癇癖 を 持って い 

て、 直接行動 を やる ことに 馴れて いる —— それ は 田 山 

白雲と も 一面の 識は あるの だが、 あの 男が 今 この 場へ 

飛び出して 来よう はず はない。 

まとち 

右の 裸 男 は、 最初のう ち は、 こちら を 当面に 川 を 横 

に 泳いで 来る のです から、 よく わかりませんで したけ 

れど、 やや 深いと ころへ 来る と、 身 を 斜めにして 抜 手 

を 切り出した ものです から、 その 時 はじめて わかった 


の は、 頭の 上に 自分の 着て いた 衣類 を まるめて 帯で 顎 

まで 縛りつ けたの はいいが、 その 頭に のせた 衣類の 真 

中 を 貫いて 横に 一本、 長くて そうして 黒い ものが 線 を 

引いて いる。 

「はは あ、 差して いるな」 

と、 田 山 白雲が 再び 遠眼鏡 を 取り上げました。 

差して いるな！ と 言った の は、 一本 か 二本差して 

いると いう 意味です が、 一本 差す こと は、 旅の 百姓 町 

人と いえ ども、 道中 を 限り 許されて いる ことで ぁリ、 

それに も 長さに 限度が ある。 あの 裸 者の 頭へ 載せた の 

は、 普通 平民に 向って は 制限 以上に 長いから、 少なく 


も 士分に 属する もの だろうと 思われる の だが、 その 一 

本の 刀の 長さが 長過ぎる のに 比例して、 他の 一本の 脇 

差の 所在が わからない。 あの 頭上の 衣類の 中に 隠され 

てで もい るの か、 そうでなければ、 これ は 一本 だけ 特 

だ て  ゆうきょう ぷ らい 

に 長いの を 伊達に 差す 遊俠 無頼のと もがら でで も ある 

のか。 

二 

田 山 白雲が、 まだ その 辺に 疑問 を 持ちながら、 多大 

の 好奇心 を 以て ながめて いると、 右の 男の 泳ぎつ ぷり 


が 痛快で、 たしかに このごろ はやる 水 府流を 行って い 

るよう だ。 深いと ころ は あんなに して 抜 手を切り、 中 

辺のと ころ は 乳 あたりまで 浸して 悠々 と 横行し、 浅瀬 

ひまつ 

はしゃん しゃんと 飛沫 を 切り、 かくて 河 を 三分の 一 あ 

ろうば い 

たりまで 突破して 来た 時に、 後ろから、 かなりの 狼狽 

と 怒 罵と を 含んだ 叫び声が 起り ました。 

「お— い、 どこ 行く でァ、 戻って 来 もせ やい、 てんこ 

とない、 渡 場 を 素通りし てはいけ ねえでば、 川 破りの 

罪になる ベち や あ、 川 破りの 罪 はお 関所破りの 罪と 同 

じだべ や、 戻って 来 もせ や あい」 

右の通り ハツ キリ 聞え る わけで はない が、 向う 岸で 


声 をから しての 怒 罵 号 叫 は、 渡 場 を 守る ところの 船頭 

共が こう も 言って さわいで いる ことに 間違い はない の 

です。 

つまり、 この 裸 男の 直接行動 は、 渡 場と いう ものの 

おきて 

捉 と、 船頭と いう ものの 職業と その 存在と を、 無視し 

て かかった 御 法 破りに 類して いるから、 その 反逆者 を 

反省 さすべく、 船頭 殿が その 職権の 上から、 声 をから 

して 呼び戻して いるに 相違ない のです が、 川原の 中の 

短気 者 は、 今 さら それに 取合う くらいなら、 最初から ■ 

こういう 行動に は 出なかった でしよう。 そこで、 一旦 

は 踏み 留まって 振 返って 見た けれども、 忽ち クル リ 


と 背 を 向けて、 北上 川の 川 破りの 続演 をつ づけました。 

そこで 当然、 警告 を 無視され た 向う 岸の 船頭が、 怒 

号と 共に 地 団駄を 踏み出し たの は 無理 もない が、 同時 

に、 こちら 側の 岸に 立 つ ている 船頭 共 も 黙って はいな 

いのが 当然であります。 

わたし 

「やれ それと、 のぶとい 奴 じ や、 渡 場 を かち 渡りす る 

は 御法度な んでァ 、何たる ヮザ ヮグ こったべ え、 只 じ や 

済まね えべ、 お 関所破りと 同罪なん でァ、 早う でんぐ 

リ 返りな、 素直に でんぐり返って 舟へ 乗って 渡って 来 

てかん せ！ 無茶 あしね えもの だべな ァ」 

そこで、 この 川原の 中の 裸 男 は、 両岸から 船頭の 怒 


号の 機関銃 を 浴びせ かけられ たような 立場に なり まし 

たが、 いっこう 立ちす くみ もしないで、 予定の 行動 を 

と つ ている のです。 

こうな つてみ ると 田 山 白雲 も、 なるほど、 あの 短気 

者の 挙動 は、 一応 痛快に は 似て いる けれども、 理由と 

して は、 船頭の 方に 充分の 根拠が 無いで はない。 

緩慢 は 緩慢と して、 スロモ は スロモ として、 それ は 

責めて よろしい が、 緩慢で あるが 故に、 スロモ である 

が 故に、 渡し船の 存在して いると ころ を、 身 を 以て 直 

接 行動 をと つ てよ ろしい という 理由に はなるまい。 

「ここ は 一応、 船頭の 言い分 を 立てて、 立 戻った 方が 


よかろう、 そうして 置いて、 彼等の 怠慢ぶ り をと つち 

めて やる 時には、 我等 も 相当の 義憤 を 以て 応援す る」 

というよ うな 気持にまで 田 山 白雲 も 緩和され ている け 

れ ども、 当面の 裸 男 は 一 向 ひるむ 様子 も 見えず、 大手 

を 振って 堂堂と 川 渡り を 決行して 来る 挙動が、 かなり 

大胆不敵な ものであって、 見る 人に、 好奇 以上の 恐怖 

と、 警戒と を 与えずに は 置きませんでした。 

ああして 白昼 堂々 と 川 破り を 決行す るから に は、 捨 

身で かかって いるの だ、 だから 何 をし でかす かわかつ 

たもので はない —— という 恐怖心が、 すべての 人の 頭 

を 襲いました。 


そうして いるう ちに、 あちらの 岸の 渡 頭から、 法螺 

の 貝の 音が 高らかに 響き 出しました のです。 

三 

この 際、 法螺の 貝の 音に は 田 山 白雲 も、 多少お どか 

されざる を 得ませんでした。 

けんそ-つ 

相当 喧噪な 人間の 雑音 は、 こういう 際 だから やむ を 

得ない にしても、 この 中へ、 非常時 用の 器楽が 一 つ 加 

わろうと まで は 思い及ば なか つたこと でした。 

向う 岸で 法螺の 貝 を 吹き出す と、 やがて こちらで も、 


いつのまにか、 田 山 白雲の つい 足 許から 同じ 貝の 音が 

すさまじく 響き 出しました。 

法螺の 貝の 音が 聞え 出す と共に、 あちらの 畑 や、 こ 

ちらの 木蔭 や、 川に もやって いた 舟の 底なん ぞ から、 

一人、 二人、 三人、 四 人、 続々 と 人間が 首 を 出して 来 

て、 いずれも かなり 不穏な 面つ きをしながら、 おのお 

の 両岸の 法螺の 鳴って いる 根拠 を 目指して 集まり 寄る 

の は、 非常召集の 合図 を 聞いた 屯田兵の ようです。 

「これ は 存外、 事が 重大に なりそう だ わい」 

田 山 白雲 は、 自分の 身の上に 何 か 相当の 危難が 降り 

かかりで もす るかの ように、 川の 中の 強情 者の 行動 を 


とく 

改めて 篤と 見据えて 見た が、 事態が しかく 物々 しくな 

りつつ あるに 拘ら ず、 事実 はかえ つて 簡単 明瞭な もの 

に過ぎない という こと を 直覚して、 かえ つ て 安心した 

気持になります。 

不安の 目的物た る 存在が、 現在、 眼の 前にい るので 

すから、 問題と して は、 複雑した 事情と いう もの は更 

に 無い のです。 万一、 これが 夜分で あると か、 あれが 

また 川 を 縦に 走り出した 日に は、 川上へ 行っても、 川 

下へ 下っても 際限が 無い のです けれども、 川 を 横切つ 

て、 そうして こちら を 向いて、 白昼た つた 一人で やつ 

て 来る のです から、 その 取扱い は 極めて 簡単 明瞭と い 


わなければ なりません。 言葉 を 換えて 言って みると、 

えもの 

向う から 追い 落した 獲物 を、 こちらに 網 を 張って 待つ 

ている と、 獲物 それ 自身が、 その 網に かかりに 来る よ 

うな 方向 を 取って 進んで 来る のです から、 進退の 節 は 

極めて 明らかな もので、 かえって 両岸の 狼狽ぶ リ がお 

かしい ほどの ものです。 

かくして 右の 裸の 人物 は、 無事に こちらの 岸に 到着 

もと 

してし まいました。 法螺の 貝の 下に 集まった 連中 は、 

直ちに 川原へ 駆けつけて、 怖々 とそれ を 遠巻きに して 

とみ 

取 詰めて 行く あんばいで、 頓には 取 押えようと はし ま 

せん。 


「寒い こと ざえ、 凍えて うつ 死ん じあう ベ —— この 寒 

い 水ん 中 をな あ」 

いちず 

時 は 初秋と はいえ、 北 地 は 寒い。 ああして 一途に 水 

へ は 飛び込んで 来た ものの、 ようやく 岸へ 迪り 着いた 

時分に は、 ここで 一番 焚火で もして 身 を 温めて やらぬ 

ことに は 慄ぇ上 つ て ものの 用に は 立つまい —— と 内々 

わらび 

藁 火の 用意まで 心がけて 待 構えて いると、 岸へ 上った 

右の 裸 男 は、 そこで 頭上の 衣類 を 取 卸す と共に、 その 

中から 手拭よう の もの を 引 張り出して、 ゴシゴ シと身 

体 を 拭い 出した 様子 を 見る と、 別段、 慄 えても 凍えて 

もい ないようです。 


それから 衣類 を 解きに かかつ て 一 着に 及びました。 

むぞうさ  はかま  は 

帯 も 極めて 無雑 作に 引締めて、 その 次に 袴 を 穿き に 

かかりました。 袴 を 穿き 出した 時に、 取 詰めに 行った 

法螺の 貝の 手勢が、 また 少しば かり 動揺して、 

かみしも 

「あ、 掉 を 着て いやがる ぞ！」 

掉 ではない、 袴 だけです。 その 袴 とても、 彼等が 見 

てこ そ掉 だが、 田 山 白雲 あたりが 見た ので は、 あんま 

しまめ 

リ 感心した 袴で はない のです。 縞 目のと ころ は 更に わ 

からない、 地質の 点 も 不明な のです が、 一見して わか 

ゆきた け 

るの は、 その 桁 丈の 極めて 短い という こと だけです。 

さて、 この 短い 袴 をつ けてから、 次に 長い 刀 を 取り 


上げて 腰に 差しました。 

四 

その 刀の 長い こと II 袴が 短 かかった だけに、 特に 

刀の 長いの が 目立つ ので もあろう が、 刀 そのもの を 独 

立 させて 見ても、 たしかに 世の常の ものより は 長い。 

それが この場合、 ことさらに 長く 見える の は、 短い 袴 

が 引立て 役 をつ とめて いるば かりで はない、 今まで 人 

品 骨柄の こと は 言わなかった が、 本来 この 男の人の 身 

の 丈が、 普通人より はずつ と 低く して 小さかった ので 


す。 すなわち 短軀 小の 人物で ありました。 

田 山 白雲 は、 曾て 何 かの 時の 戯れに、 「 一 寸 丹心」 と 

書くべき を、 二 寸短身 三尺 剣」 という 戯画 を 描いて、 

極めて 矮軀短 身の 壮士に、 図抜けて 長い 刀 を 差させた 

一枚 絵 を 描いて、 平 山 行 蔵に 見せた ことがある。 

その 一枚 絵 を 思い出して、 思わず 微笑し ない わけに 

は ゆきませんでした。 本来 は、 突然こう いう 微笑 だけ 

では 済まされない、 まず 取敢えず 吹き出して しまった 

かも 知れない のです が、 今日の は、 最初の 出が 緊張し 

ていた 上に、 鳴 物入りの 凄味まで 加わって ここへ 来て 

いるので すから、 ただ 若干の 失笑 を 余儀なく された だ 


けで、 なお 了 心に 事の なりゆき を 見守って おりました。 

長い 刀 は 差し 終った が、 脇差に 至って は、 その 以前 

に 手早く 差し込んで しまった のか、 或いは まだ 差して 

いないの か、 その 辺が わからな いうちに、 右の 人物 は 

鉄扇 様の もの を 手に 持って、 太 鼻緒の 下駄 を 足に 突つ 

かけて、 河原の 石 を ガラン ゴ ロンと 踏み分け、 両肩を 

そび 

聳 やかして、 さっさと、 逃げ隠れ も わるびれ もせずに、 

こちらへ 向って 闊歩して 来る のであります。 

白雲 は、 もはや この 男の人 品 骨柄から、 衣類 持ち も 

のまで も 見る のに 遠眼鏡 を 要しません。 頭 こそ 元服 は 

している が、 年齢 はま だ 若い —— おそらく 十七 八 歳 を 


出で まいと 見られる 若者でした。 袴 を 穿き、 鉄扇 を 

持って いる。 長い 刀、 それ は 最初 遠目に 見たところと 

更に 違い はない が、 問題の 脇差 はついに 見当らない と 

いう ことに 結着し ました。 

つまり この 男の 腰に は、 長い 刀の 一本 だけ 横たわつ 

ていて、 そうして 他の 差 添えと いう もの は 何もない こ 

と を 知って みると、 どうも 変則な 武装 だと 思わずに は 

おられません。 

脇差 はどうし たの だ。 

差し 忘れた のか、 本来 差して 来なかった のか、 それ 

とも、 只今の 乗 切りで 川の 中へ 取 落しで もした のか。 


田 山 白雲が よけいな 心配まで してやつ ている 時分に、 

法螺の 貝の 手勢が、 真黒くな つて 早く も 右の 小兵の 長 

刀の 男 を 取 囲んで しまいました。 本来、 小さい 身体な 

のです から、 雑然た る 多勢に 取 囲まれて は、 忽ち 姿 を 

呑まれて しまう の は 是非 もない ことで、 多勢の 中に 呑 

まれて しまう と、 田 山 白雲と して は、 もはや 遠眼鏡 を 

以てしても、 肉眼 を 以てしても、 その 男の 姿 を 認める 

こと はでき なくな つ て、 ただ すさまじい 暄々 囂々 だけ 

を 耳に する ばかりです。 

「あぎ やん、 こぎ やん、 てんこち ない、 たんぼら め！」 

「渡し場に は 渡し場の 捉ち うもんが あるの を 知らね ま 


すか？」 

「そぎ やん 川 破り をお 達し 申せば、 お 関所破りと 同罪 

ぎ やん！」 

さお 

「棹 を 出し 申す まで 待た れん 間 じ や ござんめ え、 とつ 

ベ つもない！」 

「け そけ そして ござら あ。 いってえ、 こんた あ、 どこ 

から ござって、 どっち や 行く！」 

「わ や、 わ や、 わ や」 

思いきって 土 音 雑音 を 発揮す るら しいが、 別段、 手 

出しに は 及ばない ようです。 


取 巻く 土地の人々 が、 思い切って 土 音 を 発揮す る 上 

に、 取 巻かれて いる 当の 男が、 また その 男 特有の 地方 

音 を もって あしらって いるの だから、 白雲の 耳に、 そ 

のま ま 移す ことができな いのは 道理 だが、 しかし 最初 

からの 事情 は 篤と 見て いるし、 土 音 方言が わからない 

にしても、 日本人の 言 語であって、 おた がいの 

怒 罵 喧噪の 性質 も、 表現 も、 呑 込んで いるので すから、 

要領 を 得る こと はさの み 困難ではありません。 

わたし もリ  わたしば 

渡 場 守と その 加勢の 人数の 方 は、 主張す るのに 渡 頭 


の 規則 を 以てし、 その 規則 破り を 責める のに 相違な く、 

渡って 来た 方 は、 しかす るの やむ を 得ざる に 出で た理 

由 を 抗弁して いるのに 相違ない のです。 

「わし は 道 を 急ぐ から、 川 あ 越して 来たまで のこん 

じ や、 それが どうした。 いったい、 貴様た ち、 人を責 

める 前に、 なぜ 自ら 顧みる こと を せんの だ、 かように 

両岸に 人が 溢れて 舟 を 待って 焦れお るのに、 貴様た ち 

一 向 舟 を 出す ことなさん、 緩怠 至極 じ や。 おのれら の 

緩怠 を 棚に あげて 置いて、 人を責 むる のが 不届き じ や、 

人を責 むるならば 責 むる ように、 己れ の 怠慢から 見て 

せい」 


「わ や、 わ や、 わ や」 

わたしもり 

川 破りが 抗弁す ると、 それ を 取 巻いた 渡 頭 守の 味方 

が 土 音 方言 を もって、 わ や、 わ や、 わ やと まぜ 返す の 

です。 

田 山 白雲 は、 ともかく その 現場へ 行って 見る ために • 

その 小高い ところ を 下りながら 川の 手 を 見る と、 矢 を 

射る ように —— と 言いたい が、 川の 流れ を 横切る の だ 

からそう もい かないが、 かなり 勢い こんで 彼方の 岸 か 

ら早 舟が 飛んで 来る の を 認めました。 続いて 通常の 渡 

し 船が、 スロモ の 腰 を 上げて、 こちらへ 向って やって 

来る の を 認めました。 


そこで また 踏みと どまって、 遠眼鏡 を 取り直して、 

まず 早 舟の 方 を 見ます と、 中には 相当の 士分が、 同心 

と、 村 役人の ような のとに 附 添われて 乗 込んで いるの 

を 認めて、 何 か 役 向の 出張 だな と 感づきました。 

同時に、 役 向と すれば、 いずれの 藩の 役人 か。 自分 

はすべ て 仙台領 とば かり 信じて、 ここまで 来て いるの 

だが、 川 一 つ 向う は、 もう 南部 領に でもな つてい るの 

ではない か。 仙 台領と 南部 領と は、 かなり 入 組んで い 

ると 聞いた が、 領分が 違って くると、 これで 自分の 旅 

をす る 気分 も 相当に 変えねば ならない ことがある もの 

だ。 


漂浪 を 生活と している 自分 は、 習い 性と なって、 こ 

れで おのずから、 郷に 入って は郷に 従う の コッを 覚え 

込んで いる。 仙 台領へ 来て は、 仙 台領の 人となり きつ 

たつ もりで いるが、 まだ 南部 領の 人と なった 心構え は 

出来て いない。 今 ああ やって、 早 舟で やって来る 役人 

が、 仙 台領の 人で あるならば 仔細 はない が、 南部 領の 

人であって みると、 そこに 相当の 気分 を 転換して かか 

ら ねばなる まい。 よしよ し、 ここに 駒 井 甚三郎 から 借 

りて 来た 最新式の 遠眼鏡 というものがある、 この 地点 

へ、 この 視官の 飛道具 を 押 据えて からに、 あの 早 舟が 

いかなる 性質の 人 を 乗せて 来て、 こちらの わ やわ や を 


どう 捌く か、 これ を 見定めての 上で、 おもむろに 天 王 

山 を 下る も 遅く は あるまい。 

田 山 白雲 は、 こんなよ うな 考え を 起して、 いったん 

下り かけた 小 丘 を、 また 頂上まで 上りつ めて、 そうし 

て、 遠眼鏡 を 取り直した 時分に、 早 舟 は 早く も 岸へ 着 

きました。 

丄八 

今まで、 船頭 共 だけで あしらい 兼ねていた 問題の 川 

破りの 男が、 やがて この 早 舟で 来た 役人た ちの 取調べ 


に 引渡されて しまい、 そこで 役人た ちが 川 破り を受 

取って、 実地 取調べに かかる 段取りに なって みると、 

白雲 もこ こに 超然と は 落着き きれない ものが あると 見 

え、 どうしても 一 歩 一 歩と 高き を 下らざる を 得な く 

なって、 ついに 人垣の 後ろへ 立って、 いちぶしじゅう 

を 見届ける ことにな りました。 

臨時 予審廷と いったよ うな ものが、 渡 頭の 上の 茶店 

の 内から 外へ 溢れて 行われて いるので すが、 ちょうど 

今、 ようやく 訊問が はじまろう とする 時でした。 役人 

しょうぎ 

が 家の 中の 床几に 腰 を かけて、 川 破りの 男が その 前の 

土間に 突立って いる。 


「君 はドコ から 来た」 

はなはだ 

役人 は、 土地の 船頭 共の ように 甚 しい 土 音 は 用い 

ないで、 まず 通常の 標準語で 問い かける と、 川 破り も 

また これに 準じた 言葉で、 

「南部から 来 申した」 

「南部の どこから 来た」 

おそれ ざん 

「 恐 山 から」 

「恐 山？ 恐 山に 住んで いたの か」 

はちのへ 

「八 戸の 生れ だが、 恐 山に 修行して いた」 

「何の 修行 を？」 

「何とい うこと なく、 あの 山で 修行 をして いた」 


「八 戸に 生家が ござる のか」 

「ござる」 

「身分 は  」 

「父 はお 山 改め だ」 

「そうして 君 は？」 

「その 二 男 だ、 上に は 兄貴が あって、 下に は 妹が ある」 

「ふ ー む、 それが、 この 地方へ 何し に 来たの だ」 

「江戸へ 行こうと 思って やって来 たの だ」 

「江戸へ、 何の 目的で？」 

「何の 目的と いう こと はない が、 江戸 は 天下の 膝元と 

いう こと だから、 そこで 修行 をしたい」 


「君 は 最初から 修行 修行と 言う が、 修行に も いろいろ 

ある」 

「もちろん、 修行に も いろいろ あるが、 まず 一匹 一人 

の 修行 をして、 男に なりたい と 思って いる だけ だ」 

「一匹 一人の 修行と いうの も 変な もの だが、 とにかく、 

道中の 手形 は 持って いるだろう な」 

「それ は 持って いる」 

「見せても らいたい」 

「この 通リ」 

川 破り は、 懐中 袋から 相当の もの を 取り出して 役人 

に 示しました。 それでも 感心に、 御 法 通りの もの は 


持って いるら しい。 

「八 戸城 下 小 中 野 —— 柳 田 平 治と いうの だな、 君の 名 

は」 

「左様」 

役人 は それ を 見て、 一 応は 納得した ようで したが、 

おきて 

続いて その 訊問が、 眼前に 掠 を 破った 川 破りの こと 

に は 触れないで、 ジロジ 口と その 長い 刀 を 見ながら、 

「君、 君の 刀は大 へんに 長い」 

「長いです」 

男 は 役人の 面 を 見上げた。 長かろう と、 短 かかろう 

と、 よけいな お 世話 だと 言わぬ ばかりに、 


「三尺 五寸 あります」 

「素敵に 長い —— 抜ける かね」 

「抜けない 刀 は 差さん」 

「ひとつ、 抜いて 見せて くれない か」 

「見せ物に する ために 差した 刀で は ござらぬ」 

「とにかく 抜いて 見せ 給え」 

「見せる ために 抜く ベ きもので は ござらぬ」 

「それ を 見たい の だ」 

今まで はかなり 温顔に あしらつ ていた 役人が、 はじ 

めて 多少の 威権 を 示しての 言葉で したから、 見物の 者 

を ヒャリ とさせました。 


一方の は 刀 は 見せ物で はない というの です。 抜いて 

見せろ と 言っても、 抜くべき 理由と 事情が 無い 限り、 

抜けない というの が 一 方の 主張で、 それ を やや 高圧的 

に、 是 でも 非で も 抜いて 見せろ —— と カザに かかり 出 

したの が 役人 側の 態度でした。 

こうなる と、 一方が 威権に 屈従し ない 限り、 職権の 

発動と ならなければ ならない。 その 雲行き を 見て、 附 

添って 来た 村 役人の 老巧ら しいの が、 白髪頭 を 振り 立 


てて 川 破りの 小男に 向って 来て、 なだめる ように 次の 

ような 理解 を 試みた の を、 白雲 は、 村 役の 白髪頭と 共 

に 耳に うつしと つて、 目附の 役人が 高圧的な 要求 も必 

ずし も 無理で はない と 思いました。 

というの は、 南部の 盛 岡の 城下で、 つい 数日 前、 人 

を 斬って 逃げた 者が ある。 斬った の は 何者か わからな 

いが、 斬られた の は 家中で も かなり 身分の 重い もので 

あるら しい。 その 犯人の 行方 を 探し 求む るが ために、 

それとなく 御 出張に なった もので —— ともかく、 目星 

をつ けた 人に、 一応 刀 を 抜いて 見せても らう ことが、 

これまでの 例に なって いる。 人 を 斬った 以上 は、 血の 


り を 拭い 去ろうと も 去るまい とも、 その 当座 は膏が 

浮いて いる、 というの が 有力なる 証拠の 一 つと いう こ 

とです。 ですから、 嫌疑の あると 無い とに 拘ら ず、 一 

応は礼 を 以て、 刀の 中身 を 見せても らうと いう ことが 

役目の 手前と いう ことにな つてい るし、 要求され た 方 

も、 身に 後 暗い ものが 無い 限り、 快く その 要求に 応じ 

て くれる のが 例と なって いる。 それ を 同様に、 ここで 

繰返して 要求す るまで だとい うこと です。 

けんべ い 

右の ように 説明され てみ ると、 あながち 役人が 権柄 

の ためや、 物好きに 抜かせて みょうとい うわけ ではな 

く、 当然のお 役目の ために 要求す るの だ。 そこで、 こ 


の 一 人の 川 破りの ために、 物々 しく 貝 を 吹き 鳴らした 

の も、 必ずしも 川 破リを 咎めよう とする のが 目的で な 

く、 ちょうど 来合わせ ていた 右の 目附の 一 行が、 それ！ 

と 見て、 怪しい と 心得て 警戒 を 命じ、 自分た ち は あと 

から おっとり 刀で 早 舟 を 飛ばせた という 段取りに なつ 

ている ことが わかりました。 

立 聞き をして いた 田 山 白雲 も、 これ はまず 役 向の 要 

求と して 無難な ことで あると は 思いました。 

その 現 由 を、 むずかしい 面 をして 聴いて いた 川 破り 

の 小男 —— もうす でに 本名が 柳 田 平 治と わか つてい る 

から、 その 名 を 用いる ことにする  柳 田 平 治が 少し 


けしき 

気色ばんで、 

「では、 抜いて お 目に かけよう」 

と 言いました。 

「どうぞ」 

「しかし、 抜く に は 抜く が、 一 度 限りで ござる ぞょ」 

と 柳 田が 念 を 押しました。 

「もちろん、 一度 限りで よろしい」 

役人 も 頷きました。 

「身共 は 恐 山の 林 崎 明 神のお 堂で ち つ とば かり 居 合の 

稽古 を 致した により、 流儀に よって 抜いて ごらんに 入 

れ ようと 存じ 申す」 


「それ は 一 段の こと」 

「流儀に よって、 一度 だけ は 抜いて ごらんに 入れ 申す 

が、 二度 は 相成リ ませぬ ぞ」 

「念 を 押す まで もない ことじ や」 

「では、 抜いて お 目に かける」 

柳 田 平 治 は、 少し 前の 方へ 進んで 身構え をし ました。 

どうして、 あの 小男が、 あの 長 剣を抜く か、 長 井 兵 

助 や、 松 井 源 水 を 見つけな いこの 地方の 人々 に は、 少 

なからぬ 驚異で ありまし たが、 田 山 白雲 もまた 固 唾 を 

呑み、 思いがけない 見物 をす ると 共に、 この 小男の か 

なり 強情な のに 呆れました。 


刀の 中身 を 見たい と言うので、 刀の 抜 きっぷり を 見 

せて くれと 言った わけで はない から、 こう 物々 しく 前 

へ 出て 身構え をし 直さな くと もよ かりそう な もの だと 

思われな いこと もない。 素直に、 「いざ、 存分に ごらん 

さや 

下さりましょう」 とかなん とか 言って、 輔 ぐるみ 差 出 

した 方が 神妙で よかり そうな 場合です けれども、 柳 田 

平 治 はそう はしないで、 すっくと 二三 歩 あるき 出して ■ 

そこで 長剣 を ゆり 上げて 身構え をし ました。 


その 時、 田 山 白雲が 見る と、 柳 田の 目つ きが 尋常で 

ない と 思いました。 血走って いると いう わけで も、 殺 

気が 迸 ると いう わけで もない が、 なんとなく 一  道の 

凄味が 流れ出しました。 つまり この 男 は、 真剣に 刀 を 

抜く 気 だな、 ただ 抜いて 見せる だけでなく、 居 合の 呼 

吸で 抜いて 見せる つもり だな、 と 考えざる を 得ない の 

です。 

田 山 白雲 も、 少々 居 合の 心得が 無いで はない。 「こ 

いつ 相当に やるな！」 と 思って この 男の人 相 を 見直す 

と、 頭のと ころの 月 代の 中に、 大小 いくつもの 禿が 隠 

れつ 見えつ している。 その 禿と いうの は、 天性、 毛髪 


が 不足して いると いう わけで はなく、 相当の 期間 以前 

なまきず  ゆちゃく 

に 生傷であった ものが 癒着して、 この 部分 だけ 毛髪が 

なくなって いるの だとし か 見られな いのです。 これ だ 

けによ つて 推 想して みても、 子供 時代から、 手に も 足 

にも 負えなかった 持 余し もので、 その 負傷の 中には、 

柿の 木から 転び 落ちて 打った 傷 もあろう し、 隣村の 悪 

太郎 からこば 石 をぶ つ つけられた 合戦の 名残りと 見ら 

れる もの もあろう し、 時と すると、 真剣で 浅く 一  殴り 

やられた もので はない かと 思われる ほどの 三日月形の 

も 見える のです。 

そこで、 改まって 茶店の 前で 身構え をした 時には、 


役人 を はじめ、 見て いる 者が、 なんとなく 穏か でない 

気分に 襲われました。 

やがて、 腰のと ころへ 手 を あてがって、 いわゆる 居 

合 腰に なった かと 見る と、 スラリ と 水の 出る ように 三 

尺 五寸の 長い 刀 を 抜き出して、 そうして、 それ を 役人 

の 目の前へ 持って来て、 ピカピ 力 二三 べん 閃め かした 

と 思う と、 スラリ とまた 稍の 中へ 叩き込んで、 多少の 

つばお と 

鰐 音 もさせませんでした。 

「ごらん 下された か」 

「うむ —— 」 

「いかがで ござりました か」 


「うむ —— 」 

役人 は、 もう 一 べん 改めて 抜いて 見せろ とも 言わず 

こちら へ よこせ、 自分で 抜いて 見届けて 遣わす とも 言 

いません でした。 柳 田の 挙動に 気 を 呑まれた という わ 

けで はな かろうが、 最初の 約束に、 一度 限り 見せて 進 

ぜる、 いかにも 一度 限り、 苦しくない —— という 誓言 

が 物 を 言って、 そこで それ以上の 註文 は 出せない らし 
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見物の 中には、 わき 見 をして いたた めに、 この 男が 

長い 剣を抜いた 抜 きっぷり を 見なかった のみならず、 

中身 はもち ろん、 それ を 稍に 納めた のまで 見損った も 


の も ありました。 まだ 抜かない の だな、 まだ 抜いて 見 

せない の だな、 これからが 勝負 だとば かり 思って いる 

うちに、 巿が 栄えて しまった という 次第です。 

それで すべてが 落着して、 さし もや かまし かった 川 

破り も、 刀 調べの 結果 も、 何のお 構い も、 お咎め もな 

いという ことになると、 柳 田 平 治 は 肩で 風 を 切って、 

さっさと 前途に 向って 出立して しまいました。 前途と 

いうの は、 仙 台 方面へ 向けて、 つまり 江戸へ 行く とい 

う 目的の 方向な のであります。 


呆気に とられた 多数と 共に、 その後ろ 姿 を 見送って 

いる 田 山 白雲 は、 その 去り 行く 柳 田 平 治の 恰好 を、 お 

かしい もの だと 思わずに はおられません。 

長剣 短 身 は 変らない が、 その 歩 きっぷり というの が、 

さいぜん 河原の 中で 見た 挙動と は、 また 打って 変った 

趣きが ある。 

それ は 小男と して は 大股に 歩く のです が、 足に は 太 

い 鼻緒の 高下駄で、 そうして 肩で 風 を 切る という けれ 

ども、 その 風の 切りつ ぶりが 鮮か 過ぎる ので、 少々 身 

をう つむき かげんに して、 右の 肩が 先に 出る 時には、 


それと 共に 右の 足が 著しく 進出して、 後ろの 肩が 思い 

切って 後退す る。 左の 肩が 出る 時 は、 左の 足が それに 

準じて 大股になる と共に、 右の 肩が 思い切って 後ろへ 

開かれる。 その 早足の 調子と 相 待って、 ぎくしゃくと 

した 形、 どうしてもお かしから ざる を 得ない のです。 

わたしば  ぼう. ±J ん 

けれども、 その 渡 頭に 呆然と して 群がって いる 者が 

誰 ひとり、 笑って 見送る ものはありませんでした。 ど 

う もこれ だけで は、 笑って 済まされない 何 かが 残され 

て あるよう な 気勢が している からです。 

さて 役人の 方 は、 これ だけの 査問が 終る と、 少々 テ 

レ 気味で 引 揚げ、 以前の 早 舟に 飛び乗る と、 さっさと 


舟 を 向う 岸へ 戻させて しまいました。 その 最後に 当つ 

て、 通常の 旅客 を 満載した 定期の 渡し船が、 向う の 岸 

からこ ちらの 岸へ 到着し ました。 

それと 入り 代りに、 こちらに 待 兼ねた 士農工商が、 

いま 到着した 渡し船に、 普通なら ば 我先に 乗 込む ので 

すが、 今日は 二の足を踏む 者が 多い のです。 

それと いうの は、 向う から 着いた 旅客に 向って、 こ 

の 際、 向う 岸の 動静 を 聞いて 置きたい という 心 持と、 

あちらから 乗 込んで 来た 一行 も、 何 か 事の 仔細 を、 新 

たに 向う へ 渡ろうと する 旅客に 話しかけよう とする 気 

分が 動いて いたからで、 そういう ことに 頓着ない 老人 


子供な ど は、 先へ 乗 込んだ けれども、 なかには、 まだ 

一 舟 遅らせても 新来の 客と 話し込ん でみたい という 者 

も ありました。 それが カチ 合って、 茶店の 中での 問答 

に 興が 乗って きました。 

今度 は、 物騒な 川 破り 男 もい ないし、 役人 も 行って 

しまったから、 心 置きな く 乗合 衆の 世間話に 興が 湧き 

上って 来る。 

田 山 白雲と しても、 この 際、 ちょっと 立て なくなり 

ました。 只今 さっさと 風 を 切って 立 去った ところの、 

あの 長剣 短 身の 男の 行方 もどう やら 気になる。 そうか 

といって、 この 場へ 齎 されて 花が 咲こうと している 


向う 河岸から 新来の 旅客の 世間話が、 どうして もこの 

際、 聞きの がせない ものの 一 つと なって いるよう だ。 

「えらい ことじ や、 南部の 御 家老 様のお 嬢 様 を そその 

かして、 連れて 逃げた 奴が ござる、 その 追手 じ やな I 

I それと 前後して からに、 南部の 御城 下で、 ぉ歴々 の 

首 を 斬って 立 退いた 奴が あるとの ことじ や、 それでお 

目つ けが ああして お調べに おいで じ やわい」 

と、 向う 岸から 来た 乗客のう ちの 年配な のが、 土間の 

しょ-つぎ  そう そ， つ 

炉端の 床几へ 腰 を かける 匆々、 こう 口走った の を、 他 

の 人数と 同様、 白雲 も、 更に その 詳しい 説明 を ここで 

聞いて 置きたい 気持に なりました。 


よし、 事の ついで だ、 ここで 一番、 川魚で も あぶら 

せて、 腹 を こしらえて やろう。 こっち もこれ から 前途 

相当に 多事で ある。 なんにしても 腹 を こしらえて のこ 

とだ。 

白雲 は、 どっこい しょと 腰 を 据え 直し、 持参の 割 籠 

を 開きに かかりました。 

十 

割 籠 を 開いて、 川魚 を あぶらせ、 腹 を こしらえ なが 

ら田山 白雲 は、 向う 岸から 新来の 乗合 客の ゴ シップ を 


聞いて いると、 最初に 齎 された ところの もの 以上に は 

詳しい こと を 知る こと はでき なかった けれども、 要す 

るに、 南部の 家老の 非常に 美しい ので 有名な お 嬢 様 を、 

そそのかして 連れ出した 悪い 若侍が ある。 悪い 奴 だけ 

れ ども 美しい 男で、 それに 腕が 利いて いるの だとい う 

こと。 もう 一 つ 別に 盛 岡の 城下で、 身分の 軽から ぬ も 

の を 斬って 立 退いた ものが ある、 その 探索 を も 兼ねて 

あの 役人が 出張した という こと。 

右のう ち 斬 捨てられた 軽から ぬ 身分の 者と いうの が、 

どのくらいの 程度の ものである かよく わからな いが、 

ど う も 前後 の 話 を 取合わせ ると、 右の 悪い 若侍が そ そ 


のかして 連れ出した 娘の 父で あると いう 家老で はない 

か、 家老で あると ころの 父 を 斬って、 その子で あると 

ころのお 嬢 様と いうの を そそのかして 連れ出し たので 

はない か、 というよ うに 想像され てなら ない が、 話の 

筋道 は 全く 事件と 性質 を 異にした ものに なって いる。 

事件と 性質と を 異にして いても、 いなくても、 前者 

の 事件に は、 今の 長剣 短 身の 男 は 絶対に かかわり がな 

いと 見なければ ならない。 美しい お 嬢 様な り、 姫君な 

みちゆき 

リを 連れての 道行ではなかった し、 あの 男 自身 も、 美 

男で 色悪な 若侍と は 言えまい。 

だが —— 第二の 事件、 別に 盛 岡の 城下で、 身分の 軽 


からぬ もの を 斬って 捨て、 行方 をく らました というの 

へ 当てはめて みると、 あの 男に 相当 ビタリと 来る もの 

がない と は 言えない の だ。 あの 男なら ば、 意趣 や 遺恨 

であいがしら 

は 別と して、 単に 出逢 頭の 話の 行 違いだ けで も、 ずい 

ぶん 抜く 手 を 見せ 兼ねない。 嫌疑と しても 容疑と して 

も、 その 点 は 相当の ものな の だ。 刀の 調べら れっぷ リ 

でも、 あれで は 結局 役人 をば かにした ような もの だ。 

ばかにされ たような もの だと 知りつつ 役人が 黙過した 

の は、 二 本 目 を 抜かせ まいが ためだ。 二 本 目 を 抜かせ 

ると、 何 を やり 出す か 知れない！ 

その 危険性 は 白雲 もまた、 充分に 見て取って いるの 


だ。 ああい う 際に は、 暫く 不問に 附 してみ る こと も、 

役人と して 卑怯な りと は 言えない。 だが、 あの 当座 だ 

け 大目に見られた 御 当人が、 これから 先、 あの 調子で、 

江戸まで 往来が 為さ れ得 ると 考えたら 大間違い。 恐 山 

から 来たと 言った が、 本当の 山出しで、 まだ 世間 を 知 

ら ない。 立ち どころ に 行 詰まって、 立腹で も 切らな け 

れば 納まらなくなる のが 眼に 見える よう だと、 白雲 は 

それ を 思いやり、 笑止千万に 感じながら、 でも、 なか 

なか 痛快な 若者で は ある、 自分が 帰りが けで も あれば、 

同行して 面倒 を 見て やっても いいが、 今 はそう しても 

おられない。 


いや、 飯 も 食い 終った、 乗合 も 散った、 さあ 出かけ 

よう、 と 田 山 白雲が 若干の 茶代 を 置いて、 この 渡 頭の 

茶店 を 立ち 出で ると、 出逢 頭に、 のこのこ とこの 場へ 

やって来た ものが ありました。 

見る と、 それが 今の 思 出し 男、 恐 山から 来た 柳 田 平 

治に 相違ありません から、 白雲 も 思わず、 たじたじと 

した ことです。 何 を どうした のか、 先刻 あれほど 肩で 

風 を 切って 出かけて 行った 男が、 なんとなく 浮かぬ 面 

で、 すごすご とまた ここまで 舞い戻って 来たと いう こ 

とが、 白雲 をして 面 食わせる ことほ ど、 意外 千万な 引 

合せで あ つ たからです。 


十 一 

「どうしたの だね、 君」 

あまりの ことに、 田 山 白雲が 身近く 寄って 来たと こ 

ろの この 男に 向って、 かく 呼びかけざる を 得ませんで 

した。 

「忘れ物 をし ました」 

「忘れ物、 何 を 忘れた のです」 

「手形 を 忘れました、 旅行 券 を」 

「なるほど  」 


その 手形と いうの は、 さいぜん、 現に ここで、 この 

男が 懐中から さぐり 出して 役人に 提示して 見せた の を、 

現に 田 山 白雲 も 見届けて おりました。 

あの 際、 紛失した のか、 或いは ここ を 出て 暫く 行く 

間に 取 落しで もした もの か、 いずれにしても、 

そこつ せんばん とが 

粗忽 千万の 咎は 免れない。 隙の ないよう でも、 若い者 

の 手 は どこか 漏れる ところが ある。 これから 先、 山河 

かんさく 

幾 百 里の 関 柵 を あけて 通る 鍵 だ。 その 唯一 の 旅行 免状 

を 取 落して 何になる。 これで はさす がの 強情 者 も、 浮 

かぬ 面 をして 取って返さざる を 得ない 出来事 だと、 白 

雲 も 思いやりました。 


しかし、 事実 はこ こで 役人に 提示した の だから、 こ 

れ よりあと へ 飛んで 戻る はず はない。 柳 田 平 治 はまず 

くま 

店先より はじめて、 その 辺 を 隈なく 探し 求め ましたけ 

れ ども、 ついに それらし い 何物 もありません。 

柳 田 はついに その 長剣 を 背中へ 廻して、 低い 縁の 

根太の 下まで 探して みたけれ ども 見出せな いのです。 

あさ 

白雲 も 同情して、 そこら あたり を 漁って 見て やった け 

れ ども、 発見す る ことができません。 

さしもの 豪傑 も、 ここに 至ってい たく 銷沈 気味で し 

た。 

おやじ 

茶店の 老爺 も 気の毒が つ て、 炉辺の ござまで めくつ 


つけぎ  ぱ  みみ じろ 

て 見せた けれども、 附 木つ 葉と、 ごみと、 耳 白が 三つ 

ばかり ある ほか は 何物 もありませんでした。 もしゃと ■ 

少し 下りて 船頭 小屋から 渡し場の あたりまで 調べ てみ 

たけれ ども、 ついに それらし い 何物 もありません でし 

た。 

「もう やむ を 得ん」 

と 言って 柳 田 平 治 は、 腕組み をした まま 突立って、 川 

力なた 

原の 彼方 を 無念そう になが めました。 

居 合に かかろう とする 瞬間で ある。 問題 は そこ だ。 

しま 

そこでい つたん 懐中へ 蔵い 直した はずの 手形が 紛失し 

たの だ。 


「どうも 見えない ね、 君」 

こまね 

白雲 は 慰め顔に こう 言う と、 腕 を 拱 いていた 柳 田 

平 治が、 

「是非に 及ばんで す、 いや、 僕が 悪い のです、 こちら 

に 隙が あった からです、 修行が 足りない からなん だ」 

あやま 

「過ちと いう もの は 誰に も ある もの だ、 そう 気 を 落 

さんで、 もう 一度、 念入りに 探し 給え、 拙者 もた しか 

に、 ここで 君が 役人に 見せた の を 見届けて いるの だか 

ら」 

再び 白雲が 言う と、 

「いや、 過ちではないです、 僕の ぬかりな のです、 あ 


の 時、 刀 を 抜く 方に 気を取られて 内懐ろ に 隙が 出来た、 

それが 未熟の 致す ところな のです。 あの 時に 取 落した 

んじ やない、 あの 時に 抜き取られ たのです。 しかも 抜 

き 取った 奴の 面まで ちゃんと 僕 は 覚えて いるんで すが、 

今と な つ て はどうに も 行かんで す」 

じっと、 向う 岸 を 睨んだ 眼の 中には、 存外、 自制 も 

あれば、 分別 も ある こと を、 田 山 白雲 は 認めました。 

果して 落した もので ない、 抜き取られた ものであると 

すれば、 抜き取った 奴 は 何者か。 何の ためにし たこと 

だ。 居 合 を 見事に 抜かれた その 仕返しに、 こちら は 懐 

中 物 を 抜いて やった というの は、 いたずらにしても 細 


ェが あり 過ぎて いるで はない か。 

十二 

向う 岸 を 睨みながら、 柳 田 平 治が、 なお ひとり 言の 

ように 言いました、 

「役人の 傍に 変な 奴が 一人いた のです、 今と なって わ 

かるので す。 なぜ わかる かと 言えば、 あの、 僕が これ 

を 抜こうと した 瞬間に、 誰の 心 もみん な 僕に 向って 集 

中す るの は あたりまえ なんで、 みんなの 心が 集中す る 

から、 こちら も 精神の 統一が 出来て、 わざが やりよ い 


のです。 しかるに あの 時、 役人の 傍に 一 人 だけ 変な 奴 

まわ リ 

がいて、 何 か 僕の 周囲で、 別な 心 持 を 持って ちょこ ま 

かしてい たのが、 いま 思い当る のです、 そいつが 僕の 

手形 を 抜き取った のです」 

「人の 手形 を 抜き取つ て 何に する つもりだろう」 

「何に する つもり か、 それ はわ からんで すが、 単なる 

悪戯で もないでしょう。 しかしです、 もう それと 知つ 

あきら 

た 以上、 詮議しても 無駄です から、 僕 は 諦めます」 

「あきらめ ると 言 つたと ころで 君、 これ か ら 旅行 免状 

なしに、 どこへ 行こうと する の だ」 

「手形 は 無くても、 道路が あり、 足が ある 以上 は、 行つ 


て 行けな い はず はな いでしょう」 

「そり や あ 理窟と いう もの だ、 君 はま だ 旅と いう もの 

を 知らない」 

と、 改めて 田 山 白雲 は、 この 青年に 教訓して やる 心 持 

になり ました。 

この 青年 は 旅 を 知らないが、 自分 は知リ 過ぎて いる。 

旅と いう もの は、 足 だけで できる もので はない、 行路 

の 難と いう もの は、 山に あらず、 川に あらず、 という 

こと を、 一 席 聴かせて やる ことが、 この 際、 後進に 対 

する 重大な 教育 だと 感じない わけに は ゆかない のです。 

そこで 田 山 白雲が、 この 青年 を とらえて、 旅と いう 


ものの 教訓 を 始めよう とする 時に、 この 茶屋の 前が ま 

たに わかに 物騒がしく なりました。 

それ は、 往還の 要衝た る 渡 頭の ことです から、 相当 

にぎ 

賑やかな の は 当然の ことです が、 賑やかと 物騒と は 調 

ひし 

子が 違います。 只ならぬ 人間の 犇めきが、 今度 はこち 

らの 岸から 起り 始めた かの ようです。 白雲が、 話題の 

鼻を折られて いると、 その 前へ 繰 込んで 来たの は、 た 

つくぼう さすまた 

しかに 物騒な 一行で、 抜 身の 槍、 突 棒、 刺 叉と いうよ 

いまし 

うな もの を 押 立てた 同勢が、 その 中へ 高手小手に 縛 

めた 一 人の 者 を 取 押えながら、 引き立てて 来たので あ 

リ ます 


二人 は、 押 黙って、 その 光景 を 見ない わけに は ゆき 

ませんで した。 

まず、 真中に 取りお さえられ、 引き立てられ ている 

当人 を 見る と、 それ は、 黒の 羽二重の 紋附を 着て、 髪 

は 五分 月 代 程度に 生えて、 色の 白い、 中肉中背の 

二十歳 を 幾つ も 出まい と 思われる 美男でした。 それが 

着物 は 引裂け、 朱鞘の 大小 を だらしなく 差した まま、 

顔面に も、 身体に も、 多少の 負傷 をしながら、 高 手 小 

手に いましめられて、 引き立てられて 来る のです。 

そうして 、 ， J の 茶屋の 前 を 素通りして グ ング ンと引 

き 立てられ、 渡 頭の 方へ と 引かれて 行く の は、 舟で 向 


う 岸へ 運ばれて 行く ものと 見える。 

思いがけない 兇状持ち、 そ れを 無言 で 見送った 途端、 

田 山 白雲の 頭に 閃いた の は、 さいぜんの 乗合 者の 話 

II 南部の 家老の 娘 を そそのかして 連れ出し たという、 

美男の、 色魔の、 若侍の 物語で ありました。 今 ああし 

て 縛られて 行った のが、 どうしても その 当人と 思われ 

てなら ぬ。 あれが 捕われた の だ、 それが もはや 疑う 余 

地の ない ほど ビタリと 白雲の 頭に来ました。 

十三 


上 来の 事件と ほぼ 時間 を 同じう して、 距離に 於て は 

おつば がわ 

向う 岸の 渡 頭から 南へ 一 里 余 を 隔てた、 追 波 川が 湾入 

して、 大きな 沼 池 をな している ところの 荒れ果てた 石 

小屋の 中の、 一方へ 空 俵 を 重ねて、 その上へ 毛布 を 敷 

きこんで、 寝そべつ ている 若い 女の子が ありました。 

島 田に 結った 髪が ほ つれて はいる けれども、 花模様 

の 着物の 着こなし も、 朱 珍の 帯の しめつ ぷりもき ちん 

と はして いる。 だが また、 いやに 艷 めかし いところ も 

あって、 寝そべって、 細くて 白い、 そのく せ 痩せて は 

いないで、 少し 蒼 味 を 持った 肉附 のい い 両腕 を、 双方 

から、 ぼんのくぼ あたりへ あてがって、 そうして 甘え 


るよう な、 また 自暴の ような 声で、 

「つまん ない」 

と 言いました。 

ひとえ 

そうすると、 つい、 その 戸 じ まり 一重 次に なった 臨 

時お 台所で、 

「ッ マンナイ コト無 イデス」 

と言う、 がん まりした、 その上、 多分の 寸 伸び を 持つ 

た 応対。 

こんろ あお 

見る と、 そこに、 不器用な 手つきで、 焜炉 を 煽って 

何物 を か 煎じつ つ ある その 男 は、 これ はずい ぶん 変つ 

ていました。 まず 眼の 色、 毛の 色が 変って いるの みか、 


その 体格が 図抜けて 大きい のが 何より 先に 眼に つき ま 

す。 これ は、 月ノ 浦に 泊って いる 駒 井 甚三郎 の 無名 丸 

から 脱走して 来た マドロスに 相違ありません。 してみ 

ると、 無論、 この 一 方に 寝そべ つ て、 「つまん ない」 と 

投げ出した、 妙に じだらくな 若い 女の子 は、 右の マド 

ロスに そそのかされて、 共に 駒 井 甚三郎 の 無名 丸 を 脱 

走して 来た 兵 部の 娘に 相違ないでしょう。 いや、 マド 

ロスに 誘拐され たの か、 マドロス を そそのかした のか、 

そのこと はよ くわから ない が、 こうして 一方が 不貞 腐 

て い  ほうちゅう 

れの 体で 寝そべって いるのに、 一方が 庖厨に いて 神 

妙に 勝手 方 をつ とめて いると ころ を 見れば —— 位取り 


の 差 はおの ずから 明らかであって、 つまり、 女が 天下 

で、 男が 従な のです。 女が 比較的に ヒリ リ として、 男 

が 多分に 甘い。 

「ああ、 つまん ない、 つまん ない」 

女の 方が いよいよ 自暴に なって、 ほ つれた 髪の毛 を 

動かす と、 大男が、 

「ァ ァ、 ッ マンナイ コト、 チッ トモ ナイ デス」 

「マドロスさん、 お前の 言った こと は みんな 出鳕 目ね」 

「デタ ラメ デナ イデス、 本当 デス」 

「一 つと して 本当の こと は 無い じ やない か、 この 海 を 

一 つ 乗りき りさえ すれば、 外に は 直きに 大きな 黒船が 


待って いて、 わたしたちが 着けば、 その 大きな 黒船の 

上から 梯子 を 投げ かけて くれる、 それに 捉 まって 上つ 

てし まい さえ すれば、 もう 占めた もので、 あの 黒船の 

中 は、 またとても 外から 見た よりも 一層 大きくて、 美 

しくて、 その 中には キャビン という ものが あって、 室 

内 いっぱいの 大きな 鏡が あって、 下に は 花の ような 

絨氈が 敷いて あって、 御馳走 は、 朝から 晚 まで 給仕 さ 

んが、 世界中の 有りと あらゆる おいしい もの を、 注文 

さえ すれば いつでも 持って来て くれる、 それから 夜 は、 

中へ 入る とふ わりと 身体が 包まって、 どこへ 隠れた か 

わからな いべ ット という やわらかな やわらかな 蒲団の 


上に 寝かせて くれる、 そうして その 大船が、 千里で も 

一 一千 里で も 畳の 上 を 行く ように ヒっ て 行つ て、 そうし 

て やがて、 異国の 陸に 着いて からが また 大した もので、 

くじゃく 

どこ を 見ても、 御殿の ような お 家ば つかり、 孔雀 や 

きんけい ちょう 

錦 鶏 鳥が、 雀 や 鶏の ように いっぱい 遊んで いるの な 

んの 言って いながら、 黒船なん ぞ、 どこに も 見え やし 

ないじ やない か —— 」 

十四 

娘が ずけずけと 不平 を 並べる の を、 男 は ハイ ハイと 


頭 を 下げて、 

「モ 少シノ 辛抱 デス、 ォ嬢 サン、 ココデ 仕度 ヲシ テ、 

ソレ カラ海へ 出ル デス、 海へ 出ルト 黒船 ガ待ッ ティル 

デス」 

「当てに ならない ね、 マドロス さんの 言う こと は」 

「当テ ニナ ル デス、 今 ココヲ 逃ゲ出 スト、 人 二見 ラレ 

ル デス、 人 二見 ラレ ルト、 黒船 二乗 込 ム前ニ 捕 マツ テ 

シ マウ デス、 モ 少シノ 辛抱 カン ジン デス」 

「もう、 わたし、 辛抱が しきれない、 誰かに 見つけ 出 

しても らいたい わ」 

「見 ッケ ラレ ルト怖 イデス、 捕 マル デス、 縛 ラレ ルデ 


ス、 ソ ゥシテ 船へ 送リ 返サレ ルト、 ブタレ ル デス」 

「怖かない わ、 駒 井の 殿様 は、 そんなに きつく 叱り は 

しません よ」 

「船 ドサ ンタ チガコ ワイ デス、 ヮタシ 袋 叩キニ サレマ 

すまき 

ス、 間違 エバ 簀卷 ニシ テ海ノ 中へ 投ゲ込 マレ テシ マウ 

デス」 

「そんな こと、 あり やしま せんよ。 もしかして 船頭 さ 

ん たちが、 そんな 乱暴 をした 時 は、 駒 井の 殿様が 差 止 

めて 下さる わよ。 それから、 金椎 さん は 神様 を 信じて 

いるから、 わたしたちが こんな 間違い をした つて 許し 

て くれる。 それから 茂ち やん  あの 子 は IE をす る も 


のです か。 ああ、 わたし、 無名 丸へ 帰りた くな つてし 

まった、 誰か 迎えに 来て くれる といい」 

「ソン ナ コト、 ィ マサ ラ言 ェ タ 義理 デ ハ ナ イデ ス 」 

「では マドロスさん、 早く 黒船へ 乗せて 頂戴な、 黒船 

を ここまで 呼んで 来て 頂戴」 

「ソレ 無理 デス、 黒船 大 キイ、 コンナ 川へ 入ラ ナイ」 

「でも、 この 川 もずい ぶん 大きい じ やない の」 

「サ、 ォ餅、 焼ケマ シタ、 オア ガリ ナサ ィ」 

と 言って、 一方の 火に かけた 鉄桿の 上から、 マドロス 

が 真黒い もの を 一 つ 取って、 娘の 枕元へ 差 出す と、 娘 

はちよ つと 横 を 向いて、 ちらと その 黒い もの を 見やり ■ 


「何な の そり や、 マドロスさん、 いやに 真黒な もの、 

何な の」 

「焼餅 デス、 サ ツキ 渡 シ場ノ 船頭 サン カラ、 貰 ッテ来 

タ デス、 色ハ 黒ィケ レド、 ナカ ナ カオ イシイ デス」 

「わたしに は 気味が 悪くて 食べられない」 

「食べ ナイト、 ォナ カス ク デス、 ォ ナカ スクト 身体 弱ッ 

テ、 コレ カラ 黒船 マ デ行ケ ナイ デス」 

「だって、 食べたくない」 

「オア ガリ ナサ ィ、 無理 二食べ テ 元気 ヲォ 出シナ サイ」 

「食べられません」 

と 言って、 娘 はこ ちら を 向いて しまいました。 この 黒 


いのち 

い 焼餅 こそ は、 先刻、 この マドロスが 生命が けで 渡 頭 

の 船頭 小屋へ 闖入して、 そこから 掠奪して 来た もの 

です。 そうして 逃げ出す ところ を、 船頭 父子に 追いつ 

めら れて、 命から がら 逃げの びて 来た、 その 光景 を 向 

う 河岸の 小高い ところに 据えつ けて いた 遠眼鏡 を 取つ 

て、 いちいち 田 山 白雲に 認められて しまった、 あれな 

のです。 

そういう 思い をして 得て 来た 生命が けの 糧を 見る こ 

どかい 

と、 この 娘さん は 土芥に ひとしい。 

「ああ、 もう 日が 暮れる じ やない の、 また 今晚 もこん 

なと ころで —— ああ、 わたし、 いや、 いや、 誰か 迎え 


に 来て 下さい、 茂ち やん —— 七兵衛 おやじ だとい いけ 

れど、 あの人 はいない し、 田 山 先生 だとな おいい けれ 

ど、 あの 先生 も 旅に 出て しまった、 誰か 探しに 来て 下 

さい」 

十五 

や け  こわだか 

自暴 を まる 出しに、 娘の 調子が 少しずつ 声高に なつ 

て 行く のに 狼狽した マドロス は、 

「ォ嬢 サン、 大キナ 声 ヲシテ ハイ ケナ イデス」 

「だ つ て —— 今晚 もまた こんなと ころで 夜 を 明かさな 


けり やならない とすれば、 わたし、 もうた まらない」 

「モウ 少シノ 辛抱 デス、 日本 ノ唄 ニモ、 ォ 前トナ ラバ 

ドコ マ デモ …… トイ ゥ唄 アル デス」 

「いやよ、 マドロスさん、 わたし は お前さんと 苦労 を 

する ために、 無名 丸から 逃げ出した のじ やなく つてよ、 

お前さんが、 あの 大きな 黒船に 乗せて、 御殿の ような 

キャビンの 中で、 王様の ように 扱われて、 そうして 異 

国の 土地へ 着けば、 町々 は みんな 御殿の ようで、 金銀 

そろ 

は 有り余り、 珍しい 器械 道具が 揃っていて、 人間 はみ 

んな 親切で、 何から 何まで 結構ず くめの 外国へ 連れて 

行つ てあげる なんて 言う から、 つ いその 気にな つ てし 


まった の。 それな のに、 この 御殿 はどうです、 まあ、 

この 空 俵の 上へ 毛布 一 枚 —— ずいぶん 結構な ベットね。 

ー晚は 辛抱した けれど、 もうで きない、 わたし は 駒 井 

の 殿様のお 船の 方が、 黒船に 乗る よりよ つぼ どい い、 

逃げ出 すんじゃなかった、 駒 井の 殿様のお 船に、 おと 

なしく していれば よかった」 

「ォ嬢 サン、 ソン ナ 愚痴 ィケマ セン、 少シノ 辛抱 デス。 

デハ、 ヮ タシ、 アナ タノ タメ  ニ唄ヲ ウタ ッテ上 ゲル、 

コノ 手風琴 デ、 世界 ノ国々 ノ、 港々 ノ 唄ヲゥ タツ テア 

ナタヲ 慰 メテ上 ゲル デス。 今 晚ー晚 ダケ デス、 明日 コ 

ノ 川下 ルト海 二 出 マス、 海 ニ出ル トソノ 黒船 ガ待 ッテ 


ィル デス。 サ、 ヮ タシ、 ォ 嬢様ノ タメ 二、 世界 ノ国々 

ノ、 港々 ノ唄ヲ 何 デモ ウタ ッテ上 ゲル デス、 ォ望 ミナ 

サイ、 外国 ノ唄 オイ ャナラ 日本 ノ唄、 ヮタシ タイ ティ 

デ キル デス、 八重 山、 越後 獅子、 コンビ ラ 船々、 追分、 

黒髪、 何 デモ ォ望 ミナ サイ」 

と 言って マドロス は、 立って 一方の 隅から 手風琴 を提 

げて 来ました。 これ は 無名 丸 備えつ けの 品 を、 行きが 

けの 駄賃に かっぱらって 来た ものでしょう。 

「いや、 いや、 唄なん か 聞きた くありません、 唄 どこ 

ろじ やない わ」 

「船 力 ラオ 茶 少シ持 出 シテ来 マ シタ、 オア ガリ ナサ ィ」 


「何も 欲しくありません。 ああ、 いや だ、 だんだん 外 

が 暗くなる。 帰りましょう よ、 マドロスさん、 ね、 お 

詫び をして、 駒 井の 殿様のと ころまで 帰りましょう よ、 

直ぐにね、 日の 暮れない うちに、 さ、 いま 直ぐに」 

「ィケ マ セン、 ィケマ セン、 モウ 少シ 落着 クコ トヨ 口 

シィ」 

「いいえ、 わたし、 もう 思い立ったら 意地 も 我慢 もな 

いのよ、 マドロスさん、 お前、 戻る のがい やなら、 わ 

たし は 一 人で 出かけます」 

「ィケ マ セン、 私、 一生懸命 二 止 メル デス」 

だらしなかった 娘が、 パネの ように はね 起きる と、 


ばったが 飛びつ いたよう に艇け 寄って 抑えた マドロス 

の 眼つ き は、 今までの ウス ノロで はなく、 燃える よう 

な 執着 を 現わして いました。 

「放して 頂戴」 

「ィケ マ セン」 

「馬鹿！」 

「ィ ャ、 馬鹿 デナ イデス、 ォ嬢 サン、 アナ タ考 ェ無シ 

デス」 

だま 

「お前が わたし を 騙したん だ わ、 ああ、 いやな 奴。 誰 

か 迎えに 来て 下さる といい ねえ、 こういう 時 は 田 山 先 

生に 限る のよ、 田 山 先生で なければ、 この ウス ノロ を 


どうに もで き やしない！」 

と 言って、 娘 は 力 を 極めて マドロス を 突き飛ば しまし 

た。 

十六 

突き飛ばした つもり だけれ ども、 相手 は 飛ばない の 

です。 

「ォ嬢 サン、 アナ タ、 モウ、 ヮ タシノ モノ アリマ ス、 

逃ゲ ラレ マ セン」 

「ばかにお しでない よ、 お前さん なんて、 ウス ノロの 


「アナ タ、 モウ、 ヮタシ 二 許シタ デス、 ヮタシ モウ、 

アナ タ離サ ナイ デス」 

「しっこい 奴ね」 

「アナ タ、 ヮ タシノ モノ デス」 

「あ、 畜生！」 

いかに 争っても、 これ は 問題に ならない、 というよ 

リ、 もう 問題 は 過ぎて いるので す。 娘 は 全く マドロス 

に 抱き すくめられて、 身動きする こと もで きない。 そ 

うする と、 急に 娘の 言葉が 甘ったるく なって、 

「ねえ、 マドロスさん」 


「ェ」 

「そんなに 苛めなくても いいこと よ」 

「ヮ タシ、 チッ トモ、 アナ タイ ジ メル コト アリマ セン、 

アナ タ 可愛 クテ タマラ ナイ デス」 

「 可愛が つ て 頂戴。 可愛が つて 下さる の はいい けれど、 

それほど 可愛い ものなら、 わたし を 大切に して 頂戴、 

ね、 ね」 

「大切 二 シテ上 ゲル デス トモ、 ヮ タシ、 命 ガケデ アナ 

タヲ 可愛 ガル ョ ロシイ」 

■US- 力ま ま 

「では、 わたし も、 もう 我儘 を 言わない から、 無理な 

ことしないで 頂戴、 ね」 


「無理 ナコ トシ タリ、 言ッ タリ、 ソ リャ、 ォジョ サン、 

アナ タノ コトデ アル デス」 

「仲直りし ましょうよ」 

「ヮ タシ、 仲 直 リス ルホ ド、 仲悪ク アリマ セン」 

「です けれど、 マドロスさん、 今晚 はまた 寒い のね、 

この 毛布 一枚 じ や、 どうに もな リ やしない」 

「火 ヲ焚ク デス、 夜 通 シ火ヲ 焚 ィテ暖 メテ上 ゲル デス」 

「では、 焚火 をして 頂戴」 

「ョ ロシイ デス」 

マドロス は、 唯 かとして 命令に 服従し、 今夜の 寒気 

を 防ぐべく 火 を 焚く 前に、 臨時の スト ー ブの 築造に か 


からねば ならない こと を 知りました。 しかし、 この 女 

を 暖める ために は、 そのく らいの 労力 や 才覚 は 何でも 

ない、 つとめて 保温 を 完全に して、 今夜 一晩の、 この 

娘の 歓心を買う ことにつ とめなければ ならない。 それ 

に は、 どうしても、 いま 現に 利用しつつ あると ころの 

この 半壊の 卧炉裡 を 修理して、 これに 格子 か、 或いは 

やぐら  こたつ 

櫓 を 載せて、 そうして 炬躂の 形式に する ことが 最も 

簡単で、 そうして 効果の ある こと だと 思い当つ たらし 

く、 無論もう その 時 はぐん にやり となった、 抱きす く 

めた 女の 身体 を 放して やり、 それから 炉べ りに 向って 

新しい 煖炉の 仕 かけの ために、 了 心に 工夫 を 凝らし は 


じめ ました。 

すき 

逃げるなら、 この 隙に  といった ところで、 どう 

にもなる ものではありません。 叫べば 口 を 抑えられて 

しまい、 動けば 抱き すくめられて しまい、 走れば 追い 

越されて しまう。 どうに もこう にも 仕様 は あるべく も 

ない こと を、 娘 は 百 も 合点して、 そうして なお 一層、 

甘 つたる く 持ち かける ようです。 

「ねえ、 マドロスさん、 お 炬燒が 出来たら ば、 手風琴 

を 弾いて 唄 を 聴かせて 頂戴、 何でもい いわ、 あなたの 

お得 意の もの をね。 淋しい から 陽気な ものが いいで 

しょう、 思い切って 陽気な、 賑やかな 唄 を 聴かせて 頂 


戴な。 でも、 淋しい ので も かまわない」 

こう 言われて、 マドロスが 全く 相好 を 崩し 切って、 

よだれ 

六尺の 身体が 誕 で 流れ出しました。 

十七 

相好 を 崩し、 涎で 身体 を ただよわせながら、 マ ドロ 

スが 言いました、 

コア ハオ 嬢 サン、 スペイン ノ歌 ヲーッ 聞カセ テア ゲル 

コト アリマ ス、 スペイン ハ 日本人 イス パ ニヤ 言ィ マス 

イス パ ニヤ ハ 果物 タイへ ンォ イシイ デス、 唄 モナ カナ 


力 面白 イデス、 ォ婆 サン モ、 若ィ娘 サン モ、 ョ ク唄ゥ 

アリマ ス」 

手風琴 を 取り直す と、 ブ ー カブ ー 力 を はじめて、 何 

かわけ の わからぬ 唄 をうたい 出しました。 それ を 聞い 

ている と、 なんだか 長く 尾を引いた 高調子の 唄で は あ 

るが、 賑やかな 音楽と 言った のに、 妙に 物 哀しい 音色 

を 包んで いる。 そこで、 女が こう 言って たずねました 


「マドロスさん、 今の 唄、 何とい う 唄な の、 なんだか 

琵琶 を 聞く ような、 悲しい ところが ある わね」 

「コ レハ フラメンコ ィゥ唄 デス、 次 ハタ ラン テラ 唄ィ 


マ ショ、 ナポリ ィゥ トコ 口 デ唄ィ マス」 

と マドロス は 前置き をして、 また 一種 異様な 音楽 を は 

じめ 出しました。 

この 甘ったるい マドロスが、 フラメンコ だの、 タラ 

ン テラ だの 名 題 を 並べ て は、 わけの わからぬ もの を や 

リ出 すので すが、 女に は、 もとより 何が何だか わから 

ないし、 また 得意で やり 出して いる 御 当人の マドロス 

にも、 その 音楽の 本質が わかって やる の だか どう だか、 

はな は 

それ も 甚だ 怪しい ものな のです。 

怪しい ものに は 相違ない けれども、 いいかげんの 

出鳕 目に 奏でて いるものと は 思われません。 


本来、 この ウス ノロの マドロスの 生国 は 何 国の 者 だ 

かわかって いないの です。 御 当人 自身に も、 自分の 国 

籍は 判断し 兼ねる のです が、 ともかく ラテン 系の どこ 

かの 場末で 生れ、 そうして 物心つ くと 共に、 労働と 漂 

泊に 身 を 委ねて しまった ものです から、 国籍 は 海の 上 

にあって、 戸籍 は 船の 中に ある ものと 心得て いるら し 

い。 従って、 教育 もなければ、 教養 もない。 しかし、 

官能 だけ はどう やら 人間並みに 発達して いて、 特に 音 

楽 は 好きでした。 

好きと い つたと ころで、 高尚な 音楽 を 味わう ほどの 

教養 はなし、 また 特に 教養 以上に 超 出す る 天才で もな 


し、 ただ、 横好きと いう だけで、 見よう 見 まねに 音楽 

を やる ことが、 まず この 男の 唯一 の 趣味で も あり、 生 

活の 慰安で もあった でしよう。 

ところが、 地球上の 津々 浦々 を 家と する マドロスの 

境涯に、 一 つの 恵まれた 役得と いうの は、 その 国々 に 

行われる ところの 異種 異様の 音楽な り、 舞踏な リ を 、 

その 国ぶ リ 直接に ひたる ことができる という 特権で あ 

りました。 

ですから、 この 唄に しても、 日頃 やる 怪しげな 舞踏 

- つま  まず 

にしても、 巧い とか 拙い とかいう こと は 別と して、 と 

も かく も、 みんな 直接 本場 仕込みで ある こと だけ は 疑 


いがない のです。 本場 仕込みと 言った ところで、 おの 

おの その 国の 一 流の 芸事に 触れて 来たと いう わけで は 

ない が、 気分に だけ は 相当に ひたって 来て いるので す 

から、 今、 スペインの フラメンコ を やり 出そうと も、 

ナポリの タラン テラ を 振 廻そうと も、 それが 物に なつ 

ていよう とも、 いなかろう とも、 ともかく、 自分み ず 

から その 境地に 身 を 浸して 拾い 取って来 たのです から、 

一 概に ごまかしと 軽蔑して しまう わけに ゆかない ので 

す。 

そこで、 兵 部の 娘が、 この マドロスの 人品の 下等な 

ことと、 その 音楽の 怪しげな こと を 忘れて、 その 怪し 


げな 音楽 を 通じての、 遥かの 異郷の 人類 共通の 声と い 

う ものに、 多少と も 動かされざる を 得なかった ので 

しょう。 

十八 

この マドロスの ような 下等な 毛唐め に、 たとえ 何で 

そそのか 

あろうと も 唆 されて、 共に 道行なん という こと は、 

日本人と して は、 聞く だに 腹の 立つ ことのよう であり、 

兵 部の 娘と しても、 たとえ 常識 は 逸して いても、 官能 

は あるだろう から、 好きと、 嫌いと、 けがらわし いの 


と、 けがらわし くないのと は 相当 鋭敏で なければ なら 

ない はず だが、 それ はさい ぜん 会話の 時の ように 黒船 

の 誘惑と、 異国 情調の 煽動に 乗せられた 点 も あるか も 

知れない が、 他の 大きな 原因 は、 お 松と いう 同乗の 

朋輩に 対する 反抗 心と、 それから 駒 井 甚三郎 に 面当て 

をして やりたい という 心と が、 そもそもの 出発点で は 

あった けれども、 もう 一 つ 御 当人の 気の つかな いのは、 

この 音楽と いう ものの 魅力でした。 

この、 野卑で、 下等で、 且つ 眼 色 毛色まで 変って い 

る 毛唐め の 口車に 乗った の は、 いっか 知らず 自分が、 

この 毛唐の 持つ 音楽 的 魅力に 捉えられて しまって いた 


の だとい うこと を、 まだ 当人 は 気がついて いないので 

す。 

マドロス そのもの はい やな 奴、 身ぶ るいしたい ほど 

嫌な ウス ノロで は ある けれども、 こいつに 音楽 を やり 

こうむ 

出される と、 どうしても 誘惑 を 蒙 ら ざる を 得ない の 

です。 誘惑 も 深く 進めば 感激と なり、 やがて は 身心と 

もに 陶酔、 というと ころまで 持 込まれない 限り はない- 

名の 知れない、 わけの わからない、 聞いた こと も 見 

たこと もない 国の 音楽が、 女の 心 を、 それから それへ 

と 捉えて 行く のです。 その メロ デイよりも、 ハ ー モ 

二 ー よりも、 まず その リズムに。 


兵 部の 娘 は、 日本の 音楽 は 好きで、 そうして かなり 

の 教養 を 持って おりました。 それで、 身近に 茂 太郎と 

いう 絶好の 伴奏者が いた ものです から、 それに 仕込ん 

だり、 仕込まれ たりして、 音楽に は 異様に 発達した 何 

物 か を 備えて いたと 見て よいので す。 

ところで、 その 耳 を もって、 全く 聞き慣れない 西洋 

音楽 —— といっても、 怪しい 限りの マドロスの 演奏ぶ 

リを、 いま 言った ような 下地 へ 受取 つてい るう ちに、 

それが 根 を 持って来る という 段取りでした。 

いま 言う 通り、 唄の 文句 は 全く わからな いが、 メロ 

ディ を 捉える ことに 於て は、 この 女に 相当の 教養が あ 


り、 その リズムに 動かされ ると、 心酔し 易い こと は、 

天才と 言えなければ、 病的な ほどの 鋭敏 さ を 持って い 

るので す。 

ほ 

女 はもう、 しんとして 聴き 惚れて しまいました。 な 

力な 

にも かも 忘れて、 野卑で、 下等で、 醜悪な 人間が 奏で 

る、 一 種 異様な 異国 情調の 漂蕩 に 堪えられ なくな つ 

てし ま つたと 見えて、 

「マドロスさん、 何とい う 曲 だか わたし は 全く わから 

ない が、 聞いて いると 泣けて しまって よ、 泣かずに は 

いられ なくなつ てよ」 

むしょう 

と、 その 一曲が 終った 時、 女 は 無性に 涙 を 流しながら 


言い つづけました。 

「何とい う 唄 だか 知らないが、 聞いて いるう ちに、 何 

とも 言えない 熱い 情 合いが うつって、 たまらない。 異 

国に も、 やっぱり 恋 無情と いったよ うな ものが あるの 

ね。 日本の 国と 同じように、 苦しい 世間の 中に、 甘い 

恋路 をたず ねて、 死ぬ の 生きる のと もがいて いる、 血 

色と 肉附 のよ い 若い 男女が 狂って いるよう な、 苦しい 

力な 

—— けれども 甘い、 淋しい、 哀しい 世界が、 まざ まざ 

と 見え 出して、 わたし、 たまらなくな つてし まった」 

仰向けに、 だらしなく 寝た まま、 柄に なく 涙 を 無性 

に 流しつ づけて、 女 はこう 言いました。 


十九 

そうすると、 どう 勘違い をした か、 マドロス は 急に 

7? つ 「ま ヽ 

申し わけの ないような 狼狽の 態度 を 示して、 そうして 

哀願 的に、 

「ォ嬢 サン、 ドウ モ済ミ マ セン デス —— ヮ タシ、 悪ィ 

気 デシ タノ デハ ナイ カラ 御免 クダ サイ、 ォ嬢 サン 二 

取 ッテ置 キノ 珍シィ モノ 聞カセ テア ゲ タイト 思 ッタデ 

ス、 ソ レデ、 コンナ 陰気 ナノ ヲャ ッテ、 ォ気ニ 障ッテ 

済 マナイ コト アリマ ス。 コン ドハ、 モット 賑ャカ ナノ 


嬉シ イノ、 陽気 ナノ、 ャ リマ ショウ、 ォ キキナ サイ」 

女 は、 その 申し わけに 答えて 言うよう、 

「そういう わけ じ やない の、 わたしが 泣けた というの 

は」 

「泣 クノォ 止シナ サイ、 ヮ タシ、 コレ カラ 陽気 ナノ 唄 

ィ マス、 今度 ハ 支那 ノ、 唄 イマ ショウ、 茂 チャン、 ァ 

ノ唄、 好キ、 ソレ唄 イマ ショウ、 支那 ノ …… 」 

この 野卑に して 下等なる 音楽 者 は、 それにしても、 

ここで も やっぱり 国際的でした。 前回の 失敗の 名誉 回 

復を やり 出す ような 意気 組みで、 今度 は 支那の 音楽に 

とりかかろう という。 


国境に 於て はだい ぶ 近くな つた けれども、 その 内容 

の わからな いこと は、 依然として 同じ こと。 わからな 

いながら、 これ はたし かに 以前の 異国のと は 違って、 

陽気で、 暢び やかな ところが 多い。 そうして 最後へ 

持って いって、 

チ ー 力、 ロンドン 

ツァン 

パッカ、 ロンドン 

ツァン 

ツァン 

ツァン 


チ ー 力、 ロンドン、 ツァン 

パッカ、 ロンドン、 ツァン 

と附 ける こと は、 女 も 以前から しばしば 聞かされ たも 

のです。 ことに 清澄の 茂太郎 は、 この 口 合い を 喜んで、 

例の 出 鳕目を 日本語で 唄い 終って は、 その 最後へ、 こ 

れに 傚って、 

チ ー 力、 ロンドン 

ツァン 

パッカ、 ロンドン 

ツァン 

をく つつけ るの を 得意と していた こと を、 女 もよ く 


知っている。 これ を 聞く と、 茂太郎 もどき に 自分 も 踊 

リ 出した くなる ので、 いっか 心 持 も 陽気に なって まい 

りました。 それ を 見る と マドロス は、 娘のお 気に 叶つ 

て その 御機嫌 を 取り直し たこと を 嬉しがって、 なお 馬 

力 を かけながら、 何とも わけの わからない 支那 唄 を 声 

高く うたって、 手風琴に 合わせながら、 その 終りに 右 

の、 

チ ー 力、 ロンドン 

ツァン 

パッカ、 ロンドン 

ツァン 


を 折返す と、 女 もい い 気持に なって、 こ こぞと 思う あ 

たりで、 先 を 越して、 

チ ー 力、 ロンドン 

ツァン 

パッカ、 ロンドン 

ツァン 

を やり 出す ものです から、 期せず して 合唱の 形と なつ 

て、 今の 先と は 打って 変った 和気と、 陽気と が、 

飄 々 として ただよい 出した という ものです。 

時に、 日が 暮れ かかりました。 

ちょうちん 

「ォ嬢 サン、 提灯へ 口 ー ソク入 レマス、 ォ 待チナ サイ、 


ソゥ シテ、 今夜 ヮタ シ、 アナ タノ 淋シ イノ ヲ慰 メルタ 

メニ、 一晩中、 器量 一 パイ ウタ イマ ス、 ヮ タシ、 知ッ 

テル 世界 ノ国々 ノ唄 トイ ゥ唄、 ミンナ 歌ィ マス、 イチ 

バンシ マイニ 日本 ノ、 歌ィ マス •：••• 夜ガ 明ケテ モカ マ 

イマ セン」 

マドロス は、 すっかり 興奮し きってい る。 女 も 以前 

のように むず かりません。 

二十 

そうして いるう ちに、 北上 川の 沿岸に 夜が 来ました- 


夜と いう もの は、 ありふれた 風景で さえ も、 少なく 

とも 一世紀 は 昔に 返して 見せる ものな のです が、 この 

辺の 風物 そのものが、 日中で さえす でに 近 世紀の 代物 

ではない のです から、 夜になる と、 蒙 蒼と して 太古の 

気が 襲う の は 当然です。 

いいあん ばいに、 いつのまにか 実に 明るい 月が かが 

やいて いました。 夜 は 風景 を 遡上して 見せる けれども ■ 

月 は 時と 人と をして、 時間の 上に 超然たら しめる。 

今の 人 は 古 時の 月 を 見 ざり しか ど 

今の 月 は！！ 曰て 古 へ の 人 を 照らした りき 

古人 今人、 流る る 水の 如く 


共に 明月 を 見て 皆 かくの 如 けん 

と微吟 して、 大きな 柳の 木蔭から、 この 北上 川の 沿岸 

の 蒙 蒼た る 広原 の 夜気の 中へ、 の そりと 歩き 出した 黒 

い 人影が ある。 と、 その後ろ に 引 添うよう にして、 も 

う 一 つの 黒い 小さい 人影が 現われました。 

一体に この辺 は、 柳の 大樹が 多い のです。 その 謂れ 

を 聞いて みると、 源義 経が 奥地 深く 下る 時に、 笈に差 

して 来た 柳 をと つて 植えた とか、 植えなかった とかい 

うこと で、 今 は 大小 高低、 何千 株の 柳の 老 大樹が、 断々 

離々 として 堤から 原野へ かけて 生い 連なって いる。 右 

の 二つの 人影 は、 その 謂れ ある 柳の 老 大樹の 林の 中 か 


ら身を 現わして、 堤 を 越え、 原 を 横切り、 小径 を 越え 

て、 柳の 中に 入り、 また 柳の 中 を 出で つして 来た もの 

らしかった が、 ここに 至って 柳の 老 大樹の 林 を 全く 後 

ろに して、 そうして 広い 原の 真只中へ 露出し ました。 

右手に は 翁 倉、 黒 森の 山々 が 黒く 十三 浜の 方に 続い 

ている。 その 広い 原の 真只中で、 さきほど 月に 向って 

唐詩 を微吟 した ところの 大き い 方の 黒い 影が 後ろ を 顧 

みて、 

「君、 恐 山と いう 山 は、 よっぽど 高い 山 かね」 

その 声 を 聞く と、 それ は 日中、 渡 頭 を 徘徊して いた 

しも つけ 

ところの、 下野の 足 利の 貧乏に して 豪傑なる 絵師 田 山 


白雲に 相違ありません。 そうすると、 振 返って 呼び か 

けられた 後ろの 小さい 方の 黒 法師が 直ちに 答えました、 

「高い 山 じ やないで すね、 そう 大して 高い という 山 

じ やないです」 

直ちにこう 答えた の は、 これ も 日中、 渡 頭で 居 合 抜 

きの 芸術 を鮮 かに やっての けて 見せた が —— 旅行 券で 

は、 すっかり 悄然 返った ところの 恐 山 出身の 柳 田 平 治 

に 相違ない のです。 この 二つの 黒 法師 は、 黒 法師つ ぷ 

リ として かえって 調和が ありました。 田 山 白雲 はすぐ 

ようぼう か い い 

れて 容貌 魁偉で あるのに、 柳 田 平 治 は 普通より は 小柄 

です。 白雲の 刀 も 普通より は 長いに は 長いが、 身体に 


は 釣合って いる。 柳 田 平 治の はた だ 一本、 長過ぎる こ 

と は 昼間と 変らない のです。 こうして 二人が 相 前後し 

て 北上 川の 沿岸の 月の 平野の 夜 を、 我 語り、 彼 答えつ 

つ そぞろ 歩いて 行く のです が、 柳 田 平 治 は 今の 返答に 

附け 加えて、 

「南部の 恐 山と いえば、 なかなか 有名です から、 人 は 

すてきに 高い 山 だと 思います が、 山 はさ ほど 高く はな 

いのです。 山 は 高くない けれども、 形相の 変った 山 

でして ね、 恐 山に は 地獄が 九十 九 個所あって、 極楽が 

たった 一 個所 だと 言われます、 なんにしても 恐 山 は 登 

る 山で なくして 寧ろ 下る 山な のです」 


と 言いました。 

二十 一 

「山へ 下る —— 」 

よど 

と 言って、 田 山 白雲の 黒い 影が、 ちょっと 淀みました。 

どんな 山で も 山と いう 以上 は、 人間と して は 上る ベ 

きもので ある。 山へ 下る という こと は、 ある まじき こ 

とで ある。 柳 田 平 治 も 当然 それ を 補わなければ ならな 

いのです が、 特に 註釈 をし ませんで した。 それ を 田 山 

白雲 もお してたず ねようと もせず、 閑々 として 歩みつ 


づけます。 

かくて 大小 二つの 黒 法師 は、 いよいよ 広原の 中の 月 

光の 下に、 鮮 かに 黒 法師ぶ リを 発揮しながら 無言の 進 

行 をつ づけ ましたが、 この 二人ともに、 遠目で は、 か 

く悠々 閑々 たる そぞろ歩き を 続けて いるよう に 見える 

が、 事実上 は、 歩みながら 絶えず、 往 手と 左右の 草原 

から、 沼、 橋、 森 蔭 をまで、 隈なく 見 透さん とした 身 

構えで 歩んで いるので あります。 

その かなり 細心に 働いて いる 首筋の 異動と、 眼光の 

つけどころ を 見て いると、 ただ 月に 乗じて 浮かれ 出し 

たもので ない こと は 明らかであります。 何 か 目的 あつ 


て、 それ を 探し 索め るた めに 出動した ものと 見な けれ 

ばなら ない のです。 

それが 微吟 となったり、 閑話と なったり して 洩れて 

来る の は、 その 目的に 達する 間の 道草に 過ぎない と 思 

われる。 

「先刻から 聞いて いると、 君 は その 恐 山の 林 崎 明 神の 

お 堂で 居 合 を 修行した という こと だが、 してみ ると 君 

の 居 合の 流儀 は、 林 崎 流の 居 合な の だね」 

「いや、 そうじゃないです、 林 崎 明 神と いうの は、 恐 

山の 一 部に ある 名所の 名でして、 林 崎 流の 居 合と はな 

んらの 関係が ないです、 僕の 修行した の は 浅 山 一 伝 流 


なんです が、 それ も 純粋の 浅 山 一 伝 流と いうに は少々 

恥 かしいで してね、 コッは 習いました けれども、 やり 

方 は 未熟な 自己流で すから、 本場へ 出て 練り直さ なけ 

れ ばなら ない、 と 考えと るです」 

「なるほど」 

うなず 

と 白雲 は 頷きました。 この 青年、 いよいよ 存外に 謙 

遜と 自省と が ある。 この 謙遜と 自省と が ある 限り、 ま 

だ 修行が 伸びる。 

というよう にも 感心して みたが、 いやいや 滅多に 感 

心して はならない、 青年 や、 愚者 を、 うっかり 過分に 

賞め てみ せる と、 かえって 生涯 を 誤る ことがある。 


「今、 林 崎 流の 居 合の そのままの 型 は、 どこに 残って 

いるか 知らん。 林 崎を祖 として、 それから 出で た 流派 

は 多い が、 林 崎 流 そのままの 伝統 を 抜く というの は あ 

まり 聞かない ね」 

「そうです、 浅 山 一 伝 流 も 林崎甚 助から 出た のです。 

先生、 あなた も 居 合 をお やりになります か」 

と、 今度 は 柳 田 平 治が たずね 方に 廻る と、 田 山 白雲が、 

「到底、 君の ように 器用な わけに は 行かん けれど、 一 

通り 稽古す るに はした よ、 僕の はちよ つと 変って いる、 

鶴 見 流と い つ てね」 

「鶴 見 流です か …… 」 


「あまり 聞き慣れない 流 名だろう、 だが、 それ を 伝え 

た 老教士 の 口と、 腕と に は、 なかなか 敬服すべき もの 

があった ねえ —— その 流 祖の鶴 見と いうの は、 年代 は 

よく 知らん が、 たしか 戦国時代の 人であって、 一 つ 面 

白い 逸話 を 聞いて いる、 こういう 話 だ、 まあ 聞いて 置 

き 給え」 

打 解けた 物語り をしながら、 白雲の 眼 は 絶えず 前面 

の 広野の 四方に めぐらされ ている。 どうしても 月 を 見 

ながら 散歩の ための 閑談で はない。 

二十 二 


「越 前 家に、 なにがし という 武功の 者が あつたの だが、 

しゅつ ぼん  こも 

これが 何 か 犯せる 罪あって 出奔し、 三国 山へ 籠った 

の を、 右の 鶴 見が 殿の 仰せ を 受けて 召 捕りに 向った の 

だが、 その 仰せ を 受けた 時に、 鶴 見が 返答して 言う こ 

とに は、 それがし はま だ 人 を 召 捕りに 向った 経験が ご 

ざらぬ、 もし 召 捕り そこねた 時には 拙者 一人の 恥で は 

ござらぬ  というよ うな こと を 申し出る と、 ただ 何 

でもよ ろしい から 行け、 もし 召 捕る ことができ なかつ 

たら 斬 捨て も 苦しうな い、 とこうい う 上意な ので、 し 

からば もはや 辞退いた すべき 限りで は ござり ませぬ、 


と 言って 鶴 見 殿が 出立した の だね」 

白雲 はこの ようにして、 月の 広野 原 を 歩みながら 語 

リ出 すと、 柳 田が、 

「その 時に、 鶴 見 先生の はら はもう 決って いました ね」 

「そうして、 先方へ 行く と、 どういう 知恵 を 働かせた 

か、 とにかく、 その 相手の 武功 者 を だね、 それ を 網に 

も かけなければ、 刀 を 差させた ままで 連れ出して 来た 

ん だね。 そうして、 召 連れた 二十 人ば かりの 者と 一緒 

に、 舟に 乗せて 城下へ 漕ぎつ ける ことにな つたの だ。 

その 召 連れて来た 武功 者 は、 聞え たる 大力の 大男で ね、 

鶴 見 は 反対に 君の ような —— と 言って は 失敬 だが、 と 


にかく 小兵な 男であった そうだ。 それが 右の 武功 者 を 

縛り もしない し、 刀 を 差させた ままで、 同じ 舟の 中へ 

連れ込んで 打 解けて いるもの だから、 警 固の 足軽 連が 

ともさき 

心配した の も 無理 はない ね。 その 時 鶴 見 は 艫 先の 方に 

腰 を かけて いたそう だが、 右のお 咎め 者 も 鶴 見の 傍に 

船ば たに もたれて いる、 鶴 見が 茶 をす すめる とそれ を 

飲み、 何かと 無難に 物語り をして いるう ちに、 船が 城 

下 近くな ろうとした 時、 右の 武功 者が、 乗組の 油断 を 

見す ました か、 つうと 水の 中へ 飛び込んで しまった。 

さて こそと 警 固の ものが 眼の 色 を 変えて 狼狽した の 

だ」 


「なるほど  」 

「だから、 言わぬ ことじ やない、 あれほどの 武功 者 を 

網 も かけず、 大小 も 取上げずに 召 連れて、 それに 悠々 

と 茶な ど を 振舞って 世間体に もてなして いたのが 緩怠 

千万 —— なんにしても 大事の めしう ど、 取 逃がして は 

一 大事と、 皆々 続いて 水中に 飛び 入ろうと すると、 鶴 

見 は 少しも 狼狽て ず、 以前の 通りに 艫 先に 腰かけて い 

ひげ 

て、 右の 手で 髭 を ひねりながら 言う ことに は、 騒ぐな、 

騒ぐな、 どこまで 逃げる という ことがある もの か、 こ 

の 一 国のう ちなら ば、 海で あろうと、 川で あろうと、 

ゆっくり 探す ことができ るの だ、 だが、 そのうちに 浮 


いて 出て 来る から、 ともかくも ひとまず この 船 を さし 

止めろ、 と 言って いるう ちに、 水面の 一個 所、 水の 色 

が 紅くな つたと ころが ある、 あそこへ 船 を 差 廻して み 

よと、 鶴 見から 言われて いるう ちに、 そこへ ぼっかり 

と 屍体が 一 つ 浮いて 出た、 それ を 引き上げて 見る と、 

た 力 もも 

右の 武功 者が、 高 股 を 切り落されて 浮び 出して 来たの 

だった」 

「やり ましたね、 鶴 見 先生」 

さや 

「その 男が 水へ 飛び込む と 見て、 鶴 見が 斬って 刀を輔 

に 納めた の だが、 その 抜く 手 も、 雜に 納める ところ を 

も、 誰も 見た ものはなかった そうだ …… 」 


「そうでしょう、 林 崎甚助 先生な どに もさよう な 逸話 

はあり ますね、 私 も 師匠から 承りました」 

柳 田 平 治が、 つづいて 何 か 相当の 武術の 応酬 を 試み 

ようとし ていた 時分に、 さきほどから むらむ らして い 

た 雲が 月 を 隠して しまい、 地上が にわかに 暗くな リま 

した。 

二十 三 

月 は 隠れた けれども、 本来 は 月の 夜な のです から、 

天地 は 暗い といっても、 闇の 夜ではありません。 


「月が 隠れた ね」 

「雲が 出て まいりました」 

二人の 心づ かいは、 ちょっと 天上に 向って 転向し ま 

した けれども、 そうかといって、 その 雲行き も 天候の 

激変 を 暗示す る ほどの 危険性 はない が、 今までの よう 

に皎々 たる 月光が、 雲 を 破って 現われる こと は、 ちょ つ 

お ぼ つ か 

と 覚束なくな りました。 

「しかし、 暗い 方が また かえって よろしい」 

と 田 山 白雲 は、 さの み 月光に 執着 を 持って おりません 

でした。 それ は 月光 そのものに 浸染 せんがた めに うら 

ぶれ 出で たので はなく、 かくうら ぶれ 出で たに 就いて 


は、 別に 何 かの 目的が あって うら ぶれ 出で たと ころへ、 

偶然に も その 景物と して 月が 出て いて くれたの だから、 

月が 姿 を 隠しても 必ずしも 自分の 目的に 外れる という 

こと はなく、 かえって そこに はまた 何 かの 利便 をで も 

見出した かの ように、 月 もよ し、 闇 も 更によ し、 とい 

うような 気分で、 最初の 通り 四方の 山川 草木 を 通して、 

平原の 視野の 限りに 油断な き 首筋 を 動かして いるので 

す。 

そうすると、 柳 田 平 治 も 語り 出 でんと する 物語 を さ 

し 置いて、 同じような 姿勢 を 以て 四方の 視野 を 監視の 

体です。 二人の 会話 は 途絶えました。 


会話 そのもの もまた、 月の 光と 同じく 偶然の 景物で 

あって、 二人 は 会談 を 為さん がた めに ここに うら ぶれ 

て 来たので はなく、 何物 を か 求めん がた めに うら ぶれ 

きた  いとぐち 

来って、 そうして 偶然の ゆかりで 会談の 緒 が 切 出さ 

れ たまでの ことです から、 それが 都合 上、 中断され よ 

うと も、 継続され ようと も、 更に 差支え はない のです。 

そうして いるう ちに、 田 山 白雲が まず 口 を 切り まし 

た、 

「君、 あそこの 森 蔭に、 一点の 火が 見える ではない か」 

「ええ、 何 か、 鳴り物の 音が 聞え ますな」 

そった く 

二人の 声 は、 ほとんど 哮啄 同時の ような 調子で あり 


ました。 

白雲が、 その 一点の 火と いうの を 認めた のが 早 かつ 

たか、 柳 田が、 風に 伝うて 来る 有る かなき かの 鳴り物 

の 音と いうの を 耳に とめた のが 早かった か、 それ はわ 

からないでしょう。 一方の 眼と、 一方の 耳との 正確さ 

を もって 一応た しかめる ために、 二人 は 暫く 息 を 凝し 

ました。 

「たしかです、 先生、 たしかに 火影が 見えます」 

白雲が 最初に 認めた 火の 光が いったん 明滅した らし 

いの を、 柳 田が 再び 確認し 得たら しく 保証す ると 共に、 

白雲が、 


「なるほど、 なるほど、 風に 流れて かすかに 物の 音が 

響いて 来る よ」 

自分 は 眼に 於て 早く、 柳 田 は 耳に 於て 一 歩 を 先んじ 

ていたら しい 認識が、 ここで 両々 相 保証す るの 立場と 

なりました。 

「では、 とりあえず、 あれ を 目的と して 少し 急いでみ 

ようで はない か」 

と 白雲が まず 唱えて、 柳 田が それに 従いました。 そこ 

あゆみ 

で 少し 二人 は 歩行 を 早めて、 火と 音との 遥かなる 一角 

に 向って 歩み 出し ましたが、 何 をい うに も、 白雲 は大 

男で あり、 柳 田 は 小男です から、 コンパスの 相違が 少々 


ある。 

白雲 は 柳 田に 調子 を 合わせて やる ために、 多少と も 

その 歩調 をお ろさざる を 得ませんでした。 

かくて 行く うちに、 ふと 前に 白い 鏡の ような ものの 

大きな 展開 を 見ました。 

「や あ、 池です か」 

「沼 だ —— 入江 かも 知れない」 

このまま 進めば、 必ず その 沼に 突入す る。 

二十 四 


白雲が まず 眼 を 以 て 認め 得た ところの もの も 誤りな 

く、 柳 田が 耳 を 以て 捉え 得た ところの ものに も 間違い 

がなかった こと は、 二人が 進み 行く ほどに、 ようやく 

明確に 証拠立てられました。 

突 当りに 沼が あって、 その 向う に 小高い 岸が あって、 

その 一 方に 森が あって、 その 森 蔭から 右の 一 点の 火光 

が 射して 来る のです。 

それに つれて、 同じと ころから 異様なる 鳴り物の 音 

が、 ようやく 鮮 かに 流れて 来る の を、 柳 田が また 小耳 

を 頃け て、 

「何です か、 笛であります か」 


「いや、 笛で はない」 

「鼓です か」 

「いや、 鼓で もない」 

「三味です か」 

「そうで もない よう だ、 胡弓の ような 響きが する」 

のんき 

「暢気な 奴です ね、 こんな 原っぱの 一 つ 家に、 鳴り物 

を 鳴らして 楽しむ なんて」 

「おかしい ぞ」 

流れて 来る 音 は 聞き 留めた が、 楽器 そのものが 何で 

あるか は、 はっきりと 受取れ ない ので、 

「狐狸の 仕業 かな」 


と 柳 田 平 治が、 長剣 を ちょっと 撫でて みました。 

「まあ  もう 少し 行つ てみ よう」 

「御用 心なさい、 そこ はもう 沼つ づきです から、 先生」 

「なるほど、 水が ここまで 浸入して 来て いる、 ここ を 

一 廻り せんと、 あの 森へ 出られない」 

「橋はありません か」 

「ない ね」 

「廻りましょう、 僕が 先に 立って 瀬ぶ み をいた します」 

「気をつけて 行き給えよ」 

二人 は 沼 を 隔てて、 森と、 火影と、 音楽と を、 眼の 

前に あざやかに 受取りながら、 地の利 を 失った ために、 


その 水の 入江と、 沼の 半分 を 廻らなければ ならな くな 

りました。 

蘆と、 菱とを 分けて、 水に 沿うて めぐり 来って みる 

と、 やや 暫くして、 先に 立った 柳 田 平 治が 突然 声を揚 

げ ました。 

「先生、 舟が ありました ぜ、 舟が」 

「なに、 舟が」 

柳 田 平 治が 立って いる 入江の ある 地点に、 朦朧と し 

て 小舟が 浮き 捨てられて ある。 

「それ は、 いいあん ばいだ、 渡りに 舟」 

一議に 及ばず、 二人 は その 舟 を 分捕って 飛び乗り、 


この 入江と 沼と を 押切ろう として、 ふたり 船 ベリへ 

寄って 見て、 田 山 白雲が、 はじめて いぶか しげに、 

「おや、 この 舟 はお かしい ぞ」 

「どうした のです、 先生」 

「見 給え、 世間 普通の 舟で はない」 

「そうです ね」 

二人 は 乗る こと を 先にして、 舟の 形 を 見る こと を 後 

にし ましたが、 白雲が、 

「占めた！」 

と 叫んで、 

ちょき 

「君、 見 給え、 この 舟 は —— これ は 日本の 猪 牙で はな 


い、 形 をよ く 見 給え、 西洋の バッテ イラ 型と いう 舟 だ、 

間違いな く、 駒 井 氏の 無名 丸から 外して 逃げ出して 来 

た その 舟な の だ、 いいかね、 君に 話した 毛唐の マ ドロ 

ス という ウス ノロが、 少し 精神に 異状の ある 娘 を 誘 si 

して 連れ出し たのが この 舟 だ —— ここに 乗 捨てられて 

ある 以上 は、 もう 論議 無用 —— あの 鳴り物が 物 を 言う。 

君、 櫓が 押せる かね、 押せるなら、 ひとつ これで 乗 切つ 

て くれ 給え、 あの 鳴り物の 音 をた よりに —— 待ち 給え、 

この 舟が ここに 乗 捨てられて ある 以上、 ここから 沼 沿 

いに 路が あるだろう、 その 間道 を ひとつ たずねて 見 給 

大」 


二十 五 

そもそも、 田 山 白雲の このたびの 北上の 目的と いう 

もの は、 一石二鳥 を も 三 鳥 を も 兼ねた もので ありまし 

た。 

その 一 石 は、 いま 現に ほぼ 証跡 をつ きとめ 得たら し 

いところ の マドロスと、 兵 部の 娘 を 取 押えん がた めで 

ありました。 目下、 松 島 湾の 月ノ 浦に 碇泊して いると 

ころの 駒 井甚三 郎 創案 建造 の 蒸気船、 無名 丸 か ら 脱走 

かけおち もの 

して 来たと ころの ffi 落 者な のであります。 マドロス は 


生国の 知れぬ 外国からの 漂着 者で あり、 兵 部の 娘 は 

素姓 正しい ものです けれども、 いささか 精神に 異常 を 

呈し、 肉体に 不検束 を 持って いる 女であります。 この 

二人が 最近、 無名 丸から 脱走した の を 取 押えん こと も、 

田 山 白雲の 北上の 一 つの 目的で ありまし たが、 他の も 

う 一 つ は、 仙 台 城内の 秘宝 を覘 つて、 九分九厘の とこ 

ろで 失敗した 裏 宿の 七兵衛 という、 足の はやい 不思議 

な 怪賊の 行方 をたず ねんがた めで ありました。 

それから、 もう 一 つ は、 本業た る 画師と しての 画囊 

を 満たさん がた めに、 未だ 見ざる 名山 大 川に 触れて み 

ようとい うのと、 持って 生れた 漂泊 性 を 飽満せ しめよ 


うとの 本能 も ありました。 

そうして、 ゆく りなく、 この 渡 頭に 立って 見る と、 

たずねる ところの マドロスが、 遠眼鏡の 視野の 中に 完 

全に 落ち 来った ものです から、 いずれにしても、 この 

向う 岸 を 距る こと 程遠から ぬ 地点に 潜在して いるの 

だ。 だが、 茫漠たる 地形であって みると、 これ は 白昼 

に 草の根 を 分け 探す よりも、 むしろ 夜間 を 選んだ 方が 

いい、 というの は、 火食 を 知って 以来、 人類の 生活に 

は 火が 附 いて 廻る。 内部に 向って 食物 を 送る ために も、 

外部より して 体温 を 摂取す るた めに も、 光 を 起して 自 

ら 明らかにし、 他の 暗黒 を 救うた めに も、 火 は 人生の 


必須であって、 人生すな わち 火な リ という 哲学 も 成り 

立つ。 そこで、 火 を 認め 得れば 必ず 人が あり、 人の あ 

ると ころに は 必ず 火が ある。 そうして、 火と いう もの 

は、 昼間に 於て より は、 夜間に 於て その 存在 を いっそ 

う 明瞭に する。 

こういう 見地から して、 田 山 白雲 は 特に 夜 を 選んで 

a 落 者の 所在 を 探索に、 ここへ こうして やって来 たと 

いう わけなので あります。 

ただ 予期し なかった こと は、 ここへ、 同行と もっか 

ず、 従者と もっかず、 お 弟子と もっかない、 長剣 短軀 

の 青年 を 一枚 加え 得た という だけの もので、 いつしか 


この 漢子 は、 「先生」 と 白雲 を 呼びかける ほどに 熟して 

しま つてい る。 

白雲が 右の バッテ イラ 型と 称した 小舟の 傍で 言い ま 

した、 

「ねえ、 もう 袋の 鼠 だよ、 こっちの もの だよ、 そう 思つ 

て 聞いて 見 給え、 あの 問題の 楽器 は イカ モノ だな、 笛 

でな し、 鼓で なし、 尺八で なし、 琴で もな し、 三味線 

でもな し、 何 か 毛唐の イカ モノの 響き だ。 本来、 あの 

マドロス という 奴が、 ウス ノロに 出来て るんだ、 眼 色 

毛色の 変った 奴に、 ドコ まで 道行が できる もの か。 先 

生、 一時の 安き をた のんで、 ああして 太平楽に イカ モ 


ノを 鳴ら かして 楽しんで いる 知恵な し を 見 給え、 自分 

たち はいい 気分で 人知れず 楽しんで いるつ もりだろう 

が、 木の 音、 草の 音 を 忍ぶ 艇落 者が、 楽器い じりと は 

あき 

呆れた もので はない か、 ウス ノロ は どこまでも ウス ノ 

口 だよ」 

「鳥 も 鳴かず ば 撃 たれまい —— という わけです ね」 

「そうだ、 そうだ」 

しゃれ 

白雲 は、 柳 田 平 治が 存外、 洒落た 言葉 を 知っている 

のに、 我が 意 を 得たり とば かりです。 


そういう ことと は 知らず、 石 小屋の 中で は、 白雲の 

いわゆる イカ モノの 音楽が、 奏する 人 をい よいよ 

有頂天に ならせる と共に、 さしもの 聞き手 を、 よう や 

く 陶酔と 恍惚の 境に 入れよう こと 不思議と 言わん ばか 

りです。 

それが、 イカ モノであろう とも、 なかろう とも、 自 

己の 演出す る 芸術が、 張り切れる ほどの 相手方の 反感 

を 和らげ 得た のみならず、 進んで この 程度にまで こつ 

ちの ものに 引き入れた 自分の 芸術の 勝利に、 マドロス 

がいよ いよの ぼせ 上らざる を 得ませんでした。 


そこで、 ここ を 先途と、 引換え 立 替え、 レコ ー ドを 

ひま 

取換え、 針 を さし 換える 隙が もどかし いように、 西洋 

から、 南洋から、 支那 朝鮮の 音楽にまで、 自分の 持て 

る 芸術の 総 ざら い を はじめて 終り、 やがて 息 を もっか 

せず、 

「ォ嬢 サン、 コレ カラ 日本 ノモ ノヤ ル デス、 マ ズ南ノ 

方 カラ ャ リマ ショ、 八重 山ヲャ リマ ショ」 

「八重 山って 何です」 

「八重 山 ハ薩摩 ノ国ノ 南 ノ方ニ アル 島 デス、 ソ ノ島ノ 

娘、 タイへ ン声ョ イデス、 世界 デモ 一番 デス」 

と、 マドロスが 風琴 を 膝へ 置いて 答えました。 


フ k; ヮ -」 

と 女が 少し 聞き耳 を 立て、 

「何です つて、 世界で 一番？ 言う ことが 大きい わ」 

「ゥソ デナ イデス、 タ ナベ 先生 モホメ マ シタ、 八重 山 

ノ唄ト 踊リ、 素晴 ラシィ モノ デス、 ヮ タシ、 日本 デハ 

アンナ スバ ラシィ モノ 聞 イタ コト ナイ デス、 ソレヲ 一 

ッ、 ココデ 真似 テ見ル デス」 

「まあ、 ちょっとお 待ちなさい、 マドロス さんの 言う 

こと は 大きい からね、 日本の 国の 薩 摩の 国の 中に 世界 

一 番 なんて、 それ は掛 値が あるんで しょう けれど、 か 

りに 割引して 聞いても、 そんなに 素晴らしい 唄 だの 踊 


り だのが、 日本の 中に あるんで すか、 そのこと をもう 

少し 説明して から、 唄って 聞かせて 頂戴」 

「八重 山ノ娘 サン タ チノ 声 ハ 五町 モ六町 モト オル デス、 

ソ ゥシテ 声ガョ ク練レ ティル デス、 ヮタシ 聞 イタ、 世 

界ニ モ珍シ イデス、 日本 ノ国ニ アンナ トコ 口 ハ 一 一 ット 

ナイ デス、 ヮ タシ、 一生懸命 二三 日 習 イマ シタ、 ユン 

タ、 ジ ラバ ヲャッ テオ 聞 力 セスル デス」 

「では、 ともかく やって みて 下さいな」 

「八重 山ノ ユン タ、 ジ ラバ …… 」 

そこで、 また マドロスが 実演に かかりました。 

へんぴ 

果して 八重 山と いう 日本の 国の 辺鄙の 島の 中に、 そ 


んな 音楽の 天国が ある もの か、 マドロスの 受 売り だけ 

では 信じられな いが、 女 は その 予備 宣伝に 相当 引きつ 

けられて いるら しい。 

そこで 声高に マドロスが 手風琴 を あやなしながら 唄 

い 出した が、 歌 句 は 一向 何だか わからない。 本来、 今 

までの マドロス 芸術に ついて、 歌詞 そのもの は 一向に 

わからないで、 その メロ デ ー について 感心して 聴いて 

いたのが、 これから 日本の もの を 相 はじめます という 

ことにな つてみ ると、 その 八重 山と か、 八重 山 節と か 

いう ものが、 歌詞 はむ ろん 相当に わかって、 一層の 興 

味が ある だろうと 予想した が、 わからない。 本来 演奏 


者 自身が わかって やって いるので はない から、 これ は 

せんさく 

詮索しても 駄目 —— ただ、 盛んに 唄い 出す マドロスの 

咽喉 を 見て、 八重 山の 女の 世界的 だとい う 咽喉 を 想像 

する より ほか はない のです が、 想像して みたところで、 

以前 わからない 異国 情調 を 聞かされた ほどの 感興 は、 

どうしても 起らない らしい。 

二十 七 

だが、 とにもかくにも、 この イカ モノ 音 楽師 は、 世 

界的 だとい う 八重 山 節の コッピ ー を 取つ て 見せて しま 


いとま 

うと、 またもや 息をつく 遑も なく、 

「今度 ハ、 ガシャ ガシャ 節ヲォ 聞キニ 入レル デス」 

「まあ、 待って 頂戴、 マドロスさん、 今の その 八重 山 

節 は、 素晴らし いもの かも 知れない が、 その 土地へ 行つ 

て、 世界一 だと か、 日本一 だと かいう 声の 練れた 島の 

娘た ちの 咽喉から 直接に 聴かな けり や、 本当の 味が わ 

からない わね、 地唄と いう もの は みんなそう なので 

しょう、 日本の もの を 聞く くらいなら、 わかる の を 聞 

きたい わ、 けれども、 安来 節 や、 磯 節なん て、 わたし 

あまり 好かない、 何 か 日本の 唄で わかる の をうた つて 

頂戴」 


n ァハ、 カンカン ノウ、 キゥ レンス ヲゥ タイマ ショウ 

力」 

「あれ は 日本の じゃありません よ、 わからな いこと は 

同じよ」 

n ァハ、 チョン キナ、 チョン キナ」 

「いけない わ、 なんだか 下品 だ わ」 

「お前と ならば …… 」 

「いや 味ったら しい」 

「春雨」 

「お前さん のがら にないね」 

「きんらいら い」 


「駄目よ」 

「越後 獅子 —— イイ デス」 

「あんまりお きまりで ねえ」 

とおかえ びす 

「十日 戎」 

「ぞっとし ない」 

「梅に も 春」 

「いよいよ お前さんの ガラ にない」 

「惚れて 通う …… 」 

「いやいや」 

「デ ハ、 ォジョ サン、 何 ガイ イデス、 アナ タノ 方 カラ 

望ムコ トヨ ロシイ」 


「生意気 をお 言いで ない、 わたしの 望む もの、 お前に 

やれます か、 やっぱり 日本の もので ない 方が いい わね、 

日本の もの だと、 こっちが わかり 過ぎて るから、 マド 

ちんが 一 生 懸命 やれば やる ほど 滑稽に なって しまう、 

だから いっそ、 もとへ 繰返して 本場 もの を やって 頂戴。 

本場 ものと いうの は、 マドロス さんの 本場 ものの こと 

よ、 わたしに はわから ないでも いいから。 わからない 

方が かえって ァラが 知れないで、 珍しい ところば かリ 

耳に 残る から その 方が いい わ、 威勢の いい 異国 物 を 聞 

かせて 頂戴な」 

「デ ハ、 マタ 西洋へ 戻 ッテ、 イツ ショ 懸命 ャル デス」 


「いちいち 説明 はいらな いから、 立てつ づけに やって 

頂戴、 でも、 くぎり だけ はちよ つと 何 か 合図 をして ね」 

r デハ、 ャ タラ 無性 ニヤ ル デス、 マルセル、 ボル 力、 

ゴル デン、 ワルツ、 マルチ —— 何 デモ 無性 ニヤ ル デス」 

日本 物 は 全く プログラムから 敬遠され てし ま つ て、 

これから 改めて 異国 ものの 蒸 返しに、 マドロスが 腕に 

より を かけ 出した 途端に、 裏の 戸締り を トン トンと 叩 

くもの が ありました。 

「おや」 

兵 部の 娘が まず 驚く と、 面の 色 を 変えた の は マ ドロ 

ス です。 ここまで は 人の 来るべき はずのと ころで ない 


こと を 見定めて 置いて かか つ ている のに —— 前に 沼 を 

めぐらした 要害 だから 舟で なければ 渡れない、 その 舟 

は 隠して ある、 別に 間道 は あるに は あるが、 夜分の 追 

手に わかりつ こ はない、 と 安心し きって 思う さま 発展 

している ところへ、 不意に 背後から 戸 を 叩く もの、 そ 

れは 気配に よって 見ても、 まさしく 人間に 相違ない か 

ら、 面の 色 を 変えて 手風琴 を 抛り 出した マドロスが、 

「誰 デス」 

二十 八 


その 時、 戸 を 押 破って 猛然と 飛び込んで 来たの は、 

田 山 白雲で ありました。 

「ゥ ヮァ、 タヤ マ 先生」 

マドロスが 狼狽して、 逃げ出 そうとす るの を、 白雲 

たち ま 

は 忽 ち 取って 押えて しまいました。 

「ウス ノロ！」 

田 山 白雲が 取って 押える と、 柳 田が 横の 方から 手伝 

い をして、 忽ち マドロス を 縛り上げて しまいました。 

本来、 この マドロス は 大兵 でも あり、 力 も 優れてい 

て、 拳闘の 手 も 相当に 心得て いる 奴な のでした けれど 

も、 白雲に 対して はどう も 苦手な のです。 安房の 国の 


洲 崎で、 駒 井の 番所へ 闖入 し、 金椎の 料理 を 食い散ら 

してから、 衣食が 足って 礼節 を 戸棚の 隅から 発見す る 

と、 性の 本能が 横溢し、 その 狼藉の 鼻 を 田 山 白雲に 取つ 

つかまって 腰投げ を 食い、 完全に 抑え 込まれてから、 

姚 子の 黒 灰の 素人 相撲で は 連戦連勝 を、 また この 白雲 

の 助言に よ つ て 土 をつ けられて しま つ た。 

他の 何者に 対しても、 かなりの 横着と 粘液 性 を 発揮 

する のです が、 ひとり 白雲に 遭うて はす くんで しまう- 

それに 今日は、 柳 田と いう、 超 訛 向きの 助手が あつ 

てす る こと だから、 マドロス は 身動き もで きないし、 

ダウの 音 も 出ない 目に 逢って、 たちまち そこへ 縛りつ 


けられる と共に、 みえ も、 飾り も、 全く 手放しで 号泣 

を はじめました。 そうした 時に、 意外に も、 その 間へ 

押 隔たった の は 兵 部の 娘で ありました。 

「田 山 先生、 あんまり 手荒い こと はしないで 頂戴ね」 

も ゆる 

「うむ、 萌 さん —— 君 もい つたい 心がけが よくない」 

と 白雲 は、 押 隔たる 娘の 面 を 浅ましげ になが めて、 た 

しなめ ると、 

「マドロスさん、 そんなに 悪い 人じゃありません、 手 

荒い ことしな いでね」 

ふらち せんばん 

「君 を 掠奪して、 こんなと ころへ 連れ込んだ 不埒 千万 

な 奴 じ やない か」 


「いいえ、 マドロスさん ばかりが 悪 いんじゃな いのよ」 

「無論、 君に も 責任が あるよ、 何とい うだらし な いこつ 

た、 歯痒く つてた まらない」 

その 時、 号泣して いた マドロスが、 急に 哀願の 体で、 

「田 山 先生、 ヮタ クシ、 悪 イトコ 口 アヤ マル デス、 緦、 

解 ィテ下 サイ」 

それ を 耳に も 入れず 田 山 白雲 は、 柳 田 平 治 を さし 招 

いて 言いました、 

「柳 田 君  では これから を 君に 引渡す から 頼みます 

よ」 

「承知し ました」 


「マドロス」 

と、 白雲が 改めて マドロス を 呼びかけ ると、 

「ハイ」 

神妙な 返答です。 

「貴様 を、 これから この 人に 託して、 月ノ 浦の 駒 井 氏 

の 元 船まで 送り届け るの だ、 じたばた しないで おとな 

しく 引かれて 行けよ」 

「御免、 御免」 

マドロス は、 また 哀号の 声 を 高く して、 

「御免、 船へ 戻ル コト、 ォ許シ 下 サイ、 船へ 戻 レバ 殺 

サレル デス」 


「柳 田 君、 かまわず 引き立てて 行って くれ 給え、 もし 

ジタ バタした 時 は、 今の 鶴 見 流で やっつけて かまわな 

い」 

「御免、 御免」 

「萌 さん II 」 

兵 部の 娘 を 白雲 は 呼びかけて、 そうして、 

「あなた も、 この 人に —— 柳 田さん という 方 だ —— こ 

もと 

の 方に 送られて、 一緒に 駒 井先 生の 許へ お帰りなさい。 

途中、 逃げよう としても、 もういけ ま せんぞ。 見 給え、 

柳 田 君の 差して いる あの 長い 刀 を、 あれ は 抜ける 刀な 

の だぞ」 


二十 九 

それから、 田 山 白雲 は、 マドロスと 兵 部の 娘 を引据 

えて 置いて、 また 改めて、 柳 田 平 治に 向って 次の 如く 

言いました、 

「柳 田 君、 では、 このまま 囚人 を 君に 頼みます ぞ、 こ 

おつば  しし また 

れ からい つたん 追 波の 本流へ 出て、 鹿 又から 北上の 本 

流 を 石 巻まで 舟で やってくれ 給え、 舟 は 本流へ 出る ま 

では、 今の あれで よろしい、 それから は、 最前 仕立て 

て 置いた あれで 石卷 まで やってくれ 給え、 この辺 はす 


で に 仙 台領だ から、 あの 舟で 行き さえ すれば 旅券が な 

くても 大丈夫 だ。 なお、 念のために 仙 台 藩の 通 券 を 一 

枚 君に 貸して 上げる、 これ を 持って 舟で 下って くれ 給 

え —— 絵図面 を あげる、 この 絵図面に よって 下れば 更 

に 間違いな し」 

と 言い かけた 時に、 今まで 哀号 をして いた マドロスが、 

また 急に 変な 声 を 出して、 

「田 山 先生、 ヮ タシノ 命、 助 ケテ下 サイ、 ヮ タシ、 ォ 

トナシ ク月ノ 浦 マデ、 舟漕グ デス、 ヮタ クシ ノ命、 ァ 

チラ デ助 ケテ下 サイ、 コレ カラ 舟 漕 イデ 上 ゲル デス」 

と 言いました。 その 心細い 声 を 聞く と、 田 山 白雲が ふ 


き 出して、 

「なるほど、 舟の こと はこい つが 本職だった、 本職の 

手 を 縛って 置いて、 柳 田 君に 廻航の 心配 をさせる の も 

愚かな 話だった、 こいつ を 一 番 利用して、 ここまで やつ 

て 来た 通り を あと へ 戻させれば いいの だ」 

と 言って、 マドロスの 方へ 向き 直って、 物々 しく 白雲 

が 言つ て 聞かせる ことに は、 

「よし、 では、 ともかく 貴様の 緦 だけ は 解いて やる か 

ら、 舟 を 漕いで かえれ、 先方へ 着いての 上で 駒 井 氏の 

裁断 だ、 拙者 は 許す とも 許さん とも 言えん —— とに か 

く、 舟 を 漕ぐ 間 は褪を ゆるめて やる  ゆるめて はや 


るが、 こっち を 甘く見る ときかん ぞ。 いい か、 途中で 

隙 を 見て、 海へ 飛び込んで 逃げ出そう などと しても 駄 

目 だぞ。 いい か、 この 柳 田 君 はな、 なりかたち こそ 小 

1 J つ. 

さいが、 恐い もの を 持って いる ぞ、 これ 見ろ、 この 長 

い 刀 をよ く 見ろ、 伊達に 差して いるので はない ぞ、 抜 

ける の だぞ、 抜けば 斬る の だぞ、 貴様の ような でぶ と 

いえ ども、 芋 を 切る ように 真 一 一 つに この 刀で 人が 斬れ 

るの だぞ、 この 人の なりかたちが 小さい からって 呑ん 

でか かつち やい かん ぞょ。 もし 貴様が 途中、 穏 かなら 

ぬ 気 振で もしょう ものなら、 その 瞬間に、 そので ぶ を 

二つに 斬られて しまう の だ、 おどかし ではない、 事実 


を 言う の だ、 よく 見て 置かつ しゃい、 あの 長いの を I 

I」 

田 山 白雲 は、 改めて 柳 田 平 治 を、 裏返し 表 返して マ 

ドロスに 紹介して 後、 

「柳 田 君、 後学の ためだ、 一 つ この 男に 型 を 見せて やつ 

て くれまい か」 

「よろしう) j ざる」 

柳 田 平 治 は 一方の 板の間へ しさった かと 思う と、 そ 

こで 電光石火の 如く、 居 合 を 三本 抜いて 見せて、 四 本 

目に、 あたり を ちょっと 見廻した が、 そこに 落ち 散つ 

た 黒い 焼餅の 一 つ を 取る と、 縛られた マドロスの 頭の 


上に 置き、 二三 歩 踏みし さって、 颯と 一刀 を 抜いた と 

見る と、 

「ヮ アツ！」 

マドロス は 目が くらんで 絶叫した が、 マドロスの 膝 

の 前に 二つに なって 落ちた の は、 マドロスの 自身の 首 

ではなくて、 今の 焼餅で ありました。 

さや 

そうすると、 いつしか 刀 を雜に 納めて いた 柳 田 は、 

一 一 つに な つ て 落ちた 焼餅 を また 拾い上げて マドロスの 

頭へ 積み重ね たから、 マドロス はとても いい 面 をし ま 

せんでした。 

次の 一本が 電光石火、 マドロスの 頭で 焼餅が 今度 は 


四つに なって 落ちた けれども、 マドロスの 赤い 髪の毛 

は 一 筋 だ も 傷つかな いのです。 

三十 

十二分に マドロスの 度胆を抜 いてから、 この 厄介な 

艇落者 を、 柳 田 平 治に 託して 送り出して 置いて、 田 山 

白雲 は ひとり、 この 石 小屋 を 占領し ました。 

つまり、 ここに 炬燧も しつらえて あれば、 ロウ ソク 

こうはた ご 

もつ けられて ある。 時に とっての 好 旅籠 —— と 納まつ 

たのでしょう。 


傍ら を 見る と、 黒い 焼餅が 紙に 載せて 二つ 三つ 存在 

している。 マドロスが 生命が けで 船頭 小屋から 掠奪し 

て 来た もの。 そうして せっかくの 愛人に 捧げた の をす 

げ なくされた 名残りの もの。 その 中の 一 つ は 柳 田 平 治 

の 長剣に よって 切って 四 段と された が、 まだ 二三 枚 は 

ここに 完全に 残された もの —— 腹が すいてきた、 これ 

やくせき 

もまた、 時に とっての 薬 石。 田 山 白雲 は、 これ をと つ 

て、 むしゃむしゃと 食いました。 

こうな つてみ ると、 ウス ノロめ が 生命が けで 苦心 経 

営した 食と 住との すべて は、 手入らずに 白雲の ものと 

そじん  くら 

なった のです。 楚人 これ を 作って 漢人 啖ぅ —— と 白雲 


が わけもなく 納まって …… 

やれやれ、 世話を焼かせ やが つたな、 しかし まあ 今 

日の 一 曰 はなに ぶん 多事なる 一 曰で あつたが、 必ずし 

も 収納 皆無 と は 言え ない。 短軀 長剣の 柳 田な にがしと 

いう 青年 を 一人 拾い、 ウス ノロと 馬鹿 娘の K 落 者 を 一 

対 完全に 取 押えた。 

a 落 者と いえば、 今日は また 艇 落の 行る 日で も 

あった わい。 こっちの 奴 は、 ウス ノロと たあい もない 

しし また 

馬鹿 娘の 一 対 だが、 鹿 又の 渡 頭で 見た の は いささか 類 

を 異にして いた。 

ことに、 あの 羽二重 紋服の ままに 縛られて 引き立て 


られ たあいつ は、 美しい 男だった な。 無論 ウス ノロと 

は 比較に ならない。 どうやら 昔 物語に ある 平 井 権 八と 

いったよ うな 男つ ぶり だ。 当然、 あれが 南部の 家老の 

娘なる もの を 誘拐して 立 退いた 奴 だと は 想像され るが、 

さて 相手の 家老の 娘と いうの は どこ へ どう 納ま つ た。 

その 先途 を 見届けて やりたい ような 気持 もす る。 

どうも 四辺が 静かな もの だ。 しかし 同じ 静か さに し 

て も、 この 時、 このところ は、 少々 静か さの 調子が 違つ 

ている。 

奥州へ 来て、 ところがら だけに、 安達の 一 つ 家と いつ 

たような 気分 だな。 もう 鬼婆 あ も 出まい が、 こうして 


いると、 まだ 何 か 一 幕 ありそうな 気がして ならぬ。 

こういう あたり 運の いい 晚に は、 事の ついでに、 あ 

の 七兵衛 という へんな 老爺が、 また ひょっこりと そこ 

いらの 戸の 透 間から やって来ない とも 限らん。 玉蕉女 

史の 離れの 一間、 忍びの 間 は 芝居だった な。 さすがの 

おれ も、 ちょっと 身の 毛が よだった よ。 あの 伝で 瑞巌 

寺 泊 りの 駒 井 氏 を も 驚かした そうだが、 どう だ、 七 兵 

衛 老爺、 今晩は 心得た もの だから、 出るなら ひとっこ 

あたり はばか 

こへ 出て みない か。 ここなら 四方に 憚る 者 はない、 

思う存分 貴様の ヒュ ー ドロ ドロ を 見物して やる、 出る 

なら 出て みろ。 


というよ うな そぞろ 心に 駆られて いると、 不思議に 

身の 毛が ゾッ としてき て、 現在 誰か 一 人、 背後に 廻つ 

たような 気分が あるが、 これ は 気のせい だ。 

さて、 今晩は ここに 納まり 込んで、 明日の 日程 だ I 

I そうそう 悠々 閑々 としても おられない。 三日間 を 

限って、 とにかく それまでに は、 いったん 月ノ 浦の 無 

名 丸まで 立 帰らに やならぬ。 限られた る 日程 だが、 実 

をい うと、 おれ はまた 慾が 一 つ 出て 来たの だ。 

それ は、 恐 山へ 行って 見たい という 慾 望 だ。 

柳 田 平 治 を 発見して から、 なんとなく 恐 山と いう 名 

に 引かされる。 一 旦は 船へ 戻る としても 出直して、 北 


上の 竿頭 さらに 一歩 を 進めて、 陸 奥の 陸の 果てなる 恐 

山 —— 鬼が 出る か、 蛇が 出る か、 そこまで 行って 見参 

したい もの だな。 

三十 一 

変れば 変る もので、 道 庵 先生が ハイキング を はじめ 

ました。 

およそ、 ハイキング だの、 パ ツバ、 マン マ だのと い 

うこと ほど、 道 庵 先生に 縁の 遠い もの はない のです が、 

転向ば やりと でもい うのでしょう、 とうとう この 先生 


が ハイキング を やり 出した ことに 於て、 容易なら ぬ 非 

常時 を 想 いやる ことができる という ものでしょう。 

ところ は 北上 川の 沿岸で もな く、 恐 山の 麓で も あり 

いぶきやま 

ません、 近 江の 国の 琵琶の 湖畔の 胆吹 山に 向って、 道 

庵 先生が ハイキング を 試み 出しました。 

すな は 

「コノ 日、 天気 晴朗 二 シテ、 空 二 一  点ノ雲 無ク、 乃 

さいもん 

チ 一 瓢ヲ携 へ テ柴門 ヲ出ヅ …… 」 

明治の ある 時代に 於て、 小学校の 課目の 中に 「記事 

文」 という ものが ありました。 その 記事文に、 一定の 

型が あって、 たとえば 「車」 という 課題の 下に は、 

「車 ハ木ト 金 二 テ作リ 、荷 ヲ運ブ 二 用 フル モノ ナリ」 


といった ような 型でした が、 ある 時、 或る 学校で 「楠 

木 正 成」 という 課題 を 出しました。 大楠 公の ことに 就 

いて は、 修身 課に 於ても、 読本 課に 於ても、 充分の 予 

備 知識が 与えて あるの だから、 先生 も その 点 は 安心し 

て、 右の 課題 を 出した のです が、 一人の 生徒の 答案に 

いわ 

曰く、 

「楠 木 正成ハ 人ニテ 作リ、 忠義 二 用 フル モノ ナリ」 

あぜん  すべ 

啞 然として 教員 先生が 言わん 術 を 知らなかった。 こ 

れが 軽薄なる デモ 倉 や プロ 亀の 口より 出で たと すれば、 

ぼうとく 

許す ベ からざる 冒瀆 であるが、 無邪気なる 小学 児童が 

苦心の あまりに 出で た 作文の 結果と すれば、 単に 一 場 


しょうへい 

の 笑 柄 のみです。 

ついでにもう 一 つ II これ は大 菩薩 峠の 著者が、 小 

学校 時代、 七つ か 八つ 頃 親しく 隣席で 聞いた 実話 —— 

同様の 目的で、 受 持の 先生が、 「先生」 という 題 を 生徒 

に 課しました。 先生と いうの はつ まり 教師の ことで、 

師の 恩と いう こと は、 日ごろ 口 をす くして 教えて ある 

のです から、 もはや 小さい 頭に も 充分の 観念 は 出来て 

いると 見た からでしょう。 そうすると 著者の 隣席の 同 

級の、 しかも 女の子でした、 苦心 惨澹して、 石盤の 上 

に 認めた 名文に 曰く、 

「先生 ハ 人ヲ教 へテ、 銭 ヲ取ル モノ ナリ」 


これ を 一 読した その 時の 先生 は、 よほど 短気の 先生 

であって、 これ を 見る と赫 とば かりに 怒り、 

「いつ 先生が 銭 を 取った！」 

その 時分に は、 小学校に 於ても 相当に 体罰が 流行つ 

たもので す。 いきなり その 女の子に ビン タをー っポカ 

リと 食わせ ましたが、 少し 神経 痴鈍な 女の子でした か 

ら、 別段、 泣き もしないで、 何の 故に 自分が 打 たれた 

の だか 理解す る 由 もない ような 面 をして いたのと、 そ 

の 時の 先生の すさまじい けんまく は、 いまだに 著者の 

目に 残って いる。 

「何々 二 遊 プノ 記」 の 記事文の 型 も、 その 前後に 流行 


した もので、 われわれ 小学生 も、 必ず その 書 出しに は、 

い っぴ よう 

「コ ノ日ャ 天気 晴朗」 と、 「空 二 一  点ノ雲 無ク」 と、 「 一 瓢 

ヲ携 へ」 は 必ず 書かせられた ものです。 雨が 降っても、 

風が 吹いても、 天気 晴朗と 書かなければ ならない もの 

だと 心得て おり、 携えた 一 瓢の中 は 何物 だかと いう こ 

と は、 説明 を 与えられる こ ともなく、 説明 を 求む る ほ 

どの 知恵 もなかった ものです。 

しかし、 今日、 このところ、 道 庵 先生の ハイキング 

に 当って、 天気 晴朗に は いささか 申し分が ある けれど 

も、 一 瓢を 携えた こと だけ は 一 点の 疑う 余地 はあり ま 

せん。 


三十 二 

かみ ひらや かた 

道 庵 先生の ハイキング コー スは、 上 平 館 を 出で て、 

まりば 

通例 だれもが する 小高 野から 鞠 場へ かけての 胆 吹の 表 

参道であります。 

それ を、 一 瓢を 携えた 道 庵 先生が、 ふらり ふらりと 

上り 出す そのいで たち は、 草鞋 脚 粋の 足 ごしら え をよ 

くした、 平生の 旅の 通りであります。 顔面の ある 部分 

に 少しず つ 貼 紙 をして いて、 ここにい ささ か 異状が あ 

るので すが、 貼 紙と いうの は、 一昨夜 上 平 館の 下へ 迷 


い 込み、 進退 谷 まって、 助け を 呼んだ あの 時の 名残り 

であります。 

衣服の 方の 満身の 創痍 は、 もう 誰かの 心づ くしで、 

すっかり 癒されて いる。 そこで 道 庵 先生が いい 気持で、 

胆 吹の ハイキング コ ー スに とりかか つたこと は 珍しい 

ことです。 

江戸 を 出で て 以来、 中 仙 道 を ここまで 百 里に わたる 

旅路です けれども、 この 途中 ハイキングと 名づ くべ き 

ほどの 経験はありませんでした。 最も 高い 地点と いえ 

ば、 碓氷峠な のです が、 あれ は ハイキングの ための ハ 

ィ キングで はなく、 国道の 幹線が、 当然 上りに なって 


いると ころ を 上り 来った までで あり、 その他に 於て 高 

いところ として は、 尾 張の 名古屋 城の 天主へ 登った 程 

度ぐ らいの ものでしょう。 それ を 今日は、 胆吹 山と い 

う、 れっきと した 山岳に 向って 正真正銘の ハイキング 

の 一 筋道 を 行く の だから、 少なく ともこの 道中 唯 一 の 

異例であります。 

しかし、 この 先生の ハイキング ぶり を 見て いると、 

はな は 

甚だ 心 もとない ものが ある。 第一、 道中の 際 は、 あの 

ひよ ろ 高い 背で、 肩で あんまり すさまじ くもない 風 を 

そりみ  はくがん 

切り、 反身に なって、 往還の 士農工商 ども を 白眼に 見 

ながら 通って 来た ものです が、 山登りに かけて は、 あ 


力 力 

ん まり 自信が 無い と 見えて、 もう そろそろ、 体が 屈み 

腰が 歪み、 息 ぎれ が 目に 見え 出して くる。 そこで、 先 

生の ハ ィ キングぶ りが 甚だ 怪し いもので、 ハイキング 

というよ リは 「這い キング」 とで もい つた 方が ふさ わ 

しいか も 知れぬ。 現に、 もう 息 を 切って、 杖 を 立て、 

足 を 休めて しまいました。 

そうすると、 右手の 松柏 の 茂った 森の 中から、 やさ 

しい 声が 起り ました、 

「先生」 

「何 だい」 

「ちょっと、 こちらへ おいでな すって 下さい」 


「何 だね、 どうし たんだね」 

「ちょっと 見て 頂戴、 まだ、 よく わたしに はわ かりま 

せんから」 

「そうか、 では 見て あげる」 

路と 林との 中で、 この 問答が 起り ました。 

森の 中から 先生と 呼びかけ たの は、 しかるべき 少女 

の 声で、 これに 答えた の は、 申す まで もな く 杖 をと ど 

めた 道 庵 先生であります。 

されば こそ、 道 庵 先生の ハイキング コ— スは、 ひと 

リ 旅ではありませんでした、 連れが あつたの です。 し 

かも その 連れ は、 若い 娘の 声で、 おた がいに 別れ 別れ 


に、 路と森 を 隔てて 通って はいるが、 その 目的 は 相 並 

び 行く もので ありました。 

「ずいぶん、 この辺に たくさんあります のよ、 これ ご 

らんなさい」 

わずら 

先生の 足 を 森の 中へ 煩わす まで もな く、 林の 中 か 

ら 少女 自身が 姿 を 現わして、 道 庵 先生の 目の前へ 出 ま 

愛ら しい 少女 だが、 頭に 手拭 を 姐さん かぶりし てい 

る、 小脇に 目籠 を 抱えて いる、 そうして 道 庵 先生の 方 

がき ちんと した 旅 姿な のに、 少女 はちよ つと 草履 を 

つっかけた だけの 平常 着で ある ことが、 いささか 釣合 


わない けれど、 この 少女が お雪 ちゃんと いう 娘で ある 

こと は、 ほぼ 間違いが ありません。 

三十 三 

これによ つて 見る と、 道 庵 先生 は 正式に 胆吹 山の ハ 

ィ キング コ ー スを 通り、 お雪ち やん は、 リュック サッ 

クを 背負ったり、 ロイド 眼鏡 を かけたり しないで、 ほ 

んの 突つ かけ 草履の 略装で ある ことによって、 二人が 

最後まで 同行の 覚悟で ない こと はわ か つ ています。 

手拭 を 姐さん かぶりに して、 小脇に 目籠 を 抱えた ま 


まで 出て 来たお 雪 ちゃんが、 目籠の 中へ 手 を 入れて、 

何 か 摘 草の ような もの を 取り出して、 先生の 目の前へ 

うなず 

持って来て 見せる と、 道 庵 先生が いちいち 頷いて、 

「そうだ、 そうだ、 それが セン プリ だよ、 花の 咲いた 

時分に 採って 乾かして 置く と 胃の 薬になる。 これ は マ 

ぜんそく 

ン ドウ 草と いつ て、 やはり 葉 は 花時に 採って 喘息の 薬 

にす る。 こちらの は 薄荷 だ。 こいつ は それ、 何とか 

くきた ち は 

いったな、 二 年 目に 出来た 茎 立 葉 を 花時の 初期に とつ 

き 

て 乾燥して 置く と、 心臓病に よく 利く あれ だよ。 それ 

すい さいよう  にが 

は睡菜 葉と いって、 苦くて 胃の 薬になる。 すべて 苦い 

やつ は みんな 胃の 薬と いう わけで はない が、 胃の 薬 は 


たいてい 苦い と 心得て いなさる がよ い、 それ、 良薬 は 

口に 苦し …… 」 

目籠の 中の 植物の 一 つ 一 つに 就いて、 道 庵が 説明 を 

はじめた ところ を 見る と、 どうも 摘 草に して は 時候が 

変 だと 思われた 疑い も 解け、 お雪 ちゃんが、 右の 略装 

で、 そ こら あたりの 薬草 を 採取し ている の だとい うこ 

ともよく わかります。 

薬草の 吟味なら ば、 道 庵が お 手の もので なければ な 

ら ないから、 お雪 ちゃんの 提出す る 一 茎 一 草に ついて、 

流る るが 如く 立派に 答えつ 教えつ しての ける こと も不 

思議で はない。 道 庵 も 多年 この 道で 飯 を 食い、 天下の 


お 膝元で 十八 文の 道 庵 先生と いえば、 飛ぶ 鳥 を 落した 

リ、 落さなかったり している のです から、 医学と 密接 

ほんぞう 

の 関係が ある 本草の 学問に 於ても、 そう 出放題 や、 附 

焼 刃ば かりで 通る もので はありますまい。 お雪ち やん 

が 提出す る ほどの もの は、 いちいち 苦 もな く 取って 投 

げたが、 そのうちに、 ちょっと 一 つに ひっかかって 眼 

を 白黒し、 

「うむ、 ええと、 こいつ は …… こいつ はちよ つと 難物 

おお いは かせ ふかね すけ ひと  ほんぞう わみょう 

だぜ、 大医 博士 深根輔 仁の 『本草 和名』 にもね え 全く 

変り種 だ、 だろう、 多分な あ、 こいつが それ、 キバナ 

ノレ ンリ ソゥ とで もい うや つなんだろう、 確と は 言え 


ねえが ね。 なんしろ、 お前さん、 この 胆吹 山と いう や 

つが、 織 田 信 長の 時に、 薬園 相応の 土地 だとあって、 

五十 町 四方 を 平らげて 薬草 を 植えたん だからな。 その 

種類が、 ざっと 三千 種に 及んで いると いう こと だから、 

道 庵が いかに 博学 だって、 お前、 そうは 覚え きれね え 

わな。 それにお 前、 大医 博士 深根輔 仁の 本草ば かり 

じゃあ 間に合わ ねえ、 キリシタン パテレンの 宣教師て 

やつが、 あっちの 薬草 を 持 込んで 植えて るから、 どう 

もい けね えよ、 キリシタン パテレン は 昔から 道 庵のお 

歯に 合わね えの さ」 

と 言って、 道 庵 先生 は、 薬草の 中の わからな いの を 一 


つ ごまかして しまいました。 

お雪ち やん は 別に、 道 庵 先生 を 困らせて 手柄と する 

ために 難問 を 提出した わけで はない から、 そのく らい 

で 打 切って、 そのまま、 道 庵 先生に 引 添うて 登りに か 

かりました けれども、 きりつと 足 ごしら え をして いる 

に拘ら ず、 道 庵の 足 許が 甚だ あぶな いのは、 いよいよ 

以て 先生の ハイキングが 怪しい もので あり、 お雪ち や 

んが、 白骨、 乗 鞍、 上 高地の 本場で 鍛えた 確実な ス テツ 

プを 踏んで いる ことが わかります。 

三十 四 


お雪ち やん は 言いました、 

「ねえ、 先生、 あなた もこの 胆吹 王国の 一人と して、 

わたしたちと 一緒に この 館へ、 末長くお 住いに なり 

ません こと」 

「はは あ、 そり あなんし ろ愚老 一生涯の 大事 だから、 

そう 右から 左へ 即答 はでき ない。 だが お雪ち やん、 お 

前さん という 人 は、 わし あ 好きだね。 お前さん のよう 

な 娘が、 しょっちゅう 傍に ついていて くれる ところな 

らば、 永住して みても いいと 思う が、 いったい、 その 

胆吹 王国と いうの はどうい う 性質の 組合なん だか、 そ 


い つ を 聞かして もらいて え」 

せんじょう 

「王国なん て、 ずいぶん 僭上な 呼び 方 かも 知れ ませ 

んが、 不 破の 関守さん が、 冗談に おつけに なつたん で 

すから、 お 気にな さらないで お聞き 下さい」 

「そり や、 帝国なん て 言おう ものなら 口が 裂ける けれ 

みついお うこく  こうのい けおう こく 

ど、 王国ぐ らいなら いいさ、 三 井 王国 だの、 鴻池 王国 

だの、 ずいぶん 言い兼ね ねえ」 

あたま 

「この ことの 起り は、 あのお 銀 様の 頭脳 一 つから 出た 

ことなん です。 あのお 銀 様って、 どうも 不思議な お 方 

ね、 とても 頭が いいんです、 それに、 どのぐ らいお 金 

が あるか 底の 知れない というお 家に お生れに なつたん 


ですから」 

「はは あ、 道 庵なん ぞは それと 正反対 だね、 頭の 悪い 

こと は 無類 だし、 お金なん ぞは 商売 物の 薬に したく も 

ねえ —— 」 

と 道 庵が、 げんな リ したが、 お雪ち やん は 悄気ません 

でした。 

「そうして、 この 胆吹 山の 麓に、 見渡す 限り 広大な 地 

所 をお 求めに なった のです、 今 はとり あえず 身近の 人 

たちだけ の 館 を 造って おります が、 これから 大きな 御 

殿 を 建てて、 望み を 持った 人た ちに は みんな 集まって 

もらい、 今の 世間と 全く 違った 世界 を、 この 胆 吹の 山 


の 麓に 新しく こしらえ 上げ るんで すって」 

「なるほど  」 

「そこで、 この 胆吹 王国で は、 どうも 少し むずかしい 

言葉なん です けれど、 人間が 絶対に 統制され るか、 そ 

うでなければ 絶対に 解放され るんだ と、 関守さん も 申 

してお りました」 

「うむ、 なかなか むずかしい」 

「それに はまず、 ここに 住む 人た ちが みんな、 自給 自 

足と 言いまして、 生活 は 直接に 土から 取って、 人に 衣 

食 を させて もらわな いこと、 人に 衣食 を させても らい 

さえし なければ、 人間が 人間に 屈従し なくても よろし 


い、 ですから、 ここに 集まる 人 は、 自分で 自分の 食べ 

る こと だけ はしなければ ならない、 それが 自由にで き 

るよう にして 上げる の だそう です」 

「それ は 賛成 だね、 国中へ 穀 つぶし を 一人 も 置かね え 

という ことになると、 みんなの 励みに なら あ。 だが ね 

え、 お雪ち やん、 そうして みんな 働いて 衣食 を 生産し 

て 食う という ことになると 結構 は 結構 だが ね、 まあ、 

愚老 はまず 商売柄の ことから 言う がね、 病人が 出来た 

ら どうす るんだ、 病人が —— 病人 を 取 捉まえて 衣食 を 

生産し ろと は 言えめ え」 

「そり あ 先生、 そんな こと は 人晴で 分って いる じゃあ 


りません か、 誰も 好んで 病気になる 人はありません か 

ら、 病人が 出来れば、 当人に も ゆっくり 休ませる よう 

に、 その 仕事 は、 いくらでも 代って して 上げる ように 

できる じゃありません か」 

「そうか、 それ は それでい いとして だ、 では、 病人に 

対する お 医者の 方へ 廻る がね、 お 医者 を どうす るんだ 

やげん 

—— なかなか これで、 十 年 や 二十 年 薬研 を ころがし 

た つ て、 誰に も 代って やれる という 商売で はねえ —— 」 

三十 五 


「ですから、 その 道の 人 は その 道の 人 を 頼まなければ 

なりません、 その 道の 人 を 頼む と 言いましても、 なか 

なか 変った 人で なければ こういう ところへ は 来て くれ 

ません、 来て くれる ような 人 は 未熟の 人 か、 世間 を 食 

い 詰めた ような 人、 そこへ 行く と 先生なん ぞは、 人間 

も 変って いらっしゃ るし、 腕の 方 も 大した ものです か 

ら、 先生の ような お 方が この 胆吹 王国に いらし つて 下 

さると、 ほんとうに 願ったり叶ったり だと 思います わ」 

「こいつ は 見立てられ たね —— 」 

道 庵 は 頭 を 丁と 一 つ 平手で 叩きました。 

「ですからね、 先生、 お 江戸の 方 はお 弟子さん に 譲つ 


て、 ぜひ こちらへ いらっしゃいよ、 ここなら ば 京大 阪 

は 近いし、 江戸へ おいでになり たければ 一足で 海道 筋 

です、 わたしが ついてい ますから、 お 身の 廻りの こと 

は 御 不自由 はお させし ません から、 別に 億劫な お 気持 

をな さらずに、 胆吹 山の 別荘へ 御 隠居 をな すった と 

思って、 こちらの 人に おなりな さいな」 

「お雪 ちゃんに、 そう 言って 口説かれ ると 道 庵た まら 

ない ね、 つい ふらふらと、 その 気になって しまうよ」 

「その 気に おなりなさい まし、 わたし 一生懸命、 先生 

を 誘惑す る わ」 

「誘惑 は 驚いた ね。 だが、 この 年に なって 道 庵 も、 お 


雪 ちゃんの ような 若い 娘に 誘惑され るなん ぞは 嬉しい、 

嬉しい」 

「先生が お連れに なった、 あの 米 友さん だって、 もう 

こ つちの ものよ」 

「そうして、 我々 仲間 を みんな 誘惑して、 胆吹 王国の 

一 味 徒党の 連判状に しょうなんて 罪が 深い！」 

「です けれど、 むりやりに 首に 緦を つけても という わ 

けじゃありません のよ、 相当の 理由が あれば いつでも 

組合 を 外れて いいこと になって おります から、 そこ は 

安心して、 ともかくも 先生、 少しの 間 この 組合に 入つ 

てみ て 下さらない、 わたし も、 はじめの うち は あのお 


銀 様と いうお 方が、 全く 気の 置け る、 怖い、 やんちゃ 

わがまま 

な、 我儘な お嬢さん だとば つかり 思って、 縛られた つ 

もりで いました が、 だんだん わかって きて みると、 全 

く 感心 させられて しまう ところがあります のよ。 それ 

は、 あのお 嬢 様に は、 性格と して はずい ぶん 欠点 も ご 

ざいます けれども、 それ は あの方の 周囲の 境遇が させ 

たもの だとい うこと がよく わかって みます と、 わたし 

は あのお 銀 様の 本質 は、 どちらから 見ても 立派な もの 

だとし か 思われません。 だんだん にお 銀 様の 怖い とこ 

ろが なくなって、 その 偉い ところに 感心 させられ るよ 

うにな つてし まい、 今では あのお 銀 様の 仕事の ためな 


らば、 身体 を 粉に しても 助けたい、 そのお 志 を 成就 さ 

せて あげたい と、 こんなに 考える ようになりました。 

ですから、 わたし は、 もうこれ から、 あのお 嬢 様の た 

めに 口説き 役 をつ とめます、 それ こそ、 いま 先生のお つ 

しゃる 通り、 誰でも、 これ ぞと 思った 人 は みんな 誘惑 

して こっちへ 引きよ せる ことに はら をき めました」 

「そうはら を きめられ ちゃ あ、 もう 助からね え」 

道 庵が 悲鳴に 類す る 声 を 上げる の を、 お雪 ちゃんが 

起し も 立てず、 

「ねえ、 先生、 ですから、 京大 阪を御 見物に なって 後、 

一 旦ぉ 江戸へ お帰りになる ならなる で、 それ はお 留め 


はいたし ません が、 お 江戸の 方 をし かるべく 御 処分な 

すって、 ぜひ、 こちらへ いらっしゃいね。 ね、 約束し 

ましょう、 げんまん」 

「どうも、 そう 短兵急に せめ 立てられ ちゃ あ、 道 庵、 

旗 を 巻く 隙 もね え」 

三十 六 

こんな 問答 をしながら、 薬園の あたりから 道 庵 先生 

を 程よ いところ まで 送って、 お雪ち やん は、 ひとり 上 

平 館へ 帰って来ました。 


帰って来 ると お雪ち やん は、 目籠 を 縁側へ 置いて、 

姉さん かぶり を 取る と、 いつもの お雪ち やん 流の 洗 下 

やかた 

げ髪を 見せ、 館の 工事 場の 方へ、 とつかわと 出て 行つ 

たが、 そこに は 工事 監督の 不 破の 関守 氏が 行者の よう 

な 風 をして 立って、 早く もお 雪 ちゃんの 来る の を 認め 

ている。 お雪 ちゃんが、 

「関守 様、 あのお 医者の 先生と お 薬草 を 調べに 参り ま 

した、 お 銀 様 はま だお 帰りに なりません か」 

「それ それ、 心配す る ほどの ことはありませんでした 

よ、 お 銀 様 は 長 浜の 町へ 行って いらっしゃ るんで、 今 

の 先、 使が あつたんだ。 でね、 ちょっと 思い立って 長 


浜まで 出かけた が、 ここへ 来て みると、 どうしても 湖 

水め ぐり をして みたい とおつ しゃって、 これから 長く 

て 六日 一 日の 間に 八景 を 舟で 一 まわりして 来る つもり、 

あとのと ころ をお 雪 ちゃんと 拙者に 万事 御 依頼す るか 

ら、 よろしく という 使の 手紙なん だ」 

「まあ、 お 銀 様が お 一 人で 湖水め ぐり をな さるんで す 

か」 

「いや、 そういう わけで はない、 この 手紙の 内容に よつ 

て 察する と、 弁 信 殿 も、 来 友 公 も、 よそながらお 銀 様 

が 遠眼 をつ けて いら つ しゃる よう だから、 ことによ る 

と、 あの 連中 を みんな 一緒にして、 舟 を 一 つ 借り切つ 


て 遊覧 をな さるつ もリ かも 知れない、 そうでなくても、 

この 浜屋 という 宿 は 拙者が 心 づけ をして あるから、 お 

銀 様の 身の まわり 一切、 心得て 世話 をして くれる はず 

だ、 ともかく、 この 七日ば かりの 間 は、 お雪 ちゃんと 

拙者が、 万事 この 王国 を あずからなければ ならん」 

「湖水め ぐり をな さる 時には、 必ず わたし も 連れて 

行って やる と、 お 銀 様 はおつ しゃって おりながら、 そ 

れに弁 信さん とも 約束 をして いた はずな のに、 みんな、 

わたし を 置いて け ぼり にして 行って しまいな さるの が 

口惜しい わ」 

「いや、 なに、 そういう わけで はない、 あの 連中の や 


る こと は、 てんでに 気の 向き 次第 だから、 約束が 約束 

にならない ところに 妙理が あるの さ。 という ものの、 

我々 に 後 を 託して 置けば こそ、 気まぐれに 他出が でき 

ると いう 信頼が、 こっちに あるから なんだ。 つま リ、 

お雪 ちゃんと この 拙者に 王国 を 任せて 置けば、 七日 や 

十日 留守に したから とて 心配がない、 と 思えば こそな 

んだ。 そこまで 信頼され ている とすれば、 留守居 もま 

た 妙 じ やない かね」 

「わたしなん ぞは 何のお 役に も 立ちません けれど、 そ 

ういう わけで したら、 喜んでお 留守 をつ とめましょう、 

事が わかり さえ すれば、 どのみ ち 安心で ございます」 


「お 銀 様の こと だから、 きっと、 相当の 船 を 一 ぱい 借 

切って、 自由自在に 湖の 中 を乗リ 廻し、 思う存分に 見 

物 をして おいでな さるに 違いない、 我々 は、 われわれ 

として、 入り 代りに ひとつ 第二 軍 を 実行 させても らい 

ましょう。 どうです、 江戸の あのお 医者の 先生に も少 

し 逗留して いただいて、 あの 先生 を ひとつ 長 浜から、 

大津 まで 送りが てら、 お雪ち やん、 拙者 を はじめ、 同 

志 を 募集して 湖上 遊覧の 第一 一軍 を こしらえよう じゃあ 

りません か」 

「それ は 結構で ございま すが、 あの 先生が、 それまで 

待って いらっしゃる かしら。 大津 に、 お連れの 方が お 


待 兼ねに な つて いらつ しゃる ようで ございます」 

三十 七 

不 破の 関守 氏と お雪 ちゃんが こんな こと を 話して い 

ると ころへ、 仕 立 飛脚が 一人、 息せ き 切って やって来 

ました。 

「ちょっと、 もの をお 尋ね 申します、 この辺に、 甲 州 

の 有 野 村から おいでになった 藤 原と 申す お宅が ござい 

ま すま レカ」 

「甲 州の 有 野 村 —— 藤 原です つて」 


不 破の 関守 氏が 小首 を ひねる と、 お雪ち やん は 早く 

がてん 

も 合点して、 

「お 銀 様の ことです よ、 お 嬢 様の 御 実家のお 名前なん 

です」 

「はは あ —— それに 違いない、 改まって そう 聞かれる 

と、 ちょっと 戸惑い をす る。 時に 飛脚さん、 何です か、 

御用 は」 

不 破の 関守 氏が 改めて 仕 立 飛脚の 方に 向き 直る と、 

「お 手紙で ございます、 甲 州の 有 野 村の 御 実家から、 

お 嬢 様のと ころまで 頼まれて まいり ましたが」 

「そんなら 間違いはありません、 ここが その 藤 原 家の 


御 別荘な のです」 

「では、 そのお 嬢 様 は、 ド チラに いらっしゃいます か」 

「お 嬢 様 は 只今、 ちょっと 外出 をな された が、 拙者 共 

が 万事、 留守 を 預かって いますから、 お申し 聞け 下さ 

い」 

じさ じさ 

「さようで ございま すか、 直々 にお 手渡し をしたい の 

です が、 い つ ごろお 帰りで ございまし ようかな」 

「さよう、 長 浜の 方へ 行かれ ましてな、 湖水め ぐり を 

なさる 御 予定 だから、 六日 一日く らい はお 帰り ある ま 

いかと 思うて います」 

「それ は 残念で ございました、 では、 あなた 様に お 手 


渡し を 致します、 このお 手紙 —— 印に ちょっとお 手 

判 をいた だきたい もので ございますな。 それから、 お 

手紙の ほかに、 ちょっと 口頭で 申し上げて 置きたい お 

ことづて 

言伝が あるんで ございま すが 」 

「では、 こちらへ いらっしゃい」 

関守 氏 は 仕 立 飛脚 を 導いて、 自分の 監督 部屋の 方へ 

と 連れ立ちながら 言いました、 

「それ は それ は、 甲 州から 日限 仕 立で、 それ は 御大 儀 

のこと で ござった な。 幾日 かかりました」 

「四日 かかり ましたよ」 

「四日 間、 それ は それ は」 


「実は、 その 有 野 村 藤 原の 御 当主 —— お 嬢 様に は 父親 

のお 方で ございますな、 その 方が 急に 思い立ち になり 

まして、 上方 見物に 出る とおつ しゃって お出かけ にな 

り ましたんで すが、 上方 見物 は 口実で ございまして、 

実は、 たった 一人の、 一粒種のお 嬢 様、 お 銀 様と おつ 

しゃいます そのお 方が、 上方で 何 をして いらっしゃる 

か、 それ を 見届けたい ためなん でございます。 おつつ 

け、 そのお 嬢 様のお 父上、 すなわち 伊太 夫 様と おっしゃ 

るの が、 これへ お見えになる ことと 存じます が、 それ 

に 先立ちまして、 藤 原 家のお 番頭 さまから 特に 頼まれ 

ましてな、 こうして 日限 飛脚で やって まいりました。 


実は、 それで、 お 手紙 はお 嬢 様へ —— それから 別に、 

口頭で 申し上げる ように 頼まれて まいりました 文句 は 

別で ございま すが、 あのお 嬢 様に ぉ附 添で まいり まし 

た 江戸の 女の 方 —— さよう、 お 角さん とか おっしゃい 

ましたな、 あのお 方 もこ ちらに 御 厄介に なって おいで 

で ございま しょうな」 

「いや —— その 方 は、 おられません。 とにかく あちら 

で 万事」 

関守 氏が 飛脚 を 導いて 行く と、 お雪ち やん は、 

「では、 関守さん、 後 ほど」 

と 言って、 辞して 自分の 離れの 方へ と 帰りました。 


三十 八 

不 破の 関守 氏 は、 仕 立 飛脚 を 連れて、 自分の 座敷の 

縁へ 座布団 をし いて 腰 を かけさせ、 自分 は 室内の 机の 

傍に 控えて こう 言いました —— 

「いや、 それ は、 こちらで もようく わかって いるので 

すよ、 我々 はお 銀 様に 対して、 いま 絶対 服従の 地位に 

もと 

いるので す、 お 銀 様の 計画の 下に、 お 銀 様の 出資の 下 

に、 お 銀 様の 理想の 下に、 一 から 十まで 服従して 仕事 

を 助けてい るので す、 どうして、 我々 の 力で あのお 銀 


様 を そそのかして、 誘惑した りする ことができる もの 

です か。 我々 の 頭より は 幾 倍の 優れた 頭 を 持ち、 我々 

の 計数より はずつ と 優れた 計数で なさ るんで す もの、 

我々 がお 嬢 様 を かついだり、 おだてた りして、 こんな 

仕事 をお させ 申して いるの だとお 考えに なると、 大間 

違いです よ」 

うなず 

と、 関守 氏から 言われる と、 仕 立 飛脚 も 幾度 か 頷いて、 

「それ はもう、 仰せの 通りで ございます、 あのお 嬢 様 

に 逢って は、 御両親 一同、 誰もかない ません、 父上の 

伊太 夫 様で さえ、 どうに もこう にもなら ない ので ござ 

いますから、 あなた 様 方が、 どうの こうのと 言う わけ 


では ございま せんが、 今度の こと は 一番、 大事の 上の 

大事で ございま してな、 あのお 銀 様が 自分の 持 分の 財 

産 を、 すっかり 新しい 事業に 注ぎ込んで おしまい にな 

る、 口幅ったい 申し分で ございま すが、 有 野 村の 藤 原 

家と 申し ますれば、 あの 国で も 二と 下らない 分限な の 

でございますから、 お 嬢 様の 分と して 分けて ある 財産 

だけで も少々 の もので は ございません のです、 それ を 

やらない と 言えば、 また あのお 銀 様が、 どういう 拗ね 

方 をな さる かわからず、 分けて 湯水の ように 使わせて 

しまった 分に は、 御主人 はとに かく、 親類 や 家の 宰領 

をす る 番頭の 役目が 立ち ませぬ。 それに、 いよいよ そ 


うなり ますと、 御主人の 伊太 夫 様 も 世 を はかなんで、 

高野山へ 隠れる とかなん とか おっしゃり 兼ねないので 

ございます。 でございますから、 今度の こと は、 いわ 

ば 藤 原 家の 破滅の 瀬戸際と 申す ような 場合なん でして、 

それで、 親類 や、 支配人のお 方が 相談して、 御主人の 

伊太 夫 様が これへ お着きになる 前に、 お 銀 様の 様子 を 

見届けた 上で、 その 傍に ついて 仕事 を 助けてい る 人た 

ちのうち にも、 物のお わかりになる 方 も ございましよ 

うから、 その 方に お 目に かかって、 こういう わけ だと 

いう こと を 一通り 呑 込んで 置いて いただきたい、 そう 

でない と、 伊太 夫 様が 乗 込んで、 またお 銀 様と、 旅さ 


はげ 

きで 劇しい 親子 争闘で もな さろう ものなら、 手の つけ 

ようがない、 こういう 心配から、 わたしが 頼まれて、 

伊太 夫 様が お立ちになる 前に、 抜けが け をして、 これ 

までまい リ ましたよ うな 次第で ございます」 

飛脚が 長々 と 物語る の を、 関守 氏 はなる ほどと 聞き 

ました。 

「御尤もです。 です けれど、 われわれ がお 附き 申して 

いる 上 は、 その 辺 はまず 御 安心く ださる ようお 伝え 願 

いたい —— 拙者 は、 つい 先頃まで、 昔の 不 破の 関屋の 

跡の 留守番 をつ とめて おりまして、 もとは 名 もな き 中 

国 浪人な のです が、 つまらない ことから 国 を 出て、 も 


うかな リ 娑婆ッ気 は 抜けました、 人 を 焚きつ けて 旨い 

汁 を 吸おう なん ぞ という 骨折り は 頼まれて もやれ ませ 

ん。 しかし、 お 銀 様の なさる こと は、 空想の ようで、 

必ずしも 空想で はない のです。 どうせ、 この 浮世の こ 

とです もの、 永久に 牢剛 なる ものと て は ある はず はな 

い、 まず、 やる だけ やらせて みる ことです、 思った ほ 

どに 危険はありません よ」 

三十 九 

飛脚と はいえ、 ただ 通信機関の 役目 を果 すだけ の 使 


ではなく、 よく 情理 を嚙み 分けて 話ので きる 相手 だと 

思いました ものです から、 不 破の 関守 氏 も 洒落に こと 

を 割って 話しかけた ようです。 

座敷と 縁と で、 二人が こうして 話し合つ ている 間、 

かみて  のみかん な  にぎ 

上手の 方で は、 鑿 や 鉋の 音が 相当 賑わしい のです が、 

一方の 淋しい 庭の 木戸 口から、 不意に こちらへ はいつ 

て 来た ものが ありました。 

それ は、 女の子です けれども、 一 見して お雪ち やん 

でない こと は 明らかです。 汚ない 布 子 を 着て、 手に よ 

ごれ た 風呂敷 包 を 抱え込んで いました が、 案内 もな く 

はいって 来て、 それ を 咎められる 前に、 早く も 関守 氏 


の 前の 庭先へ、 ピ タリと 土下座 をき つてし まい、 

「お願い 申します」 

「何 だ、 何です」 

咎める ようで、 関守 氏の 応対 は 存外 和ら かなもので 

した。 

「お願い 申しまん な、 わしが 身 を こちら 様で お使い 下 

さらん かいな、 こちら 様へ 上れば、 どない にしても 使つ 

て 下さいます そうな、 そない に 麓で 聞きました から、 

押してまい りました さかい、 お使い 下さい ましな」 

関守 氏 も、 この 返答に はちよ つと 困った ようでした 


「どこから おいでな すった ェ」 

「甲賀 郡から 参りました」 

「 一 人です かい」 

「はい、 御 奉公 をいた してお りました がな、 どない に 

もっと まり 兼ねます さかい、 出て まいりました」 

「奉公先 を 出て 来た？ 御主人に 断 わって か」 

「いいえ」 

「親御た ち は 承知 かな」 

「いいえ」 

「じ や、 逃げて 来たんだ な、 逃げて 来る と は よくよく 

のこと だろう、 とにかく ここにい なさい」 


「有難う ございます」 

「まあ、 裏へ 廻って 足 を 洗いなさい」 

「はい」 

「足 を 洗ったら、 そこらの 掃除 をしなさい」 

「はい」 

「飯 をた ベた か」 

「はい」 

「まだ だな。 では 台所へ 行って な、 大工さん のお かみ 

さんがい るから、 ちょ つと ここ へ 来る ように 言つ てく 

れ、 大工さん のお かみさんに、 関守が 呼んで いると 言つ 

て くれ」 


「はい」 

「いまお 前が はいつ て 来た あの 木戸から 左へ 廻 るんだ 

II いい か、 鑿の 音 や、 鉋 の 音が している だろう、 あつ 

ち へ 行 くんだ よ」 

「はい」 

汚ない 小娘 は 包 を 抱えて、 指さされた 方へ 向って 

行って しまう。 その後ろ 姿に 何ともい えぬ 哀愁 を 覚え 

たの は 関守 氏ば かりではありませんでした。 

「逃げて 来たので すね」 

と、 甲 州からの 仕 立 飛脚が 言います と、 関守 氏が、 

「いや、 一人 二人ず つ、 このごろ は ああい うのが 見え 


出しました、 なかには 首 をく くろうとして いるの を、 

出入りの 大工が 助けて 連れて来た 青年 もお ります、 今 

は 快く 工場に 働いて いて くれます。 働き 得る 人 は、 誰 

こば 

でも 拒まない 方針 を 採りたい もの だと 思つ ており ま 

す」 

甲 州から 来た 仕 立 飛脚 氏 はこ こに 於て、 自分 はこ こ 

へ 使に 来たの だか、 入園に よこされ たの だか、 わから 

ない 気分に させられて しま つたよう です —— つまり、 

なんだか 自分 もこ こへ 引きつ けられて、 居つ いてし ま 

わねば ならない もので も あるかの ような 気持に させら 

れて しまった ようです。 


四十 

お 銀 様の 事業の 番頭と して 不 破の 関守 氏が 与えられ 

たこと は、 偶然と しても、 稀れ に 見る 偶然で ありまし 

た。 

この 人 は、 中国 浪人と 称して いる けれども、 その 藩 

籍 俗姓の くわしい こと は、 まだ わからない。 不 破の 関 

の卷を 読んだ 人 は、 相当に 色 ど りのある ロマンス を 持 

ち、 心の 悩みに 相当の 解脱 を 持ち 来たして いると いう 

こと はわ かります。 


かの 如くして、 美 濃の 国の 関ヶ原の 不 破の 関屋の 

板廂の 下に 暫く 身 をと どめて、 心 を 癒して おり まし 

たが、 その 間に、 読書 も すれば、 人事 を も 考えて いま 

した。 

ことに、 美 濃に ゆかり ある 人物に 就いては、 親しく 

その 人 を 育んだ 山川 草木の 間で、 相当の 研究 を 積ん 

でいた に は 相違ない が、 その 中で も 竹 中半 兵 衛尉重 治 

の 研究に 就いては、 なかなかの 造詣 を 持って いるら し 

レ 

羽 柴秀吉 をして、 明智 光秀たら しめなかった もの は 

竹 中 重 治で ある。 一 代の 英雄のう しろに は、 必ず、 ま 


た 一 代の 明哲が いる。 竹 中半 兵衛の 如き 明臣が あら ざ 

りせば、 秀吉の 運命 はま さしく 明智 光秀と、 そう 相距 

る こと 遠から ざる 運命に 落ちた に 相違ない。 

竹 中半 兵衛は 器量人で ある。 名優で ある。 しかも 最 

も 渋い ところの 脇師 である。 蘊蓄の 底の 深い こと、 

くろうと 

玄人 はかえ つて、 秀吉 よりも、 信 長よりも、 こういう 

人 を 好く ことがある。 

しかし、 不 破の 関守 氏 は、 土地の 関係 上、 竹 中半 兵 

衛に 興味 を こそ 持て、 これ を 研究 こそして おれ、 自分 

うぬ ぼ 

が 半 兵衛を 以て 自ら 任ずる ほどに は 己 惚れて いな いこ 

ともた しかです。 だが、 興味 を 持ち 得る ところ は 即ち 


素質の 存し 得る ところで すから、 こういう のが 功 を 積 

み、 時 を 得る と、 天下の 風雲 を そそのかす ような 隠し 

芸を やり 得ない と は 限らない。 

天下の 風雲 を 唆 す ほどの こと を やり 得られな いと 

しても、 天 ー坊を 得れば 山 内、 赤 川と なり、 大本 教を 

得れば 出口 信 長 公と なり、 一 燈園を 作れば 西 田 天 香と 

なり、 ひとのみち 教団へ 潜入 すれば 渋 谷の 高台へ 東京 

第一 の 木造 建築 を 押 立てる くらいの こと は、 仕兼ねな 

いと 見なければ ならぬ。 

世に は 絶倫の 器量 を 持ちながら、 とうてい 脇師 以上 

に は 出られない 人が あり、 欠点 だらけで も、 立 役の 巻 


軸に 生れつ いたよう な 人 も ある。 人 それぞれ、 自分の 

器量 を 自覚し 得れば それに 越した こと はない。 不 破の 

はな は 

関守 氏 は、 この 点に 於て 甚だ 聡明であった ようです。 

自ら 番頭 以上 を 以て 居らず、 お 銀 様 を 押 立て、 これ を 

主として 事 を 為す という 働き 以外に は、 一歩 も 出 ませ 

ん でした。 

お 銀 様 を 助けて、 その 事 を 為さし むる というの は、 

お 銀 様 を 担いで その実 権 を 握ろうと いうのと は 違い ま 

てんぷ 

す。 徹頭徹尾、 脇師を もって 自分の 天賦と 心得た かの 

ように、 主役と してのお 銀 様 を 立てる こと は、 本心 か 

ら 然るので ありました。 


されば こそ、 心の ァクが 抜けて いる。 ァクが 抜けて 

いるから、 人 を そらさな いのです。 来る ほどの もの を、 

皆 そらさず 取 入れて、 それぞれの 仕事に 働かせる こと 

に 於て、 まだ 日が 浅い けれども、 十二分の 成績 を あげ 

ている。 彼 は 第二 段と して、 集まる 人の 信仰、 或いは 

集中の 対象と なるべき 大本 殿の 建築 を 計画して いる。 

山師と して 見れば、 また 立派に 一個の 山師た る 素質 

やまけ 

を 備えて いるか も 知れない が、 本人 自身 は 山気 はない。 

偶然と はいえ、 こういう 役者 は 求めて 容易に 得られ 

る もので なく、 与えられ たお 銀 様の 事業の ために は、 

無上の 人物です。 


四十 一 

そこで、 不 破の 関守 氏の 人徳が、 お雪 ちゃんの よう 

に 敢えて 誘惑 を 試みな いで も、 相当に 人を惹 きつける 

力 を 持って いる。 

仕 立 飛脚で 甲 州から やって来た 人で さえ も、 話し込 

んで いるう ちに、 自分 も 甲 州へ 帰らないで、 いっそ、 

この 王国の 中へ 住み込んで しまおうかと いう 気になる。 

いなかむすめ 

どこから 伝え聞いて 来た か、 包 一 つ を 抱えた 田舎娘 

は、 立ち どころ に 拾われて、 もう 水仕事 をして いる。 


それ はそうと して、 今 も 飛脚 氏との 会話のう ちに 

あった、 この 胆吹 王国の 女王お 銀 様の 父なる 人、 甲 州 

第一 の 富豪 —— 有 野 村の 伊太 夫が、 また 上方 見物に 名 

を 仮り て 国 を 出で、 もはや、 この 地点 近いと ころ あた 

りまで 来て いる はず —— という こと は 真実でした。 

がんりきの 百 蔵と いう、 腕の 一本ない やくざ 者が、 

お 蘭 どのと いう 淫婦の 御機嫌 を 取る ために、 わざわざ 

危険 を 冒して 飛驛の 高山まで 引返して、 そこの 芸妓に 

預けつ 放しに して 置いた 大金 を 取りに 戻って 見る と、 

その 芸妓 は 一昨日、 宇津木 兵馬と いう 若い 侍と 共に 艇 

落 をして しまった という こと、 出し抜かれて 苦笑いの 


とどまらない がんりきの 百の 野郎が、 すごすごと 舞い 

戻る 途中、 美 濃の 国の 関ヶ原まで 来る と、 容体 ありげ 

な 数人 連れの 旅の 一 行の 者と すれすれになる 途端、 が 

ん りきの 百の 野郎の 頭に ピンと 来た ものが ありました。 

この 一行の 旅人 は 普通の 旅人で はない。 見たところ、 

世間並みの 庄屋の 旦那 どんが、 小 前 小者 を つれて 旅立 

ち をして いる 程度の もので しか ぁリ 得ない よう だが、 

がんりきの 百の 野郎の 第六感で、 「これ は 大物 だ」 と受 

取って しまいました。 三 井と か、 "鴻 池と かいう 素晴 

しい 大物が 旅 をす る 時、 わざと 大 がかり を 厭い、 なん 

でもない 旅商人の ように 力 モフラ ー ジを 試む る ことが 


あるとの こと、 こんな ふうに やつして 旅 をして いるが 

—— こい つ は 只 物で ねえ —— と 見破った がんりき は、 

そこ はさす がに 商売柄で ありました。 

お 蘭 どのと いう 淫婦に、 三百 両の金 を、 見ん 事、 飛 

驛の 高山から 持ち 来たして 見せる と 頑張った が、 もの 

の 見事に 破れて、 素手で すごすご 帰る、 その 埋 合せの 

帰りが けの 一 仕事と して は 持って来いだ。 がんりきの 

百 は、 急に ほく そ 笑みして、 その 天性の 早足 を わざと 

渋らせつつ、 見え隠れに、 この 一行の あと をつ けたが、 

そういう ことと は 露知らず、 一 行の 旅の 主 は、 疑う ベ 

しのび  てい 

くもなくお 銀 様の 父、 急に 甲 州 有 野 村 を 微行の 旅の 体 


で 出立した 藤 原の 伊太 夫であります。 

この 一行が 関ヶ原の 旅 を 急いで 行く と、 新月が 淡く 

原頭の あなたに かかって、 黄昏の 色 は 野に 流れて おり 

ました。 

がんりきの 百 は、 背後から II その 一 行、 大小 取 交 

ぜて五 人 連れでした —— その 五 人 をい ちいち 吟味し な 

がら、 つけて 行った が、 いずれも がっちり している こ 

と 意想外で あるのに 驚かされた ようです。 

第一 —— その 主人公と 見える のが、 大様な ふうで は 

あるが、 なかなか 隙がない し、 附 添の 者み な 質朴に 外 

観 をい ぶして いるが、 いずれも 油断がない。 


別に 親の 仇 をね らう わけで はない から、 人間 その も 

のに は 望み はない けれど、 この 五 人のう ち、 誰が 現ナ 

マ を 最も 多く 保管して いるの か、 それに 当り をつ ける 

のが 要領 だが、 どうもがん りきの 野郎の 眼力 を もって 

して、 五 人のう ちの どれが 金 方 だか、 ちょっと わから 

ない のが 自分ながら 歯痒い。 

四十 二 

伊太 夫 一行の 泊った 旅 宿 は、 さきにお 銀 様の 泊った 

と 同じ 関ヶ原の 本 宿で ありました。 しかも その 室 さえ 


同じ ことに、 娘の 泊った 座敷へ、 父の 伊太 夫が 案内 さ 

れ ました。 

この 第一 室に 納められた 時に、 伊太 夫 はこの 座敷 を 

しのび 

異様な りと 感じました。 微行の 旅で はあり、 また 関ケ 

原の 真中で、 そう 贅沢な 宿が 取れる はず はない が、 そ 

れ にしても この 座敷 は、 さように 粗末な もので はない。 

ろ うば 、- 

時として は、 大名 公家が 泊っても、 狼狽し ない ほどの 

設備 はととの えられて いる こと を 認めました。 

ここで 第一 等の 座敷 を、 附 添の 者の 心 づけで、 特に 

伊太 夫の ために 提供す るよう になった の は 無理 もない 

が、 ここに 納められる 時に 異様に 感じた の は、 床の間 


さんみ やくいん 

であります。 床の間に は三藐 院の掛 物が かけて あり 

ました。 三 藐院の 掛物は 感心 こそ すれ、 あえて 異様と 

する に は 足りない のです が、 その 下の 置物が たしかに 

どくろ 

異様で ありました。 そこに は 一 個の 人間の 髑髏が、 

あんぜん 

暗然と して 置かれて あった からです。 

「変な 置物 だな」 

い つ とき 

伊太 夫 は、 つくづくと 一 時 それ を 見ました けれど、 

わざわざ 立って、 コッ コッと 叩いて みるよう な こと は 

しません でした。 色 も、 形 も、 ほぼ 完全なる 人間の 首 

の 髑髏に はなって いるが、 まさか 本物 を 飾って 置く と 

は 思いませんでした。 主人が 好事家で、 凝っての 上の 


もてなしだろう とも 感じ ましたが、 それにしても、 凝 

リ 方が 少し 厳しい とまで は 思いました けれども、 伊太 

夫と して は、 それにう なされたり、 取りつ かれたり す 

る ほどに 弱気ではなかった のです。 

だが、 彫刻に して は なかなかうまい。 うまい まずい 

は 別と しても、 真に迫って いるとまで は 思いました。 

これ を 彫った 奴 は 相当の 腕利き だ わい と 次に 少し 感心 

きぼ リ  げぼリ 

し、 それから 最後に、 木彫 か、 牙 彫 か、 何だろう と、 

ちょつ とその 材料の 点にまで 頭 を 使って 見た ようです 

が、 なお 決して、 伊太 夫 は、 それに 近づいて コ ッコッ 

と 叩いて みるよう な 無作法に は 及びませんでした。 


「御免 下さり ませ」 

と、 宿の 主人が やって来ました。 

「はいはい」 

と 伊太 夫が その 方 を 向く と、 

「さきほどの 品 を これへ 持参いた しました、 篤と ごら 

ん 下さり ませ」 

「それ は それ は。 では、 とにかく、 一  晚 お借り 申して、 

ゆ つ くり …… 」 

「どうぞ、 ごゆる りと」 

宿の 主人が、 自身で わざわざ 持って来た、 何 か 

こきん らん ぎれ  こしょくそうぜん 

古錦襴 切の ような 袋に 包んだ、 古色蒼然たる 箱 物 を 一 


つ、 恭しく 伊太 夫の 枕許へ 持って来て、 念入りに 備 

えつけ ました。 その物々 しさ を 見る と、 主人 も 相当に 

たしな みが あるら しい。 してみ ると、 これ は 何 かし か 

るべき 茶器の 類の 珍 物 だな、 それ を さいぜん、 話の 

き つ かけで 当り をつ け、 拝見したい、 お見せ 申し ましよ 

う、 という ことにで もな つての 結果ら しい。 それ は 見 

る だけ だか、 見ての 上で 相当の 取引が 持 出される の だ 

か、 もう 取引 済みに なって いるの か、 それまで はわ か 

らな いが、 ともかくも、 色と 言い、 形と 言い、 蒼然た 

る さびの ついた 古 化 切入り の 箱 物で ありました。 多分 

好きな 道な のでしょう、 こういった 道中に 於ても、 伊 


太夫 は、 この 品 を、 このまま では 閑却し きれないと 見 

えて、 包みの 結び目 をと いて、 箱の 蓋 を 払う と共に、 

眼鏡 を かけて 燈 火の 下 近く さし 寄りました のです。 

四十 三 

それから 伊太 夫 は、 箱の 中へ 手 を 入れて、 大事そう 

に 取り出し たもの を 見る と、 それ は 古い 瓦で ありまし 

た。 

その 古 瓦 を 一 枚 取り上げて 吟味 を はじめた ところ を 

見る と、 伊太 夫 は 相当、 考古学に 趣味 を 持って いるら 


しい。 無論、 考古学と いうよう な 一 つの 科学と してで 

こっとう へき  めきき 

なく、 骨董 癖の 一種と して、 相当に 古 瓦の 鑑カを 持つ 

ている と 見なければ なりません。 

その 古い 瓦の 中には、 或いは 相当 完全な の も あり、 

ひらが わら  まるがわら 

破片に 過ぎな いのも あり、 平 瓦 も あり、 丸瓦 も あり 

ふく べん れんげ もん  からくさ れんじゅ  ともえ 

複弁蓮 花 文 も あり、 唐草 蓮珠 も あり、 巴 も ある、 

宝 相 花 文 も ある。 たいした 数で はない が、 相当に 伊太 

夫 をたん のうさせる ほどの ものが あつたと 見えて、 打 

返しての 吟味 方が、 相当 念入りであります。 

一通り 瓦 を 調べ 終って しまつてから、 次に 箱 を 取つ 

て、 打 返し 打 返し 見ました。 瓦に も 相当 興味 を 持った 


が、 伊太 夫の 鑑賞 力で はこの 箱の 方に、 いっそう 特殊 

の 趣味 を 感じた からで ありました。 

それ は 古代の 唐櫃と いった ものの 形に 相違ない が、 

底辺に 楕円形の 孔が あいていて、 そこから 紐 を 通す よ 

うにな つてい る。 木地 はむ ろん 槍に 相違ない が、 赤 

黒の 漆 を 塗り、 金銀 か 螺鈿 かなに かで 象嵌 をした 形跡 

も 充分で ある。 蓋 は 被せ 蓋で 絵が ある。 捨て 難い 古代 

中の 古代 もの だ。 さも あらば あれ、 今度の 旅の 性質 は、 

伊太 夫と しても、 かりそめの 骨董い じりな ど をさせる 

旅路で はない はずな のです が、 そこ は 好きな 道で、 是 

非な き 化であります。 


すでに 熟覧し 終る と、 伊太 夫 は それ を もとの ように 

包み直して、 自分の 枕許に 置き、 やがて 寝つ いたが、 

暫くす ると、 すやすやと 寝息が 聞え てきました。 

静かな 関ヶ原の 一 夜。 

今宵 は 過ぐ る 夜の ように、 月 を 踏んで 古 関の あと を 

たずねよう とする 風流 人 もな く、 風流に しても、 もう 

少し 寒 過ぎる 時候に なって いるので すから、 夜の 静か 

になる こと は 一 層 早い ものが ありました。 

こうして 夜が 深くな つた 時分、 伊太 夫の 座敷の 床の 

間の 觸髏 が、 ひとりでに 動き 出して 来ました。 本来 は、 

髑髏が 動き 出した ので はない のです。 操 細工で なく、 


化け物で ない 限り、 床の間の 置物が、 いくら 夜更け 人 

定まった からといって、 ひとりで 動き 出す というよう 

な こと は、 万 あるべき ことで はない のです。 それが、 

ひとりでに 動き 出した というの は、 伊太 夫の 頭の 中で 

動き 出した のです。 

「変な 置物 だ！」 と、 入室の 瞬間から 印象され たと こ 

ろの ものが、 夢に 入って 再現した までの ことでして、 

これ は 不思議で もなん でもない のです。 問題の 髑髏が 

さんみ やくいん 

三藐院 の掛 物の 前で、 ビク ビクと 震動す ると 見る 間に、 

すっくと 床の間 いっぱいに 立ち上り ましたが、 それ は 

骸骨の 上に 衣冠 束帯 を 着けて 現われました。 


しかし、 それ も 夢と して は、 さの み 不自然で はあり 

ませんで した。 三藐 院の掛 物の ことが 伊太 夫の 頭に 

在って みると、 それから 連想して、 骸骨が 衣冠 束帯 を 

つけたと いう こと も、 夜前の 印象が、 ごつ ちゃに なつ 

て 伊太 夫の 脳膜に 襲い かかった という だけの もので 

しょう。 夢と いう もの も、 他人に 見ても らう もので は 

なく、 自分の 頭で 自分が 見る ものです から、 自分の 頭 

にない ことが 出て 来る はず はない。 伊太 夫 は 伊太 夫と 

して、 自分の 見る 程度 だけの 夢を見て、 われと 夢中に 

驚き もし、 怖れ もす る こと は、 他の 夢を見て 暮す 人間 

の いずれと も 変り ようはず がありません。 


四十 四 

この 一間で は、 お 銀 様 も、 あの 晚に 素晴 しい 夢を見 

せられた こと は、 r 不 破の 関の 巻」 で 書きました。 お 銀 

様の あの 時の 夢 は、 見ようと して 見た 夢で ありました。 

見ようと して 見た 夢 を、 空想 通りに 見せられ たのです 

から 疑問はありません が、 いま 伊太 夫の 見せられ てい 

る 夢 は、 全く 自分 も 予期 しないと ころの 夢で あつたの 

です。 ですから、 伊太 夫 は 夢の 中で も、 この 夢の 全く 

あ-き 

取 止めよう のない のに 呆れて いるので す。 


もう 一度 繰返して 見る と、 お 銀 様 はこ こへ 来る 前 か 

ら、 関ヶ原の 軍記に 相当の あこがれ を 持ち、 ここへ 来 

てから、 関ヶ原 合戦の 絵巻物 を 見せられ、 それから、 

関ヶ原の 夜の 風物に 直接 存分 触れて 来ての 後の 夢で し 

たから、 見せられた 夢 も 当然で あり、 見た 当人 も不思 

議 はなかった のです。 お 銀 様 は あの 時、 この 部屋で 

おおたにぎ ようぶし ようゆう 

大谷刑 部 少輔の 夢を見た のです。 見ようと して 見た 

のです。 お 銀 様 こそ は、 関ヶ原の 軍記に 憧れ を 持つ 

というよりも、 大谷刑 部少輔 その 人に、 かねてより 大 

いなる 憧れ を 持って おりました。 

何故に 女人と してお 銀 様が、 人 もあろう に 大谷刑 部 


少輔 吉隆に それほどまでに 憧憬 を 捧げて いるの か —— 

お 銀 様 は、 どうした もの か、 関ヶ原の 軍記に 於て、 

西 軍に 同情 を 持って いる。 石 田、 小 西に 勝た させたい 

ひいき 

と い う 貝 頭 肩が、 物 の 本 を 読む，) J とに こみ上げて 来る の 

を 如何と も 致し 難い II だが それ は、 石 田、 小 西が 好 

き だからで はない、 別にお 銀 様の 心魂 を 打 込む ほどに 

好きな 人が、 関ヶ原 軍記の 中に 一人あった からです。 

その 人 こそ、 無上の 共鳴と、 同情と、 貝 頭 属とを 捧げて 

いる。 常の 時で さえお 銀 様 は、 その 人の こと を 思い出 

すと 涙 を 流して 泣く。 歴史上と いわず、 およそ ありと 

あらゆる 人間のう ちで、 お 銀 様 をして これほどに 同 隋 


を 打 込ませる 人 は、 二人 とないと 言っても よいで しょ 

う。 その 人 は 誰ぞ、 それが すなわち 大谷 刑部少 輔吉隆 

その 人な のであります。 

その 好きな 人 を、 その 人の 最期の 地で、 夢に 見た の 

だから 本望です。 本望 以上の 随喜でした。 あの 盛んな 

大 芝居 を 夢見て しま つ た 後のお 銀 様 は —— 

—— 石 田 三 成 も 悪い 男で はない が、 大 谷吉隆 はいい 

男 だね え。 

わたし は 日本の 武士で、 まだ 大谷 吉隆 のよう ないい 

男 を 知らない。 今 は その 人の 討死した 関ヶ原へ 来て い 

る。 あのい い 男の 首 塚が、 ついこの 近いと ころに なけ 


れ ばなら ぬ。 

わたし は 何 を 措いても、 あの人の 墓 をと むらって 上 

げ なければ ならぬ —— 明日、 明朝 —— いいえ、 今夜 こ 

れ から、 ちょうど、 月 も あるし  

大谷吉 隆の首 を、 わたし はこれ からと むらって あげ 

なければ ならない —— 

かくてお 銀 様 は、 月の 関ヶ原 を さまよい 尽 して、 つ 

いに どこよりか 一 塊の 髑髏 を 探し 求めて まいりました。 

その 髑髏が 果して、 大谷刑 部 少輔の 名残りの 品で 

あつたか、 なかった か、 そんな 詮索 は 無用と して、 お 

銀 様 は 心 ゆく ばかり その 髑髏 を 愛しました。 面目が 崩 


れ、 爛れ、 流れて、 姐の 湧いて いる 顔面が お 銀 様 は 好 

きな のでした。 大谷刑 部 少輔の 顔面と してで はなく、 

自分の 顔面と しての 醜悪 は、 無上の 美な りと して 憧れ 

ていたので すが、 その 時の 髑髏 は 来 友に よって 洗われ、 

弁 信に よって 火の 供養 を 受けて、 立派に 成仏して いる 

はずです から、 またも ここへ 迷うて 出て、 父の 伊太 夫 

を 悩まさねば ならぬ 筋合い は 全くない のであります。 

四十 五 

果して、 伊太 夫の 見た 夢 は、 お 銀 様の 見た 夢で は あ 


りませんでした。 衣冠 束帯に 変装した 床上の 髑髏が、 

いつの 間に か、 またもとの 一塊の 白骨と なって、 床上 

に 安んじて いるの を 見る と、 夢 は 夢で ありながら、 伊 

太夫 もなん だか、 ばかにされ たような 気になって、 こ 

くせもの 

れは そもそも、 この 三 藐院が 曲者 だな と 思いました。 

三 親 院の掛 物が 最初から 頭に あるので、 それで、 つ 

い 衣冠 束帯のお 化けが 出て 来たの だ。 いったい、 この 

座敷へ 通されてから、 これ は 三藐院 だな と 認識 はした 

が、 その 三 藐院が 何 を 書いて いたの だか、 そのこと に 

は 、あんまり 注意し なかった のです。 しかし、 今と なつ 

て、 こいつ、 なかなか 曲者 だと 考えた ものです から、 


ひとつ 読んで みて やれと いう 気になりました。 

無論、 それ は 三藐院 のこと だから、 書いて あるの は 

和歌に 相違ない と は 思う が、 この 和歌が、 古歌で ある 

か、 或いは 三藐院 自らの 作になる もので あるか。 

伊太 夫 は、 そういう 心 持で 特に この 掛 物の 文字の 解 

読に とりかかって みると、 

置く は 露 

誰 を 食 はう と 鳴く 烏 

と 二 行に 認められて あつたので、 ひどく 頭 を ひねら 

ざる を 得ませんでした。 

これ は 和歌で はない、 発句 だ。 三 藐院と ある 以上 は、 


誰が 考えても 和歌で なければ ならない はずな のに、 こ 

う 読みき つたと ころで は、 発句で ある ほかの 何物で も 

：ヽ 0 

な レ 

たんのう 

三藐院 が、 書画と もに 堪能で あられた こと は 知って 

いるが、 発句 を 作られた こと は 曾て 聞かない。 また 三 

藐院が 発句 を 作られる 道理 もない と 思う。 連歌の 片ゎ 

れ かと 思えば そうで はない、 立派に 独立した 発句に 

なって いる。 と 同時に 伊太 夫 は、 この 発句が、 たしか 

に 誰かの 句であった という ことの 記憶が 呼び さまされ 

ました。 誰 だつ けな、 芭蕉で なし、 鬼 貫で なし、 也 有 

でもな し …… 


置く は 露 

誰 を 食 はう と 鳴く 烏 

伊太 夫が、 しきりに その 句の 主 を 探し出そうと 試み 

ている と、 天井の 上から 非常に 気味の 悪い 鳴き声 をし 

て、 髑髏 をめ がけて パサと 飛び下りて 来た ものが あり 

ます。 これが 一 羽の 烏です。 

「叱 ッ」 

と 伊太 夫が 叱った ものです から、 烏 もさす がに 人間 を 

憚って、 髑髏の 上へ じかに 飛び下りる こと はやめ ま 

した けれども、 少し あちらに うずくまって、 その 貪婪 

な 眼 を かがやかして、 こちら を視 つてい る が、 僧い 


もの だと 思わずに はいられません。 

どくろ 

まさしく こいつ は、 この 髑髏 を 食いに 来たの だ、 こ 

うなって みると、 そうは させない という 気になって、 

そうめつ てき  えもの 

こいつ を勦滅 的に 追い払わなければ ならぬ、 得物 は I 

I と 伊太 夫 も あたり を 見廻した けれども、 手ごろの 何 

物 もありません。 ただ、 枕許に 置いた 道中 差 —— これ 

は少々 大人げな いと 思った ところ、 幸いに 畳の 上に 掛 

物 竿が ありまし たから、 これ を 取り上げて、 烏 を 追い 

飛ばそうと しました。 

ところが、 この 烏め、 こちらに 征服 意識が あると 見 

ると、 憎さ も 憎い、 人間に 向って、 一層の 反抗 意志 を 


示して 来て、 その 貪婪な 眼と、 鋭角な 嘴 を つき出し、 

隙 を ねらって 飛び かかろう とする。 髑髏 をめ がけて で 

はなく、 伊太 夫 を 当の 敵と して 刃 向って 来ようと する 

のが 憎い。 

四十 六 

伊太 夫が 見つめる と、 こいつ は 「定九 郎鸦」 だな と 

思いました。 定九郎 鴉と いう 鸦が あるかな いか 知れな 

いが、 まさに 烏の 中の 無頼漢 だ。 頭 を 菊いた だきの よ 

うに、 ひら 毛 を 立てて 隙 をね らう、 あの 目つ き、 物 ご 


し を 見る が い い。 

掛物 竿で はっしと 打つ と、 それ を かいくぐった 定九 

郎鸦は 伊太 夫に 飛び かかる かと 思う と、 そうで はなく、 

伊太 夫の 袖の 下 をく ぐって、 飛び かかった の は、 古代 

切に 包んだ 上代 瓦の 箱 物で ありました。 その 結び目へ 

鋭い 嘴 を ひ つ かける と、 その 包み を啣 えて 引 摺リ、 ぱ つ 

と 飛び退きました。 

「こいつ」 

伊太 夫が、 またも 掛物竿 を 取り直す 隙に、 早く も定 

九 郎聽め は、 どこ を どう 逃げた か、 全く この 座敷から 

姿を消して しまう と、 伊太 夫が ホッと 息をつき、 


「う ー ん」 

とうな された だけの ものです。 しかし、 暫くす ると、 

本当に 眼が さめました。 

眼が さめた と 思う と、 外で 鳥の はばたき を 聞き まし 

たが、 それ は 烏で はない、 鶏で ある ことが よく わかり、 

同時に その 鶏が 声高く 時 をつ くるの を 聞きました。 

鶏が 鳴いた な、 何番 鶏 か 知らん、 こちら は 眼が さめ 

たけれ ども、 夢を見す ぎた せいか、 どうも 寝 足りない 

ような 気がして ならぬ。 と、 伊太 夫が 床の 中で うつら 

うつらして いると、 裏口で 人の 声が する。 これ はま ぼ 

ろしの 人の 声で はない、 現実 生活の 声 だ。 現実 生活の 


はたご やしよう ばい 

声 も、 旅籠 屋 商売な ど は、 現実が 未明から 夜更けまで 

続く。 旅に いて 朝 呼び さまされる 時に、 人 は 人生と い 

う ものに 急き立てられる 思いが しな いで はない。 

だが、 この 早朝 —— というより は 未明、 いくら 人 を 

泊め、 人 を 起して 立た せる のが 商売 だと 言っても、 少 

し 勉強が 過ぎる よう だ。 これほどまでに 早朝、 これ ほ 

あわた だ 

どまでに 慌 しい 働きぶ り をし なければ 立 行かない と 

いう ほどに、 競争の 烈しい 土地と も 思われな いし、 ま 

たそうい う ふうに 要求す る ほどの 団体客 も 見えて はい 

な い はず。 

ふすま 

少々 騒々 しいなと 思って いる 寝 耳へ、 急に 襖 を 開 


いてお となう ものが ありました。 

「お休み 中 を 恐れ入り ますが、 少々 お伺いい たしとう 

ございます、 モシ、 何 かお 失くな リ もの は ございます 

まい か、 念のため、 お伺いい たしとう ございます、 手 

前 共の 不注意で ございまして、 昨晩、 湯殿の 戸締りが 

出来て おりません もので したから、 そこから、 どうも 

忍び込んだ 模様で ございまして」 

その 声 は、 昨晚 寝入りば なに、 箱入りの 包み を 持つ 

て 来た 主人の 声に 相違ない から、 伊太 夫が はっと 思う 

と 同時に、 気の ついた の は、 昨晩、 この 人が 持って来 

て 枕許へ 置いて 行った 古代 瓦の 袋入りの 箱が、 いっか 


姿を消して 見えない ことであります。 

「あ、 やられた、 たしかに あの 定九郎 鶴に」 

この 瞬間、 伊太 夫の 眼に うつって 来たの は、 人間と 

しての 盗賊で なく、 烏と しての、 憎い 奴の 形で ありま 

した。 

どくろ 

では 髑髏 は  と 見る と、 髑髏 は 宵の ままで 更に 異 

さんみ やくいん 

状 はなく、 三貌院 はと 見れば、 これ も 更に 微動 だ もせ 

ず、 文字 を 再び読み 解いて みると、 「置く は 露」 といつ 

たような 筆 画 は 一 つもなくて、 筆跡 はま さしく 三藐院 

の 筆です が、 歌 は、 

あし ひきの 山鳥の 尾の したり 尾の 


なかなかし 夜 を ひとり かもね む 

四十 七 

伊太 夫の 座敷に 於て 紛失した もの は、 上代 瓦 を 入れ 

た 箱入りの 包 だけで ありました。 ほかに は なんらの 被 

害はなかった のです が、 これ は、 床上の 髑髏が 呑んで 

しまった わけで もな し、 定九郎 鶴が 啣 えて 行って し 

まった ので もありません。 主人の 言う ところの 如く、 

湯殿の 戸締りの 用心の 足りなかった の を 利用して 忍び 

込んだ 盗賊の 為す 業で ありました。 


伊太 夫 は 宿の 主人の ために、 それ を 気の毒が つて 弁 

償しょう と 言い ましたが、 主人 は 事 も なげに それ を 辞 

退して 申しました、 

「な あに、 申せば 瓦つ かけで ございます からな、 値に 

つもって いただく わけに は 参りません、 もともと こつ 

ちの 戸締りの 用心が 足りない せいで ございまして、 申 

し 訳の ない 次第の もので ございます、 ほかに 何もお 怪 

我がなくて、 それが 何よりの 仕 合せで ございます」 

と 言つ て、 どうしても 弁償 を 取る こと をう けがわない 

のです。 

「瓦つ かけと 言って しまえば それまで だが、 あれで 


こ うず か  ちんちょう 

好事家の 手に わたると、 相当 珍重 の 品な の だ、 それに 

あの 箱が 珍しい と 思い ましたよ」 

「いや、 手前 共で は、 その 道の 熱心 家が 御所 望でした 

ら、 只で 差 上げても よろしい と 存じて いた 品で ござい 

ます」 

「盗んだ 奴 は、 あれ を 持って行っても 始末に 困る だろ 

う、 もしな、 御主人、 帰りまでに めつ かったら、 わた 

しが 所望いた したい」 

「よろしう ございます とも。 全く 仰せの 通り、 盗んだ 

奴 も、 あれ を 持って行った ところで、 それ こそ あけて 

口惜しき、 というと ころで ございましよう  いずれ 


その 辺に 放り出して あるか も 知れません。 時に、 お 

連 衆 のお 方に も 御 異状 は ございま せんでした か」 

伊太 夫が 引 連れて来た 四 人の 同勢のう ち、 三人まで 

は、 伊太 夫の 部屋 を 守護す るよう な 陣形で 別室へ 寝 ま 

したが、 これら は なかなか 用心が 厳しくて、 寝て いる 

間 も 油断がなかった のか どうか、 更に 被害の 形跡 も あ 

りませんで したが、 その 最後の 下男の 茂 作が、 この 騒 

ぎに まだ グゥ ダウと 眠って いる。 

これ を 起して 見る と、 こいつが 鬱金 木綿の 胴 巻が な 

いといって 急に 騒ぎ 出しました。 命から 二番目の もの 

を 取られた ほどに 騒ぎ 出し ましたが、 宿の 者 は、 あん 


まり 問題に しません でした。 

この 男の 胴 巻で は、 取られた ところで 知れた もの だ 

と、 頭から 見くびって しまって、 口 クロ ク 慰めの 言語 

さ え 言わな かった ものです が、 当人の 悄気 方 は 非常な 

もので、 

「旦那 様、 どうも 済まない こと を 致しました、 明日 は 

早 立 ちと 思った もので ございま すから、 宿の 雇人 衆と 

やす 

一 緖 にお 帳場の 傍へ 寝 ませても らいました のです が、 

とうとう やられて しまいました、 申し わけが ございま 

せん」 

その 謝罪の 仕方 も、 かなり 大仰で したが、 伊太 夫 は 


是非 もない という 思 入れで、 

「よしよ し、 金 だけだろう な、 ほかに 盗られた もの は 

あるまい な」 

「あの 鬱金 木綿の 胴 巻 だけで ございます」 

「そうか そうか」 

身内で も 軽く あしらって いるので、 果して その 胴 巻 

の 中に いくらあった かとい うような こと は、 てんで 問 

題に する もの もなかった のです。 また、 下男の 財布の 

ことです から、 問題に すべき ほどの ことではなかった 

に 相違ない が、 その あわてぶ りと 謝罪ぶ りの 大仰な こ 

とだけ が、 宿の 人た ち を 異様に 感ぜし めました。 


四十 八 

これ は 申す まで もな く、 がんりきの 百 蔵と いう やく 

ざ 野郎の した、 行きが けの 駄賃に 相違ない のです。 

その 夜中 ごろ、 天性の 怪足 力に 馬力 を かけて、 一 足 

飛びに 関ヶ原の 本陣から 程遠から ぬ 美 濃と 近 江の 国境、 

寝物語の 里まで 飛んで 来たがん りきの 百の 野郎 は、 案 

内 知った る 寝物語の 里の 近 江屋の 方の 雨戸 を トン トン 

と 叩いて みると、 それに 手応えが ありました。 こんな 

深夜に、 この ささやかな 合図で 忽 ち 手応えの あると 


ころ を 以てして 見る と、 先方 も 相当に 待つ 身で は ある 

らしい。 

「まだ 起きて いたの かい」 

戸が そっと 細目に あけられ たので、 そこから 吸い込 

まれる ように 中へ 身 を 消した がんりきの 百 は、 中へ 

きゃはん 

入って 畳の 上へ 足 を 投げ出す と共に 脚絆 を ほぐし かけ 

あんどん 

ると、 行燈を かき 立てて、 そこへ、 しどけ ない 上に し 

どけない 寝巻 姿の 淫婦お 蘭が、 くの 字に なって 現われ、 

五分 珠の 銀の かん ざしで、 やけに 頭 を かきながら、 

「待って ましたよ、 あんまり 遅い じ やない かえ」 

「今日の 晚 までとい う 約束 だから、 真夜中が 過ぎ ち や 


男が すたる と 思って、 急いで やって来 たよ」 

「御苦労だった ねえ、 頼まれ もしない のに」 

「おや？ 頼まれないで する 心意気 を 買つ ちゃ あくれ 

ねえの かい」 

「買います とも、 買い 過ぎて、 つい、 あれ もこれ もと 

よけいな 取 越 苦労 をしながら 待ちくたびれて いました 

が、 苦労 甲斐が ありまし たかねえ」 

「さあ」 

「さあ、 どうです  いけない でしよう。 ですから、 

およしな さいと 言 つたの さ」 

「だが な あ  まる つ きり ぐら さいと いう わけで もね 


えんだ」 

「あの みずてん はいた かねえ」 

「みずてんての は、 何 さ」 

「知らないね」 

「さて」 

とがん りきの 百 蔵 は、 脚 粋 をと つてし まつてから、 長 

火鉢の 前へ 向き 直る と、 

「いっぷく おあがり」 

お 蘭の やつが、 早く も吸附 煙草 を さしつけ たので、 

百の 野郎、 にゃにゃしながら、 

「有難え」 


「こういった もんだ ろうね、 飛驛の 高山の 宫 川べ りの 

みずてん 宿で」 

と 言って、 長火鉢の 前で、 がんりきの やくざ 野郎に 吸 

附 煙草 を 吸わせて、 それ を 傍から 甘ったるく 睨みつ け 

もも 

たお 蘭の あまが、 百の 野郎の 股 をつ ねりました。 

「あ、 痛え、 冗談 じ やねえ ぜ、 こっち は、 ちょん ちょ 

ん 格子 を ひやかしに 行つ たんじ やねえん だ、 命が けで 

飛驛の 高山まで 大金 をせ しめに 行つ たんだ、 ドコぞ の 

色気 たっぷり なお 妾 さ んに 孝行 をしたい ばっかりに」 

「誰に 孝行 だか わかる もの かね。 そうしてな にかね、 

その 孝行の きき 目が ありまし たかい、 みん ごと 三百 両 


のお 手元 金 を 無事に 取 戻して 来ました かね。 また あの 

みずてんが すんなりと 渡して よこしまし たかね」 

「そいつ だ」 

「そ 、つら ごらん！」 

お 蘭 は、 失望と、 揶揄と、 ザ マ を 見ろ といった よう 

な 捨鉢 気分で 突つ ころがす と、 がんりきの 百 は 真顔に 

なって、 

「そこ は、 何と 言われても 仕方が ねえ、 行って 見る と 

逃げたん だ、 和 泉屋の 芸妓 福 松と いう 奴 は、 宇津木と 

いう 若い 侍 を そそのかして、 白山 詣 でに かこつけて 躯 

落 を きめこんだ という 専らの 評判、 その あとへ 罷り 


越した この 色男 —— 」 

「器量が よかった ねえ」 

四十 九 

ここで、 がんりきの 百の 野郎が、 淫婦お 蘭 どのの た 

しぼ 

めに さんざんに 油を搾られました。 

本来が 、 このお 蘭 は 飛驛の 高山の 新お 代官の 妾で あ 

る。 

しゅ つぼん 

高山 を 出奔して、 寝物語の 里で うじ やついて いる 

間に、 がんりきの 百と 出来合って、 百の 野郎が 自慢 面 


に、 高山へ 取 残して 置いた 三百 両 ほどのお 蘭 どののお 

手許 金 を、 三日の 間に 持って 帰って やる と 喜ばせて お 

いて 出かけた のです が、 三日の 期限 はちょう ど タイム 

の 場合に 漕ぎつ けて 戻って 来た けれども、 目的のお 手 

許 金 は 御 持参がない というの だから、 ヒャ かされる の 

も、 撲られ るの も 是非な い と ， J ろと 言えば 言う ベ きで 

すが、 しかし、 これ は 説明 を 聞いて いると、 がんりき 

の 腕の ない という ことと、 誠意の 乏しい という ことの 

理由に はならないで、 むしろ 不可抗力で あつたと 同情 

してやっても いいのです。 というの は、 お 蘭 どのの 当 

座のお 手許 金の 三百 両は、 飛驛の 高山に 於て、 がんり 


きの 百が 取り上げて、 宫 川べ りの 和 泉 屋の福 松と いう 

芸妓のと ころへ 預けた に は 相違ない が、 当の 女が 行方 

不明に なって しまった、 夜逃げ をした、 艇落 をして し 

まった というの では 暄嘩 にもなら ない。 その 逃げた 先、 

落ちた あと をた どれば、 たどれない 限り はない が、 三 

日の 期限で は、 いくらがん りきの 怪足カ を もってして 

も 不可能で ある。 そういう わけ だから、 ひとまず 手 を 

空しう して 帰って来 たが、 こうなる とがん リ きも 意地 

だから、 また 出直して 白山 街道から、 北国 筋、 あの 女 

の 落ち行く 先々 を 飛び 廻って、 きっと 取 戻して お 目に 

かける というの だが、 もうお 蘭 どのが 信用し ない。 


「だから、 男の 口前に なん ぞ 乗る もんじ やない、 だろ 

うと 思って いました から、 あんまり 乗り もしなかった 

けれど、 でも、 気 を 使った だけば からしい」 

お 蘭 どのの 御機嫌が 斜めな ので、 がんりき は、 御 機 

嫌 を 見 はからって 二段構え を 持 出しました。 そろそろ 

と 片手 を、 持って来た 包へ あてがって 引 寄せながら、 

「それ は、 そういう わけ だから、 暄嘩 にもなら ねえ、 

いかにも その 点 は、 百 蔵、 お前さんの 前へ 頭が あがら 

ねえの だが、 転んでも 只 起きる がんりき だと 思う とが 

ん りきが 違い まさ あ」 

こう 言って、 今や 包の 結び目に 手 を かけた。 それ は 


さきほど 関ヶ原の 本 宿で、 定九郎 鶴に さらわれ たとい 

う、 伊太 夫の 髑髏の 間の 枕許の 古代 切の 箱入りの 包で 

ありました。 

「それ は それと して あやまって 置いて、 別に これから 

御機嫌 直しのお 手土産 を 御 披露に 及びたい」 

「何です、 それ は」 

「何です か、 御 当人 もま だ わからない、 あけて 口惜し 

きび つ くり 箱で なければ お慰み」 

「ずいぶん 凝った 包 じ やない の」 

「なんしろ、 こいつ は 大物 だよ」 

「どうして、 お前さん それ を 手に入れ たの？」 


「どうして つたって お前、 三百 両の 抵当に 持って来よ 

うてお みやげ だから、 やに つ こい 物 は 持 つ て 来られね 

え」 

「相当に 重味 はあり そうだね」 

「相当に 重い よ、 第一、 出 どころ が 確かな もの だぜ、 

こい つ 大物と 睨んだ 眼力に 誤リは あるめえ」 

「能書 は あとに して、 早く 中 を あけて 見せて おくれよ」 

金銀 か、 珊瑚 か、 綾錦 か —— 相当の ものに は 相違な 

いと、 お 蘭 どの も あんま リ 悪い 気持 はしない らしい。 


十一 一分の 自負心と 期待と を も つ て 包 を 解きに かかつ 

たがん りきの 百 御 本人 も、 実は まだ 内容の 何もので あ 

るか を 開いて 見て はいない のです。 開いて 見る 暇 もな 

かった のです が、 本来 あれほどの 大物が 寝る 間 も 枕許 

を 放さずに あれほど 大事が つた 品 だから、 内容の 額 そ 

の ものよりも、 自分の 睨んだ 眼力に 万 あやまりがない 

と いう 自信 を も つ て、 

「包と 言い、 箱と 言い、 凝りに 凝った 渋い もんだ よ」 

「その 紐 を わたしが 解きましょう」 

「落着いて やりな」 


「あけて 口惜しき、 という ことになるん じ やない かね」 

「そんな ことがある もの か」 

「さあ、 あけます よ」 

「よし」 

百 蔵 は、 行燈を 引きずって 来て、 この 玉手箱の 傍 近 

いところ へ 持 寄せ、 勿体ら しく、 息 を はずませて 蓋 を 

払って 見る と、 

「どう だ、 どう だ」 

「真黒い ものが あるよ」 

たいまい 

「瑋瑁 じ やない か」 

「何でし ようね」 


お 蘭 どのが 引出して 見る と 古い 瓦です。 横から 見て 

も 縦から 見ても 古い 瓦です —— 念のため、 その 次の を 

取り出して、 ためつ すがめ つ、 四つの 目で 見た けれど 

も、 古い 瓦の ほかの 何物で もない らしい。 その 古い 瓦 

も ほとんど、 完全と いうの は 一 つもな く、 片々 になつ 

たの や、 継ぎ合わせて みると どうやら 一 つの 円い 輪郭 

を 成す ような ものば つかり、 ついに 瓦々 で 玉手箱の 底 

を 払って しまう と、 お 蘭 どのが 白つ ちゃけ て、 

「何 だ、 お前さん、 こり や 瓦 じ やない か」 

「そうだな あ —— 瓦 だな あ」 

「瓦 だな あ、 はよ かった ねえ、 高山で ドジを 踏んで、 


みずてんに 出し抜かれ、 その 腹癒 を わたしの ところへ 

持って おいでな すった のかえ」 

「こい つ はどう も …… 」 

小判と 思って 受取った のが、 急に 木の葉に なって し 

あき 

まった ように、 がんりきの 百の 野郎 は 呆れ果てて、 そ 

の 瓦つ かけ を 見つめて、 きょ とんと している。 

「古 瓦 をお みやげに 下す つて、 どうも有難う」 

お 蘭 どのが わざと 御 丁寧に 、がんりきの 百の 前へ 頭 

を 下げて、 

「結構な おみやげ を、 たくさんに どうもありがとう ご 

ざいました」 


二度、 ていねいに 頭 を 下げました。 

「ちえ ッ、 つまらね え」 

さすがの がんりきの 百の 野郎 もす つかり てれて、 う 

ん がの 声が 楊らない。 自分の 眼と 腕と を 信じ 過ぎた の 

か、 信じ 足りなかった のか、 全く 狐に つままれ たよう 

な 思いで、 

「こういう はずじゃなかった ん だが」 

「いや、 そういう はずなん です よ、 宮川 ベリで 精 分 を 

抜かれて おいでな すった から、 物忘れ をな すつ たんだ 

わ。 それ はま あお 茶番と して、 お笑い 草で 済む けれど、 

済まな いのは これからの、 わたしの 身の 振り方 —— そ 


れ から 差 当りの 路用の 工面。 これば つかり はお 茶番で 

は 済まされない、 真剣に 工夫 をし なけり や、 第一、 こ 

この 宿の 払いで さえ ：：： 」 

お 蘭 どのが、 いやに 意気地 なくなった 時、 がんりき 

の 百 は うんと 一 つ 息 を 呑 込んで、 

「もう 大丈夫、 相当の もの を ものにしようと したから 

当り 外れが あるんだ、 その 日 その 日の 小出しなら、 な 

んの 心配が ある もの か」 

と 言 いながら、 がんりきの 百が 別に 懐中から 鬱金 木綿 

の 胴卷を 取り出して、 ボンと お 蘭 どのの 前へ 投げ出し 

て 見る と、 自分ながら 意外に ズシンと 来る おもみ。 


五十 一 

きんらんい 

だが、 前の 錦 欄 入りが 瓦つ かけであって みれば、 今 

度の 鬱金 木綿 は 当然、 石つ ころ 以下で なければ ならぬ。 

お 蘭 どの は、 うんざりして 手 をつ けないで いたが、 

がんりきが 自暴 半分で しごいて みると、 呑んで いた 五 

臓 六腑から 簡単に 吐き出し たの は、 

「あつ！ 百両百 貫！」 

悪党が る ほどで もない、 がんりきの 百の 野郎が 頓狂 

声で 叫び 出した の は、 あえて その 金高に 圧倒され た わ 


けで はない、 その 意外に おどかされて しまったので 

しょう。 

今し、 あんまり 新しく もない 鬱金 木綿が 吐き出して、 

畳の 上へ、 あた リー 面に 散らした の は、 封の 切れない 

切 餅 も あれば、 霰 のよう な 一 朱 一 一 朱 も あるし、 小粒 も 

あるし、 全く、 瓦つ かけや 石ころで ない のみならず、 

即座の 使用に 堪え 得る 天下の 通貨が、 大小 取 交ぜて ザ 

クザク と 降って湧いて 来たから です。 

といっても、 要するに 鬱金 木綿が 呑んで いたと ころ 

の 胃の 腑の 程度です から、 曾て 根 岸の 三ッ目 錐の 屋敷 

で、 裏 宿の 七兵衛 が、 鎧櫃に 詰めて 置いて、 神 尾 主 膳 


に 思い切って 突き破らせた あの 程度と は、 規模 も、 内 

容も、 おのずから 違う のです。 けれども、 あの 時 は あ 

れで、 破る 方 も、 破らせる 方 も、 また 当の 目的物た る 

鎧櫃 も、 充実し きっていた 予想と 内容の 下に 行われた 

の だから、 案外の 程度に 於て は、 この場合と 比較に は 

なりませんでした。 

然るに、 今の この場合 は、 瓦つ かけで さんざんに テ 

ラ された ところへ 持って来て、 この 内容な のです から、 

悪党が る ほどで もない がんりきが 音 を あげたの も 無理 

はない ところで、 

「百 両百 貫！」 


見得 も 外聞 も 忘れて、 両手 を 挙げてみ たもので す。 

しかし、 百両百 貫と いう 計算 も かなり 大ザ ツバな もの 

で、 両と 言い、 貫と 言っても、 貨幣 史上の 相場に は、 

非常な 動揺が あるので すから、 一 概には 言えない が、 

ともかく、 こうして 黄金で あると ころの 小判と いう も 

のが あり、 一 朱 二 朱の 銀 判が あり、 それから ザラ 銭が 

相当 小出しに して あると ころ を 見つ くろっても、 無慮 

百 以上の 両目 は 確実な のです から、 そこで 絶叫し まし 

た。 

な あに II 百の 野郎 とても、 相当に 悪党が る 奴なん 

ですから、 僅か 百 両ゃ百 貫で 妾 を 失うよう な 真似 はし 


たく はない のです が、 何 をい うに も、 前に は 大物と 踏 

んだ ところの ものが 瓦つ かけと 化した その 反動に 加え 

て、 今度 は 鬱金 木綿が これ だけの もの を 呑んで いたの 

ですから、 その上り 下りに 度胆を抜かれた だけの もの 

でした が、 ややあって、 急に やにさがって、 どんな も 

の だとい う 面 をして、 

「だろうと 思つ たんだ、 あれ だけの 同行のう ち、 あの 

わらじ 

作男の 草鞋 だ けが、 ちっと 切 れっぷり が 違った ところ 

を 見て取った、 がんりきの 百の 眼力に 狂い はねえん だ 

よ」 

その 言葉が、 お 蘭 どのに はよ く 呑 込めない。 


「どうしたと いうんだ ね」 

「いや、 どうもこう も あり やしね え、 お 蘭さん、 お前 

ひと かせ 

はこ いつを 持って 一足先に 行きな、 おいら あまた 一 稼 

ぎだ」 

がんりき は、 こう 言って お 蘭 どのの、 らんじゅくし 

た 面 を まじまじと見 つめる と、 

「いやな 人 だね、 なんて 目つ きをす るんだ よ」 

お 蘭 どのが、 手 を あげてぶ つ 真似 をし ました。 

五十二 


「おつか あ、 おっぱい がー ぱい 飲みて え」 

「何 だね、 そこに、 さっきから 番茶が 汲んで あるじ や 

ないか、 冷えち まうよ」 

「二番煎じが 飲みて え」 

「何 を 言つ てるんだ ね、 夜が 明けち まう じ やない か」 

「遠慮なくお 休みな さいよ、 わつ しゃ、 いま 言う 通り、 

ひと かせ 

これから また 一 稼ぎ だ」 

「せわしい 人 だね、 いったい、 これから どこへ 稼ぎに 

行 くんだ よ」 

「関ヶ原まで、 もう 一 合戦」 

「 冗談 じ やない」 


「冗談じゃありません、 こう 瓦つ かけの 上げ 壺を 食わ 

されたん では、 がんりき もこの まま じ や 引 込めね え」 

「何 か暄曄 でもして 来たの かね」 

「 一 合戦 だと 言つ てるじ やねえ か、 乗るか反るか だよ、 

瓦つ かけの 仕返し を 一 番」 

「何の こった かわからない が、 こっちの 鬱金 木綿で 

けっこう 埋 合せが ついた からもう いい じ やない か」 

「な あに、 こんな 甘 えんじゃ いけね え」 

「お休みな、 飛驊の 高山から じ や、 ずいぶん 疲れて い 

るだろう に、 ねえ」 

「な あに、 足なん ざ あこつ ちの もんだ、 どれ、 もう 一 


稼ぎ 出陣と やら かすかね」 

「いけない よ、 もうお 止しな」 

「留める のかい」 

「まあ、 なんにしても、 おっぱい を 一 つ 飲んで、 落着 

いてお 出かけ。 お前さん はそう して、 仕返し だか、 出 

きぜゎ 

稼ぎ だか、 何だか 知らないが、 気忙しく 出かけて しまつ 

て、 置いて け ぼ りの わたし はいった い、 どうな るんだ 

よ、 路用 はいた だいた が、 これから、 どこへ 出向いて、 

どこで 待って いて あげり やい いの さ、 ちっと は 相談 も 

あるじ やない か」 

「違えね え —— お前 はこれ から、 明日の 朝に なって、 


ここの 勘定 を 済ましてから、 なにげなく 上方へ 向って 

旅立ちな —— さよう、 草津 か、 大津か —— そんなと こ 

ろで は 人目に かかる、 こうと、 いい ことがある、 少々 

道 を 曲げて 石 部の 宿なん ざ あどう だね、 石 部の 宿の 

仮枕なん ざ あ 悪く あるめえ」 

「乙 だね」 

「石 部に は 大黒 屋 という 宿が ある、 あれへ 行って おと 

なしく 泊って いな、 明日の 晚 までに はお いらが 大物 を 

一 つ 料って、 石 部の 宿のお 前のと ころまで 艇 けつけ 

よう」 

「じ や、 そうして おくれ」 


「合点 だ」 

「寒い！」 

お 蘭 どのが、 わざとら しく 肩 を すぼめて、 暁の 風が 

身に 沁みる という 風情 をして 見せる と、 

「寒 か あ 寝な な」 

一番鶏 か、 二番 鶏の 音が、 関の こなたで 声高く 聞え 

る。 

「お 先へ 御免よ」 

お 蘭 どのが、 みえ もた しなみ もな く、 寝床の 中に も 

ぐり 込んで、 そこで 頭 を 出して、 プカプカと 煙草 を 喫 

み 出した が、 がんりきの 野郎 は、 寝たい とも、 休みた 


いと も 言わず、 

「ああ ああ、 つまらね え、 誰かの ように 人に 働かせて、 

たん まりと 据膳を 食って、 あつたかく 寝て いる 身分に 

なりてえ が、 持って 生れた 貧乏 ひまな しで、 そう もい 

かねえ」 

「勝手にお しょ、 酔 興の くせに」 

えんぴ  きせる 

お 蘭 どの は 猿臂 をのば して、 煙管の 熱い 雁首 を、 い 

きなり 百の 野郎の 頰っぺ たに 押しつけ たもの だから、 

百の 野郎が、 

「あ、 つ、 つ、 つ」 

と 言って 横つ 飛びに 飛び 上りました。 


五十 三 

同じ 胆吹 山麓 圏内の 西南の 麓、 琵琶の 湖北の 長 浜の 

町 は、 今晩は 甚だ 静かで ありました。 

宵に 新月が ちらと 姿 を 見せた ままです から、 今晩は 

闇の 夜です。 闇の 夜と いっても、 真の闇の 夜で はなく、 

星 は 相当に 数えられる のです。 

その 星の 地位から して 見る と、 アルゴルの 星の 光が 

最も 低く 沈む 時分、 長 浜の 無礙智 山大通 寺の 寺の 中へ、 

「お 花さん 狐」 が 一 つ 化けて 現われました。 


どういう ふうに 「お 花さん 狐」 が 化けて 現われて 来 

たかと いうと、 黒い 覆面の いでたちで、 痩せた 身体に、 

二 本の 刀 を 落し 差しと いったよ うに 腰に あしらい、 そ 

うして、 物に 病みつ きで もした ものの ように、 ふらり 

ふらりと 台所 門の 方から 現われて 来たので す。 

長 浜 別院の 「お 花さん 狐」 といえば、 知る 人 はよ く 

知っている。 ほとんど 全国的に 知る 人と 知らない 人が 

ある。 この 大通 寺が その 昔、 羽 柴秀吉 の 城 地であった 

時分から、 お 花さん 狐 は 今日で もま だ この 地に 棲んで 

いると 堅く 信ぜられて いるので す。 秀吉の 長 浜 城の 建 

築 物 を この 大通 寺へ 移した と 同時に、 お 花さん 狐 もこ 


こへ 移り 棲んで いるものと 信ぜられ ている。 そうして 

寺の 栄枯盛衰 に関する 場合に は、 霊 狐の 本能 を 現わし 

て 寺 を 守る ことにな つてい る。 狐の ことです から、 化 

ける にしても、 たいてい 美人に 化けて その 神通力 を 発 

揮す る ことにな つていて、 そこで 「お 花さん 狐」 の 名 

が 中外に 響いて いるの だが、 変化 自在の 身で あってみ 

ると、 必ずしも 美人 だけにし か 化けられな いと 固定し 

たもので はない。 

機に 臨み 変に 応じて さまざまの 異装を 現じて、 寺 法 

守護の 権現の 役 をつ とめて いると いう こと だから、 今 

晚は 特に 好み を 変えて、 かく 覆面 姿の、 浪人 者の、 落 


し 差しの 体と なって、 深夜の そぞろ歩きに、 天井裏の 

鬱を 慰めに 出た のか も 知れない。 

そこで、 この 化け物が、 台所 門の 方から ふらりと 境 

内の 闇に 現われました。 

ここに 台所 門と 言つ てし まえば、 お 花さん 狐が、 

の らぎ つ ね 

野良 狐の ように 餓え かつえて お 料理 場の 油 楊の 切れつ 

あさ  はな は 

ぱし をで も 漁りに 来た かの ように 聞え て、 甚だ 体裁 

が 悪い のです が、 本来、 大通 寺の 台所 門と いうの は、 

すいとう じょ 

さように 口腹の ための 出納 所と いう 意味で はなく、 こ 

れぞ まだ 昔の 豊 臣 太閤が、 はじめて 筑前守 に 封ぜ ら れ 

た 当時に 建設した ここ 長 浜の 城の 大手 門で ありました。 


その 証拠に は、 今でも 門扉の 金具の 裏に、 「天 正 十六 年 

戊 子 八月 十六 日」 と銘が 打って あり、 なおまた その 扉 

に は 矢の 根の 痕 までつ いている。 しかく 英雄に よって 

名残り を 残す 一城の 大手 門な のであって、 「お 花さん 

狐」 にして からが、 その 英雄 時代に すでに その 同じ 城 

内に 巣 をく つて、 長生 今日に 至る ほどの 霊 狐な のです 

から、 次第によ つて は 歴代の 御 連枝 以上に 信仰 もされ 

ている。 御 奉納 も 豊かで ある。 何 を 苦しんで 深夜 を 選 

んで 台所 口へ 残 肴 を 漁りに 出かける 必要が あろう。 

そこで 今晩は、 特に 趣向 を 変えて、 当時 はやりの 青 

白い 浪人 姿と なって、 ふらりと 夜中の 散歩 を 試みた と 


見れば 見られる。 

左様に 覆面 こそして いるが、 忍びの いでたち はして 

いないし、 忍びの 呼吸に もな つてい ない。 この 通り ふ 

らリ ふらりと 着流しで 歩いて はと まり、 とまって は 歩 

やじりき リ 

いている の だから、 兇悪なる 屋尻 切の 目的 を 以て 外 間 

からこの ところへ 狙い 寄った 白 徒で ない こと は 確かで 

す。 

大通 寺の 境内 は 広い から、 夜更けて のお 花さん 狐の 

散歩 区域に 不足 はない。 

五十 四 


こういった 化け物が、 長 浜 別院の 境内に そぞろ歩き 

を はじめた 時分 —— これ も 有名な 「玄関の 松」 の 木の 

むせ 

下方で、 子供の 咽び泣く 音が 起り ました。 

仮り にも 玄関と いえば 表の 方で なければ ならない し、 

昔 は 大手 門で あっても、 台所 門と 名 を 変えた 以上 は、 

どうしても 裏手の 方で なければ ならない。 

そこで、 お 花さん 狐が、 覆面の 落し 差しに 化けて、 

さまよ 

彷徨い 出した 方面と、 今、 子供の 咽び泣く 音の 起った 

方面と に は、 裏と 表の 相違がなければ なりません。 

裏の 覆面 は 推理 上 異様な ものでした けれども、 表の 


「玄関の 松」 の 下の 子供の 泣き声 はさの み 変化の 声と 

は 思われません。 時が 時、 ところが ところで、 子供 だ 

けが ひとり 泣いて いるの だから、 それ は 不自然 は不自 

然に 相違ない けれども、 こういう 不自然 は 人間社会に 

於て は、 いつの 世に も 絶えない 不自然で、 深夜、 松の 

木の 下の 寒空に、 乳呑児 ひとり だけ を 泣かして 置く と 

いう 親に は、 親と しての 因縁がなければ ならぬ。 つま 

すて.. 一 一 

リ、 これ は 棄児な のでした。 

すでに、 どのくらいの 時間の 前で あつたか、 この 松 

の 木の 下へ 持って来て、 産み 落して 四月ば かりになる 

人の子 を 一人 持って来て、 捨てて置いた ものが ありま 


した。 

親と いう もの は、 裸で 産み 落した にしても、 その子 

を 捨てる のに 裸で はすて ない。 時として 身分 不相応な 

装飾 を 施し、 できるだけの 保護 を 加えた 上で、 捨てる 

の を 習いと する。 

今、 捨てられた 子 を 見る と、 相当の 籠の 中に 入れて、 

まわ リ 

その 周囲 を まだ 新しい、 特に この 子 を 捨てなければ な 

ら ないた めに 手製した と 思われる 小さな 蒲団 をし いて、 

その上に、 縫目 も 縞 目 も 新し かるべき 仕 立 卸しの 衣服 

を もって 固く 夜風 を さえぎつ ている。 なお そのほかに、 

籠の 左右に こぼれた もの を 見る と、 でん でん 太鼓 だの、 


風車 だの、 ピ ー ピ ー だの、 おしゃぶり だの、 そりい う 

ものが 積まれて いるの みか、 徳利の 頭へ 管 をつ けて、 

その 管の 一端が、 子供の 口許にまで 導かれて 結 えられ 

ている。 

つまり、 こうして 棄 てて 置いて、 棄 てた 主 は 早く も 

姿 をく らまし、 棄 てられた 子 は、 その 当座 だけ は、 徳 

利の 乳の 甘 さに 我 を 忘れて ほほ 笑んで いたと 見えた の 

が、 今 それに 飽きて みると、 はじめて わが 身の 孤独 を 

感じ、 親 を 呼んで みたが、 いつもの ように 温かい 手 を 

むせ 

与えて くれないと ころから、 急に 咽び泣き を 立てた も 

のらし い。 


しかし、 しくし くと 泣いた が、 暫くす ると また 黙つ 

てし まいました。 この 子 は 性質の おとなしい 子で ある 

けれども、 やがて また、 わつ と 泣き 立てました。 それ 

から 暫く 声 を 引いて 泣きつ づけた のです が、 いっか ま 

たまた、 おとなしく なって 泣き やみました。 泣き やん 

だかと 思う と、 また 糸 を 引く ように 咽び 出しました。 

はらわた 

しかし、 これが かえって、 聞く 人の 腸 を 断つ ものが 

ありました。 聞く 人がない からい いけれ ど —— いい か 

悪い か 知れない けれど、 こういう 場合に 於て は、 火の 

ように 泣き 立てられる ことの 方が、 かえ つて これほど 

に いじらしくない。 


泣き やみ、 泣きつ づけて、 そう 長く は 繰 返されない 

で、 やがて 連続 的の 泣き声と なりました。 天地の 間に 

親 を 求む る 声です。 それが 人の 腸を搔 きむ しらな けれ 

ば、 世に 人の 腸を搔 きむ しる 声 はない。 

かくて、 「玄関の 松」 の 大木の 下 は、 棄 てられた 児の 

天地に 向って 号泣の 場所と なりました。 

五十 五 

一 口に、 ここで 「玄関の 松」 と 言って しまって いる 

けれども、 この 大通 寺の 玄関の 松 もまた、 歴史 ある 玄 


関の 松で、 普通の 寺院の 庫裡の 前の 車 廻し や 風よ けと 

見て は 違う。 これ も 一世の 英雄、 羽 柴秀吉 の 長 浜 城の 

中に あって、 秀吉が この 松の木に 鎧 を かけた という 

ところから 「鎧 かけの 松」 と 名 をつ けられて いたし、 

厳 如上 人 はまた この 松 をな つかしが つて、 「昔の 友」 

と 呼んだ くらいで すから、 なみなみならぬ 由緒 を 持つ 

ている。 前の 大手 門 を、 台所 門と して 移した と 同時に、 

この 松 もこ こへ 移し 植えられ ている。 高さ 五 丈 五寸、 

枝 張 五十 三 間 を 数えられる 玄関の 松な のです。 

大通 寺の 境内 は 広く、 規模 は 大きく、 その 中に 本堂 

が あり、 表門が あり、 裏門が あり、 庫裡が あり、 書院 


が あり、 経蔵が あり、 鐘楼が あり、 鼓楼が あり、 盥漱所 

が あり、 香 部屋が あり、 蘭亭が あり、 枕 流 亭，. が あり、 

新 御殿が あり、 土蔵が あり、 示談 講が あり、 総会 所が 

あり、 女人 講が あり、 茶所が あり、 白砂 ム|5 所、 二十 八 

日講、 因講 まで を 数える と、 ちょっと 一 息に は 言えな 

い 建物が あるので すから、 その 一角で、 この 深夜、 ひ 

とり 捨てられた 人の子が、 全力 を尽 して 号泣して いた 

ところで、 いずれの 隅まで 反応して 人の 眠り を 驚かす 

か、 甚だ 怪しい ものであります。 ことに、 この 捨てら 

れた 子が、 因果に おとなしい 子でありまして、 一 旦は 

咽び泣いたり、 また 号泣したり しました けれども、 暫 


くす ると、 ひとり またい い 機嫌に なって 笑い出し まし 

た。 大空に ちんく る ちんく ると またたく 星の 光 を 見て 

—— 人間が 笑い 得る に は、 幼な 児と いえ ども 相当の 余 

裕を 持って いなければ 笑えない。 相当の 余裕と は 要す 

るに 衣食の 余裕です。 

今、 ここに 棄 てられた 子 は、 衣に 於て 充分の 凌ぎ を 

もっている。 時季に よって は、 いかに 衣服が 足りても、 

深夜- J うして 夜風に 曝される ことに 堪え 得る はず はな 

いのです が、 今 は 何とい つても まだ 秋です、 衣 は 寒 を 

防ぐ に 足り、 食 は —— 棄 てられる 前に、 たっぷりと 因 

果が 含ませて あるに 相違ない 上に、 傍に また 徳利へ 乳 


首 をつ けて、 その 時分 は ミルクはなかった として、 

摺粉 か、 上慘粉 か、 そんな もの を 甘く して、 優に 一 昼 

すてご 

夜の 吸引に 堪え 得る ようにして ある。 だから この 棄子 

は 衣食が 充分に 足りて、 そうして 笑う の 余裕 を 得て い 

る。 

だが、 こういう 人生の きわどい 笑いが いつまで 続 

く？ 

棄 てられた 子の 泣く の は 悲惨 だけれ ども、 笑う の は 

なお 一 層の 悲惨です。 慈善の 人が あって、 手に 取上げ 

るまで 泣かして 置く の はよ ろしい として、 それまで 笑 

わせて 置く こと は、 むしろ 堪え難い ことです。 


但し 一 人の子 供が 泣こうと も、 笑おうと も、 

天地人 間の 静かな こと は 一層 静かで、 これ も豊 太閤の 

I- つまい  けた ゆき 

豪邁なる 規模 を そのまま 残す ところの、 桁 行 十七 間、 

はり ゆき 

梁 行 十四 間 半の 大本 堂の 屋の 棟が、 三寸 低く 沈む 時分 

になる と、 鼓楼の 下から、 白衣の ものが ちょろちょろ 

と 走り出して 来ました。 

さいぜん 台所 門で 見た の は、 暗夜に 黒衣の 覆面 —— 

これ は 夜目に もしる き 白衣の、 しかも 以前の 姿よりも 

いくぶん 背が低い。 さて はお 花さん 狐が また 変装の 趣 

向 を かえた かな。 女です —— 以前の は 落し 差しでした 

が、 今 S の はま さしく 女 姿です。 して みれば やはり、 


霊怪 でも、 変化で もない。 いったん 捨てた 子の 笑う の 

に 堪えられ なくなって、 母なる 人が また 抱き 戻しに 来 

たの だ、 人の 母と して まさにそう なければ ならぬ。 

五十六 

子を棄 てる 藪 は ある けれども、 身 を 捨てる 藪 はない 

さんみい つたい 

と 見た の は、 母と、 子と、 聖霊との、 三位一体 を 知ら 

ない 者の いう こと。 

俗説に も、 子 を 捨てた 親 は、 必ず その子が、 たれ 人 

かの 手に よ つ て 完全に 拾い上げられ るまで 物 蔭に 隠れ 


ていて、 見届けて 帰る の を 習いと する、 と ある。 

ここ、 大通 寺の 玄関の 松の 下に、 一 旦 わが 子 を 捨て 

てみ はした けれども、 時あって 誰も 拾いに 来る 人が な 

ヽ 0 

レ 

母なる 人 は、 鼓 楼の蔭 あたりで、 一 刻 も 早く 温かな 

る 手の 拾い主 を 期待して いたの だが、 容易に 人の 視聴 

そば だ 

を聳 てない ことほ ど、 この 棄 てられた 子が おとなし 

い 子で ありました。 

むしろ、 火の つく ほど 泣き叫んで くれたならば —— 

遥か彼方 を 通る 夜 廻りの 者 か、 寺の 庫裡の 料理番 か 

なんぴと  さま 

何人 か、 夢 を 醒す人 もあろう のに、 いい 機嫌で 笑い出 


されて しまったの では、 とりつく 島がない。 

もう、 たまり かねて、 母親が 自分の 手で 回収に 出か 

けた ものです。 ただ、 その 母親が 子 を 捨てる ほどの 母 

の 姿と して は いささか 異様に 見えないで はありません。 

白衣 は はじめから わかって いるが、 近づく に 従って 熟 

視 すると、 髪 はう しろへ 下げ髪に、 その上へ 鉄 輪 を 立 

ろうそく  はだし 

てて、 三本の 蠟燭が 燃えて いる。 足 は 跣 足です。 それ 

から 首に 鏡の ような もの を かけて いる。 

右の 女が、 ちょこちょこと 鼓楼の 下から 小 走りして、 

玄関の 松の 下まで 来ました が、 思い余って、 いきなり、 

わが 子 を 入れた 籠に 飛びつ く かと 思う と、 存外、 冷静 


でありました。 

その 冷静ぶ リは、 むしろ、 捨てた わが 子の 籠 を 目的 

としないで、 そそり 立つ 松の 大木の 幹へ でも 抱きつい 

てみたい というよ うな 気分で 走り かかった こと も、 不 

思議の 一 つでした が、 籠の 直ぐ 一 歩 前、 ちょうど 松の 

大木の 幹の 下へ 来て みると、 そこで、 いきなり わが 子 

へ 飛びつ きもし ないし、 頰 ずり もしないで、 何 か 事の 

不思議 そうに、 突立った ままで、 ずっと 闇 を 透かして、 

この 幼な 児の 人生の 笑い を 見つめて いました。 

こんな 緩慢な 挙動 は、 断じて 人の 親の 挙動で はない。 

きょうが 

第三者が 偶然に、 何 か 驚 訝すべき 事件 を 路傍に 認め 


て、 ふと 足 を 止めた 挙動に 過ぎない。 わざと 芝居 をし 

て 見せる のでない 限り、 母た る ものが こんな 思わせぶ 

り を、 この 際 わが 子に 向って 為すべき はずがない。 

そんな ことに は 頓着な く、 この 子 は ほほ 笑み を つづ 

けて おりました。 

よそめ 

他 目に は、 母親で なければ ならぬ と 想像され ると こ 

ろの 女の人 を 傍らに 置きながら、 母よ と 呼ぶ ので もな 

ければ、 乳 をと せがむ ので もない。 相 変らず 天空の 

爛々 たる 星 を 仰いで、 ひとり 笑いに 笑って いる。 

一 一 つながら 何とい う 水臭い 親子 か —— 血を引い たも 

どくろ 

のなら ば、 髑髏へ でも 血が 染まる というのに、 ここで 


当面 相対しながら、 親で あると 見るべき 女 は、 路傍の 

人の 如く 闇 中に わが 子 を 見、 子で あると 見るべき 一方 

は、 それ を 見向き もせずに 天空に 向って 笑って いる。 

母と して は 奇怪 千万の 母で はない か、 子と しても 無 

情 冷酷なる 子で はない か。 

しかも、 奇怪と、 無情と は、 これに 留まりませんで 

した。 

星 を 見て、 冷やかに 笑う みどり 児 をよ そに して、 こ 

の 母親と 見 ゆる 奇怪なる 女性 は、 他の物 を がっちりと 

抱き締めました。 


五十 七 

右の 奇怪な 女人が 抱き締めた 他の ものと いうの は、 

ゆりかご 

おさな 児の 揺 籠ではなくて、 玄関の 松の 大木で ありま 

した。 

その 大木に しがみつ いたかと 見る と、 なお 驚くべき 

ことに は、 女だてらに 力 を 極めて、 その 幹から 枝へ 上 

リ 出した ことです。 

してみ ると、 この 女が、 人の 親でなかった こと は 明 

ら かであります。 人の 親で ない とすれば、 狂人と いう 

より ほかはないでしょう。 でなければ、 例によって、 


お 花さん 狐の 化けつ ぷリの 一 つか も 知れない が、 それ 

にして もバ ッが 違い 過ぎる。 

狐 もお 花さん 程度に なると、 こんなにまで 狂人 的に 

あがいて 興 を やる 必要 はない に 相違ない。 して みれば、 

やっぱり 人間 だ、 人間の 狂える ものの 仕業 だ。 

この 狂える 白衣の 女人 は、 昔の 「友の 松」 の 大木の 

幹に かじりつきながら、 ついに、 ほとんど 頂上に 近い 

ところまで 上りつ めて しまう と、 そこで、 と ある 一 つ 

の 枝に 腰 を 卸して、 身体の 調子 を 取りながら、 手 を 懐 

中へ さし 入れる と、 取り出した ところの もの は 別の も 

ので はない、 身の 丈五寸 ほどの、 藁で こしらえた 人間 


の 形であります。 

はは あ、 これで 万事が 読めた。 この 女が 温かい 心 を 

持った 人の 親で ない こと は 勿論 だが、 また 必ずしも 狂 

人で はない こと も 明らかです。 挙動 そのものから 言え 

ば、 まさに 狂人と 銘を 打っても よろしい が、 単に 夜中 

ちまた 

に 巷 を 走り、 木に 登る からと いって、 それが 全く 狂人 

だと 断定して しまう の は 少し 早計です。 烈しく 人 を 憎 

み 呪 うがため に、 行動の 一部分 だけが 狂人 化した のみ 

で、 身心 そのものが 全部 狂うて いると は 誰し も 言いき 

れな いのは、 こういう 行動 をと る 女が —— いつの 世に 

も、 相当に 身分 も あり、 賢明で も ありながら、 ついに 


この種の 行動から 脱し きれない 淑女が 絶えない ことで 

す。 

ぞうお  しっと 

怖るべき は、 憎悪と 嫉妬です。 人 は、 ことに 婦人 は、 

これが ために 生き、 これが ために 死ぬ ものが 多い。 今、 

人形 を 取り出した 女人の 眼 は爛々 と 燃えて おりました。 

憎悪と、 嫉妬と、 呪 組の 悪念が 集中して 象徴 化した 藁 

人形 を 取り出して、 松の 幹の 一 面に 押しつける と共に、 

左の 手で それ を 抑え、 右の 手 を またも 懐中へ 入れて、 

新たに 取り出し たの は 一 梃の 金槌であります。 金槌 を 

取り出す 前に、 すでに 五寸釘が 手の 中に あつたと 見え 

て、 それ を 藁人形の 首のと ころへ あてがう と、 


「カツ ン」 

こ  か ぼ そ 

憎悪に 燃えた 眼と、 嫉妬に 凝った 繊細い 腕と で、 幹 

もとおれと 打 込んだ 藁人形の 首から、 ダラ ダラと 血が 

流れ出しました。 

その 途端に、 何に おびえた か 木の 下で、 にわかに 幼 

な 児が 声を立てて 泣き出しました。 今まで 星 を 眺めて 

笑って いた 子が —— 

そんな こと は、 木の 上の 女の 耳へ は 入らない。 釘の 

中の すぐれて 大きな やつ を 咽喉 元に 打 込んで、 その 次 

はなはだ 

に、 右の 腕、 左の 腕、 胴 —— 甚 しいの は 足の 両 股の 

間 をめ がけて、 上から のしかかる ように、 金槌の 頭 も、 


柄 も、 砕けよ 飛べよ と 打 込んだ 後、 燃え立ち きった 女 

の 眼の 中に、 見る も 小気味よい 一 点の 冷笑が 浮び まし 

た。 

熱狂 を 以て 打 込んだ 釘の あと を、 冷笑 を 以て 見て い 

ると、 人形の 四肢 五体から 沸々 と 血が 吹き出して 来る。 

藁の 人形 そのものが、 のた うち 廻って 苦しむ。 

血 も 出て いない、 人形 も 苦しんで はいない らしい が、 

女の 眼に はそう 見える らしい。 木の 上で 高らかに 笑い 

ました。 

女が 木の 上で 笑う と、 下で はお さな 児が、 腸 を 引裂 

くように 泣いて いる。 


五十八 

■ つし とさ 

「丑の刻 まいり」 というの は、 古い 記録に よると、 嵯 

峨 天皇の 御 時代から はじまる。 その 時代に ある 公卿の 

きふね  こも 

女が、 何 か 人 を 恨める ことがあって、 貴 船の 社に 籠り、 

ねたま 

嫉 しと 思う 女 を 祈り 殺そうと したと いう 古伝が ある 

が、 その 古伝に よると、 女 は 人 無き ところに 籠り、 長 

なす 髪 を 二つに 分けて 角に 作り、 顔に 朱 を さし、 身に 

丹 を 塗り、 鉄 輪 をいた だいて その 三つの 足に 松 をと も 

し、 松明 を こしらえて、 両方に 火 をつ け、 口にく わえ 


て、 夜更け 人 定まって 後、 大和 大路へ 走り出で、 南 を 

指して 行く ところ、 頭から は 五つの 火が 燃え 上り —— 

というの だから、 物凄い 形相であって、 であう ほどの 

ものが 倒れ 死んだ というの も 無理 はない。 

それ 以後、 藁の 人形 を 加えた の は、 いつの 時代に 起つ 

たか 知らないが、 この 丑の刻 まいりの 行者 は、 女に 限つ 

たもので ある。 嫉妬が 女の 専売 物で ある 限り、 藁の 人 

形と、 五寸釘と、 丑の刻まい リを、 男 はやらな いこと 

にな つてい る。 

ここで も、 最初からの 女人が、 藁人形 を 型の 如く 釘 

いた， だき 

づけに して、 そうして 意気 楊々 として 松の木の 頂 か 


ら 降りて まいりました。 ただ、 藁の 人形 をこう して リ 

ンチに 行って 来た こと だけに 於て、 もうこの 女 は 相当 

に、 復謦と 勝利の 快感に 酔って いるら しい。 

ろうそく 

頭の 鉄 輪に のせた 蠟燭を 消す こと はま だ 忘れて いる。 

そのままで 木の 幹の 下に ネんで 木の 上 を 見上げた が、 

その 女 は 色の 白い いい 女でした。 その 女が 嫉妬と 報復 

と、 虐殺と 勝利と に 酔うた 面 を、 蠟燭の 火に かがやか 

して、 深夜の 樹上 を 見上げる の だから、 相当 凄い もの 

になって いなければ ならぬ。 さて また、 それに 程近い 

ところに 捨てられた 幼な 児 は、 この 時、 また 何に 興 を 

催して か、 急に 機嫌が 直って ゲ ラゲ ラ 笑い出しました。 


ほほえ 

さきほど は、 星 を 数え、 ちんく る ちんく ると 微笑み 

をして いたので すが、 この 時はゲ ラゲ ラと 笑い出し ま 

した。 星 は 人の 微笑 を 誘う かもしれ ない が、 ゲ ラゲ ラ 

笑い を もたらす こと はない。 子供が 急に ゲ ラゲ ラ 笑い 

かん  たが 

を やり 出した の は、 疳 のせいで、 笑 神経の 箍が ゆるん 

だの か、 そうでなければ、 対象 物が 変った の だ。 

なるほど、 この 幼な 児の 眼の つけどころが 違って い 

る。 さきほど は 天空 を 仰いで 星の またたき を 見て いた 

に は 相違ない が、 今 は 別に —— 凄い 女の 頭の 上に のせ 

た 鉄 輪の 上で 燃えさ かってい る 蠟燭の 火 を 見て、 この 

子はゲ ラゲ ラと 笑い出した のでした。 


幼な 児から ゲ ラゲ ラ 笑われて 凄い 女 は 急に ひとみ を 

返して、 子供の いる 方 を 見ました。 

この 時 はじめて、 世に も 親に も棄 てられた 人間の 子 

が 一 人、 宇宙 間の 夜に 置き 放されて いる こと を 認識し 

たかの ように —— 

そこで、 女 もずかず かと この 籠の 傍に 寄って 来る と、 

傍へ 寄る ほどこの おさな 児が 喜びました。 というの は、 

その 歓 笑の 目的物た る 頭上の 火が、 いよいよ 近くな つ 

たからです。 

「まあ、 赤ん坊が 捨てられて —— 」 

女が すべての 昂奮から、 しばし さめて 現実の 世界 を 


見せられた 時、 幼な 児 は、 いよいよ 超 現実の 人と なつ 

て、 

「のうのう」 

と 手 を さしのべ たの は、 その 頭上の 火が 欲しい からで 

しょう。 

名月 を 取つ て くれろ と 泣く 児 哉 

そこで 女が、 はじめて 自己 頭上の 火が まだ 消されて 

いない ことに 気がつきました。 

五十 九 


火 を 求む る 幼な 児の 要求 を、 無下に 荒々 しく 斥け 

はず 

た 女 は、 いきなり 頭上の 鉄 輪 を 外し、 あわてて 蠟燭の 

火 を かき 消して しまいました。 

これ は 木の 上で 消して 来なければ ならない 火で あつ 

たの だ —— 昔の 例 はとに かく、 今の 世で は、 これ をつ 

けて 街 上 を 走る こと は 自己の 存在 を 示す ことで あ つ て、 

祈りの 秘密の ために は 取らない。 

そう 思って 急に 消しと めた の だが、 目的のお もちや 

を 急に 奪われた 幼な 児 は、 非常な 失望で、 急に ゲ ラゲ 

ラ 笑いが 号泣と 変って しまいました。 

途端に、 天空で 星が 一 つ 飛びました。 同時に 下界で、 


さ つ と 風の 走る 音が しました。 急に 天地の 動き を 感じ 

あ .-こ リ 

たかの ように、 女 は 四方 を 見廻して、 ゾッと 身の 毛 を 

よだて たのです。 ここで 自分が 身の 毛 をよ だてる とい 

おの 

うの はお かしい、 己れ の 姿 を 認めし めて、 他 をして 身 

の 毛 をよ だてし むるならば わかって いるが、 鬼 それ 自 

身が おののい たので は 問題に ならない ではない か。 

子供 は 盛んに 泣いて います。 

何と 思った か 鬼女 は、 水屋の 方へ 向って 一散に 走り 

かけました。 走った ので はない、 飛び かかった ような 

勢いでした。 水屋と いうの は、 前に 出て 来た 鼓 楼とは 

反対の 側に あるので すが、 鬼女 —— 鬼女と いっても、 


この 際、 急速に 角が 生え 出した わけで はなく、 最初 か 

らの 呪いの 女 を かく 呼び 換えて みた だけの ものです I 

I は その 水屋に 向って 突進した のです が、 何に つまず 

いたか、 何に 蹴られた か、 そこに ドウとば かりに 仰向 

けに ひっくり返って しまいました。 

「あ、 あ、 あ、 あ」 

その また 起き 上る 前 を、 後ろの 物 蔭から 長い 手が 一 

つ 出て、 鬼の 頸 を 後ろから 羽搔 締めに して、 そのまま 

ス ルス ルと 「玄関の 松」 の 後ろへ 引 込みました。 

「あ、 あ、 あ」 

と 女 は、 なされる がま まにして 逆らう の 力がない。 怖 


ろしい ものです、 上に は 上が ある ものです、 大通 寺の 

境内に は 鬼 を 取って 食う 怪物が いる。 

今や まさに、 この 玄関の 松の 裏の 見えない ところで 

怪物の 手に 引きずられて、 鬼女 は 骨まで 食われて いる _ 

「あ、 あ、 あ」 

それ 以上 の 音 は 語 を 成さない。 

頭から か、 尻尾から か、 それ は 知らないが、 ボリ ボ 

リと 食われて いるの だ。 

「ひ ー ひ ー ひ ー」 

あ、 あ、 あ、 というの が、 ひ ー、 ひ ー、 ひ ー と 聞え 


必死に 悶えて いる。 必死に 反抗して いる。 しかし、 

それ は 何でもない、 蛙 も 蛇に 呑まれる 前に は 相当 反抗 

する。 ただ 絶叫と 悲鳴との 限 リを尽 して 抵抗す るのと、 

声 を あげる 機関 を 妨げられての 上で 暴行 を 加えられる 

のとの 相違が あるまでで、 その 極力 必死の 抵抗 だけ は 

同じ ことなので すが、 

「く、  くるしい！ う 1 ん」 

やっと、 これ だけの 声が 女の 口から 出ました。 あと 

は 烈しい うめきです。 

抉られて いる —— それ は 胸 か、 腹 か、 腸 か 知らな 

いが、 両刃の剣 を もって 抉られた 瞬間で なければ 出な 


い 声 だと 思われる、 大地 を 動かす 呻きでした。 

「く！」 

断末魔の 身動き をす るら しい。 

ずっと 昔の こと、 甲 州の 八幡 村で、 新作さん という 

若衆の 許婚の 娘が、 水車小屋から 帰る 時、 かような 

苦 叫 を あげた ことがある —— 最近に は …… 

六十 

「玄関の 松」 の 裏で、 女の 虫の息が 糸 を 引いて 全く 微 

かに 消え去った 時分に、 例のお さな 児の 傍に、 全く 別 


の 人影が ありました。 あくまで おとなしい 児 はおとな 

しい 児で、 あのと き 泣き出し たが、 ここで また 泣き や 

んで いました。 

その 籠の 傍に、 今度 は 全く 別な 人影が 一 つ 立って い 

る。 それ は、 以前の 白衣の 女と は 似ても 似つ かぬ、 黒 

衣 覆面に して、 両刀 を 帯び、 病める ものの 如き 痩身の 

姿で ありました。 

こうな つてみ ると、 この 覆面の 姿 も、 断じてお 花 さ 

ん 狐の 変化の 一つで はない。 深夜に 餌食 を あさる 鬼 

の 一 種に は 相違ない。 

しかし、 鬼 だの、 変化 だのと いっても、 今時 は 相当 


き 

に 気が 利いて いなければ ならぬ。 俗に 気の利いたお 化 

けの 引 込む 時分と いう 諺 が ある。 引 込みの 大事な の 

は、 花道の 弁慶と、 内閣の 更迭の みで はない。 人間の 

世に は 戸籍の ない 化け物で さえ も、 引 込みの 時間が 肝 

腎 である。 さいぜんの 物凄い 鬼女な ども、 いわば 引 込 

みの 時 を 失った ばっかりに、 食うべき ものが うまう ま 

と 食われて しまった？ 

引 込み を 上手に つける という こと は、 一面に 於て 自 

己の 分 を 知る という ことであります。 引 込みの つかな 

いという こと はおよ そ 醜態の 極であります が、 分 を 知 

る ことの 聡明な 人に 限って、 この 醜態から 手際よ く 免 


れる。 

そこで、 夜 は 悪魔の 領土で あり、 昼 は 人間の 時間で 

ある。 

悪魔に も 生存の 権利が ありと すれば、 それ は 夜間に 

限っての み、 食 を 漁る の 時間 を 与えられる。 

そこで 気の利いた お化け は —— お化けと いう もの を 

仮り に 悪魔 の 親類と みな し て II 己 れの 領土と 時間の 

あまり 切迫し ない 間に、 手際よ く 後方 機動の 実 を あげ 

なければ ならない。 

この 場で は、 一 つの 悪魔 は 木の 上で 藁の 人形 を 虐殺 

して、 その 残忍性と 復譬 性と を 満喫した けれど、 引 込 


みが 甚だまず かった ために、 次に 現われた 悪魔の ため 

に 食われて しまった。 さて その 次に 現われた 悪魔と い 

えど も、 悪魔で ある 限り、 その 領分の 分界 を 知らな け 

れ ばなる まい。 

そうこう している うちに、 東の 方が 白んで きて、 そ 

こで 旗を卷 くので はもう 遅い。 

果して そこへ 第三の 悪魔が 現われました。 第三の 悪 

魔が、 第三の 食物 を 求む るた めに 現われました。 

第三の 悪魔と いうの は 何ものに して、 その 求む ると 

ころの 食と いうの は 何物 ぞ？ 

あらかじめ ここに 一応、 時と 食との 解釈 をして 置か 


なければ ならぬ。 

仏教に 於て は、 正午 前 だけが 時であって、 午後 は 時 

に 非ず。 持戒の 僧 は 午 時に 於て だけに 食事 をす る。 午 

時 を 過ぎて は 「過 中不 飲漿」 である。 もし 正午 十二時 

を 過ぎての 非 時に 於て 食事 を 許さば、 貪 心た ちまち 生 

じて 善 法を修 する を妨 ぐる —— 仏 は仏慧 菩薩の ために 

しじ. 5 

四 食の 時 を 説いて、 朝の 天 食、 午 時の 法 食と し、 そう 

して 畜生の ための 午後 食、 鬼 類の ための 夜食 —— とこ 

うな つてい る。 

そこで、 夜 は 鬼が 出て 存分に 夜食 を 貪る という 段 

かおき き 

取りになる。 鬼 はすな わち 悪魔のう ちの 面 利で ある。 


そこで、 今や 第三の 悪魔が、 第三の 夜食 を 求めに 来 

た。 その 現物 は 何物 ぞ というに、 それ は 餓えた る 犬で 

ありました。 

犬と いう もの は、 通常、 善良なる 畜類であって、 決 

けんぞく 

して 悪魔の 眷族と はいえない が、 ただ その 餓えた る 時 

のみ は 正 真の 悪魔です。 

六十 一 

食に 飽かし むれば、 善良なる 有用 動物で あり、 食に 

餓 やせば、 怖るべき 悪魔で ある ことの 可能性 は、 犬に 


ちんせい 

のみ 限った ものではありません。 陳斉の 野に いる 人で 

ない 限り、 おおかたの 人 は 餓えし むれば、 相当の 悪魔 

となり 得る 可能性 を 持って いる。 いわん や、 いかに 善 

良な りと はいえ、 畜類で ある 犬に 於て を や。 この 場へ 

の そりの そりと 二 頭の 犬が 現われました けれども、 そ 

の 二 頭と もに 餓えて おりました。 

餓えて いるの は、 これ を 保護す る 人がない からです 

—— これに 食物の 保証 を 与える 者がない からです。 つ 

そうか 

まり 良家の 飼犬で なくして、 喪家の 野良犬で あつたか 

ら です。 二つの 野良犬が 餓えて 食 を 求めに 来ました。 

生きて いる 者 は 本能 的に 生存権 を 要求す る。 自己の 生 


存 権が 不安で ある 限り、 他の 生存権 を も 脅 そうとす 

る。 

の そりの そりと 飢えた る 二つの 犬が、 前後して この 

場へ 侵入して 来たと 見る と、 それから 五六 間お いて、 

またの そりの そりと 二 つの 犬が 前後して 現われて 来 ま 

した。 それ を 見送って いると、 次に またの そりの そり 

と 二 頭、 三 頭 —— 野良犬が 前後して、 鼻 を 鳴らしな が 

ら、 飢えた 足 どり よろよろ として、 同じ 方向に 向って 

繰 込んで 来る のです。 

これが ために、 松の 根方に 突立って いた 第二の 悪魔 

が、 引 込みが つか なくなりました。 


江戸時代の 御府内に 於ての 道路の 難物 は、 犬と、 生 

酔いと でありました。 その 当時 は 犬に 税金が なく、 鑑 

札が なく、 また 犬 殺し 家業が ありませんで したから、 

たとえ 五代 将軍が 保護 は 加えない にしても、 繁殖 は 盛 

ん でありました。 だから、 犬 は 善良なる 交通 人の ため 

の大 なる 恐怖で ありました。 白昼に 於て 然リ、 夜に 於 

てな おさらに。 

自分の 行 手から、 餓えた る 犬が 群がって 来たので は、 

これ を邀 えて は 事 面倒 だし、 うつかり 後ろ を 見せれば 

つけ 入られる。 相手が 悪い —— とで も 思った のでし よ 

う。 第二の 悪魔、 すなわち 覆面の 姿 は、 内心 苦笑 をし 


ながら 松の木の 下に 立ち 尽 して、 けがらわしい 相手 を 

そらして しまおうと でも 思案した のか、 そのまま 動か 

ない。 

不思議な ことに は、 こうして、 この 覆面が 針の よう 

に 立ちつ くして しまって いると、 呼吸が 騒がない し、 

有る かなき か を 超越した 存在と なる ので ある。 そうで 

なければ、 犬 はきつ とその 影 だけ を 見て 吠える に 相違 

ない。 善良なる 犬に 於ても そうです、 まして 餓えた る 

犬に 於て を や。 

犬が 吠えな いのは、 人の 存在 を 認めない からです。 

人の 存在 を 認めな いのは、 人の 呼吸 を 気取らな いから 


です。 松の 前に 立って いる 黒衣 覆面の 人 は、 見よう に 

よって は 松の 幹の 中に 吸い込まれて しまって いる 人の 

しょう とん 

ように、 取りよう によって は、 松 遁の術 をで も 使い出 

おんぎよう いん 

して、 しばし 太夫の 位の 下に 隠 形の 印 を 結んだ かと 

思われる。 

ですから、 犬 も、 この 第二の 悪魔 をば 問題に しない 

で、 三々 五々、 鼻 を 鳴らしての そりの そりと やって来 

るが、 その 鼻先が、 どうしても 松の 根方から 離れない。 

やがて、 先頭 をき つた 餓えた る 犬が、 例の 棄子の 幼 

な 児の 籠の ほとりまで 来る と、 にわかに 鼻息が 豚の よ 

うに 荒くなる と共に、 その 荒い 鼻息が、 泣き 倦み、 笑 


い 倦んで、 ようやくす やすやと 夢に 入り かけた ところ 

の 幼な 児に 向って 吹き かけました。 そうすると、 続く 

ところの 三々 五々 の 野良犬が、 一度に 鼻 を 鳴らして 幼 

な 児の 籠 を 取 囲みました。 

六十 二 

さんたん 

それから あと は 惨澹た る ものであります。 おしやぶ 

り も、 ピ— ピ ー も、 風車 も、 でん でん 太鼓 もケシ 飛ん 

で、 ミルクで あり、 摺粉 であるべき 徳利 はくわえ 出さ 

よれき  むさぼ 

れて、 その 余瀝が 餓えた る 犬の 貪り 吸う ところと な 


りました。 

幼な 児 は、 ここで 火の ついた ように 泣き叫びました。 

今まで、 笑う にしても、 泣く にしても、 いちいち 気 

分 本位で ありまし たが、 今後の はそう ではない のです。 

自己の 生存 を 直接に 脅される 危険からの 号泣で したが、 

相手 は それ を 頓着すべき 動物ではありませんでした。 

この 分で いれば、 幼な 児の 食い ごろな 肉体 そのもの 

が、 忽ち 貪る 犬の 餌食に 供され てし まう。 犬 は 穀食 

動物であって、 肉食 動物で ない という 通則 は、 餓えた 

る 場合 は 通用すまい。 

幼な 児 は、 その 生存の 危急の ために 号泣し ました。 


餓えた る 犬 は、 その 生存の 必要の ために 幼な 児 を 食お 

うとす る。 群がって、 なぶり 食いに 食おうと する。 

その 時に、 松の 根方に ネん でいた 第二の 悪魔 も、 こ 

らぇ かねて かちよ つと 身動き をし ました。 身動き をす 

ると 共に、 平静なる 呼吸が 崩れた のです。 当然 その 身 

体が 餓えた る 犬の 方に 向っての しかかりました。 これ 

は 悪魔と いえ ども 見過し はでき ないで しょう。 抵抗力 

のない 人類の 一箇が、 餓えた る 畜生の ために 犠牲に あ 

やしゃ 

げられ ようとす る。 たとえ 悪魔で はあり、 夜叉で は あ 

ろうと も、 苟 くも 人間の 形 をして いる 以上 は、 人間の 

権威の ために、 これ を 見殺しに はでき まい。 


果して 黒衣 覆面の 第二の 悪魔 は、 存在 を 超越した 松 

の 木の 中の 存在から、 呼吸 を 外して、 そうして、 幼な 

児の 籠 を 囲んだ 餓えた る 犬の 方に 向う と、 その 覆面 は 

竹の杖 を 携えて いたので すが、 その 杖 を 振り上げ ると 

はっし！ とば かリ、 籠に のしかかった 一頭の 犬 を 打 

ちました。 

打 たれた 犬 は、 ほとんど 宙天 といって よい ほどに 飛 

び 上った の は、 竹の杖と はいえ、 打つ 力に 手練が 籠つ 

て、 打 たれた 方の こたえ 方が 烈しかった と 見える。 

さて ここで 一頭が 打 たれて 飛び 上る と、 他の すべて 

の 犬が 一 散に 立 退いて 警戒 を はじめた の は、 敵が ある、 


我等の 生存権の 実行 を 駆逐しょう という 奴が、 思いが 

けぬ 方面から 現われた！ と 気がついた からです。 

竹の杖 は、 つづけざまに はっし！ はっし！ と、 

第一 一 第三の 犬 を 打ち据えました。 打ち据えられる たび 

に 犬 は すさまじい 叫び を 立てて、 いったん 転倒した リ、 

跳ね 上ったり したが、 やがて 立て直して 反噬の 牙 を 揃 

える。 

普通の 場合なら ば、 大抵の 犬なら ば これで 尻尾 を 捲 

いて 退く でしよう。 猛獣で ない 限りの 畜類の 常識で は、 

人間の 畏 るべき を わきまえ ている。 人間から される と 

杖の 影 を 見た だけで た い てい 退却す る。 


ところが、 この場合 は、 全く 畜類の 常識が 通用し ま 

せんでした。 餓え は、 家畜 を 駆って 猛獣 以上の ものに 

おの 

する。 己れ の 生存の ために、 餓え を 救わん として 試み 

かけて いる その 瞬間 を 妨げられた 群 犬 は、 ここで は 残 

らず 狂犬で あり、 猛獣 化して おりました。 

相手 を 見つけた のです。 今までの、 食いよ さそうな 

幼な 児 一匹で は 食い足りない、 と 思って いると ころへ、 

また 一塊の 肉が 投げられた、 いや、 好んで 餌食に 投じ 

て 来た 奴が ある。 「御 参 なれ」 餓えた る 犬 共 は、 幼な 児 

を 打 捨てて、 新たなる 相手に 向って 一様に 牙 を 鳴らし 

かけた 時 は、 食慾の ほかに 憤怒が 加わって おりました。 


六十 三 

もう 竹の杖で は 間に合わない。 

打つ こと は 打つ が、 打ち殺す こと はでき ない。 その 

竹の杖で、 犬の 足 を 打ち 折ったり、 耳 を 叩き 落した の 

も あり、 体 を 突き崩し たの も あるが、 相手の 戦闘力 を 

全滅せ しむる わけに は ゆかなかった ので、 黒衣の 覆面 

は、 少し 焦れ 立った ようです。 

畜生の 分際で —— よし、 その 儀なら ばと、 竹の杖 を 

投げ捨て ると、 キラ リと 脇差 を 抜きました。 


これが 人間なら ば、 おきまりの 「や あ、 抜き やが つ 

たな、 しゃらく せえ、 水道のお 兄さんの 身体へ、 なま 

くらが 立つ ものなら 立てて みろ」 とかなん とか、 啖呵 

を 切りながら も 用心 を 改める ところな のです が、 犬で 

すから、 その 見境い がありません。 

一頭が 勢い込んで 飛び かかった の を、 ズ バリ 斬り ま 

した。 

今度 は 竹の杖と ちがって、 致命的でした。 斬った と 

いうよりも、 脇差 を 抜いて 手軽く 構えた ところへ、 犬 

が 斬られに 飛び かかった ような もので、 顎の 下から 腹 

うなぎ 

へ かけて、 鰻 を 裂く ように 斬られた 犬が、 異様な 叫び 


を 立てて 地に 落ちる と、 もう 動きません。 

そうすると 件の 黒い 姿 は、 片手で 軽く 刀 を 構えた 

まま 後退す るの を、 第二の 犬が 飛び かかった 途端に、 

口が 落ちました。 ちょうど、 狐の面の ガ クガク する あ 

の 部分 だけが 切って 落されて 地に あるので すから、 鳴 

きかけ た 声の 半分 は 地上で 鳴き、 半分 は 咽喉から はみ 

出した ままで 倒れて、 仰向けに 烈しく 四 足 を 動かして 

いる。 

そうして 置いて、 黒い 影 はなお じりじりと 後退す る _ 

まっこう 

それ をす かさず 追い かけた 第三の 犬 は、 真 向 を 二 つに 

おびた だ 

割られて、 夥しい 血 を みんな 地に 呑ませて、 へたばつ 


てし まいました。 黒い 影 は、 こうして また 鼓楼の 方へ 

と 後退す る。 

第 四の 犬が 飛び かかる の を、 脇差 を ちょっと 横にす 

ると 両足 を 切って 落して しまったから、 二 本 足の 犬が 

地上に 不思議な 恰好 をして、 鳴き 立てずに 眼 を まわし 

ている。 

そうして 置いて、 黒い 覆面が 後退す る。 あとに 残る 

犬 共が、 先 後 を 乱して 飛び かかる 時分に は、 鼓 楼の後 

ろの 闇へ 黒い 姿 は 隠れて しまいました。 

餓えた る 犬 共 は、 血迷い 尽 している。 今までの 単純 

な 餓えと 憤りの ほかに、 兇暴な 復譬 性と、 先天的の 猛 


獣性と が 入り乱れて、 相手の 一 人 を あくまで 追究して、 

そ の 骨 を ま でし や ぶ ら なければ 甘心が できない という 

執念に 燃え 出して いる。 

ところが、 鼓楼の 背後で ちょっと 相手の 姿 を 見失つ 

てし まう と、 犬 共 は 塔に 飛びつ き、 石に 向って 吠え、 

ぎん ぎんごう ごう 

木の 根に かぶりつ き、 狺々 囂々 として 入り乱れながら 

も、 影の 見えない 相手 を 追い求めて 狂い 廻って いる。 

この 際、 あの 食べ頃な 赤ん坊の 肉体が 忘れられ てい 

る こと だけが 勿怪の幸い。 

かくて、 最後に あの 裏門、 すなわち 台所 門のと ころ 

でありました。 そこで、 再び 黒い 覆面の 姿 を 追い求め 


得たり と 見る と、 餓えた る 犬が、 また 一 斉に牙 を 鳴ら 

してし まいました。 

黒い 姿 は、 たしかに 裏門まで 追い つめられた 形で し 

た。 

そこで 一 刀に ズ バリと 一 頭の 犬 を またも 真 向から 

斬って 落す と、 また 一 時 姿が 見え なくなりました。 同 

みじん 

時に くぐりの 小 門に はさまれて 頭蓋骨 を 微塵に 砕かれ 

た 一 頭が ある。 

かくて 黒衣 覆面の 痩せ 姿 は、 完全に いずれへ か 夜の 

引 込み をつ けて しまいました。 


六十 四 

やがて、 暁の 鐘の 鐘つ き 男に よって 発見され たこの 

し ゆ ら ば  い ち ざ ん 

一場の 修羅場の あとが、 一山の 騒ぎと なった こと は 申 

すまで もありません。 

打 見たところ では、 人間と 畜類の 修羅場で ありまし 

たお  じよう 

た。 松の木の 裏に 敝 死れ た 女人の 素姓 は、 まもなく わか 

りました。 これ は 町内の 木屋 という 木綿 問屋の 旦那の 

お 妾で ありました。 その 身に つけた 衣裳と、 懐中し 

た 道具に よって、 呪詛の 目的で 来た こと は 疑う 余地が 

ありません。 呪詛の 目的 主として は、 或いは その 問屋 


の 本妻で あると 言い、 或いはもう 一人のお 妾の ために 

ちょ-つ 

寵を 奪われた その 恨み だと も 言い、 または このお 妾 

さや あ 

に 別に 情夫が あって、 それと また 他の 女との 销 当ての 

しまおくそく 

恨み だと も 言い、 揣摩 臆測 はしき りでした けれども、 

まだ その 場で 真相 をつ かむ こと はで きないが、 本人の 

身許 だけ は 明瞭 確実に なりました。 

それから、 もう 一 つ は、 生きて 泣き叫んで いる 幼な 

児です。 この 子 は 女の子であって、 餓え も 凍え もしな 

いし、 身体の どこに も 負傷 はして いませんで したが、 

その 身許 だけ はどうしても 急に はわ かりませんでした _ 

とりあえず 近所のお かみさんに 頼んで 乳 を 含ませる 


ことによって、 応急の 処置 はっきました。 

ぎょかん 

最後に、 どうしても 解決の つかな いのは、 魚 貫した 

ように、 鼓楼の 方へ とつな がって 裏門まで 続いて いる 

犬の 死骸です。 どこの 犬で、 何のた めに 斬られた かと 

いう こと は、 誰に も 見当が つかない。 ことに その 斬ら 

れっぷり というの が 無残な もので、 腹 を 下から 裂かれ 

たり、 口 だけ を 輪切りに されたり、 前脚 を 二つ 斬り 落 

されて、 まだ ビクビ ク息を 引いて いたり、 真 向に 断ち 

割られて 二言 ともなく のめって いたり、 戸に ハサ まれ 

て 頭 を 砕かれて いたり、 その 惨澹た る、 さながら、 わ 

ざと した 曲 斬り か、 そうでなければ、 こういう ふうに 


斬り こまざいて、 他から 持参して、 わざわざ ここへ、 

ま 

こんな ふうに 蒔き 散らして 行った 奴が あるので はない 

か、 とさえ 想わせられました。 

何に せよ 法 域 を、 こういう 人畜の 血で 汚した こと は 

不祥 千万な ことで ありました。 

しかし、 この 不祥 千万な 光景 も、 検視が 進行し、 掃 

除が 励行され ると 共に、 ほとんど 何の 痕跡 もと どめず、 

早朝に 来た もので さえ も、 そんな 不祥が この 場で 行わ 

れ たという こと を 気づく ものはありません、 水 を 流し 

たように 綺麗に なって しまいました。 あとから 目の色 

を 変えて 見舞に 来た 遠方の 檀家の 者に 向って 寺男が、 


「そんな ことが ござんすまい ことか、 おおかたお 花 さ 

ん 狐が、 ちょっとお 道楽に そんな 芝居 をして 見せた ま 

での ことで ござんし よ、 ごらんなさい、 松の木の 下の 

池の ほとり も、 塵 一 つ 汚れち やおり ません がな。 だが、 

この ほとり 近いと ころに、 そういう 噂が あってみ ると、 

御油 断な すつ ちゃい けません」 

全く、 悪魔の 領域 は 夜 だけの もので、 昼に なって 見 

ると、 惨劇 も、 腥血 も、 夢より 淡い ものに なりました。 

お 寺の 境内に は 小春日和が うら うらと している。 その 

日中に、 少女 を 一 人 連れた 参詣の 女 客が ありました。 

ちょっと 見て は、 また かと 思われる ほど —— この 女の 


参詣 客 は 覆面 をして おりました のが、 昨晩の あの 第二 

の 覆面と よく 似て おります。 

よく 似て はいるが、 内容 はたし かに 似ても 似つ かぬ 

男と 女と です —— 今日の 日中の 覆面の 女 客 は、 杖 も 

持って いないし、 刀 も 帯びて はいない が、 覆面の 覆面 

たる こと は 同じであります。 

六十 五 

覆面の 覆面た る こと は 同じです が、 少女に 言わせた 

この 覆面の 女の 参詣 客 は、 玄関に 立って、 寺 役に 向つ 


ての 特別の 申入れ の 次第 はこうでした、 

「恐れ入り ますが、 御殿 を 拝見 させて いただきたい」 

おりから、 近き 日数のう ちに 行わるべき 秋季の 法要 

と、 宝物 展 看の 準備の ために 忙 がしかった 寺 役 は、 極 

めて 寛大に、 

「どうぞ、 ゆるゆる 御 自由に ごらんく ださい ませ」 

拝観料 何程と 徴収 もしない 代り、 特に 誰かが 附 添つ 

て、 説明と 監視と に 当る という 設備 もな く、 その 身 そ 

のままで、 自由なる 室内の 拝観 を 許された のでした。 

そこで、 覆面の 客 は 少女 を 後に 従えて、 ずっと 玄関 

を 通って しまって、 ゆるゆると 内部の 見学に とり か 


かった の だが、 それにして もこの 女 客 は、 堂 内へ 入つ 

てす らも その 覆面 を 取る こと をし ませんで した。 覆面 

をした ままで、 堂 内 を 隈なく 見学に とりかかりました 

のです。 

寺の 人が 誰も 附 添わない し、 また どこに も 看視の 人 

が附 いていな いと は 言いながら、 この 態度 は 甚だ 不 

作法の ものと 言わなければ ならない。 普通の 人間の 

すまい  かぶ 

住居へ 入って さえ、 人 は 被り もの を 取る の を 礼儀と す 

る。 霊場と して 人の あがむ る 屋内で、 仮り にも 頭巾の 

ままの 通行 は 許し 難い ものが ある。 まして 女の ことで 

す。 女 も 親の 悪い、 物 を 知らない 女で はなく、 見た と 


ころで は、 服装と 言い、 人品と 言い、 立派に 教養の 備 

わって いる 婦人で なければ ならない 身が、 こうして 覆 

面の ままで 堂 内室 内 を 見て 歩く という こと は、 どちら 

か ら 言 つても 不作法 千万と 言 わなければ ならぬ。 

しかし、 さようの ことに 頓着の ない 覆面の 婦人 は、 

ずんずんと 堂 内室 内 を 見て 廻りました。 態度の 不作法 

かんどころ 

なる に拘ら ず、 この 婦人の 建築の ながめ 方に は 勘所 

を 心得た ものが ある。 ただ、 物珍しい 建築と して 見る 

ので はなく、 果して 秀吉 以来の 古 建築の 名残りが どこ 

に ひそんで いるの か、 という こと をまで 吟味しながら 

歩いて いると 見れば 見られる。 


女の 身で、 古 建築 を 古 建築と して 見る ほどの 鑑識 を 

持ちながら、 その 建築の 中で 覆面 を 取らない 不作法 を 

敢えてして いるの は、 いよいよ わからない 態度 だが、 

世間に は 知識が あって 道徳に 欠けた ところの 人 は ある 

もの だ。 

かくて 相当に、 堂 内室 内 をめ ぐって 大広間の 大 床の 

前へ 来る と、 この 女 客が じっと 立ち 尽 してし まい まし 

た。 むろん 覆面 は そのままで、 覆面の 中から、 じっと 

瞳 を 凝らして ながめ 入った のが、 正面 三 間の 大床 であ 

ります。 その 大床 いっぱいに 金銀 極彩色で 描かれた と 

ころの 壁画であります。 


その 壁画の 前へ 立つ と、 今まで 逍遥 気分で ながめ 

廻って いた 女 客が、 吸い 寄せられ たように 凝立して、 

こんぺき さんらん 

この 大 床の 金 碧 燦爛たる 壁画 を 見つめて しまいました。 

熱心と 言えば 熱心と 言えな いこと はな いが、 傲慢 無 

礼と すれば、 いよいよ 傲慢無礼な 態度で 眺めて いる。 

憎む ベ しと 言って しまえば それまで だが、 この 憎む 

べき 女性が、 甲斐の 国の 有 野 村の 伊太 夫の 娘、 暴 女王 

として、 いま 胆吹 王国の 主と なろうと している お 銀 様 

その 人 だと 見て取る と、 この 傲慢無礼の ほどに もまた、 

相当の 理解 を 要する ことが わかる。 

申す まで もな く、 この 覆面の 無作法なる 寺 見物の 客 


はお 銀 様で ありました。 

六十 六 

お 銀 様の 見て いる 上段 三 間の 大 床の 壁に は、 百年 或 

いは 二百 年 以上の 時代 を 帯びた、 金 碧 燦爛たる 極彩色 

ぼたん  からじし 

の、 滝と、 牡丹と、 唐獅子が 描かれて いるので ありま 

す。 

お 銀 様 は、 特に 注意して 覆面の 中から これ を 見つめ 

て、 立 去る こと を 忘れる ほど 一 心で ありまし たが、 壁 

画の 下の 床の 板の 上 を 見る と、 不快な 思い を 如何と も 


する ことができない らしく あります。 左様に 時代の つ 

いた 金 碧さん らんたる 壁画の 下の 床板が、 鼠の 巣に 

なって いる こと を 認める と、 お 銀 様が いやな 面 をし ま 

した。 鼠の 巣と いっても、 現に そこに 鼠が 巣 をく つて、 

子 を はぐくんで いると いう わけではありません が、 そ 

の 床の 上に 古い 帳簿 だの、 ぼろ ぎれ だの、 足の もげた 

小 机 だのと いう ものが、 ゴ ミ 捨場の ようにつ くね 散ら 

されて いる ことで ありました。 

それ を 見る と、 お 銀 様 は 眉 を ひそめずに はおられ ま 

せんでした。 たぶん、 胸の 中で はこん なに 考えて いた 

ことでしょう、 


「何とい う 無作法な こと をす る 人た ちでしょう、 悪意 

あってし ている わけで はない、 この 画に 対する 認識が 

乏しい ばっかりに している こと だが、 こうして 置く う 

ちに、 ようやく 粗末から 廃滅に なって はた まらない、 

早く 何とか しないと、 あったら この 名画の 保護が 手 遅 

れ になる」 

こう 思いやり をして みたよう でした が、 さりと て、 

進んで 寺 僧に 向って 忠告 —— と いうまで にもなら ない 

で、 ひとり ひそかに 残念が つてい るの は、 その 鼠の 巣 

を 嫌がる というよりも、 この 壁の 画 を 惜しむ ことで あ 

リ ます 


お 銀 様 は、 それでも なお 飽かず、 滝と、 牡丹と、 唐 

獅子 を、 縦から 横から 見直しました。 それから 向って 

右の 小 襖に 唐 美人の 絵が ある。 出入口 襖の 桐に 鳳凰 I 

I 左の 出入口 は 菊に 孔雀の 襖 II いずれも 金 地 極彩色 

なのと、 その 金具に 五三 崩しの 桐紋が ちりばめて ある 

ことまで 丹念に 見て しまったが、 なお 中央の 滝と 牡丹 

と 唐獅子の 大 壁画 を 見直し、 見返す こと を 忘れません 

でした。 その 大 壁画の 雄渾に して 堅牢なる、 斧 を 打ち 

込んでも 裂けない 筆 格 を 見て いると、 また どうしても 

その 下に 堆 い 鼠の 巣に、 いやな 思い をせ ずに はいら 

れな いのです。 


「この 置き ちらかし を、 何とか 始末 を すれば よいのに」 

その 不快の 思い を 繰返して いると ころへ、 どか どか 

と 寺 役が 二三 人、 また 無造作に やって来ました。 それ 

は、 手に 手に 一抱えの もの を 持って、 ある 距離 を 取つ 

て 壁画 を 眺めて いるお 銀 様の 前 を 横切る と共に、 あろ 

うこと か、 今 も 不快の 種と なって いた その 大 床の 床板 

の 上へ 持って来て、 三人が おのおの 胸 いっぱいに 抱え 

ていた 物 を 置き 放して しまいました。 その 抱えて 来た 

ちょうちん  くく 

もの は、 提灯の 古いの を 重ねて 括った の や、 さしに 剌 

した 銭 を 幾 貫 文と なく、 つまり、 今までの 鼠の 巣の 上 

へ、 また 鼠の 巣の 材料 を 加え、 お 銀 様の 神経 を 不快な 


らしめ ている 上へ、 また 不快 を 積む ので ありました。 

さりと てこの 人た ち は、 みんな 善良な、 質朴な 人た ち 

で、 画 を冒瀆 せんがた めに、 お 銀 様 をィャ がらせん が 

ために、 そうして いるので はない、 画 を 認識 しないの 

だ。 画 を 認識す る 力が 無い というよりも、 床の間と 物 

置と の 差別が つ き 兼ね ている の だ。 

ところで、 なお あとからあとから 鼠の 巣が 持 来たさ 

れ、 ついに、 牡丹と 唐獅子の 一角 を 埋めよう とする に 

至った から、 お 銀 様が、 つい、 こらえられ なくなり ま 

した。 


六十 七 

お 銀 様が 堪えられ なくなった といった ところで、 あ 

えて 宇治山 田の 来 友の ように 直接行動に 出 でられる は 

ず もな し、 また、 ここ は 自分の 王国で はない から、 命 

令 だけ を 以てしても 行われよ うはず はなし、 この 人た 

ちに 事 を 分けて 言い聞かして みょうと いう ほどの 気に 

も なれず、 そこで、 堪えられ なくなつ たお 銀 様の 行動 

という もの は、 直ちに その 場 を 立 去る ことで ありまし 

た。 

まだ 見ようと 思う ところ、 見残した ところ も 多少 あ 


るで しょうが、 これでお 銀 様 は 断念して、 もと 来た 玄 

関の 方から 引返して しまいました。 引返して 後、 この 

寺 を 出て 宿へ は 帰らないで、 湖岸の 方へ と 向って 行き 

ました。 その 時 はもう、 連れて来た 宿の 少女 も かえし 

てし まい、 全く 単身で ありまし たが、 湖岸へ 出て、 し 

ばし 琵琶の 湖水 を 眺めて いる 姿 を 見かけました けれど 

も、 それから 後 は、 どこ を どうした か、 お 銀 様の 身が 

長 浜の 町の 中へ と 呑まれて しまいました。 

しかし、 その 夜になる と、 いつ 帰った ともなく、 お 

銀 様 は 宿へ 帰って 納 つてお りました。 

お 銀 様の 宿と いうの は 「浜 屋」 です。 浜屋 というの 


は、 一見 旅籠 屋とは 見えない、 古いだ だつ 広い、 由緒 

の 幾通り も ありそうな 構えで、 大通 寺の 建築が 豊 太閤 

の 桃 山城 中の 殿舎であった とすれば、 この 宿屋 は、 た 

しかに 秀吉長 浜 時代の 加 藤 虎之助と か、 福 島 市松と か 

い つた 人た ちの 邸 を そのまま 残した もので あろうかと 

思われる くらいで すから、 間取りな ども、 宿屋と いう 

より は 陣屋、 陣屋と いうより は 城内の 大広間と いった 

ような 感じの すると ころで、 その だ だつ 広い 古びた 一 

まる あんどん 

間にお 銀 様 は、 これ も 古風な 丸 行燈の 下で、 机に 向つ 

て しょんぼりと 物 を 書いて いると ころです。 室内に 

あって、 机に 向って 物 を 書きながら も、 この 人 は 覆面 


を とらない こと、 昼の 時と 同じ ことでした。 

夜 はもう 静かな のです。 長 浜 は 静かな 町で は あるけ 

れど、 時 も かなり 更けて いる。 深夜と いう ほどで はな 

いが、 夕餉 はとうに 終って、 夜具 もなかな か 派手 やか 

なのが、 いつでも 寝め るよう に展 ベら れ ている。 

そこで、 お 銀 様 は 筆 を 執って、 巻紙 をのべ て、 すら 

すらと 書き出しました。 手紙 を 書き出して いるので す 

—— その 文 言 を 調べて みると —— お 銀 様 は 行成 を 学ん 

で 手 をよ く 書き、 文章 も 格に 入って いるの だが、 便宜 

上、 その 文 言 を 現代的に 読んで 行って みると、 

「今日は、 長 浜の 大通 寺へ 行って まいりました。 な 


る ほど、 お 話の 通り、 想像 以上に 立派で も あり、 由 

緒の ある 建築で も ございました。 

しかし、 これ だけの 建築に しまして は、 守る ものが 

少々 認識不足に 過ぎる ように 感じました。 勿 化 ぶら 

ないで いいような ものです けれども、 もう 少し 大事 

に 心得て いて もらっても いいと 思いました。 

さ ん ら く 

ことに 問題の あの 『山 楽』 で ございました。 三 間の 

大床 いっぱいに、 滝と、 牡丹と、 唐獅子と を 描き ま 

した、 豪壮に して 繊麗の 趣 ある 筆 格 は、 まさしく 山 

楽に 相違ない と、 わたくし は 一見して 魂 を 飛ばせる 

ほどで ございま したが、 一 一度 三度 見ても 飽 くこと を 


知らぬ 思い を 致し ましたが、 肝腎の 寺 を預る 人た ち 

は、 山 楽 を 山 楽と して 認識して おりません、 これが 

残念です。 残念 だけなら いい けれども …… 」 

お 銀 様 は 昼の 見学の 時の 怨み を 今、 筆に うつして い 

ると ころで ありました。 

六十 八 

お 銀 様 は、 さらさらと 筆の 歩み を 続けて 申します I 

「あの 豪壮な 山 楽の 壁画の 前が、 鼠の 巣と なろうと 


しています。 なにも 寺の 人 は 故意に している わけで 

しんしゃ 

はありません けれど、 世の常の 人が 偉人に 親炙して 

いると、 つい 狎れて その 偉大 を 感じない といった よ 

うに、 これ だけの 山 楽 を 傍に 置きながら、 山 楽と も 

思わないで、 心なき 寺の 人が、 その 床 を 物置に 使つ 

ている ではありません か。 

この ぶんで 行きます と、 早晚 あの 壁 は 壊れます。 画 

も 損傷して しまう でしよう。 それが 残念です から、 

わたくし は 寺 を 去りました。 

しき 

そうして 今 も そのこと を 頻りに 考えた のです が、 こ 

こに 一 つの 工夫 を 考えつきました。 あれ は 建築 その 


ものが 秀吉の 桃 山城の 御殿 を そっくり 移した のです。 

それに あの 通り、 山 楽の 壁画でしょう。 これ を 今の 

うちに どうかし なければ —— そう 考え 考えて 来て い 

るう ちに 考え つ いたの はどうでしょう  あの 御殿 

そっくり を、 お 寺から 譲り受ける こと はでき ない も 

のでし ようか。 譲り受けて、 丹念に 取 毀し、 そうし 

かみ ひらや かた 

て 我々 の胆吹 山麓、 上 平 館の 王国の 中へ そのまま 

移し 換える， J と はでき ない もので しょうか。 

そのこと を、 ひとつ 伝 を もって あなた からお 寺の 方 

へ 交渉 をして みていた だく こと はでき ますまい か。 

あのお 寺の 財政 状態 は 存じません。 檀家の 人た ちの 


意志 も 全く わかりません けれど、 あれ を あの まま 荒 

廃せ しめる くらいなら、 わたしたちで 引受けて しま 

いたい。 お 寺に よって は、 ずいぶん 話の もちかけ 方 

によれば、 存外 宝物 を 手放さない 限り もない と 聞き 

ました。 大和の 奈 良の 興 福 寺の 五重塔な ども、 すん 

での ことに 取りこぼち、 二束三文の 値段で 売り払わ 

れる ところで あつたと 聞いた ことがあります。 わた 

くし は、 あの 大通 寺の 桃 山 御殿が そっくり 欲しくな 

りました。 果してで きる かで きない かわかり ません- 

あなたに は 責任 は 負わせません から、 ひとつ 交渉 だ 

け をして みていた だけますまい か —— それと」 


果然 —— お 銀 様 もまた ロマンチストで ありました。 

これ はショ ー ウィンド ー の 前で 宝石に 憧 れ るのより 

は 規模が 少し 大きい ようです。 こういう 希望 をい つた 

い 誰に 向って 書き 述べて いるの だか、 その 相手 は、 想 

像す るまで もな く、 上 平 館の 留守に 残して 置いた 参謀 

長、 不 破の 関守 氏 以外の 何人で も ありよう はず はない。 

はまち リ めん 

長 浜へ 着いて、 浜 縮緬の 柄が 気に入つ たから 欲しい 

と 言わず、 桃 山城の 御殿と、 山 楽の 壁画 を、 そっくり 

買いたい —— そ れ がお 銀 様ら しいと 言わな ければ なら 

ぬ。 

で、 それからな お続けて 書いた 文字に よると、 慾 望 


は それだけに 止まらない。 

「なお、 わたし は 知善院 というのへ 行って みょうと 

思います。 そこに また 由緒の 確かな 豊臣 秀吉の 木像 

が あり、 それから、 天下に ただ 一枚と いわれる 淀 君 

自筆の 手紙 も あるそう でございます。 これ も 欲しい 

ものです。 こういう もの をす ベて 譲り受けて、 わが 

胆吹 王国で 正当な 認識の 下に 保管 をしたい。 

それから …… 」 

お 銀 様が 書 を 進む ると 共に、 夜が 更けて 行きました 

が、 遥かに 犬の 遠吠えが 聞え て 来ました。 


六十 九 

お 銀 様が、 こうして 夜更ける まで 手紙 を 書いて いる 

と、 長 浜の 町の 一 角から、 犬の 遠吠えが 聞え ました。 

犬の 遠吠えと いうの はさして 珍しい ことで はない が、 

その 遠吠え を 聞く と、 お 銀 様が 筆 を 机の 上に さし 置い 

て、 そうして 耳 を 傾けました。 

思いの外、 夜 は 更けて いる。 時計と いう もの はない 

から 確と は 言えない けれども、 夜半 を 過ぎて いる こと 

は 疑いない。 一通の 手紙 を 書く ために、 どうして こん 

なに 時間 を 取られた ろうと 思う ほどでした。 巻紙 を 翻 


して 見る となる ほど  書き も 書いたり、 長 浜 見学の 

印象から、 太閤 時代の 歴史から、 人物から、 かなり 

こまごま したた 

細々 と 認めた もの だと 思い、 更に それ を 巻き 直しな 

がら、 耳を澄まして いると、 犬の 遠吠えが 追々 に 近く 

なる のに 気づきました。 

それ は、 最初に 吠え 出した 一箇の 大 そのものが、 影 

を 追うて こちらに 近づきく るので はなく、 一  箇の 犬が 

物に おびえて 遠吠え を 試みる と、 それから 次々 に 影 を 

見ない 犬まで がその 声 を 迎えて 吠えつ ぐ ものです から、 

それで 遠吠えが 次第 次第に 近くな つて 来る という わけ 

なのです。 


ちょうど、 宿つ ぎに 犬が 鳴き 渡って いるよう な もの 

で、 すべて 眠りに 落ちて いる 町の 人 は、 誰も 気づき ま 

せんけれ ど、 お 銀 様 だけが、 長い 手紙 を 書きながら、 

その 鳴き つれる 犬の 声に 耳 を 傾けて おりました。 

お 銀 様 は、 手紙の 上 封 じ をして、 それに、 「不 破の 関 

守 殿、 まいる」 と 書きました。 そうして、 自分の 名の 

ところへ、 「しろ かね」 と、 行成 様の 仮名で 達者に 認 

めました。 それ を 見る と、 素晴 しい 筆勢 だと 思わない 

わけに は ゆきません。 

行成 を 学んでも、 その 骨法 をう つし 得る もの は 極め 

て 稀れ です。 大師の 文字に 入木の 力が ありと すれば、 


行成の 仮名に は 骨 を 斬る の 刃が ある。 お 銀 様が、 今 こ 

こに かりそめに 書いた 「しろ かね」 の 文字 は、 けだし、 

おの  しゃれ 

己れ の 名と すると ころの 「銀」 の 一 字 を 和 様に 洒落た 

ものである こと は 疑う わけに は ゆかない が、 さつ！ 

と 一筆に 横 なぐりに 刷いた 筆 線に、 行成の 骨法が、 故 

意 か、 偶然 か、 さながらに 現われた それが、 すばらし 

いのです。 行成の 仮名の 線に のみ 存 すると ころの 斬 鉄 

の 鋭 さが、 そのままに 現われて いる。 古来、 これほど 

に、 さながら 行成の 骨法 を 現わした 文字 は 無い II と 、 

見る 人が 見れば 驚歎す るか もしれ ない が、 お 銀 様と し 

うぬ ぼ 

て は、 自分で 書いた 文字に 自分で 己 惚れて いる 余裕 は 


ない。 

すべて、 芸術と いう もの は、 自分の ものした 芸術に、 

自分で 惚れ 出したら もうお しまいです。 

お 銀 様 は、 自分の ものした 文字の 出来が、 今晩は そ 

れ ほど 神に 入つ ている という こと を 自覚 もな にもし な 

いで、 そのまま ボンと 机の 左上 隅の 方に 置 据えて、 こ 

れを 明朝に な つ たら 胆 吹の 山の 留守 師団長なる 不 破の 

関守 氏の 許まで 届けさせる。 

すず リ 

それだけの 手軽い 動作で、 次に 硯の蓋 を しにかか 

りました。 硯箱 も、 蒔絵 も、 相当 時代 もので は あるが、 

お 銀 様 は 無意識に その 蒔絵 模様に 眼 を 落しながら、 硯 


の 蓋 をして しまう と、 はじめて ホッと 軽く 息をつき ま 

した。 

さきほどから、 吠え 連ねて いた 犬の 遠吠えが、 いつ 

のまに か 送られて、 ついこの 宿の 裏まで 来て いる。 

七十 

お 銀 様が、 ふっと 振 返る と、 自分の 後ろの 廊下 を 人 

が 通りました。 

「お帰りに なりました か」 

もう 充分の 心得が あ つ て、 水の 流る るが 如き 応対。 


「は —— 」 

と、 お 銀 様の 後ろの 廊下 を 通り魔の ように 通る ところ 

の 者が、 軽い 咳と 間違えられる ほどの 応答で、 通り 過 

ぎて しまいました。 

後ろに は 秋草 を 描いた 襖が ある。 それ を 隔てての 

問答 だから、 そちらの 姿 は 更に わからない。 

だが、 そのまま 次の 室へ と 歩み 入って、 そこへ、 極 

めて しとやかに 身 を 置いた こと だけ は 確かです。 

してみ ると、 この 場に は、 お 銀 様と 隣り合つ てもう 

一人の 客が いたの だ。 その 客が、 多分、 宵の口から 外 

出して いた もの だから、 この すべてが お 銀 様 一人の 舞 


台と して 占められ ていた 感じで したが、 たとえ 室 を 別 

にした からといって、 相客が あった ことと して 見る と ■ 

全体の 風情が また 一変し ないでも ない。 しかし、 双方 

ともに 熟しき つてい ると 見えて、 いよいよ 静かな 応対 

のみであります。 「お帰りに なりました か」 「は —— 」 

これ だけの 問答で、 あと はまた、 全く 静かな 深夜の 空 

気 を 少しも 動かす ではありません。 

しばらく すると、 その 隣室で 力 チリと 物音が しまし 

た。 刀の 音です、 刀の 雜の 音な のです、 刀の 稍が ちょつ 

と 物に 触れて 鳴る 音な のでした。 

つまり、 宵の口に 出て、 今時分に なって こっそりと 


たち 帰り、 四方の 空気 を 驚かすまい ために、 出入り、 

立 居と もに 極めて 静粛であった のです から、 その ささ 

やかな 刀の 雜のカ チリと いう 音 だけが 鮮 かに 聞え たの 

はず 

ですから、 これ は 刀 を 腰から 外して、 そうして 刀架へ 

でもち よ つ と 移す 途端の さわりであった らしい。 

それから また 静かに なると、 お 銀 様の 方 もまたい よ 

いよ 静かな もので、 机に 向った まま 動こうと もしな け 

れば、 二の句 をつ ごうと もしない のです。 

しかし、 いつのまにか、 鳴き つれて 来た 犬の 遠吠え 

の 次第 送り は 止んで いました。 

まる あんどん 

お 銀 様の 部屋に は、 こうして 時代の ついた 丸 行燈が 


明々 とと もっている。 桐の 火桶の 火 もさび しからぬ ほ 

どに 生かされて いるのに、 隣の 室に は 明りがない。 

こうして いるお 銀 様 は、 申す まで もな く 覆面 をと つ 

ていない のです。 お 銀 様の 覆面 は、 一時 流行した お 

高祖 頭巾と いった あれな のです。 黒 縮緬 を 釣合いよ く 

切らせて、 上手に 巻いて いる。 寝る から 起きる までの 

力お 

間、 お 銀 様の 面から 覆面の とれた の を 見た もの は ほと 

ん どない。 ことによると この 人 は 寝る 間 もな お、 この 

頭巾 を 取らない のか も 知れない。 この 人 は、 母の 胎内 

から 頭巾 を 被って 生れ 出た ので はない かと 疑う 人 さえ 

あるか も 知れない。 


お 銀 様が、 今は燈 火に 面 を そむけて、 しなやかな 手 

を 首筋に 当てて、 おもむろに 頭巾 を 解きに かかり まし 

た。 多分、 あの 辺に 手 を やる からに は、 頭巾の 結び目 

を さわる ために 相違ない。 そういう しぐさ をしながら 

「いかがです、 今晩は 収穫が ございまし たか」 

と、 次なる 部屋の 方へ、 水の 滴る ように 穏 かな 声で と 

いかけました。 

「はま ま」 

と、 隣から は 軽く、 笑う でもな く、 さげすむ でもない 

返事。 続いて、 

「駄目 だ  」 


七十 一 

「いけませんでした か」 

とお 銀 様の 声 —— まだ 頭巾 は 外して いないの です。 

「いけない ね、 犬が 邪魔 をして」 

と、 これ は 隣室の 返事。 そうすると 透かさずお 銀 様が、 

「そうでしょう とも、 昨夜からの 犬の なき 声が 変 だと 

思いました」 

「変 だ、 変 だよ、 どうも 犬が …… 」 

「お気の毒で すねえ、 あなた も 焼きが 廻り ましたね、 


犬に 邪魔され るよう にな つて は」 

「いや、 上方の 犬 はまた 格別 だ」 

「なに、 格別な ことがある ものです か、 同じ 畜類です 

もの、 犬が いけない のじ やない、 あなたが 衰えた ので 

すよ」 

「そうかな あ」 

「でも、 考えて ごらんなさい、 あなた、 甲府の 城下で 

も、 江戸の 真中で でも、 いつ、 いかなる 場合に 於ても 

犬に 吠えられた ことのない というの が、 あなたの 御自 

慢 ではなかった のです か」 

「そう 一一 一一 n えば そうだ I 


「ところが、 この 長 浜へ 来て は、 ああして 昨晚 も、 ま 

た今晚 も、 犬に つけつ 廻し つされ てい らっしゃる」 

と、 二人の 深夜の 問答 は、 専ら 犬の ことで 持 切りな の 

であります。 

「そう 言われれば、 いよいよ そうだ、 拙者 は 今日まで _ 

ひと 

夜な夜な 独り歩き をしても、 決して 犬に 吠えられな 

かった、 犬に 吠えられな いのみ か、 時として は 犬から 

慕い寄られ たこと さえ ある、 それが、 この 長 浜と いう 

ところへ 来て みると、 最初の 晚 から 犬の 災難 だ、 それ 

が 癖になって、 犬が ついて 廻る よう だ、 今晚 もまた こ 

の 一 念が 出る と、 不思議に 近いと ころで 犬が 吠える I 


I この 一 念が 納まる と、 犬 もまた 吠え 止む —— こうし 

て 犬に 吠えられたり、 送られたり、 とうとう 獲物に は 

ぐれて、 ここまで 犬に 送りつ けられて しまった」 

「よく わかり ましたよ、 わたしが こうして 耳 をす まし 

ており ますと、 あなたが、 町の どの 方面から、 どの 方 

面 をと つてお 帰りになる かとい うこと が、 筋 を 引く よ 

うに わかりました」 

「犬の 鳴き声に よって だね」 

「そうで ございます」 

「さあ、 そうな つてみ ると、 もうこの 長 浜と いうと こ 

ろで 夜歩き はでき なくなる の だな、 少なくとも、 拙者 


という もの は、 夜な夜な 長 浜の 町 を さまようて みたと 

ころで、 何の 収穫 もない ことになるの だ」 

「まあ、 そんな もので ございま すね、 お出 ましに なつ 

て 出られな いこと も ございま すまいが、 結局、 犬に 吠 

えられに 出て、 犬に 送られて お帰りになる までの こと 

で ございましよう」 

二人の 会話 は 暫く 途切れて おり ましたが、 お 銀 様 は 

すでに 解き かけた 覆面 を 取 去ろうと もせず、 そのまま 

机に もたれて 寝に 就こうと はしない のです。 

隣室 も、 なお 一層 静かで したが、 暫くして、 また 刀 

架 へ 触る ような 物音が しました。 


こちら も 寝ようと はしない が、 あちら も そのまま 寝 

けしき 

床へ もぐり 込んだ 気色 もない。 こちらの は、 ただ 静か 

にして 机に もたれて いる だけです が、 あちらの は、 い つ 

たん 刀 を また 取 卸した ような 物の 気配です。 いったん 

刀架に やすませた 刀 を、 また 揺り 起した となれば、 こ 

れに 向って、 また 相当の 使命 を 托する と 見なければ な 

らぬ。 

転任 か、 或いは 出動 か。 

七十 二 


今まで はお 銀 様の 居間の 方の 場合から のみ 写し まし 

たが、 今度 は 改めて、 隣室の 方へ 舞台 を 半ば 廻して み 

ましょう。 

その 室 も やっぱり、 だ だつ 広い、 古びき つた 宿屋と 

いうより は、 古い も 古い、 徳川期 を 越した 太閤の 長 浜 

時代の 陣屋と か、 加 藤、 福 島の 邸 あとの 広間と かいつ 

たような 大まかな 一 室な のです。 

そこの 一隅に、 もはや 寝床が のべて あって、 六 枚 折 

リの屛 風が 立て かけて ある。 こちらに もお 銀 様のと 同 

じょうな 火鉢が あって、 炭 取 も 備わって いる。 机 は 隅 

の 方に 押片附 けられて、 座蒲団が 真中のと ころに 敷か 


れ ている が、 その 火鉢と 座蒲団の 程よ きと ころに、 丈 

の 高い 角行 燈が 一 つ 聳えて いる —— という 道具立てな 

のです が、 これが、 はっきり 見える という わけで は あ 

りません。 その 行 燈には 灯が 入って いないの みならず、 

お 銀 様との 隔ての 襖 も あいてい ないから、 光と いう も 

の は、 ほとんど この 部屋に 本来 備わって いないと ころ 

へ、 外界から も 漏れて 来ない から 真暗な のです。 

その 真暗な ところへ、 さいぜんから 音 もな く、 真黒 

いいで たちの 人が、 風の ように ひっそりと 入って 来て、 

力  あ カリ 

火 も搔き 起さなければ、 燈火 もっけないで、 隣室との 

応対 をつ づけて いるので すから、 やっぱり 光景 その も 


のからい うと、 黒漆 崑器 夜裡に 走る とか、 わ だか まる 

とか 言う ベ きもので、 何にもない ところに 声 だけが あ 

るよう な ものです が、 小説の 描写の ためから 言えば、 

はっきりと、 それ を 写し出さな いわけに は ゆかぬ。 

今、 この 黒漆の 室に いる 黒衣の 者の 姿 は、 昨晩、 大 

通 寺の 玄関の 松に 近く、 幼な 児の 捨てられ ている とこ 

ろで、 鬼女 を 引きつけ たと ころの 第二の 悪魔 —— 第三 

の 悪魔と しての 餓えた る 犬と 戦った あれです。 

大小 二つの 刀 は、 手 を 差 延べれば 届く 床の間の 刀架 

にかけ て 置いて、 自分 は、 火鉢 を 前に、 行燈を 左に し 

て 坐った ままで、 さきほどからの 会話 をつ づけて いる 


のでした が、 この 会話の 間 も、 やっぱり 覆面 を 外す こ 

と はしませんでした。 

二つの 室に 相 隣 りして、 無作法な 男女が 二人 控えて 

いる。 姿 形 こそ はいずれ も 崩れて はいない。 無作法と 

も、 だら しがない とも 言えない けれども、 室内に あつ 

て、 この 夜中にまで も 覆面 を 取らないで すまし 込んで 

会話 を つづけて い る 点 だけ は両々 相 譲らな いのです。 

一 口に 覆面と いう けれども、 それ は、 ただ 人間の 面 

へ 布 を 巻き さえ すれば よいと いう わけの もので はない- 

覆面に も 覆面の 歴史 も あれば、 スタイル も ある。 同じ 

もの を 同じように 巻かせても、 その 人の 人柄と、 洗練 


いなかもの 

とに よって、 都ぶ りと、 田舎者 ほどの 相違 も ある。 つ 

まり 着物に も 着こなしの 上手 下手が あって、 同じ もの 

よしあし 

を 着せても、 その 品に 天地の 好悪が 出来る と 同じ こと 

に、 単に 黒い 布片を 面に 巻いた だけの しぐさで は ある 

けれども、 その ま きっぷり により、 人柄 そのものの 活 

殺 も 生ずる という わけなの である。 

ところで —— この 覆面の 人の 覆面ぶ り は、 かなり 堂 

に-^ つて いるものと 見なければ ならぬ。 今時の 流行語 

を もってすれば、 かな リス マ ー トな 覆面ぶ リ である。 

覆面 を この辺まで 被り こなせる ことに 於て は、 相当 そ 

の 道の 修練と 技巧と を 備えて いなければ ならない ので、 


どうかす ると、 覆面 をして いない 時より は、 覆面 をし 

ている 生活の 時間の 方が 長い、 覆面 界の 玄人で ある。 

七十 三 

日本 覆面 史の、 最近の 幾多の 実例に よって、 この 人 

の 被って いる 覆面ぶ り を 一 通り 検討して みると —— 

頭に 角の つ いた 気儘 頭巾で はない。 

眼のと ころば かり 亀 井戸の 鶯 形に 切り抜いた 弥四 郎 

頭巾で も ありよう はずがない。 

弥四 郎 頭巾の 裏 紅 絹 を 抜いた 綴 頭巾で もない し、 


そ の また 作リ 変え の 熊 坂で もない。 

綴の ついた 角 頭巾で もなければ、 しころ なしの 絹 頭 

巾で もない。 

紫ち りめんの 大明 頭巾で もな し、 縞物の 与 作 頭巾で 

もない。 

大阪 風の 竹 田 頭巾で もな く、  二 幅 綴の 宗十郎 頭巾で 

もない。 

直角 的な 山 岡 頭巾で なく、 曲線 的の 船底 頭巾で もな 

レ 

猫 頭巾 II 抛 頭巾の いずれで もな く、 まして 女性の 

とっぱい  にら やま 

専用と した 突 灰 I 頭巾の いずれで もな く、 近代 形の 韮 山 


頭巾で もない。 

本来 これ は、 どの 形、 どの 式と いって 作った もので 

はなく、 単に 有 合せの 織物 をと つて、 これ を 適宜に 切 

ら せて、 独 流に 巻き上げ たもの、 その 形から 言って み 

れば、 ここから 程遠から ぬ歙 山の 山 法師の 初期に 於て 

かとう 

流行した、 あの 「裹 頭」 という 姿が 最もよ くこれ に 似 

ている。 

物 ごと はすべ て、 習うよ り は 慣れろ ですから、 頭巾 

の卷 きっぷり にして からが、 ああ もしたら、 こう もし 

たらと、 見えに 浮 身 を やつす より は、 数 を 多く かぶる 

に 越した こと はない。 数 を 多く かぶ つ ていさえ すれば 


ことさらに スマ ー トを 気取らなくても、 一見して 整つ 

た 形に なり、 整った 揚句に、 ちょっと 人 を 魅す る 姿勢 

が 出来て くる。 

これ は あえて 頭巾の かぶりつ ぶりに 限った こと は あ 

かぶ  や ぼ 

るまい。 手拭 一 つ 被らせて みたところで、 野暮と 粋と 

は 争われな い —— 況んゃ 大機大 用に 於て を や —— と い 

うわけ だ。 

そこで、 この 人の 覆面ぶ り は 慣れて、 おのずから 堂 

に 入った ものが ある。 この 点に 於て はお 銀 様 とても 同 

じこと です。 二つながら、 晴れて はこの 眉目 を 世に出 

す こと を 好まざる もの、 覆面 を 通して はじめて この 世 


相 を 見ようと も、 見まい ともして いるもの。 

暫くして、 この 覆面の 男 は、 手 を さしのべて、 床の 

間の 刀架から 一 刀 を 取 外して 膝に 載せました。 一 刀と 

い つ て も、 わけて 言えば 小の 方、 或いは 脇差の 方と いつ 

て もよ ろしい かもしれ ない。 厳密に 言えば、 刀に 対し 

て は 脇差と いえる。 大小 を 一対と して 分離し 難い もの 

として 見れば、 その 小の 方 だけ を 取って 膝の 上に 載せ 

ました。 

膝の 上に 載せる と、 やおら これ を 引抜いて しまう と ■ 

いつの まに 用意して あつたか、 傍らの 乱れ 籠の 中から 

ひと つか 

一 握み の 紙 を 取り出して、 左に 持ち 換えて 引抜いた 脇 


差の 身へ あてがう と、 極めて 荒ら かに その 揉 紙で 拭い 

を かけ はじめました。 拭い を かける というより は、 紙 

を あてがって 荒ら かに 刀 を 押 揉んで は 捨て、 揉んで は 

捨てて いるよう です。 脇差 一本 を 拭う として は、 荒ら 

おびた だ 

かな、 そうして 夥 しい 揉 紙 を 使用して、 その 使用し 

た 揉 紙 を けがらわし いもので も 捨てる ように 傍らへ 打 

捨てて、 次の 紙 を 取り上げ、 取り上げ、 刀身 を 揉み 拭 

うてい る。 

特にこう いう 神経 的の 挙動に も 相当 理由の ある こと 

で、 これ は 昨晩、 思いが けず この 脇差 一本で 幾 頭 かの 

餓えた る 犬 を 斬りました。 畜生の 血が 残って いる。 そ 


れを 揉み消し 拭き消 さんがた めに、 かく も 必死に、 し 

かも 相当 神経 的に 刀身 を 拭って いると 見るべき でしよ 

う。 

七十 四 

そうして いるう ちに、 不意に 一方の 廊下で ミシ とい 

う 音が しました。 

僅かに ミシ という 音 だけでした けれども、 その 気配 

は 猫で もなければ 鼠で もない、 まさしく 人間であって、 

板 を 踏む 気配であります から、 その 気配に お 銀 様 も 耳 


を そば だてざる を 得ません。 

前にい う 通り、 もう 立派な 深夜です。 この 二人の ほ 

かに、 この だ だつ 広い 屋敷に 起きて いるもの はない は 

ずです。 二人 も その 心 持で、 あたりの 空気 を 動揺 させ 

ない 程度で 会話 をして いたので すが、 この 二人の ほか 

に、 もう 一 つ 忍び足の ある ことが、 たしかに 今の ミシ 

と いう 音で 気取られました。 

そこで、 お 銀 様 ほどの 人が 思わず 耳 を 聳 てて いると、 

先方 も、 もう 気取られ たかと 観念した のか、 もうこの 

辺で 術 を 破って やろうと でも 覚悟した のか、 ミシ、 ミ 

シ、 ミシ と、 本格的に 廊下 を 踏んで、 早く もお 銀 様の 


いるもう 一 つの 部屋まで 来て しまって、 襖 越しに、 

「今晩は、 もうお 目 ざめ でい らっしゃ います か」 

極めて 低い 猫撫 声です。 そして 男の 声な のです。 

「誰です か」 

とお 銀 様が 屹と 向き 直りました。 

「へ、 へ、 つい、 その、 ちょっと 失礼 をいた しました」 

「誰です か、 あなた は。 何のた めに こんなと ころへ 来 

たのです か」 

「へ、 へ、 ついその、 何し ました もんで ございま すか 

ら」 

「わかりました、 お前 はこ こへ 盗賊に 来たので すね」 


「いや、 そういう わけで は ございま せんが、 つい、 そ 

の、 へ、 へ」 

「お帰りなさい、 お前た ちに つけ 覘 われる ような、 わ 

たした ちではありません」 

お 銀 様 は、 いつもの 見識で 手強く 叱り ましたが、 相 

手 もまた それで 退く くらいなら、 ここまで は 出て 来 ま 

せん。 

「そう おっしゃらずに、 ちょいと お 目に かかって 申し 

上げて えこ とが) /ざ いまして  ^ こ を あけましても 

よろしう ございま しょうか、 御免こう むりまして」 

いよいよ 人 を 食った 猫撫 声で、 こんな こと をたら た 


ら 言いながら、 早く もス ルス ルと 襖へ 手 を かけて、 二 

三寸 あけて しまいました。 

お 銀 様 はまた その 方 を 睨めた けれども、 少しも 動揺 

しません。 

もぎ どう 

「没義 道な こと をす ると、 お前の ためにな りません よ」 

「へ、 へ、 実はな、 お 嬢 様 —— 」 

お 嬢 様と 言った からに は、 相当に こちらの 人柄に 理 

ぬすっと 

解が あるに 相違ない。 盗人に 来たと いう こと は 明らか 

だが、 それにしても、 このい け 図々 しい 猫 撫声を 聞い 

ている と、 ただ 物質が 欲しくて 忍び込んだ ものとの み 

は 思われない。 


もはや、 こっち を 呑んで かかって、 次第によ つて は 

説教の 一 つも 試みよう という はらが あって 来た 奴に 相 

違ない。 それだけに 油断の ならない 相手で あると は、 

お 銀 様 も 気がつい たに は 相違ない が、 お 銀 様に もまた 

たのむ ところが あると 見えて、 あえて 驚かな いのは 前 

と 同じです。 ところで 頰か むりが、 

「へ、 へ、 お 嬢 様、 わつ し はこう 見えても 盗人に 来た 

んじゃ ごわ せん、 お 嬢 様 をお 見かけ 申して 少々 合力に 

あずかりて えとこう 思い ましてな —— それ を ひと つ 聞 

いていた だかな けり やなりません」 

と、 いよいよ 猫撫 声で、 膝小僧 を じりじりと 進めて、 


乙に からんで 来る のです。 

七十 五 

「わたし は、 お前の ような 人に 頼まれて 上げる 義現は 

ない、 何 か 用が あるなら、 夜が 明けてから 出直して お 

いでなさい」 

とお 銀 様 は、 あたりまえの 言い分で たしなめ ますと、 

「そうお つ しゃる もの じ や ございま せんよ、 お 嬢 様 I 

I」 

松 助の やる 蝙蝠 安の ような、 変に 気取った 声色 をし 


て、 襖 をもう 二 三寸 あけました。 そうすると、 お 銀 様 

あんどん 

の 部屋の 行燈の 光で、 忍んで 来た 奴の 正面 半身が 見え 

ました。 

ふた こ  とうざん 

着物 は 尋常の 二子 か 唐桟と い つ たような の を 着け、 

けし だま  かお 

芥子 玉 しぼりの 頰 かむ りで 隠した 面 を こちらに 突き出 

している。 

以前に 覆面の ことがあ つたから、 ここで、 頰か むり 

に 就いても 一 応の 知識がなければ ならない ことになる。 

覆面と 言い、 頭巾と いう もの は、 特に 一定の 型が あつ 

て、 一応 は 縫針の 手 を 通さなければ ならない ように 出 

来て いるので あるが、 頰か むり は 違います。 


頰 かむ リ という もの は、 通則と して 手拭 を 使用す る 

こと を 以て、 今 も 昔 も 変らない ことにな つてい る。 手 

拭と いう もの は 本来、 頭巾の 代用の ために、 覆面の 利 

用の ために 出来て いるもの ではない。 木綿 を 三尺に 

切って、 相当の 形に 染め上げ、 その 名分より すれば 手 

を 拭う ことに あるので すが、 その 職分 は 決して、 手 だ 

けに 専門なる もので はない。 面 も 拭えば、 足 も 拭う こ 

とが ある。 時として は 風呂敷の 代用 もっと めれば、 繃 

帯の 使命 を果す こと も ある。 

演劇で、 これ を カセに 使って 見物 を 泣かせる こと も 

ある。 仁義の やから は、 これが 一 筋 ありさえ すれば、 


さいぎよ う 

日本 国中 を 西 行して 歩く こと もで きる。 どうかす る 

と、 この もの を 綴り合わせて 浴衣と して 着用し、 街道 

へ 押出す もの さえ あるので す。 

その 効用の 一 つと して、 これ を 即座の 覆面に 利用し 

て、 称して 頰 かむ りと いう。 本格の 覆面に も かぶり こ 

なしの 巧拙が ある 以上 は、 この 臨機応変の 頰か むりに 

も、 相当の 型が 現われなければ ならない 道理です。 或 

まげ じリ 

いは！ I 曲 尻の 出 しっぷり に 於て、 鼻つ 先の ひっかけ 具合 

によって、 特に 最も 微妙に その 人格 (？) に 反映して、 

浮気女 を 活かしたり 殺したり する こと さえ ある。 

大臣 かむ りと いってお 大名 式な の も ある。 吉原 かむ 


ゆ-つやろ-つ 

りと いって 遊冶郎 式な の も ある。 上の 方へ 巻き上げた 

米屋さん かむ りと いうの も ある。 濡紙を 下へ 置いて そ 

の 上へ はしょり 込んだ 暄嘩 かむ リ というの も ある —— 

今 この 場に、 こいつが かぶって 来たの は、 鼠 小僧 かむ 

なお ざむ らい 

リ、 或いは 直 侍 かむ リ という やつで、 相当 江戸前 を 

気取った ところの、 芝居気 たっぷり のかむ り 方で あり 

ました。 

いぎよ-つ 

男女 二つの 異形なる 覆面の 場面へ、 新たに 一枚の 頰 

かむ りが 加わった のです。 

「へ、 へ、 お 嬢 様、 あなた は 御大 家のお 嬢 様で いらつ 

しゃいます、 折 入って 一 つのお 願いの 筋が あって 参り 


ましたんで、 というの は、 ひとつお 嬢 様に ぜひとも、 

買って いただきたい 品が ございま してな。 決して 盗み 

リ ようけん 

泥棒 をしょう のなん ぞ という 悪い 料簡 で 上った わけ 

じゃあ ございません」 

何とい うい や 味な ィケ 図々 しい 物の 言い つぶり だろ 

う。 

ところが、 お 銀 様 も 存外、 落着いた もので、 静かに、 

しかし 強く、 

「お帰りなさい」 

七十 六 


ところが いやな 奴 は、 いよいよ しっこく からんで、 

「そう 権柄に おっしゃる もの じ や ございません、 せ つ 

かく、 こうして 危ない 思い をして、 人目 を 忍んで お 願 

いに 上つ たんじ や ございま せんか、 そこ は、 何とか 

さんしたやっこ あわ 

三下奴 を憫 れんで やって おくん なさい ましよ。 実は 

ねえ、 お 嬢 様、 ぜひ あなたに ひとつ 買って いただいて、 

それ を、 このし がね え 奴が 路用に して、 これから 国へ 

帰ろう てえん でございますから、 お願いで すよ、 とに 

しろち の 

かく、 代物 を ひとつ ごらん 置き を 願いましょう かな」 

と 言って、 頰か むりの 奴が、 後ろの 方へ 手 を やって 搔 


いさぐ つた かと 見る と、 何 か 一物 を 取り出して、 お 銀 

様の 部屋の 中へ さし 出しました。 見る と、 それ は 一本 

の 脇差で ありました。 脇差と いっても なかなか 本格の 

渋い こしらえが してあって、 特に 艷を 消して 道中 差に 

こしらえ たもの、 一 見して 相当の 品で は あるら しい。 

この 脇差 を 一本、 お 銀 様の 目の前に 投げ出した 頰 かむ 

りの 男 は、 

「へ、 へ、 へ、 これ を ひとつ、 あなた 様に 買って いた 

だいて、 しがね え 三下奴の 国へ 帰る 路用に 当てて えと、 

こう 思 うんで がんして な …… 」 

「そんな もの は、 わたしに は 用はありません、 いい か 


げんに しないと 人 を 呼びます よ」 

「あ、 あ、 あ、 そいつ は、 いけません」 

ま ね 

と、 頰 かむ りの 奴 は 仰山ら しく 押える 真似 をして、 

「野暮な こと をして 下さい ますな、 ここで 声を立てら 

れ ちゃ、 事 こわしで ございま すよ、 わつ しのた めに も、 

あなた 様の ために もな。 まず、 まあ、 ゆっくり 落着き 

とく 

あそばして、 その 品 をお 手に とる だけ も 取って、 篤と 

ごらん 下し 置かれた いもので げす、 品物 を 御 一覧 下 

さった 後に、 買って やる とか、 やらない とか、 おつ 

しゃ つていた だけば、 それでよ ろし いんで ございます 

よ —— お 手に 取って ひとつ 見て いただき てえ」 


「そんな もの を 見る 必要はありません」 

「必要と おいでな すった ね、 必要が あるかな いか、 

しろもの 

代物 を ひとつ 見て いただいた 上で なけり や、 相場が 立 

たない じ や ございま せんか。 何なら ひとつ 手 取 早く、 

わ つし の 方から 品 調べ をして ごらんに 入れ 申し ましよ 

めぬき 

うか。 まず この 目 貫で ございますな、 これが 金 獅子 ぼ 

きんむく  そうみん 

たんで ございま すよ、 もとより 金 無始 —— しかも 宗珉 

というと ころ は 動かない ところで げして、 それから は 

ばき が 金、 切羽が 金、 しと どめが 金 —— 鍔が 南蛮 鉄に 

こづか  とリ がね ななこ じ きん もんとら 

銀 ぞうがん …… 小柄 は 鳥 金 七 子 地へ 金紋 虎の 彫り、 そ 

れ から 塗りが この 通りの 渋い 三 斎 好み、 中身 は備前 


もリ みつ 

盛 光と いうんだ から 大した もので ございま すよ。 今時、 

御三家の 殿様 だって、 これ だけの もの は、 めったに や 

あ 差しません、 こしらえ だけ を 外して、 そっくり 捨売 

りに したと ころで、 あなた、 相当の もので ございます 

ぜ」 

と 言って、 頰 かむ リは、 いちいち 指さし をしながら、 

お 銀 様の 方へ 向って、 脇差の こしらえの 説明 をして い 

る。 代物 そのもの は、 能書 通りの もの かどう かわから 

ない が、 こいつの 喋る こしらえの 知識 だけ は 附焼刃 

に違いない。 それから 一段、 声 を 落して 言う ことに は、 

「それ は それと して、 お 嬢 様、 ここんと ころ を ひとつ 


ど ノ、 

篤と ごらん 下さい まし、 ここの 栗 形の 下のと ころに、 

じょ-つもん 

下り 藤の 定紋が 一 つ 打って ござんす、 これが、 その や 

はり 申す まで もな く 金 無始で …… もちろん、 これ をお 

差 料に なすって いたお 方のお 家の 御紋に 相違 ございま 

せん、 この 通り 金無垢で、 下り 藤の 定紋が この 稍に 一 

つ 打って ござんす」 

七十 七 

頰か むりの 忍び 男が、 お 銀 様の 眼の 前に 投げ出した 

脇差 を 指しながら、 こんな こと を 言い出し たので、 お 


銀 様が 思わずち よ つ と 向き 直りました。 

「なに、 下り 藤の 定紋が？」 

「はいはい、 その 通リ でございます、 お見覚え は ござ 

いません か —— どうか 篤と お 手に と つ て 御 一 覧を 願い 

てえ もので …… 」 

「ああ、 それ は —— 」 

とお 銀 様が、 はじめて 少し 本気に なった ようです。 つ 

いに このい け 図々 しい 奴の 猫撫 声に、 どうも ある 程度 

まで 釣られて しまった らしい。 そうして、 手に 取る こ 

とこ そしない けれども、 改めて じっと その 脇差 を 見 詰 

めました が、 


「これ は、 わたしの 父の 差 料に 違いありません、 それ 

を どうして お前が …… 」 

「それ それ、 そうお いでな さる だろうと、 実は 最初 か 

ら 待って いたんで ございます —— そうお いでな さらな 

くち やなりません。 いかにも、 これ は 甲 州 第一の 物 持、 

有 野 村の 藤 原の 伊太 夫 様の 道中のお 差 料なん で ござい 

ますよ。 そうと 事が わかりましたら、 あなた 様に 相当 

のお 値段で お 買 上げが 願いて え、 な あに 別段、 いくら 

いくらで なけり や あなら ねえと 申し上げる わけ じ や ご 

ざいません、 お 目の 届きました ところで 手を拍 ちゃ 

しょう」 


「どうして、 お前が これ を 持って いるので す、 ところ 

もあろう に、 こんなと ころまで これ を 持って来た 筋道 

がわから ない」 

「へ、 へ、 へ、 筋道と おっしゃい ましても、 甲 州から 

すわ  ごじょうほう 

誠訪へ 出て、 木 曾 街道 を 御 定法 通りに 参 つたんで，) J ざ 

います、 あなた 様の 親御 様で いらっしゃる 伊太 夫 様の 

じさ じさ 

お 枕元から、 このし がね え 三下 野郎が 直々 に 頂戴して 

おぼしめ 

参つ たんで ございま すよ、 どうか ひとつ、 思 召しで お 

買 上げ を 願って、 それ を 三下奴の 路用に 恵んで いただ 

きて えんで ございます」 

「どうして 手に入れ たか、 それ を 言って ごらん」 


「どうして 手に入れた かってお 聞きになります が、 こ 

れ だけの 品 を 頂戴いた すまでに は、 相当の 苦心て やつ 

も あるで ござんし てな」 

「それ を 一 通り 話して ごらん、 筋が 立ち さえ すれば、 

買って あげない もので もない」 

「実はね えお 嬢 様、 あなたのお 父 様と お見かけ 申して、 

こんな 品物 をいた だくつ もりじゃなかった んで ござい 

ますよ、 もっと 右から 左へ 融通の 利く、 山吹色の 代物つ 

て や つ をたん まりと 頂戴に 及びた か つたんで) J ざ い ま 

すがね え、 いや、 さすがに、 大身の 旦那 だけあって、 

お-つよう 

お 身の 廻りの 厳しい こと、 御 当人 は 鷹揚の ようで いて、 


更に 御油 断と いう ものが ございません、 それに あなた、 

附添 のが 野暮な 風 こそして いらっしゃ るが、 これが み 

んな 相当、 腕に 覚え も あれば、 眼の つけどころ も 心得 

てい らっしゃ るんで、 さすがに このがん りき —— 」 

と 言い さして、 ちょっと ばか リテレ たが、 テレ 隠しに 

続けて、 

しょて 

「さすがに、 この 三下奴の 手に や 合いませんで、 初手 

の晚の 泊り に は、 瓦つ かけ をし こた ま摑 ませられ ちゃ 

いやして、 いやはや、 その 名誉 回復と 心得て、 二度目 

に 出かけて みやした が、 用心い よいよ 堅固、 命から が 

ら この 一 腰 だけ を 頂戴に 及んで まいり やした が、 明晚 


あたり、 改めて またお 礼に 上らな けり やなりません」 

「いったい、 わたしのお 父 様 は どこに いらっしゃ るの 

です」 

と、 お 銀 様の 方から 改めてたず ねました。 

七十 八 

「あなた 様のお 父 様に は、 わつ しゃ、 美 濃の 関ヶ原で 

お 初にお 目に かかりました、 一 昨日の あけ 方の ことで 

ございます」 

「関ヶ原で？」 


「はい —— 実 あ、 その、 なんでげ して、 これが 甲 州 第 

一 の 物 持で いらっしゃる 有 野 村の 伊太 夫 様 だなん てい 

うこと は、 夢にも 存じ やせんで、 お 目に かかつ ちまつ 

たんです が、 ようやく 昨日の 晚 になって、 はじめて そ 

れと 伺いまして、 驚き ましてな」 

「そうして、 今 は どこに いらっしゃる」 

「関ヶ原から、 昨晚 は大津 泊り でい らっしゃ いました」 

「大津 —— 」 

「はい、 大津の 宿で、 はじめて それと 伺いまして、 な 

る ほど、 がんりきの 目 は 高い と、 こう 味噌 を あげち や 

いました ような わけなんで ございま してな」 


「何のた めに、 お前さん は、 わたしの 父親に 逢った の 

です か」 

「何の ためにと おっしゃられ ると、 ちと 変なん でげ し 

そです 

てな、 行 当りば つたり に、 袖 摺リ御 縁と いう やつで、 

つい、 関ヶ原の 夕方お 見かけ 申しち まったんで すが、 

今 も 申し上げる 通り、 これが 甲 州 第一の 物 持の 旦那 様 

と 知って お見かけ 申しち やい ました わけ じゃあ ござり 

ませぬ、 ただ 行きずりに、 こいつ は 只者で ねえと 睨ん 

だ この 眼力に あやまちが なく、 お 跡 を 慕って みます て 

えと、 果して 大 もので ござり ましてな」 

「では、 お前 は、 わたしのお 父 様の 旅 をな さる あと を 


つけて、 何 か 奪い取ろうと したので すね」 

「いや、 その、 ちょっとね、 ちょっと 行きが かりに、 

今い う、 その、 路用て やつ を少 々おねだり 申したい と、 

こう 思いました ばっかり なんでげ すが、 それが、 その、 

みん ごとしく じって、 瓦つ かけ を 抱かされ ちまった の 

が 一 代の 失敗、 これ じ や 商売 冥利に 尽きる といった よ 

うな わけで、 再挙 を 試みた が、 さいぜん 申し上げる 通 

りの 用心 堅固、 大津 まで あと をつ けて、 やっとの 思い 

ひとこし  うかが 

で この 一 腰 を 拝領に 及びました、 そこで 様子 を 窺つ 

て 見る てえ と、 この 大物の 身上が すっかり わかり まし 

た。 わかりました けれども、 このうえ 押せば、 こっち 


の 足 もとが 危ない、 それ 故 よん どころ なく、 この 一 腰 

だけ を 拝領に 及んで 引上げて まいりました。 そこで、 

改めて 今度 は それ を 御 縁に、 お 嬢 様のと ころへ 伺い を 

立てに 参上 致した、 と、 こういった わけなんで ござい 

ます」 

「では、 わたしの 父親の 方 は 用心 堅固で、 どうに もな 

ら ないから、 わたしの 方 は 女の 身 だから どうに でもな 

ると 思って 来たの かい」 

「そういう わけ じ や ございま せんが、 そこ は 親子の 間 

でい らっしゃい ますから、 何とか またお 話合い もで き 

そうな ものと、 この 一 腰 を 証拠に、 こうして お あと を 


慕って 参りました、 上 平 館ての へお 伺いして みたん 

でげ すが  お 嬢 様 は 長 浜へ お越しに な つ ていら つ 

しゃる、 てな こと をお 聞き 申した ものです から、 こう 

お あと を 慕って まいりました。 どうか ひとつ、 この 一 

腰 をお 買 求めが 願いた いんで げして …… 」 

「いけません」 

とお 銀 様が、 きっぱりと 答える と、 頰 かむ りの ままで 

男が 少し 居直りの 形に な つ て、 

「じゃあ、 これほど 頼んでも お 聞 入れが ねえんで ござ 

V ます 力」 

いよいよ 紋切 型の 凄みに かかろう とすると、 もう 一 


間隔て た 向う の 座敷から、 

「その 脇差と やら、 買って やる からこつ ちへ 持って来 

い」 

氷の ような 声が 聞え ました。 

七十 九 

この 不意打ちの、 冷たい 一語の 思いがけない 抜 討ち 

に、 さすがの 説教 もどき も、 骨まで ヒャリ とさせられ 

たような 狼狽ぶ りで、 

「え、 え、 问 とおつ しゃいます」 


思わず 向う の 座敷 を 見込んだ のです が、 それ は 秋草 

ふすま 

を 描いた 襖の ほかに 何物 もない のです。 しかし、 言 

ほとばし 

葉 はま さに この 秋草 を 描いた 襖の あなたから 迸 り 出 

たのに 違いない のです から、 一 旦は 狼狽した が、 もと 

より 相当な 奴です から、 ここらで 内兜 を 見せる よう 

な こと はない。 こうなる と、 意地に も 強気 を 見せる も 

の ごしに な つ て、 

「どなた 様 か 存じ ませぬ が、 この 一 品 を 買って やる と 

おっしゃい ましたの は、 そちら 様で …… 」 

「買って やる から、 こっちへ 持って来いよ」 

「いや、 わかりました、 有難い 仕 合せで。 なにも、 お 


買 上げく ださり さえ すれば、 どちら 様で 悪い の、 こち 

ら様 でなければ ならない のと 申す 次第で は ござり ませ 

ぬ」 

と 言って、 その 一 腰 を 取り上げ ると 中腰に なりました _ 

相当 薄 気味の 悪い 声で は ある けれども、 主の わから 

ない 方面の 買主に 向って、 この 頰か むりの 野郎が あえ 

て 人見知り を しないら しい。 

「まっぴら、 ごめんください まし」 

但し、 あちらの 秋草の 襖の 中の、 新しく 出で た 買主 

の もとへ 行く に は、 どうして もこの 女王の 居間 を 失礼 

して 突 切らなければ ならない ことにな つてい る。 いや 


後戻り を すれば、 廊下 を 廻って 行ける に は 行ける に 相 

違 あるまい が、 あちら からこう 出られて みると、 こつ 

ちの 行 張り 上、 また 廊下 をう ろうろ して 出戻りなん ぞ 

は、 第一、 舞台 面の 恰好が つかない とで も 思った のか、 

それで 敢えて この 女王の 居間 を 失礼して、 突 切らせて 

もらって、 新しい 買主に 面会 を 求めようと、 小 腰 を か 

がめ て 進入して きたの は 全く 許せない 挙動 だが、 お 銀 

様 はま だ、 冷然と して それ を 咎めようと もしないで、 

眼の 前 を 通る 代物 を 空しく 看過して おりました。 

そこで、 いよいよ 図に のった、 この 白 徒が、 「まつび 

ら、 ごめんください まし」 と、 色 代す るよう な 手つき 


をして、 膝行 頓首、 通り過ぎて 行く。 その 形が また、 

いよいよた まらない 芝居気た つ ぷり でも ある。 

こいつが、 お 銀 様の 父 伊太 夫 を 関ヶ原で 狙った、 が 

ん りきの 百と いう やくざ 野郎で ある こと は 申す まで も 

ありません。 

根が、 このがん りきと いう やくざ 野郎 は、 こういう 

色男 気取りに 出来て いる。 たちばな 屋 とか、 よこば な 

屋 とかの 切られ 与 三と い つたよう な 芝居気が 身に つ い 

ている 男な のです。 だから、 これ を 街道 筋の 馬子 上り 

や、 場末の 長 脇差く ずれと 見られて は、 当人 納まらな 

いだろうと 思われる。 


そこで、 こいつが こんな ふうの しな をしながら、 女 

王の 眼前 を 突 切って、 次の間 を 隔てる 襖の 前へ 来る と、 

また 御念 入リ にかし こまって、 携えた 売り物の 一 腰 を 

敷居 際へ 置いて、 例の 白々 しい せりふ を 並べ 出し まし 

た、 

ご ひいき 

「どうぞ、 なにぶん 御 貝頭属 にお 買 上げ を 願いたい もん 

で …… しがね え 三下奴の ために、 路用のお 恵みが 願 

いたいんで げして。 さいぜん もお 聞 及びで ございま 

しょうが、 彫りと 言い、 こしらえと 言い、 要所要所 は 

いちいち 金む くで ございまして、 いぶしが かけて ある 

ん でございます、 それに 中身が 備前盛 光一 尺 七 寸四分 


と いう 極附 きで ございます、 出 所 はたし か 過ぎる ほど 

確かな 物で ございまして、 どなたが お持ちに なった か 

ら といって、 かかり 合いの 出来る ような 品た あ 品が 違 

V ます」 

八十 

まだ 中から も 襖が 開かず、 こちらから もこれ を 押し 

てみ ようと はしない のです。 こうして、 がんりきの 野 

郎は、 図々 しく も 先方の 出よう を 見て いると、 中で、 

「ちょうどい いところ だ、 脇差が 一本 欲しい と 思って 


いたの だ」 

「いや、 どうも 恐れ入りました、 こう すんなりお 買 上 

げが 願える と は 有難い 仕 合せなん でございます、 どう 

かひと つ、 こしらえ、 中身、 お 手ごろの ところ、 十分 

に お 目き きが 願 いたいので) J ざ います」 

「見ないでも よろしい、 中身 は 盛 光 だと 言った な、 盛 

光なら ばまず 不足 はない、 置いて 行かつ しゃい」 

「では、 お引取り を 願う ことに 致しまして …… 」 

買手 は 置いて 行けと 言 い、 売 方 はお 引取り をね がい 

ましょうと 言いながら、 まだ どちらから も 襖 を 開こう 

と はしない。 当然 その 仲立ち をすべき はずのお 銀 様 も、 


事の なりゆき を 他人 事の ように 見 流して いる だけで、 

さ 

あえて 中に 立って 口 を 利いて やる でもなければ、 まし 

て や、 わざわざ 立ち上って 隔て を 開いて、 取引の 融通 

をつ けて やろうで もない。 

そこで、 この 場の 空気 はテレ きってし まいました。 

テレ きった けれども、 その 底に は 相当の 緊張した もの 

が 流れて いる。 三人と もに 白けき つた けれども、 三す 

くみで はない。 それぞれ 一歩 を あやまてば 取 返しの つ 

ほころ 

かない 緩び が 転がり 出す こと をよ く 心得て いながら、 

表面 はテレ きって、 それ を、 何と 取りつ くろおう とも 

つるぎ 

しないと ころに、 剣の 刃 を 渡る ような 気合がないで 


もない。 

このまま では 際限ない から、 そこ は、 新参の 押し か 

け 客分と しての 引け目で、 がんりきの 野郎が 左の 手 を 

延べて、 

「御免 を 蒙 りまして」 

と 言って、 秋草の 襖へ 手 を かけた のです。 そうしてす 

るする と 二 三寸、 最初、 お 銀 様の 座敷の 第一 関 を 開い 

た 時の 要領で、 二 三寸 あけて 見る と、 意外に も 中 は 真 

暗でした。 

はて、 人が いて、 かりにも 物 を 売ろう 買おうと 声が 

かかって みた 以上 は、 起きて いたの か、 或いは 寝て い 


と うすみ 

て も 起き直って、 どちらに しても 燈心 ぐらい は 取敢ぇ 

ず 搔き立 て て いなければ ならな い はずな のに、 中 は 真 

暗であって、 且つ その 暗闇 を 救うべく なんらの 努力 を 

も 試みて いないら しい こと は、 薄 気味の 悪い 上に、 更 

に 薄 気味の 悪い ものに なって いる。 

だが、 こっち は、 こうな つてみ ると 意地に も ひるめ 

ない。 

がんりきの 野郎 は、 意地 を 張って、 一段とし らばく 

れた 調子で、 

しろもの 

「では、 その 代物のお 引取り を 願いましょう かな」 

と、 暗い 中へ 向って 馬鹿丁寧に 一 つ 頭 を 下げてから、 


額 越しに 闇の 中 を じっと見 込んだ 身の こなし。 やつば 

リ 相当な もので、 真暗い 中から 物 を 言って いる 先方の 

種 仕 かけ を、 上目 づ かいに 吟味して いるもの らしい。 

こういう 奴になる と、 真暗闇の 中 を 見込んで、 物 を 

見る 眼力が かなり 修練され ている ものです。 夜 を 商売 

とする こいつら の 眼で 見る と、 室内のから くりに も 相 

当の 当りが つかなければ 商売に なるまい。 ところが I 

I かりに その 眼力 を 以てして からが、 眼の 届かない の 

は、 六 枚 屏風が 一 つ 眼前に わ だか まっていて、 応対 を 

遮断して いる ことでした。 暗 を 見 透す 眼が あっても、 

屛風 一 重 を 見抜く 力 はない —— そこで 少々 まごつ いて 


いると、 屛 風の 中から、 

「いったい、 いくらで 売りたい の だ」 

八十 一 


「へい、 いくらと 申しましても、 その —— あっしら は、 

しろうと 

この 方に かけて は ズブの 素人なん でげ すから、 こいつ 

はこの くらいと いう こと は 申し上げられません、 おめ 

きき を 願った 上で、 この 品に はこの くらい、 この 野郎 

に はこの くらいの 貫禄のと ころ を 恵んで やれ、 とお 見 

いまして」 


「なるほど —— 盛 光なら ば 相当のと ころ だ」 

「それに、 なんで ございますな、 さいぜんから 申し 上 

げる 通り、 こしらえが 大した もんで ござんし てな、 要 

所要 所と この 定紋 は 金 無始で ございます ぜ、 つぶしに 

致しましても …… 」 

「なるほど、 中身が 盛 光で、 金無^の 飾りが ついてい 

る、 やっぱり 相当の もの だ」 

「まあ、 ひとつ、 とにかくお 手に とって ごらん 下し 置 

かれましょう」 

「見る に 及ばない、 なる ベ く 奮発して 買って やろう！」 

「有難い 仕 合せ II 旦那 は 話が わか つてい らっしゃ 


る」 

「お前の 言う 通り を 信じて 買つ て やる の だ、 盛 光の 中 

身と、 金無垢の 飾り だな —— 」 

「さようで ございます。 なお、 その 道の 者に お見せ 申 

しましたならば、 彫りが 後藤 だと か、 毛唐 だと か、 

ふちが しら  とびが しら 

縁 頭が 何で、 鳶頭 がどうした とか、 目ぬ きが どうで、 

毛 抜が こうと、 やかましい 能書 ものなん で ございま 

しょうが、 何 をい うに も 三下奴、 そんな こと は 申し 上 

げられ ません。 いっさい コミ で、 突つ くるみで 買って 

いただけば 結構なん でございます」 

「よしよ し、 万事 相当な ものと して 買って やる」 


「いや、 どうも、 旦那 は 話せます、 気合に 惚れました、 

失礼ながら お見上げ 申し やした、 そう さっぱり おいで 

なすって いただいて みます てえ と、 こっち も 男で ござ 

います」 

「買つ て やる、 買つ て やる」 

「それから、 ついでにもう 一 つ、 御 奮発が 願いたい の 

は、 その、 なんで ござんす、 旦那 様の 方から、 そう 奇 

麗に 出られて みます と、 申し上げる のが、 少々 気 恥 か 

しいよう なわけ 合いなん でございますが —— 中身の 備 

前 盛 光と、 こしらえと、 金 無始と つつく るみで、 相当 

のと ころ をお 買 取り を 願いまして、 その上で、 その、 


ひとつ、 三下奴に 免じて、 多少の 骨折 リ賃 という やつ 

を 恵ん でいた だきて えんで) J ざ い ます」 

さかな リ よう 

「ふふん —— 名刀 を 手に入れた 時 は、 別に 肴 料 を 添 

えたり なん ぞ して 祝う 例 は あるから、 お前が せっかく 

掘り出して 来た ものに 対して は、 また 相当の こと はし 

て やる」 

「いや、 何から 何まで、 話が わかって らっしゃる —— 

こういう 旦那に ありつい たの は、 三下奴の 仕 合せ はも 

とよりの こと、 お 差 料 そのもの のために も 結構な 仕 合 

せで ございます、 ほんと に、 話が こ う もずん ずん わ か つ 

ていた だいて、 こんな 嬉しい こと は ございません、 で 


は ひとつ、 夜の 明けない うちに、 その 相当のと ころで 

ひとつ、 しゃん しゃんと いう ことに 願いたい もので ご 

ざいます」 

「よしよ し、 いま 代金 を 渡して やる」 

「いや、 有難い 仕 合せ —— では、 この 一 腰と お引き か 

太に」 

取引が、 ここで 表面上 は 極めて 円満に 成立した の だ 

が、 数字 的に は なんらの 具体化がない。 万事 相当のと 

ころで、 且つ その上に 骨折り 賃 まで 添えて 買って やる 

とまで 出た が、 その 相当のと ころと いう 評価の 数字が 

両者の 間に 一致して いる わけで はない、 相当と いって 


相当 以上 を 渡される のか、 その 以下 を あてがわれ るの 

か、 がんりきの 野郎 も 度胸 を 据えて、 わざと 数字に は 

こだわらないで いると、 先方から、 

「さあ、 渡す から 手 を 出せ、 右の 手 を」 

「あつ、 つ、 つ」 

八十 二 

不意に、 がんりきの 奴め が、 

「あつ、 つ、 つ」 

と 叫び を 立てて 飛び 上った ので、 さすがのお 銀 様 も 思 


わず 座 を 立ちました。 そうすると、 やにわに がんりき 

の 百 は、 その 前 を 横つ 飛びにつつ 切って、 座敷の 外へ 

飛び出し たかと 思う と、 入って 来た 時の ように、 物静 

かに 姿を消して しまいました。 要するに、 もとはい つ 

て 来たと ころから 逃げ去って しまった ものでしょう。 

いったん 驚いて 立ち上つ たお 銀 様 は、 座敷の 中 を 見 

ると、 畳の 上に ぼたぼたと 落ちて、 線 を ひいて いる も 

あんどん  さ 

のが ある。 行燈を 提げて 来て よく 見る まで もな く、 そ 

れは 血の塊り でありました。 

その 血 を 次第に 点検して 行く と、 あちらの 間の 六 枚 

の屛 風の 下のと ころに、 小さな 物が 一 かけ 落ちて いる。 


熟視す ると、 それ は 殺ぎ 落された 人間の 小指 一本で あ 

ります  

ややあって、 お 銀 様 は 火箸 を 取って、 その 小指 をつ 

まみ 上げて、 懐紙の 上に 載せて 見ました。 

言う ま でもな く、 今の あのな らず 者が 落し て 行った 

かたみで ある。 その 名残りと して、 そこから 点々 と 血 

の 滴りが 糸 をな して、 自分の 座敷 を 横断して いる。 

お 銀 様 は 小指 を 包んで、 一 方に さし 置き、 それから、 

雑巾 を 提げて 来て、 畳の 上の 血の 滴り を 静かに 拭い は 

じめ ました。 

その 間、 向う の 座敷で も 何とも 言わず、 お 銀 様 もま 


た その 仔細 をたず ねようと もしなかった のです が、 あ 

の 白々 しい 取引が あれまで 進んで、 いざ、 現な ま を 渡 

そう、 受取りましょう、 というと ころに なって、 不意 

にこん な 現象が 出来，" してし まった。 

お 銀 様と しても、 いまさら 指 一本ぐ らいの ことで、 

仰々 しく 騒ぐ の も 大人げな いと 信じた のでしょう。 ま 

ま つ こうな しわ 

た、 たとえ あんな 奴に してから が、 ここで 真 向 梨 割り 

にで も 成敗され た 日に は、 あとの 始末が 大変で ある I 

ぬすっと 

I 小指 一本 だけなる が 故に、 あの 盗人め も 自分で 自分 

の 身体 を 始末して 行って しまったし、 あとの 掃除 も 人 

手 を！ 1 ら ずに、 こうして あっさり とやって 行ける。 そ 


れを 寧ろ 勿怪の幸い として、 畳の 上から 次の 部屋に 至 

るまで、 血の 滴り を 拭う ことの 労 を 厭いません でした- 

件 の 血の 滴リ といつ て も、 あの 屏風の 下から、 この 

女王の 部屋 を 横断して、 次の間の 或る 程度で 止まって 

たやす 

しまって いるもの ですから、 極めて 容易い 掃除で 済み 

ました。 

それが 済む とお 銀 様 は、 ならず者が 置き 放して 行つ 

た 一件の 脇差 を 静かに 取り上げて、 机の 前へ 端坐して 

ながめました。 まさしく 自分の 父の 愛用の 道中 差に 相 

違ない。 物 を 盗りに 来て 物 を 置いて 行った 盗賊の 間 抜 

けぶり も 笑止と い えば 笑止 だが 、 あの 図々 しさ は 法外 


である。 時が 時、 場合が 場合で なければ、 わたしたち 

はどうな つた かわからない。 

それに、 もう 一 つ 笑止千万 なの は、 今の あのなら ず 

者が、 わたしの 父の 伊太 夫が 旅 をして こちらへ 出て 来 

ている こと、 しかも、 自分と 眼と 鼻の 間の 大津に 宿 を 

取って いると いう ことまで、 噓 かま ことか 喋 つて 行つ 

てし まった のが、 自分の ために は、 わざわざ 飛脚の 役 

をつ とめて くれたよ うな ものに な つてい る。 

それにしても、 父が 何のた めに、 どうして 旅立ち を 

する 気になった のだろう。 そんな こと を 考えつつ、 

あんどん お ぼ 

行 燈を朧 ろに 薄めて、 やがて 夜具 を かついで あけ 方 を 


深き 眠りに 落ちて 行った ようです が —— 次の間で はも 

うその 以前に 夢 を 結んで いるら しい。 

八十 三 

伊太 夫が 旅立 ち をした あとの 留守居 を 引受けた 与 八 

の、 また 一 つの 社会事業 としての、 浴場 公開の ことが 

ありました。 

古来、 伊太 夫の 屋敷のう ちに は 有名なる 温泉が あり 

ました。 温泉と いっても、 そのままで 入湯ので きる ま 

でに 熱い 湯ではありませんでした。 温度 四十 五 度 内外 


の ものです から、 いったん 沸かして 入らなければ なら 

ききめ 

ない のです が、 それでも 効目 は 大した もので ありまし 

おちこち 

た。 少なくとも 大した ものと して 遠近に 伝えられて、 

以前 は、 ほとんど 公開の 設備 をして いたので すが、 伊 

太夫の 後妻 を 迎える 前後に なって、 公開 を やめて 自家 

用 だけにし ておりました のが、 なお 特に 希望して 来る 

ものが 多かった のです が、 一人に 許す と 百 人に 許さな 

ければ ならぬ という 道理で、 ことごとく 謝絶して し 

ま つ ておりました。 

それ を、 近 ごろに なって、 与 八が 伊太 夫に 頼んで 再 

び 公開の こと を 申し出で たの を、 今度 は 伊太 夫が すん 


なりと 承知して くれました。 その上に、 設備 万端の 費 

用 もお かまいな しとい うような わけで、 与 八の 前へ 

棟梁 を 呼んで、 自分から 言い つけて 工事 を やらせる 

という 徹底ぶ りにまで なった のです から、 与 八の 本望 

は 申す まで もな く、 大工さん たち も、 

「わたしたち もこれ で 願いが かないました、 この 仕事 

は 人助けの ためだから」 

と 言って、 奉仕に つとめて くれた ことです から、 日な 

らず 立派な 公開 浴場が 出来 上りました。 

遠近、 聞き伝えて 欣 ぶこと は 容易ではありません。 

病人た ち は、 その 噂 だけで 再生の 思い をした 者 も あり 


ました。 

木の香 新しい 浴室の 中央へ 地蔵 様 を 据えつ ける と、 

与 八 は そこで 風呂 番を つとめました。 そうして 湯加減 

を 見る ために、 いつも 最初の 朝湯 は 与 八 自身が つとめ 

ました —— というの は、 一 つ はこのお 湯の 効目 を、 と 

かく 病身が ちな 郁太郎と いう ものに 蒙らせて やりた 

いという こと も、 最初の 希望の 一 つであった のです。 

そこで 風呂が 沸く と、 与 八 は 真 先にお 毒見 をす るつ 

もりで、 郁太郎 を 抱いて 新 湯 を 試みました。 

ある 日、 与 八が 余念な く 入湯して いると、 その 姿 を 

立って 眺めて いるお 婆さんが 一人 ありました。 このお 


婆さん は、 きりり と 身 ごしら え をして、 かなり 道中の 

しの  てっこう きゃはん  おいず る 

雨露 を 凌いで 来たと 見られる 手 甲 脚 粋 をつ けて、 笈摺 

わらじ 

のよう なち やんちゃん こ を 着て、 そうして、 草鞋が け 

で 竹の杖 をつ き 立てて、 番台の 下まで 進んで 来たので 

すが、 どうした もの か、 そこです つかり 与 八 をな がめ 

込んで しまった のです。 

与 八 は、 そんな ことに はいつ こう 頓着な しに、 しき 

りに 郁太郎 を 手拭で 撫でさす つてお りました が、 やが 

かくしゃく 

て、 眼 を 上げて 見る と、 番台の 下に 矍礫 たるお 婆さん 

がー 人、 突立って こちら を 見て いるのに 気がついて、 

急に 大きな 頭 を 一 つ、 がくりと 下げ、 


「お早う ございます」 

と、 例によって、 馬鹿て いねいに 挨拶し ますと、 右の 

お婆さんが、 

「お前さん は、 いい 人相 だね え」 

ほれぼれ 

挨拶 を 返す こと を 忘れて、 惚々 とこう 言つ て 感歎の 

声 を 放ちます。 

「へ、 へ」 

与 八と して は 気の いいえが お を もって、 お婆さんの 

感歎に 答える だけでした。 

八十 四 


「お前さん は、 いい 人相 だね え」 

と、 矍礫 たるお 婆さん は 二度 繰返して 言います と、 

「へ、 へ、 へ」 

と、 与 八 は 相 変らず 人の 好い 笑 面 を 以て これに 答え ま 

した。 

いい 人相 だと 言われた ために、 はにかむ でもな く、 

またい やに 卑下 謙遜す るで もな く、 先方の 好意 を 好意 

だけに 受ける こと を 知 つ ておりました。 

矍礫 たるお 婆さん は、 どうしても 与 八の 人相 を その 

ままで は 見過し はで きないと いう 執心ぶ りでした が、 


「お前さんの ような、 いい 人相 を、 今まで 見た ことが 

ありま せんよ」 

「へ、 へ、 へ」 

と 与 八 は 所在な さに、 手拭で 郁太郎の 頭から 面 を、 押 

しかぶ せる ように ブ ルツと 一 つ 撫で 卸して やる と、 お 

婆さん は、 

「それじゃ、 まあ 御免くださいよ」 

と 言って、 ク ルリと 向き 直り、 入口へ 腰 を 卸して 早く 

も 草鞋 を 取って しまいました。 

草鞋 を 取って しまう と、 与 八の 傍へ 寄って 来て、 

「お前さん、 いくつに おなり だえ」 


改めて 年齢 を 聞かれた ので、 与 八 は、 また 改めて 答 

えました、 

「数え年の 四 つ になります でございますよ」 

「違うよ、 わたし は、 その子 供さん の 歳 をたず ねて い 

るの じゃありません よ、 お前さんの 歳 を 聞いて いるの 

です よ」 

はたち 

「は あ、 わしで ございま すか、 わし は 二十で ございま 

すよ」 

二  一 H  なるほどね」 

とお 婆さんが、 また 深く 感心して しまいました。 

前に 感心した の は、 その 人相が いいと いう ことで あ 


りました。 しかし、 今の 返答ぶ りで 見る と 与 八 は、 こ 

の 矍鑠たるお 婆さんから、 自分の 人相が いいと いつ 

て 感心され たこと をお 感じが なか つ たように も 見える- 

何と なれば、 改めて 年齢 を 聞かれた 時に、 数え年の 四 

つ だと 答えました。 

してみ ると、 いい 人相 だと 賞め られ たの は 自分で な 

く、 自分の 抱いて いる この 郁太郎の こと だとば つかり 

考えて いたのに 相違ない。 与 八と して は、 今までず い 

ぶん、 自分の 体格が いいと いう こと は、 人から ほめら 

れ るに 慣れて いる。 かっぷく がいいと いう こと だけ は 

子供の 時分から 賞め られ ている から、 これ は 今では 人 


も 称し、 自ら も 称す ことにな つてい る。 それから 次に ■ 

力が ある、 力量が 非凡で あると いう こと も、 それ を 発 

揮した 時に 人から 認められ もし、 驚歎され もす る こと 

に 慣れき つてい る けれども、 特にこう して 「人相が い 

い」 という こと を 頭から 感歎され たこと は、 あまり 例 

がない のです。 

すはだ か 

感心す るなら ば、 こうして、 素 裸で、 肉体 をた っぷ 

リ漬 つてい るの だから、 まず 誰もが する ように、 「いい 

体格です ねえ」 とか、 「たいした かっぷくで すねえ」 と 

か、 まず、 感歎の 声 を 放つ のが 例で あるべき のに、 こ 

の矍 礫た るお 婆さん は、 肉体の ことなん ぞ はてん から 


問題に しないで、 いちずに 「いい 人相」 という ことに 

感歎 これ を 久しう して、 それでも 足りないで、 「お前 さ 

ん のよう な、 いい 人相 を、 今まで 見た ことが ありませ 

ん」 と、 最大 級に 附け 加えた ことです。 

「へ、 へ、 へ」 

そうな つてみ ると、 与 八 も 多少 気 恥 かしい かして、 

こんど は 眼 を 伏せて、 郁太郎の 肩 を 和ら かに 撫で 出し 

ました。 

八十 五 


やがてお 婆さん は、 いちいち その 衣裳 を 解い て^の 

中に 納めました。 

このお 婆さん は、 出入りば なに 与 八の 人相 を ほめ 上 

げた だけで、 この 浴場に 対して は なんらの 挨拶 をし ま 

せんでした。 済みませんが どうぞ 一風呂 振舞って おく 

ん なさい まし、 ともなん とも 言わずに、 早く も 衣帯 を 

解いて 入浴 を 試みよう という 態度 は、 当然 入浴 を 為し 

得る 権利が ある もの かの ように 見えます。 たとえ 無料 

で 施しの ための 湯で あると はいえ、 何 かそ こに は 辞儀 

と 挨拶がなければ なるまい に、 このお 婆さんの 態度が 

無遠慮な の は、 故意に する わけで はなく、 多分、 与 八 


さんぎよ-つ 

の 人相 そのもの を鑽 仰す る ことに 急で、 挨拶の 方 も、 

お礼の 方 もお 留守に なって いるう ちに、 すっかり 忘れ 

てし まった ものでしょう。 

その 時分に、 与 八 は おもむろに 湯槽から 郁太郎 を 抱 

いて 上って 来ました。 郁太郎の 身体 を 拭いて、 着物 を 

着せて やり、 ^の 傍に 坐ら せて 置いて、 自分 は 裸 一 つ 

のままで 番台の 方へ 行き ましたが、 土間 を 見る と、 お 

婆さんの 穿いて 来た 草鞋が 無造作に 脱ぎ 捨てられ てい 

るの を 見て、 与 八 は、 こごんで その 草鞋 を 丁寧に 取り 

上げる と、 それ を じっと 二つの 手 を 以て 押しいた だい 

てから、 傍らの 番号 を 打って ある 下駄箱の 中へ と 納め 


ました。 

その 時分 は、 お婆さんの 方 は、 早く も 湯槽に 身を漬 

けて おりました。 与 八、 郁太郎が 上って しまつてから、 

湯槽の 中 はお 婆さんの 一 人 湯です。 

そこで、 いい 気持そう にお 婆さん は 唸りながら、 面 

を 拭いて、 こちら を ながめて おり ましたが、 今、 与 八 

が 自分の 草鞋 を 押 戴いて 棚の 中へ 納めた の を 見て、 一 

時、 眼 を 皿の ようにし ました けれども、 また、 改めて、 

に つ こりと 心 持の よい 笑い 方 をして 納ま つ てし まい ま 

した。 

そうこうして お婆さん は 湯槽から 板の間に 出る と、 


小 桶に 湯 を 汲んで 自分の 身 を 洗い はじめ ますと、 いつ 

のまに かお 婆さんの 後ろに は 与 八が 立って いて、 

「お婆さん、 流しましょう」 

と 言いました。 

「済みません ねえ」 

お婆さん は 心から 感謝しつつ、 それでも 辞退 はしな 

いで、 与 八の 方へ 背中 を 向けて いると、 与 八 は 和ら か 

にお 婆さんの 背中 を 流し はじめた のです。 

「ねえ、 若衆さん」 

いい 心 持に なりながら、 お婆さん は 改まった 調子で 

与 八に 問い かけました から、 


「何です、 お婆さん」 

「お前さんに 一 つ、 聞きたい ことがあ るので すがね え」 

「わしに です か」 

「はい」 

「わしゃ 何も 知らね えで がすよ」 

「聞きたい というの は、 ほかの ことじ やない がね、 今、 

ここで 見て いると、 お前さん、 わしの 草鞋 を 棚へ しま つ 

て 下す つて 有難う」 

「どういたしまして」 

「その 時に、 お前さん、 わたしの 草鞋へ 何 か 変な こと 

をし やしなかった かね」 


「な あに、 別段、 悪い こと をいた しゃしませんでした」 

「悪い ことじ やない よ、 変な こと をね」 

「別に 変な こと、 何もし やしま せんよ」 

「そうじゃありません よ、 ちゃんと、 こっちで 見て い 

ましたが ね、 お前さん は、 たしかに わたしの 草鞋 を 取 

リ 上げて 押 戴き ましたね、 草鞋と いう もの はお 前さん、 

足へ 穿く ものです よ、 頭へ 載せる ものじゃありません 

よ」 

八十 六 


「どうも 済みません ことで ございました」 

と 与 八 は、 お婆さんに 詰問され て、 一 も 二 もな く あや 

ま つ てし まいました。 

「いいえ、 お前さんに あやま つ て もらおうと 思 つ て、 

わたし は それ を 咎め立て をす るの じゃありません、 あ 

ん まり、 する ことが 変 だから、 ちょっと 聞いて みたの 

です」 

「どうも 済みません」 

「済む の 済まない のじ やないで すよ、 どうして、 お前 

ま ね 

さん、 あんな 真似 をす るんで すか、 それ を 聞いて みた 

いんです よ」 


「別段、 わけ も 学問 も あるの じ や ございません」 

「でも、 人の しない こと をす るから に は、 何 かし くら 

いがな けり やならない でしよう、 隠さずに 話して みて 

下さいよ、 若衆さん」 

「どうも 仕方が ありません、 こうな リゃ あ、 みんな 申 

し 上げち まいます」 

と 与 八 は、 白 滑に かかって 白状で もさせられる ように ■ 

多少 苦しがって 申し わけ をしょう とする。 お婆さん は 

それ をな だめて、 

「いや、 お前さん、 なにも お前さんが 悪い こと をした 

から、 咎め るん じゃありません、 そんなに 窮屈 がらず 


に 話して ごらん」 

「では 話します がね、 お婆さん、 こうなんで すよ、 わ 

わらじ 

しゃ、 どういう もの か、 あの 草鞋 を 見る と、 自分の も 

もったい 

の、 人様の ものに 限らず、 むやみに 有難くな リ、 勿体 

なくなって しまって、 つい 押 戴いて みる 気になつ ちま 

う 癖なん で ござんし てね」 

「変った 癖です ね、 どうして また、 あの 草鞋なん ぞが、 

そんなに 有難く、 勿体なくなる もんだ かねえ、 足で ど 

しどし 地面の 上 を 踏みつけて、 その上、 用が 済めば 道 

端へ 投げ 棄 てられて しまう 草鞋なん ぞを、 どうして ま 

た、 そんなに お前さんが 有難が るんだ かねえ」 


「どうして つたって、 お婆さん —— わしゃ、 草鞋 様、 

草鞋 様と 蔭で は 拝んで いるんで ございま すよ。 お 婆 さ 

ん、 あの 草鞋 様が ねえ、 まだ 稲の 時分に、 田の 中に お 

いでな さる 時分に は、 あの 頭へ 重たい お 来の 穂 を 載せ 

て、 長い あいだ 辛抱 をして いてお くんな すった そのお 

かげで、 あたした ちがお 来 を 食べられる ようにな るの 

です。 それからお 米が 実って しまった あとで は、 藁と 

いう ものに なって、 そうして、 打 たれたり、 叩かれた 

りして、 また いろいろ 人間の ためにな つて 下さる。 俵 

という ものに なって、 今まで 守り 育てて、 蔭に なり、 

日向に なって 成長 させた 自分の 子供 も 同様な お 米を大 


切に 包んで 守ります。 生きて いる 間に は、 骨と なり、 

身と なって 育て上げた 自分の 子供 同様のお 来 を、 死ん 

でから は、 皮と なって 守る のが あの 藁なん で ございま 

す。 すべて 天地の 親 様の 慈悲と いう ものが、 すべて こ 

れ なんで ございま すね。 それから また やっぱり、 打た 

れ たり、 叩かれた りして、 ついに はこうして 草鞋と ま 

でな つて、 重たい 人間の 身体 や、 牛馬の 身体まで も 載 

せて、 旅 を させたり、 働き を させたり して 下さる —— 

草鞋 様 は 有難い、 勿体ない」 

与 八 は、 ここまで 言い かける と、 大粒の 涙 を ぼろ ぼ 

ろと こぼして しまいました。 


同時に 聞いて いたお 婆さんが、 

「う— ん」 

と 深く 唸り 出して、 いきなり 背中 を 流して いる 与 八の 

はず 

手 を 外して 突立って しまいました。 

八十 七 

お婆さんが、 不意に 突立ち 上った ものです から、 与 

あき 

八が 呆れて いると、 早く もお 婆さん は 与 八の 後ろへ 

廻って しまい、 

「お前さんの ような 人に 流して もら つ て は 罰が 当る、 


今度 は、 お前さん を、 わたしが 流して 上げる」 

と、 むりやりに お婆さんが、 与 八 を しゃがませて しま 

いました。 

お婆さんの 細腕で、 与 八 を しゃがませる ことができ 

ようはず はない のです が、 お婆さんの 言 うこと が 高 圧 

ぶりな のに 圧倒され て、 与 八 はつい、 しゃがませられ 

てし まった のです。 与 八 を しゃがませて 置いて お 婆 さ 

んが 手拭 をと つ て、 ごし ごしと 背中 を 流し はじめた の 

はよ いが、 まるで 松の 樹に 油蟬が 取りつ いたよう で 問 

題に ならない が、 それでも お婆さん、 一生懸命で こす 

り 立てながら、 


「だから、 わたし は、 はじめから、 人相が 違って いる 

と 思った のさ、 今時、 お前さんの ようない い 人相 を 見 

はと  や  さんし さま 

たこと はない と 言った のさ、 まるで、 鳩ケ 谷の 三 志 様 

そっくりの 人相 だから、 わたし や 夢 かと 思った のさ」 

と 言いました。 

与 八の 人相に 見惚れた という 心 状 は 偽りがない にし 

て も、 いい 人相で、 観音様 に似てい ると か、 地蔵 様に 

近いと かいうの ならいい が、 このお 婆さん は、 変な 比 

較を 持ち出して 来ました。 

「鳩ケ 谷の 三 志 様が、 ちょうど お前さんと 同じような 

人相で してね」 


「は ァ」 

と、 お婆さんの 感心に 引き かえて、 与 八 は 気のない 返 

事です。 気がない ので はない、 お婆さんの は 感心が 先 

にな りきって、 独り合点で、 聞く 人に はよ く 呑 込めな 

いのです。 やがて、 お婆さん は 問われ もしない のに、 

鳩ケ 谷の 三 志 様と いう ものの 人格の 説明 を はじめ まし 

た。 

右のお 婆さんの 語る ところに よると、 鳩ケ 谷の 三 志 

様と いう 人 は、 武州足 立 郡鳩ケ 谷の 生れの 人であって、 

不二 講 という 教に 入って、 富士山に 上り、 さまざまの 

難行苦行 を したそう です。 


ところが、 そのうち、 お釈迦 様と 同じように、 こう 

い う 難行苦行 だ けが 本当の 人 を 救う 道で は ござるまい、 

誰かもう 少し 本当の 道 を 教えて くれる 人 はない か —— 

それから 師を 求め、 道 をと ぶろう て 修行して、 まさに 

その 道 を 大成した という ことです。 

そうして、 心身と もに 鍛え上げて、 道徳 も、 信仰 も 

完備し、 四十 余 年の 間五畿 七道いたら ざると ころな く、 

四方 を 遊説して、 実践躬行 を 以て 人 を 教え 導いて、 そ 

の徳に 化せられる もの 十 余 万人 を 数える ようにな つ た 

という ことです。 

「あの、 お前さん も 御 承知だろう が、 二宮 金次郎 様が 


ね、 野 州 桜 町の 復興の 時で ござんし たね、 いろいろに 

苦心 をして、 衰えた 土地 を 回復し、 人気 を 厚く しょう 

と、 寝る 目 も 寝ずに なされた が、 どうも 昔から だれ 癖 

の つ いた 土地柄 は、 金次郎 様の 力で も 一 朝 一 夕に 直す 

という わけに は ゆきません でな あ、 いや、 血 を 吐く よ 

うに 御苦労 をな された ものな の だ。 土地の人の 惰弱 だ 

けなら まあいい が、 よけいな 奴が 出しゃばって 来て、 

つまらない 改革 を するとい つて、 わざと 金次郎 様の 命 

令に 反いたり、 その 事業の 邪魔 をしたり な、 それ はた 

いへんな もので ござった ので、 金 次郎様 もどの くらい 

苦労な された か 知れた もので はない。 そのうち にある 


時の こと II 金次郎 様が 村 を 通りかかり ますと、 一人 

のお 婆さんが あってね、 それが、 外に 出て いた 草鞋 を 

取り上げて、 ていねいに、 ちょうど お前さんが したよ 

うに、 押しいた だいて 内へ しまったの を、 金次郎 様が 

ごらんな さ いまして ね」 

「お婆さんが 草鞋 を 押しいた だいて 内へ しまいこんだ 

の を、 金次郎 様が ごらんに なって な、 はて 珍しい、 奇 

特な こと だと、 そのお 婆さんに 問いた だしてみ ると、 


そのお 婆さん は、 日頃から ちゃんと 鳩ケ 谷の 三 志 様の 

教え をお 聞き 申して いる —— という ことが わか つ て、 

金次郎 様が なるほどと 感心 をな さって、 そういう わけ 

ならば わし も ひとつ 三 志 様に お頼み をしょう と、 それ 

か ら 金次郎 様が 三 志 様 をお 招きに なって、 村人に 説教 

をして お聞かせ 下さる、 村人が 追々 に 金次郎 様の 御 誠 

心と、 三 志 様の 御 説教が わかって きて、 桜 町の 復興の 

じょ-つ じゅ 

こと も 立派に 成就いた しました。 それ は、 一つに は 

金次郎 様のお 力、 一 つに は 三 志 様のお 力で ございまし 

た」 

与 八の 頭 は、 特にそう いう 話 をよ く受 入れる ように 


かつ  のぼりと 

出来て いる。 曾て 武州登 戸の 丸 山教の 教祖 様 に似てい 

もくじき ごぎよ-つし ようにん 

ると 感心 させられ たこと も あり、 木 喰 五行 上人と 比 

ベら れ たこと も ありまし たが、 ここで は、 鳩ケ 谷の 三 

志 様と いう 人と 比べられて いるので あります。 

しかしお 婆さん は、 最初のう ち は、 与 八の 人相の 引 

合いと して 三 志 様なる もの を 持ち出し たのです が、 今 

は、 与 八の 人相 は そっちの けにな つて、 鳩ケ 谷の 三 志 

さん ギ J よ -っ 

様の 鑽仰 で 持 切りに なって しまいました。 

「三 志 様 は 京都へ おいでる と、 必ず 御所 の 御門のと こ 

ひざまず 

ろへ 行って 跪 いて、 天子 様の 万歳 をお 祝い 申し上げ 

しもつ け 

る、 それから 下野の 日光 山に まいり ますと、 権現 様の 


前へ 跪いて 天下の 泰平 をお 祝い 申し上げる のです。 そ 

れ がもう、 一度 や 二度の ことじ や ございま せんよ、 何 

百 回と なる か 数え きれない ほどで ござんし てね。 それ 

から、 富士 のお 山へ 登り まし て 天下 泰平 五穀 豊年 の お 

祈り をす る ことが 百 六十 一度で ございました。 が、 天 

保 十一 一年の 九月に 七十 七 歳で お亡くなりに なりました。 

わたくしたち も 三 志 様の 教え を 受けた お 弟子の 一 人で 

してね —— お前さんの 御 人相が、 その 三 志 様に そつく 

リ似 ておいで なさる」 

二宮 金次郎 様と いうよう な 名前 は、 与 八 も、 子供 を 

教える 時に、 お 松 あたりから 聞いて 知ってい るが、 鳩ケ 


谷の 三 志 様 だけ は、 どういう 人 かよく わからな いが、 

金次郎 様に 負けない 徳行の 人で あると 思って いる。 

お婆さんの 物語る、 そういう 語りぶ リを、 与 八が 実 

によく 神妙に 受取る ものです から、 お婆さん もい い 心 

持に なって、 語り 続けました、 

じきぎ ようさ ま 

「中興の 食 行 様 は、 江戸の 巣 鴨に 住んで、 油屋を 営ん 

でお いでに なりました。 富士 のお 山の 麓に は、 食 行 様 

りつぎ よ -っ 

が 立 行と いうの をな さった 石が ございます、 その 石 

の 上へ 立った ままで 御 修行 をなさい ましたので、 石へ 

くぼ 

足の指の あとが ちゃんと 凹んで ついてい るので ござい 

ますよ。 食 行 様 は 御 一生の 間に、 富 土のお 山へ 八十 八 


回 御 登山 をなさい ました、 そうして いつも、 自分の 家 

業 は 少しも 怠らず、 常に 人に 教えて 『半日 は 家業に 精 

出せ、 半日 は 神様に おっとめ をす るよう に』 と 申され 

ました、 そこで 信徒た ちに も 『信心の あまりに も、 家 

業 を 怠ける ような ことがあ つ て はならぬ』 と 教えて、 

御 自分 も 教主の 御身で ありながら、 油 売り をお やめに 

なりません、 その 油を売る 時 も、 树の 底から 周囲まで 

竹 蔑で 油 を こすり 落して、 一 滴たり とも 買い手の 利益 

になる ように 商売 をなさい ますので、 人々 がみな 尊敬 

いたしました。 こうして 食 行 様 は、 享保 十八 年に 富士 

の 烏^子 岩に お籠りに なって、 そこで この 世 を 終りな 


さいました」 

八十 九 

お婆さん はなお 諄 々 として 語りつ ぎ、 語り 出で ま 

した、 

「教祖の 角行 様 は 肥 前の 国、 長 崎のお 方で ございます、 

御 本名 は 藤 原 邦武と 申されました。 応仁の乱 この 方、 

天下が 麻の 如く 乱れて、 人民が 塗炭の 苦に 落ち かけて 

いるの を、 見ても 聞いても おられず、 どうぞして、 こ 

の 世 を 救い、 人 を 助けたい と 思 召して、 これ はもう 人 


の 力で は 及び もない、 神のお 力 をお 借りす るより ほか 

はない と 思 召して、 十八の 時、 お 家 をお 出に なり まし 

て、 あまねく 名山、 大川、 神社仏閣の 霊場め ぐり をな 

さいまして、 最後に 富 土のお 山へ おいでに なりました。 

こ こぞ 御 自分の 畢生の 御 修行 場と 思 召して、 お 頂上、 

中道、 人 穴、 八 湖、 到る ところで あらゆる 難行苦行 を 

なさい ました、 それから いったんお 国許へ お帰りに な 

りまして、 また 再び 富士 のお 山の 人 穴に 籠って 大行を 

なさい ました。 そうして、 ひたすらに 天下 泰平、 万民 

和楽 をお 山の 神様に お祈り あそばして、 幾年 月の 間、 

外へ はお 出に なりませんで したが、 その 間、 織 田 信 長 


ごんげん さま 

公の 天下が 太閤 秀吉 様になり、 それから 権現 様の 御 政 

治に なって、 天下が はじめて 泰平に なりました。 それ 

を はじめて 知って、 角行 様 は 大願成就と お喜びに なり 

ました。 それが 御 縁で 角行 様 は、 この 富士 のお 山 こそ 

御 国の しるし、 御 国 はまた 万国の しるし、 取り も 直さ 

あめのみ なかぬ しの かみ たかみ むすびのかみ かみ むすびのかみ 

ず富士 のお 山 は、 天 御中 主神、 高 産 霊 神、 神 産 霊 神 

の 御 三体の 神様の 分 魂 のみ まし どころ であると いう 

こと を、 御 霊感に よって 確然と お悟りに なり、 そこで、 

この 富士 のお 山 こそ 天地の 魂の 集まり 所で あると、 こ 

うお 開きに なり、 天地の 始め、 国土の 柱、 天下 国 治、 

もとな り 

大 行の 本 也、 とお 遺言な さって、 正 保の 三年に、 富士 


の 人 穴で 御帰幽 なさい ました」 

そこで 富 土の 霊山 こそ は、 日本の 国の 秀霊 であって、 

それと 同じように、 日本の 国 は 万国の 秀霊 であると い 

うことの 信仰。 富士山 こそ は 天下 泰平 国土 安穏の 霊山 

であるから、 この 霊山 を 信じ、 祈る ことによって、 国 

家 安穏の 大願が 成就す る。 この 身体 を 清めて、 肉体の 

難行苦行に 堪える ことが、 一 切の けがれから 脱却す る 

最大の 手段で ある こと。 そうして この 心霊 を 練る こと 

によって、 神人 合一 の 妙所に 到り 得る ものである とい 

うような こと —— を、 事細かに 説いて は 与 八に 聞かせ 

ました。 


与 八 は、 いちいち それ を 頷いて 聞いて いる。 それ 

からお 婆さん は、 自分の 今度の 旅行 も、 この 故に 富士 

山へ 登山 参詣 をして 来た その 戻り道で あると いう こと 

を 聞かされて、 与 八 もこれ に は 実際的に 多少の 驚異 を 

感じた ようです。 というの は、 七十 以上のお 婆さんの 

身で、 真夏で も あれば 知らぬ こと、 もう 晚秋 といって 

もよ い 時分に、 単身で 富士 登山 をしての 戻り道 だとい 

うこと を 聞かされて みると、 与 八 も 鈍感な 頭 をめ ぐら 

して、 このお 婆さんの、 皺くちゃな 身体 を 見直さない 

わけに は ゆきませんでした。 

しかし 与 八 は、 必ずしも そのこと を 疑い はしません 


でした。 与 八の 頭 は、 何事で も 無条件に 信じ 得る よう 

な 頭に なって いるので すから、 むしろた だ、 そういう 

人が、 今、 お婆さんの 形 をと つて、 自分の 眼の 前に 現 

われて くれた ことの 大 いなる 驚異に 目 をみ はって、 あ 

ら ためて お婆さんの 皺くちゃな 身体 を 見直した までの 

ことです。 

九十 

やがて、 お婆さんが お湯から 上る と、 与 八 は 郁太郎 

を 背負い、 この 浴場から お婆さん を 導いて、 自分の 教 


場へ と 連れて来ました。 

教場と いっても、 それ は 特に しつらえた 建物で はな 

い。 暴 女王お 銀 様が こしらえた 悪女 塚 を 取 崩して、 そ 

こへ 構え こんだ 与 八 小屋が、 おのずから 教場と なり、 

校舎と なって いる —— そこへ お婆さん を 連れて来 ると、 

早く も 子供た ちが 群が つ て 来ました。 

「与 八さん、 お早う」 

「おじさん、 お早う」 

「先生、 お早う ございます」 

「こんにちは …… 」 

いっか、 彼等が 一通りの 礼儀 を 心得る ようになって 


いる。 初めに 子供た ちが 遊びに 来た 時分に は、 お辞儀 

など をす る 殊勝な 奴 は 一 人 もなかつ たが、 このごろ は、 

なにび と 

まず、 子供た ちが 何人に 対しても 朝晩の 挨拶 をす るよ 

うにな つ ている。 

与 八 は 炉辺の 講座へ 坐り こんで、 お婆さん を 席に 招 

じて 言いました、 

「お婆さん、 ぉ薷 麦が 出来て るから、 一 ぜん 食べて お 

いでなさい」 

「それ は それ は、 どうも」 

と 言って、 お婆さんが いよいよ 感心して、 好意 を 受け 

ると、 


「さあ、 みんな、 お婆さん にお 薔麦を 御馳走して 上げ 

な」 

見て いると、 与 八の 指図に 応じて、 子供た ちが 膳部 

の 用意 をす る。 ある 者 は、 鍋 を 持ち出し てお 汁の 吟味 

をし、 ある 者 は、 薪 を 抱え こんで 来て 炉の 中の 火 を 加 

えようと する。 ある 者 は、 流し もとへ 行って お膳と 茶 

碗 を 拭きに かかる。 

そうして ほどなく 養 麦 を あたためて 膳 を こしらえ、 

薬味まで ちゃんと 添えて、 お婆さんの 前へ 丁寧に その 

お膳 を 捲え たもので すから、 お婆さんが、 全く 驚異の 

眼 をみ はつ てし まいました。 


「まあ、 この 子供た ちの 鎂の いいこと、 こり やみん な、 

お前さんのお 弟子なん だね、 恐れ入 つ たもので すねえ」 

とお 婆さん は、 せっかくの 御馳走の 箸 をと る こと も 忘 

れて、 この 大男の 教育ぶ りの いいこと にも 感心 させら 

れて しまう し、 子供 たちのよ くま あ、 こう も 行儀よ く 

仕込まれ ている —— という ことに も 感心 させられ てし 

ま つ ている ようです。 

「お婆さん、 お 給 仕を致します」 

「お婆さん、 お出しなさい まし」 

「さあ、 お婆さん、 わしが 打った おそば ですから、 ど 

うか 一 ぜん 召 上 つ てお くんなさい まし」 


かつば 

与 八が そう 言って すすめる 傍らに は、 一 人のお 河童 

がお 盆 を 持って、 ちゃ あんと かしこま つてお 給仕に か 

しずいて いるので すから、 お婆さん はいたく 恐縮し、 

「こり や、 まるで、 大 勧進で 御 本膳 をいた だくよう な 

もの だ」 

そこで、 お婆さん は、 お 椀 をお しいた だいて、 お 養 

麦の 御馳走に あずかる。 

内 はこの 通り、 しとやかな もの だが、 外が 急に 物騒 

がしくな りました。 


一度に どっと 声 を 揃えて、 うたい、 離して 来る 雑音。 

万事い い 心 持で おそば をよ ばれて いるお 婆さん も、 

突然な もの 騒がしい 声に は 驚かされ、 暫し箸 を 休めて 

外 を 見やる と、 与 八 もまた そちらへ 注意 を 向けて 見 ま 

した。 

九十 一 

やがて、 下から 登って 来た 子供の 一 大隊 を 見る と、 


真中に 隊長が 一 人、 大きな 男根の 形 をした こしらえ 物 

を、 紅 がらの 粉で 真 赤に 染めた の を 中に 押 立てて、 そ 

の 周囲に 揉み合い、 押し合つ ている。 


ダ アサ イナ 

そうして、 今、 揉み合い、 押し合いながら、 この 悪 

女 塚の 教場の 方へ と 押し 上って 来る。 

しかし、 まあ、 本来が 子供の 遊戯に 過ぎない の だか 

ら、 ただ 不意 を 打 たれた だけで、 お婆さん も 再び 快く 


箸 を 執って、 お 薔麦を 食べつ づけました。 

「よく 出来ました ねえ、 このお 薔麦 は。 御 遠慮な しに 

いただき ますよ」 

お婆さん は、 三 椀まで 換えて、 ぉ薔 麦の 御馳走に なつ 

ている うちに、 例の 揉み合い、 押し合いの 子供た ち は、 

もはや 盛んな 勢いで、 与 八の 道場の 前、 悪女 塚のと こ 

ろへ 押し 上り、 溢れ出して、 そこで 前より はいつ そう 

馬力 を かけて、 押し合い、 へし 合いして いる。 


ダ アサ イナ 

それ は、 まさしく 何 か 風俗 行事のう ちの 一 つで あつ 

て、 乱暴 を 働きに 来た もので ない こと はわ かってい る 

が、 熱狂し きってい る 子供の 眼中に は、 もはや 悪女 塚 

の 庭 もなければ、 与 八の 教場 もない。 


ダ アサ イナ 

押し合い、 へし 合いして いる、 その 前後左右に 出没 

して、 また 別な 頑 童 共が、 割 竹 を 持って 地面 を 打 叩き 


ながら、 噺し 立てて いる。 それが 風俗 年中行事 であり、 

子供ら が 習慣に よって 無邪気 に 熱狂して いるの はいい 

としても、 心 ある 人に、 目ざわりになる の は、 その 真 

中に 押 立てられた あれです。 誰が、 どう 見ても、 男根 

の 形と しか 見えない 大物 を、 紅 がらで こて こてと 真 赤 

に 塗り立て、 それ を 真中に 擁して 一 大隊の 子供が、 

ひみず 

火水に なれと 揉み 立てて いるの だから、 目に 立てない 

わけに はいかない。 すべて、 今までの 接待に 感心ず く 

めで 通して 来たお 婆さん も、 それ を 見ない わけに はい 

かない。 与 八 もまた それ を 見せない わけに はいかない。 

かお 

ブチこわ しだ！ と、 与 八で なければ 面の 色 を 変え 


たでしょう。 今まで 子供た ちの 親の いい ことにすつ 

か リ感 心さ せて 置いた のが、 これ を 見られて はブ チ壊 

しにな つてし まう。 せっかくの お客様の 前へ、 こうい 

う もの を 担ぎ込まれ たので は、 主人 側と して は、 面 か 

ら 火が 出る ような 思い をし なければ ならない。 

それ を 与 八 は、 別段、 赤い 面 もせずに、 へ へらへ へ 

きも  つ ぶ 

らと 笑って 見て いました。 お婆さん は 肝 を 潰し かけた 

形で、 眼 を 円く している。 子供の 一 大隊 は、 


ダ アサ イナ 

ついに 与 八の 教場の 眼の 前まで 来て、 割 竹 を 持った 

もの は、 早く も 土間の 方へ なだれ 込み、 ますます 馬力 

を かけて、 


九十 二 


この 分で いると、 教場 内へ 乱入し 兼ね まじき 勢いに 

見えました けれど、 与 八 は 泰然自若 として 驚きません 

でした。 

あき 

お婆さん も 一 時 呆れ返つ たが、 やがて 穏 かに 自分の 

きんちゃく 

巾着 を 取り出して、 

「さあ、 お婆さんが どうろく さまへ 差 上げる よ」 

と 言って、 小銭 を バラ 蒔いて やる と、 子供た ち は それ 

を 拾い 取る と共に、 潮の 引く ように 引き あげて、 揉み 

合い、 へし 合いながら、 庭 を 下って 下へ おりて 行く の 

です。 

これ は、 ホンの その場限りの 景物で ありました。 


それから 右のお 婆さん は、 与 八に お 礼を言って、 自 

分 は 信 州 飯 田の 者で ある、 右の ような 次第で お 富士さ 

んへ 参詣して 来たが、 これから 故郷の 信 州 飯 田へ 帰る、 

お前さん もどう か、 そのうち 都合して、 ぜひ 飯 田まで 

遊びに 来て 下さい、 飯 田へ 来て 松 下のお 千代 婆さんと 

言えば、 直ぐ わかる。 

待って いるから、 ぜひ 都合して 遊びに おいでなさい 

ねんごろ 

II と 懇 にす すめました。 

そこで 与 八 も、 どのみ ち 末始終 は 旅に 出づ べき 運命 

の 身 だと 心得て いるから、 いっかお 婆さんの 故郷、 信 

濃の 国の 飯 田 へ 行つ てみ ようと いう 気に だけ はなり ま 


した。 

いざ 出立と いう 時に、 与 八 は、 

「わし も 今日は 竜王まで、 ちょっくら 用事が あるから、 

一 緒に お送り 申しましょう」 

かくて 与 八 は、 またも 郁太郎 を 背負い、 お婆さんと 

道づれ になって、 ある 程度まで お婆さん を 見送りな が 

ら、 自分 は 自分の 用足し をして 帰ろうと いう 門出です。 

お婆さん は、 自分の かぶって いた 菅笠 を、 与 八の た 

めに と 言って 残した。 その 笠に は、 富士 のお 山のお し 

るし も あれば、 お婆さんの 故郷、 信 州 飯 田 —— 池 田 町 

II 松 下 千代と 書いて ある。 


それ をお 婆さんの 記念と して 受け 納めた 与 八 は、 別 

に 新しい 笠 を 換えて お婆さんに 贈り、 そうして 二人 は、 

この 教場 を 立ち 出で ました。 天気が 良くて、 签無 川の 

そび 

沿岸から 八ケ 岳の 連峰が 行 手に 聳えて いる。 与 八 は 歩 

きながら、 お 千代 婆さんに 向って 述懐 を 試みる。 

「うちの 大旦那 様が、 今、 上方へ 向けて 旅 をして おい 

でな さる、 上方 見物と いう 名代 だが、 本当 はたった 一 

人の 娘さんの ことが 心配になる のでしょう。 その 娘 さ 

ん というの は、 きかない 気のお 孃 様で、 お父さんの 大 

旦那 ももて あまして、 お 嬢 さまの なさる ように 好き 自 

いぶきやま 

由に させて お置きな さる。 こんど 近 江の 国の 胆吹 山と 


いうと ころの 下へ、 そのお 嬢 様が 広大な 地面 を 自分で 

お買いな すって ね、 そこへ 一 つの 国 を こしらえ るんだ 

そうです、 何 をし でかしな さるの かわからない。 こち 

らの 大旦那と いう 方 も、 実はお 気の毒な 方な ので、 こ 

の 通り 甲 州 第一 等の 身上で お あんな さるのに、 御 家族 

運が 悪くて ね、 たった ひとり 残ったお 嬢 様が その 通り 

なんです から、 お 大抵の 心配事で は ございません。 上 

方へ おいでになっても、 また そのお 出先で、 お 嬢 様と 

衝突がなければ いいと、 みんな それ を 心配して いるん 

で ござんす よ。 それで、 実は わし も、 お 留守居の 方 を 

番頭さん にお 任せ 申して、 胆吹 山へ 行って みようかと 


思って いると ころです。 そうしたら その 途中、 お 婆 さ 

んの ところへ おたずね 致しましょう」 

九十 三 

ややあって、 お婆さん は 急に 思い出し たように、 

「ああ、 それ それ、 わたし は、 すっかり 忘れて いた、 

今日は、 だいに 様のお 墓参り をす る 約束であった のに」 

と 言って、 改まって 与 八に 問い かけた の は、 

「若衆さん、 お前さん、 済みませんが、 ちょっと、 だ 

いに 様のお 墓まで 案内 をして 下さい、 頼みます」 


「だいに 様と お つ しゃる の は？」 

「だいに 様 —— 有名な お 方です よ、 ここから 遠くない 

ところに お 墓が ある はずです、 お前さん、 そこへ わた 

し をち よ つ と 案内して 下さい」 

「だいに 様 —— わしゃ、 そういうお 方 を 存じません が」 

与 八 は、 真に 当惑 面で 答えました。 お婆さんから 突 

然に、 だいに 様、 だいに 様と 問われても、 いっこう 自 

分に は 心 当りがない ので、 お婆さん だけが、 ひとりの 

み 込みで あると は 思う が、 しかし、 他国から 来た 人が 

こうして、 だいに 様、 だいに 様と 無造作に 問い かける 

ところ を 以て 見れば、 あまねく 世間が 知っている 名前 


に 相違ない。 ところが 与 八 は 一向 それ を 知らない。 

人が 知っていて、 与 八が 知らない こと は、 だいに 様 

もくじき ごぎよ-つし よ-つ にん 

に 限った こと はない。 現に 木 喰 五行 上人の ことな ど 

も、 与 八 はいつ こう 知らない間に 人が 知らせて くれた。 

自分 は武 蔵の 国から 出て 来て、 いま 隣国の 甲斐の 国に 

いる こと だけ は 知っている。 甲斐の 国へ 来て 知ってい 

る 人と いえば、 自分の 身辺に 触れて 来た 人の ほかに は、 

古いと ころで 武田 信玄公 —— そのほかに は、 ちょっと 

与 八の 頭で は 思い出せない。 思い出せば 水晶ぐ らいの 

ものです。 

そこで、 だいに 様のお 墓と いって、 お婆さんから 先 


刻 御 承知の ものの ように 尋ねられて、 つかえて しまつ 

たの は 是非 もない ので、 まことに 済まない 面 をして 与 

八が 次の 如く 申し わけ をし ました。 

「わし は、 この 土地の 生れで ねえんで ございま すから、 

何も 存じません、 親類 身よりも この 土地に はねえん で 

すから ねえ」 

「いや、 お前さんの 親類と は 言いません、 だいに 様 を 

お前さん は 御存じな いかね、 困った もの だ、 では 誰ぞ、 

その 辺の 人に 聞いて みましょう」 

あぜ 

田の 畔を 通る 村人 二三 人 を 呼び止めて、 お婆さんが 

同じように 問い かけました。 


「だいに 様のお 墓 は、 どちらで すね」 

これに 対する 返答 は、 ほぼ 与 八 同様の もので ありま 

した。 

いずれもお 婆さんが ひとり 合点で、 だいに 様、 だい 

に 様と 呼びかけ るのに、 問われた 方 は 怪訝な 面 をして、 

ぐっと 返答に さし 詰って しまう のです。 与 八 は 他国者 

だから、 それ を 知らない にしても、 正銘の 土地の 者が、 

二人、 三人、 みんな 当惑して、 きょ とんと した 眼で お 

婆さん を 見る。 

ちょうど、 四 人目に 田 を 起して いる 老人 をつ かまえ 

た 時に、 その 人 だけが やっと 眉 を 開いて、 


やまがた だ いに さま 

「ああ、 だいに 様、 山 県大武 様のお 墓で ごいす かい。 

たけやぶ 

そり や 近いと ころで ごいす よ、 あの 大きな 竹 藪 を 目 あ 

てに おいでな すって、 あの 藪の 中に ごいす よ、 ちょつ 

とわ かります めえ が、 崩れた 塔婆が あるに はあり やす 

よ —— まあ、 あので かい 藪の 中 を 探して ごらんな さつ 

て」 

と 教えて くれたので、 お婆さん は 喜んで その 教えられ 

た 方の 大竹欒 をめ ざして 進んで 行く から、 与 八 も それ 

に 従わない わけに は ゆきません。 

九十 四 


お婆さんが、 ひとり 呑 込みで、 だいに 様、 だいに 様 

と 口走って いた その 人の 本名 は、 「山 県 大武」 という 名 

前で ある こと だけ はわ かりました。 だいに 様、 だいに 

様と 言わないで、 本名の 山 県 大武を 呼び さえ すれば、 

土地の 物識り は 知っている という こと も わかりました- 

田圃の 間 を ずんずんと 進んで 行く と、 ほどなく その 

大竹 藪まで 来ました。 別に 囲い もない が、 さりと て、 

どこに 道が ついている のか わからない。 それ をお 婆 さ 

んは 見つ くろって、 怖れ 気 もな く 中へ 入って 行く ので 

す。 与 八 も 何が何だか わからな いながら、 つい、 お 婆 


さんに 露払い を させて しまって、 若い 自分が それに 追 

従し なければ なら なくなつ たの は、 お婆さん その 人 は、 

たずねる 墓の 主 をよ く 心得て いるが、 自分 はいつ こう 

知らない。 これほどに して 熱心 にお 婆さんが たずねる 

くらいだ から、 お婆さんの 血筋に 近い 人で も あるの だ 

ろう。 

自分に は 何の 関係 もない の だから、 どうも 先走る 気 

になれ ない のです。 

しかし、 なかなか 大きな 竹 藪に 入り込ん だのです か 

ら、 どこが どうか、 入って 見て いよいよ わからな くな 

ゆくて  く も 

る。 往手 は枯枝 や、 蜘蛛の巣、 それに 足 許に 竹の 切 口 


や、 木の 株 や、 凹みな どもあって、 危ない。 ほとんど 

昼な お 暗い、 八幡知らずの 藪の ようになって、 さし も 

のお 婆さん も 少し ひるんで いる。 その 時に 与 八が さき 

へ 出て、 

「お婆さん、 この 竹 藪 を 突 切って、 一度む こうの 竜王 

の 土 堤へ 出て 見よう じゃありません か、 土 堤へ 出て 向 

うで 聞いて みたら、 知っている 人が あるか もしれ ませ 

んょ」 

「そうしましょう かね」 

お婆さん も少々 我を折って、 二人 は 一応 その 竹 藪 を 

突 切って、 あちらの 土 堤へ 出ようと いう ことにな り ま 


した。 

しかし、 土 堤へ 出る つもりで 竹 藪 を 突 切って みたが、 

意外に も 土 堤へ は 出ないで、 グッと 田圃の 眺望の 開け 

たと ころへ 出て しまったが、 その 途端に、 

「あつ！」 

たかね 

一 一人の 目 を 射た もの は、 真上に 仰ぐ 富士の 高嶺の 姿 

でありました。 雪 を 被って、 不意に 前面から 圧倒的に、 

しかも 温顔 を もって 現われた 富 士の姿 を 見る と、 お 婆 

ひざまず 

さん は 真 先にへ たへ たと そこに 跪 いて、 伏し拝んで 

しまいました。 与 八 は 土下座 こそしなかった が、 思わ 

ず 両手 を 胸に 合わせ 拝む 気になりました。 


甲斐の 国に いて 富士を 眺める こと は、 座敷に いて 床 

の 間の 掛物を 見る のと 同じような ものです が、 大竹藪 

を 突 抜けて 来て、 思いがけない 時に その 姿 を 前面から 

圧倒的に 仰がせられ たために、 二人が 打 たれて しまつ 

たのでしょう。 

お婆さんが 山岳の 感激から 醒めて 立ち上 つ た 時に、 

程近い 藪の 中から、 真白い 煙が 起り、 そこで 人声が し 

ました ものです から、 とりあえず そちらの 方へ 行って 

みる ことにしながら、 お婆さん は、 富 士の姿 を 振 仰い 

では 拝み、 振 仰いで は 拝みして 行く うちに、 与 八 は 早 

くも その 白い 煙の 起った ところと、 人の 声の したと こ 


ろへ 行き着いて 見る と、 そこに は 数人の 人が あって、 

ていねい にお 墓の 前 を 掃除 をし、 その 指図して いると 

ころの、 極めて 人品の よろしい 老人が 一人 立って いる。 

だいに さま 

「あれが 大武 様のお 墓 だよ」 

「そうでし たかね」 

「徳大 寺 様 も 来て いらっしゃる」 

九十 五 

富士を 拝み 拝み、 たどり 着いた お婆さん は、 この 人 

品の よい 老人 を 見る と、 恭 しく 頭 を 下げ、 


「これ はこれ は 徳大寺 様 —— 」 

徳大寺 様と 言われた 極めて 人品の よい 老人 は、 頭に 

そうしょ うず きん  じっとく 

宗匠 頭巾の ような もの をいた だき、 身に は 十徳を 着て 

いました が、 侍が 一人つ いて、 村人ら しいの を 二人ば 

かり 連れて来て、 お 墓の 掃除 を させて いる。 

「これ は 女 高山のお 婆さん、 待 兼ねてお りました」 

と、 徳大寺 様が お婆さんに 気軽く 応対 をし ました。 

「途中、 道より をして おり ましてね、 遅くなりまして 

相 済みません、 ここが その だいに 様のお 墓所で ござい 

ます 力」 

とお 婆さんが、 遅刻のお 詫び をしながら 尋ねる と、 人 


品の 極めてよ い 老人が 頷 いて、 

「ああ、 ここが 山 県 大武の 墓な の だ、 この 通り 荒れ 果 

てて、 見る 影 も なくなって いるから、 いま 掃除 をして 

もら つ ている ところ だよ」 

「それ は それ は、 では ひとつ、 御 回向 を 願いましょう 

か」 

掃除 も あらかた 済んだ 時分に、 徳大寺 様が 香 花 を 

手 向ける と、 お婆さんが 水 を そそいで、 懇ろに そのお 

墓 をと ぶらいました から、 続いて、 徳大 寺様附 きのお 

侍と、 与 八と、 それから 掃除に 来た 二人の 百姓た ちと 

が、 手 を 合わせました。 


「与 八さん、 お前、 どこへ お行きな さる」 

礼拝が 済んで から、 与 八に 言葉 を かけた の は、 お 墓 

の 掃除に 頼まれて 来た 牛久 保の 富 作と いうお 百姓で し 

た。 

与 八 も 見知り越し であり、 その子 供 を 世話して やつ 

ている。 そこで 答えました、 

「このお 婆さん をお 送り 申しながら、 ちょっと 竜王 ま 

で 用足しに 参りました」 

「そうです か、 どうもい つも 餓鬼共が お 世話にば つか 

りなり まして」 

「どういたしまして」 


「それに また、 この 節 はお 湯が 開けて、 与 八さん もい 

くどく 

よいよ 忙しいで しょうね、 功徳に なって いいこと です 

よ、 人助けになります よ」 

「はいはい」 

「大旦那 様 は 旅に おいでになった そうです ねえ」 

「いつごろ、 お帰りに なりやす か」 

「近いうちに お帰りになる でしよう が、 たまのお 出先 

のこと だから、 また、 何 か 別な 御用 向が 起る かも 知れ 

ましね え」 

「与 八さん が 来てから、 あのお 屋敷へ 光が さした と、 


みんなが 言って ますよ」 

「どういたしまして」 

こんな 挨拶 を 交して いる 間に、 徳大寺 様 はじめ、 お 

婆さん、 お 侍、 みんなお 墓に 対して 回向 礼拝 を 終り、 

さて これから、 お婆さん は 徳大寺 様と 一緒に、 甲府へ 

行く という ことにな りました。 

与 八と して は、 この 竜王 村への 用事 を 兼ねてな ので 

いとま 

すから、 では これでお 暇 をし ましょう —— という こ 

とに なって、 お婆さん は 与 八に 厚く 礼を言った 上に、 

「与 八さん、 ちょっと こちらへ いらっしゃい、 このお 

方 は、 徳大寺 様と 申し上げて、 畏くも 天子 様の 御 親類 


に 当る 身分の 高い お 方で いらつ しゃいます —— お 目 通 

リ をして お置きなさい」 

と 言って、 徳大寺 様へ 向いて は、 

「何と 珍しい 心がけの、 人相の よい 若衆 では ござい 

ません か、 鳩ケ 谷の 三 志 様に そっくり だと、 わたし は 

見て いるので ございます、 お見知り 置き 下さい ませよ」 

と 言って、 二人 を 引合 わせました。 

九十 六 

かくて、 徳大寺 様、 おつきの 侍と、 お婆さんと は、 


ここ を 立って 甲府の 方へ 向けて、 田圃 道の 間 を 歩み 去 

りました。 

その あと を 見送りながら、 焚火に あたって 与 八 は、 

村人 二人と 話して います。 村人 二人から 話しかけられ 

て、 与 八が その 相手に なって いるので あります。 

「与 八さん、 どうして あの 女 高山のお 婆さん を 知って 

るで え」 

「わしゃ、 前から 知っている という わけ じゃあり ませ 

ん、 今日、 お婆さんが、 お湯に 入りに 来て、 それから 

知合いに なりました」 

「では、 知らね え 人 だね」 


「はい、 信 州の 飯 田と いうと ころのお 婆さんで、 お 富 

士 さん を 信仰な さるの だとい うこと だけ は 聞きました 

力」 

「それ は、 それに 違えね えが、 なかなか ェ ライお 婆 さ 

ん だよ」 

と 言って、 富 作が このお 婆さんの 身の上 を、 よく 与 八 

に 話して 聞かせました。 

松 下 千代女 (すなわちお 婆さんの 本名) は 信 州 飯 田 

の 池 田 町に 住んで いる。 鳩ケ 谷の 三 志 様、 すなわち 富 

おた にろ くぎょう 

士講 でい う 小谷禄 行の 教え を 聞いて から、 熱烈なる 不 

ニ教の 信者と なり、 既に 四十 年間、 毎朝 冷水 を 浴びて 


かず  さじ 

身を浄 め、 朝食のお 菜と して は 素 塩 一 匙に 限り、 

祁 寒暑 雨 を 1^ わず、 この 教 のために 働き、 夫が 歿して 

から 後 は II 真 一 文字に この 教 のために 一 身 を 捧げて 

東奔西走 している。 その 間に 京都へ 上って 皇居 を 拝し、 

ほうそばん ざ い 

御所 御礼 をして 宝祚 万歳 を 祈る こと 二十 一回、 富士の 

お 山に 登って、 頂上に 御来光 を 拝して、 天下 泰平 を 祈 

願す る こと 八 度 —— 五畿 東海 東 山、 武総常 野の 間、 や 

すみな く 往来して 同志 を 結びつけ、 忠孝 節義 を 説き、 

さと 

放蕩 無頼の徒 を 諭して は 正道に 向わし め、 波風の 立つ 

一家 を 見て は、 その 不和 合 を 解き、 家々 の 子弟 や 召使 

を懇々 と 教え 導き、 また、 台所 生活にまで 入って、 薪 


炭の 節約 を 教えたり、 諸国 遊説の 間に、 各地の 産業 を 

視察して 来て、 農事の 改良 方法 を 伝えたり などす る も 

のです から、 「女 高山」 という 異名 を 以て 知られる よう 

になって いる。 「女 高山」 というの は 「女 高 山彦 九郎」 

という 意味の 略称で、 つまり、 安政の 勤王家 高 山彦 九 

郎が 単身で 天下 を 往来した ように、 このお 婆さん は、 

女の 身で、 単身 諸国 を 往来して 怖れない —— その 旅行 

ぶりが、 彦九郎 に似てい る。 また 京都へ 行って、 御所 

御礼 を 怠らない 勤王ぶ りが、 高 山彦 九郎に そっくりで 

ある。 その、 人 を 改過遷 善に 導く 功徳と、 利用 厚生に 

まで 人 を 益す る 働き は、 むしろ 本家の 高山に 過ぎた る 


ものが ある —— 

右のお 婆さんと いう 人 は、 右の ような 女傑で ある I 

I という ことの 説明 を、 富 作さん の 口から 聞いて、 与 

八が なるほどと 感心 を させられました。 

して また、 一方の 徳大寺 様と いうの はいかに、 これ 

こそ、 まことに 貴い 公家 様で ござって、 女 高山の 婆 さ 

んは、 ェ ライと いっても 身分と して は、 信 州 飯 田の 一 

おそれおお 

商家の 女に 過ぎない が、 徳大寺 様と きた 日に は、 畏多 

くも 天子 様の 御 親類 筋で、 身分の 高い お 公卿 様で い 

らっしゃる。 今 は 富 士教に 入って、 教主の 第 九 世 をつ 

いでお いでになる。 


という こと を 富 作さん が、 与 八と、 もう 一人のお 百 

姓に くわしく 語って 聞かせた ところから、 与 八 は、 で 

は、 この 山 県 大武様 も やっぱり 富 士講の 仲間で いらつ 

しゃる のか、 とたず ねる と、 富 作さん が 首 を 烈しく 左 

右に 振リ、 

「違う、 全く 違う —— 山 県大式 様と いう 人 はな …… 」 

九十 七 

牛久保 の 富 作 さ ん は 言 いました、 

「山 県大武 というの は、 富 士講の 信者 じ やねえ です、 


あれ は武 田信玄 公の 身内で、 有名な 山 県 三 郎兵衛 の 子 

孫で ごいす、 先祖の 山 県 三 郎兵衛 は武田 方で 聞え た 勇 

士 だけれ ど、 山 県大武 はずつ と 後れて 世に出た もんだ 

から、 戦争 もな し、 勇武で 手柄 を 現わした わけ じ やね 

えので す、 学問の 方で 大した 人物で ごいした、 勤王 方 

でして ね。 今時、 勤王と いえば、 上方の 方の 人の よう 

にば つ かリ受 取られる けれど、 山 県大武 様なん ぞ こそ、 

さきがけ 

その 勤王の 魁 です よ、 今の 勤王なん ざ あ、 みんな 大 

武 公のお 弟子み たような もので ごいす。 誰も 勤王なん 

かと 言わね え 先から 勤王 を 唱えて な、 日本の 政治 は 天 

子 様のお 手元 へ お渡し 申さな くち やい かん —— という 


説 を 唱えた もんだ から、 関東のお 役人に 睨まれて、 と 

うとう 首 を 斬られて しま つ とうだ」 

「え ッ！」 

首 を 斬られた と 聞いて、 聞いて いる 者が 驚きました _ 

そういう エラ ィ人、 有名な 人で、 他国の 者までお 墓 

へ 参詣に 来る、 ことに 徳大寺 様と いったよ うな、 天子 

様 御 親類 筋 に 近い 身分の 方まで が 御 参詣 に 来る くらい 

だから、 よっぽど エラ ィ人 に違いないと 思って、 与 八 

を はじめ 聞いて いたのに、 その 人が 突然 首 を 斬られた 

と 聞いた ものです から、 聞いて いた 二人が、 え ッ！ 

と 言って 眼 を 見合わせ たので、 富 作さん も、 世 を 憚る 


ように 声 を 低く して 語リ つぎました、 

r 大武 様はェ ライ 大学 者で ね、 朝廷のお 公卿 様 や、 諸 

国のお 大名 方で、 争って 大武 様のお 弟子に なった ちう 

ことです。 なんしろ 大学 者 だから、 諸子 百 家の 学問 か 

ら、 医学に 至る まで、 学問と いう 学問に 通じてお いで 

なすった が、 ことに 兵法 軍学の 方の 大家で な あ、 人の 

気づかない 意見 を 述べた もの だから、 江戸の 方のお 役 

人から 睨まれて い 申した。 ある 時、 本当に そういう 御 

了見で もなかつ たで ごいしよ うが、 兵法 を 講釈の つい 

でに、 江戸のお 城 を 攻める に はどうし たらい いか、 ど 

こから どう 攻めれば 落し 易い とか、 そういう こと を 例 


えに 引いて 話した のが 悪かった だね え、 それば かり 

じ やねえ、 諸国の 地理の こと も、 裏から 裏まで、 ちゃ 

んと 頭の 中に そらんじて おいでな さるし、 あの 城に は 

弓矢が どのくらいあって、 鉄砲が どのくらい ある、 い 

ざと 言えば、 何人の 人が、 いつ どこへ 集まる —— とい 

うことまで ちゃんと 心得て おいでん さ つたの だから、 

将軍 様 も 怖くな つたので ごいしよう、 こういう 人物に 

もし 勢が ついて、 誰か 謀叛 気の ある 大名で も 後ろ だて 

になった 日に は、 由 比の 正 雪の 二の舞 だ、 というよう 

なわけ で ごいしよう。 人間 も 馬鹿 じ やい けね えが、 そ 

うかと いって、 あんまり エラ 過ぎる と 危ないで さあ。 


大武 様なん ぞは 人物が あんまり エラ 過ぎて、 時勢の 方 

が 追いつき 兼ねた です、 つまり 時勢よりも、 人物の 方 

が ェ ラ 過ぎた という わけで、 とうとう 首 を 斬られて し 

まいな さった。 その くらいだ から、 近年まで、 誰もお 

墓に 参詣す る ものな ざ ああり やしゃ せん、 エラ ィ人だ 

という こと はわ かっていても、 うつかり 参詣なん かし 

いしょう ものなら、 悪く 睨まれても つまり やせんから 

ねえ —— だが、 時勢が、 どうも、 だんだん 大武 様のお つ 

しゃる 通りに なって 行く ような あんばいで、 近頃 は あ 

あやって、 徳大寺 様の ような お 身分の 方まで が、 わざ 

わざお 墓 詣リに 来て 下さる II この 土地の 村々 でも、 


大武 様の 書き残した 本な ど を 読む ものが 殖えて きまし 

たよ」 

九十 八 

神 尾 主 膳 は、 根 岸の 控 屋敷の 居間で、 顎 をお さえな 

がら、 机に よりかかって、 二日酔いの 面 をう つらう つ 

ら とさせて いる。 

今日は、 好きな 字 を 書いて みる 気 もな く、 例の 筆の 

すさみの 思い出 日記の 筆 をと るの もものう いと 見えて 

起きて 面 を 洗った ばかりで、 朝餉の 膳に も 向おうと し 


ないで、 こうして ぼんやりと、 うつらう つらして 机に 

もたれて いると ころです。 

ぼんやりと、 うつらう つらして、 やや 長い こと 気 抜 

けの 体で ありまし たが、 そのうちに、 さっと 二日酔い 

の 面に、 興奮の 色が ちらつい たかと 見る と、 三つの 眼 

が、 くるくる つと 炎の ように 舞い 出して きました。 

神 尾 主 膳に は 三つの 眼が ある こと —— これ は 申す ま 

でもな く、 染 井の 化物 屋敷に いた 時分に、 弁 信 法師の 

ために 授けられた 刻印な のです。 額の 真中 を、 井戸の 

つるべ  ぼたもち だい 

はね 釣瓶で 牡丹餅 大 にばつ くりと 食って 取られた その 

あとが、 相当に 癒着して いると はいえ、 塗り隠す こと 


も、 埋め込む こと もで きない —— 親の 産み 成した 両眼 

の ほかに、 縦に 一 つの 眼が 出来て いる。 

これが 出来て 以来、 人目に この 面 を さらす ことが で 

きない。 いや、 それ 以前から 人前で は 廃った 面に なつ 

て、 これで 内外 共に、 人外の 極めつ きにされて しまつ 

た。 

この 面 を 人に 会わす こと は 避けて いるが、 子供 は 正 

直 だから 言う、 

「三ッ 目 錐の 殿様」 

神 尾 主 膳 は 興奮のう ちに も、 三 ッ目錐 を 急所へ キリ 

キリと 押 揉む ような、 何 かしらの 痛快 を 感じた と 見え 


て、 額の 三 眼が、 クル クルと 炎の ように 舞い 出した の 

です。 

こうな つた 時 は、 触る る ものみな 砕く より ほか はな 

い。 傍え にあれば ある もの を 取って 抑えて、 むちゃく 

ちゃに その 興奮の るつぼへ 投げ込む より ほか はない。 

お 絹と いう 女が いれば、 こういう 興奮 を、 忽ち 取つ 

て 抑えて ぐんにゃり させて しまう。 三ッ目 錐の 炎 を 消 

すに は、 頹 しかけた お 絹と いう 女の 乳白色の 手で 抑 

える と、 主 膳 はた あい もな く 納まる。 そうでなければ 

酒 だ。 傍え に 酒が あれば 手当り 次第に あおる ことに 

よって、 この 興奮 を 転換させる。 転換と いう こと は 解 


消で はない。 一時、 その 興奮 を 酒に 転換 させて、 方向 

だけ を ごまかして みる だけの もので、 酒 を あおる ほど 

けん どじ ゆうら い 

に 、 興奮が やがて 捲土重来して、 級数 的 にか さに かかつ 

て 来る の は 眼に 見える ような もので、 そこで 例の 兇暴 

無比なる 酒乱と いう やつが 暴れ出して 来て、 颱風 以上 

たくま 

の 暴威 を 逞 しう する。 

今日は、 この 場に お 絹が いない —— 酒がない。 

お 絹 は 異人 館 へ 泊り込んで いる。 

酒類 は 一切 隠されて いる。 使 を 走らせても、 近いと 

ころの 酒屋で は 融通が 利かない ことにな つてい る。 主 

膳 は 立って 荒々 しく 押入 や 戸棚 を あけて 見た けれども、 


この 興奮に 応ずる 何もの もない。 

そこで また、 机の 前に 坐り 直した けれども、 どん底 

からこみ 上げて 来る 本能 力 を どうす る こと もで きない- 

三ッの 眼が 烈しい 渴 きを 訴えて、 乳 を 呑みたがる、 真 

白い 乳 を 呑みたがる。 咽喉の 方 は 咽喉の 方で 鳴り 出し 

て、 酒 を 求めて 怒号して いるのに、 眼 は 乳 を 呑みた がつ 

ている。 

すずり  はっし 

当る を 幸い —— 主 膳 は 机の 上の 硯を とって、 発 止 

と 唐紙へ 向って 投げつ けました。 硯の 中には 宿 墨が 

リんリ  ぼっこん 

まだ 残って いた —— 唐紙と、 畳に、 淋漓と して 墨痕が 

飛ぶ。 


九十 九 

「いや、 これ は 驚き やした、 これ はまこと にお それや 

やなり しんどう 

す —— 屋鳴 震動」 

すずり 

と 変な 声 を 出して、 いま 神 尾 主 膳が 硯を 投げ飛ばし 

た その 間から、 抜からぬ 面 を 突き出し たの は、 例に よつ 

て、 の だい このような 鶴 助 (本名 金 助) という 男で、 

ちリ めん 

こいつが 今日は また 一段と 気取って、 縮緬の しきせ 羽 

織 を ゾロリ と 肩す ベリに 着込んで、 神 尾の 居間へ ぬつ 

ぺ りと 面 を 突き出した ものです。 


「鶴 助か」 

「殿様、 いったい 何と あそばし たので げす、 我々 共が 

ちょっと 目 を はなし ますて えと、 これ だからお それや 

す」 

「鶴 助、 いいと ころへ 来た、 今日は 朝から むしゃくしゃ 

してた まらない ところ だ、 面 を だせ、 もっと こっちへ 

面 を だせ」 

と 神 尾 主 膳が、 やけに 言います と、 金 助 改め 鶴 助が、 

「この 面で げす か、 この 面が 御 入用と あれば …… 」 

「そうだ、 そうだ、 その 面 を もっと 近く、 ここへ 出せ」 

「いけ やせん、 もともと 金 公の 面なん て 面 は、 出し 惜 


み をす るよう な 面 じ やが あせんが、 それ だと 申して、 

殿様の その 御 権 幕の 前へ 出した 日に やた まりません」 

「出さない か」 

「出しません よ、 決して 出しません、 いい 気になって 

つん 出した 途端 を、 ぼかり！ 鶴 助、 貴様の は 千 枚 張 

リ だから、 このく らい 食わしても 痛み は 感じまい、 ど 

うだ、 少し はこた える か、 なん ぞと 来た 日に はた まり 

ません からな。 こう 見えても、 面 も 身のう ちで げす」 

「どう だ、 びた 助、 今日は 十両 やる から、 その 面 を ひ 

とつ、 思いき リ ひっぱたかせて くれない か」 

「せっかく だが、 お断わり 申して え、 これで、 お 絹 さ 


まあたり から、 びた 公 や、 お前の その 頰っぺ た をち よ つ 

とお 貸し、 わたしに ひとつぶ たせて おくれで ないか、 

気が むしゃくしゃして たまらな いから、 ひとつ わたし 

にぶた せて おくれ、 てな こと を おっしゃられ ると、 よ 

うがす とも、 鶴 公の 面で お 宜しかったら、 幾つな とお 

ぶちなさい、 右が 打ちよう ござんす か、 それとも 左が 

お 恰好で げす かと、 こうして 持 寄って、 た あんと おぶ 

たせ 申しても 悪く が あせんが ねえ、 殿様の 腕つ ぶしで 

やられた 日に はた まりません や、 これで も 鶴 助に とつ 

て は、 かけがえ のね えたった 一 つの 親譲りの 面なん で 

げすから な あ」 


「ふん —— ちゃち な 面 だな あ、 陣幕 や 小 野 川の 腕で ぶ 

たれたん なら 知らぬ こと、 この 尾羽 打 枯らした 神 尾の 

やせうで 

痩 腕が、 そんなに こたえる かい、 一 つぶた せリゃ 十両 

にな るんだ、 この 神 尾の 痩 腕で …… 」 

「どういたしまして、 殿様の なん ぞは、 そり やど ちら 

かと 申せば きゃしゃ なお 手なん でげ すが、 何に 致せ、 

もとは 鍛えた お 手練で いらっしゃる、 手練が おありな 

さるから、 たまりません や」 

「は、 は、 は、 わし は あんまり 武芸の 手練 はない ぞ、 

若い 時、 もう 少し 手練 をして 置いたら と 思われる が、 

つい、 酒と 女の 方に 手練が 廻り 過ぎて しまった」 


「いや、 どういたしまして、 何と おっしゃっても、 お 

家柄で ございます、 殿様のお 槍のお 手筋な ど は、 御 幼 

少 から 抜群と、 鶴 助 夙に 承って おります るで げす」 

意外に も 神 尾 は、 このの だい こから 自分の 武芸 を 推 

称された ので、 少し あまずっぱい 心 持が してきました。 

百 

なるほど、 おれ は 旗本と して は、 やくざ 旗本の 標本 

みたよう な もの だ。 武士と して は、 箸に も 棒に も かか 

ら ぬのら くら 武士 だ。 


だから、 その 点に 於て は、 微塵、 人 も 許さず、 自分 

も 許して はいない。 武術 鍛鍊 のこと などが、 おくび に 

も 周囲の 話題に 上った こと はない の だが、 只今、 偶然 

にも、 このお つちよ こちよい の 口から、 武芸の ことが 

飛び出して 来た。 

それ を 主 膳 は 小耳に ひっかけて、 奇妙な 気になった 

途端から、 昂奮が 少しずつ 醒めて きました。 

その 気色が 緩和され た 様子 を 見る と、 人の 鼻息 を 見 

る ことに 妙 を 得た びた 助 は、 するすると 神 尾の 間近く 

進んで 来ました。 もう 打 たれる 心配 も、 叩かれる おそ 

れ もない と 見て取った のでしょう。 果して 御機嫌の 納 


まりかけ た 神 尾 は、 対話に なつてから、 自分ながら 事 

珍しい ように、 びた 助に 向つ てこん な こと を 言い かけ 

ました  

「なるほど —— びた 公、 貴様に 今 おだてられて、 おれ 

は 変な 気になつ たの だが な」 

「変な 気な どに おなりに なって はいけ やせん、 その 変 

きず 

な 気になり なさる のが、 殿様の 玉に瑕 なんでげ す」 

「変な 気 だとい つて、 どんなに 変なん だか 貴様に わか 

るか」 

きしょく 

「変な 気 は 変な 気で げすよ、 変った 気色で げすな、 い 

わば 正しから ざる 気分で げしょう、 正 は 変なら ず、 変 


は 正なら ず、 変 は 通ず るの 道な り、 君子の 正道 じゃあ 

が あせん」 

「くだらな いこと を 言うな、 今 おれが 言 つ た 変な 気と 

いうの は、 貴様に いま 言われて、 なるほど そうだと 気 

がつ いたの は、 おれの 家 も 旗本で は 武芸 鍛練の 家で、 

おれ も 子供の 時分から 相当 武芸 を 仕込まれ ていた こと 

だよ、 ことに 槍に 於て は、 手筋が よくて、 師匠から も 

見込まれた ものなん だ、 それ を 貴様、 どこで 聞いて 来 

た」 

「でげ した か。 さような 真剣な 御 質問で げすと、 鍵 助 

も 恐縮  どこで 聞いた とおたず ねに なりましても、 


よそ ほかから 伺う ところ も ございません、 お 絹 様から 

伺い やした」 

「そうか、 あの 女 は、 おれの 子供 時分から のこと を 知つ 

ている、 知らない にしても、 人から 聞いて いるだろう」 

「まず その 如くで げす、 大 殿様が、 あれで なかなか 武 

芸の お仕込み はや かまし くて いらっしゃつ たもの でげ 

すから、 幼少の 折より 若様へ は、 みつち リ 武芸 をお 仕 

込みの 思 召しで、 ずいぶん 厳しかった ものなん だそう 

でございます」 

「その 通り だ、 子供の 時分から、 いい 師匠に ついて や 

ら せられた の だ、 だが、 仕込まれた 武芸の 稽古より、 


仕込まれない 外道の 稽古の 方が 面白くな つてし まった 

のが、 この 身の 破滅 だよ」 

「にっきまして、 憎 いのは、 あのお 絹 様て 御し んぞな 

んで げす」 

「どうして」 

「憎い じ やが あせん か、 肉 を 食っても 足りね えとい う 

のが、 あの 御し んぞ なんでげ す、 憎い 女で げす」 

「どうして、 お 絹が そんなに 憎い」 

「先 殿様に、 それほど 御 寵愛 を 受けて おりながら、 そ 

の 若様 を、 そんなにまで 破滅に 導いた、 その 有力な 指 

導 者 は、 つまり、 あのお 絹 様 じゃあが あせん か」 


「いや、 そういう わけで もない よ、 あいつ だけが 悪い 

のじ やない —— 」 

と 言った が、 神 尾 主 膳 はこ こで また、 むらむらと 浮か 

ぬ 気になりました。 

びた 

本名の 金 助 を、 神 尾 は 「金」 では 分に 過ぎる からと 

言って、 鶴と 呼んで いる。 そう 呼ばれて、 こいつが ま 

た 納まって いる —— 

百 一 


いったん 緩和し かけた 神 尾 主 膳の 癇癩 が、 その 時 

に またむら むらつ とき ざして 来たの は、 お 絹と いう 名 

を 呼ばれた その 瞬間から はじまったら しいので す。 

そんな ことにお 気の つかない 金 公 は、 いい 気になつ 

て、 

「全く 以て あの マダム • シルクと きた 日に は、 いつ、 

どこへ お 年 をお 取りな さるんだ かわかり ません、 たま 

らな いもので げす、 ぶち 殺して やりたい ような もんで 

げす」 

と、 ベラべ ラ附け 加えて しゃべって しまったので、 神 

尾の 三つの 目が またも 炎 を 出しながら、 クル クルと 廻 


転し ました。 

「びた 公！」 

と 言 つた 神 尾の 権 幕の 変って いるのに 思わず ゾッ とし 

た 鍵 助 は、 それでも、 これ は 食べつ けて いる 例の 病気 

だな と、 甘く見る こと を も 心得て いるもの ですから、 

さあらぬ 体で、 それ を あやなす つもりで、 

「何事で げす かな」 

「あの 絹と いう 女 は、 ぁリ や、 今では 真実 ラシ ヤメ ン 

になり きってい るの か」 

「いや、 これ はこれ は、 事 改まって 異様なる おんのう 

せ」 


扇子で ピ タリと 自分の 頭 を 叩いて 言いました。 

「お 絹 様 —— ぺ 口に 翻訳 をいた しまして マダム • シル 

ク —— あの方が、 真実 正銘の ラシ ヤメ ン になり きった 

かとの 御 尋ね、 これ は ほかならぬお 殿様の おんのう せ 

はな は 

として は 甚だ 水臭い」 

の  ごと 

「野 だ わ 言 を 申さず、 はっきりと 白状し ろ、 あの 女 は- 

このごろ は 異人 館へ 入りび たり だ、 ちっとも ここへ は 

落ちつかない」 

「そり やその はずで ございま す —— お 絹 様 は 遠大なる 

目的 を 以て、 異人 館に 乗 込んで いらっしゃる、 その 遠 

大 なる 目的の、 遠大なる 所以に 至って は、 どなたより 


も、 こちらの 殿様が 御 承知の はずで いらっしゃる、 そ 

れを いまさら 改まって、 お 絹 は ラシ ヤメ ン になり きつ 

たの か、 キ シメン にの しきった のかと いうよう なお 尋 

ね は、 いささか 水臭い おたずね じ やない かと、 びた は 

心得ます」 

「うむ —— それ はそんな もの かも 知れない がな」 

と 神 尾 は、 強いて 癇癩 をお しこらえ るよう に、 言葉 を 

胸の 中へ 一 べん 送り返して、 また 言いました、 

「そり や、 そんな もの かも 知れない が、 世間に は 

木乃伊 取りの 木乃伊と いうの が ある」 

おびた だ 

「これ はまた 我々 共 を 御 信用ない こと 夥 しい、 いさ 


さかな 邪推、 中傷 …… マダム. シルクに 限って —— そ 

れに 参謀と して 目から 鼻へ 抜ける ボ ー ィの忠 作 君、 ま 

た 物の 数なら ね どかく 申す 鶴 助」 

「そいつら がみん な 甘い もの だ、 なめた つもりで 総な 

めに 舐められる なよ、 毛唐の 方が 役者が 上 だ、 毛唐と 

はいえ、 あいつら は 海山 を 越えて、 嫌われ 抜いて いる 

この 国へ やって来て 仕事 をしょう という 奴等 だ、 貴様 

たちの 手に 乗る ような 甘口ば かりじ やない、 日本の 国 

を覘 つて 来る 奴等 だ、 貴様た ちの 一人 や 二人 丸呑みに 

する の は、 蛇が 蚊 を 呑んだ ような もの だ。 それ を 思う 

と、 あの 女 を はじめ 貴様た ち を あいつら に 近づけた の 


は、 こっちの 大きなぬ かりだ、 うっかり 甘口に 乗った 

神 尾 主 膳の のろ さ 加減 を、 今 つくづく 考えて いたと こ 

ろ だ。 毛唐 を 舐めても のにして やろうと 企んで いる 奴 

等が、 舐められ ている、 貴様 も 舐められ ている、 お 絹 

なん ぞは、 頭から 尻尾まで 舐められ ている —— 」 

こう 言って、 神 尾 主 膳の 三つの 眼が 勢い を 加えて、 

また 乱舞 を はじめました。 

百 二 

「それが、 いけ やせん」 


と 鶴 は 扇子 を斜に 構え、 

「すべて、 敵 を はかる は 味方より、 というの が 軍法の 

極意で げして、 従って 敵 を 舐めん とすれば、 まず 味方 

を 舐めさせて、 甘い ところ を たっぷりと 振舞って 置く 

のが 寸法で げす。 いかにも 仰せの 通り、 海山 を 越えて、 

そんのうじょうい  しろもの 

この 尊王攘夷の 真只中へ 乗 込もう て 代物で げすから、 

たとえ 眼の 色、 毛の 色が 変り ましょう とも、 一 筋 網の 

奴等 じゃあが あせん、 うつかり していた 日に は、 日本 

の 国の 甘い 汁と いう 汁 は みんな 吸われて 持って行かれ 

ちゃい やす。 現に 近代に 於ても、 性の いいと ころの 

日本の 国の 金銀 を、 どのくらい あの 奴等に 持って行か 


れ たか、 数えられ たもの じゃあが あせん —— どうして、 

船に いたせ、 機械に いたせ、 あちらと こちらと では 段 

が 違い やして、 太刀打ちが できる 相手 じゃあが あせん。 

なまむ ぎむら 

現に 相 州の 生 麦 村に 於て、 薩 摩つ ぼうが 無礼者！ て 

んで、 毛唐 を 二人 か 二人 半 斬った はよ ろしい が、 その 

代りに、 みすみす 四十 四万両 てえ 血の 出る ような 大金 

を、 異国へ 罰金と して 納め 込まに やなり やせん。 長 州 

の 菜つ ぱ隊 が、 下 関で 毛唐の 船とう ち 合い をして、 日 

本の 胆ッ玉 を 見せた なん ぞ とおつ しゃり ますが、 その 

尻 は どこへ 廻って 参りましょう、 みんな 徳 川の 政府が、 

このせ ち 辛い 政治 向のお 台所から、 血の 出る ような 罰 


金と して、 毛唐め に 納めな きゃあ ならない 次第で げす 

 そこへ 行きます てえ と、 何とい つても ェ ライの は 

日本の 絹と、 ラシ ヤメ ンで げすよ、 日本の 絹糸 は どし 

どし 毛唐に 売りつ けて、 こっちへ 逆にお 金 を 吸い取つ 

て 来る、 それから ラシ ヤメ ンで げす、 ラシ ヤメ ン とい 

うと 品が 下って 汚い ような 名で げすが、 名 を 捨てて 実 

を 取る、 というの が あの 軍法で げして な」 

金 公 は 抜からぬ 面で、 いつもの 持論 を まくし 立てる。 

今の 日本人 は、 毛唐に 対して、 威張れば 威張る ほど 

損 をす る。 威張って いる 上流の 人間 ほど、 毛唐から 借 

金 をした がったり、 毛唐に 罰金 を 取られたがって いる。 


それに 反して、 日本の 絹糸 を 売り込み さえ すれば、 

毛唐 は 喜んで 高 金 を 出して 買って 行く。 それが ために、 

どのくらい 日本へ 金が 落ちる か 知れない。 

それと、 もう 一 つ は、 この 鏢助 独特の ラシ ヤメ ン立 

国論で —— こい つが 臆面な く 喋り 立てる ラシ ヤメ ン 

立国 論と いうの は、 つまり 次の ような 論法で ある。 

露 を だに 厭 ふ 大和の 女郎花 降る あめりかに 袖 は 濡ら 

さじ —— なんての は、 あり や、 のぼせ 者が 作った 小説 

でげ す。 

拙が 神奈 川の 神風 楼に ついて 実地に 調べて みたと こ 

ろに よると、 その 跡 かたは 空 をつ かむ 如し、 あれ は 何 


かために すると ころの ある 奴が こしらえた 小説で げす- 

事実 は 大和の 女郎花の 中に も、 袖 を 濡らしたがって 

いる 奴が うんと ある。 毛唐の 奴め も、 女に かけて は 全 

く 甘い もんで、 たった ー晚 にして からが、 洋銀 三枚が 

とこ は 出す。 月ぎ めと いう ことになるて えと、 十両 は 

安いと ころ、 玉に よって は 二 十両ぐ らい はサ ラサ ラと 

出す。 そこで、 仮り に 日本の 娘が 一 万人 だけ ラシ ヤメ 

ン になった と 積って ごろうじろ、 月 二 十両ず つ 稼いで 

一 年 二百 四 十両の 一 万人と して、 年分 二百 四十 万両と 

いう ものが 日本の 国へ 転がり こむ。 これが お前さん、 

もとで 

資本 要らず で げすから 大した もん でげ さあ。 というよ 


うな 論法が、 こいつの ラシ ヤメ ン立 国論に なって いる。 

百 三 

「ねえ —— 殿様、 さいぜん も 槍のお 話が 出ました こと 

でげ すが、 昔 は それ、 槍 一本で 一国 一 城の 主と もな リ 

ました、 お 旗本の 御 先祖 様なん ぞは 大方 は それでげ す。 

ところが、 当今に なりまして は、 もはや 槍 一本で 一国 

一城の 主と いうよう な 夢 は、 歴史が 許しませんで げし 

てな」 

鶴 公 は、 しゃあしゃあ として、 高隱 面に 喋りつ づけ 


る。 

「その 一国 一城ての が、 当今 は みんな 心細い もので し 

てな、 お 台所 をう かがい ますて えと、 大 大名と いえ ど 

も 内実 は、 みんな 大 町人に 頭が 上らな いんで げすから 

な、 借金 だらけで げすよ、 勤王 方 も 佐幕 方 も、 台所 方 

は 似たり よったり でげ す、 表 はお 家柄の 格式で 威張つ 

ていても、 蔭へ 廻る と、 大 町人のお 金の 光に はかない 

ません、 みじめな もんで げすよ —— 将来 は 金で げすな、 

もう 槍先の 功名 の 時代 じゃあが あせん」 

そこで 大きく 金 を 儲ける ために は、 どうしても、 い 

やな 毛唐と 取組まなければ ならない。 毛唐と 取組む に 


は、 女に 限る —— 

要するに 一 つの 軍法 だ。 

それともう 一 つ、 いま 築地の 異人 館へ ボ ー ィに住 込 

ませて 置く 忠作 という 小僧が、 あれが また なかなかの 

ちゃっかり 者で、 ボ— ィに身 を やつして、 毛唐の 趣味 

趣向から、 その 長所 弱点 を ことごとく 研究 中で ある。 

そこで、 マダム . シルク を 先鋒と して、 忠作を 中堅に、 

我々 が 後援で、 異人 館を濡 手で 乗 取って しまう の も 間 

近いう ち —— まず それまで は、 しばし の 御 辛抱 —— と 

いうよう な こと を、 鶴 助が 口に 任せて ベ ラベ ラ とまく 

し 立てる の は 例の 通りで、 神 尾と いえ ども、 こいつら 


の 軽口に そのまま 乗って しまう ほどの 男で はない が、 

そういう 話 を 聞かされる うちに、 またまた 癇癩が 多 

少 緩和され てきて、 頭の 中 は 雨 時の ように、 曇ったり 

晴れたり する が、 そのむ しゃくし やの 原因が きれいに 

拭い 去られた わけで はない。 

「鶴 公、 貴様の 能書と 講釈ば かり を、 いい 気になって 

聴いて いる おれで はない —— おれに はおれで 野心が あ 

るの だ、 いい か、 今日は ひとつ、 いやが 応 でも それ を 

切 出す から、 貴様 ひとつ 手配 をして みろ よ」 

「もとより、 殿の 御馬 前に 討死 を 覚悟の 鶴 助め にご ざ 

ります」 


「ほかで はない、 今時 は ラシ ヤメ ンが 流行る、 なる ほ 

ど、 貴様の 言う 通り、 ラシ ヤメ ンで国 を 富ます 方法 も 

あるか も 知れない、 そんな ことが いいの 悪い のと、 貴 

様 を 相手に 討論す る おれで はない、 ラシ ヤメ ンを する 

ような 腐れ 女に、 金 を 出したい 毛唐 は 出せ、 ラシ ヤメ 

ン になって まで 金が 欲しい 女 はなれ、 おり や、 かれ こ 

れと 子の たまわく は 言わね え —— だが、 毛唐め が 日本 

もて あそ 

の 女 を 弄 ん でみたい の も 人情と いう やつなら、 日本 

の 男 も 毛唐の 女 をお もちやに してみ てえ というの も 人 

情だろう —— おれ は 万事、 むしゃく しゃする 胸の 中 を、 

相身互い として 納めて みた いんだ。 いい か、 おれ も 今 


まで、 遊びと いう 遊び はおお かた やった よ、 人間の す 

る 道楽と いう 道楽 も、 一 通り や 二通り はやって ゃリ尽 

したが、 まだ 毛唐の 女 を 相手に してみ たこと はな いん 

だ。 いい かい、 お 絹と いう 女 は、 おれの 見る 前で、 い 

い 気で 毛唐 をお もちやに して いやがる、 おれ も、 毛唐 

の 女と 遊んで みたい というの は 無理 かい。 貴様 ひとつ 

取 持て —— 」 

「大 ッ？， - 

「誰彼と いおうより、 築地の 異人 館の あの 支配人て え 

やつの 女房 を、 おれに 取 持て」 

「え ッ？」 


百 四 

「え ッ」 と金 公 は、 主 膳の 一 文句 ごとに 仰山ら しく ク 

ギリ をつ ける。 神 尾 は 物凄い 顔 をして つづける。 

「日本へ 来て いる 毛唐の 奴 は、 見 ゆる 限りの 日本の 女 

を択リ 取り だ、 こっちの 人間 は 毛唐の 女に 対してそう 

はいかぬ、 相手に したくと も、 こっちへ 来て いる 毛唐 

の 女の 数 は 知れて いる、 択リ 好みす る わけに はいかね 

えの だから、 見た とこ 勝負 だ、 一昨日 異人 館で 見た、 

あの 支配人の かか あとい うのが よろしい、 いい も 悪い 


もない、 あれに 決めた、 貴様、 あの 毛唐の 女房と ひと 

つ、 水入らずで 一 杯 飲める ように 取 持ち をし ろ」 

「これ は 奇抜で げす、 ズバ 抜けた 御 註文で げす、 さす 

がの 鶴 公、 すっかり 毒気 を 抜かれ やして げす」 

「どう だ、 いやと は 言えまい、 こっち からお 為 ごかし 

にお 絹 を 連れ出して、 異人 館へ ハメ 込んで 置く のを大 

目に 見て やって いる 以上 は、 あっちから 相当の 奴 を、 

こっちへ 廻させる、 それが 交易と いう もの だ —— 交易 

の 講釈 は 貴様が お 師匠で、 飽きる ほど 聞かされ ている、 

いやと は 言えまい」 

「いや どうも、 敵すべからず でげ す、 何と あいさつ を 


致して いい か、 鶴 助、 このところ 返答に 窮す」 

「窮 する こと はない」 

「弱り ましたな」 

「弱る こと はない」 

「とにかく —— その、 殿様、 殿様の おっしゃる ところ 

にも、 そり や 一 理 あるに はあり ますが、 どうも はや… 

…とにかく、 女房 はいけ ません よ、 主 ある 女 はいけ ま 

せん、 何でしたら、 そのうち いいの を 物色いた しまし 

て、 殿様のお 望み を 叶える ことに 致し やしよう、 そう 

短兵急に お つ し やられて は 困ります」 

「逃げ口上 は 許さぬ、 おれが いったん 口に 出した 以上 


は、 横にで も、 縦に でも、 車 を 押切る の だ」 

「でも、 人の 女房 はいけ ません、 主 ある 女 はいけ ませ 

ん —— ほかに」 

「なぜ、 いけない」 

「なぜと おっしゃ りましても、 売り物 買い物なら、 そ 

しろ-つと 

れは 差支え ございません、 素人で ございましても、 色 

の 恋のと いうまでもなく、 得心ず くで したら、 そり や 

よこれんぼ 

横恋慕 も かなう ， j とが) j ざいましょう、 毛唐と は い え、 

れっきと した 商館の 女房 を 取 持て —— こり や 御 無理で 

ござんしょう」 

「無理で ない」 


「無理で ない とおつ しゃる のが、 無理の 証拠で ござん 

しょう」 

「無理で ない —— なるほど、 こっちの 倫理 道徳から 言 

えば 無理 かも 知れない が、 毛唐の 奴に は 無理で ない」 

「毛唐と 申しましても、 人間の 道に 二つ は ございます 

まい」 

げどう 

「ある、 二つ も 三つ も ある、 毛唐 は 即ち 外道なん だ、 

聞け、 鶴 公、 こっちで は、 娘の うちもも とより、 女の 

貞操と いう もの を 重んずる が、 女房に なつてから は 絶 

対 的 だ、 娘のう ち は 多少 ふしだら をしても、 どうやら 

女房に 納まった 後 は 不義 をし ない、 また 売女 遊女の 上 


りで も、 人の 女房と なれば、 日本の 女 は 貞操 を 守る と 

いうの が 習わし だ、 ところが、 毛唐の 女 は 違う、 娘の 

うち は 存外 品行が 正しい が、 女房に なつてから かえつ 

て 貞操 を 解放す る 習わし だと 聞いて いる、 もちろん、 

みんなが みんなそう では あるまい が、 毛唐の 方で は、 

比較的 自由で あると 聞いて いる、 だから、 人の 女房で 

も、 存外た やすく ものに なると 聞いて いる —— おれが 

知っている そのく らいの 風俗 を、 貴様が 知らない はず 

は あるまい、 どう だ、 真剣に 返事 をし ろ」 

主 膳の 三ッ 眼が 青い 炎 を 吹いて いる。 


百 五 

金 助 改めび た 助 は、 こういう 場合に、 主 膳の 意に 逆 

らうよう な 文句 を 以て 応酬す る ことの、 かえって 火に 

油 を 注ぐ ような ものである こと だけ はよ く 知っている- 

そこで、 忽ちに 論法 を 一変して しまって、 ことごと 

く 神 尾の 言い分に 同じて しまいました。 そうして、 毛 

唐なん ていう もの は、 要するに 獣の 部類に 属する もの 

で、 お 体裁ば かり は 作って いるが、 その実、 人倫なん 

ぞは 蹂躪して かまわない、 その 証拠と して は、 衣冠 束 

帯な どの 儀式 を 知って いるもの は 一人 もな く、 男 はみ 


んな 仕事師 同様の 筒つ ぼ を 着て いる。 

女 は 鳥の 毛 や 毛皮 を 好んで 着たがる が、 それ は 今い 

うと ころのお 体裁ば かりだから、 室内に いる 時 は 裸に 

なりたがる。 ごらんなさい、 毛唐の 女の 絵と いえば、 

八 分 通り は みんな 裸で げすから な。 裸になれと 言えば、 

どんな 高尚な 奥様で も 裸になる ばかり か、 その 裸 姿 を 

絵に 描きたい からと 言えば、 どんな 高尚な 奥様で も 一 一 

つ 返事で、 その 裸 を 描かせて くれる。 それば かりじ や 

が あせん、 その 裸の 姿 を、 大勢の 見る ところの 書画 会 

かなに かへ 持って来て さらしものに すると、 どんな 高 

尚な 奥様で も、 御 当人 嬉しがる こと、 嬉しがる こと。 


そこへ 行く と 日本の 国の 女なん ぞは、 肌 を 人に 見ら 

れ ると 舌 を 嚙んで 死んで しまう。 たいした 違いで げす。 

日本の 女 は 肌 を さらしものに される こと を 恥辱と 心得 

ている が、 あちらの 方 は、 素 裸 を 社会 公衆の 前に さら 

しものに して、 それが 御 自慢なん でげ す。 つまり、 人 

間の こしらえた 衣裳なん ぞを 引っかけ たので は 天真の 

美 を 損ず る —— わが 女房の 一 糸 も かけぬ 肉体 を ごろう 

じろ、 この 通リ 天の 成せる 艷麗 なる 美貌 —— テナ わけ 

でが あして な。 

でげ すから、 な あに、 商館の 番頭の 女房と いえ ども、 

支配人の 細君と いえ ども、 話の 持ち かけよう によって 


は、 どうにか ならない 限り はがんすまい。 びた 一 代の 

しぼ 

知恵 を 搾って、 腕に より を かけて ごらんに 入れます か 

けんこ-つ 

ら、 少々 お 気 を 長く お待ち 下さい。 そもそも 兼 好 ほど 

こうのむ さしの かみ もろな お  えん や 

の 剛の者が ついて おりながら、 高武 蔵守師 直が 塩 谷 

の 妻で しくじつ たの も、 短気から —— すべて 色事に は 

短気が いちばんの 損 気。 

というよ うなお べんち やら を、 びた 助が 繰返して、 

また ともかくも 神 尾 主 膳 を 一 応 まるめ 込んで しまい ま 

ひ， 1. こ。 

さて、 それから ようやく、 金 助 改めび た 公が、 今日 

ここへ 神 尾 を そそのかしに 来た 来意の ほど を 申し出る 


段取りに なリ ましたが、 その 問答 は、 

あ く じさ 

「時に、 今日は 例の 悪食の 御 報告 を 兼ねて 推参、 ぜっ 

みの わ 

ぴ おともが 仰せつ けられたい —— ところ は 三輪 町の 金 

座 —— 時間 は 正七ッ —— 」 

という ことの 誘いでした。 

「行こう」 

神 尾が 一 議に 及ばず 賛成した ものです から、 

「有難え —— 」 

ぎよ-つさん 

と 仰山ら しく、 びた 助が 自分の 頭 を 叩いて、 そうして 

駕籠 を、 乗物 をと いうの を 断 わって、 神 尾が、 

「三輪まで は 一 足 だ、 ブラ ブラ 歩こう ではない か」 


「結構で げす、 金 座へ 向けて ブラ ブラ 歩き、 これが 当 

時 はやりの 金 ブラで げす」 

神 尾 主 膳 は、 縮緬の 頭巾 を 被って 三ッ 眼の 一 つに す 

だれ をお ろして、 一 刀 を 提げて 立ち上る と、 びた はこ 

ろ ころしながら その後に ついて、 外へ 出かけた のです 

が、 その 目的地 は 今 もび た 公が 言った 通り、 三輪 町の 

金 座 —— というと ころで あり、 その 目的 は 悪食 —— に 

ある。 けだし、 相当の もので あろうと 思われる。 

百 六 


金 助 改めび た 公が、 神 尾 主 膳 を そそのかして 外へ 

た て ま え 

引っぱり 出しました。 びた 公が そそのかした 建前 を 聞 

いてみ ると、 今日の 正 七ッ時 —— 悪食の 会、 ところ は 

三輪の 金 座 —— というと ころに なって いて、 神 尾 も そ 

れを 先刻 御 承知の ものの ように、 一議に 及ばず 出動と 

いう ことにな つたの だが、 悪食の 会 は 悪食の 会で よろ 

しいと して、 三輪の 金 座と は どこ だ。 

かね ふき 

金 座と いえば、 一昨年 焼ける 前まで、 日本 橋の 金 吹 

町に 在った はず だが、 それが、 三輪 方面へ 移転した と 

いう 話 は 聞かない。 では、 銀座の 間違いで はない か。 

銀ブ ラ —— 道 庵 先生 でさえ ハイキング を やる 世の中 だ 


から、 この 両 デカダ ン が銀ブ ラを 企てる こと も あり そ 

うな ことで は あるが、 当時に あっても 銀座と いえば、 

やっぱり 京 橋から 二 丁目 あたりの 地名で は あるが、 電 

車 も、 バス も、 円 タク もない 時代に、 根 岸からで はブ 

ラ ブラの 区域に ならない。 

果して この 二人 は、 江戸の 中心地 を 目指して 進んで 

行く ので はなく、 根 岸から 東北へ それて 行く の は、 当 

然、 びた が 先刻 言明した 通りの、 三輪 あたり を 志す も 

のに 相違ない。 根 岸から 三輪なら ば、 相当の ブラ ブラ 

区域です。 

神 尾 主 膳 も 一 議に 及ばず、 びた の 勧誘に 応じて 出動 


したくら いです から、 最初の ほど はかなり 気 をよ くし 

て、 ブラ ブラ 歩き 出した ものです が、 そのうちに、 ま 

きしょく 

たも 気色 を 悪く してし まいました。 

それ は、 あの 辺に は、 寺と、 広い 武家屋敷との ほか 

に、 百姓 地が 多く ある。 それから また、 千 住から 三輪 

街道の あたり は、 かなりの 百姓 街道に なって いる。 

もとより、 往来す る もの は 百姓 だけで はない が、 あ 

いに く、 この 日に 限った ことで はない が、 近在の 百姓 

連が 多く、 それ も、 神 尾の 姿 を 見て、 多少の 畏 憚を以 

て 行き 違う もの も あるが、 どうかす ると、 あぶなく 突 

き 当り かけて、 かえって こっちの 間抜け を 罵り 顔に 


過ぎて 行く もの も ある。 

その 百姓 を 見る 時に、 神 尾の 気色が また 悪くな リま 

した。 

神 尾 は 生れながら、 百姓と いう もの は 人間で ない I 

I ものの 如く 感じて いる。 

それ は、 当然、 階級 制度の 教える ところの 優越性 も 

原因す る ことに は 相違ない が、 それほど 神 尾と いう も 

のが、 百姓 を、 忌み、 嫌い、 呪う というの は、 別に ま 

た 一 つの 歴史 も あるので す。 

しぼ 

それ は、 神 尾の 先祖が、 百姓 を 搾ろうと して、 かえつ 

て 百姓から ゥンと 苦しめられ、 いじめられ ている。 神 


尾の 祖先のう ちの 一 人が、 自分の 放蕩 費の 尻 を 知行 所 

の 百姓に 拭わせようと したために、 百姓一揆 を 起され 

て、 家 を 危うくした ことがある。 

体面の 上から は 勝った が、 事実に 於て は 負けた。 領 

主としての 面目 は 辛うじて 立った が、 内実 は 百姓の 言 

い 分が 通って しまったの だ。 だから、 心 ある 人 は、 そ 

れ から 神 尾の 家風 を 卑しむ ようにな つ ている。 

その 歴史が 今 も 神 尾 を 憤らせて いる。 百姓と いう や 

つ は、 厳しく すれば 反抗す る、 甘く すれば つけ 上る I 

I 表面 は 土下座しながら、 内心で はこつ ち を 侮って い 

る、 最も 卑しむべき 動物 は 百姓 だ —— これに は 強圧 を 


加える より ほかに 道 はない と、 それ以来の 神 尾 家 は、 

代々 そう 心得て 百姓 を 抑えて 来て いた。 今の 神 尾 主 膳 

も、 百姓 を 見る と 胸 を 悪く する こと、 その 歴史から 来 

ている。 

百 七 

この 点に 於て、 神 尾 主 膳 は 徳川家 康の 農民 政策 を 支 

持して いる。 

「権現 様の 収納の 致し 様」 といって、 百姓 は 生かし も 

しぼ 

せず、 殺し もせざる ようにして 搾れ、 という ことが、 


すなわち 徳川家 康の 農民 政策で あつたと、 今日まで 伝 

えられて いるの だ。 

毎年の 秋、 幕府 直轄の 「天領」 を 支配す る 代官が、 

その 任地に 帰ろうと する 時、 家康は これら を 面前に 呼 

びつ けて、 郷村の 百姓 共 をば、 

「死なぬ ように、 生きぬ ようにと 合点いた し、 収納 申 

付くべし」 

と 申し つけたと いう ことで ある。 

その 伝統 を 承って、 これ は 家康の 落胤 だとい われた 

土 t 井大炊 頭の 如き は、 ある 年、 その 居城、 下 総の 古河 

に 帰った 時、 前年まで は 見る 影 もなかった 農民の 家が、 


今 は 目に 立つ ようにな つ て 来たと あって、 

「百姓、 生き 過ぎ はしない か」 

と、 部下の 役人に 詰問 的の 問い を かけた という ことに 

なって いる。 

その 当時の 一 村の 名主の 家に は、 必ず 水牢、 木馬の 

類が 備えて あつ たの だ。 百姓 共が 年貢 を 滞納す る 時 は、 

水牢に 入れ、 木馬に 乗せて、 これ を 苦しめた もの だ。 

それだけ を 聞いて いると、 いかにも 農民に 対して、 

血 も 涙 もない 遣り方の ように 聞え る。 徳川家 は、 農民 

を 見る こと 牛馬 以下であって、 農民に とって 徳川家 は 

さゆうて さ 

仇敵で でも あるかの ように 聞え るが —— 事実、 天下 


を 政治す る ものが、 好んで 農民 を 苦しめたがる 奴が あ 

る もの か、 苦しめる に は 苦しめる だけの 理由が あるか 

らだ、 苦しめられる 方 は、 苦しめられる だけの 因縁が 

あるから なの だ。 

いったい、 発祥 時代の 徳川家の 地位 を 考えて みるが 

いい。 天下 は 麻の 如く 乱れて 四隣み な 強敵 だ。 その 間 

から 千辛万苦して、 日本 を 平らかに する —— 勢い 兵馬 

を 強から しめねば ならない。 兵馬 を 強から しめる に は、 

後顧の憂い を 断たなければ ならない。 兵馬 を 強から し 

める に は、 兵馬 を 練れば よろしい が、 後顧の憂い なか 

らしむ るた めに は、 百姓 を 柔順に して 置かなければ な 


らぬ。 百姓 は、 矢玉の 間に 命が けで 立 働く に は 及ばな 

い 代り、 柔順に 物 を 生産して、 軍隊の 兵站 を 補充し な 

ければ ならない。 万一、 百姓 を 強く して、 これに 反抗 

の 気 を 蓄えし めた 暁に は、 強い 戦争が できる はず はな 

い。 そこで 百姓 を 骨抜きに してお かなければ、 軍隊 を 

強く して、 天下 を 平定す る こと はで きないの だ。 だに 

よって、 家康が 百姓 をお さえた の は、 武力 を 伸ばさん 

ため。 武力 を 伸ばす の は、 天下 を 平定 せんがた めな の 

だ。 そうして、 家康は それに 成功した の だ。 天下の 平 

和の ために、 百姓 を 犠牲に したの だ。 百姓 を いじめた 

いから、 自分が 栄華 をしたい から、 そこで 百姓 を 虐待 


したわけ ではない の だ。 現に 百姓 共が、 安穏に 百姓 を 

して いられる の も、 この 徳 川の 武力 あれば こそで はな 

いか。 強い 武力がなければ、 国 は 取られ、 田 は 荒され、 

百姓 は 稼ぐ ところ を 失う どころ か、 稼ぐべき 田地 を さ 

え 持つ こと はでき ない。 

だから、 百姓 は 百姓と して、 分 を 知って 服従して い 

さえ すれば いいのに、 ややもすれば 反抗したがる。 表 

面 服従して、 少し 目 を はなせば 一揆 を 起したがる のが 

百姓 だ —— ことに 近来 は、 一 揆の 無頼漢の 音頭 を 取る 

もの を 称して 「義民」 だのなん のと 祭り上げる 輩が 多 

いから、 百姓が いよいよ 増長す る。 そもそも、 百姓 を 


かく 増長せ しめた 近来での 大 親玉 は、 水 戸の 光園 だ I 


百 八 

神 尾 主 膳の 頭の 中に またしても、 真黒い 雲が うず 巻 

いて 来ました。 

そもそも、 この 徳 川の 宗家に とって 害 物で あると こ 

ろの もの は、 水 戸 以上の もの はない。 

水 戸は徳 川の 一 家で ありながら、 最初から 徳 川の 根 

を 枯らす ことば かりやつ ている。 そうして 大向 うから 


は 人気 を 取って いる。 

神 尾 主 膳が 水 戸 を 毛嫌い をして いる こと は、 今に 始 

まった ことで はない のです。 

何 か 機会が あると、 まず 光園 を 槍玉に 挙げる。 あの 

光園 を 天下の 名君の 如く 騒ぐ 奴の 気が 知れない。 あれ 

は 謀叛 人 だ、 徳 川に とって 獅子身中の虫 なの だ。 あれ 

は 最初から 宗家に 平らか ならざる ことがあって、 池 田 

光政 あたりと 通謀して、 天下 を 乗 取ろうと した 腹黒い 

奴で ある。 大 日本史 を 編んだり、 楠 公の 碑 をた てたり、 

また、 いやに 農民に おべっか をつ かって、 下に 親しむ 

ように 見せかける のが 水 戸の 家風 だ。 その実、 家中 は 


党 を 立てて 血で 血 を 洗って いる。 あの 斉昭の 行状 を 見 

るが いい、 烈 公が 何 だ —— その 血筋 を 引く 一  橋が 本丸 

に 乗 込んだ。 思い通り 天下 を 乗 取って 水 戸 万歳の よう 

な もの だが、 いまに 見て いろ、 徳川を 売る の は 水 戸 だ 


神 尾 は、 やみくもに こういう ふうに 邪推して、 水 戸 

を 憎が つてい る。 しかし、 この 男と して は 公然と それ 

を 唱えて、 同志 を 作って、 その 売られん とする 宗家の 

ために 戦う というよ うな 気概が ある わけで はない。 た 

だ、 むしゃくしゃと、 そう 感憤 激昂して、 水 戸 を 毛 嫌 

いして いる —— 


こういうむ しゃくし や 腹で、 薬 王 寺 前 あたりへ 来た 

時に、 どんと 無遠慮に 神 尾の 前半に ぶ つかつ たもの が 

ありました。 

それ は、 わざとぶ つかった もので はない、 脇見 をし 

ながら 歩いて いたのが、 はからず 神 尾に ぶっかつ てし 

まった ので、 それが ちょうど、 百姓 を 呪い、 水 戸 を 憎 

んで、 悪気が 全身に 充満して いた 神 尾の ことです から、 

たまりませんでした。 

「無礼者！ 貴様 は 水 戸の 百姓 か」 

勃然として 神 尾 主 膳 は 脇差 を 抜いて しまった のです。 

抜いて ただ 威す だけなら まだし も、 百姓 を 呪い、 水 戸 


を 憎む 一念が、 つい 知らず、 その 抜いた 脇差の 切 先 ま 

で 感電して しまったので、 

「人殺し！」 

ぶつつ かった 人間 は、 怖ろ しい 絶叫 をしながら、 も 

と 来た 方向、 つまり 千住大 橋の 方へ 向って 無二無三に 

逃げ出し たのです。 

「そうれ、 人殺し だ！」 

白昼、 四 宿の 中の 往還の ことです からた まりません。 

たち ま 

殺気が みるみる その 街道に 充溢し て、 忽ち 往来 止 

めの 有様でした。 

主 膳 は 眼 を 吊し上げて、 脇差の 抜 身 を 持って いる。 


その 地面に はたし かに 血の 滴りが あり、 脇差の 切 先 

にも 血が ついている。 道行く 人 は 逆転 横 倒す る。 

「無礼者！ 貴様 は 水 戸の 百姓 か」 

今日は 酒乱と は 言えない 昂奮です が、 昂奮の 程度が、 

もはや 酒乱 以上に 達して いる。 

再び 脇差 を 振り かぶった 神 尾 主 膳 は、 そのまま 群集 

の 中に 殺到し ました。 

それ は、 当る を 幸いに 斬る つもりはなかった ので 

しょう。 自分ながら、 思わぬ 昂奮から やや 醒めて みる 

と、 あたりの 光景が もう 許さない ものに なって いる。 

リ ふじん  ろうぜき 

理不尽に 人 を 斬った 狼藉 武士 II 袋叩きに しろ、 やつ 


つけて しまえ、 という 空気が わき 立って いる。 

百 九 

その 時に、 目の色 を 変えた 鶴が、 周章て ふためいて 

神 尾 主 膳に とりつき、 

「殿様、 な、 なんと あそばします」 

それ を 突き放した 神 尾 主 膳が、 

「逃げろ！ 鶴」 

と 言って、 一 ふり その 脇差 を 振り 廻した ところが、 そ 

れ がほんの 糸 を 引いた ほど、 鍵の 頰を かすった もので 


すから、 真 甲から 断ち割られ でもした ものの ように、 

鶴が 後ろへ ひっくり返る と共に、 頰を 抑えて 起き 上り、 

脱兎の 如く 逃げ出しました。 

群集の 中へ 殺 入した 神 尾 主 膳の 姿 も、 いつしか 見え 

ちまた 

なくなって、 町の 巷が 恐ろしい 空気の 動揺 を 残して 

いる だけです。 

「斬った！」 

「斬られた！」 

と、 千 住 三輪 街道 は、 往 くさ 来る さの 人が 眼の 色 を 変 

えて 騒ぐ けれども、 斬った 当人の 姿 はいつ しか 見えず、 

斬られた 本人 は、 どこへ どう 逃げた か 行方 知れず、 斬 つ 


た 当人 は 相当 身分の ありそうな 姿 をして いたが、 それ 

も 一 目 散に 逃げて しまって 行方が わからない。 

これによ つて 見る と、 神 尾 主 膳 は 一 旦 むらむらとし 

て、 例の 病気から、 前後 を 忘れて 脇差 を 抜いて、 通り 

がかり の 者 を ひとたち 斬った に は 相違ない が、 血 を 見 

た 瞬間に 自分 も 醒めた ものら しい。 酒乱の 時 は 知らぬ 

こと、 今日は 乱れる ほど 酒 を 飲んで いない。 むかつと 

やっつけ たが、 血 を 見た 瞬間、 これ はやり 過ぎた！ 

と覚 つた ものと 見える。 そうして 自分 は 群集の 中へ 殺 

到す るよう に 見せて、 実は その 中 を 突 抜けて、 早く も 

身 を 隠して しまったの だ。 その 行きが けに 鍵 を も 振り 


飛ばして、 何でも かまわず 早く 逃げろ と 言った。 

この 要領で、 加害者 側の 二人 は 姿を消して しまった 

の だが、 気の 知れな いのは 斬られた 方の 被害者です。 

理不尽に 斬りつ けられた の だから、 驚く の は 当然で 

あり、 驚いて 一時 は 前後不覚に 逃げ出す の も 当然で あ 

るが、 それ も 程度問題で、 後顧の 憂えが なくなつ てし 

まい さえ すれば、 改めて 訴えて 出る か、 身辺の 人に、 

その 危急 を 物語る とか、 そうでなければ お 医者へ 艇込 

むと か、 担ぎ込まれる とか、 何とかし なければ ならな 

いのに、 こいつが また 全く 行方不明で ありました。 

だから、 この 騒動 は、 動揺 だけ はずい ぶん 烈しく、 


きょ-つきよ -っ 

いまだに 附近の 人心 は恂 々 としてい るので すが —— 

当事者 は、 加害 被害と もに 跡 かた も なくなつ ている。 

騒動 は 騒動 だが、 狐に つままれた ようになつ ている。 

「斬った の は、 身分 ありげ な 侍 だ」 

「斬られた の は、 水 戸の 百姓 だ」 

「斬った やつに は、 お供が 一人つ いていた」 

「そいつ はたぬ きのよう な 奴だった」 

「斬った おさむら いは、 旗本のお しのびら しい」 

「斬られた の は、 水 戸の 百姓」 

どちらも 根拠の ある 説で はない が、 斬られた 方 を、 

水 戸の 百姓と きめてし まった のがお かしい。 


かくて、 神 尾の 行方 はわから ない が、 鶴 は 鶴で あれ 

から 一目散に、 横つ 飛びに 飛んだ けれども、 本来、 転 

ん でも 只 は 起きない ふうに 出来て いる 男 だから、 横つ 

飛びに も 一定の 軌道が あって、 まもなく 同じ 三輪の 町 

の、 と ある 非常に 大きな 構えの 門 内へ 飛び込む と、 

せった  は 

雪駄 を 片足 だけ 玄関の 上に 穿き 込んで、 

「た、 た、 たいへんで ござります」 

と 言って、 頰っぺ た を 抑えた まま その 玄関に 倒れる と 

共に、 息が 絶えて しまったの は かわいそうです。 

百 十 


鶴が 飛び込んで 玄関に 倒れた 屋敷の 中の 広間で は、 

十 名ば かりが 集まって、 大きな しがみ 火鉢 を 中に して、 

いろいろと 話 をして いました。 

み  め ぎり 

「三 ッ目錐 は、 今日は 大 へん 遅い じ やない か」 

と、 その 中の 一 人が 言いました、 三ッ目 錐と いえば、 

むろん 神 尾 主 膳の ことでしょう。 してみ ると、 神 尾 は、 

たしかに この 家 を 目的に 出かけて きた ものに 相違ない。 

「鶴が —— そ その かしに 行った はず だ 」 

と 同人の 一 人が また 言いました。 鶴と いうの は 即ち 金 

助の ことに 相違ない。 してみ ると、 神 尾が 今日 この 席 


へ 来る こと も、 神 尾 を 誘惑に 鶴 を 遣わした こと も、 こ 

さしがね 

れらの 連中の 差金で あるか、 そうでなければ、 いずれ 

も 同腹と 見なければ ならぬ。 されば こそ、 鍵の 奴 も、 

命から がら ああして 逃げて は 来たが、 やっぱり 本性 は 

たが 

違わずに、 落着くべき ところへ 落着いた の だ。 

「それにしても 遅い な」 

「遅い よ —— 鍵に 申し 含めて あるの だから、 抜かり は 

ない はずなん だが」 

みの わ 

「正 七ッ、 三輪の 金 座 —— それ は 間違いな いな」 

「金 座 違いで、 本 町の 方へ でも 出かけ やしない か」 

「そんな はず はない、 鶴が よく 心得て いる」 


「あんまり 遅い」 

「根 岸から だから、 ホンの 一足 だ、 拙者 は 青山から 来 

ている」 

「拙者 は 割下 水 —— 」 

彼等 は、 ひたすら 神 尾と 鶴と を 待 兼ねてい る。 それ 

が この 問答で もよ くわ かる。 

して また、 問題の 三輪の 金 座と いうの も、 この 問答 

によって、 ほぼ わかり かけて いる。 現に 道楽者が 集 

まって、 神 尾の 来る こと を 待ちわび ている この 屋敷が、 

即ち いわゆる 三輪の 金 座な の だ。 

なぜ 三輪の 金 座な のか。 なるほど、 そう 言われれば 


そうだ。 ここ は 金 座頭の 谷 八 右衛門の 屋敷 だ。 主人 は 

上方へ 出張して 目下 不在 中で ある。 その 留守宅へ、 こ 

れらの 連中 は 江戸の 東西南北 を 遠し とせず して、 定刻 

に ほぼ 集ま つてい る。 

その 集会の 目的が 「悪食」 である こと は 勿論で ある 

—— 悪食と いうの は、 イカ モノ 食いに もっと 毛 を 生や 

した もので、 食えない もの を 食う 会で ある。 つまり、 

食える もの は 食い 尽 した 者 共の 催しで あるから、 集 

まって 来た 者の 人格の ほど も、 ほぼ 想像が つくので 

あって、 神 尾に 幾分 割引 をした 程度の 者 か、 或いは そ 

れに 走 を かけた 程度の ものが 集まって いると 見れ 


ば 差支えな いが、 さりと て、 相当 堅気の もの も 好奇で 

寄って 来て いる。 

悪食に は、 品質 を 主と する ものと、 趣向 を 先と する 

ものが あって、 品質 を 主と する ものに は、 蜥&の 腸 だ 

の、 蛇の 肝 だの、 鰐の 舌べ 口 だのと いって、 求めても 

容易に 得られざる 悪食 を 持 寄つ て、 その あくどい 程度 

に 於て 優劣が ある。 趣向 を 主と する ものに は、 材料 そ 

の もの は、 あえて 珍奇で ある こと を 必要と しない、 そ 

の 材料の 取扱い 方に よ つ て、 悪食の 気分 を 豊富に する。 

今日の 会 は、 その後 者 を 撰んだ ので ありました。 す 

なわち 材料 そのもの は、 つとめて 通常の 材料 をと リ、 


これ を できるだけ 嘔吐 を 催し、 嫌悪 を 起させる 悪食に 

変化して 食わせる ことに 腕 を 見せる  というの が、 

今日の 趣向であった のです。 

そこで、 みな 相当に 腕に より を かけて、 その 趣向 を 

充 たさせて、 今か今かと 待 構えて いるう ちに、 会員の 

まち わ 

一名、 神 尾が 来ない。 それ を 待 侘びて いるう ちに、 玄 

関の けたたましい 叫び —— 人間が 一 人 ころがり 込んで、 

息が 絶えて しまった のです。 

百 十 一 


そこで、 悪食 連 も 驚いて 出て 見る と、 玄関に 転げ込 

んで、 かわいそうに 息が 絶えて いるの は、 今 も 今、 問 

題に していた 鶴でした。 

「鶴 だ」 

「鶴が 気絶して いる」 

「水 を 吹き かけろ」 

「鍵 —— 鶴 や あ ー い」 

呼び 続ける と、 直ちによ みがえ りました。 

「鶴 —— 気がつい たか」 

「鍵 —— しっかり しろ」 


広間へ 担ぎ込んで、 そうして 事情 を 聞いて みると 前 

段の 始末です。 

それ！ と 集まった 悪食 連のう ちから、 逸り 男が 飛 

ちまた 

び 出して みたけれ ども、 もう 後の祭りで、 町の 巷 の 動 

揺 もす つかり 静まり返つ ていたと ころです から、 手 持 

無沙汰で 帰って は 来たが、 このまま では 済まされない。 

鍵 は 鶴で 休息 させて 置いて、 一 手 は 神 尾の 行方 を 突き 

とめに かかりました。 

しかし、 それ も大っ びら にして はかえ つてい けない。 

神 尾の やり方が 穏か でない にき まってい るから、 騒い 

だ 日に は 藪蛇になる ばかり か、 自分た ち もとば つちり 


を 蒙る にき まっている。 内々 で 手分け をして 探して 

みたけれ ど、 根 岸の 宅へ も 戻って いない、 さりと てと 

リ 押えら れ たとい う 気配 もな い。 杳 として 消息が 知れ 

ないから、 まあもう 少し 落着いて ゆるゆる 探して やろ 

う。 本心に 立ち かえり さえ すれば 神 尾の こと だから、 

のが  ほと ぼリ 

相当 要領よ く遁れ て、 余炎 を 抜く まで ど こぞに 忍ばせ 

ている だろう。 

そこで、 悪食 連 も、 いいかげんで 探索 を 打 切って、 

それから 一方へ 鶴 を 寝かして 置いて、 一室に 集まった 

が、 これで 正 七ッも 過ぎて しまい、 せっかくの 趣向の 

悪食 も、 その 曰 は それでお 流れです。 


悪食 はお 流れと しても、 こう 面 を 合わせて みると、 

それから それと 余談に 花が 咲いて、 思わぬ ところへ 話 

の 興が 飛びます。 

本来、 これ は 悪食の 会で はあります けれども、 悪人 

の 会で はない のです。 それ は 会員に 神 尾 及び 神 尾 もど 

きの も あるに は あるが、 人間 は 決して 悪く はない。 た 

だ 悪食 そのもの だけに、 多少 の 好奇 を感 じ て 誘惑 さ れ 

て 来た 人 も あるので すから、 なかなか 耳 を 傾ける に 足 

る 言説 も 出て 来る のです。 

そのうちに、 一 つの 話題の 中心と なった の は、 当時 

けしから ぬの は 芝の 三 田 四国 町の 薩摩 屋敷 だとい うこ 


とです。 

あれ は、 白昼、 天下の 膝元へ 大 江山が 出来た ような 

もの だ。 たかの 知れた 浮浪 人 どもの 仕業と 見て いるう 

ちに、 昨今い よいよ 増長して、 断然 目に余る。 

す  かす 

大 江山に 棲む 鬼 共が、 帝京の 地に 出没して 物 を 掠め、 

女 を さらって 行った ように、 彼等 は 三 田の 薩摩 屋敷 を 

巣窟と して、 白昼、 お 膝元 荒し を やって いる。 

その 奇怪の 亡状 —— 上野の 山 内にまで 及んで いると 

いう こと だ、 もはや 堪忍が 成り 難い、 当然、 目に 物見 

せて やらなければ ならぬ、 近いう ち —— 

こういう 問題に なると、 悪食 連の 中に、 おのずから 


真剣 味が 湧いて 来ました。 これらの 連中 は、 大小 高下 

じき さ ん 

にか かわらず、 いずれも 直参と いう 気性 は 持って いる。 

慷慨 義憤の 士 という わけで はない が、 宗家が 辱し めら 

れる という ことになると、 決してい い 気持 はしない。 

剣を撫 して 起つ ような 気概 も ありました。 

百 十二 

神 尾 主 膳 は、 百姓 を 斬って 異常なる 昂奮から 醒めた 

瞬間に は、 どう 考えても、 自分の 行動が 無茶であった 

としか 考えられません。 


では、 今日まで、 無茶で ない 仕事 を、 神 尾 主 膳が ど 

のく らいして 来た かとたず ねられる と いささか 窮 する 

でしよう が、 それにしても、 今日の この 行動 は、 無茶 

過ぎる ほどの 無茶で ある こと を 考えさせられる。 

千 住 三輪の 街道と いう もの は、 神 尾が 通行す るた め 

に 特に 作らせた 街道で はない。 天下の 大道で ある 以上、 

百姓が 通って 悪い という 理由 はさら にないの です。 

しかし、 仮 リに神 尾 主 膳 をして 大名の 格式 を 持たせ 

た 時には、 下に 下にの 下座 触で、 百姓 を 土下座 させて 

歩く 権 式 を 与えられ ていた かも 知れない が、 いかなる 

将軍 大名と いえ ども、 眼 ざ わりで あるが 故に 斬って よ 


ろしい という 百姓 は 一人 もない はずです。 神 尾が 今日、 

ご-つま つ 

人 を 斬った の は、 毫末 も 先方が 無礼の 挙動 をした から 

ではない。 

百姓 町人が 武士に 対して 無礼 を 働く 時 は、 それ は武 

士の 面目の ために 斬り 捨てても 苦しうな いという 不文 

律 は ある。 それ は ある けれども、 そういう 場合で すら、 

斬らずに 堪忍で きる 限り、 堪忍す るの が 武士の 武士た 

る 器量で ある —— という 道徳律 も ある。 今、 ここで 通 

りかかった 百姓 は、 果して 水 戸 在の 百姓であった かど 

うか、 分った もので はない。 ただ 通りかかつ たという 

だけで、 なんらの 宿怨 も、 無礼 も ある もので はない。 


強いて言えば、 向う が 突き 当った という けれども、 

先方が 突き 当った というより は、 神 尾の 歩きぶ りに 油 

断が あつたの である。 それ を 一言の 咎め立て もな く、 

理解 もな く、 やみくもに 斬りつ けたの だから、 誰が ど 

う 考えても 理窟 はない のです。 それ はま だ、 夜陰に 乗 

じて 無断で 人 を 斬る 流儀 も あるに はあった。 しかし そ 

れは 「辻斬り」 という 立派な (？) 熟語まで 出来て い 

る 変態 流行で ある。 時として は、 刀の 利鈍 を 試む るた 

めに、 手練の 程度 を 確む るた めに、 或いは 胆力 を 養成 

する ために、 この 変態の 殺人 を、 暗に 武士の みえと し 

た 風潮 も ある。 今い うような 単に 「無礼 討ち」 という 


こと は 有り得る が、 神 尾の ように 白昼、 無茶に 斬りつ 

ける という こと はない。 「昼 斬り」 「町 斬り」 というよ 

うな 熟語 は、 まだ 出来て いない。 

そこで 神 尾 は、 自分の 行動の 全く 無茶であった こと 

を 考えずに はいられなかった のです が、 そうかと いつ 

れんびん 

て、 決して 後悔 や 憐憫 を 感じた ので はない のです。 罪 

なき 百姓 を 斬って かわい そうだと 思いやり、 我ながら 

浅ましい こと をして けり、 と 後悔の 発心 をした わけで 

は 微塵ない のです。 百姓なん ぞは 幾人 斬っても かまわ 

ない、 このく らいの ことで、 済まなかった と 考える 神 

尾で はない が、 ここで 捕まれば 一応 再応は 吟味 を 受け 


る、 そうなる と 必ず 自分の分が 悪くなる、 そこで、 取 

押えられて はならない、 この場合 は 一 刻 も 早く 逃げな 

ければ ならない、 何 を 措いても 身 を 隠す ことが 急 だ！ 

それより ほかに 手段 はない。 

無茶な 罪跡 を 隠す ために は、 やみくもに 自分の 姿 を 

隠す より ほか はない、 と 醒めた 瞬間に そう 気がついた 

ものです から、 そこで 神 尾 は 走りました。 この 時の 走 

り 方 は、 方向 を 選ぶ の 余裕が ありませんでした。 一時 

はもと 来た 根 岸の 方向へ と 思い ましたが、 また 同時に、 

それ はかえ つ て 危ない というよ うな 本能 的の ひらめき 

で、 小路、 裏路へ 向けて 走りました。 


百 十三 

自分ながら、 どこ を どう 逃げて、 どう 落着いた か 分 

らな いが、 ふと 眼が 醒めて 見る と、 神 尾 主 膳 は、 あた 

りが 全く 暗くな つてい る ことと 同時に、 けたたましい 

題目と 磬の 音と が、 耳に 乱入して 来る の を 聞きました。 

「はは あ、 日が 暮れて しまったの だ、 あの 音で 思い出 

した、 そうだつ たか」 

と、 自分の 身が、 薪 小屋の 中に 積み重ねた 薪と 薪との 

間の ゆとりの 中に いる こと を 発見し ました。 


不思議で もなん でもない。 あれから、 自分 はこ こへ 

逃げ込んで 隠れた の を、 隠れて いるう ちに 不覚に も、 

つい 一睡に 落ちて しまって いたの だ。 この 寺 は 何とい 

う 寺 だか 知らないが、 やかましく 磬を 叩いて、 お 題目 

を 唱えて いると ころ を 見る と、 法 華 寺に 違いない。 

寺が 法 華で あろうと、 門徒で あろうと、 自分に かか 

わりの ある ことで はない が、 この 境内へ 逃げ込んで、 

この 薪 小屋の 中で 救われた の は 事実 だ。 ここで ホッと 

安心して、 ついう とうと 睡魔に 襲われて いるう ちに、 

目 を あいて 見る ともう 夜 だ。 

夜に 遅い 早い はない というが、 遅かれ早かれ、 この 


際、 夜に なって いた こと は 仕 合せで ありました。 夜陰 

ならば、 この 姿で、 けっこう 大手 を 振って 根 岸まで 帰 

れ るの だ —— 目が 醒めて、 あたりが 暗くな つてい さえ 

すれば、 時間に 頓着す る 必要 は 少しもない。 

そう 気がつく と、 神 尾 はむ つくりと 起き 上って、 衣 

服の 塵 を はたはたと はたく と、 この 薪 小屋から 未練 も 

なく 忍び 出した のです が、 どちら を 見ても 真暗です。 

暗い ところ を たどりた どり、 表 本堂の 方へ は 出ない 

で、 墓地の 方の 淋しい 裏へ と 歩き 出して 見る と、 この 

寺の 墓地の 区域が なかなかに 広大で ある こと を 知り ま 

した。 見渡す 限りと いうの も 大仰 だが、 広い 墓地です。 


大小の 墓石が 雑然と して、 なんとなく 安達 ケ 原の 一 角 

へ でも 迷い込んだ ような 気持が する。 

むろん 神 尾 は、 ここが どこで —— 何とい う 寺で ある 

か は 知らない。 

しかし、 常識で 考えても、 あれからの 自分の 足で、 

奥州の 安達 ケ 原まで 走れる はず はない から、 いずれ 江 

戸府 内、 近郊の 寺に 相違 あるまい が、 それにしても 墓 

地が 広大 だと 思わざる を 得ない。 

いずれにしても、 この 墓地 を 突 切って、 垣根の 破れ 

でも 壊して、 往還へ 出て しまえば こっちの もの。 この 

墓地の 中で 怪しまれて はつ まらない。 幸いな ことに は、 


やっぱり 暗夜で、 誰も 神 尾 を 怪しむ ために、 深夜 この 

墓地に 待 構えて いる 人 はない。 神 尾 は 広い 墓地の 中 を 

縦横に 歩いて、 その 出口 を 求めよう としたが、 あり そ 

うでな かなかない。 

墓地の 中をグ ルグル めぐりし ている うちに、 はたと 

その 行 手に 立ち ふさがった ものが ありました。 雲突く 

ばかりの 大入道が 一 つ。 これに は ギヨ ッ として、 思わ 

ずタ ジタジ となった が、 改めてよ く 眼 を 定めて 見直す 

と、 これ は 巨大なる 石の 地蔵尊の 坐像であった こと を 

知って、 いささか 力抜けが しました。 

右の 巨大なる 石の 地蔵尊が 安 坐して いる その 膝元に 


は、 まだ 消え やらぬ 香煙が 盛んに 立ちのぼり、 供えら 

れた 線香の 量が 多い もの だから、 香 火が 紅々 と 燃え立 

つよう にな つてい る。 

神 尾 は、 変な ところへ 来た もの だとい う 感じが しま 

した。 

百 十四 

神 尾 主 膳 は 江戸に 生れた けれど、 江戸 を 知らない。 

知っている ところ は 知り 過ぎる ほど 知ってい るが、 知 

いなかもの 

らな いところ は 田舎者よりも 知っていない。 


江戸の 場末と いっても、 自分の 足の つづく 限りに 於 

て、 こんな 荒涼な ところが あろうと は 思いがけな か つ 

た。 夜 だから、 無論 その 荒涼に も 割引 をして 見る 必要 

は あるに は 相違ない が、 それにして もこれ はヒ ドィ。 

だが、 まだ 石の 大きな 地蔵の 像が、 自分の 上に のし 

かかった 入道の ように 見えて ならない。 その 荒涼たる 

もう-もう- 

に拘ら ず、 大地 蔵の 膝元に は、 右の 如く 香煙が 濛々 と 

して 立ちのぼり、 香が 火 を 吐いて 盛んなる ところ を 見 

ると、 宵の口まで 人の 参詣が 続いて いたに 相違ない。 

いったい これ は どこの 何とい うと ころ だ。 ただいま 

身 を 忍ばして いたの は 法 華 寺 だが、 この 墓地の 区切り 


の 散漫な ところ を 以て 見る と、 あの 一 寺 だけの 墓地で 

はない らしい。 こちらに も 相当な 寺の 棟ら しいの が 見 

える。 してみ ると 共同墓地 かな。 両国の 回向 院で でも 

あるの かな。 回向 院 ならば 自分 もよ く 知っている、 ど 

う 見直しても 回向 院 ではない。 第一、 回向 院は 寺と は 

いえ、 もっと 和気が ある。 回向 院の 墓地に はもつ とよ 

く 手入れが 届いて いる。 回向 院に はこん な醜怪 な大坊 

主の 石像な ど はない はず。 また、 自分の 足に してから 

が、 いくら 危急の 際で ありと はいえ、 あれから 回向 院 

まで 走り続けられる はず はない の だ。 よし 自分が 走り 

続けられた としても、 周囲の 人が 許す はず はない の だ。 


根 岸から 三輪へ かけて、 自分の 足で あの 咄嗟の 間に 走 

リ 得られる 限りに 於て、 こんな グロテスクな 土地の 存 

在が あり 得ようと は、 神 尾 はどうしても 想像が つかな 

い。 一時 は、 まだ 薪 小屋の 夢が 醒めない ので はない か 

と 疑って みました。 

思い返して みて も 実際 は 実際な の だ。 そうい う 空想 

に 耽る より は、 早く この 現実の 場 を 脱出して、 正当な 

帰途に つかなければ ならぬ、 それが 急務 だ、 と 主 膳の 

目で は、 醜怪 にも 悪魔に も 見える 地蔵尊の 前 を 過ぎて、 

ほんの 少少ば かり 進んだ と 思う と、 

「あつ！」 


， 一 f 

と、 またして もこの 男に も 似気なく、  二の足、 三の 足 

を 踏んで 立ちす くんだ かと 見る ほどに、 たじろいで、 

やっと 身 を 支え 得た かの ように 突立ち ました。 おとも 

の 者が あらば 周章て て、 「どう あそばされました」 と 介 

抱す ると ころで しょうが、 ともはありません。 そこで 

ぎょう ぜん 

踏み止まった 神 尾 主 膳 は、 また 凝然として 闇の 中 を 

見て いる。 

主 膳の 眼 を 注いだ 方向へ 線 を 引いて 見る と、 そこに 

また 恐るべき 存在が ある。 地蔵の 姿 を 悪魔の 姿と 見た 

神 尾の 眼に は、 これ は 正銘の 悪魔 だ、 悪魔の 戯れ だ。 

悪魔の 戯れに しても、 これ は あまり 度が 強 過ぎる。 


人間の 生首が 四つ、 ずらり と宙に 浮いて いるので す。 

宙に 浮く と 言っても、 幽霊と して 現われた ので はな 

い。 足 はない けれども、 台 は あるので す。 三尺 高い と 

ころの 台が あって、 その上に 人間の 生首が ズラリ と 並 

んで、 驚く 主 膳 を 尻目に かけたり、 白眼に 見たり して 

あざ笑つ ている。 

「獄門 だ！」 

と 主 膳 は 我知らず 叫び 出す と共に、 今までの 疑問が 

発 止とば かり 解けました。 

「わかった ぞ！ これ は 小 塚ッ原 だ」 

そうだ、 ここ は 俗に 千 did の 小塚ッ i$、 一名 を 骨ケ原 


と いう —— 仕置に かけて 人間 を 殺す ところな の だ。 

百 十五 

ところ は 転じて 飛驛の 国、 高山の 町の 北、 小鳥 峠の 

上。 

「どうに も 手の つけよう がない」 

なきがら 

仏 頂寺弥 助と 丸 山 勇 仙の 自殺した 亡骸 を 前にして、 

泣く にも 泣けなかった 宇津木 兵馬 は、 手の つけよう も、 

まう ぜん 

足 の 置き場 もな い 思い をして 呆然と 立 ちました。 

もみ  げいしゃ 

少し 離れた ところの、 樅の 木蔭に 隠れて いた 芸妓の 


福 松 は、 兵馬が 立 戻って 来る ことの 手間が かかり 過ぎ 

る ことに 気 を 揉み出し、 

「相手が 悪い から 心配 だ わ」 

秋草の 小鳥 峠の 十字路から、 かなり 離れた ところの 

木立の 蔭で、 福 松が ひとり 気 を 揉んで いるの は、 なる 

ほど 相手が 悪い。 もし、 先方で 気取られて しまった 日 

に は、 宇津木さん も 袖が 振り きれない。 捉 まって し 

まった 日に は、 しっこくから みつかれて どうに もなる 

03 レ 

宇津木さん という 方 は、 お 若い に 似合わず、 剣術の 

腕に かけて は 素晴らし いとの 評判 は、 この 高山で 聞い 


ている けれど、 相手の あの 仏 頂 寺と いう 悪 侍が、 一筋 

緦ゃー 一筋 緦の ァク ではない。 

宇津木さん、 早く 戻って 来て 下されば いい、 こう 思つ 

て 芸妓の 福 松 は、 木蔭から ちょっと 首 を 出して、 秋草 

の 小鳥 峠の 十字路の 方 を 見 透そうと した けれど、 目が 

届きません。 

さりと て、 へたに 離れて この わたしと いう ものが、 

仏 頂 寺に 見つけられで もしたら、 それ こそ 最後 —— 

福 松 は、 それ を 懸念しながら 木蔭 を 出たり 離れたり 

して、 兵馬の 安否 を 気遣いました けれど、 兵馬から 

音沙汰が なく、 そうかといって、 仏 頂 寺との 間に、 見 


つけた、 見つけられた、 という 問題 を 起して いるよう 

な 形勢 は 少しもない。 

それだけに、 福 松 はまたい つそう 気 を 操んで、 隠れ 

がの 樅の 木立の 下 を 一 尺 離れて 見た のが 二 尺と なり、 

三尺と なり、 一間と なり、 二 間と なって 見た が、 なん 

らの 動揺が 起らない のです。 

とうとう 我慢し きれ なくなって、 三 間と、 五 間と、 

は  くさむら 

這うよう にして 叢 の 中 を 廻って 見ます と、 秋草の 中 

に 立 つ ている 宇津木 兵馬の 姿 をた しかに 認めました。 

呆然と して、 ただ 立ち 尽 している のです。 

笠 も、 合羽 もっけないで、 黒い 紋附 に、 旅装い 甲斐 


甲斐し い 宇津木 兵馬の 立ち姿が、 秋草の 乱れた 中に 立 

ち尽 している こと だけ は、 間違いな く 認められ たもの 

ですから、 福 松 は 我 を 忘れて 呼びかけよ うとして 躊躇 

しました。 

まだいけ ない。 ああして、 宇津木さん も、 じっと 様 

子 を 見て 思案し てら つ しゃる。 わたしが ここで 大きな 

声 を 出した 日に は、 ブチこわしになる かも 知れない。 

では、 ここでもう 少し、 様子 を 見届けて  

福 松 はこう 思って、 一 心に 叢の 蔭から 兵馬の 立ち姿 

を 見つめて いると、 兵馬 はじつ とた だ 地上 だけ を 見つ 

めて いるら しい。 遠く 人の 気配 を 見て いるので はない 


地上ば かり を 伏目に な つて じつ と 見 てら つ しゃる。 

おかしい わね！ 

福 松に も、 兵馬の その 凝結した 形の 所以が わからな 

いのです。 兵馬 は 峠の 上に 通りかかった 仏 頂 寺の 動静 

を 見に 来たので すから、 どうで も 遠目に 人 を 見る 形に 

なって いなければ ならない のに、 地上ば つかり 見て い 

る。 その 形が 福 松に はわから ない。 わからな いなりに、 

我慢して 待って いても 待って いても 解けない。 あの ま 

ま 石に なって しまったの ではない か。 

百 十六 


じりじりと、 我慢し きれない 福 松 は、 そのまま じり 

じりと 一 歩 一 歩兵 馬に 近づいて 行った が —— あんまり 

静か 過ぎる のでつ い、 声をかけて しまいました。 

「宇津木 さあん  何し てら つ しゃる のよ」 

「あつ！」 

と、 女から 叫び かけられて、 兵馬が 呼び 醒 まされ たの 

です。 

立ち 尽 している 兵馬 は、 驚愕の 目 を あげて こちら を 

見ました けれども、 それ は、 夢から 醒めた ような 驚愕 

で、 なぜ 来た！ 怖い から 来るな！ というよ うな 暗 


示 は 少しもなかった ものです から、 福 松 ははた はたと 

走り 寄って 来ました。 

「宇津木さん、 何 を ぼんやりして いらっしゃ るの、 待 

つ 人の 気 も 知らない でさ」 

「そんな どころではない」 

「どうし たんです のよ、 あなた」 

甘えた 言葉つ きで 艇け 寄って 来たの は、 何 か 事 あり 

げには 相違ない が、 危険性 は 去って いる！ こう 見て 

取った ものです から、 飛びつ くように 艇け 寄って 来て 

見る と、 兵馬の 眼の 前に 人間が 二人、 倒れて いました。 

酔い 倒れて いるので はない、 血 を 流して 斃れ 伏してい 


るの だ。 

「あれ —— 」 

福 松 は 兵馬の 後ろへ、 文字通りに しがみついて しま 

いました。 

それでも まあ、 気絶 はしないで、 ようやく 落着き を 

取 返して いるう ちに、 兵馬から 委細の 事情 を 聞き まし 

た。 

聞いて みると、 二人 はこ こで 最後の 酒宴 を 催した 後、 

枕 を 並べて 一 種 異様の 心中 を 遂げた の だ。 仏 頂 寺弥助 

は 太刀 を 抜いて 腹 を搔き 切って いる —— その 膝の 下に 

丸 山 勇 仙が もがき 死に 死んで いる。 これ はべつ だん 負 


傷 はない が、 傍らに 薬瓶ら しい ものが 転がって いる。 

毒 を 呑んで 死んだ と 思われる。 何のた めに、 何が 故に、 

ここで 二人 は 枕 を 並べて 死んだ か、 それ は 分らない。 

兵馬と 福 松と が、 悪い 相手 を 外そうと して 隠れて い 

る 間に、 二人 は 死んで いたの だ。 こんな 野立てで 酒宴 

に 浮かれ 出した、 手が つけられない、 と 隠れた 二人 は 

苦り切つ ている うちに、 仏 頂 寺と 丸 山 は、 断末魔の 苦 

境に 進んで 行って いたの だ。 

両箇の 屍膨の 前に、 兵馬と 福 松 は 色 を 失って 立って 

いるが、 さて、 手の つけよう のない こと は 同じです。 

手の つけよう がない のみならず、 うっかり 手 をつ け 


る ことが かえって いけない。 

「どうしましょう」 

と 女が おろおろ 声で 言 う。 

「どうに も、 こうに も、 全く 手の つけよう がない」 

「かかり 合いになる といけ ません ね」 

「不人情の よう だが、 このまま、 そっくり こうして 残 

して 置いて、 知らぬ 面に あと を晦 ますより 仕方がない 

気の毒に は 気の毒 千万 だが」 

「覚悟の 上でして いらっしゃ るんだ から、 こうして 置 

いて あげましょう よ、 そうして、 わたしたち は 早く こ 

の 場 を 立ちましょう、 こうして いると ころへ、 人が 通 


りか かって ごらんなさい、 わたしたちが 証人に ならな 

ければ なりません、 そう なれば また 高山 へ 呼び戻され 

なければ なりません、 あなた はいいと して、 それで は 

わたしが 困ります、 高山へ 戻れば、 わたし は 助かり ま 

せん、 責め 殺されて しまい ますよ、 知らない 面 をして 

行って しまいましょう よ、 知らない 面 をして …… 不人 

情の ようです けれど」 

せぬ 妓の福 松 は、 人情 を 立てれば 身が 立たない 思惑 か 

ら、 兵馬 を 促し 立てました。 

百 十七 


かくて 宇津木 兵馬 は、 芸妓の 福 松 を 先に 立てて、 小 

鳥 峠 を 下りに かかりました。 

後ろに は 仏 頂 寺、 丸 山の 血み どろの 世界が ある。 前 

に は、 鬢の 毛の ほ つれた、 乳の ように 白い 女の 襟足が 

ある。 

自分の 足 どり が 重 いのは、 ぐるぐ ると 展開す る 地獄 

変の 世界の 悩みば かりで はない、 懐中に は 三百 両 とい 

う 大金が 入って いる。 これ は 高山の 新お 代官 胡 見 沢の 

愛妾お 蘭 どののお 手元 金で あつたの を、 がんりきの 

百と いう やくざ 野郎が ちょろ まかして 来て、 それ を こ 


の 芸妓の 福 松に 預けて、 預け っぱなし になって しまつ 

た それです。 

三百 両の金 は 重い、 兵馬と しても、 今までに これ だ 

けの 金 を 持った ことがない。 いま 一緒に 旅 をす るよう 

になった この 女 は、 この 金 は 当然、 自分た ちに 授かつ 

たもの だから、 自分た ちが これからの 身の 振り方の 用 

金に する —— 

女 は 言う、 三百 両 のお 宝が あれば、 二人 水入らずで 

日本中の 名所 めぐりが できます —— また 言う、 わたし 

の 知っている 加 賀の金 沢へ 落着いて、 そこで、 この 三 

もと で 

百両 のお 宝 を 資本に して、 自前で 稼ぎましょう よ、 あ 


なた 兄さんに なって 頂戴 —— あたし、 あなたに は 何も 

苦労 させないで、 立派に 過して 見せます よ。 

ばかな —— 芸妓 屋の 亭主 気取りで 納ま つ て いられる 

身と 思う か。 

それ は それと して、 こうな つてみ ると、 この 女との 

縁 は ここ では 切れな い 。 加州 金 沢 へ 落着きた い と 言 つ 

ている が、 とにかく 安心ので きる 人里まで は 送り届け 

て やらねば ならない 腐れ縁 だ。 

腐れ縁と いえば、 信 州の 浅 間の 湯から、 この 女に と 

りっかれ ている。 浅 間の 湯の 祭礼の 晚、 この 女が 酔つ 

ばらって、 おれの 寝床の 中へ もぐり 込んで、 グ ゥグゥ 


寝込んで しまった 時から はじまつ ている。 それが、 ゆ 

くりな く、 中 房の 湯で、 またぶ ッ つかって しまった。 

やがて、 この 女に 甘えられて、 中 房から 松 本まで 月の 

夜の 道行とまで なった が、 途中で この 女 は、 仏 頂 寺、 

丸 山に さらわれて しまったの だ。 

たよられる 義理はなかった の だが、 たよられて みて 

の 上で、 見届ける こと をせ ず、 みすみす 仏 頂 寺の 鬼 手 

に 任せて しまった 後 は 寝醒めが よくなかった。 それ か 

ら 白骨の 湯 —— 平 湯 峠 —— 高山へ 出て、 また この 女に 

ぶつつ かった。 

たずね 求める 兄の 仇 机 竜 之 助なる ものに は、 どこ を 


どう 探っても 行き 当らない。 握み 得た かと 思う と、 さ 

らリと 抜けられる。 求めん ともせざる かような 女の た 

つ きまと 

めに は、 それから それと 附 纏われる。 女の 方で も 必ず 

しも 附 纏う 気 はない の だ。 また、 自分と しても、 女に 

附 きまと われたり、 食いつ かれたり する ほどの 罪 を 

作って いないのに、 おた がい は、 絶えず 右と 左から 堂々 

巡り をし 合って、 ば あ —— とも 言えず、 また かと 苦笑 

いしながら、 手 を 取り合つ ている。 

手 を 取り合う といった ところで、 手に 手 をと つて 鳥 

あずま じ 

が 鳴く 東路 …… というよ うなし やれた 道行で はない が、 

女 は 兵馬 をた よるよう に 出来、 兵馬 も 女 を 見て やらな 


ければ ならない ように 悪く 出来て いる。 これから、 名 

にし 負う 飛 驛の山 谷 を 越えて、 加賀の 里へ 出る まで、 

この 女との 二人 旅、 兵馬 は それ を 思う と うんざりせ ざ 

る を 得ない。 

そうこう している うちに、 日 も 暮れる、 さし 当って 

はまた 今夜の 宿 だ。 

百 十八 

しかし、 その 日 は、 と ある 山 宿に 宿 を 求める ことが 

できました。 


山 宿と いったと ころで、 この辺 は、 特に 宿屋 を 営ん 

でい ると いう もの はなく、 頼めば どこでも 泊めて くれ 

る。 

さ じ 

だから、 特に 客 座敷と いう もの もない。 木地 小屋が 

空いて いるから といって、 そこへ 泊めて くれました。 

別 座敷へ 特に 優遇の 意味です。 

兵馬 は、 女が すすめる の も 聞き入れず、 草鞋 を 取つ 

ただけ の 旅 姿で 夜 を 明かすべく、 炉辺の 柱に もたれて 

いました。 

「わし は 旅に 慣れて いるから、 これでよ ろしい、 君 は 

慣れない 身で も あり、 薄着で 困る だろう —— 」 


かっぱ  ふとん 

と 言って、 自分の 合羽 をまで 女の 薄い 蒲団の 上に 投げ 

かけて 与えました。 

女 は、 いろいろと お詫びしながら、 先に 寝入った の 

です。 

この 小屋 は、 特に 木地の 細工 をす るた めに 建てた の 

です が、 壁が ありません。 がっちり とした 板囲いです。 

夜もすがら 室内の 気温 を 保つ 意味に 於て、 絶えず 適 

たきび 

当の 焚火 を 怠りませんでした。 

疲れが 出た もの か、 女 はす やすやと 寝入った ようで 

す。 

兵 M? として は、 こういう 旅の 宿り は 今に はじまった 


ことで ない が、 ただ 気が かりにな るの は 前途の ことで 

す。 およそ 白山、 白水 谷 を 越えて、 飛驛の 国から、 加 

賀へ なり、 越 中へ なり、 出ようと する 道 は、 道で あつ 

て 道で ない。 

こういう 道 を 踏み破る こと は、 自分 は あえて 意と し 

ない が、 この 女 連れ だ。 この 女 は、 こうして 行けば ひ 

とりでに 白山へ も 登れる し、 金 沢へ も 出られる と 心得 

ている らしい が、 さて、 明日からの 旅の 実際の 味を嘗 

めさせられて みると、 へたばる の はわ かりきつ ている- 

今晩は ここで 宿が あつたか らいいが、 明日の 晩からの 

宿り は 当てがない の だ。 


よし、 明日に なったら、 ひとつ 案内 人 を 求めて みよ 

う。 それから、 馬が 通う か、 通わない か、 山 駕籠 を 金 

沢まで 通して 雇える もの か、 一展えない もの か —— その 

へ んも ひと つ 確め てみ て やろう。 

化の いい 艇落者 だ。 艇 落なら ば まだ 洒落 気 も あるが、 

実は この 女の ために、 体の いいお 供 を 仰せつか つたよ 

うな もの だ。 それ もよ ろしい、 自分 はこの ごろ 観念し 

た。 

すべて、 追い求める もの は 与えられな いように 出来 

ている。 求めざる ものが 降り かかって 来る ように この 

世 は 出来て いる。 そこで 自分 は 観念した の だ、 決して 


追い 求む る ものの ために あせるまい、 降り かかって 来 

たもの を 避けまい。 

これが、 このごろ 出来た 自分の 一 つの 公案な の だ。 

降り かかって 来た もの を 蹴飛ばすまい、 落ちて 来た も 

の は 最後 ま で 受 留め てみ せる  怖ろ し いこと でも、 

辛い ことで も、 いやな ことで も、 嫌いな ことで も、 な 

ん でも かで も、 落ち かかった もの を、 じっと 最後まで 

ぎよ-つじ 

受 留めて みょう。 これ を もって 平常 底の 行 持と する こ 

けつじょう 

とに 決定 する。 

そこで、 この 女に 対して すらが、 もうこう なった 以 

上 は、 以前の ように 振り捨てまい。 振り捨てて しまえ 


ば、 また 仏 頂 寺に 攫われる。 いや、 仏 頂 寺 はすで にこ 

の 世に 亡き人 だが、 仏 頂 寺 以外の 奴に さらわれる。 さ 

ら われた つて かまわな いような もの だが、 その 尻拭い 

がまた こっちへ 報って 来る の だ。 今度 は ひとつ、 女の 

言いなり になって 見せる。 それが 修行 だ。 

百 十九 

兵馬が 柱に もたれて、 うつらう つらして いると、 外 

で 夢路 をた どるよう に 人の 叫び 声が あ る 。 

「宇津木、 宇津木」 


「はつ」 

と 兵馬 は 我に 返った が、 どうも 気のせい か、 その 声が、 

仏 頂寺弥 助の 声の ように 思われて ならない から、 

「誰 だ」 

「おれ だよ」 

「誰 だ」 

兵馬 はもう 一 度、 念のために 耳 を 傾け 直す と、 

「おれ だよ」 

「誰 だ」 

「声で わかり そうな もの じ やない か、 仏 頂 寺 だよ」 

「や あ、 仏 頂 寺 君 か」 


「まあ、 いいよ、 そうして おれよ」 

戸の 外から しきりに 声をかける 仏 頂 寺の 言葉つ き は、 

存外、 落着いた もので ありました。 そうして、 たしか 

に 仏 頂 寺の 声に 相違ない と、 兵馬の 耳に はとお るので 

す。 

「君 は —— 君 は」 

けしき  ども 

と 兵馬が 少し 気色ばんで 吃る と、 外から 仏 頂 寺の 声で、 

「そう 驚かんでも いいよ、 小鳥 峠の 上で 立派に 腹 を 

切った 拙者が、 こうして、 うろついて 来たから、 君 は 

狼狽して いるだろう、 あわてるな、 あわてるな」 

「あわて はしない けれども、 君 はどうして ここまで 来 


たの だ」 

「どうして だってい いじ やない か、 今更 そんな 野暮 を 

言うな い、 仏 頂 寺 は、 君と 知った 時 以前から 亡者なん 

だ、 亡者と して、 ふらふら 旅 をした 身の上 は、 君 も 聞 

いて 知って るだろう、 仏 頂 寺 弥助は 加 茂 河原で、 北 村 

北辰 斎の ために 斬られて いるの だ」 

「では、 小鳥 峠の 上で 自殺した の は、 あり や 誰 だ」 

「誰 だってい いじ やない か、 亡者と なって みれば、 死 

にかわ リ、 生き かわり、 ふらふらと 盲動す るの が 身上 

だ」 

「では、 なんにしても なかへ はいったら どう だ、 焚火 


もよ く 燃えて いるよ」 

「いや、 はいるまい、 はいつち やわる いだろう な」 

「これ は 仏 頂 寺 君ら しく もない 遠慮 だ、 なかへ 入り 給 

え」 

「止そう よ、 悪い から」 

「何が 悪い」 

「おたのしみの さまたげ をして は 悪い からな」 

「ばかな こと を 言え」 

と 兵馬 は 躍起と なりました。 ところが、 外なる 仏 頂 寺 

の 声 はいと ど 平然たる もので、 

「馬鹿で はない よ、 そこ は 仏 頂 寺 も 心得て いるよ」 


「いやに 気 を 廻す、 仏 頂 寺 君ら しく もない 言 い ぶ り だ 、 

かまわな いから、 戸 を 押して 入って くれ 給え」 

「いけない よ、 ここで 話そう よ、 我輩 は 外に 立って い 

る、 君 はな かに 居 給え」 

「どうも、 気が 知れない、 この 夜寒に 外に 立ちつ くす 

君の 気が 知れない、 といって、 僕ば かりな かに あたた 

まっていて、 君 を 外に 置いて 話 もで きないで はない か、 

なかへ 入って くれ 給え、 実は 都合あって、 一時、 君の 

目 を 避けて いたの だが、 こうな つてみ ると、 聞きたい 

ことが 山 ほど ある、 入って くれ 給え」 

「いや だよ —— こっち はかまわない から、 君 だけ は そ 


こにいて、 いま 言った な、 何 かこの 仏 頂 寺に 聞きたい 

ことがあ ると 言った が、 ずいぶん 知つ ている こと は 聞 

かせて やろう、 遠慮なく たずね 給え、 こっちに も 君に 

は 大いに 話して 置きたい ことがあ つたの だ、 峠で 逢え 

ずに しま つたの を 残念に 心得て いる」 

百 二十 

宇津木 兵馬 は、 仏 頂寺弥 助の 柄に ない 遠慮ぶ リが不 

審で たまりません。 

ちんにゅう 

いつもな らば、 案内が なくと も 闖入して 来る 男で 


ある。 

今夜 はい やに 遠慮して いるう ちに、 その 言う 言葉つ 

きがなん となく 冷たい。 戸一 枚 を 隔てて 話 をして いる 

よう だが、 実は 幽明 を 離れて 応対して いるよう な 心 持 

がしない ではない。 

「おい、 宇津木、 うまく やって るな」 

と、 もう 一 つ 別な 声が 同じく 戸の 外から 聞え て 来 まし 

た。 

「誰 だい」 

「わからな いかえ」 

「もう 一 ぺ ん  」 


「わかり そうな ものだね、 僕 だよ」 

「あ、 君 は 丸 山 君 だな」 

「そうだよ、 そうだよ、 仏 頂 寺 あると ころに 丸 山 あり 

だ」 

「君 も  」 

「仏 頂 寺と 一緒に、 うろついて 来たよ」 

「君 も 無事で —— 」 

「無事で あろうと、 有事で あろうと、 そんな こと はい 

いじ やない か」 

「なんにしても 意外 だ —— しかし、 何 は ともあれ、 入 

り 給え、 今 も 仏 頂 寺 君に そう 言って いたんだ が、 仏 頂 


寺 君が いやに 遠慮 をして いる、 変 だと 思って いると こ 

ろ だ、 君から さきに、 こっちへ 入って 来 給え」 

「いや、 せっかく だが、 僕 もよ そう」 

「どうして」 

「どうして つたって、 悪い から」 

「何が 悪い」 

「おたのしみの さまたげ をして は 悪い からな」 

「君まで が …… けしからん」 

と、 兵馬 はまた も 気色ばんで 詰問の 語気に なると、 戸 

の 外で ど つ と 笑いました。 

その 笑った 声 は、 仏 頂寺弥 助と 丸 山 勇 仙と、 二人の 


混合した 声な のでした が、 その 笑い声 を 聞いて、 はじ 

めて 兵馬が ゾッ とした 鬼気に 襲われざる を 得ませんで 

した。 そうする とまた 同時に、 

「何が 怪しからん」 

と 外で 言った の は、 丸 山 勇 仙の 声です。 兵馬 は 直ちに 

それに 応じて 言いました、 

「怪しからん じ やない か、 おたのしみ だの、 おさまた 

げ だのと、 奇怪 千万な。 人 を 見て 物 を 言い 給え」 

「は、 は、 は」 

とまた 外で、 二人が 声 を 合わせて 笑い出し たから、 

「何が おかしい」 


兵馬が、 むっとして たしなめ ると、 

げいしゃ 

「だってお かしかろう じ やない か、 芸妓 を 連れて 道行 

を すれば、 これが おたのしみでなくて、 世間の どこに 

おたのしみが あるの だ、 おたのしみ をお たのしみと 言 

われて、 腹の 立つ 奴が よっぽどお かしい」 

と 言った の は、 やはり 丸 山 勇 仙の 声であって、 同時に • 

「ま、 ま、 ば」 

と 笑った の は、 二人の 合唱です。 

じゃすい もの 

「いよいよ 君た ち は 邪推 者 だ」 

兵馬が 怒る と、 外で 抜からぬ 声、 

「我々 の 邪推 じ やない よ、 粋 を 通して いるの だよ。 い 


いかい、 我々 が これほど 粋 を 通して やって いるの を、 

悪く とる 宇津木 君、 君 はね じけ 者 だ。 いったい、 君 は 

我々 を 厄介者の ようにして、 常々 けむたがって いるよ 

うだが、 それが 大きな 了見違い だよ、 君の ために、 我々 

が 計って 不忠 をした ことがあ るかい、 こう 見えても 仏 

頂 寺と 丸 山 は、 人情 主義者 なんだ、 君の ような 不人情 

漢とは 性質が 違う」 

丸 山 勇 仙 は 弁舌が 軽い。 兵馬 はつい それに 釣り込ま 

れて、 

「いつ、 拙者が 不人情 をした」 

「ま、 ま、 ま」 


とまた 外で、 二人が 声 を 合わせて 笑いました。 

百 二十 一 

どっと 笑って から、 丸 山 勇 仙が また 抜からぬ 声で 言 

いました、 

「まあ、 おそらく 君ぐ らい 不人情な 男 は あるまい よ。 

我輩の 如き は、 君 も 見て 知ってい るだろう が、 小鳥 峠 

の 上で、 仏 頂 寺と 見事に 心中 を 遂げたん だ、 仏 頂 寺の 

ゆうぎ  じゅん 

友誼に 殉 じたんだ ぜ。 僕 はなに も 先んじて 死にた 

かった わけ じ やな いんだ、 仏 頂 寺が 死にた くな つたと 


いうから、 驚いて 差 留めた くらいな ものなん だ。 だが、 

理由 を 聞いて みると、 留める ことができ なくなつ たよ。 

いや、 理由 もな にも あり やしないんだ、 理由な き 理由 

なんだ ね。 そこで、 仏 頂 寺が どう あっても 腹 を 切る と 

いうから、 それなら、 おれ も 一人 じ や 生きて いられな 

い、 君が 刀で 腹 を 切るなら、 おれ はお 手前 物の 毒薬 を 

飲む —— 君 も 知って るだろう、 おれ は 長 崎で 蘭 医の 修 

業 を やり そこねた 書生く ずれなん だ、 そこで、 仏 頂 寺 

と ああ やって 心中 を 遂げたん だが、 ずいぶん 苦し かつ 

たぜ。 しかし、 今 はいい 心 持 だよ —— ところで、 君 は 

どう だ、 我々 がこうして 美しく 人情に 殉 じている こと 


がわから ず、 それに 一遍の 回向 もせず、 とむらいの 

ま ね  いちず  かお 

真似 もせず、 一 途に 後難 を 怖れて、 知らぬ 面に 引上げ 

てし まった じ やない か。 それ もま あ、 事情 やむ を 得ぬ 

として、 君 は 我々 に 見 換えても、 その 女 を 保護す る 役 

目 を 買って出 たの は 感心 だ、 今度 はしつ かりやれ よ、 

いったん 引受けた 以上 は、 最後まで 見届け るんだ ぞ、 

仏 頂寺弥 助と 丸 山 勇 仙の 二人に 見 換えて、 旅 芸者 一人 

に 人情 を尽 してみたい 君なん だから、 今度 はいい かげ 

ん におつ ぼり 出す と 承知し ない ぞ」 

能弁な 丸 山 勇 仙が しきりに まくし 立てる。 兵馬 は そ 

う 言われる と、 なんだか 自分の 重大な 弱味 を あばかれ 


でもした ような 気持が して、 ちょっと 返答に 窮 してい 

ると、 今度 は 外で 仏 頂寺弥 助が 代って 言いました、 

「宇津木、 まあいい よ、 そんな こと は 丸 山の 愚痴 だ、 

我々 は 勝手に 行きたい ところへ 行こうと して、 その 目 

的 を 達したん だから、 あえて 君に 見送られよう とも、 

見送られまい とも、 それ を 言い立てる 我々 じ やない、 

我輩と 丸 山と は、 こうして 円満に 人情 主義 を やり 通し 

たが、 君の は あぶない ぜ —— これからが 危険なん だ」 

「それ は 知ってい るよ」 

と 兵馬が、 とっても つかぬ ように 内から 答えます と、 

丸 山 勇 仙が、 


「危険と いうの は、 君、 白山 白水 谷の 危険と いう 意味 

ばかり じ やない ぜ」 

「それ も、 これ も、 承知の 上な の だ、 無益な 問答 をす 

るより は、 なかへ 入り 給え と言うに」 

「こっち はこれ が 勝手 だと 言って るんだ からい いじ や 

ないか。 では、 丸 山、 このく らいで 引返そう ではない 

力」 

と 仏 頂 寺が 丸 山 を 促したら しい。 そうすると、 丸 山 勇 

仙が、 

「そうだね、 この辺で 引上げる としょう か、 では、 宇 

津木、 大事に 行けよ」 


「君た ち、 帰る のか、 あんまり あっけない ではない か」 

「いや、 そのうち また、 どこかで 逢う 機会 も ある だろ 

うよ、 大事に し 給え。 それから 君、 なお 念 をお して 置 

くが、 君の 旅路 も 明日 あたりから、 そろそろ その 危険 

区域に 入 るんだ ぜ、 気をつけ 給えよ」 

「ありがとう  」 

「明日 あたりから 君、 畜生 谷が 現われ るんだ ぜ、 しつ 

かりし 給えよ」 

「畜生 谷と は？」 

「畜生 谷 を 知らん のか —— 白山 白水 谷のう ちに、 有名 

なる 畜生 谷と いうと ころが ある —— そこ へ 落ち込んだ 


ら 最後、 浮み 上れない の だ」 

百 一 一士 一 

「さようなら、 宇津木」 

「宇津木 君、 失敬」 

二人 は、 ついに 行って しまいました。 

兵馬 は 柱に もたれた まま、 それ を 引 留めたい 心で 

いっぱい でありながら、 ついに 戻れと いう 機会 を 逸し 

てし まいました。 

それ は 会話な かばに、 とても 眠くな つて 眠くな つて 


たまら なくなり、 うっとりと 失神 状態に 陥った ところ 

を、 二人に 無造作に 立ちの かれて しまった。 そこに 気 

がっくと、 何とも 言えない 空虚 を 感じ 出して、 その ま 

ま その 座 を 飛び立って、 戸の 外へ 走り出しました。 

「お— い、 仏 頂 寺 君 —— 丸 山 君」 

声 を 限りに 呼びながら、 兵馬 は 二人の あと を 追い か 

けたので す。 

無論、 そのく らいです から、 草鞋 をつ ける 余裕 もな 

はきもの 

く、 有 合わす 履物 もな く、 戸 を 押した か 開いた かその 

こと も わからず、 仏 頂 寺と 丸 山と が、 東へ 行った か、 

西へ 行った か、 その 痕跡に 頓着 もな く、 兵馬 はやみく 


もに 走り出し たのです。 

「お— い 仏 頂 寺 君、 お— い 丸 山 君」 

こう 言って、 続け ざまに 叫び 且つ 走りました。 

よ-つちよう 

道 は、 山が 高く 頭上 を 圧し、 谷が 羊腸 として 下 をめ 

ぐって いる。 谷の 底から 実に 鮮 かな 炎が、 紫色の 煙と 

共に 吹き上げ ている。 

「はは あ、 あの 二人が 畜生 谷と 言った のが、 これ だな、 

畜生 谷 …… 」 

兵馬 は その 異様な 谷 を 見渡す と、 谷 をめ ぐる 一 方の 

はる 

尾根 を 縦走しつつ、 談笑して 行く 二人の 者の 姿 を 遥か 

に 認めて、 


「お ー い、 仏 頂 寺 君、 丸 山 君、 待ち 給え、 待ち 給えよ 

う」 

この 声で、 豆の ような 姿に 見えた 縦走の 二人が、 歩 

み を 止めて、 こちら を 見返りました。 息せ き 切った 兵 

馬 は、 

「あんまり あっけな いから、 追い かけて 来たの だ、 で 

も、 追いついて よかった」 

とはいう ものの、 あちら は 遥かに 峰の 高い ところに 

いる。 

「何 だ、 宇津木、 何し に 来た」 

と、 仏 頂 寺が 上から 見お ろして 答える。 兵馬 は 谷間に 


突立って、 

「大切の こと を 君た ちに 聞き落し たから 追い かけて 来 

たの だ、 ちょっと、 もう 一 べん 戻って くれない か」 

「もう 駄目 だよ」 

仏須 寺が 頭 を 振る のがよ くわ かる。 そうすると、 丸 

山 勇 仙が、 

「もう 駄目 だよ、 君と 僕たちとの 距離 は、 単に 山の 上 

と 下 だけの 距離 じ やな いんだ、 我々 は 君のと ころへ 下 

りて 行けない、 君 は、 我々 のと ころまで 上って 来られ 

ない、 そこにいて 話 をす る さ」 

「ちえ ッ」 


と 兵馬 は、 それ を もどかしが りながら、 思いきって、 

「では、 ここで 君た ちに たずねた いが、 机 竜 之 助 は 今 

どこに いるの だ、 君た ちが 隠した と は 言わない が、 た 

しかに それ を 知っている ように 思われて ならぬ、 それ 

を ひとつ 明かして 行って くれ 給え」 

「なに、 机 竜 之 助？」 

ゆくえ 

「うむ、 机 竜 之 助の 行方 だ」 

「おい、 丸 山」 

と、 これ は 仏 頂 寺の 声で、 兵馬の 問いに 答えた ので は 

なく、 丸 山 勇 仙 を かえりみて、 とぼけた ような 声で、 

「君、 机 竜 之 助と かなんと かいう 人物 を 知ってい るか 


い」 

「何 だって、 机 竜 之 助？」 

丸 山 勇 仙が、 またと ぼけた 面 をして いるので、 兵馬 

が むっとし ました。 

百 二十 三 

「君た ち、 しらを切つ てはいけ ない よ、 君た ちが 机 竜 

之 助 を 隠して いる。 隠して いないと すれば、 少なく と 

も 拙者が 竜 之 助に めぐり 会う ベ き 機会 を 妨げた —— 信 

州の 誠訪 以来、 覚えが あるだろう」 


と 兵馬から 厳しく、 こうたし なめられ ると、 はじめて 

二人が 気がつい たように、 面 を 見合わせて、 

「ああそう か、 あの ことか、 あれ か」 

「どこに いるか、 その 在所 を 教えて くれ 給え、 明白に 

言えなければ、 暗示 だけで も 与えて くれ 給え」 

兵馬が 畳み かけて 追い 迫る と、 仏 頂 寺 は 呑 込み 面に、 

「あれ はな、 宇津木 君の 推察 通り、 いささか 妨げ をし 

てみ たよ、 意地悪 をした わけ じ やない、 人から 頼まれ 

たんだ」 

「誰に 頼まれた」 

「それ は、 甲 州の 豪族の 娘で、 俗にお 銀 様と いって、 


なかなかの 代物 だ、 その 人に 我々 が 余儀なく 頼まれて 

な」 

「うむ、 あのお 銀 様と いう 女 —— あれなら 僕 も 知って 

いる」 

と、 兵馬 もそう 答えざる を 得ませんでした。 そうする 

と 仏 頂 寺が、 

「あのお 銀 様と いう 女に 頼まれて な、 宇津木 兵馬が、 

机 竜 之 助 を 兄の 仇 だと 言って、 つけ 覘 つてい る、 これ 

から 信 州の 白骨へ 行こうと する、 会わせて は 事が 面倒 

だから、 どうか、 二人 を 会わせない ようにして くれと 

我々 に 頼んだ の だ」 


「そうか。 そうして、 それから？」 

「そこで、 我々 はちよ つと 迷った よ、 宇津木の ために 

は、 早く 会わせて 本望 を 遂げさせて やりたい し、 この 

お 銀 様の 頼み も 無下に は 捨てられない。 ところで、 お 

銀 様が 説く ところ を 聞いて いると、 なかなか 道 現が あ 

る、 ことにもう 一 つ、 あの 女に は 力が ある、 それ は 何 

の 力 かとい うに、 金力 だ、 あれ は 甲 州 第一 の 富豪の 娘 

で、 莫大な 金力の 所有者 だ、 その 金力と、 弁 力と を もつ 

て、 われわれ を 圧迫して 来たの だ、 こいつに は 参った 

よ」 

「では、 君た ち は、 金力で もろく も 買収され てし まつ 


たの だな」 

「そういう わけ じ やない、 金力が あろうと も、 弁 力が 

あろうと も、 その 人に それだけの 力が なけり や、 人 を 

圧服す る こと はでき やせん、 正直に 言えば 我々 は、 お 

銀 様と いう 女に 圧倒され てし まって、 否応なしに、 君 

にと つ て は 憎まれ役 —— 一 一人 を 会わせまい とする 役割 

をつ とめて しまったの だ」 

「意気地がない な あ —— 女に 圧倒され てし まった 仏 頂 

寺」 

兵馬が 嘲る と、 丸 山 勇 仙が、 

「女 だって、 あの 女 は 少し 違うよ、 買収と 言えば 人 聞 


きが 悪い が、 あの 女 は 使うよう にして 使 うんだ、 仮り 

に 買収され たと すれば、 僕 等ば かりじ やない、 君 もま 

た、 あの 女に 買収され ていたんだ ぜ。 君の 娵訪 から 今 

までの 道中 費 は、 よそながら 僕 等が 支払った、 これ は 

間接に、 みんな あのお 銀 様の 懐ろ から 出て いるんだ ぜ」 

「そんな はず はない」 

「はず はなかろう とも、 事実 は 争われな いの だ。 とこ 

ろで、 机 竜 之 助 は、 あの 女が 保護して いる 限り、 君の 

手に は 合うまい と 考える。 しかし まあ、 仏 頂 寺 あると 

ころに 丸 山が あり、 宇津木 兵馬 あると ころに 旅 芸妓が 

ありと すれば、 お 銀 様と いう 女の あると ころに 机 竜 之 


助が あるか も 知れない、 その 心 持で 探し 給え」 

「で、 そのお 銀 様 は どこに いる」 

「それ は 知らない」 

二人が また ク ルリと 背 を 向けた ところへ、 雲煙が 捲 

き 込んで 来ました。 

百 一 一十 四 

がくぜん 

愕然として 眼が 醒めた 時に、 

「ホ、 ホ、 ホ」 

と 傍らで 笑い かけた 声 は、 これ は 本物であって、 夢で 


はありません。 

「どう あそばし たの」 

はらば 

と、 いつしか 醒めて いた 女が、 夜具の 中から 腹這いに 

なって、 短い 煙管で 煙 を 吹きながら、 流し目に こちら 

を 見て いたのです。 

「ああ、 うとうと いい 気持で …… 」 

と、 兵馬 はテレ 隠し をす るよう に 言う と、 女 は、 

「何 かいい 夢 を) J らんに なって …… 」 

「いや、 別段 —— 」 

と、 まだ 夢心地で 申し わけの ように 言う と、 

「噓 よ、 いい 夢 を ごらんに なった に違いない わ」 


「あんまり い い 夢で はな か つた」 

「そんな こと 、ありま せんよ、 二 コ 二 コと お笑いに なつ 

て、 君、 待ち 給え、 待ち 給え —— とおつ しゃいました 

わ。 誰の ことなん です、 どなた をお 呼びに なった の、 

憎らしい」 

また 流し目で 女が 兵馬 を 見ました。 手の 届く ところ 

にいたら、 膝 をつ ねった かも 知れません。 

兵馬 は 憮然と して、 まだ 夢から 醒め きれません。 

そこで、 女 はいい 気になって、 

「おかしい わね、 起きて、 坐って いる 人が うわごと を 

言って、 寝て いる 人に 揶癒 われ るんだ から、 世 はさ か 


さまよ」 

と 言いました。 

兵馬 は それ を 心外な りと しました。 果して 自分が こ 

の 女の 言う 通りに、 うわごと を 言った か、 言わない か、 

それ は 水かけ論 だけれ ども、 眠りに 落ちて いた 醜態 を、 

相当の 時間、 この 女に 笑われて いた こと は 事実 だ。 女 

の 態度 を 見る と、 もうかな り 以前に 目が さめて、 悠々 

煙草 を 吹かしながら、 じっと 揶揄い 気味で、 自分の 舟 

を 漕ぐ 様子 を 見入って いたの だ。 

「君 は、 いつ 目が 醒めた の だ」 

ち よ うず 

「わたし、 お 手水に 行きた くな つて、 それで 目が さめ 


ちまった の —— そうすると、 あなた はいい 心 持で 舟 を 

漕いで いら つ しゃる」 

「うむ、 そうだつ たか」 

「です けれども、 あなた、 お 手水 場が、 外の あんな 遠 

いところ にある でしよう」 

「うむ」 

「わたし、 一人で 行け やしない わ」 

「うむ」 

「ですからね …… あなたに 連れて行って いただきたい 

と 思いました わ」 

「うむ ：：： 」 


「うむう む、 おっしゃ つたって 駄目よ、 失礼し ちゃう 

けれども、 あなたに 連れて行って いただか なけり や、 

あんな 遠い はばかりまで 行け やしません もの。 でも、 

あんまり あなたが いい 心 持で 舟 を 漕いで いらっしゃる 

から、 起して 上げる のが 気の毒に な つ てし ま つ て …… 」 

「うむ」 

「あなた を 起して 上げる の はお 気の毒 だけれ ども、 わ 

たし 一人 じ や、 この 夜中に、 戸の 外へ 一寸 だって 出ら 

れ やしません」 

「意気地がない な」 

「そり や、 あなた 方と は 違って よ、 怖い わ、 狼が いる 


わよ。 それば かりじ やない、 なんだか 外に は 仏 頂 寺が 

待って いそうで —— 怖くて たまらな いから、 とても 一 

人 じ やお 手水に 行けない し、 あなた はよ く 眠って い 

らっしゃ るし、 わたしず いぶん 気 を 揉ん じ や いました」 

気 を 揉んだ と 言いながら、 こう もぬけぬ けと してい 

ると ころ を 見れば、 さし 当りお 手水の 方 も 解決が つい 

てし まったら しい。 

百 一 一十 五 

なんどき 

「ねえ、 宇津木さん、 もう 何時でしょう、 夜が 明ける 


ん でしよう か、 夜中なん でしよう か、 わたし、 ちっと 

も 見当が つきません わ、 宵の口から、 真夜中の ような 

気がして る もんです から」 

「そうだな、 いやもう かれこれ、 夜が 明ける 時分 だろ 

う」 

「わたし も、 もう 寝つ かれません わ、 起きち や いまし よ 

うか 知ら」 

「いや、 まだ、 そうしてい 給え、 寒いだろう。 どら、 

ひと 

一 くべ 火 を 焚いて 進ぜる」 

と 言って 兵馬 は、 薪 を 取って 火 を 盛んにし ました。 女 

は 相 変らず 蒲団 の 中 に 腹 這 いながら、 


「済まな いわねえ、 わたし、 心から あなたに お気の毒 

だと 思って よ」 

「そうお 気の毒お 気の毒い うな、 君た ちが 心配す る ほ 

ど 毒に なり はせ ぬ」 

と 兵馬が 言いました。 

「でも、 わたし だけが、 かりにもお 蒲団の 中に 横にな つ 

ていて、 あなたに、 お 手水へ 連れて行って 頂戴の なん 

のと 言ったり、 火 を 焚いて いただいたり …… 」 

「やむ を 得ない」 

「ですから、 わたし、 もう 起きち やい ます わ。 起きて 

あなたと 一 緒に、 その 囲炉裏の 傍で お 話 をし ましょう」 


「かえって 寒い よ —— 眠れなければ そのままで、 話 を 

し 給え、 拙者が ここで、 聞き手に なって 上げる」 

「では、 このままで、 もう 少し 失礼 させて いただき ま 

しょう」 

「何 か 話 をして くれ 給え」 

「人の 悪口 を 言いましょう か」 

「誰の」 

「そうです ね —— 誰が いいでしょう」 

「相手 を 考えて 悪口 をい う 奴 もない もんだ」 

「仏 頂 寺の 悪口 を 言つ て やりましょう か」 

「あれ はよ せ、 あれ は 見かけ ほど 悪い 男で はない」 


くるみざわ 

「胡 見 沢 の 助平お 代官 の 悪 口 でも 言 つて やりましょう 

か」 

「殺された 人の 悪口な どはいけ ない、 たとえ 嫌な 人で 

あろうと も、 ああい うの は、 悪口より は、 回向 をして 

やる のが 本来 だね」 

「本当ね、 ではそう そう、 お 蘭さん ならいい でしよう、 

あの人なら、 きっと ぴんぴんして、 どこかで、 またい 

いか げんな 人 を 相手に うじ やじ やけて いるに 違いない 

わ、 あんな 人 こそ、 思いき り 悪口 を 言って あげた 方が 

、 、 I 

レレ」 

「いや —— あれ も、 君が 憎む ほどの 悪人 じゃあるまい 


ぜ、 第一、 君に このお 手元 金 を 取られて しまって、 さ 

ぞ 残念が つてる だろ う —— そ の う え 悪 口 を 言われ て は 

たまるまい からな」 

「それ もそう です ね、 あたりまえなら 只で 置く 女で は 

ない のです が、 罰金が 取上げて あるから、 暫く 許して 

置いて あげましょう」 

「それが いい」 

「では、 誰の 悪口に しまし ようね、 誰も 悪口 を 言う 相 

手がない じ やない の」 

「相手がなければ、 悪口 を 言わんでも いい」 

「でも、 悪口 を 言わなければ、 話の種がない じゃあり 


ません か」 

「話の種と いうの は、 悪口に 限った わけの もの じゃあ 

るまい、 何 か 罪のない、 面白い 世間話 をし 給え」 

「罪のない 話なん て、 ちっとも 面白かない わ、 罪が あ 

るから 世間話の 種に もな るん じ やない の —— では、 わ 

たし、 自分のお のろけで も 言って、 あなたに 聞いて い 

ただこう かしら」 

百 二十 六 

「結構 だね、 大いに やり 給え」 


と、 兵馬 もこのと ころ、 大いに さばけて こう 出た のに ■ 

女が かえって 尻込み をして、 

「よしましょう よ」 

「よさな くっても いいから 大いに やれ」 

「いやです。 第一、 あなた、 こうして 山小屋の 中へ 木 

屑 同様にお つぼり 出されて、 手の 出し手 もない 女が、 

おのろけ もない じゃありません か」 

「今はなくて も、 昔 はあった ろう、 これから また ある 

だろう、 それ を 盛んに 並べて 見 給え」 

「昔 を 言えば ねえ、 よしんばあった ところで、 おそら 

き 

く、 追いの ろけ は 気が 利かない 骨頂です からね え。 こ 


れ から あるだろう とおつ しゃった つて、 あなた、 未来 

のおの ろけ を 語る ほどお めでたい 話 もありません ねえ。 

いったい、 どちらに しましても、 芸妓のお のろけなん 

ていう もの は、 おのろけの 中に 入りません」 

「悪口 もい けず、 惚気 もい けない —— 」 

しろうと 

「ですから、 あなたの を 聞かせて 頂戴な、 素人のお 惚 

気 は 本当のお 惚気な のよ、 それ を 承りましょう」 

「僕に、 そんな もの はない」 

「ない ことない でしよう …… 仏 頂 寺さん から 種が 上つ 

ています」 

「亡くな つ ている 仏 頂 寺 を 証人に とれば 何でも 言え 


る」 

「あなた、 ずいぶん、 江戸の 吉 原で 苦労 をな さった そ 

うです ね」 

「そんな こと はない よ」 

「ない ことがある もんです か —— いくらお 体裁 を 飾つ 

て も、 わたしたちの 目から 見れば、 一 度で も 遊んだ こ 

との ある 人と、 ない 人と は、 ちゃんと わかり ますよ」 

「見る ように 見る 人の 勝手 だ」 

「あなたと いう 方 も わからない 方ね、 一度で も 遊んだ 

覚えが あるく せに、 いやに 角が とれない」 

「何でもい い、 要するに、 こっちに は、 面白く おかし 


く 話して 聞かせる ほどの 世間話 も、 身の上 話 もない が、 

君の 方 は 世間 慣れて いるから、 種が あるだろう、 何で 

も、 心任せに 話して くれない か、 修行 中の 僕 等 は、 な 

ん でも かで も 善 智識の 教えと して 聞く よ。 少なくとも、 

君 は 僕より 年が 幾つか 上 だ、 先輩 だと 思って 尊敬して 

聞く から、 何でも 話して くれ 給え、 それ を 身に する か、 

骨に する か は、 こっちの 聞き方 一 つなんだ、 悪口、 結 

構、 惚気 を やる も 苦しくない —— 話し 給え、 話し 給え、 

こ つ ち は 聞き役 だ」 

と 兵馬 は、 かなり 歯切れよ く 言いました ものです から、 

女 も 諦 めた と 見えて、 


「それで は 一 つ、 面白い 話 をして 聞かせ ますから、 聴 

いて 頂戴 II 」 

と 言って、 腹ば つていた 女 は 煙管 を ほうり 投げて、 く 

るりと 寝返り を 打ち、 箱枕 を、 思いきって たっぷりし 

た 島 田く ずしの 髫で 埋めて、 蒲団 を かき 上げる ように 

して、 ちょうど 兵馬の 坐って いる 方と は 後向きに 寝相 

を 換えた のです が、 その 時、 肩から 背筋まで が、 わざ 

と 衣紋 を 抜いた ように 現われた の を、 そのまま、 あち 

ら 向きで 話しかけました。 

おなじ 話 を はじめるならば、 寝て いるに してから が ■ 

こちらに 向き 返って 話したら よか りそうな もの を、 わ 


ざと あちら 向きに なって 改まったの は、 襟足 や、 首筋 

や、 肩つ きを、 思い切って 開けっ放して 見せつ けた 失 

礼な 仕打ち だ。 

兵馬 は その だらしない 乱れ髪と、 襟足と、 女の 肩 か 

ら 背へ かけての 肉つ きとい う もの を、 まざまざと 見せ 

つけられ たが、 女と して は 見せつ けたので はない、 こ 

うい うだらし のな い のが、 こういう 女の 作法 だろうと 

も 思いました。 

百 二十 七 


女 は 寝ながら、 次の ような 話 を はじめました。 

それ を 書き下ろして みると  

昔、 同じ 藩 中の 人に 殺された お 武家が ありました。 

その もとの 起り は、 奥様から 起った の だそう です。 そ 

こで、 まだ 子供 はなし、 力になる ほどの 身寄り もない 

けれど、 この 奥様 は、 なかなか 気象の 勝った 奥様で ご 

かたき 

ざいまして、 夫の 敵、 もとはと 言えば 自分から 起った 

こと、 これ を このまま にして 置いて は、 女ながら 武士 

道が 立たない。 といって、 身寄りに は 一人 も 力になる 

の はない のです。 そこで 雄々 しく も 自分の 夫の 敵 討 願 

い を 出して、 旅に 出る ことに 覚悟 を 決めました。 


ところで、 家に は、 夫の 時代から 愛し 使われた 若党 

がー 人 あるので す。 若党と いっても 若い と はき まって 

いない けれども、 この 若党 は 真実 年 も 若し、 それに 

身体が 達者で、 腕 も 利き、 万事に 忠実で、 亡き 夫 も 二 

無き ものと 愛して 召使って おりました。 

この 若党に も 暇 を やって、 奥様 は ひとり 敵 討の 旅に 

出ようと します と、 若党が それ を 聞いて 涙 を 流して 言 

いました、 

「それ はお 情けない お 言葉 でございます、 亡き 御主人 

様に 子の ように 愛されて おりました わたくし、 今 この 

場に 当って、 奥様の 敵 討に お出 ましになる の をよ そに、 


どうして このお 邸 を 立 去られましょう。 下郎の 命 は 

お 家の ために 捧げた もので ございます、 どうか、 私め 

を もお 連れ 下さい まし、 道中に 於ての 万事の 御用 は 申 

すまで もな く、 敵に めぐり 逢いました 時 は、 主人の 怨 

み、 一 太刀な りと 報いなければ、 仮り にも 家来と して 

の 義理が 立ち ませぬ。 どうぞ この 下郎 をお 召 連れ 下さ 

いまし、 たとえ 私 は 乞食 非人に 落ちぶれましょう とも、 

奥様に 御 本望 を 遂げさせずに は 置き ませぬ。 もしお 聞 

入れが なくば、 この 場に 於て 切腹 をいた しまして、 

魂魄と なって 奥様 をお 守り 申して、 御 本望 を 遂げさせ 

まする でございます」 


思い切った 体で、 こう 言い出しました ものです から、 

奥様 も 拒む ことができません。 

「それほど そちが 頼むならば、 聞いて あげない 限り も 

ない けれど、 知っての 通り、 家に はそう 貯えと いう も 

のが ある わけで はなし、 永の 年月たず ぬる 間に は 路用 

も 尽きて、 どうなる か 知れぬ 運命、 わたしと して は、 

行 倒れに 倒れ 死んでも、 夫への 義理 は 立ちます、 いや、 

たとえ 本望 は 遂げず とも、 死んで 夫の あと を 追えば、 

それ も 一 つの 本望で あるが、 お前 は 縁あって わたしの 

家に 使われた と は 言 い なが ら、 譜代の 家来と いう わけ 

で はなし、 まだ 若い 身空 だから、 い くら でもよ そ へ 行つ 


て 立身出世の 道 は ある、 そうした からと て、 誰もお 前 

に 非 をう つもの はない けれど、 わたし はそう は ゆかな 

い、 わたしに 代って 敵 を 討つ 身寄りがない 限り、 わた 

かちゅう  かおむ 

しとい う もの はこうし なければ、 家中へ 面 向けが なり 

ませぬ。 ここ を そちに 聞き わけても らいたい が、 それ 

ほどに 言われる 志 は うれしい。 では、 その 覚悟で、 わ 

たしに 附 添うて 下さい —— 頼みます」 

「有難う ございます、 一 生の 願い をお 聞き入れ 下され 

て、 こんな 嬉しい こと は ござり ませぬ」 

そこで、 主従が 勇ましく 敵 討の 旅に 立ち 出で ました。 

奥様に とって は、 むろん 夫の 敵 —— 下郎に とって は 


主人の 仇、 名分 も 立派 だし、 ことに 主家の 落ち目 を 見 

捨てない 下郎の 志 は 一 藩 中の 賞め ものでした。 

百 二十 八 

旅へ 出てから も、 もとより あり 余る 路用が あると い 

うわけ ではありません から、 主従 は 極めてつ つまし や 

かな 旅 をいた しました。 

この間、 若党の 奥様に 仕える ことの 忠実 さ、 道中 は 

危ない ところへ 近寄らせな いように、 時刻 もよ く 見 計 

ら つて、 宿へ 着いての 身の 廻りから なにから、 痒い と 


ころへ 手の 届く 親切です から、 奥様と して は、 全く 不 

自由な 旅へ 出た と は 思われない くらいの 重宝 さで し 

た。 

この 下郎の、 こんな 忠実な 働きぶ り は、 今に はじまつ 

たこと ではなく、 亡き 夫の いる 時分から 邸に 於て、 こ 

の 通り 蔭 曰 向がなかった のです が、 こうして 旅へ 出て 

みると、 この 親切 さが 全く 骨身に こたえる。 

奥様 は、 家来と は 言いながら、 蔭で は 手 を 合わせて 

この 下郎の 忠実に 感謝 をし ました。 

「いわば 一 期 半季の 奉公人に 過ぎない あの 男が、 こう 

まで 落ち目の わたしに 親切 をして くれる、 人情 も 義理 


も、 まだ 地へ は 落ちない、 家来と は 言いながら、 思え 

ば 勿体ない 男 …… 」 

けんしき 

と 奥様 は、 表で は 主人と しての 権 式 を 保って いました 

けれども、 内々 では、 杖と も 柱と も 頼みき つてお り ま 

した。 

奥様と はいう けれども、 若党と は 年 こそ 十 も 違って 

いる けれど、 中年の 武家の 奥様と して、 申し分ない 和 

ら かみと、 品格 を 持って おりました。 

若党 は 百姓の 出でした が、 面 つきだって 凜々 しいと 

ころが あり、 それに、 がっちり したいい 健康と、 それ 

に 叶う 肉体 を 持って おりました。 


こうして 主従 は、 心の中で 感謝したり 満足した りし 

ながら、 敵 をたず ねて 旅の 日 を 重ねた のです が、 もと 

より 当りが あっての 旅で はない のです —— 明日 敵に め 

ぐり 逢える か、 十 年 先になる か、 そのこと はわから な 

いのです。 

そうして 行く うちに、 奥様 は、 旅の 前途が 心細くな 

れ ばなる ほど、 この 男 を 頼む 心が 強くなる の は 当然で 

す。 頼られれば 頼られる ほど、 奥様 をい としが るの が 

男の人 情です。 奥様の 路用が だんだん 軽くなる の を 察 

した 若党 は、 奥様に 知らせな いように、 路用の 足し を 

工面す る ことに 苦心し ました。 お 来の 小買い をして 来 


て、 木 貸で 炊いて 食べさせたり、 畑で 野菜 を 無心した 

リ、 漁場で 魚 を 拾ったり などして、 奥様のお 膳に 供え 

る こと も ありました。 奥様 は それ を 知って、 胸に は 熱 

い 涙 を 呑みながら、 表に は 笑顔 を もって 箸 をと りなが 

ら、 世間話に 紛らした ものです。 

奥様の 心の中 は、 この 下郎に 対する 感謝と 愛情で 

いっぱいです。 奥様 はこの 若党に、 まあ、 どうしたら 

この 男に、 この 胸 いっぱいな 感謝の 心 を 見せて やる こ 

も だ 

とがで きょうかと、 奥様 は その 思いに 悶えました。 で 

もさす がに、 武家の 奥様で ございま すから、 厳格な と 

ころ は どこまでも 厳格で ございました。 質朴な 若党 は、 


主人の 奥様に 対して 忠義 を尽す こと は、 あたりまえの 

ことと しか 考えて いなかつ たのです が —— い つし か、 

この 奥様の 自分に 頼り かたが、 全く 真剣で ある こと を 

感じて、 それが 全く 無理の ない ことと 思い やった 上に、 

自分 もどう しても、 もう 他人で ないような 親身の 思い 

に 迫られて 来る のです。 

さあ、 長い 月日の 旅、 この 主従が いつまで 主従の 心 

で いられましょう か  一 一人のお さまり がどうな り ま 
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す 力 

あなた、 判断して みて 頂戴よ。 

と、 女が また ク ルリと 寝返って、 兵馬の 方に 向いて 


二 ッコリ と 笑い かけました。 

百 二十 九 

長 浜から、 琵琶湖の 湖面へ 向って 真 一 文字に、 一 隻 

の 小舟が 乗り出しました。 

へさき  かお 

舟の 舳 先の 部分に、 抜からぬ 面で 座 を 構えて いるの 

めくら ほうし  しゃべ 

が、 盲 法師の、 お喋り 坊主の 弁 信であって、 舟の こち 

らに、 勢いよ く 櫓 を 押しき つてい るの が、 宇治山 田の 

米 友であります。 

い ぷ き 

これより 先の 一 夜、 胆 吹の 上 平 館から、 机 竜 之 助の 


影 を 追うて 飛び出して 来た 宇治山 田の 米 友が、 長 浜の 

町へ 来て その 姿 を 見失い、 そうして、 たずね あぐんだ 

ざんるい そせ き 

末が 湖岸の 城跡に 来て、 残塁 礎石の 間に、 一 唾の 夢 を 

貪 つていた 宇治山 田の 米 友であります。 

胆 吹の 御殿から、 胆 吹の 山上 を 往来して いた 弁 信 法 

ひょうぜん 

師 もまた、 飄然と して 山 を 出て、 この 長 浜の 地へ 向つ 

て 来たので す。 

来 友が ここへ 来たの は、 竜 之 助の 影 を 追うて 来たの 

であるが、 弁 信の 来たの は、 竹 生 島へ 詣 でんが ためで 

ありました。 

弁 信 法師が 竹 生 島へ 詣 でんとの 希望 は、 今日の 故で 


はありません。 

彼 は 習い 覚えた 琵琶の 秘伝の 一 曲 を、 生涯のう ちに 

一度 は 竹 生 島の 弁財天に 奉納したい、 という かねての 

希望 を 持って おりました。 

今日は 幸い、 その 希望 を果 さんと して、 これから 舟 

を 借りて 湖面 を 渡ろうと して、 長 浜の 町から 臨 湖の 渡 

し をたず ねて 来たので すが、 そこ は、 勘が いいと 言つ 

て も 盲目の ことです から、 湖と 陸との 方角 は 誤り ませ 

ん でした けれども、 臨 湖の 渡し そのものが 湖岸の いず 

れ にあり やという こと を、 たずねわず ろうて、 そうし 

て、 ついこの 湖岸の 城跡のと ころまで 来て しまったの 


です。 

この 湖岸の 城跡と いうの が、 そもそも 名に し 負う、 

羽 柴秀吉 の 古城の あとな ので ありました。 秀吉が 来る 

まで は 今 浜と いった この 地が、 彼が 来って 城 を 築く に 

よって、 長 浜の 名に 改まりました。 はからず ここへ 足 

を 踏み込んで、 弁 信 法師 は 杖 を 立てて、 小 首をかしげ 

て しまったの は、 湖岸と しての 感覚と、 古 城址と して 

ほうねん あたま 

の 風物が、 その 法然 頭の 中で 混線した からで はあり 

ません。 そこで、 意外に も、 例の 残塁 破 壁の 中に、 動 

物の 呼吸 を 耳に したから であります。 

思いがけな くも、 何 か 一種の 動物が あって、 この 残 


塁 破 壁 の 中で、 快く 昼寝の 夢 を 貪 つて 鼾 を かいている。 

それが 弁 信 法師の 頭へ ピンと 来た ものです から、 杖 

を 止めて その 小 首をかしげ たのです が、 これ は、 虎で 

もなければ a ^でもありませんでした。 本来、 琵琶湖の 

湖岸に は 左様に 猛悪な 猛獣 は 棲ん でい ない のです が、 

そうかといって、 穴熊の 如きが いないと いう 限り はな 
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しかし、 幸いに、 穴熊で もなかつ たと 見え、 弁 信が 

小首 を 傾けた 瞬間に、 向う が ハタと 眼を醒 して、 

「誰 だい、 そこへ 来たの は」 

と 言った の は、 まごう かたなき 宇治山 田の 米 友で あつ 


たのです。 

紛ぅ 方な きとい つても、 知って いるもの は 知ってい 

るが、 知らない もの は 知らない。 まして、 弁 信 はま だ 

米 友 を 知らず、 来 友 はま だ 弁 信 を 知らなかった のです 

が、 ここで 初対面の 二人 は、 存外 ィキの 合う ものが あ 

りました。 

一見 旧知の 如しと いう 言葉 も あるが、 弁 信 は 米 友 を 

見る ことができ ないから、 一 勘 旧知の 如しと でもい う 

のでしょう —— こうして 二人 は、 湖岸の 古 城址の 間で、 

相対して 問答 を はじめました。 


百 三十 

湖岸に 於け る 二人の 初対面の 問答 を、 いちいち 記述 

する こと は 保留し、 とにかく、 それから 間もなく 二人 

は、 こうして 真一文字に 舟 を 湖面へ 向って 乗り出した 

のです。 

勢いよ く、 小舟の 櫓 を 押しき つてい る 宇治山 田の 来 

友 は、 櫓 拍子に つれて、 

十七 姫 御が 

旅に 立つ 

それ を 殿御が 


聞きつ けて 

とまれ 

とまれと  

思わず 知らず、 うた い 慣れた 鼻唄が 鼻の 先へ 出た の 

です が、 何とした もの か、 急に、 ぷ つつり と 鼻唄 を 断 

ち 切った 時、 その グロテスクの 面に、 一脈の 悲愴き わ 

まりなき 表情が 浮びました。 

そこで、 ぷ つつり と 得意の 鼻唄 を 断ち切って、 悲愴 

きわまりなき 表情 を 満面に 漲らして みたが、 やがて 

櫓 拍子 は 荒ら かに 一 転換 を 試みて、 

さっさ、 押せ 押せ 


下 関まで も 

押せば 

湊が 近くなる 

さっさ、 押せ 押せ 

それ 押せ —— 

実に 荒つ ぼい 唄 を、 ぶつ 切って 投げ出す ような 調子 

に 変り ました。 

哏が 荒くなる につれ て、 櫓 拍子 もまた 荒くなる ので 

す。 

さっさ、 押せ 押せ 

下 関まで も 


押せば 

湊が 近くなる 

さっさ、 押せ 押せ 

以前の 調子に 比べる と、 鼻息 も、 櫓 拍子の リズム も、 

まるで 自暴 そのものの ようです。 

自然、 小舟の 動揺 も、 以前より は 甚だ 烈しい。 しか 

し、 抜からぬ 面で 舳 先に 安 坐した 弁 信 法師の 容態と い 

う もの は、 それ は 相 変らず 抜からぬ もので あり、 穏か 

な ものであると 言わなければ なりません。 

それから また、 湖面の 波風 そのもの も、 以前に 変ら 

ず、 いと も 静かな もの だと 申さずに はおられません。 


湖 も、 波 も、 人 も、 舟 も、 すべて 穏か であるのに、 

漕ぎ手 だけが 突 変して 荒つ ぼい ものに なって しまい、 

船頭 かわい や 

おんどの 瀬戸で 

こらさ 

一 丈 五 尺の 

櫓が しわる 

さっさ、 押せ 押せ 

下 関まで も 

さっさ、 押せ 押せ 

さっさ、 押せ 押せ 


そのたび に、 櫓 拍子が 荒れる し、 舟が 動揺す る。 最 

初に、 十七 姫 御が …… と 言って、 古城の 岸から 漕ぎ出 

された 時 は、 漕ぎ出された というよりも 寧ろ、 ヒリ 出 

したよう な 滑らか さで、 櫓 拍子 もい と穏 かなもの であ 

りました のに、 この 鼻唄が 半ば過ぎ ると 急に、 序破急 

が 乱れ 出し、 唄が 変る と共に 呼吸が 荒くな リ、 櫓 拍子 

がか わり、 舟が 動揺し 出しました。 

もて あそ 

舟と いう もの は、 風と 波と に 弄 ばれる こと は ある 

が、 風 も 波 も 静かな のに、 人間が 波瀾 を 起して、 現在 

その 身 を 托して いる 舟 そのもの を 弄ぼうと いう こと は 

あり 得ない ことです から、 その 動揺の 烈し さに つれて ■ 


さすがの 弁 信 法師 も、 つい 堪 りかね たと 見えて、 

「来 友さん —— どうしました、 舟の 漕ぎ 方が 少し 荒い 

ようです ね」 

さりと て、 弁 信 も 特に 狼狽 仰天して、 これ を 言った 

のではありません。 相 変らず 舟の 一方に 安 坐して、 抜 

からぬ 面で 言いました。 

百 三十 一 

そこで、 はじめて 気がつい たように 来 友が、 

「う ー ん、 そうだつ たか」 


と 言って、 自暴で こめて いた 櫓の 力 を 抜きます と、 弁 

信が、 

「ずいぶん、 漕ぎ 方が 荒かった でございます、 どうし 

たのです か、 来 友さん、 わたくし はどう も それが おか 

しいと 思って、 今まで、 ひとりで 考えて みました、 最 

初 この 舟が、 あの 城 あとの 前から 出る 時 は、 ほんとう 

に穏 かに 、にり 出しました、 その 舟の ヒリ 出す 途端から、 

来 友さん が 櫓 を 押す 呼吸 も穏 かなもので ございました 

のに —— そこで、 来 友さん も 自然に 鼻唄が 出て まいり 

ましたね、 水 も、 波 も、 舟 も、 櫓 も、 ぴったりと 調子 

そろ 

が 揃ってお りました、 そこで、 その 調子に乗って、 お 


のず から 呼吸が 唄と なって 現われた 来 友さん の 心 持 も 

素直な もので ございました。 わたし は そのと きに 別な 

ことをこの 頭で 考えて おり ましたが、 来 友さん の 唄が、 

あんまり いい 気持で うたい 出された もので ございます 

から、 うっかり それに 聞き惚れて しまいました。 何と 

言いました かね、 あの 唄 は …… 十七 姫 御が 旅に 立つ、 

それ を 殿御が 聞きつ けて …… おもしろい 唄です ね、 罪 

のない 唄です ね、 それ を 来 友さん がいい 心 持で うたい 

出した ものです から、 わたくし も、 つい、 いい 心 持に 

させられて しまいました のです。 あなたの 音声に 聞き 

惚れた ので は ございません、 その 調子が ととのつ てお 


りました、 来 友さん の 唄いぶ り も おのずから 練れて お 

りました。 あの 唄 は 米 友さん が 長い間うたい 慣れた 唄 

に 相違ありません、 よく 練れて いました、 気分が しつ 

くりとして いました。 関雎は 楽しんで 淫 せず、 と 古人 

のお 言葉に あります が、 大雅の 声と いう ものが、 あれ 

なんだ ろうと 思われました、 太古の 民が 地 を 打って 歌 

い、 帝 カ何ぞ 我に あらん、 と 言った 泰平の 気分が あの 

唄なん だろうと、 わたくし は 実に 感心して 聞き惚れて 

いました のに、 それが 半ばから すっかり 壊れて しまい 

ました。 どうして あんなに 壊れた でしよう、 あれほど 

泰平 雍 和の 調子が、 途中で 破れる と、 すべてが 一変し 


てし まいました、 あなたの 唄が 変り、 櫓 拍子が 変り、 

呼吸が 変り、 従って 舟の 動揺が 全く 変って しまったの 

に は、 わたくし は 驚いて しまいました。 そうかと いつ 

て、 波風が また 荒くな つたので はありません、 湖の 水 

流に 変化が 起った わけで もありません、 前に 何 か大魚 

が 現われた という 気配 も ございま せんし、 後ろから 何 

物 かが 追い かけて 来る ような 空気 も ございま せんのに、 

ただ、 来 友さん、 あなた だけが、 荒れ 出して しまい、 

それから 後の あなたの 舟の 漕ぎつ ぶりと いう ものが、 

まるで 無茶 です ね、 無茶と 言え なければ 自暴です ね。 

さっさ 押せ 押せ、 と 言いながら、 そうして 自暴に 漕ぎ 


出して からのお 前さん は、 いったい、 この 舟 を どこ ま 

で 漕ぎつ ける つもりな のです か。 下 関と いえば 内海の 

果てで ございます、 それから 玄海灘 へ 出ます と、 もう 

おおうなばら 

波濤 山 の 如き 大海原な ん でございますよ。 ここ は 近 江 

の 国の 琵琶の 湖、 日本 第一 の大 湖で ございま すが、 行 

方 も 知らぬ 八重の潮路と は 違います、 それ だのに、 来 

友さん、 お前さんの、 今の その 漕ぎつ ぷりを 見て いる 

と、 本当に 下 関まで、 この 舟 を 漕ぎつ けて 行く 呼吸で 

した。 下 関までで は ございません、 玄海灘 —— 渤 海の 

波 —— 天の 涯、 地の 角まで この 舟 を 漕ぎ かける 勢いで 

ございました」 


百 三士 一 

しゃべ 

お喋り 坊主の 弁 信 法師 は、 一気に これ だけの こと 

を 米 友に 向って まくし 立てた が、 その 間 も 安然と して 

へ さき 

舳 先に 坐って、 いささか も 動揺の 色はありません。 

こちら は、 いささか 櫓 拍子 を ゆるめた 宇治山 田の 来 

あき 

友 は、 呆れ 面に 弁 信の 面 を 見詰めて いました が、 ちょ つ 

とお 喋りの 呼吸の 隙 を 見て、 

「よく、 喋る 人 だな あ、 お前さん という 人 は …… 」 

と 言いました。 


米 友 は、 お喋りが 即ち 弁 信で あり、 弁 信が 即ちお 喋 

りで ある こと を、 まだよ く 知らないから、 一気に まく 

し 立てられて 呆れ返る ばかりで ありまし たが、 弁 信の 

減らず口 はま だ 続きました。 

「ねえ、 来 友さん、 この 舟 は、 下 関 や 玄海灘 へ 漕ぎつ 

けて いただく ので は ございません、 ほんの、 この 目と 

鼻の 先の、 竹 生 島まで 渡して いただけば それでよ いの 

です、 そのこと は 米 友さん もよ く 御 承知の 上で、 わた 

くしが、 さいぜん あの 城跡のと ころで、 わたくしの 希 

望 を 申し述べ ますと、 あなたが 急に 勇み立って、 よし、 

そういう わけなら、 おいらが ひとつ 舟 を 漕いで 渡して 


行って やる、 な あに、 三 里 や 五 里の 間、 一 押し だい、 

と 言って、 特に この わたくし を 小舟で、 竹 生 島まで 送つ 

て 下さる という 頼もしい お 言 葉で ございま したから、 

わたくし は、 これ ぞ まことに 渡りに 舟の 思い を 致さず 

に はおられませんで したので ございます。 仏の 教えで 

は 『到 彼岸』 という こと を 申しまして、 人 を 救うて こ 

ちらから あちらの 岸に 渡す の を 舟に 譬えて ございます ■ 

ぜん きょうほ う ベ ん  ぐぜ い 

善 巧 方便 を 以て 弘誓の 舟に たとえて いるので ござい 

ま す、 般若 波羅蜜 多 は 即ち この 到 彼岸の 大 誓願 の 真言 

なので ございます。 日蓮 上人の 御 歌に も、 ここに 人 を 

つぎはし 

渡し 果てん とせし ほどに、 我が身 はもとの ままの 継 橋 


というの がご ざいまして、 人 を 度して 自ら 度せ ずと い 

うのが、 また これ 菩薩の 本願な ので ございます。 

しょうじょう  ぶ も  せぜ  はらから  しか 

生 々 の 父母、 世々 の 兄弟の ことごとく 成仏して 而し 

て 後に 我れ 成仏 せん、 もし 一 人 を 残さば、 われ 成仏せ 

みの リ 

ずと、 地蔵 菩薩 もお 誓いに なりました。 極楽の 御 法の 

舟に 乗りた くば、 胸の 塵 をば よつ く 鎮めよ、 と 御詠歌 

の 歌に も ございます。 すべて 舟と いう もの はめで たい 

もので ございま すが、 特に 到 彼岸の 意味に 用いられ ま 

す 場合に、 果報 この 上 もな くめで たいので ございます。 

わたくしの 竹 生島詣 では、 多年の 誓願の 一 つで ござい 

まして、 今日と いう 日に、 はからずも その 誓願 を果す 


の 機縁 を めぐまれました。 長 浜から 竹 生 島まで は、 僅 

かに 三 里の 舟路 でございますが、 目 かいの 見えぬ わた 

くしと 致しまして は、 多少の 不安 も ございま すので、 

湖岸の 臨 湖の 渡しと いうの をたず ねて まいり ましたの 

です が、 はからずも あなたと いう 人に めぐり 会って み 

まする と、 うん、 それなら、 おいらが 舟 を 漕いで 渡し 

て やる、 お前の そういう 結構な 願が けから 起つ たんな 

らば、 おいらが 舟 を 漕いで 渡して やる、 二 里 や 三 里 は 

一 押し だい！ と おっしゃられた 時 は、 わたくし は 魂 

が 天外に 飛びました ので ございます。 これ ぞ竹生 島の 

弁財天が、 特に わたくし のために 金剛 童子 をお 遣わし 


下されて、 数なら ぬわた くしの 琵琶 をお 聴きに なりた 

いとの 御所 望 —— こうまで 先走って おりました のに、 

半ばに して 音声が 変り ましたね え」 

百 三十 三 

「ごらんなさい、 来 友さん、 あなたが、 あそこで ちょ つ 

と 気が 変った ばっかりに、 この 通り 舟の 方向が、 すつ 

かり 変って しまいました。 毫釐 も 差 あれば 天地 はるか 

に 隔たる と は、 まことに この 通りで ございます」 

米 友 は その 時、 櫓 を 休めて、 眼 を まるくして 弁 信の 


面 を 見て いました が、 

「なんと、 お前と いう 人 はよ く 喋る 人 だな あ —— ひと 

り 合点で、 ちんぷん かんぷん を 言った つて、 おいらに 

は 分らね え」 

と 怒鳴りました。 

けれど 弁 信 は 少しも ひるまず、 

「米 友さん や、 わたくし は 一昨晩 —— 胆吹 山へ 参詣 を 

いたしました のです、 その 時に、 あの 一本松の ところ 

おきな 

で、 山 住みの 翁に 逢いました。 たいへん、 あそこ は景 

色の よいと- J ろ だそう で，、 ^ /ざい ましてね、 翁 は 隙が あ 

おもて 

ると あの 一本松の ところへ 来て は、 湖の 面 をな がめ 


る こと を 何よりの 楽しみと いたしまして、 ことに 夕暮 

の 風景な ど は 、 得 も 言われ ない と 賞め ており ましたが、 

その 時に わたくしが、 わたくしの 眼で は その美し い 風 

景も 見る ことができません が、 そんな 美しい 琵琶の 湖 

にも、 波風の 立 つ ことが ございま すかと 聞きます と、 

それ は あると も、 ここ は胆 吹の 山 だが、 湖 を さし 挟ん 

そび 

であ ちらに 比良ケ 岳と いうの が 聳えて いる、 胆 吹の 山 

も 風雪の 多い 山で は あるが、 湖に 対して はそんな に 暴 

風 を 送らない けれども、 あちらの 比良ケ 岳と きて は、 

雪 を 戴いた 山の 風 § が とても 美しい くせに、 湖に とつ 

て は なかなかの 難物で ございま すって —— それと 申し 


ますの は、 若 狭 湾の 方の 低い 山々 から 吹き送られ てま 

いります ると ころの 北西の 風が、 ことのほかに たくさ 

もたら きた 

んの雪 を 齎 し 来る の だそう でございます、 そうして、 

あちらの 日本海の 方から 参ります る 雪と いう 雪が、 み 

んな 比良ケ 岳の 山に 積って しまう の だそう で ございま 

す、 それで、 その わりに 雨と いう ものが 少ない もので 

ございま すから、 雪の 解ける ことが なかなか 遅い そう 

で ございまして、 冬から 春 さきに かけます と、 沿岸の 

はな は 

平地の 方 は 温かになります のに、 山中 及び 山上 は、 甚 

だ 冷た いもの で) J ざ い ますから、 そこで 温 気と 寒気と 

の 相尅が 出来まして、 一 一つの 気流が 烈しく 交流 をいた 


します ものです から、 それが 寒風と なって 琵琶の 湖水 

に 送られる 時が、 たまらな いの だそう でございます。 

波風 は 荒れ、 舟 は 難船いた し、 人 も災を 蒙る ことが 多 

いの だそう でございます。 そこで、 この 時分 を、 

比 良 八荒と 申しまして、 事に 慣れた 漁師で さえ も、 出 

舟 を 慎し む の だそう で > J ざ います。 藤 井 竹 外と い う 先 

生の 詩に 『雪 は 白し 比 良 山の 一 角 春風なほ^^だ江州 

に 到らず』 と ございました、 あの 詩 だけ を 承って おり 

ますと、 いかにも 比良ケ 岳の 雪 は 美しい ものとば かり 

思われます けれども、 そういう 荒い 風 を 送る という こ 

と を、 わたくし は 一昨日、 胆 吹の 山 住みの 翁から 承つ 


たので ございま すが、 ちょうど 今 はま だ 冬季に 入って 

おりません し、 比 良 山に も 雪が ございません そうです 

から、 舟 は どこまで 行っても 安心 だそう でございます。 

ですから、 外から 起る 波風の 点に おきまして は、 大安 

心の ような もので ござ います けれども、 来 友さん の 胸 

の 中に、 波風が 起った ばっかりに、 舟が この 通り 行方 

を あやまってし まいました、 この 舟で、 この 方向へ 漕 

いでまい りまして は、 決して 私共の 心願の ある 竹 生 島 

へ 着く こと はでき ませんで ございます」 

百 三十 四 


弁 信が、 さか しら 立って、 息 もっかず まくし 立てる 

たんか  すき 

ので、 さすがの 来 友 も 啖呵 を 打 込む 隙がない のです。 

「ねえ、 来 友さん や、 さきほど も わたくしが、 あなた 

に 向って 申しました、 毫釐 も 差 あれば 天地 遥かに 隔た 

ると 申しました。 それです、 長 浜の 岸 を 出た 時の あの 

調子で 参ります ると、 舟 は 無事 円満に 竹 生 島へ 着く こ 

とがで きたので す、 それが 途中で こんなに 方向が それ 

てし まい ましたの は、 水が 悪い わけで はなく、 また 舟 

のせいでも、 櫓の せいでも ございません のです、 来 友 

さんの 心 持 一 つなので す。 なぜと いって、 ごらんな さ 


い、 あのと き 米 友さん が、 いい 御機嫌で 鼻唄 をうたい 

出しに なり ましたね、 それ、 十七 姫 御が 旅に 立つ、 そ 

れを 殿御が 聞きつ けて、 とまれと まれと 袖 を 引く …… 

ずいぶん おもしろい 唄で、 無邪気な もので ございまし 

たが、 それ を 唄い 出して いるう ちに、 来 友さん の 気持 

が 急に 変って しまいました、 その 変った ことが わたく 

しの 勘に はあり ありと 分った のです。 あれ を 唄い かけ 

て、 あのと ころまで 来ます と、 何 か 昔の こと を 思い出 

したのに 違いありません、 たとえば 故郷の 山河が 眼の 

前に 現われて 来たと か、 幼な 馴染の 面影が 前に 現われ 

たと かいうよ うな わけで、 何 かたまらない 昔の 思い出 


のために、 来 友さん は、 あんなに 急に 気が 荒くな つて 

しまって、 さっさ 押せ 押せ、 下 関まで も、 と 自暴に 漕 

ぎ 出して しまった のです、 それに 違いありません。 そ 

れが あんまり 変です から、 わたくし もこの 頭の 中で、 

来 友さん の 胸の 中 を、 あれ かこれ かと 想像して いるう 

ちに、 おぞまし や、 自分 も 自分の つとめ を 忘れて しま 

いました。 あなたに 舟 を 漕いで いただいて、 わたくし 

が 水先案内 をつ とめねば ならぬ 役 廻りでした、 それ を 

い つ とき 

一時、 わたくし はすつ かり 忘れて しまった のです。 眼 

の 見えない わたくしが、 水先案内 を 致す というの も 変 

な もので ございま すが、 眼 は 見えませんでも、 私に は 


勘と いう ものが ございまして、 天に はお 天道様と い う 

もの も ございます、 このお 天道様のお 光と、 この 頭の 

中の 勘と いう ものと を 照し 合わせて みます ると、 方角 

という もの はおお よそ わかる もので ございます。 です 

から、 これ は やっぱり わたくしが 悪い ので ございまし 

た、 責任が わたくしに あるので ございました、 来 友 さ 

んは ただ 舟 を 漕いで いただけば よいので ございました、 

右と か、 左と か、 取リ梶 とか、 おも 梶 とかいう こと は、 

その 時々 刻々、 わたくしが 言わなければ ならない の を 

怠りました、 それ故に 舟の 方向 を あやまらせて しまつ 

たの は、 来 友さん が 悪い のじゃありません、 案内 役の 


わたくしが 悪かった のです、 米 友さん の 胸の 中 を 考え 

るた めに、 私が よけいな 頭 を 使って、 舟の 方が お 留守 

になり ました、 それ 故 ほんの 一瞬の 差で、 舟の 全 針路 

を 誤らせて しまいました。 わたくしたち は 全く 別な 心 

で 出直さなければ なりません、 そうで ございま せんと、 

湖と は 申せ 日本 第一 の大 湖、 周囲 は 七十 里に 余る と 承 

りました、 迷えば 方寸 も 千里と 申します、 まして や こ 

の 七十 里の 湖の 中で、 二人 は 迷わなければ なりません。 

来 友さん、 少しの 間、 舟 を 漕ぐ こと を 止めて いただき 

ましょう、 そうして、 ゆっくり、 わたくしが この 頭で 

考え直します、 そうして、 全く、 ひ を 置き換えて、 再び 


舟 出 をし 直さなければ、 竹 生 島へ はま いれません ので 

ございます」 

百 三十 五 

米 友が、 ついに 堪リ かねて、 憤然として 弁 信のお 喋 

りの 中へ 楔 を 打 込みました。 

「わからね え、 わからね え、 お前の 言う こと は，. 一 切 合 財、 

ちんぷん かんぷんで、 早口で、 聞き 間に合わ ねえが、 

つまり、 舟の 行 先が 間違った というんだろう、 な あに、 

間違 やしね えよ、 爪先の 向いた 方へ 真直ぐ に 漕いで 来 


たんだ」 

「それが、 来 友さん、 自分 は 真直ぐな つもりで も、 出 

発 点と いう ものが 誤る と、 その 真直ぐ が 取 返しの つか 

ない 道へ 突つ かける ものな のです、 竹 生 島へ 参ります 

に は、 戌 亥へ 向いて 参らなければ ならない のに、 この 

舟 はい ま 未 申の 方へ 向いて 進んで いるので す、 これ 

では 竹 生 島へ 着きません」 

来 友 は 櫓の 手 を 止めて、 弁 信の 言葉に は あんまり 耳 

ぴ ようびよう 

を 傾けず、 渺 々 たるみず うみの 四辺 をグ ルグル 見廻 

してお りました が、 急に 威勢の はずんだ 声 を 出して、 

「待ちな —— 」 


と 言いました。 

「待ちな、 弁 信さん、 お前 さっきから 目 も 見えね えく 

せに、 方角が 違う の、 この 分で は 島へ 着けない のと、 

ひとりぎめで やきもき 言って いるが、 論より 証拠 だ、 

見な、 島が 見える よ、 つい、 その 鼻の 先に、 立派な 島 

が 浮いて るよ」 

「ぇッ —— 島が あります か」 

「見な —— と 言っても お前に や、 見えね えんだ な、 お 

いらの この 眼で 見て 間違えが ねえ、 そら、 ちゃんと、 

この 指の 先に 島が あら あ」 

米 友が 指さす 前に は、 たしかに 蓬萊に 似た ような 島 


が 浮んで いる こと は 間違いがない のです。 それ は 雲の 

影と あやまる に は あまりに 晴天で ぁリ、 陸岸の 一 部と 

見る に は 輪郭が 鮮 かに 過ぎる —— 指さす 目的物 は 見え 

ない が、 弁 信が 全く 小首 を 傾げて しまいました。 それ 

は、 今まで 信じ 切った 自分の 勘と いう ものに 自信が 持 

てない。 そういう はず はない。 眼で 見る ことに は 見誤 

りが あっても、 勘で 行く ことに は 誤りがない と、 自ら 

信じて 疑わない 弁 信 法師が、 この場合、 正直な 米 友 か 

ら、 明白に こう 証言され てみ ると、 それ を も 疑う 余地 

はない のです。 

自分の 勘に よると、 この 舟 は 全く 針路 を 誤ってし 


まった から、 このまま では 目的の 竹 生 島へ は 行けない 

のみ か、 かえって 全く それと 相反れ た 方面へ 進んで し 

まう —— と 信じ 切って いたのに、 眼前に 島が 現われた 

時間から いえば、 まさに 竹 生 島に 到着しても よい 時間 

になって いる。 そうして、 両眼の 明らかな、 心 術の 正 

直な 同行の 人が、 現物 を 指して、 島が あると いうの だ 

から、 弁 信が 考え込まざる を 得 なくなつ たので、 

「来 友さん、 違 やしま せんか、 もしゃ それ は、 水の 上 

しんきろう 

や 海岸に 起り がちな 蜃気楼と いう ものではありません 

か —— そちらの 方に 竹 生 島が あると は、 どうしても 考 

えられません」 


それ を も 来 友 は、 頑として 受けつ けないで 言い まし 

た、 

「蠻 気楼 なら、 おいら も 伊勢の 海に いて 知ってい るよ、 

あんな 竜宮 城と は 違 うんだ、 そら、 あの 通り 岩で 出来 

て、 木の 生えた 島が 浮いて いる」 

「では、 やっぱり、 竹 生 島で ございましよ うかしら、 

いつのまにか 舟が 北 をめ ぐって、 そうして 竹 生 島の 裏 

へ 出た のか もしれ ません、 そういう はずはありません、 

断じてありません が、 事実が 証明す る 上 は 仕方 ござい 

ません、 わたくしの 勘の あやまちで ございまし たか、 

或いは 出 舟の 際の 水先の あやまりで ございまし たか… 


;」 

「とにかく あの 島へ 舟 を 着けて みる ぜ、 いい かい、 弁 

信さん」 

百 三十 六 

しかしながら、 これ は 米 友の 眼の 誤りで ない こと は 

もちろん 

勿論、 弁 信の 勘の 間違いで もなかった のです。 

竹 生 島 を 南へ 三 里 余の 湖上に、 竹 島と いうの が ある。 

たけし ま 

一名 多景島 ともいう。 そこへ 二人 は 小舟 を 着けた ので 

す。 悲しい かな、 能弁 博学の 弁 信 法師 も、 竹 生 島 ある 


こと を 知って、 竹 島 ある こと を 知りませんでした。 来 

友に 至って は、 巧者ぶ つた 弁 信の 鼻つ ばし を少々 へし 

折って やった 気持で、 楊々 として 舟 を 沿岸の 一角に つ 

けて みました。 

そうして 置いて、 弁 信 を 舟から 助け出し たのです が、 

その 時に 弁 信 は、 もう 座 前へ 置いた 琵琶 を 頭 高 に 背 

負い こんで、 杖 をつ き 立てて いました。 

来 友が 案内に 立って、 この 岩角の 一方に 路を 求めつ 

しの だけ ぉぴ ただ 

つ 島の 表口へ 出ようと したが、 篠 竹が 夥 しく 生えて 

いて 道ら しい 道がない ので、 押 分け 押 分け 案内 をつ と 

め、 ようやく 小高い 一角へ 出る と、 そこで 早く も 弁 信 


のお 喋 りが 展開され てし まいました。 

「来 友さん —— やっぱり 違いました、 この 島 は 竹 生 島 

では ございません」 

「じゃあ、 何とい う 島 だ」 

「何とい う 島 だか、 わたくし は 聞いて まいりませんで 

したが、 たしかに 違います、 竹 生 島と 申します る 島 は ■ 

金輪際から 浮き出た 島で ございまして、 東西南北 一 一十 

余 町と 承り ましたが、 この 島 は それほど 大きい 島で は 

ございません」 

「は ー てな」 

「これ は 何とい う 島 か 存じません が、 ずっと 小さな 島 


です、 多分 人間 は 住んで おりますまい。 ともかく 高い 

ところまで 登りつ めて ごらんなさい、 そうすれば 必ず 

四方 見晴 しにき まって おります、 そこで、 あなたの 眼 

でよ く 見定めて いただきましょう、 竹 生 島 は、 あちら 

の 方へ さほど 遠から ぬと ころに 見えなければ ならない 

はずで ございます、 南の 方 は 陸つ づき、 多分、 彦 根の 

お 城の 方に なりましょう、 あなたの 目で よく 見届けて 

いただきます」 

「よし 来た」 

米 友 は、 心得て 弁 信 を 案内し、 道な き 岩 道 をの ぼり 

かけた が、 竹が 多い し、 大木 も ある、 その 木の 上に 真 


黒い 鳥が 夥しく いる。 巌の 下の 淵 をの ぞくと、 また 夥 

しい 美 鳥が いる。 

「下の は 鴨、 上の 真黒 いのは 何 だい、 烏 じ やねえ、 鵜 

だ、 鵜 だ II 畜生、 逃げ やがらね え」 

と、 岩角で 地 団駄を 踏んで みて 舌 を 捲いた の は、 この 

おど 

夥しい 鳥が、 ちょっと やそつ と 威して みたところで、 

お感じの ない ことです。 

「畜生、 畜生 —— 」 

来 友が、 ムキ になって 鳥 を 追う ものです から、 弁 信 

、、ゝ 、 

力 

「米 友さん —— 鳥が 驚かない のが 人の 住まない 証拠で 


す、 島が 小さくて、 畑 を 作るべき 土地 も、 面積 もない 

から、 人が 住まない のです」 

かよう 

斯様に 弁 信が 断定 を 下しながら、 米 友 を 先に 立てて 

行く うちに、 米 友が またも 叫び 出しました、 

「弁 信さん —— お前の 言う こと は、 どうも あんまり 当 

てに ならね え」 

「どうしてで すか」 

「お前 は、 この 島に 人が 住まね えと 言った が、 これ こ 

の 通り、 ちゃんと、 人の 住んだ あとが ある」 

フ k; ヮ -」 

「これ 見な、 この 岩の 一角 を 切リ拓 いて、 ちゃんと 人 


間の 住居が こしらえて ある、 これ 見な、 や あ —— 木魚 

が あら あ、 お経の 本が あら あ —— 鉦 太鼓が あら あ …… 」 

米 友 は 自ら 好奇 を もって 進入した ところに は、 岩に 

沿うて いる けれども 洞穴で はなく、 たしかに 人間の む 

すんだ 草の 庵が あるので す。 

百 三十 七 

弁 信の 人が 住んで いないと 言った の も、 来 友の 人が 

住んで いると 証明した の も、 どちらも 誤りで はあり ま 

せんでした。 


その 草の 庵に は、 過去に 於て、 人の 住んで いた 痕跡 

は 充分です が、 現在に 於て、 人の 住んで いないと いう 

証拠 もた しかです。 

米 友 は 遠慮なく、 中へ 入って 調べて みると、 米塩が 

あり、 炊爨 具が ぁリ、 経 机が あり、 経 巻が ぁリ、 木魚 

が あり、 鉦が ある。 たしかに ここで、 或る 期間、 行い 

すまして いた 修行者が あつたの だ。 

「南無妙法蓮華経と 書いて あら あ」 

机の 上の 経卷を 取り上げた 来 友 はこう 言って、 また 

投げる ように 机の 上へ さし 置いた 時に、 縁に 腰かけて 

休んで いた 弁 信 は、 何と 思った か、 頭 高に 負いな して 


いた 琵琶 を、 えつち らおつ ちらと 背中から 取 卸して か 

たえに 置く と共に、 自分 は 腰かけた ままで、 つくづく 

ともの を 考えさせられて いるもの のように、 首 低れ て 

しまいました。 

その 間に 来 友 は、 いっさんに 後ろの 高い 巌 角の 上に 

はせ 登って、 そこに 突立って、 琵琶の 湖水の 展望 を ほ 

しい ままに しました。 

「素敵 だな あ！ 豪勢 だな あ！」 

と、 方向 を 物色す る こと は 忘れて、 風景の 大観に 見惚 

れて しまった ようです。 

米 友 は、 久しく 海 を 見ませんでした。 この 道中 は 名 


にし 負う 木 曾 街道で したから、 海と いう もの を 眺める 

機会が あろう はずがない。 ゆく りなく、 尾 張の 名古屋 

城 の 天主 閣 へ 登 つた 時、 海が 見えな い と は 言わな いが、 

海 を 見る より 鈴 鹿 峠の 山 を 遠く 眺めて、 歯ぎ しり をし 

ました。 

今日 只今 ここに 立って 見る と、 見 ゆる 限り は 水です。 

この 水 は 潮なら ぬ 海と はいう けれども、 潮の 有る と 無 

いと を 論ぜず、 来 友の 眼で は 満目の 海 を 眺めて 舌 を 捲 

いたが、 詠嘆の 次に 来る ところの もの は 伊勢の 海の 風 

光でした。 伊勢の 海 以来、 来 友 は 海 を 見た ことがない。 

海 を 見た ことがない と は 言えな い けれども、 伊勢の 海 


だけが、 生涯のう ち 全く 忘れが たなき 海の 印象と して 

残されて いる。 

おおみな と 

ことに あの、 大湊の 一夜 —— あの 時に、 あの 晚に、 

お 君 を 擁護して 大湊の 与 兵 衛の舟 小屋 をたず ねな けれ 

ば、 こういう ことはなかった の だ。 あれが ああな つて、 

ああい う 義理で、 あの 旅の 武士の ために、 危機 を 冒し 

て あの 大湊の 与 兵 衛の舟 小屋 をたず ねなければ —— 

たち ま 

来 友 は 物 を 見る と 聯想が 早い。 来 友の は 聯想が 忽 

ち 混線と なる、 混線が やがて 無差別と なる。 一 時 はす 

ベての 若い 女が みんなお 君の 姿に 見えた ことがある。 

今や 琵琶の 湖 も、 伊勢の 海 も、 米 友の 頭の 中で は ごつ 


ちゃに なり、 今の 時 も、 大湊の 一夜の 時 も、 差別が つ 

かなくな つ てし まいました。 

だが、 本来 は 馬鹿で ない この 男 は、 忽ち 醒めて、 そ 

うして、 確と 湖水の 四方の 陸と 島と を 弁別して から、 

以前の 庵のと ころに 立 戻って 来る と、 弁 信 法師 は 以前 

のま まの 姿で 首 低れ て 考え込んで いました が、 やがて 

言いました、 

「来 友さん、 わたくし は 暫く ひとりで この 島に 留まり 

ますから、 あなた だけお 帰り 下さい、 帰って 胆吹 山の 

皆さんに、 よろしく お伝え 下さい」 


百 三十 八 

牡鹿 半島の 月ノ 浦に 碇泊して いる 駒 井 甚三郎 が 新規 

創造の 蒸気船 「無名 丸」 の、 檣の 上の 横手に 無雑 作に 

腰 打ち かけて、 高らかに、 出鳕 目の 歌 をうたい 込んで 

いるの は 清澄の 茂 太郎。 

今晩は 星の 夜です。 最初のう ち は 無言に 星の 数 を 数 

えてい ましたが、 天文に 異状な しと 認めて、 それから 

例に よ つ て出鳕 目の 歌に とりかかりました のです。 

ジン ド . バ ッド. セ ー ラ 

ジン ド ，バッド. セ ー ラ 


ジン ド . バッド. セ— ラ 

これ を、 幾度 か 声高ら かに、 高い マストの 横手の 上 

で 唱え 出した ものです から、 静寂な 石 巻 湾の 天地に 響 

き 渡りました。 

あたりに もやって いる 船で も、 港の 漁家で も、 この 

ごろ はさして、 それに 驚きません。 

また、 あの 船長 様のお 船で 始まった よ、 船長 様のお 

船に は 珍しい 活発な 男の子が 一人いて、 よく 歌い、 よ 

く 踊る、 という こと はこの ごろ、 港の 評判に なって お 

ります から、 こう 突然に 夜中に 高い 声で、 突 拍子 もな 

い 音調が 聞え 出しても、 誰も 特に 驚かされる もの はな 


く、 また 始まった！ といって、 いやな 顔 もしないで、 

かえ つ て その 出鳕 目に 聞き惚れよう とする 気色 ありげ 

に 見える くらいです。 まず、 

ジン ド . バ ッド. セ ー ラ 

を 繰返してから、 やがて、 音調が 一変して、 

皆さん  

と 演説 口調になる のです。 聴き 手 を 前に 置いての 演説 

ではなく、 ただ 無意識に、 天地と 物象と に 向って 呼び 

かけた くな つて、 かく 叫び 出す の も、 この 子供の 出鳕 

目の 一 つの 形式な のであります。 

皆さん 


ジン ド . バッド. セ— ラを 御存じで すか 

あれ はァラ ビヤの 国の 

船の りです 

一 生のう ちに 

幾度 も 船で 

大海へ 乗り出して 

命と つり 替えに 

すばらしい 宝 を 

たくさんに 取って 帰りました 

マドロス 君が 

よく その 話 を 


知っています —— 

あの 話 は 

たまらない ほど 

面白い 

あと を 聞きた い 

まだまだ 

一 千 一 夜の 間 も 

語れば 語 リ尽す ほど 

面白い 話が あります 

ところが 皆さん 

マドロス 君の やつ 


艇落を やり 出して ね 

この 船 を 逃げ出した ものです から 

あと を 聞く ことが 

できません 

マドロス 君と いう 奴 は 

だら しのない 奴です 

憎い 奴です 

そこで 田 山 白雲 先生が 

あれ をつ かまえに 

おいでになりました 

だが お嬢さん も 


よくない 

罪 は どちらが 重い か 

それ は あたし は 知らない 

パッカ、 ロンドン、 ツァン 

文句と して 見る と出鳕 目の 散文に 過ぎない けれども、 

この 子供の 咽喉 を 通して 聞く と、 歌に なり、 詩に なつ 

て 現われる のです。 

百 三十 九 

マストの 上の 茂太郎 は、 誰も 聞き手の ない 出 鰭 目、 


喝ー^^の反響の起らなぃ演説を、 声 いっぱいに 続けて い 

ま す 

さて 皆さん 

田 山 白雲 先生 は 

必ず 

あの マドロス 君 を 

と つ つかまえて 

戻る と 

私 は 固く 信じて いるので す 

マドロス 君の 奴 

田 山 先生に 


会つ ちゃ あかない ません 

だが 

七兵衛 おやじの 方 は 

おそらく 田 山 先生で も 

つかまえる こと は 

できない だろうと 

私 は 考えて いる 

七兵衛 おやじ は 

容易に は 

この 船へ 

戻って は 来まい 


と 思われる 

こまし やくれ た 言い方で は あるが、 その 咽喉 は 澄み 

きってい るから、 聞きよう によって は、 詩 を 朗吟す る 

ように 聞きな されて、 静かに 耳 を 傾けて いると、 決し 

て 悪感 は 起らない。 

だから、 この 船の 内外で も、 茂太郎 の出鳕 目が はじ 

まると、 最初のう ち は 苦笑した ものです が、 今では そ 

れが はじまる と、 かえって 自分た ちが 鳴り を ひそめて 

そのうた うだけ を 歌わせ、 聞け る だけ を 聞いて やる と 

いう 気になって、 わざと 静まり返 るよう にもな つてい 

る。 そこで、 このごろ では、 茂太郎 は、 その 壇場 を 何 


人に も 乱される ことなく、 ほしいままに 占有す る こと 

を 許された 形に なって いる。 

マドロス 君の ような 

だらしない 奴で も 

また 憎めない ところが ある 

戻って 来れば 

私 は 悪い 気持が しない 

七兵衛 おやじが 

当分 戻れない と 

考える と 悲し 

悲し いのは 


それば かりじ やない 

たずねて 

わからない 人が 

幾人 も ある 

逢いたい と 

思う けれども 

逢えない 人が 

この 世に 

幾人 も ある！ 

こう 言って、 茂太郎 は、 行住坐臥の 間に、 常に その 

小脇に かいこんで いる 般若の 面 を、 ちょっと ゆすぶり 


ました。 

わたし は 

弁 信さん に 逢いたい 

わが 親愛なる 

めくら ほうし 

盲 法師の 

お 喋 り 坊主 の 

弁 信よ 

甲 州の 上野 原で 

別れてから 

海山 はるかに 

行方が わからない 


弁 信さん 

お前 は 今 

どこに いるんだ い 

逢いたい な あ 

弁 信さん 

朗徹 なる 童 声のう ちに、 ここで 幾分 かの 感傷が 加わ 

りました が、 やがて、 調子が うつって、 在来の 俗謡に 

なりました。 

九つ や あ 

ここで 逢わ なきや 

どこで 逢う 


極楽浄土の まんなかで …… 

百 四十 

最初の、 ジン ド • バ ッド • セ ー ラは 単に 音頭で あり 

ました。 なかごろの は 演説の 変形した 散文詩で ありま 

した。 最後に 至って、 節 調 を 全うした 俗謡のう ちの 数 

え 唄に なった のです。 

九つ や あ 

ここで 逢わ なきや 

どこで 逢う 


極楽浄土の まんなかで …… 

これ は、 俗調で は ある けれども、 音節が 出来 上って 

いる。 それ を 明朗に うたい 出した のです が、 その 俗調 

のうちに、 かぎりなき 哀音が ありました。 

ほころ 

感傷が 唄 を うんだ のか、 唄から また 更に 感傷が 綻 

び 出した のか、 右に つづいて 清澄の 茂 太郎は 唄い 出し 

ました、 

一 つと や あ 

ひしゃく おいず る 

柄杓に 笈摺 

杖に 笠 


巡礼 姿で 

父母 を 

尋ねよう かいな 

一 一 つと や あ 

一 一人で 書いた る 

笠 じる し 

一 人は大 慈の 

神 だ の み —— 

悲し いわいな 


三つと や あ 

三つの 歳に は 

捨てられて 

お父さん や 

お母さんの 

面 知らず —— 

つまり、 ありきたりの 巡礼 唄 を 無造作に ここまで う 

きた 

たい 来った のです が、 急に また 歌と 調子と を 一変した 

茂太郎 は、 


あたたかく 

握り 合う 

その 手がない ので 

私 は ひとり 

合掌して 

長い 黙禱に 沈む のです 

やさしく 

笑み かわす 

その 瞳がない ので 

私 は ひとり 


瞑目して 

はて  ふけ 

涯 なき 想念に 耽る のです 

ついに 

めぐり 逢えない 

私の 魂 は 


こういう 詩 を 高らかに 吟じ 出した のです が、 その 声 

は、 ひとり 演説の 時に 比べて、 はるかに 晴れ やかな も 

のにな つてい ました。 内容が 感情 をよ そに して、 口調 


に 左右され るまでの ことです から、 悲しい 歌 を、 喜び 

の 調べ もてうた うこと も ある。 喜びの 唄 を、 かなしみ 

の 曲で うたう こと も ある。 こうな リ出 すと、 音声 その 

ものの ために、 歌の 内容 も 本質 もめち やくち やにされ 

てし まいます。 ただ、 音声 そのものの 有する 交錯と 魅 

力 だけが、 時 を 得 顔に 乱舞す る。 

皆さん 

イエスキリスト は 

よみがえ りました 

茂 太郎は 器量 一 杯の 声で、 突然 かく 叫び 出す と共に、 

例の 般若の 面 を、 また、 しかと 小脇に 抱え 直して、 高 


い マストの 上から、 船の 甲板の 上 を のぞき 込む ように 

見下ろして、 

ごらんなさい 

この 帆柱の 下で 

金椎 さんが 

イエスキリストに 向って 

祈り を 捧げて います 

百 四十 一 

今まで、 海と 空と を 水平に 見て、 唄いたい 限り をう 


たって いた 清澄の 茂太郎 が、 急に 下の 方の 甲板 を 見下 

ろして、 

金椎 さん は 

イエスキリスト を 

信じて います 

あの人 は 黙って 働きます 

口が 利け ないから です 

金椎 さん は 

驚きません 

耳が 聞えない からです 

です けれども 


あの人 は 

イエ ス キリスト を 

信じて います 

働く ことのほかに は 

聖書 を 読み 

聖書 を 読む ことのほかに は 

祈り を 上げて います 

ごらんなさい 

この 帆柱の 下で 

いま 金椎 さんが 

イエスキリストに 


祈り を 捧げて います 

この 少年の 眼が 特にす ぐれて いて、 夜の 空で、 肉眼 

では 見 難い 星の 数 を 苦 もな く 数える こと は、 以前に 述 

ベた ことがある。 

その 眼で —— 今、 暗い 中空から 燈火 のない 甲板の 上 

を 見下ろす と、 なるほど、 そう 言われて みると その 通 

ひざまず  こり かた 

り、 一人の 小さな 人体が 跪いて、 了 心に 凝固 まって 

いる 形が、 ありあり と 認められる。 

よく 見る と、 それ は 例の 支那 少年の 金椎 でした。 金 

椎は、 いま 茂太郎 によって 紹介され た 通り、 この 船の 

中の 乗組の 一 人で、 救われた る 支那 少年です。 


茂 太郎が 帆柱の 上で ジン ド • バッド . セ— ラを 唄い 

出した 時、 或いは その 以前から、 ここに 跪いて、 こう 

して 凝り固ま つていた ものに 相違ない。 

今、 改めて、 帆柱の 上から こうして けたたましく 存 

在 を 紹介 されても、 更に 動揺す るので はありませんで 

した。 ひざまずいて i り 固まって いる 形 は、 少しも 崩 

れ るので はありませんでした。 

その 時に、 マストの 上の 茂太郎 が、 また 前の 姿勢に 

戻って うたい 出しました。 

とめ 

留の 地蔵 様 

めくら 

つんぼで 亡 目 目 


いくら 拝んでも 

きき やしない！ 

せっかく 紹介しても 紹介し 甲斐がない。 宣伝 を 試み 

て も 宣伝 甲斐がない。 我等うた えど も、 彼 踊らず、 で 

す —— 下の 凝り固ま りがいつ こう 動揺し ない ものです 

から、 茂 太郎は あきらめて こういう ふうに 開き直った 

のです が、 それ とても、 イエスキリスト を 祈って いる 

人に 対しての 当てつけで もなければ、 御利益の 少ない 

地蔵 様に 対する 冒瀆 でもない。 歌 を 詩に 直し、 詩 を 歌 

に 直し、 もしくは、 韻文 を 散文に 直す 一 つの 技巧 —— 

平 俗に言えば テレ 隠し、 むずかしく 言えば、 唐 代に 於 


て 「詩」 が 「詞」 となり、 「塡 詞」 ともなり 「倚 声」 と 

もなる その 変化の 一 つの 作用と 見ても よろしい。 

おし  つ んぼ 

檣 上の 小 宣伝 家 は、 相手が 啞 であり、 聾で ある —— 

或いは 聾で あるが 故に 啞 であり、 啞 であるが 故に 聾 I 

I どちらで も かまわな いが、 これ は 相手に はならない 

と 見て、 また 開き直って、 次なる 出鳕 目の 用意に とり 

かかった 時、 はじめて 下から 音声が ありました。 

「茂ち やん、 もういい かげんに して 下りて いらっしゃ 

い」 

その 声 は、 聡明なる 響き を 持つ 若い 女の 声で ありま 

した。 


百 四十 一 一 

下から 婦人の 声で 呼び かけられて、 清澄の 茂太郎 は、 

「お 松さん です か」 

「茂ち やん、 下りて いらっしゃい」 

「お 松さん、 もう 少し —— 」 

「夜露に あたる と 毒です よ」 

「お 松さん、 あたい は、 すいきょうで こうして いるん 

じ やない のです」 

「何でもい いから、 もう 下りて いらっしゃい」 


「まだ 下りられません」 

「どうして」 

「あたいの、 ここへ 上って いるの は、 物見の ためなん 

です」 

「暗い ところで 何が 見えます」 

「天に は 星の 光が 見えます —— 北斗七星の 上に 動かな 

ぎ よしや ざ 

い 星が あります、 右 は 牡牛座で、 左 は 馭者 座で ござい 

ます、 で、 頭の 上 は カシオ ぺャ でございます。 カシオ 

しゃべ 

ぺャ は、 エチオピア 王の 王妃で、 お喋りで ございまし 

た —— と 駒 井の 殿様 …… ではない、 船長 様が 教えて 下 

さいました。 です が、 あたい は 今晩は、 その 星 をな が 


める 目的 だけに ここへ 上った ので はない のです、 ねえ、 

お 松さん、 あたい は 物見の ために、 今晩は ここへ 上つ 

て、 こうして 人 を 待って いるので すよ」 

「誰 を 待って いるので すか」 

「いろいろの 人 を 待って いるので す、 だが、 いくら 待つ 

ていても 帰らない 人が あります、 待てば そのうちに は 

帰る 人 もあります、 やがて 眼の 前へ 直ぐに 帰って来る 

人 もあります。 その 第一 の 人 は 弁 信さん で、 あの人 は 

いくら 待つ て も 容易に は 戻つ て くれまい と 思います。 

次 は 七兵衛 親爺です、 七兵衛 親爺 はい ま 直ぐと いう わ 

けに はまい りません が、 待って いさえ すれば、 そのう 


ちに は 帰って来ます。 第三の 人 は、 即刻 只今、 戻って 

ほばしら 

来そう ですから、 それ を あたい は、 この 檣 の 上で お 

星 様の 数 を 数えながら、 歌 をうた つて、 待って いるの 

です。 皆さん はた だ、 わたしが 道楽で こうして いると 

ばっかり ごらんになる かも 知れません が、 これで 待つ 

身 は なかなか 辛い のです」 

「茂ち やん、 生意気な 口 を 利く のではありません、 誰 

が この 夜中に、 ここへ 戻って 来る のです か」 

も ゆる 

「マドロス 君です、 それから、 お嬢さんの 萌 さんです、 

この 二人 は今晚 にも ここへ 戻って 来る —— あたいの 頭 

では どうもそう 思われて たまらな いから、 それで、 こ 


うして 遠見の 役 をつ とめて いるんで す」 

「そんな ことがある もんです か、 この 夜中に、 あの人 

たちが …… 」 

「ところが、 どうです、 お 松さん、 そら ごらんなさい 

ませ」 

「どうしました」 

「そら、 バッテ イラが 戻って 来ます、 海の 上 を 真 一文 

字に バッテ イラが、 こちらへ 向って 来ます —— バッテ 

へさき  つ 

イラの 舳 先に は、 カンテラが 点いて います」 

「本当です か」 

「本当です とも —— お 松さん、 あたいの 眼 を 信用し な 


さい」 

かなた  まん ごくうら 

と 清澄の 茂太郎 は、 海の 彼方の 万 石 浦の 方 を 見つめな 

がら 言いました。 

茂太郎 から、 眼 を 信用し ろと 言われる と、 お 松 も そ 

れを 信用し ない わけに は ゆきません。 茂太郎 だの、 弁 

信 だのと いう ものの 五官の 機能 は、 特別 姚 えに 出来 

て いると いう こと を、 日頃から 信ぜざる を 得な いので 

す。 だが、 この 夜中に、 あの 艇落 者の 二人が、 舟で 舞 

い 戻って 来る と は 考えられない。 

そこで、 半信半疑で、 お 松 も 暗い 海の 面 をな がめ や 

りました。 


百 四十 三 

だが、 ほどなく、 茂 太郎の 予告の 確実性 を、 事実が 

よく 証明して くれました。 

漁船の 中 を 押し わけて、 万 石 浦 方面から 飛ぶ が 如く 

に バッテ イラが 漕ぎつ けられて 来る の は、 その 舳 先の 

カンテラの 進行 だけで もよ くわ かる。 

それと 知って、 船の 乗組 は 一度に 動揺し ました。 

「なに、 マドの 奴が 帰って来 たと、 よく 面 を 面と 戻つ 

て 来 やが つた、 今度 こそ は、 とっつかま えて、 ぶつち 


めろ」 

さすがに 訓練され たこの 船の 水夫た ちが、 手ぐ すね 

を 引く の も 無理の ない ところで あります。 

お 松 は、 それ をな だめる のに カを尽 しました。 

「たとえ、 あの人が 悪い にしても、 戻って 来たから に 

は、 きっと、 後悔 をして、 お詫び をす るつ もりで 来た 

のでしょう、 それ を、 いきなり 手込めに はでき ません、 

船長 様の 御 裁判 を 仰いで、 それから 処分 をし なければ 

ならない のです、 皆さん、 決して、 手荒な こと をな さ 

いますな」 

ほどなく 始 腹へ 漕ぎつ けられた バッテ イラに は、 紛 


うかた なき マドロス がいる。 兵 部の 娘ら しいの が 面 を 

蔽 うて 寝て いる  

「田 山 先生」 

と、 お 松が 一番 先に 出て、 この バッテ イラ を 迎える と、 

当然、 保護して 来たと 思われる 田 山 白雲ら しい 姿 も、 

声 もない のが、 やや 異常に 感じさせました。 

「この 船 は、 駒 井 甚三郎 殿の 無名 丸で ございますな」 

容貌 魁偉なる 田 山 白雲の 姿の 見えない 代りに、 短 身 

へ さき 

長剣の 男が 一人 舳 先に 突立って、 もの を 言い かけ まし 

たから、 

「はい、 さようで ございます」 


とお 松が 答えました。 

「拙者 は、 田 山 白雲 先生から 頼まれまして、 二人の 人 

を 送って まいりました」 

「それ は それ は、 御苦労 さまで ございます、 どうぞ、 

それから お上りく ださ いませ」 

力 カリ 

無名 丸の 方で も、 篝を 焚き、 梯子 を 投げ かけて くれ 

たもので すから、 その 時 バッテ イラの 舳 先にいた 短 身 

長剣の 男が、 櫓 を 控えて テレ きってい る マドロス を 促 

して、 

も ゆる 

「マドロス 君 —— 君 さきに 上り 給え、 そうだ、 萌 さん 

—— 君、 マドロス 君、 萌 さん をお ぶって 上り 給え」 


「キ マリ 悪 イデス」 

マドロスが、 いやに 尻込みす るの を、 短 身長 剣が、 

「きまりが いい も 悪い もない、 君、 そのままで 萌 さん 

をお ぶって、 早く 上り 給え」 

「デハ —— も ゆる サン …… 」 

マドロスが 無 恰好の 背中 を 向ける と、 毛布 を 頭から 

すつ ぼり かぶった ままの 兵 部の 娘 を、 短 身長 剣が 押し 

つける ようにして、 マドロスの 背中に たけると、 やむ 

ことなく、 それ をお ぶい、 それに おぶさって、 二人 は 

まず バッテ イラから 本船に 乗り移る。 出で むかえて 見 

ている 水夫 共 は、 苦々 しい 面 をして 睨みつ けて いるが、 


さすがに、 それ を ぶちのめす 者 もない。 お 松 だけが か 

いがいし く、 

「マドロスさん、 あなたに も 全く 困り ものです、 みん 

なが ドノく らい 心配した か 知れ やしません、 まあ、 と 

も かく、 わたしの 船室へ いらっしゃい、 委細 をお 話し 

してから、 船長 様へ、 わたしが お詫び をして あげます」 

百 四十 四 

最後に バッテ イラから、 本船に 上った 短 身長 剣 —— 

柳 田 平 治 は、 


「では、 君た ち、 あの 小舟の 始末 を 頼む よ」 

と 言い捨てて、 続いて 船室へ と 導かれて 行こうと する 

ほばしら 

と、 そこへ、 いつのまにか 檣 の 上から 下りて 来た 清 

澄の 茂 太郎が 立ち塞がって、 

「君 —— 田 山 先生 は 帰らな いの」 

「あ、 田 山 先生 はな …… 」 

と 柳 田 平 治 は、 この 少年の ために 甲板の 上に 暫く 抑留 

の 形と なって、 

「あとから 帰る よ」 

「では、 七兵衛 おやじ は —— 」 

「七 兵衛 おやじ —— そんな 人 は 知らん よ、 そんな 人 は 


知らない けれど、 田 山 白雲 先生 は、 もう 三日し たらこ 

の 船に 戻られる はず だ」 

「そうです か —— さあ、 その 三日のう ちに、 七 兵衛ぉ 

やじが 見つかれば いいが …… 」 

柳 田 平 治 は、 この 少年の、 ませた 口の 利きぶ リを怪 

しむの みで はない。 その 後生大事に 左の 小脇に かいこ 

んで いる 何物 を か、 よく 見る と、 それ は 一箇の 般若の 

面に 相違ない。 そこで なんだか 一種の 幻怪 味に 襲われ 

ながら、 

「それ は、 見つかる だろう」 

お ぼっか 

「そうか しら、 あたい は、 どうも それが 覚束ない と 思 


うんだ が」 

「見つかる よ、 心配し 給うな」 

柳 田 平 治 は、 七兵衛 おやじの 何もので あるか を 知ら 

ない。 また、 この 少年の 何もので あるか を 知らない。 

だが、 田 山 白雲が、 この 二人の K 落 者の ほかに、 まだ 

たしかに 尋ねる 人が あるら しい こと だけ は、 相当に 

がてん 

合点して いる。 その 者が いわゆる 七兵衛 おやじなる 者 

だろう か。 果して 田 山 白雲が、 この 二人の 艇落者 を 突 

留め 得た 如く、 七兵衛 おやじなる もの を 捕え 得る かど 

うかと いう ことに は、 全然 当りが ついていない。 しか 

し、 この 舟の 者が、 こうまで 心配して いる こと を 見 計 


ら つ て、 相当の 気休め を 言った つもりな のだろう が、 

それ を _肯 わない 清澄の 茂太郎 が、 

「そうはい かないよ、 君、 そう 君の 考える ように 簡単 

に 見つかりません よ、 七兵衛 おやじ は …… 」 

意外 千万に も、 この こまつち やくれ た 少年 はこう 

言って、 柳 田の 一 片の 好意 を 否定して かかりました か 

ら、 ここで も 柳 田 平 治 は、 ちょっと 毒気 を 抜かれて、 

「ナ 二、 つかまる よ、 田 山 白雲 先生 は 豪傑 だから、 直 

ぐ 捉まえて 縛って 連れて来 るよ、 安心し 給え」 

こう 言う と、 この 幻怪なる 少年が、 いよいよ 承知し 

ませんで した。 


「君、 それ は 違うよ、 田 山 先生 は、 マドロス 君と お 嬢 

さん を 捉まえに 行った の は 本当です、 あの 二人 は 

紐 落 者なん だから、 それ を 捉まえて 逃さない ように、 

場合によって は 縛っても 来よう けれど、 七兵衛 おやじ 

は 捉まえに 行 くんじ やない、 探しに 行つ たんだよ」 

「そうか、 それにし たって、 大した こと はない よ」 

この 幻怪な 少年に 抑留され たために、 柳 田 平 治 は 

殿 となって、 通ろうと したお 松の 船室への 行方 を 見 

失って しまいました。 

「キャビンへ いらっしゃい、 案内して あげます」 

それ を 心得た 清澄の 茂太郎 は、 案内 顔に 先に 立った 


「その 刀、 持って 上げましょう」 

甲板から 船室へ 下る に は、 つかえ そうな 長い 刀。 

茂太郎 も、 最初から、 その 長い 刀に 興味 を 持って お 

りました。 

百 四十 五 

それから、 マドロスと、 兵 部の 娘と は、 体の いい 監 

禁を 施して 置いて、 その 夜 は 一晩 無事に 寝み、 翌朝、 

お 松が 柳 田 平 治 を 案内して、 船長室に 駒 井甚三 郎を訪 


問し ました。 

その 時 も、 柳 田 平 治 は、 例の 三尺 五寸の 大刀 を 差込 

んで、 駒 井の 部屋へ 行った のです が、 刀が あちこちに 

ひと かた 

触りそう で、 一 方なら ぬ 窮屈 を 感じながら も、 少しも 

これ を 手ば なすこと を しないの です。 

駒 井 甚三郎 の 船長室へ 案内され て 見る と、 なにも か 

も 一 種 異様の 感触 を 与えずに は 置きません。 

その 室内に は、 見馴れぬ 舶来の 機械 や、 図 絵が 満ち 

ている。 室内の 調度 そのもの も、 大きな デスク を 置き • 

椅子 を 並べ、 絨毯 を 敷いて、 この 日の 本の 国の 建築の 

間 取 座敷と は、 てんで 感じ を 異にする。 その 大きな 


卓子の 前に、 海図 を ひろげて、 椅子に 腰かけて いる 当 

ふうさ い 

の 船長 そのものの 風采が、 また、 恐 山から 出た 柳 田 平 

治に とって は、 予想 だ もせざる 異風でした。 

面貌 風采 は、 たしかに 日本人に 相違ない。 髪 も 赤く 

あお 

はない し、 眼 も 碧く はない の だが、 その 漆黒の 髪 は 散 

髪で、 ザン ギリで、 そうして 着て いると ころの もの は 

洋服で、 穿いて いるの は ダンプ クロ。 柳 田 平 治 は、 最 

初 この 船へ 乗せられた 時から、 異様の 情調に 堪えられ 

なかった のです が、 この 船長室へ 入れられて、 船長 そ 

の 人に 当面に 面会 させられて みると、 むっとして むせ 

返る ような 気持に 迫られました。 


お 松の 紹介の 言葉 も、 ほとんど 耳に 入らな いでいる 

と、 先方の 言葉 は 存外 穏 かな、 気品の ある 言葉で、 

「そうです か、 それ は 御苦労で したな」 

と い う 船長 そのものの 言葉が 耳に 入った 途端に、 お 松 

、、ゝ ヽ 

力 

「駒 井の 殿様 —— いえ、 船長 様で いらっしゃいます」 

と 紹介した のです が、 柳 田 平 治 は 極めて ブッ キラ ボウ 

- J  、 

「は、 そうです か、 拙者、 柳 田 平 治です」 

と 答えた きりです。 

「君 は 南部の 恐 山 方面から 出て 来られた そうだね」 


駒 井 甚三郎 は、 田 山 白雲からの 手紙 を 置いて、 柳 田 

平 治に 問い かける と、 

「は、 左様であります」 

と、 ここで もシャ チコば つた 返事 だけです。 

単に これ だけの 挨拶で したが、 そこに、 何 かそぐ わ 

ない 空気 をお 松 は 早く も 認めた のです が、 さて、 急に 

どう 取り つ くろう 術 もな いでいる。 

駒 井 甚三郎 は、 ただ 単に、 初対面の 書生 を 引見した 

だけの 気分で したが、 柳 田の 方 は 最初からの 一種 異様 

きざ 

な 印象が、 この 時分に なって、 ようやく 不快 を 萌して 

きました。 


駒 井 甚三郎 がその 長い 刀の 方へ 眼 をつ ける と、 この 

船長、 これが 眼 ざ わりだな —— と 変に 疑ぐ リ、 駒 井が 

黙って いると、 気取って 山出しの おれ を 軽蔑して いる 

II 柳 田の 頭 は、 ようやく 反感から 僻みの 方へ 傾いて、 

「おれ は 断然、 この 船長 は 好きに なれない！」 

柳 田の 頭へ 来た 印象 はこれ です。 同時に、 

「田 山 白雲 氏に 対して は、 一見、 先生と 言って 尊敬す 

るに 堪える が、 この 若い 毛唐 まがいの 船長なる もの は、 

つ- いしょう 

おれの 口から 進んで 追従 をい う 気に はなれない」 

こういつ たような 空気が 湧き出して 来たの を、 お 松 

が 早く も 見て とりました。 


百 四十 六 

そんなよ うな 初対面の 空気の ままで、 柳 田 平 治 は 船 

長 室 を 引下り ました。 

それから 船中 を 往来す る ごとに、 柳 田の 不快 はこと 

ごとに 増す ばかりでした。 不快と いっても、 特に 理由 

が ある わけで はない、 誰も この 男 を 特に 冷遇したり、 

嘲笑した りする 人なん ぞは 一 人 も あるので はない が、 

平 治が 船の 中 を 歩く と、 行き 逢う ほどの 人が、 その 長 

い 刀 を 見て 変な 目つ きをす る。 それが 八 分の 冷笑 を 含 


んで いるかの ように、 平 治に は 受取れ てなら ない。 

単に この 長い 刀 を 眼の 敵に する のみで はない、 自 

分の 歩 きっぷり がギ スギス している といって、 あとで 

指差して 笑って いるよう な 気持が する。 それに この 中 

の 水夫 共まで が、 みんな ダンプ クロ を 穿いて いるの も 

しゃく 

癩だ。 船 そのものの 洋式 はま あやむ を 得ない として 

も、 船長 を はじめ、 衣裳 風采まで 日本人の くせに、 毛 

唐 化せねば ならぬ 理窟が あるか。 

こんな 船の 中に、 どうして、 あの 豪傑 肌の 田 山 白雲 

先生が 一緒に おられる のか、 それが そもそも 一 つの 不 

思議で ならない。 


田 山 白雲の ための 船の 一 室に おさめられた 柳 田 平 治 

は、 そこで、 彼 は 長い 刀 を 枕に して、 ゴロ リと 横にな つ 

て、 船室の 天井に 向けて 太い 息 を ふっと 吹き かけ、 

「いや だ、 こんなと ころに 長居 をしたくない、 そう 思 

うと 一刻 もい や だ —— 本来、 おれ は 江戸へ 出て 武者 修 

行 をす るつ もりで 来たの だ、 こんな 毛唐 まがいの 船の 

中へ 捕虜に される つもりで 来たので はない」 

こう 言って、 奮然と して 起き、 枕と した 例の 長い 刀 

を 取り上げて みたが、 さ すが に また 思い直さざる を 得 

ざると ころの ものが ある。 

「第 一 、 手形がない」 


道中 唯一の 旅行 券 を 渡 頭で、 いい 気になって 居 合 を 

抜いた 瞬間に、 何者に か 抜き取られて しまって いる。 

ちえ ッ。 

「第二、 田 山 先生に 済まない」 

駔落者 護衛の 使命 だけ は 無事に 果 したが、 まだ、 少 

なくと も 三日間の 後に 帰る と 言った 田 山 先生 を、 この 

船で 待 受ける と 言った 約束 は 残って いる。 

かんしゃく 

さすがに これ だけの 理由と 事情と が、 一 時の 癇癩 

を 抑える だけの 力 を 持って おりました。 

それに、 もう 一 つ —— いろいろ 自分 を 船で 引 廻して 

くれる、 あのお 松さん という 娘 —— あの人 はいい 人 だ、 


あの 娘さん だけに は 断然、 好感が 持てる。 

こんな こと を 考えて いると ころへ、 扉 をコッ コッと 

叩いて、 一人の 小坊主が、 お盆 を 目八分に 捧げて 突然 

入って 来た ものです から、 柳 田 平 治 も 多少 驚きました。 

平 治が 多少 驚いた のに 頓着せ ず、 右の 小坊主 は、 

ちょっと 頭 を 下げて、 それから お盆 を 恭 しく 平 治の 

前の 畳の 上に 置き、 そうして また 恭しく 平 治に 一 礼し 

て、 無言で 入って 来て、 無言で 出て 行って しまい まし 

た。 

平 治と して、 百 物語の 一 ッ目 小僧に お茶 を 運ばれた 

ような 思いが しないではありません。 


変な 小坊主 だ、 坊主頭に、 ちょっぴりと 毛 を 置いて、 

着て いる 服 は紅髯 のと は 様子が 違う し、 目玉、 髪の毛 

も 青く はない が、 やっぱり 我 朝の もので はない。 変な 

奴ば かり 集まって いる 船 だ。 

つんぼ  おし 

もちろん これ は、 舟の 乗組の 一 人、 聾に して 啞、 ィ 

ェ ス キリスト を 信ずる こと 深き 支那 少年 金椎 であった 

こと を、 柳 田 平 治 はま だ 知りませんでした。 

百 四十 七 

その 時分、 青梅の 裏 宿の 七兵衛 は、 例の 怪足 力で 出 


羽 奥州の 広つ 原の まんなか を、 真一文字に 歩いて いた 

のです。 

旅に 慣れき つた 七兵衛 も、 これ は 広い 荒野 原 だと、 

呆れずに はいられません。 

同時に、 これ もやむ を 得ない、 自分 は 今、 名に し 負 

う 奥州の 安達 ケ 原の 真中 を 歩かせられて いるの だ。 

安達 ケ原 だから、 広 いのも やむ を 得ない。 しかし、 

こうして 覚えの ある 足に 馬力 を かけて さえ いれば、 た 

とえ 安達 ケ原 であろうと、 唐 天竺で あろうと、 怯れ を 

見せる が もの はない。 ただ、 今まで 自分の 経験に 於て 

はじめて 見る 荒涼たる 広つ 原 だと、 多少の 呆れ をな し 


たもので、 退 倒 を 来たした わけで はない のです。 

安達 ケ原 だから 広い。 その 広い 安達 ケ原を 歩かせら 

れ ている と 観念して みれば、 いまさら 広い ことに 呆れ 

ると いうの も 知恵の ない 話 だと あきらめて、 せっせと 

足に 任せて 歩いて いるが、 太陽が ようやく 自分の 背の 

方に 廻った ことに 気がつく と、 さあ、 今晩の 宿 だ。 東 

海 東 山の 旅路で は、 どう 紛れ こんでも、 何 か ある。 山 

神 村祠か 山小屋、 瓜 小屋の 類，. を、 どこかの 隅で 見つけ 

ない こと はない の だが、 奥州 安達 ケ 原と くると、 ない 

といえば、 石つ ころ 一 つない —— 土 を 掘って、 穴 を 作つ 

て 寝る か、 木の 上へ 枝 を かき 集めて 巣 を 作って 眠る か。 


いったい、 この 安達 ケ原 という やつ は、 どこで 尽き 

るの だ。 

七 兵衛は 歩きながら、 こういう 疑問 を われと 自問 自 

答して みました が、 七 兵衛の 地理学 上の 素養が、 この 

際、 それと 明答 を 与えて くれませんでした。 

はて そと はま 

それ それ、 奥州の 涯 は外ケ 浜と いうと ころ だと 聞い 

ている。 してみ ると、 この 安達 ケ原を 通り抜け ると、 

外ケ 浜へ 出る —— 外ケ浜 はいいが、 浜と なって みると、 

それから は 海で、 そこで 陸地が 尽きる の だ。 安達 ケ原 

を 乗 切る の はいいが、 乗りき つて 海へ 出て しまったん 

ではなん にもなる まいで はない か。 そのく らいなら、 


ドコ かで 方向転換 をし なければ ならぬ。 

方向転換の 手段 方法と して、 方位 方角の 観念 だけ は、 

七 兵衛の 経験と 感覚が、 その 用 を 為す に 充分で ある。 

どう 間違っても、 天に 日が あり、 地に 草木が ある 限り、 

東西南北の 観念 を あやまる ような 七兵衛 ではない が、 

しかし、 東西南北が たよりになる の は、 そのうち のど 

れか 一方に 目的が ある 場合に 限る ので、 東西南北 いず 

れの 方へ 出たら 近路に つける かとい う 観念の ない 時に 

は、 東西南北 そのものが 指針と はならない のです。 

たかす ぎしん さく 

長 州の 奇傑高 杉晋作 は、 「本日 東西南北に 向って 発 

向 仕り 候」 と 手紙に 書いた そうだが、 最初から そうい 


う 無 目的 を 目的と して 発向す るなら 是非 もない が、 少 

なくと も 今の 場合の 七兵衛 は、 いかに 生来の 怪足 力と 

はいえ、 歩く ことのた めに 歩いて いるので はない、 ど 

うかして 無事に 人里に 出たい もの だ、 正しい 方向に 

向って 帰着 を 得たい もの だ —— と 衷心に 深く 欣 求して、 

ひたぶ るに 歩いて いるので す。 

東西南北の いずれ を 問わず、 ともかく 何 かひつ かか 

りのある 地点へ 出て みたい もの だと 歩いて いるので す。 

ところが、 やっぱり 原 は 呆れ返る ほど 広い。 

「安達 ケ原は 広い なァ —— 」 

と 七兵衛 が、 今更の 如くに また 呆れた 時分に、 日 は 


野末に 落ち かかりました。 

百 四十 八 

常の 七兵衛 ならば、 足に 於て 自信が あるよう に、 旅 

に 於ても、 その 用意の ほどに 抜かりはありません でし 

た。 

たとえば、 この 行程 幾日、 もし 間違って 横へ 走って 

も 何日 —— その 間の 地理学 上、 よし 絶食しても 幾日の 

間  そういう ことの 予算 を ちゃんと 胸に 畳んで 走り 

もし、 逃げ もし、 変通 もして いたので すが、 今回 は、 


なにしろ はじめての 奥州 路、 その 用意 をす るに も、 し 

ない にも、 その 機会と 材料と を 絶対に 与えられない 緦 

抜けの 身と なって、 着の み 着の ままで 仙 台領を 脱走し 

て 来たので す。 

燧 道具と 附木 だけ は、 辛うじて 船頭 小屋から かっぱ 

ら つて 来たが、 それ 以外に は 何物 もない。 

常なら ば 懐中に 少なくとも 七ッ 道具 を 忍ば せて いる _ 

その 七ッ 道具 は、 多年の 経験に よって 洗練 研究し つく 

されて いる 独特の 七ッ 道具で、 それが 商売 物に も なれ 

ば、 旅行 用に もなる。 

よし また、 そんな ものが なくと も、 人間の 部落 を 成 


す 土地 を さえ 見つけ 出せば、 七 兵衛の 本職と して、 そ 

こから 無断で、 自由に、 相当の もの を 徴発して 来る の 

は、 袋の 中の もの を 取り出す と 同様の 能力 を 与えられ 

ている 身 だが、 他の もの を 盗まねば 生きられぬ という 

浅ましい 本能よりも、 盗むべき 何物 もない 荒涼 さの 方 

がた まらない。 

ついに 日が 暮れました。 

足の 七 兵衛は 疲れる という こと を 知らないが、 腹の 

七兵衛 は、 餓える という こと を 知っている。 ああ、 今 

夜 もまた 夜通し 歩かねば ならな いの か。 

歩く の はなんで もない が、 腹が すいている。 それ も 


時に よって は、 二日 や 三日 食わないで 歩け といわれれ 

ば 歩け ない こと もない が、 そうして 至れり 尽す ところ 

が外ケ 浜で はやり きれない。 つまり、 行 手に 希望が あ 

りさえ すれば、 疲労 も、 飢餓 も、 頑張る だけ 頑張って 

行く 張 合い というものがあるが、 さて、 頑張り 通した 

揚句が 外ケ 浜で はたい がい うんざり する。 

さすがの 七兵衛 も、 これに は うんざりしながら、 そ 

うかと いって、 足 をと どめよう とする なんらの 引つ か 

かり もな く、 行く につれ て 宵 は 深くなる。 星 は 相当 あ 

るべき 晚 なのです が、 降る という ほどで はない が、 天 

が 曇って いる。 


真 闇な 晩です。 

しかし また、 真 闇と いう こと は、 決して 常人 ほどに 

七 兵衛を 難渋させる 事情と はならない。 彼 は 弁 信の よ 

うな 神秘的な 勘 は 持って いないが、 多年の 商売柄と、 

それから 幾分の 天才と で、 暗中よ く 相当に 物 を 見る の 

明 を 保有して いる。 そこで 暗い という こと は 苦にせず 

して、 怪足 力に 馬力 を 加えて 行って いるう ちに、 幸 か 

不幸 か、 遥かに 彼方に たしかに 一 点の 火 を 認めました。 

火の あると ころに 人が あり、 文明が ある、 という 哲 

理は、 前に 田 山 白雲の 場合に も 書きました。 七兵衛 は、 

その 敏感な 眼 を 以て、 数 町 か、 数 里 か、 とにかく 行 手 


の ある 地点で 一 つの 火光 を 認めて しまった ものです か 

ら、 七兵衛 ほどの 曲者 も、 

「占めた！」 

と 叫んで、 その 怪足 力が またはず み 出した の はやむ を 

得ません。 

七 兵 衛の眼 は あやまたず、 たしかに 一 点の 火光が あ 

り、 その 火光 を 洩らす ところの 一 つ 家が ある！ 

だが、 およそ ほかと 違って、 安達 ケ 原の 一軒家 —— 

見つけた ことが 幸か不幸か わかるまい。 

百 四十 九 


「そうだ、 安達 ケ 原の 黒 塚に は 鬼が いる！」 

しろもの 

七兵衛 ほどの 代物 だが、 それと 感づいた 時に 一 時 は、 

たじろぎました。 

安達 ケ原 といえば、 誰 だって 「一 つ 家」 を 思い出さ 

ない もの は あるまい が、 「一 つ 家」 を 思い出す 限り、 そ 

の 「一 つ 家」 の 中に 棲んで いるものが 「鬼」 でなくて 

何 だ。 

鬼 は 有難くな いな。 

とうとう、 安達 ケ 原へ 迷い こんで、 鬼の 籠る 一 つ 家 

へ 追い込まれて しまった。 


有難く ねえな。 

七 兵衛は 苦笑い をして しまいました。 いかに 科学の 

力に 乏しい 七 兵 衛とは 言いながら、 いかに また 土地柄 

たむ らまろ 

が 奥州 安達 ケ 原と は 言 いながら、 田 村 麿の 昔なら いざ 

知らず、 今の 世に 「鬼」 なん ぞが 棲んで たまる か —— 

と 冷笑す るく らいの 聡明 さ を 持たない 七兵衛 ではない 

が、 こういう 時間、 こういう 場合に 置かれて みると、 

どうしても その 聡明 さが 取 戻せない。 ばかばかし いと 

思いながら、 やっぱり、 あちらに 見える あの 一 つ 家 は 

鬼の 隠れ家 だ、 そうでなければ こんなと ころに、 こん 

なに 一 軒 家の 生活が 成り立つ わけの もので はない。 


七兵衛 は、 鬼の 存在 を、 事実に 於て 否定しながら、 

想像に 於て、 どうしても 絶滅 を 期す る ことができない。 

しかし、 この 際に 於て は、 鬼であろう とも、 夜叉で 

あろうと も、 取って 食われよう とも、 食われまい とも、 

あの 一 つ 家 を 叩いて みるより ほか はない。 まして 自分 

として、 鬼と も 組もうと いう ほどの 力持ちで はない が、 

なにもそう 鬼 だからといって、 弱味ば かり を 見せて い 

ていい 柄で はない。 おれ も武州 青梅の 裏 宿 七兵衛 だ。 

安達の 鬼が 出て、 食おうと も 言わない 先から 逃げて は 

名折れになる。 

ここで、 はじめて 七兵衛 は、 鬼に 対する 一 種の 


てきがいしん 

敵愾心と、 満々 たる 稚気と を 振い 起して、 その 一 つ 家 

に 向って 近づいて みると、 ほどなく —— 右の 一 つ 家の 

つい 眼の 前のと ころへ 来て、 小 流れに でくわしました。 

人間の すむ ところの 家に は 火がなければ ならぬ と 同 

一 の 理由 を もって、 水がなければ ならない。 鬼と いえ 

ども、 口が あって、 腹が ある 動物で ある 以上 は、 水の 

ない ところに 棲息 はでき ない はず だ。 こうなければ な 

らな いと、 七 兵衛は その 小 流れ を 肯定しつつ 軽く 飛び 

越えて 見る と、 この 小 流れから 一 つ 家に 到る までの 間 

が、 まだ 相当の 空地に なって いる。 その 空地に 塚 を 置 

どまんじゅう 

いたよう に、 相当の 間隔 を 置いて、 幾つ もの 土饅頭が 


ある。 その 土饅頭に、 一本 二 本ず つの 卒塔婆が おつ 

立って いる。 

それ はま あいい として、 その 土饅頭 を 数えて 行く と、 

いま 掘りつ 放しの 穴が ある。 穴の 傍らに、 極めて 粗 造 

リな棺 箱が 荒 網でから げられ て、 無雑 作に 押し ころが 

されて ある。 

その 荒涼 さに は、 七兵衛 ほどの くせもの も、 ぎよつ 

すきま 

とせざる を 得なかった。 その 粗造りな 棺 箱の 板の 隙間 

を、 七 兵衛が 鋭い 眼 を 以て 透し 眺める と、 中には まさ 

しく 人骨と、 人肉が、 バラ バラに なって 詰め込まれて、 

すきまからまで ハ ミ 出して さえい る。 


「鬼に 喰われた 人間の 食い 残され だ！」 

遮 二 無 一 一そう 思わせられ ると、 ここで も 七兵衛 ほど 

の 曲者が、 思わず 身の 毛 をよ だてざる を 得ません。 

百 五十 

これが、 音に きく 安達の 黒 塚で、 この 棺 箱の 中が す 

なわち 鬼に 喰い ちらかされた 人骨 だ —— 事実、 今時、 

そんな ことが 有り得る はず はない が、 想像と して は、 

どうしても それより 以外へ 出る こと はでき ない。 

当然、 自分 は、 その 安達の 黒 塚の 鬼の 棲処へ 送りつ 


けられて 来た もの だ。 もう 退 引が ならない。 

だが、 鬼 は 鬼と しても、 こうして 食い散ら かした 人 

間の 骨 を、 御 粗末ながら 棺 箱の 中へ 納めて 置く という 

ところに 幾分の 殊勝 さが ある。 まして、 こうして 幾つ 

むさぼ 

もの 土 鶴 頭、 いずれ 鬼 共が 思う さま 貪 り 食った 残 骨 

の 名残りで もあろう が、 それにしても、 形ば かりで も 

埋めて、 土 を 盛り上げた 上に、 卒塔婆の 一 本 も 立てよ 

うとい うのが、 鬼と して は、 いささか 仏心 ある やり方 

だ。 今時の 鬼 は、 なかなか 開けて 来て いる。 七兵衛 は、 

こんなよ うな 冷笑 気分 も 交って、 やがて 思いきって、 

一 つ 家の 前へ 進んで、 その 戸 を 叩いて みると、 中から 


かえ つ て 怯えた ような 声で、 

「おや、 誰 だえ なァ、 今頃、 戸 を 叩く の は」 

「ちょ つと お頼み 申します」 

「誰 だえ なァ」 

「ええ、 旅の ものなん でございますが、 道に 迷い まし 

てからに」 

「旅の 衆 か ェ —— まあ、 どちらから ござらし たのし」 

「ええ、 西の方から 参りました」 

「西の方から、 では、 小 平の 方から いらした な」 

小 平が 西 だか 東 だか 知らない けれども、 七兵衛 は、 

この 際、 よけいな ダメを 押す 必要 はない と 考えて、 


「はい、 左様で ございます」 

「ほんと かな あ、 よく まあ、 この 夜中に、 鬼に も 喰わ 

れ ねえで …… 」 

「え …… 」 

と、 七兵衛 がまた 聞き耳 を 立てました。 先方の いま 

言 つ た 言 葉の 意味 は、 よく まあ この 夜中に 鬼に も 喰わ 

れ ないで、 無事に やって来 たな —— とこうい う 意味に 

せん 

相違ない から、 七 兵 衛が先 を 打 たれて しまった ように 

感じました。 鬼に 喰われずに ここまで 来たんで はない。 

これから 鬼に 対面して、 喰われる か、 喰う かの 土壇場 

のつ もりで 来て いるの だ。 


七 兵衛の 狼狽に 頓着な く、 先方 は 早 や 無雑 作に 土間 

へ 下りて 来て、 七 兵衛の 叩いた 戸 を 内から あけに かか 

りながら 言う ことに は、 

「よく、 まあ、 鬼に も 喰われずに ござらし たのし、 お 

前さん、 岩 見 重太郎 かの し」 

「いや、 どうも、 おかげさまで —— 」 

岩 見 重太郎 呼ばわり までされ たので、 七 兵衛も 内心 

いよいよ 転倒 恐縮せ しめられて いると、 無雑 作に ガ 

ラッと 戸 を あけて、 面 を 現わした 主 は、 鬼 どころ では 

なく、 人間 も 人間、 人間の 中の 極めて 温良 質朴な 男で 

す。 


「今晩は …… 」 

「よく まあ  」 

「恐れ入ります …… 」 

充分に 身構え をして 見直した のです が、 やっぱり、 

山里に 見る 普通の 百姓 体の 若い者 以外の 何者で もない 

し、 その 肩 越しに のぞいて 見ても、 しきり 戸棚の 彼方 

に、 人骨が ころがって いるよう な こと はない。 炉には 

よく 火が 燃えて いる。 これが 銀の ような 毛 を 乱した 婆 

様で も あると、 凄味 も百パ ー セントになる が、 こんな 

普通 平凡な 田舎 男で は、 化けつ ぶりに 趣向が なさ 過ぎ 

る  


と 思いながら、 七兵衛 はこの 一 つ 家の 中へ 入ります 

と、 男が 非常に 親切に 炉辺に 招 じながら も、 口に 繰 返 

して、 

「よく まあ、 鬼に 喰われませんで …… 」 

百 五十 一 

おかげさまで 鬼に 喰われ もせず ここまで 来た こと は 

ごらんの 通り だが、 そうそう 繰返して 言われる と、 こ 

こへ 来る までに は、 鬼に 喰われる のが 当然で、 喰われ 

な い で 無事で 来た ことが 意外で あつたと いうよう にと 


れる。 

もし また この 質朴な 田舎 男が、 仮り に 鬼の 化け物で 

あると してみ ると、 まさに これから 人 を 捕って 喰おう 

としながら、 表向き、 こんな 空々 しい 言葉 を 吐く のが、 

もう 既に 人 を 喰つ ている。 

七 兵衛は 面憎く その 男 を 見直そう としたが、 どうも、 

憎めない。 どう 見直しても、 鬼が こんな 模範 青年の よ 

うな 人相に 化け 得られる はず もな く、 また その 必要 も 

あるまい。 そこで 再び、 鬼と いう やつ は 婆 様に 化けた 

がる ものである、 現に 安達の 一 つ 家 は、 鬼婆 ァを 主 と 

して はじめて 有名で あり、 渡 辺 綱 をた ばかりに 来た 


鬼 も、 婆 様の 姿 をして 来たれば こそ 有効で ある。 世に 

鬼婆 ァ という もの は あるが、 鬼爺ィ というの は あんま 

リ 聞かない。 まして、 鬼が こんな 凄味の 利かない 模範 

青年に 化けた つ て はじまら ないじ やない か。 

でも、 無気味な 感じ は 持ちながら、 七兵衛 は、 あん 

まり 遠慮 もせずに、 炉 中へ 土足の まま ふん ごんで、 あ 

たらせても らいました。 

真黒い 鍋の 中で、 何 か ダッグ ッと 煮て いる。 無論、 

来で はない、 粟で もない、 さりと て 稗で もない、 薯で 

もない。 七兵衛 は、 その 鍋の 中 を 判断し 兼ねてい たが、 

そうかといって、 人間の 肝 を 煮て いる わけで もない よ 


うです。 

くだん 

そうすると、 件の 男が 薪 を 折りく ベながら、 

「でも まあ、 よく 鬼に 喰われません でのし」 

またしても …… あまりの しつつ こさに、 七 兵 衛グッ 

と 癩 にさ ゎリ、 

「鬼に は 喰われなかった が、 若，. 衆さん、 安達 ケ 原の 広 

いに や 驚き やした よ」 

「 へ え —— 」 

相当、 壺を 言った つもりな のが、 先方 はかえ つて キヨ 

トンと して、 ねっから 響かない のであります。 

「安達 ケ原は 広い ねえ、 若衆さん、 この 家の 前に ある 


のが、 あれが、 名高い 黒 塚と いうので ござんす かい」 

「へえ —— 安達 ケ原 のこた あ、 わし、 よく 知り ましね 

えが、 昔話に 聞き やした がな つし、 それ は 上方の 方の 

話で ござんし ようがな つし」 

「何 だ つて …… 」 

あんまり 若衆の 鈍重ぶ りが 念入り だもの だから、 七 

兵衛の 方で、 いよいよお どかされ 通しです。 安達 ケ原 

と、 図星を指した つもりで 言って みても、 この 鬼の 化 

け 物 は 一向 こたえず、 それ は 上方の 方の 話で ござん 

しょうが なつし、 とつん 抜けて しまう。 そこで、 七 兵 

衛が 相当 突 込んで、 


「若衆さん、 今 この 一 つ 家の 前で 見て 来たが、 あの人 

どまんじゅう 

間の 喰い 散らかし —— あの 土饅頭が、 あれが 黒 塚と い 

うやつ ではね えの かね」 

「ど、 どういたしまして なつし」 

さすがに、 若い 男の やや 周章て て 何 か 弁明に 出で よ 

うとした 時に、 戸外が けたたましく バタ バタと 烈しい 

人の 足音で、 

「力、 力、 カン 作 どん、 ォ、 ォ、 ォ 二が 出た ゾゥ」 

必死に 戸へ すがりついた 人の 声。 

百 五十二 


七 兵衛も 煙に まかれて しまいました。 

いったい、 安達の 鬼 は 外にい るか、 内に いるの か、 

鬼の 化け物で あるべき はずの 一 つ 家の あるじが、 人の 

いい 若者で、 かえって 旅人 を とらえて 鬼 物語 を 誘発す 

る。 それに いいかげん 悩まされて いると、 今度 は 鬼が 

出た といって 助け を 求む る 声が 外から 起る。 これで は、 

鬼 同士が 全く 八百長 芝居 をして いるよう な もの だ。 

だが、 芝居と すれば、 越後 伝吉 でも、 塩 原 太 助で も、 

立派に つとまり そうな この 家の 中の 若衆 は、 その 声 

を 聞く と、 早速 立ち上って、 戸 を あけて やりました。 


そうすると、 その 朋輩ら しい 同じ年 頃の 若い 男が、 面 

の 色 を 変えて 転がり こんで 来て、 

「とうとう、 鬼に 出られて、 馬 さ 喰われち や つたで なつ 

し、 客人の こと、 どうな つた かわから ねえが、 夢中に 

なって 逃げて 来た ぞう」 

「そいつ は、 菊 どん、 いがね え、 この 夜中に、 馬なん 

ぞ 出しな さるが いがね え」 

「でも、 仙台領 からの 頼みで、 どうで も 馬 さ 一匹 頼ん 

で 飛ばさに やなら ねえと いう お客様が ござ つてな つ 

し」 

「そいつ あ、 どうも」 


「で、 鬼 さ 出る ちうて 断わり 申した だが、 鬼 さ 出よう 

と、 蛇 さ 出ようと、 大切の 罪人 を 仙台領 から 追い こん 

だの だな つし、 仙 台 様と 南部 様の 御 威勢で、 鬼が 怖い 

という こと あるかと、 お 客人の 鼻息が め つ ぼう 荒 い も 

んで なつし」 

「そうか や、 そいつ あ、 どうもなら ねえな つし」 

「夜中に、 馬 さ 出す と、 案の定、 大っ 原で 鬼が 出 やん 

した —— わつ しゃ 命から がら 逃げて 来 やした が、 お 客 

人の こた あ、 どうな つた かわから ねえな つし」 

「それじゃ、 どうな つた かわから ねえで 済ましち やい 

られね えぞ、 客人 さ 怪我 あらせち や あ 申し わけが ある 


めえ な つ し」 

「そのお 客人 さ、 道中 差 を 抜いて、 鬼 さきって やした 

がね —— なかなかお 客人 も 強い 人で がんした」 

「なんしろ、 こうしち や いられね え、 人 を 集めて、 お 

迎えに 行って み ざ あなつ し」 

「そうだ、 そうだ」 

「おいおい、 みんな 起きて くんな、 鬼 さ 出た ぞょ、 鬼 

が 出て、 菊 どんの 馬 さ 食うた ぞ」 

中に いた 若衆が、 こう 言って 奥の 方 を のぞき 込む と、 

どやどやと 四 五 人の 同じような 若い のが 飛び出して 来 

ました。 


炉辺に あった 七兵衛 は、 最初から 熱心に その 言 語 挙 

動 を 見て いて、 いよいよ 化かされ 方が 深刻に なって 行 

くように 考えられて たまらない。 

そうこう している うちに、 この 内外の 若い者 は、 す 

ベて 一 団 になって おのおの 身 ごしら え をし、 得物 得物 

たいまつ 

を 持ち、 松明 を 照らして、 外の 闇へ 飛び出して しまい 

ました。 

鬼 はこの 一 つ 家の 中に なくて、 外に ある。 そうして 

今し、 馬の 背 を 借りて 来 かかった 旅人 を 襲い、 いきな 

り 馬 を 喰って しまった らしい。 馬子 は 一た まりもな く 

逃げた が、 馬上の 客 は、 いま 勇敢に 鬼と 戦って いるら 


しい。 いったん 逃げ出した 馬子 は、 一目散に ここまで 

飛んで 来て、 新手 を 募集して、 客人の 救援に 出かけた 

という 段取りになる が、 この 段取り を 考え 合わせて み 

ると、 そもそも こうまで 念入りに 八百長 を 仕組んで、 

おれ 一 人 を 化かそう という はず もない の だから、 鬼 は 

事実、 外にあって、 ここに は 善良な 村民が、 腕つ ぶし 

の 利く 若い の を 集めて 置いて、 万一に備える —— とま 

で 七 兵衛が たどりつ いている うちに、 ハツと 気の 廻つ 

たこと があります。 

百 五十 三 


七 兵衛が ハツと 気 を 廻した の は、 我ながら 抜かった 

り、 鬼に 喰われる ことばつ かり 考えて、 人に 追われる 

身 を 考えなかった。 

この 現実 を 夢物語で ない としたならば、 いま 馬 を 

雇って 野 を 走らせて 来たと いう 旅の 人 は、 この おれ を 

追い かけて 来る 仙 台領の 追手で はない か。 

そうだ そうだ、 まさに そうだ。 それに 違いない の だ 

ほとけ ひょうすけ 

仙 台で は、 仏 兵 助と いう 親分の 手で、 一旦 おれ は 

捕われた の だが、 岩 切で それ を緦 抜け をして、 ここ ま 

で 落ちの びた おれな の だ。 仏 兵 助と もい われよう もの 


が、 あの ままで 手 を 引く はず はない。 

今、 原 を 馬で 追い かけて、 途中 鬼に 捕まって、 ただ 

いま 奮闘 中 だとい うその 旅の 人 は、 おれの 身の上に か 

かる 追手な の だ。 

そう 感づいて みると 七兵衛 は、 

「仙 台の 仏 兵 助の ために、 おれ は 安達の 黒 塚へ 追い こ 

まれた、 仏と 鬼 を 両方から 敵に 持つ ちゃ あたまらない」 

こう 言って 苦笑い をした が、 事実 は 存外 落着いた も 

ので、 

「さあ、 今と なって、 だいぶ 腹が すいてきた ぞい」 

勝負 はこれ から、 まず 腹 を こしらえてから のこと、 


それに は 鼻の 先へ お 訛 向きの この 鍋 —— これ を ひと 

つ 御馳走に あずかっての 上で …… 

炉辺に あり 合わす 五郎八 茶碗 をと つて、 七兵衛 がそ 

の 鍋の 中から、 もの をよ そりに かかりました。 

「何 だい、 これ は、 食物に は 違えね えが、 異体が 知れ 

ねえ」 

その 鍋の 中の ものが、 名状すべからざる 煮物な ので、 

ちゅうちょ  わらび 

七 兵衛も 躊躇し ました。 だが、 結句、 蕨の 根 だの、 

芋の 屑 だの を 切り込んだ 一 種の 雑炊で ある こと をた し 

かめて みて、 一 箸 入れて みたが、 

「まずい  よく まあ、 こうまず いものが 食えた もん 


だ」 

七兵衛 自身 もまず い 物 は 食いつ けて いるが、 この 雑 

炊の まず さ 加減に は、 舌 を 振ったら しい。 

ききん 

「そうだ、 奥州 は 饑饉の 名所 だってえ 話 を 聞いて いる、 

こり や、 饑饉 時の 食物 だ、 餓鬼の つもりで 有難く 御馳 

走に な つ ちまえ」 

東北大い に 餓えたり！ 

そり や、 饑饉と いう こと は、 関東に も、 上方に も あ 

る！ あるに は ある けれども、 東北の 饑饉に 比べる と、 

こっちの 饑饉 はお 大名 だと、 子供の 時に 聞いた ことが 

ある。 


ある 人が、 三 町ば かり 歩いて いるう ちに 三十 五の 

行 倒 人 を 見た が、 その後で は 数え きれないから 飛び越 

えて 歩いた。 あると ころで は、 一 つに 二百 五十人ず つ 

入れる 穴 を 掘って、 次から 次と 餓死 人 を 埋めて いった。 

一 つの 領内で、 七 万 八 万の 餓死 人 を 出して いるの は 珍 

しくない。 旅人が 家 を 叩いて 見る と、 一家 みんな 餓え 

死んで、 年寄ば かりが ひとり 虫の息に なって いる。 水 

を 飲もうと 井戸に 行った が、 ハネ 釣瓶が 動かない。 の 

ぞいて 見る と、 井戸の 中が 餓死の 人で いっぱい であつ 

た —— 

なんという すさまじ い 饑饉の 物語 をよ く 聞かされた。 


それ を 思う と、 この 食物で すら、 あだに はならない- 

眼 をつ ぶって かき 込んだ が、 食べて みると すき 腹へ 相 

当に 納まる。 

七兵衛 は、 無断で、 できるだけの 御馳走に あずかつ 

てし まい、 さて これから 追手の かかって いる 身の 振り 

方 だが、 こうな つてみ ると、 無暗に あわてて 走って み 

るの も 気が 利かない。 休める うちに 休める だけ 休んで 

置く がよ い。 それに は II と 七兵衛 は、 若衆が 飛び 

ふとん 

出した 次の間に、 まだ 蒲団が そのまま 敷き っぱなしに 

されて あるのに 眼 を くれました。 


百 五十 四 

わらじ きゃはん 

そこで 七兵衛 は、 草鞋 も 脚粹も 取って しまって、 座 

敷へ 上り、 図々 しく も 敷き っぱなしの 蒲団の 中へ、 身 

を 丸く しても ぐり 込んで、 また 頭から 一枚 被って しま 

いました。 

鬼が 出た という 注進 を 聞いて、 出動した この 家の人 

数 はま だ 戻って 来ない。 彼等 は 出動の ことに 急で あつ 

たために、 七 兵衛の 存在 を 顧みる 暇がなかった のです。 

そんなら 彼等が 戻って 来て、 七 兵衛の 存在に 気がつい 

た 時 はどうす る。 


その 時 は、 その 時の こと —— と 度胸 を 据えた 七兵衛 

は、 そのまま 蒲団の 中へ 温く 身 を 丸め込ん だのです が、 

単に 温く 丸め込んだ という だけで、 この場合、 温い 夢 

を 結ぶ わけに は ゆかない のです。 寝込んで しまう わけ 

に は ゆかない が、 とにかく、 こうして 久しぶりに 蒲団 

と 名のつ くもの の 中に くるまって みると、 身心お のず 

から 休養の 気分になる。 

いくぶん 休養の 気分が 出て 来て みると、 七兵衛 は、 

自分が 今こう して、 ここまで 追い込まれて 来た ことの 

径路 を 考え させられて、 またも 我ながらの 苦笑 を 禁ず 

る ことができません。 


本来、 自分が こういう 羽目に なった こと は、 仙 台の 

城下へ 足 を 踏み入れて、 青葉 城の 豪勢な のに 見 とれた 

時から 始まる の だ。 

なるほど、 奥州 仙 台 陸 奥 守 六十 二 万 石 (内 高 百 八十 

万 石) のお 城 は 豪勢な もの だ。 豪勢な もので は あるが、 

おれ だって、 これで、 ほかならぬ 天下の 江戸 城の 千 枚 

分銅に 目 を かけた ことの ある 武州 青梅の 裏 宿の 七兵衛 

きざ 

だ —— と い う、 つまらな いところ の 気負いが 萌して き 

たのが、 持って 生れた 病気です。 

その 次に は、 高 橋玉蕉 という 美人の 女 学者の 家へ 

忍び込んで 見る と、 そこの 客と なって いた 田 山 白雲 氏 


が、 しきりに 伊達 家 秘蔵の 赤 穂 義士の 書き物の こと を 

話 をし、 盛んに 見たがって いる。 いくら 見たくて も、 

あれば つかり は 拝見が 叶うまい と、 閨秀 美人と 豪傑 画 

家と が、 しきりに 歎息して いるの を 盗み 聴いて、 そう 

して またしても、 むらむらと 敵 慎 心が 起って 来た。 そ 

れ ほど 見たい ものなら、 お 城内のお 許しが なくと も、 

この 七 兵衛が 見せ て 上げる —— 

そこで、 青葉 城の 御 宝蔵へ、 仁 木 弾 正 を 決め込んで、 

その 赤 穂 義士と やらの 書き物 を、 ともかく 九分九厘 ま 

で 持ち出し たの だ。 

いや、 間違った、 間違った、 あれ は 赤 穂 義士の 書き 


お-つぎし 

物と いうの は、 こっちの 聞 誤りで、 実は、 王羲 之と いつ 

て、 支那で 第一 等の 手書の 書いた 「孝経」 という 有難 

い 文章の 書き物なん だそう だ。 

そいつ を、 田 山 白雲 先生に 見せて やりたい ばっかり 

に、 この 七 兵衛が 仙台侯の 御 宝蔵から 盗み出し たと 

おぼしめ 

思 召せ。 

そうして、 松 島の 月見 御殿の 下に、 盗人の ひる 寝と 

洒落 こんでいる ところ を 見出されて、 追い かけられた 

のが 運の つき —— それから、 瑞巌 寺と いう あの 大 寺の 

屋根 うらの 「武者 隠しの 間」 というのに、 暫く 身 を 忍 

ばせ ていたん だが、 な あに —— 関 八州から 京大 阪をか 


けて 覚えの ある この おれが、 みちの くの 道の 果てで、 

ドジを 踏む ような ことがあつ てた まる かと、 内心、 少々 

くすぐ つ たいような 思い をしながら ほ とぼりの 冷める 

の を 待って、 駒 井 殿のお 船へ 乗 込もうと 考えて いるう 

ちに、 思いがけない 手 ごわい 相手が 出て 来た。 

奥州 仙 台で も 名代の 仏 兵 助と いう 盗人の 親分が い て、 

こいつが おれ を 取 捕まえる ために 出動して 来たの だ。 

百 五十 五 

単に 盗人 兇状で、 御用 役 向の 目 を かすめる 手段、 或 


いは 足 段なら ば 相当に 覚え も あるが、 じ やの 道 は 蛇の 

相当な 奴が 意地に なって、 腕に かけ、 面に かけて、 捕 

り 方に 向って 来ようと いうので は、 相手が 悪い と 七 兵 

衛が 考えました。 

役人 はお 役目で あるの だから、 熱心な のと、 不熱心 

なのと ある。 従って 厳しい 時 は 厳しい が、 放 りっぱな 

しの 時 は 放 りっぱな しだ。 だが、 腕に かけ、 面に かけ 

て やる 奴と きて は、 意地 で 来る の だから 執念深 い 。 

そもそも このたびの 仕事と いう ものが、 頼まれた わ 

けで はなし、 必要に 迫られた というの でもない、 為さ 

でもの こと を 為した の だ。 よせば よかった の だが、 


持った 病で は 仕方がない。 

しゅく  すき 

岩 切の 宿 で、 ちょ つとの 隙 を 見出して、 緦 抜け をし 

て 逃げた、 逃げた、 やみくもに 逃げて、 或る 川の 渡し 

場へ 来た。 

その 渡し場で、 何 か ごたごたが 起って、 若い 侍が 一 

人、 とっちめられ ている。 聞いて いると、 どうやら 無 

断で 川 破リを やって来 たもの らしい。 

右の 若い 侍が、 素敵に 長い 刀 を 差して いる。 それ を 

抜いて 見せろ、 見せない の 一 争い、 とうとう 居 合 抜き 

が はじまった。 その 時の 瞬間 だ、 若い 侍が 懐ろ へ 道中 

手形 を 納める その 手先 を、 認められ たのが あっちの 不 


祥だ。 あれ を ちょっと お借り 申して 置けば、 これから 

の 道中の 何 かの まじないに はなる だろうと、 気の毒な 

がら、 その 手形 をち よろ まかして、 こうして 懐中して 

来て いる。 

それから、 難なく 渡し を 渡って、 またこう して 走り 

つづけて いるう ちに、 この 安達 ケ 原へ 紛れ込ん だの だ 

が、 東西南北、 遠近 高低、 すべて 無茶苦茶 だが、 足に 

覚えが あるに よって、 ちょっと あれから、 こうと、 何 

里 どちらへ 走って、 何 里 こちらへ 逃げた。 おおよその 

見当 はっくに はっく。 せめて 一枚の 絵図面で も あれば、 

ここで こうして ひろげて 見る うちに、 これからの 身の 


振り方 もき まるの だが、 絵図面 どころではない、 命 一 

つ を やっと 持ち出し たような もの だ。 ただ、 この 際、 

仙 台 を 起点と しての 自分の 足 心で 標準 を 定めて みるば 

かりだ、 と 七兵衛 は、 自分の 走った 程度と、 方角 を、 

頭の 中へ 縦横に 線 を 引いて みて、 現在の 地点が、 仙 台 

からお およそ どの 方角に、 どのくらい 離れて いると い 

うことの 測定に かかって みると、 突然、 

「な あ— んだ、 ばかばかしい、 ここ は 安達 ケ原 でも、 

黒 塚で も あり やしね え」 

あざわら 

と 自ら 嘲笑いました。 

どうして、 どうして、 安達の 黒 塚なん ぞは、 もう 疾 


うの 昔の こと だ —— ここ は 黒 塚より 何十 里、 何百 里 も 

奥へ 進んで いる。 奥州へ 来て、 広い 原 さえ 見れば 安 

や  すみか 

達ケ原 だと 思い、 一 つ 家が ありさえ すれば 鬼の 棲 家 だ 

あたま  あき 

と 想像す る 自分の 頭脳の 御 粗末 さ 加減に 呆れ返る。 

ここが、 安達 ケ原 でも 黒 塚で もない という 考え は、 

七兵衛 もよう やく 自分の 頭で わかり ましたが、 鬼の こ 

とが まだ わからない。 安達 ケ原ゃ 黒 塚 は、 自分の 頭 だ 

けの 想像の あやまり だが、 鬼が 出た！ という こと は、 

たしかに、 今 そこで 現実の 人間た ちの 叫びで あつたの 

だ。 現に、 ここに 集まって いた 者が みな 出動した の は、 

その 鬼の ためだ。 安達と、 黒 塚と、 一 つ 家 は 消滅した 


が、 鬼の 問題 は 解消し ない。 重ね重ね 変な 境に 追い込 

まれた もの だなん ぞと 考えて いるう ちに、 つい、 うと 

うとと 不覚の 眠りに 落ち かけよう とする。 いや、 まだ 

ここで 寝込んで はならない ぞと 頑張る。 

百 五十六 

安達 ケ 原の 黒 塚の 地位に 就いて、 青梅の 七 兵 衛が錯 

覚を 起した の を、 そう 強く 責めても かわいそうです。 

明治、 大正、 昭和の 間に かけて、 まだ 解決し きれない 

学者の 間の 問題に 「法隆 寺 再建 非 再建」 の 問題が あり 


ました。 

聖徳 太子の 創建し 給える 大和の国の 法隆寺 は、 日本 

文化の 源泉 地で あり、 世界 最古の 木造 建築と いう こと 

になって いる。 これが 聖徳 太子 時代に 創建 せられて、 

そのままの 保存で あるか、 その後、 和 銅に 於て 再建せ 

られ たもので あるかと いう 論争 は、 問題と しても、 人 

文 史上の 由々 しき 大 問題で あり、 学者と しても、 論争 

甲斐の ある 論争に 相違ありません。 

吾人 は、 右に 就いて、 明治 以来、 錚々 たる 学者 博士 

の 意見 を 読みました。 近頃 は 博士号の 権威 も だいぶ 疑 

わしくな つて はいるが、 この 法隆寺 問題の 論争に 出没 


する 博士た ち は、 たしかに 博士ら しい おのおのの 権威 

を 見せて、 人 意 を 強く する ものが ある。 

それらの 学者 博士た ちの 勇ましい 武者ぶ りの 間に、 

ひときわ 優れて 見える 一 人の 博士が ある、 喜 田 貞吉博 

士 という。 

いずれ、 件の 学者 博士た ちの 造詣の ほどに 優り 劣 

り はない として、 再建 論者の 第 一陣、 喜 田 博士の 如き 

は、 武者ぶ リ 特に 鮮 かで、 敵 も 味方 も、 一 応は 鳴り を 

しずめ て 耳 を 傾け ざ る を 得な いほ ど の 武者ぶ りで ある 

のです。 

ところが その 素晴し い 喜 田貞吉 博士 で さえが、 安達 


の 黒 塚に は 兜 を 脱いで いる —— すなわち 右の 喜田貞 

吉 博士 は、 どうした 拍子 か、 安達の 黒 塚の 所在地 は、 

あき うおん せん 

陸 前の 名 取 郡の 今の 秋 保温 泉の あたりが それ だと 明言 

してし まった ものである。 そうすると、 仙 台の 国学者 

小 倉 博 翁 を はじめ、 藤 原 相 之 助、 浜 田廉、 宗形直 蔵と 

いうよう な 人た ちが、 否、 黒 塚 は 決して 陸 前の 名 取 郡 

ではない、 岩 代の 安達 郡で あると 考証した ものである。 

これに は、 さすがの 喜 田 博士 も 参って、 神妙に 兜 を 脱 

いでいる。 小 倉 氏の ような 隠れた る 学者の 存在 は 光で 

あるが、 これに 対して、 神妙に 兜 を 脱いだ 喜 田 博士に 

も 学者ら しい 率直 さ を 見る。 


そういう ような 次第 だから、 仙 台から は 数百 里を隔 

てた 武蔵 野の 中の 貧家に 生れて、 よし、 盗みの 方に か 

けて は 博士 以上の 天才と はいえ、 学問と して は、 古 状 

揃え か、 村名づ くし 程度 以上に 出で ない 七兵衛 が、 黒 

塚の 所在に 錯覚 を 起した からと て、 その 無学 を 笑う の 

は、 笑う 方が 間違って いる。 

なんにしても 七兵衛 は、 奥州へ 来て、 広い 原 を やみ 

いちず 

くもに 歩かせられて、 それが 一 途に 安達 ケ原 である こ 

とに 心得て いた 今までの 錯覚 を、 ここで 清算し、 その 

安達 ケ原は 当然、 仙 台より 西の 部分に あって、 自分が 

とうの 昔に 卒業して いる。 現に 仙 台 以北、 南部 領の地 


点へ 足 を 踏み込んで いる 自分の 周囲が、 安達 ケ原 であ 

リ 得ない こと だけ は 夢から 醒めた が、 さて 鬼の 儀 は ど 

うなる。 鬼の 実在 は、 すでに 第三者の 口から 確実に 証 

明され ている の だ。 現に、 野原から 鬼に 襲われて 逃げ 

て 来た 馬子が ある。 残された 馬と 共に その 鬼と 闘って 

いると いう 旅の 者と、 ここから 応援に 繰 出した 新手の 

者と が、 鬼と 闘って、 負ける か 勝つ か 知らないが、 と 

にかく、 最近に その 消息が ここへ 齎 されねば ならぬ 

ことにな つてい る。 

ソレ、 人声が やかましく 近づいて 来た。 どっちみ ち、 

こうして はいられない。 


百 五十 七 

七 兵衛は 心得て、 蒲団の 中です つかり 足 ごしら え を 

しました。 

そうして、 あたり 近所 を 見廻す と、 粗末ながら 廻し 

合羽が ある。 菅笠が 壁に かけて ある。 七 兵衛は それ を 

取 外しました。 時に とっての 暫 しの 借用 —— という 心 

で、 前に 積み重ねて 置いて、 なお 蒲団 を 被って、 深く 

寝る というより は、 隠れる の 姿勢に おりました。 

おびた だ 

そうすると、 どやどやと 夥 しい 物騒がし さで 一 行 


が、 この 家に 戻って 来たので す。 

戸が あく、  土間が ごった返す、 炉辺が にわかに 動揺 

めいて きました。 十 余人が 一時に 侵入して 来たので す。 

七 兵衛は 心得き つ て、 いざと いえば この 裏 戸 を 蹴 

破って 走り出す 用意 万端と とのえ ていながら、 なお 

じっと 辛抱して、 混入して 来た 一 行の 言語 挙動に 耳 を 

そば だ 

聳て ている。 

聞いて いると、 二人 三人、 怪我 をした ものが あるに 

は あるら しい。 だが、 喰われた 人 はない。 ただ、 馬が、 

馬が —— というの を 聞く と、 馬 だけ は 犠牲に なって し 

ま つ たようで も ある。 


-' 」 こわ 

旅の 人 も 無事ら しい。 それ を 労る 若い者の 声、 村 

人の 口々 に 騒ぐ 声、 土 音 拗音で よく わからな いが、 鬼 

を、 鬼 を  という 罵り 声 を 聞いて いると、 どうも、 

鬼 を 生 捕って でも 来た もので も あるら しい。 そうでな 

ければ、 鬼 を 退治して、 その 死体 をで も 引摺リ 込んで 

来たと しか 思われない。 

鬼 を 捕えて 来たの か、 そり や あ 大した こと だ、 生き 

た 鬼 を 見て やりたい！ 

七兵衛 も、 この 際と はいえ、 これに は 全く 好奇心 を 

動かさざる を 得ませんでした。 

果して この 世に、 鬼なん ぞ というものがある のか。 


あれば こそ だ。 現に、 それ を ここへ つかまえて 来て い 

ると いうで はない か。 見たい もの だな ァ、 一 目 見て 置 

あせ 

きたい もの だな ァ —— と 焦って みたが、 ここで 飛び出 

すの は あぶない。 鬼で さえ 組みと めた 連中の 中へ、 い 

くらなんでも 緦 抜けの この 身 は 出せない。 もう 少し 辛 

抱したら ば、 或いは 要領よ くそれ を 見届けて 脱け 出す 

ことができる かもしれ ない。 

興に 駆られて 七兵衛 は、 ついに 蒲団の 中 を 乗 出して 

しまい、 一歩一歩 古 畳の 上 をい ざって、 ようやく しき 

のぞ 

り 戸へ 近く 来て、 戸を楣 にして 透 間から 視 いて 見る と、 

炉に 坐って いる 旅人と いうの は、 小柄で は あるが、 ず 


んぐリ して、 がっちりした 体格で、 風 合羽 を 羽織り 込 

み、 頭に 手拭 を 置いて、 座右へ 長 脇差 を ひきつけ てい 

る。 面 は 見えない が、 その 透 間の ない 座 構え、 これ は 

ただもの でない と 七 兵衛は 直ちに 感づきました。 

一 方、 土間の 方で は 相 変らず、 てん やわん やで、 鬼 

を、 鬼 を —— とさわぎ ひしめ いている。 七兵衛 は、 こ 

の 客人なる もの も 気に かかる が、 鬼と いう やつの 正体 

を ぜひ 見たい の だ。 そこで、 ジリ ジリと 膝が 進む 時、 

炉の横 座に 坐って いた 件の 旅人が、 そのと き 急に こ 

ちら を 向いて、 その 険悪な 面つ き、 額から 頰へ かけて、 

かたなきず 

たしかに 刀 創が ある、 その 厳しい 面 を こちらへ 向け 


たかと 思う と、 

「おい、 若，. 衆さん、 この 向う の 座敷に まだ 誰かい るの 

かい」 

「え ッ」 

「誰かい るぜ —— 確かに」 

と 言って、 自分が 座右へ 引きつけ ていた 長い 脇差 を 取 

り 上げた ものです から、 七 兵衛が 飛び 上りました。 

百 五十八 

それから 第二の 動揺が、 この 一 つ 家の 内外から 起り 


ました。 鬼 をし とめた という 一隊が、 今度 は それと 

違った 方向へ 向けて、 まっしぐらに、 曲者 を 追いに か 

かった のです。 追われた の は、 申す まで もな く 七 兵衛。 

しかし、 このたびの 追われ 心に は、 七 兵衛に 於て 大 

いなる 余裕が ありました。 

第一、 まずい ものながら 腹 を こしらえて ある。 焚火 

と 蒲団で 相当に 温まって、 身心 共に 元気 を 回復して い 

る。 身に は 合羽 を 引っかけて いるし、 笠 も 被って いる。 

その他、 あり 合せの 七ッ 道具 代用の 細引 だの、 鉈 だの 

という もの を、 素早く 無断 借用に 及んで 来て いる。 

それに 何よりの 足に 自信が ある。 何者が いくら 馬力 


を かけた つて、 面白半分に 敵 をから かって 逃げ 廻る こ 

と は 自由自在 である。 かくて 七兵衛 はまた 荒野 原の 闇 

の のし  たいまつ 

を 走りました。 遥かに 続く 追手の 罵る 声、 松明の 光、 

さながら 絵に 見る 捕物 を そのままの 思いで、 

余裕 綽々 として 走りながら も、 ただ 一 つ 残念な こと は、 

あの 炉辺に 横 座に 構え 込んで、 常人に は 気取られる は 

ずの ない おれの 動静 を 感づいた 彼奴 は 何者だろう。 果 

して 仙 台の 仏 兵 助なる 親分 そのものが、 自身で 出向い 

て 来たの かな。 そうだと すれば 面白い が、 そうでない 

としても 只の 鼠で はない。 面 を 見知り、 名 を 聞きと つ 

てお かなかった のが 残念 だ。 それともう 一 つ は 鬼 だ、 


鬼の 正体 だ、 土間まで たしかに 拉し 来って いた はずの 

鬼の 正体。 多分、 それ は 生 捕って 来たらし いが、 生 捕 

らな いまでも、 半死半生 にして 引摺 つて 来た ものに は 

相違ない。 その 正体 を 見届ける 隙がなかった のが、 い 

かに も 残念 だ。 仏 兵 助と いう 奴に は、 どっかで また 巡 

リ 逢える かもしれ ない が、 鬼の 正体 はそう どこでも 見 

られ ると いう 代物で はない —— それが 心残りで たまら 

ない。 

七兵衛 は、 ただ それだけ を 残念 千万に 心得て、 あと 

は悠々 たる 気持で、 走リ 且つと まって、 後ろ を 見返れ 

ば 見返る ほど、 追手の 火影と 遠ざかる ばかりです。 


かくて 七兵衛 は、 鬼の 正体に 心 を 残して 走りました 

けれども、 古来、 この辺の 旅路で 鬼の 未解決に 悩まさ 

れ たもの は、 七兵衛 一人に 止まりませんでした。 これ 

より 先、 南渓 子と いう 人が あって、 その 紀行文の うち 

に 次の 如く 書きました。 

ころ 

「出 羽の 国、 小 佐 川と いふ 処に 至らん とする 比 は 未 

申の 刻 も 過ぎつ らんと 覚えて、 山の 色 もい とくらく ■ 

殊にき の ふより しめ やかに 雨降りて、 日影 もさ だか 

に は 知れず、 先の 宿まで は 又 三 里 も あれば、 とても 

日の 内に はいたり がた からん や、 され ど 雨中 なれば 

思 ひの 外に 時刻う つらぬ こと もや あらんと 疑 ひて、 


行 逢 ひける 老 夫に、 先の 宿まで 行く に 日 は暮る まじ 

き やと 問 ふに、 眉 を ひそめ、 道 を さへ いそぎ 玉 はば 

行きつ きもし 玉 はん なれ ど 見れば 遠国の 人々 にて ぞ、 

此 程は此 あたりに 鬼 出で て 人 をと り 食 ふ、 初めは 夜 

ばかりな りしが、 近き 頃に なりて は、 白昼に 出て、 

此迄 行か ふ 者 は 人馬の 差別な く、  く はれざる はなし、 

是 迄の 道 も 鬼の 出で ぬる 処な るに 食 はれ 玉 は ざり し 

は 運 強き 人々 也、 是ょリ 先は殊 さら 鬼 多し、 旅する 

も 命の ありて こそ、 何い そぎの 用 か は 知らね ども、 

日暮に 及んで 行き 玉 はん は危 しと 言 ふ …… 」 


百 五十 九 

当時、 南渓 子の 同行に 養 軒 子と いうの が ありました。 

鬼が 出る と 聞く より、 カラカラと 打 笑い、 

「いかに 辺土に 来 ぬればと て、 人 を 驚かす も 程 こそ 

むかしばなし 

あれ、 鬼の 人 を 取り 食 ふな ど は 昔噺の 草双紙な ど 

に は 有る 事に て、 三 歳の 小児 も 今の 世に は 信ぜざる 

ことなり、 其 鬼 は 青 鬼 か 赤 鬼 か、 犢鼻襌 は 古き や 新 

しき やな ど 嘲り 戯れ つ つ …… 」 

ところが、 南渓子 も、 養 軒 子 も、 ほどなく この 

嘲弄 侮慢から さめて、 自身の 面が、 青 鬼よりも 青くな 


ら ざる を 得ざる 事体に 進んで 行った の は、 なんとも 笑 

止 千万の ことども であります。 南 渓子は 紀行文の 中へ 

次の 如く 書きつ づけて おります。 

「暫く 来て なほ 時刻のお ぼっかなければ、 あやしの 

わら 屋に 入りて、 日 あるう ちに 向 ふの 宿まで ゆき 着 

くべ しゃと 問 ふに、 此 あるじ も おどろきし 体に て、 

旅の 人 は 不敵の こと を宣ふ もの かな、 此先 はかば 

かり 鬼 多き を、 いかにして 無事に 行 過ぎ 玉 はんや、 

きの ふも此 里の 八 太郎食 はれたり、 け ふ も 隣村の 九 

郎助 取られたり、 あな おそろしと 言 ひて、 時刻の こ 

と は 答へ もせず」 


南渓 子、 養 軒 子 は、 ここで もまた 充分の 冷嘲 気分 か 

ら 醒める ことができません。 

「同じ やうに 人 を おどろかす もの かなと 笑 ひて 出で 

て 又 人に 問 ふに、 又 鬼の こと 言 ふ、 あやしく もな ほ 

を かし けれども、 三人まで 同じ やうに 恐れぬ るに 何 

とや 誠しやかに もな りて …… 」 

と ある。 巿に三 虎 を さえ 出す ことがある。 荒野の 人々 

に 三 鬼が 打 出されて みると、 南渓 子、 養 軒 子 も少々 気 

味が 悪くな つたら しく、 額 を あつめて 語り合いました。 

ことば 

「養 軒、 何とか 思へ る、 詞も あやし、 殊に 日足 もた 

けぬ と 見 ゆ、 雨な ほそ ぼ 降りて、 けしき も ひ 細し、 


さの み 行きい そぐべき にも あらず、 人里に 遠 ざ か り 

な ほ 

なば せんかた も ある まじ、 猶く はしく 尋ね 問 ひて 鬼 

のこと 言 はば、 今夜 は此 里に 宿りなん と 言へば、 養 

軒 も 同意して、 それより 家 ごとに 入りて 尋ね 問 ふに • 

口々 に 鬼の こと 言うて 舌 を ふる はして 恐る  」 

なんけ いし 

こうな つてみ ると、 さしもの 南渓子 も、 養 軒 子 も、 

ようやく 面の 色が 変って きました。 

さて  ふる さ と 

「扨 は そらごと にあら じ、 古郷を 出て 三百 里に 及べ 

ば、 かかる 奇異の ことに も 逢 ふ 事ぞ、 さらば 宿リ求 

めんと て、 あなた こなた 宿 を 請 ひて、 やう やう 六十 

に 余れる 老婆と、 二十 四 五ば かりなる 男と 住む 家に 


宿りぬ」 

南渓子 も、 養 軒 子 も、 相当の 学者で ありまし たが、 

とうとう 鬼の 出現 説に 降伏して、 避難の 宿り を 求める 

ことにな つたが、 そこで、 

「足す すぎて、 囲炉裏に よりて 木 賃の飯 をた きたき 

も、 又 彼の 鬼の こと 尋 ぬれば、 老婆 恐れ おののきて、 

何事 かかき 付く る やうに いふ、 辺土の 女、 其 言葉 ひ 

とし ほに 聞取リ がたくて 何事 をい ふと も 知れず… 

土地が 変り、 音が 変る から、 老婆の 恐れ おののいて 

物語る 節が、 二人の 旅行家に は、 どうしても 聞き取れ 


ない けれども、 この 老婆が 一 つ 家の 鬼婆の 変形で は 

なく、 善良に して 質朴なる 土民の 老婆で ある こと は 確 

実です から、 旅行家の 方で 念 をお してたず ねて みまし 

た。 

「然 らば、 その 鬼 はいかなる 形ぞ、 額に 角 を 立て、 

腰に 虎の 皮の ふんどし せず やといへば ：：： 」 

百 六十 

そこで 二人の 学者 は、 まず 鬼の 風采、 衣裳の 特徴、 

角と ふんどしの ことから 問いた だしてみ ると、 老婆に 


代って、 その 傍らの 若い 男が 首 を 振って 答えました、 

「左様な ものに は あらず」 

と。 そこで 二人の 旅行家が 押 返して、 

「然 らばい かなる も のぞ」 

と、 つきつめて みると、 右の 若い 男の 返事に 曰く、 

「犬の 如くに して 少し 大な リ」 

ここで、 やや 恰好が ついて 来た もの だから、 

「せい 高く、  ロ大 なり や」 

とたず ねる と、 

「そのごと し」 

という 返事。 


「さて は 狼に あらず や」 

と言うに、 

「狼と もい ふと 聞く」 

という 返事 —— これでよ うやく 鬼の 正体が わかって き 

た。 この辺で は、 狼の 一名 を 鬼と いうので はない、 鬼 

の 別名が すなわち 狼で あると いう ことが、 二人の 旅行 

家に わかりました。 

「殊に 人 を 取 食 ふ もの ゆ ゑに、 此 あたりに て は、 狼 

を 鬼と いふなるべし、 古風なる ことなり、 程 過ぎて 

今に 至れば、 を かしき 物語 ともなり ぬれ ど、 其 時の 

物 あんじ、 筆の 及ぶ 所に あらず —— 」 


鬼 は 寓話の 世界に 棲む が、 狼 は 現実の 里に 出没して、 

たしかに 人 を 食った ので ある。 怖るべき こと 寧ろ、 鬼 

以上で ある。 

ここに 鬼に ついて、 また 一説が あります。 

ォニ という 日本の 古語 は、 隠れた る モノの 意味で、 

仮り に その 隠 (オン) という 字 を 当てはめて みた それ 

がォ 二に 転訛し、 鬼と いう 漢字 を 当てはめる ことに 

ふんどし 

なった ので ある。 角 を 生やしたり、 虎の 皮の 襌 を さ 

せたり する こと は、 ずっと 後世の ことで、 ただ 隠れた 

る モノが 即ち 鬼で ある。 そうして その 時代に あって は、 

若い 女と いう もの はよ く 隠れたがる ものであった。 家 


きちよ-つ 

にいる 時で も、 他人が 見える と 几帳の 蔭な どに 隠れた 

かつぎ 

りする。 外出の 時 は、 被 衣で もって 面の 見えない よう 

にす る。 車に 乗れば、 簾で 隠して 人に 見えない ように 

しゃれ  オン 

する。 そこで、 女 を 洒落に ォニ  (隠) と 言い、 美しい 

女 ほど ォ 二に なりたがる。 ォニ 籠れり という こと は、 

美しい 女が いると いう 平安朝の 洒落であった という こ 

とです。 こうな つてみ ると、 むしろ 鬼に 食われたがる 

男が 多い に 相違ない。 

仏 兵 助の 親分 は、 早く も 追手 を 引上げさせて しまい、 

あぐら 

以前の 炉辺に、 以前の ように、 泰然と して 胡 坐 を 組ん 

で 言いました、 


「あんな 足の 早い 奴 を 今まで 見た こと はねえ、 まるで、 

人 だか 鳥 だか わからなかった ぜ。 だが、 奴、 足 は 早い 

が、 地理 を 知らね え、 野 山へ 鹿 を 追い込む と、 里の 方 

へ、 里の 方へ と 逃げたがる、 あいつ は 地の 理を 知らね 

えから、 どっかで 行き 詰る よ、 まあ、 焦らず 北へ 北へ 

と 追い込んで 行く こと だ、 そうすれば 結局、 恐 山へ 追 

い 込む か、 外ケ 浜へ 追い 落す が 最後 だ、 は、 は、 は」 

ほた び 

と、 搰 火の 色 を 見ながら、 こう 言いました。 

並みい る 若い者 は、 何 かなしに 恐れ入って、 一度に 

頭 を 下げて 聞いて いる。 

土間 を 見る と、 二 頭の 狼が いる。 一頭 は 完全に 絶息 


している が、 一頭 はま だ 腹に 浪を 打た せて いる。 右の 

完全に 絶息して いる 奴 は、 思う に、 この 親分の ために、 

一 拳の 下にな ぐり 殺された ものら しい。 それから、 ま 

だ 息を存 している 奴 は、 手捕りに しての 土産 物ら しい。 

若い者た ち は、 鬼 を 一 拳の 下にな ぐり 殺した この 親 

分の 底の 知れない 腕つ ぶしと、 肝っ玉に、 ひたすら 恐 

れ 入って いるら しい。 

百 六十 一 

天め ぐり、 地 は 転じて、 ここ は 比 敷 山、 四明ケ 岳の 


まさか どい し 

絶頂、 将門 石の 上に 立って、 洛中と 洛外と を 指呼のう 

ちに 置きながら、 物語り をして いる 三人の 壮士。 

なんじよ-つつ とむ 

そのうちの 一 人 は南条 力であって、 もう 一 人 は 

い が ら しきね お 

五十嵐 甲子 雄 —— この 二人 は、 勤王 方の 志士であって、 

主として 関 八州 を 流浪して、 他日の 大事の ために、 地 

の理を 見て 置く のっとめ を 行いました。 

ことに 甲斐の 地 は、 関東 第一 の 天嶮であって、 守る 

やす  な 

に 易く 攻む るに 難い。 天下の 大事 を 為す もの は、 まず 

この 土地 を 閑却して はならない と、 かの 地に 潜入して、 

ついに 幕府の ために 捕われ、 甲府 城内の 牢屋に 繫 がれ 

ていた こと は既 記の 通りであります。 そうして いるう 


ちに 破牢 を 遂行して、 その 行き がけの 道づ れに 宇津木 

兵馬 をも拉 して 去り、 はからず 甲府 勤番 支配 駒 井能 登 

守の 邸内に 逃げ込んだ こと も 既報の 通りであります。 

こうして 彼等 は、 相当の 収穫 を 得て、 東海道 を 上り 

が てらに、 また 要 処要処 の 要害 や、 風土 人情 を 察しつ 

つ 西 上して 来た こと も、 これまでの 巻 中に 隠見す ると 

ころであります。 

そうして、 ここへ 来る と、 二人が 三人に なって いる 

のであります。 南条、 五十嵐の ほかの もう 一人 は、 や 

もと どり 

はり 同じように 髻 を あげた 壮士でありまして、 才気 

ふうぼう 

風丰、 おのずから 凡なら ざる ものが あります。 


思う にこの 人物 は、 東の 方から、 南条と 五十嵐との 

道づれ になって ここまで 来た もので はなく、 むしろ、 

京 白 河の 方面から この 數 山へ 登って 来て、 多分、 この 

辺で 落 合った もの、 それ も 偶然で なく、 相当 打合せが 

あって、 ここ を 出会い 場所と でも、 あらかじめ 定めて 

きた 

置いて、 来り 迎えた ものの ようであります。 

この、 京 白 河 方面から、 南条、 五十嵐の 両士を 迎え 

て、 ここで 落 合って いると ころの 一人の 壮士  それ 

は 無論、 推定です けれども —— この 壮士の 風采 は、 今 

までに は 見かけなかった が、 そうかといって、 全然 知 

ら ない 面で はない。 どこで か 見た ことの あるよう な 男 


である。 どうも 見覚えの あるよう な 面 魂  そうだ 

そうだ、 土 佐の 坂 本 竜馬 だ、 あの 男に よく 似て いる、 

見れば 見る ほど 坂 本 竜馬 に似てい る。 

坂 本 竜馬 に似てい るから といって、 必ず 坂 本 竜馬と 

きまった わけの もので はない。 当世の 壮士の 風俗に は 

似通った ものが 多い。 風采に もまた よく 似た ものが あ 

る。 またよ く 似た はずの ものが 全然 別の ものであった 

リ、 別の もので あらしめ るよう に 工夫 を 凝らした もの 

も ある。 少し ややこし いが —— 桂 小 五郎の 如き も、 桂 

小 五郎に 似 ざら しめまい として、 大いに 苦心して いた 

ろくしゃく かご かき 

ものである。 その代り、 六尺 駕舁の 中に 桂 小 五郎に 


似た ものの 風丰を 発見したり、 乞食 非人の 姿のう ちに 

野 村 三千 三 を 発見した りする こと も ある。 そこで、 こ 

の 壮士が 坂 本 竜馬で あるか、 才谷 梅太郎 であるか、 そ 

んな こと は 詮索し ないで 置いて、 便宜の ために、 これ 

を この 場に 限り 坂 本 竜馬の 名で 呼んで 相対せ しめる こ 

とに する。 

そこで、 坂 本 竜馬 は、 四明ケ 岳の 絶頂の 巌の 上の 尖 

端に 立って、 京洛 中 を 指して、 何 を 言う かと 見れば、 

「今の 京都 は 近 藤 勇の 天下 だよ、 ィサ ミ の 勢力が 飛ぶ 

鳥 を 落して いる —— 会津 よりも、 長 州よりも、 薩 摩よ 

り も —— 豎子 をして 名 を 成さ しめてい る、 は、 は、 は」 


百 六十 一 一 

坂 本 竜馬が そ う 言 つたこと に対して、 南条 力が 受答 

えました、 

「壬 生 浪人、 相 変らず 活躍し とります かな」 

「活躍 どころ か、 今の 京都 は 彼等の 天下 だ、 敵ながら、 

なかなか やりお る」 

坂 本 は、 京洛の 秋 を 見お ろしながら 言う。 

「 芹 沢が やられた そうで すな 」 

と、 今度 は 五十嵐が 言う。 


「うむう む、 芹 沢が や つ つ けられて、 近 藤が 牛耳 をと つ 

ている、 新撰 組 は、 いま 完全に 近 藤の もの だ、 配下の 

命知らず を 近 藤が 完全に 統制し 得て いるから、 たしか 

に 由々 しい 勢力 だよ。 ことに 勤王の 連中に とって は 全 

く 苦手 だ、 幕府 を 怖れず、 会津を 侮り、 彦根を 軽蔑す 

る 志士 豪傑 も、 近 藤の 新撰 組にば かり は 一 目 も 二目 も 

置いて 怖がる から 笑止千万 だ。 その くらいだ から、 京 

洛中で は、 それ ィサミ がくる と 言えば 泣く 児 も 黙る、 

ああなる と 近 藤 勇 もまた 時代の 寵児 だ。 あれ を 見る と ■ 

衰えたり といえ ども 幕府の 旗本に はま だ 相当 人物が い 

る ことが わかる」 


と 坂 本 竜馬が、 いささか 関東 方を讃 めにかかり ますと、 

南条 力が 首 を 左右に 振り立てました。 

「いや、 違う —— 近 藤 勇 は、 徳 川の 旗本で はない よ」 

「どうして」 

坂 本 竜馬が いぶか しげに 南 条カを 見返り ますと、 

「勇 は徳 川の 旗本 じ やない」 

「じ ゃァ、 譜代 か」 

「でもない」 

「では、 何 だ」 

と 二人の 問答の 受け渡しが ありました。 

「あれ は徳 川に とって は、 旗本で もなければ 譜代の 家 


柄で もなん でもない、 いわば 只の 農民な の だ」 

「え ッ、 近 藤 は 幕臣 じ やない のか」 

「幕臣と 見る より は、 農民と 見た 方が よろしい、 本来、 

徳川家に は 縁 も ゆかり もない 人間な の だ」 

と南条 力が 答えました。 坂 本 は、 近 藤 勇 そのものの 名 

声 は 聞いて いるが、 その 素姓 はよ く 知らない らしい。 

南条 は、 かなり 明細に 近 藤の 素姓 を 知っている らしい。 

というの は、 東方 を あまねく 探索して いるう ちに、 各 

方面 を 洗える だけ は 洗って いる。 近 藤 勇の 素姓に つい 

て も、 少なくとも 坂 本ら の 知らざる ところ を 知ってい 

るら しい。 


「そうかな あ、 おれ は、 幕府 生え抜きの 旗本 だとば つ 

かり 信じて いたよ、 いったい、 どこの 生れな の だ」 

坂 本から 尋ねられて、 南 条は少 々得意に なり、 

「あれ は、 武州多 摩 郡の 出身 だ」 

「はは あ、 武州 か、 じゃあ、 江戸の 圏内と 言って よか 

ろう、 幕臣と みなして もい いじ やない か」 

「江戸の 幕臣と みなされる こと は、 彼の 名誉と すると 

ころ じゃあるまい、 むしろ、 彼は武 蔵の 国 生え抜きの 

土着の 民と いう こと を、 本懐と している に 相違ない。 

何と なれば だ、 今の 徳 川の 旗本に は あれ だけの 男 を 産 

み 得られな いの だ、 智者 は ある、 通人 は ある、 ァクは 


抜けて いる、 だが、 今の 徳川 旗本に は あの 蛮勇がない、 

勝の ような 滅 法界の 智者 はいる、 山 岡 鉄太郎 がどうと 

まつお かよろ ず 

か、 松 岡 万が こうと か、 中条 なにがしが ああのと 言う 

けれど、 皆、 分別 臭い、 問答無用で やっつける 奴が い 

ない、 皆、 利口者に なり 過ぎて いる、 原始 三 河 時代の 

向う 見ず は 一人 も いないの だ。 近 藤 勇に 至る と、 それ 

らと 類型 を 異にして いる、 人 を 殺そうと 思えば、 必ず 

殺す 男 だ」 

百 六十 三 


南条の 言葉 を 聞いて、 坂 本 も 頷きました。 

「そいつ は 拙者 も 同感 だ、 三百 年来の 徳川、 智者 も、 

勇者 も、 相当に いない はず はな かろうが、 要するにみ 

な 分別 臭い、 蛮勇がない、 三 河 武士の 蛮骨が 骨抜きに 

な つ てし ま つてい る」 

「近 藤が 用いられ るの も そこ だ、 たとえば だ、 彼 は 剣 

客と して 相当の 腕 は 腕に 相違ない が、 それ は 当時 二流 

と 言いたい が、 三流 四 流 どころ だろう、 彼 は 天然 理心 

流と いう あんまり 知られない 流 名 を 学んで、 巿ケ谷 あ 

たりに、 ささやかな 道場 を 構えて いた もの だが、 それ 

ももび- J- 

も、 千 葉 や、 桃 井 や、 斎 藤に 比 ぶれば、 月の 前の 蛍の 


ような もの だ、 はえない こと 夥 しいが、 さて 真剣と 

実戦に 及んで みると、 あれ だけの 胆勇 ある 奴 は ある ま 

い。 山 岡 鉄太郎 など をい やに 賞め る 奴が あるが、 要す 

るに、 あれ は 分別 臭い 利口者 だよ、 暴虎馮河の できる 

男で もなければ、 身 を 殺して 仁 を 為せる 男で もない。 

そこへ 行く と、 我輩 はむしろ 敵ながら 近 藤の 蛮勇 をと 

るよ。 近 藤 や 土方 は、 討死ので きる 奴 だが、 勝 や 山 岡 

を 見て い 給え、 明哲 保身と かなんと かで、 うまく 危な 

いところ を 切り抜けて、 末始終 は 安全 を 計る 輩 だか 

ら見 てい 給え、 我輩 は、 勝 や 山 岡 流の 智勇より は、 近 

藤 土方 流の 愚 勇 を 取る よ —— そうして、 勝 や 山 岡 は、 


祖先 以来 禄を 食む 幕臣 だが、 近 藤、 土方 は、 今い う 通 

リ 幕府に 養われた 家の 子で はない の だが、 古来の 坂 東 

武者の 面影 は、 寧ろ ああい うと ころに 見る。 本当に 強 

い 奴 は 旗本に はいない、 田舎に いる、 武 蔵相 摸の 兵 だ 

けで、 日本 六十余州 を 相手と して 戦える と 大楠公 も 保 

証して いる、 その 武 蔵相 摸の 土着の 蛮勇の 面影 は、 あ 

の 近 藤、 土方 あたりに 見られる！ 幕臣 は 駄目 だ」 

南条 は、 自分が 親しく 観察して 来たと ころ を、 雄弁 

にぶち まける と、 坂 本 も 頷いて 聞いて いたが、 

「それ は 近 藤 自身 も 言って いるよ、 『兵 は 東国に 限リ 

候』 と 手紙に 書いて あるの を 見た ことがある。 近 藤 あ 


たりから 見る と、 さし も 西 国の 浪士 共で も 食い 足りな 

い、 甘い もの だ —— と 見て いる」 

「そうだろう。 だが、 東国と いっても、 江戸と いう 意 

味 じ やない。 そこへ 行く と、 近 藤、 土方 を 出した 武州 

多 摩 郡の 附近 は 一 種 異様な 土地柄で、 往古の 坂 東 武者 

の 気風が 残って いて、 そこへ 武 田の 落 武者 だの、 小 田 

原 北 条の遺 類 だの、 甘んじて 徳 川の 政治に 屈 下す る こ 

やから 

と を 潔し とせざる 輩が 土着し、 帰農した、 だから、 ど 

この 藩に も 属して いない、 天領と いう ことにな つてい 

るが、 他の 天領と も 趣 を 異にして いる。 いったい、 徳 

川家康 は、 甲 州 武田を 内心 大いに 尊重して いた もの だ、 


武田 亡びて 後、 その 遺臣 を 懐柔す るた めに、 千 人 同心 

というの を、 その 武州多 摩 郡の 八 王子 宿に 置いて、 日 

光の 番人 だけ を すれば いいこと にして 置いた、 そうい 

うわけ で、 この辺の 人気 は 藩に よって 訓練され ていな 

い、 従って、 人間に 野性が 多分に 残って いる —— ァク 

を 抜かれ、 骨 を 抜かれて しまった 三 河 武士と は、 全く 

別 類型に いるの だ」 

「なんにしても、 近 藤 一人が この 都 大路に 頑張って い 

ると、 相当 命知らずの 天下の 志士 豪傑 連が、 ォゾケ を 

ふるって、 出て 歩かれな いのが 笑止千万 だ —— こうな 

ると、 彼 もた しかに 英雄的 存在で ある」 


坂 本が こう 言 つ た 途端に、 後ろの 方で 不意に ゲ ラゲ 

ラゲ ラと 笑う 声が しました。 

百 六十 四 

この 頓狂な 笑い声に、 三人の 者が 驚いて 見返る と、 

ついその 足 もとの 岩角から、 ひょっこりと 一人の 男が 

現われて いるの を 見ました。 

おや、 道 庵 先生で はない か —— と、 知っている 者 は 

一 時、 驚かされる ほどに 風采が 似て おりました。 

但し その 道 庵 先生で ない こと は、 頭が 慈姑で なく、 


正 雪 まがいの 惣髪 になって いる。 道 庵 先生より もう 少 

し 色が 黒く —— 皮肉な ところ は 似て いるが、 あれより 

また 少々 下品に なって いる。 それに 酔って いる こと は 

確か だが、 道 庵 先生の は 酒に 酔って いる、 この 男 は 酒 

よりも、 いささか 自己 陶酔に のぼせ 加減で、 うわずつ 

ている —— これ ぞ 誰あろう、 一名 四 谷 とんび という 一 

味の 通人で ありました。 

四 谷 とんび、 略称して よた とん ともいう。 道 庵の 向 

う を 張って、 その上 方 征伐に 相当るべく 選ばれた 江 

戸ッ 児の 一人で ありました。 いつの まに ここへ 登って 

いたか、 或いは 三人が 来る 以前に、 その 岩 蔭で 昼寝で 


もして いたの か、 とにかく、 三人が 意気込んで、 右の 

ところまで 談論 を 続けて 来た 時分に、 突然、 途方 もな 

く締リ のない 声で ゲ ラゲ ラゲ ラと 笑い出した ものです。 

「お前さん たち、 買いかぶって いるよ、 ィャに 近 藤 勇 

を 買いかぶ つ ておいで なさる」 

うぬぼれ  がお 

こう 言って、 自惚の 強い 赤ら 面 を かがやかせて、 の 

この こと 近づいて 来る ものです から、 こいつ 一応の 挨 

拶も なく、 突然に 横 合から 人の 談論に ケチ をつ け 出す、 

無作法 千万な 奴 だ、 失敬 千万な 奴 だ、 と 三人の 壮士 は 

はな は  て い 

甚だ 不興の 体でした けれども、 見れば 相当 老人で も 

あり、 のぼせ 者で も あるら しい。 まじめに 取合う も 


少々 大人げな いと、 

くちばし 

「何 だ、 何です、 君 は。 突然に 人の 話の 中へ 喙 をい 

れて、 無礼で はない か」 

と 五十嵐 甲子 雄が、 かりにた しなめ てみ ると、 のぼせ 

者の 老人 は 一向 ひるまず、 のこのこ しゃあしゃあ とし 

て、 

「お前さん たち、 近 藤 勇 を 買いかぶって いますよ。 実 

はね、 わつ しも その 近 藤 勇と は 同郷の よしみが ござん 

してね、 あいつ は、 武州八 王子の 近いと ころ、 甲 州 街 

道筋の 生れで ござんして …… 」 

さ 

たずねられ もしない に、 よけいな 口 を 利き 出して 近 


づ いて 来る。 五十嵐が むっとして、 以前より 少々 厳し 

<、 

「ナ 二、 君が 近 藤 勇の 同郷であろう とな かろうと、 こつ 

ちの 知った こと じゃあない、 それが ために 近 藤の 人物 

が 上下され る わけの もの じゃあない、 よけいな こと を 

言わ つし やるな」 

と 言います と、 よた とん 先生 はの ぼせきって いるもの 

ですから、 

「違います よ、 お前さん たち、 あんまり 近 藤 勇 を 買い 

かぶる から、 それで、 ついそん な ことにな つち やうん 

でげ す、 な あに、 近 藤 勇なん て、 たいした 人間で もな 


ん でも あり やしね え、 あんなの を 買い被って、 今の 時 

ちょうじ 

代の 寵児 かなん かに 祭り上げて しまう から、 こんな こ 

とに な るんで げす、 同郷の よしみで、 わつ しゃ 気 恥 か 

しい、 な あに、 みんな コレ です よ、 コレで 動いて いる 

んで げすよ」 

と 言って、 指で 阿弥陀 様の する ように、 丸い 形 をつ くつ 

て 見せて、 下品な 笑い 方 をし ました。 誰も、 変な 先生 

だと 思わない わけに は ゆかないでしょう。 仮り にこの 

男が 近 藤 勇と 同郷人と して、 同郷人な らば 相当 花 を 持 

たせて 然るべき もの を、 聞かれ もしない に、 頭から 罵 

倒して かかって いる。 罵倒 を 丸出しに して かかって い 


る 変な 奴で はない か。 

百 六十 五 

三人の 壮士 も、 全く このよた とん を 変な 奴 だと 思い 

ながら、 黙って その 形 を 見て いると、 よた とん 先生 は、 

例の 阿弥陀 様の する ような、 指で 丸い 形 を こしらえて 

三人の 前へ つきつけて、 繰返して 言いました、 

「みんな、 コレ でげ すよ、 これで 買われて 働いて いる 

お雇い 壮士なん でげ すよ。 いいかね、 今の 徳川家に は、 

にんてい 

ああい つて 人斬り 商売 をす るよう な 人体が な いん でげ 


す、 ところで、 命知らずの 無頼 者 を、 金で 買い集めて 

やらせ るんで げす。 最初、 新徴 組が 出来 やした 時には、 

一 人前 五 十両のお 仕度 金が 下され、 それで 都合 五十人 

の 命知らず を 集めて、 幕府の 用心棒と した もので げす、 

一人 頭に 五 十両、 五十人で 都合 二 千 五百両 —— 聞く と 

ころに よります と、 目下 は、 その 新徴 組が 新撰 組と な つ 

て、 専ら その 近 藤 勇に 牛耳られて いるそう でげ して、 

手下 も 三百 人から 集まって いるそう でげ すが、 ああし 

て 乱暴 を 働いて、 たん まり 儲かる そうでげ す。 公方 か 

ら 下し 置かれる 内々 の 御 褒美 金て やつが、 生やさし い 

もの じ やげ えせん、 そこへ 持って来て、 月々 のお 手当 


が、 隊長 は 新 御 番頭 取の 扱いと して 月 五 十両 —— 副 長 

は大御 番組 頭と して 月 四 十両、 平の 隊員で さえ も、 大 

御番 並みに 扱われて 月 十両ず つ 貰える —— たいした も 

のじ やが あせん か。 今時、 就職難で、 相当の 経歴 ある 

先生が 口に 困って いる 時節に、 箸に も 棒に も かからぬ 

ならず者が、 人 は 斬り 放題で いて、 そうして、 これ だ 

けのお 手当に ありつけ る、 なんとう めえ 商売 じ やげ え 

せんか、 万事 コレ でげ すよ」 

よた とん は、 いよいよ 指 を 丸めて、 三人の 眼 先につ 

きつけて 来た 物 ごしが、 たまらない ほど 下品です。 あ 

ん まり 下品で 露骨 だから、 さすがの 三人の 壮士 も、 口 


をつ ぐんで いると、 なお、 いい 気になつ たよた とん は 

「ですから、 あいつら は 有卦に-^ つて るんで げして ね ■ 

祇園 島 原 あたりで、 無暗に 持てる というから 妙 じ やげ 

あずまおとこ 

えせん か。 あいつら は あれで 東男に は 相違が あせん 

が、 京女に 持てる という 柄 じ やが あせん、 つまり、 コ 

レで げすよ、 コレの 威光で 持て るんで げす。 大将の 近 

きれい 

藤なん ぞも、 島 原から 綺麗な の を 引つ こぬ いて、 あち 

ら こちらへ 手活の 花と して かこ つ て 置く という じ やが 

あせん か、 うまく やって やがら」 

四 谷 とんび が、 指で 丸い 形 を こしらえながら、 こう 

言って 狂い 出した ものです から、 三人の 壮士 も、 もう 


黙って 聞いて はいられ なくなって、 南条 力が、 

「これこれ 旅の 老人 II 君 は どなた か 知らん が、 近 藤 

勇の 同郷と か 名乗って おられる、 それで どうして、 さ 

ように 近 藤の 棚卸し をす るの だ、 もとよ リ近藤 だとて 

聖人 君子で はない が、 君の いうと ころに よると、 一 か 

ら 十まで 金銭で 動く 無頼漢と しか 映って いないよ うだ、 

拙者 も 知ってい るが、 近 藤 はそう いう 下品な 人物で は 

ない、 彼の 書いた 書 も ある、 詩 も ある —— 

百行 所 依 孝与忠 (百行の 依る 所 は 孝と 忠 となり) 

取 之 無失果 英雄 (これ を 取って 失 無くん ば 果して 

英雄) 


英雄 縦 不吾曹 事 (英雄 は 縦し 吾曹の 事に あらず と 

も) 

豈抱 赤心 願此躬 (豈 赤心 を 抱いて 此の 躬を願 はん 

や) 

立派な もの じ やない か、 志 も 正しい し、 謙遜の 奥 床 

しさ も ある、 書 もなかな かよく 書いて いた、 天晴れの 

豪傑 だ。 それ を 貴様 は 同郷人 だと 言いながら、 言語 道 

断に こき 卸す、 奇怪な 奴 だ —— 」 

百 六十 六 


南条 力が こう 言って よた とん を 睨みつ ける と、 五十 

嵐 甲子 雄 も、 おさえ 難い 義憤 を 感じて いたと 見えて、 

「いかにも いかにも、 あれ だけの 人物 を、 単にた だ 

日傭取り のお 雇い 壮士の ように こき 卸す の は、 近 藤に 

ぼうとく 

対する 侮辱の みで はない、 天下の 豪傑に 対する 冒瀆 だ。 

単に 金が 貰いたい だけで、 あれ だけの 働きが できる か、 

そこに は 意気 も あり、 然諾 も あり、 義勇 も あり、 犠牲 

の 念 もあって、 身 を 忘れて 許す ものがなければ できる 

ことで はない。 それ を 貴様 は、 単に 金銭 目当て だけで 

動いて いるよう にこき 卸して いる。 我々 は 近 藤の 同志 

ではない、 むしろ、 彼等が 跋扈して、 勤王の 志士 を 迫 


害する こと を 憎み 憎んで いる 者な の だが、 さりと て 彼 

等の 胆勇は 敵ながら 尊敬せ ざる を 得ん、 幕臣 旗本が お 

びえ きって 眠って いるう ちに、 彼等 だけが 関東 男児の 

意気 を 示して いる こと は 敬服に 堪えん の だ。 然るに 貴 

様 は 同郷で あると 言いながら、 勇士 を さように 侮辱す 

る、 許し 難い、 その 指の 恰好 は そり や 何 だ」 

よた とんが 阿弥陀 様の する ような 変な 形 をして いた 

指先 を、 五十嵐が そのまま 逆にと つて 捻じ 上げました。 

「アイ テテ、 アイ テテ」 

よた とん は 非常に 痛そう な 面 をしても がく。 五十嵐 

も、 少々 の 痛み を 与えて やる だけの つもりであった も 


のです から、 そのまま 突き放す と、 よた とんがよ ろよ 

ろ つ とよろ けました。 

口 ほどに もな く、 あんまり 弱腰 だもので すから、 五 

十 嵐 もいた ずら 心が 手伝って、 つい 弱腰 を はたと 蹴る 

と、 よた とん は、 

「あつ！」 

とひつ くりかえる と共に、 急勾配に なって いた 草原 を、 

俵 を 転がす ように ころころと、 とめど もな く 転が リ落 

ちて 行く のです。 

しかし、 ここ は 落ちた ところで カャト のスロ ー プで、 

せんじん 

千 扨の 谷へ 転がる という 危険 はない から、 笑って 見て 


いる。 

坂 本 竜馬 は、 転がり 落ちて 行く よた とんの 姿 を、 

びんしょう 

憫笑 しながら 言いました、 

ひょうきんもの 

「とんだ 剽軽者 である、 変な 出しゃば リ おやじ も あつ 

たもの だ、 近 藤 勇の 同郷人 だと 口走って いたよう だが、 

世間に は、 自分の 同郷人 だと 見る と、 無暗に 賞め 立て 

担ぎ上げて 騒ぐ 奴と、 それから、 今のお やじの ように、 

ムキ になって コキ 卸して 得意がる 奴が ある。 たとえば 

薩摩 というと ころ は、 よく 一  致して 同郷人 を 担ぎ上げ 

たがる ところで、 あすこへ 生れる と、 さほどの 人物で 

はく 

ない 奴で も、 郷党が 寄って たかって 人間以上に 笛 をつ 


ける、 あの 一致す る 気風 は薩 摩の 長所 だ。 それと 違つ 

て、 同郷 だとい うと、 むやみに i! み 合い、 ケチ をつ け 

たがる 風習の 土地柄が ある、 たとえば、 水 戸の 如き は、 

あれ だけの 家格と 人物 を 持ちながら、 到底 一致す る こ 

とがで きない、 奸党 だ、 正義 派 だ、 結 城 だ、 藤 田 だと、 

始終 血で 血 を 洗って いる、 薩摩 あたりに 比べる と 絶大 

な 損 だ。 わが 土 佐の 如き も …… 」 

と 言った だけで、 坂 本 は その 説明 をし ませんで した。 

「なんにしても、 ああい う 下品な 奴に、 指で 丸 を こし 

ら えられて コキ 卸されて は、 天下の 豪傑 もた まらん」 

と 五十嵐が 冷笑しながら、 よた とんの 落ち込んで 行つ 


た 草原 を 見つめて おりました。 

ころころと 転がって 行った よた とんの 姿 は、 もう 見 

えなくな つてい る。 ここ は 安全な カャ トのス 口— プと 

は 言いながら、 多少 気が かりにな らんで もない。 どう 

間違っても 怪我 はない ところで あるが、 少々 薬が 利き 

過ぎ たかとも 思って いるよう です。 

百 六十 七 

よた とん 先生が 蹴落されて、 勾配の 急な 草原 を、 こ 

ろ ころと とめど もな く 転がり 落ちて、 落ちついた とこ 


ろに、 金 茶 金 十 郎が立 小便 をして おりました。 

よた とんと 金 十郎と は、 同行して この 敷 山に 登って 

来たので すが、 金十郎 がちよ つと 用足し をして いる 間 

に、 よた とんの 方が 一足先に、 この 頭上 間近の 岩角に 

居睡り をして、 もしもし 亀さん を きめこんで いたので 

す。 

あとから 来た 金十郎 は、 これから 頂上なる よた とん 

に 追い つこうと 思 つ て、 そこら あたりで ちょうど 立 小 

便 をして おりました。 

その 金十郎 が、 なにげなく 立 小便 をして いる 頭上へ、 

思いがけな くも 懸 河の 勢いで 落ち かかって 来た ものが 


あるので すから、 金 十郎も 驚き 且つ 大いに 怒らざる を 

得ません。 

「誰 だ、 何奴 だ、 何奴 なれば 拙者 頭上 をめ がけて、 な 

きっかい せんばん  かんたい しごく 

んらの 先触れ もな く II 奇怪 千万、 緩怠 至極！」 

こう 言って わめき 立てた 時 は、 無惨 や、 その 頭上 か 

ら、 よた とんの 全身 を ひっかぶって しまった ものです 

から、 一た まりもな く 同体に 落ちて、 それから は 二つ 

が、 組ん ず ほぐれつ より 合わされて、 なお 低く 転がり 

落ちて 行った が、 幸いに してと ある 灌木の 木 株のと こ 

ろへ くると、 そこに ひっかかって 漸く 食いと まること 

がで きました。 


「あ ッ！」 

「あ ッ！」 

と 双方と も、 まず、 そこで 食い止められた ことによ つ 

いのち 

て、 生命に 別条の ない こと を 認識しつつ、 ほっと 安心 

の 息をつく と共に、 

「これ はこれ は、 よた とん 先生で は ござらぬ か」 

「いや、 これ は 金十郎 殿」 

という 面 合せに なりました。 二人 は 痛い 腰 を さすり な 

がら、 まず 以て 生命に 別条の なき こと を よろこび、 そ 

れ から、 金十郎 が、 

「これ はまた、 いかな 儀で ござる、 よた とん 先生！」 


たずねられて、 よた とんが、 

かよう  もうまい 

「これこれ 斯様なる 仕儀、 無学 蒙昧の 後輩 を、 故実の 

詮議に よって 教え 遣わそうと 致した ところ、 無法と や 

言わん、 乱暴と や 言わん …… 」 

それ を 聞く と、 こらえ かねた 金 茶 金十郎 が、 

「いで、 その 無学 蒙昧なる 若輩 共、 この 金 十郎が 取つ 

て 押えて 目に 物見せ て 遣わさん、 いざ、 案内 さっせ 

い！」 

にわかに 立ち上って、 力足 を 踏み締めて、 四 明ケ岳 

の 上 高く 睨みつ けました。 

その 形相 を 見る と、 よた とんが、 これ はいけ ない と 


さとりました。 さすがに、 そこ は 老巧で、 通人の こと 

であるから、 ここで 金 十郎を 怒らして、 三人の 壮士に 

暄嘩 をし かけさせて は 事 重大と さとりました のと、 そ 

れ から、 自分の 腰骨が たいそう 痛む ので、 それら を 便 

りに いきり 立つ 金 十郎の 出足 をなる ベ く 後れし めよう 

と 企らん だものです。 

それが ために、 さすが 勇気 満々 たる 金十郎 も、 同行 

の 先輩 を 振 捨てて 仕返しに 行く という わけに も ゆかず、 

空しく 恨み を 呑んで、 よた とんの 介抱に 当り、 ついに、 

これ を 自分の 背中に 引っかけて、 以前 立 小便 をして い 

た 地点 あたりへ 戻った 時分に は、 もう 四明ケ 岳の 頂上 


に 三人の 壮士の 影 は 見当り ませんで した。 

それ を 知って、 よた とん 先生の 腰の 痛み も ケロリ と 

癒り、 それから 二人 は 引返して、 根本 中堂の 方から、 

扇ケ 凹の 方 を 下りに かかる の は、 たしかに 坂 本 方面 

へ 向って 引返す ものに 相違ありません。 

百 六十 八 

江戸の 女 軽業師の 親方お 角 は、 道 庵 を 待合 わせる 間 

の 道草と して、 大津 から 八景め ぐり を 試み、 この 日ち よ 

うど、 唐 崎 浜の 一 つ 松の 下へ 毛氈 を 敷いて お 弁当 を 開 


いてお りました。 

昨日 は 舟 を 一 ぱい 買 切って、 げいこ、 まいこ、 たい 

こ 末社 を 引 具して、 八景 巡り、 瀬 田 石山の 遊覧 は 終り 

ましたが、 今日は 引きつ づき、 舟 を こちらへ めぐらし 

て、 この 一 つ 松の 下で ピクニック 気取りで あります。 

取卷連 は、 いずれも 大 満足で、 この 女お 大尽 を 下に 

も 置かぬ もてなし ぶり。 お 角さん を 松の 根方の 正座に 

据え、 そこへ 山 湖の 珍味 を 取 並べ、 例の 法界 坊 まがい 

の 茶人が そそり 出て、 お 角さん の 前へ 恭 しく 姚子を 

捧げて、 

「ああら 珍し や、 酒 は 伊丹の 上酒、 肴 は 鮒の あま 煮、 


こなたなる はぎぎ の 味噌汁、 あなたなる は 瀬 田の しじ 

み 汁、 まった、 これなる は 源 五郎 鮒の こっきな ます、 

あれなる は ひがい、 もろ この 素焼の 二 杯 酢、 これなる 

こ あゆ  あめ 

は 小 香魚の せ ごし、 香魚の 飴 だき、 いさざの 豆 煮と 見 

たは ひがめ か、 かく 取 揃えし 山海、 いや 山 湖の 珍味、 

おんじき 

百味の 飲食、 これ をたら ふく 鼻の 下、 くうでんの 建立 

に 納め 奉れば、 やがて 渋い ところで まんどころの お茶 

を 一 ぷ くいた だき、 お茶う けに は 甘い ところで 

す リばリ とうげ  もち  うば もち 

摺針 峠の あん 餅、 多 賀の糸 切 餅、 草 律の 姥ケ 餅、 これ 

ら をば お茶う けと してよ ばれ 候 上 は、 右と 左の 分け 使 

い、 もし 食べ過ぎて 腹痛み など 仕らば、 鳥 井本の 神教 


丸 …… 」 

これ を、 べらべらと 言いながら、 お 追従 を はじめ ま 

した。 

空々 しい 奴等で は あるが、 根が お 角 も 派手 商売で、 

こんな ことが 好きなん だから、 こい つら を 思いき リ遊 

ばせ て、 自分 もい い 心地で 納まり 返って います。 

そのうちに、 げいこが 弾き出し、 うたい 出す。 舞子 

が 舞い はじめる。 一 つ 松の 下は大 陽気の 壇場と なって、 

行く 人の 足 を 集めます。 

陸上 を 行く 人ば かりで はなく、 湖上 を 巡る 舟 も、 こ 

こへ 来て、 この 大 陽気 を ながめる と 舟 足 をと どめ、 棹 


を ひかえて、 それ を ながめない ものはありません。 な 

かに は、 わざわざ 同じと ころへ 舟 をつ けて、 松の 枝に 

とも づ なを かけて、 自分た ち も 興 を 共に する つもりに 

なった もの もあります。 この場合、 名木の 一 つ 松 を 見 

ると いうよりも、 その 松の 下の 大 景気に 眼 を 奪われる 

の 有様でした。 

四 明 ケ岳を 蹴落され、 坂 本 さして ほうほうの 体で 下 

りついて 来たよ た とんと 金 茶 も、 ちょうど この 時分に、 

陸路 を 唐 崎 浜まで 来合わせて おりました。 よた とん も、 

金 茶 も、 お 角さん のこの 騒ぎ を 耳に しな いで はない が、 

そこ は 通人の ことで、 よた とんの 如き は、 かえって 苦 


い 面 をして、 田舎 大尽の あくどい 馬鹿騒ぎ、 見た くも 

ない というよ うに、 そちらへ は 振 向き もせずに、 番所 

のお やじに 向って 松の木ぶ りと 枝ぶ りと を (i; めて いる 

と、 金 茶が、 

「いったい、 この 松 あ、 何年 経って いる？」 

年数の 値ぶ み を 試みた ところが、 番所のお やじが 

む ぞ う さ 

無造作に、 

「はい、 一 千と 八 年 目になります さかい」 

芽生えから 自分が 守り 育てで もして 来たよう な 返事 

をす るから、 よた とんが それ を 聞き咎めて、 

「一千と 八 年 —— 千年の 松 はいいと して、 その 八 年と 


いうの は、 いったい、 何の 目の こから 来て るんだ」 

と、 松の 番所のお やじに 向って、 とがめ 立て をし まし 

た。 

百 六十 九 

鶴 は 千年と か、 亀 は 万年と かいって、 大ざっぱに 老 

松の 齢 を 千年 だと きめてし まう こと は、 非科学的 では 

あるが、 観念的に は 許される として、 その 千年の 下へ、 

八 年が くっつい たから、 それで、 よた とんが 聞き咎め 

たのであります。 


千年 は 千年で よい、 千年の 松 は 千年の 松の みどりで 

よろしい が、 一千 〇 八 年と いう 端数が ついて みると、 

相当に 数学的 根拠と、 植物学 上の 実験 を 催促し なけれ 

ばなら ない 段取りに なった から、 よた とんが 聞き咎め 

ると、 松の 番所のお やじ はすました もので、 

「はい、 松と いう もの は、 千年 経ちます ると、 枝が は 

じめ て 地に つくもので ござり ましてな、 私 は 長らく こ 

の 松の 御番 をつ とめて おります が、 この 松の 枝が あの 

通り 地に つきまして から、 これで、 指折り数えて みる 

と、 八 年 目に なり ましてな、 じ やによ つて、 この 松の 

樹齢 は 一 千と 八 年になります さかい」 


「そうか」 

その 説明 を 聞く と、 よた とんが かえって 油揚を さら 

われた ような 面 をし ました。 

さすがの よた とん も、 これに 対して は、 横槍の 入れ 

よう もな し、 考証の 持込み どころ もない 有様です。 お 

やじが この 松の 樹齢 一 千 〇 八 年 を 固く 信じて いるのに 

対して、 よた とん は それ を 冷 殺しよう にも、 打倒し よ 

うに も、 これに は 自分の 方で、 それに 対して、 また 反 

証 的に 樹齢 を 証明し なければ ならぬ。 よた とん も その 

考証に 手が つけられな いのです。 さすがの 物識り も 苦 

笑 を もってする ほか、 おやじに 一矢 酬 ゆる ことができ 


ません。 その 苦衷 を 知って か 知らずに か、 金 茶 金十郎 

が、 傍らから 差 出口 を 試みて、 

「よた とん 先生 —— いかがで ござるな、 この 松の 樹齢、 

一 千と 八 年 説に 御 異議 ござらん かな」 

「さよう  」 

「 一 千 〇 八 年と 申す と、 今より 何年の 前で ござる かの」 

と金 茶 金十郎 が、 頭の よい 質問 を 一 つ 切り出し たもの 

です。 

「 一 千 〇 八 年と 申す と、 今よ リ 一 千 〇 八 年の 昔で ござ 

る」 

と、 よた とんから ハネ つけられて、 金 茶が 頭を搔 きま 


た。 

「なるほど —— こいつ は 参り 申した、 その 一千 〇 八 年 

前 は 如何様の 時代で ござった か、 それ を 承りたい ので 

ござる」 

「さよう  」 

そこで、 よた とん は、 当然、 自分の 網 張う ちに 来た 

ので、 頷 いて 胸 思案 を 試みた 後、 やや 反り身に なって、 

「さよう、 今年すな わち 慶応の 三年 は 皇紀 一 一千 五 百 一 一 

十 年 じ やによ つて、 今より 千年の 昔 は —— さよう —— 

えんぎ てん リゃく 

延喜 天 暦 の 頃に なり 申す かな」 

「はは あ」 


と金 茶 金 十郎が 感心して、 

「して、 それに 八 年 を 足し 申す と …… 」 

取っても つかぬ 愚問 を 提出した 時に、 お 角 親方の 大 

一 座が、 松の 根方で、 ひときわ 陽気に 離し 立て、 うた 

い 立てました —— 

志賀、 からさき の 

一 つ 松 

まつ は 憂い もの、 つらい もの 

憂い もつ らい も 

ここ はなぎ さの 

一 つ 松 


ョ イトコ、 サ ッサノ 

百 七十 

お 角 親方 一 座の 興が、 全く 酣 わなる 時分に、 湖水の 

一 方から、 矢の ように この 岸へ 漕ぎ 寄せて 来た 二 はい 

の 舟が ありました。 

さんばし 

ひた ひたと 漕ぎつ けて 来て、 桟橋の 際へ 素気なく 乗 

りつけ ると 共に、 乗組の 者が、 バ ラバ ラと岸 へ 飛び移 つ 

たことの 化が 尋常ではありません。 

にんてい 

その、 岸へ 飛びつ いて 来た 人体 を 見る と、 野 侍の よ 


うなの が あり、 安直な 長 脇差 風の も あれば、 三下の ぶ 

しょく 渡世 も あり、 相撲 あがり も あり、 三 ぴんも ぁリ、 

ちまなこ 

折 助 風な の も ある。 これらが いずれも 血眼に なって、 

岸に 飛びう つって 来る と、 早く もお 角 親分の 大 陽気な 

一座 をめ がけて、 突進と いう ほどで はない が、 実は 突 

進 も 乱入 も 致し かね まじき 気合 を 含んで、 ぞろぞろと 

取りつ めて 来たの は、 どうも 穏か でない 空気が あって、 

その 穏か でない 空気 は、 お 角 親方の 一行に、 微塵 も 好 

意 を 持って いない 一 まきで ある ことが わかります。 

これ は 果して 推察の 通りで、 道中 筋から 上方に かけ 

て、 最初から、 道 庵の 西 上 を 喜ばぬ ものが あり、 お 角 


の 乗 込みに 鬼胎を 抱いて いる 一 味が あつたの です。 

幕末 維新 の 前後 は、 名分から 言えば 勤 王と 佐幕の 争 

いで ありまし たが、 地理 的に 言えば 関東と 関西との 勢 

さかのぼ 

力の 争いで あるし、 もう 少し 遡 ると、 大阪へ 定めた 

豊臣の 勢力と、 江戸へ 奪って (？) しまった 徳 川の 勢 

力に 対する 三百 年間の 因縁が ある。 政治的に は 関東へ 

取られた が、 経済的に は、 実力 的に は …… 文化的に は、 

曰く、 何々、 関 以西の ある 一角に は、 絶えず その 対抗 

意識が 含まれて いた ものと 見れば 見られる。 いわば、 

関ヶ原 以来の 遺恨 角力が、 王政 維新の あたりまで、 ま 

だ じゅうぶん 根 を 持つ ている と 見れば 見ら るべき 事 隋 


は あるので あります。 

西と 言い、 東と 言い、 ひとしく これ 万世一系の 聖天 

子の 王土で あるが、 そこ は 凡夫の 浅まし さ、 事毎に、 

多少 の 対抗意識 の 現われる こと は、 笑止千万と 言わね 

ばなら ない が、 ことに 笑止千万なる 一 つの 実例 は、 こ 

の 道 庵と、 お 角と を、 只で は 京大 阪の地 を 踏ませまい 

という、 一味の 通謀 策略の 如きであります。 

その 以前、 関東 名ぬ の 弥次 郎兵 衛、 喜 多八両 名士が、 

聯合 軍 を 組織して 西 国へ 乗 込んだ 時の 如き も、 大阪方 

に 於て は、 弥次と 喜 多と を、 このまま 無事に やり過ご 

して は、 未来永劫、 大阪の 名折れになる、 海道 を 我物 


面に、 横暴に のさば リ 返って 西 上して 来る 弥次と 喜 多 

との 聯合 軍に、 眼に もの 見せて やらなければ、 大阪の 

名折れで ある —— そういうと ころから 義憤 を 起して、 

大阪を 代表して、 立ち もし、 立た せ もした ところの 豪 

傑が、 河内 屋太郎 兵衛、 一名 を 河太郎 という 人物で あ 

りました。 

河 太 郎を押 立てて、 弥次と 喜 多との 鼻つ ぱしを 取り 

ひしいだ つもりの 大阪 ツ子が、 今度、 道 庵 乗 込みに 対 

して、 相当、 備える ところがな いという 限り はない。 

十八 文の 江戸 ツ子の 道 庵 風情に、 大阪を 引接き 廻され 

た 日に は、 先祖の 河太郎 に対して も 相 済まない。 


それともう 一 つ、 なお 油断の ならな いのは、 女親 方 

のお 角なる ものである。 道 庵の 引搔き 廻し も 怖い が、 

お 角 親方なる もの は、 大阪を はじめ、 全 関西の 興行界 

を 席捲す るの はら を 抱いて 乗 込み かねぬ 奴で ある。 彼 

等が 京大 阪の 根拠地に 侵入す る 以前に、 近 江路、 或い 

は 宇治と 勢 多 あたりに 於て、 眼に 物 を 見せて おかな け 

れ ばなら ぬ。 

百 七十 一 

お 角さん 一行が、 こうして ピクニック を 楽しんで い 


ちまなこ 

ると ころへ、 血眼で 乗りつ けた 一行に 果して 関ヶ原 以 

来の 因縁が 宿って いるか、 いない か、 それ はわ かりま 

せん。 

ただ、 せっかくのお 角さん の 清 興の 席の 前へ、 右の 

ぼんご ざ 

一団の ならず者、 よた 者が 集まって、 盆 蓮 を 敷いて し 

まった こと だけ は 眼前の 事実です。 

そうして、 南京 バ クチと、 丁半と を おっぱじめ てし 

まいました。 

「いかに 何でも、 これ は 無作法 過ぎる」 

と、 お 角さん はムッ としながら、 その ならず者 を 見つ 

めて いると、 


「いい つて ことよ」 

さんした やつ こ 

を 連発す る 江戸 まがいの 三下奴が あるかと 見れば、 

「うだうだ 言 や はるな、 ちゃ ァ」 

と 上方な まりをむ き 出した よた 者 も ある。 とにかく 雑 

種であって、 本場物で はない が、 東西 聯合の トバと 見 

れば 見ら るべき ものです。 

なれあ 

これらの 連中が、 今や、 夢中 だか、 狎 合いだ か 知れ 

ない が、 血眼に なって、 丁半、 ちょぼ 一 を 争い はじめ 

ました。 

それが、 今い う 通り、 お 角さん の ピクニックの 清 興 

のつ い 鼻先な ので、 そうして、 この 盆 蓮 を 敷く に 当つ 


て も、 お 角さん に 向って 一応の 渡り もっけて いないの 

です。 

癇の 強いお 角 親方が、 その 仕打ち をムッ としない は 

ず はない のです が、 そうかといって、 旅先で 事 を 構え 

たがる ような お 角さん ではない から、 その 安つ ぼい な 

らず者 ども を 横目に、 見て 見ない ふり をして いました 

ところが 彼等 は、 いよいよ 増長し 出して きました。 

そうして、 何 か ポンポン 啖呵 をき つたり、 卷舌 をつ かつ 

たりして みるの だが、 お 角さん の 眼で 見る と、 板に つ 

いている 奴 は 一人 もない。 「いいって ことよ」 とか 「ベ 

むしず 

らんめ え」 とか 連発す るが、 虫酸が 走る ようで 聞いて 


いられない。 ことに、 「あんた はん、 うだうだ 言 や はる 

な、 ちゃ ァ」 に 至って は、 上方 弁と いう ものが 本来、 

啖呵 を 切る に は 適して いないので、 お 角さん が、 うず 

うずして、 どうに もこう にもなら ない。 

いかにぶ しょく 渡世の やくざ 者に してから が、 こい 

つ は あんまり 下等 過ぎる。 事と 次第によ つて は、 ぶ 

しょく 渡世 ほどかえ つて 仁義が 厚い もので、 みだりに、 

しろ-つと し. 5  - つ 

こうして、 素人 衆の いる 鼻つ 先で、 トバを 開く なんて 

こと はしない ものである。 こいつら、 三下のう ちで も、 

よくよく 下等の 奴 だと、 お 角さん が 腹に こたえながら 

観念の 眼 を 以て 見て いるう ちに、 その 丁半、 ちょぼ 一 


が、 全く 八百長で ある こと を 見て とりました。 

東西 聯合の トバ といえば すさまじ いが、 こいつら、 

真剣に 勝負 を 争って いるので はない、 気合が ゥソ だ、 

八百長 だ、 とお 角さん が 見て とる と共に、 八百長 だと 

すれば、 またお かしい じ やない か、 いったい、 何のた 

めに、 ここまで 来て、 人の 鼻つ 先で 八百長 バ クチ をし 

て 見せなければ ならない のかと、 考えて いるう ちに、 

お 角さん が、 

「 ハ ハ ン — 」 

と 来ました。 こいつら、 誰かに 頼まれて、 いやがらせ 

に 来 やが つたんだ よ。 


誰 を、 このお 角さん を さ。 いったい、 お 角さん に 何 

の 恨みが あるか 知れない が、 胡麻の 蠅 めら のす る こた 

あ、 江戸 ツ子に やわから ねえの さ。 笑わせ やがら あ、 

今日は その 手に 乗らない よ。 

お 角さん は、 ついと 立ち上って、 一行の 者に 言い ま 

した、 

「蠅 虫が 出て 来て うるさい から、 山 王様へ 行き ましよ 

うよ、 山 王様へ」 

百 七十 二 


お 角さん 一 行が、 急に 毛氈 を 巻いて この 場 を 引 払う 

ぼんご ざ 

と、 南京 バ クチの 一行が、 つづいて また 盆 蘧を引 払つ 

て、 一 かたまり になって、 ぶら り ぶら りと お 角さん の 

一 行の あと をつ いて 来る 様子です。 

こいつら、 いよいよ あれ だ、 お 角さん は、 せ せら 笑 

いながら、 ゾロゾ 口と 予定の プログラム である 山 王様 

の 方へ 向って、 ブラ ブラと 進行 を はじめ ますと、 そう 

すると、 右の 安バ クチう ちの 一 行 は、 また ブラ リブラ 

リと、 お 角さん 一行の あと をつ けて やって来る。 

ついて 来 やが るな、 だが、 お見受け 申した ところ、 

すごみ  き 

啖呵 も 切れないが、 凄味 も 利かない 奴等 だ、 あいつら 


の 器量で は、 せいぜい、 いやがらせ をして みるくら い 

の もので、 腕 出し をす る だけの 度胸 はない、 万一、 何 

か 手で も 出し やが ッ たら、 只 は 置かない よ、 こういう 

時に、 あの 友 兄い の 奴で もい リゃ、 思いき リ眼 にもの 

見せて や るんだ が、 な あに、 あの 辺のお 安いと ころな 

ひと にら 

らば、 このお 角さん の 一 睨みで たくさんだ —— 

とお 角さん は、 充分に こいつら を 見くびりながら、 

山 王様の 方へ 進んで 行きました。 

お 角さん の 見くびった 通り、 こいつら は、 いやがら 

せ 以上の こと を 為し 得る 奴等で はない かも 知れない が、 

そのい やがらせ も、 こっちの 虫の いどころ によって は、 


事が 起らない とも 限らない。 

こうして、 お 角さん は、 送り狼 だか 送リ よた 者 だか 

わからない 奴等に 送られて、 山 王 を 目指して 行き まし 

たが、 一行のう ちの 誰もが、 お 角さん の そんな 腹の 中 

に は 気がつかず、 相 変らず 遊山 気取りで ブラ リブラ リ 

と 進んで 行きました。 

ところが、 まもなく、 一行の すべての このい い 気分 

が、 ぶち 壊されて、 ふるい おののく ような 事件が 出現 

したの は 是非 もない ことです。 それ は、 うしろから、 

例の よた 者が、 急に ふるい 立って 殺到して 来た わけで 

はない。 松 並木に なって、 左右が 暇に 続いて いる 札 


場のと ころまで 来て、 

「ああ、 怖 —— 」 

と、 殿 として 後ろに やや 離れて いたお 角さん を 別に 

して、 一行の 者が 往手を のぞんで 立ちす くんで しまい 

ました。 

見れば、 その 松 並木の 松の 根方 や 往来へ 半ば かかつ 

たり、 暇 道への めったり、 甚 しいの は、 往還の 真中 

へ 重なり合った、 人間の 死骸の 山です。 

みんな 斬られて いる。 どこ を、 どう 斬られて いるか 

わからな いが、 無慮 五六 人の 屍骸 は、 眼 通りに 斬り 斃 

されて 散乱して いる。 しかも、 斬られた これらの 人体 


を 見る と、 後ろから ついて 来て いる 送りよ た 者の 種類 

と は 違って、 いずれも、 れっきと した 武士 姿で ある。 

それ も、 それぞれ 充分に 身 固め をして、 しかも、 いず 

れも 白刃 を 抜いて 手に かざしたり、 取 落したり した ま 

ま、 右の ように 散乱と 斬り 倒されて いる。 

斬られた に は 斬られた に 相違ない が、 やみやみと 斬 

られ たので はない。 斬る 方 も、 斬られる 方 も、 充分 覚 

悟の 上で、 おのおの 死力 を尽 して 戦った 結果が これな 

の だ。 数えて みると、 六 人が 物の 見事に 斬られて はい 

るが、 斬った の は 何者。 それ はわから ない が、 斬られ 

て 斬られつ 放しで、 収容す る 者が なく、 たとえ 若干の 


時間の 間で も、 青天白日の 下に 曝し 置く と は、 無惨の 

至りで はない か。 

百 七十 三 

お 角さん 一 行の 先陣 は、 体 を おののかせ、 目をつぶつ 

て、 はせ て その 屍骸の 前 を 通り抜けて、 遥かの 彼方へ、 

やっと 落着きました。 

殿 をつ とめた お 角さん だけが、 足 をと どめて、 じつ 

とその 斬られぶ り を 熟視して いたのです。 

一方に 小屋が け をして、 番太 のよう なのが 控えて い 


る。 それに 向って、 お 角さん がたず ねました、 

「どうした のです、 これ はま あ、 惨たら しいね え、 ど 

うして 早く 取片づ け て あげな い の 」 

「へへ え」 

と番 太が、 おぞましい 声で 返事 をし ました。 それ を も、 

お 角さん は、 煮え きらない 返事 だと 思って、 

「お見受け 申した ところ、 立派な お 武家た ち じゃあり 

ません か、 何 はどうあろう とも、 早く このな きがら を 

取片 づけて、 人前に 曝さない ようにして あげなけ り や、 

恥ではありません か」 

とお 角さん が、 事の あまりに 無情なる と、 緩慢なる と 


に 憤り を 発して、 こう 言います と、 番太 は、 この 女の 

人から お 叱 言 を 食う 筋 はない というよ うな 面 をして、 

「へへ え —— ところが、 どうも、 お 相手が お 相手で ご 

ざんして な、 お 奉行 も、 お 代官 も、 お 手が つけられ や 

しま へんさ かい」 

「なんにしても、 いけませんね、 こうして、 一匹 一人 

のお さむらい を、 曝し ものに かけて 置く の は 無慈悲と 

いう ものなん です、 なんとかして あげられな いもの か 

ねえ」 

「それが その、 お 相手が お 相手で ござんし てな あ」 

「相手が 相手 だって、 お前さん、 お 上のお 手 をお 借り 


申せば、 どうにかして 上げられ そうな もの じ やない か」 

「それが、 その —— このお 武家 をお 斬りな はった の は、 

壬 生の 新撰 組の 衆で ござりまして なァ」 

フ k; ヮ -」 

「壬 生の 新撰 組の 御 浪人 衆が、 この 通りお 斬りに なり 

はって、 どうも、 はや、 手が つけられ やしま へんさ か 

い」 

「みぶ のしん せんぐみ です つて？」 

「はい」 

「みぶ のしん せんぐみ と は、 どういうお 方 か 存じ ませ 

んが、 たとえお 上役 人 だって、 人 を 斬って 斬 りっぱな 


しとい う 法はありません ねえ、 お斬りな さるなら お 斬 

りな さるよう に、 作法 というものがあるんで ございま 

しょう」 

「それが、 どだい、 壬 生の 御 浪人 衆に かかって は、 御 

城主で も、 お 奉行で も、 どもな りません さかい。 当分、 

手 をつ ける ことな らんと、 新撰 組の 衆が、 そのよう に 

おっしゃりな はって な」 

「わからな いねえ」 

お 角さん は、 わからない 事 だと 思いました。 しかし、 

ここで 番太を 相手に 争つ て みたところで 仕方がない、 

とお 角さん も 目をつぶって、 この 瞎を 通リ ぬけ、 誰か、 


そこいらで、 もう 少し 話の わかった 人間が いたならば、 

とっつかま えて、 なお 委細 を 聞いて みょうと 思って、 

あちらに 待 受けて いる 一 行の 者に 追い つきました。 

お 角さん の あと をつ けて 来た、 いやがらせの 

やすばく ちう ちれん 

安博 奕 打 連 も、 この 場の 死人の 山に は 全く 度胆を 失つ 

て、 一 時、 お 角さん を 追求す る こと を 打 忘れて、 慄ぇ 

上った 様子です。 

お 角さん は、 誰ぞ 話の わかる 人 をつ かまえて、 事の 

始終 を 聞いて みょうと 心がけて いるう ちに、 山 王様の 

前へ ついて、 一行と 共に 一つの 茶店に 憩いました。 


百 七十 四 

折よ くその 茶屋 は、 土地の 年番の 会所に なって おり 

ました。 つまり 右の 事件に 関連して、 土地の 顔役が 昼 

夜詰めき りの 有様で したから、 事の 一切が、 わかり 過 

ぎる ほどよく わかりました。 

ただ、 あれ を 斬って、 斬 捨て にして置くの は、 新撰 

組の 浪士に 相違ない が、 斬られて 斬 捨てられて いるの 

は 何者 だか、 その 点が まだ はっきり しない。 

一 説に よると、 新撰 組の 一 部が 仲間割れ がして 

御陵 守になる、 それ を 近 藤の 部下が 追い かけて 来て、 


あの 通り 斬 捨てた の だとい う。 もう 一 つの 説 は、 あれ 

は 大津の 藩士た ちで ある。 これより さき、 十四 代将 軍 

が 上洛の 時、 膳 所と 大津 との 間に 待 受けて、 将軍 を 要 

撃しょう とした 浪士 連が ある。 その 時に、 危うく 発覚 

して 事な きを 得た が、 その 余類が あれで ある。 それ を 

新撰 組が たずね 出して 斬つ たので ある。 

この 両 説のう ちの、 いずれ かが 真相であろう。 或い 

は その 両 説が 混線して いるか も 知れない。 

だが、 お 角さん の 眼に 不審と し、 不服と すると ころ 

は、 むしろ それで はない。 

「です が、 お見受け 申した ところ、 いずれも 立派な 御 


身分のお 武家 様た ちと 拝見いた します が、 あの ままで、 

い つまで も ああして お置きな さるの はどうし たもので 

ござんしょう、 御 検視が 済みましたならば、 一 時 も 早 

みじめ 

く取片 づけて、 惨たら しいお 姿 を 見せない ようにな 

さるの が 武士の 情けと やらで は ございますまい か、 お 

武家でなくて もそう で ござんす ね、 普通の 人情と して 

なきがら 

も、 人間の 亡骸なん ぞは、 見せ ものにすべき はずの も 

のじ や ございま せんね」 

と 言った の を、 店の 亭主が、 手 を 挙げて 共鳴す るよう 

な、 制御す るよう な 恰好 をして、 

「そ、 それで ございます、 いかにも、 おっしゃる 通り、 


あれ は あの まま、 ああして 置き 申して はならん ので ご 

ざん すが … … それが なんで ございま すよ、 新撰 組のお 

方が、 もう 一 べんお いでになる まで は、 誰に も 手が つ 

けられな いので ございま してね」 

お 角さん は、 その 返答に も 不満で ありました。 

「新撰 組と やらのお 方に、 手が つけられなければ、 土 

地のお 代官 様の 方で、 何とか ならない もので ございま 

すか、 この 土地に も、 御領 主 様 や、 お 奉行 様が いらつ 

しゃる でしよう、 そのお 手で もって、 何とかして 上げ 

て、 あったらお さむらいの 亡骸 を、 犬 猫の 屍体 同様に、 

道路に 曝して 置きた く はない もので ございま すね、 何 


とかして 上げられな いもので ございます かねえ」 

と、 不満の 上に、 お 角さん が浩 歎す ると、 亭主 も、 村 

役 も 自分の 事の ように 当惑した 面 をして、 

「それが、 その、 御領 主 様のお 手で も、 お 奉行 様のお 

力で も、 新撰 組のお 方が もう 一 べんお 出 ましになる ま 

では、 どうに も 手が つけられな いんで ございまして」 

「それで は、 御領 主 様よりも、 お 奉行 様よりも、 新撰 

組と おっしゃる 方々 の 方が、 御 威勢が 強い わけなんで 

ございま すね」 

とお 角さん が、 なお 中ッ 腹で、 押 返して たずねて みま 

すと、 


「そ、 それが その、 御 時勢で ございます からな —— 」 

いずれも、 深く そのこと に 触れる の を 怖れる ものの 

如く、 言葉 を 濁します ものです から、 お 角さん が、 い 

よいよ 納得が ゆきませんでした。 

百 七十 五 

一 匹 一 人の 侍 を、 ああして 幾人 も 大道の 真中へ 斬捨 

てて、 白昼 野天の 見世物に 供して 置いて、 それに、 領 

主 も 奉行 も 手が つけられない。 新撰 組なる ものの いか 

に 傍若無人で、 横暴 残忍 を 極む るの 存在で あるかに、 


お 角さん も、 決してい い 心 持が しません でした。 

しかし、 泣く 児と 地頭に は 勝たれな いという その 地 

頭 以上の 勢力に は、 さすが 気お いのお 角 親方と いえ ど 

も 沈黙す るより ほかはありません。 

右の 不服 不満 は、 お 角 親方に 限った もので はない、 

誰でも 同様に 不快と し、 不満と して、 あれ を 見ない も 

の はない のです。 です が、 それ を 如何と もす る ことの 

できない 事情の 存 する こと を 聞かせられて みると、 事 

実、 如何と も 致し 難い ものが ある。 

新撰 組の 統制 は、 内に 対して は 「死」 であり、 外に 

向つ て は 「殺- である。 


みだ 

組の 統制 を紊 り、 その 面目 を 損う ものに 向っての 裁 

判 は 「死」 の ほかの 何物 もない。 組の 当面に 立ち、 そ 

の 使命 を妨 ぐる ものに 向っての 手段 は 「殺」 の ほかの 

何物 もない。 

故に、 敵に 対して 惨酷なる が 如く、 味方に 対しても 

峻烈で ある。 

女と 通じた という だけの 理由 を 以て、 切腹 させられ 

たもの も ある。 その 攘夷論が あまり 激烈に 過ぐ ると い 

ぅ廉を 以て、 腹 を 切らせられた 同志 も ある。 金銭 上の 

疑い を かけられて 直ちに 詰 腹と なつたり、 いささか も 

脱隊の 形跡が あれば 直ちに 死 を 与えられる。 他 藩に 内 


通の 嫌疑 あれば 勿論の こと、 巷で 私闘 を 行っても、 若 

し 相手 を 殺さず して 帰れば 内に 「死」 が 待って いる。 

近 藤 勇の 新撰 組 は、 内に 対して かくの 如く 峻厳で 

あって、 同時に、 外に 向って なんら 怖る ると ころがな 

い。 たとえば、 会津の 藩の 如きで も、 京都 守護 職の 大 

任 を 受けて おりながら、 藩士の 一人が 僅かに 土 佐 藩の 

一 士人を 傷つけ たという 事情の ために 倉皇 狼狽して、 

この 際 土 佐の 御機嫌 を 損じて は、 いかに 幕府の 不利で 

ある ことよとの 懸念から、 苦心 惨澹 を 極めた ことがあ 

るが、 天下 素浪人の 新撰 組に 於て は、 左様な 頓着 や 遠 

慮 は 更にない。 大藩 であれ、 親 藩で あれ、 斬ろうと す 


る もの を 斬る ことに 於て、 なんらの 忌憚 を 持って いな 

かった のです。 

大阪 奉行の 中に、 内 山彦 次郎 という 与力が あった。 

大塩 平八郎 以来の 与力と いう ことで、 頭脳 もよ く、 腕 

もよ く、 胆も あり、 骨 も あ つ て、 稀れ に 見る 良吏で あつ 

たという ことで ある。 従って 新撰 組の 横暴に 対して、 

快かろう はずがない。 たまたま 八 軒屋の 岸で、 新撰 組 

が 相撲 取と 大暄曄 をして、 相撲 取 を 斬って 捨てた とい 

う 事件が ある。 

隊長の 近 藤 勇 は、 自身、 町奉行に 出頭して、 無礼 討 

ちの こと を 届け出で たが、 待って いたと いわぬ ばかり 


に 内 山彦 次郎 が、 近 藤 勇 を 呼び留めて、 奉行 与力の 職 

権で 厳重に 取調べた ものである。 近 藤 勇 は、 これが 

グ ッと癩 にさ わった。 一応の 届出に 対して、 直ちに 

相当の 会釈 あるべき ものと 信じて いた 小役人が、 ほか 

さかね 

ならぬ 新撰 組の 隊長に 向って 逆 捻じと は 意外 千万、 近 

藤 勇 は、 傲然と して、 

「拙者 は 無礼 討ちの 届出に 来た もので ござる、 貴殿の 

取調べ を 受ける ために 出頭した もので は ござらぬ、 取 

調べ の廉が あらば 会津 侯へ 申し 伝えられい」 

と 言い捨てて、 さっさと 立 帰って しまった。 

たもと  か ご 

まもなく、 内 山彦 次郎 は、 天神 橋の 抉 で、 駕籠に 乗つ 


て 帰る 途中 を 殺されて しまった。 

何人と いえ ども 近 藤 勇に 含まれる こと は、 すなわち 

殺される ことで ありました。 

百 七十 六 

それと、 もう 一 つ —— 京都の 巨椋の 池で、 鳥 を 撃つ 

たもの が ある。 ここ は 伏 見 奉行の 管轄で、 御禁猶 地に 

なって いる。 いまだ 曾て 何もの も、 この辺で 発砲 を 試 

みた 無法者 はない。 果して、 その 禁獵 の禁を 破って 鳥 

を 撃った もの は、 新撰 組の 手の者に 相違ない という 事 


実が わかった。 

事実 はわかった けれども、 新撰 組で は 仕方がない、 

全く 相手が 悪い —— さりと て、 捨てて置いて は 今後が 

思われる。 そこで 伏 見 奉行の 与力で、 横 田 内蔵 允と い 

う 硬骨な 役人が あって、 部下の 同心に 命じて、 とうと 

う 犯人と して 新撰 組の 一人、 後藤 大助 という 者 を 捕え 

させて、 厳重に 次の 如く 申し渡した。 

「この 巨椋 の 池の 御留場 は、 単 に 伏 見 奉行 の 意志 で 禁 

止して いるので は ござらぬ ぞ、 畏 くも 禁裡 または 公 

儀へ、 その 折々 の 鳥類 献納の 御料地と して、 公儀より 

伏 見 奉行が ぉ預 りいた している 土地で ござる ぞ。 その 


辺の こと を 御存じな き 新撰 組の 方々 でも ござるまい、 

知って、 而し てわざと それ をな さる は 言語道断 である。 

守護 職、 並びに 所 司 代へ もお 届けの 上、 吃 度 処分いた 

す 故、 左様 心得られたい」 

この 申 渡しに 対して は、 新撰 組と いえ ども 抗議の 申 

しょうが なく、 同道 者に 於て 種々 申し わけ をして よう 

やく 一時 釈放と いう ことにな つたが、 まもなく 横 田 は、 

その 邸内へ 侵入した 暴漢の ために 殺されて しまった。 

警察と 裁判の 権威者に 向って さえこれ である。 国々 

の 脱藩 浮浪の 徒の 如き は、 もとより 眼中にない。 池 田 

屋 騒動に 於て、 諸国 浪士の 精鋭 を 一網打尽し 去った こ 


と は 誰も 知っている。 

ことに 残忍 悽愴を 極めた の は、 山陵 衛士に 転向した 

いわゆる 高台 寺 組に 対する、 彼等の 復譬 ぶりの 徹底的 

な ことであった —— それ を 書いて いると 長い。 

いずれにしても、 新撰 組の 息の かかった ものに は、 

領主と いえ ども、 奉行 といえ ども 手が つけられない。 

さりと て、 彼等と いえ ども、 必ずしも 残忍の ために 

残忍 を 弄する ので はない。 こうして 斬 捨てに して 置け 

ば、 その 一味の 者 共が、 見る に 忍びないで、 必ず 死骸 

を 収拾に 来る にき まっている。 それ を 待 構えて 更に 一 

網 打尽を 試む る —— いわば、 囵 のために わざとこう 


して 放置して おくと いう 政略 もあった のです。 

天下の 大勢 を 知らない 女 軽業の 親方お 角さん は、 毒 

を 以て 毒 を 制する、 時に とっての 政略 を 知らない。 た 

だ 残忍と 殺伐の 点ば かり を 見せつ けられて、 f 途に新 

撰 組 を 憎い ものと 思い込みました。 天下 非常の 時 は、 

非常の 手段 を 要する もの だとい うこと に 同情が 持てな 

いで、 ただ、 非常の 手段の み を 常道の 眼から みて、 そ 

うして その 非常手段に 反感 を 加えた がるの は 近視眼 者 

流の 常 だが、 お 角さん もまた その 点に 於て 御多分に 洩 

れず、 心に 深く 新撰 組 を 憎み、 同時に、 ああして 曝さ 

れて 置かなければ ならない、 いずれ 名 ある 勇士た ちの 


屍 の 恥辱に、 若干の 同情と、 義憤と を 催して いる 時分、 

「ああ、 あれ、 あれ、 新撰 組の 皆様が お見えになり ま 

した」 

この 声で、 集まって いるすべ ての 人の 血が 凍り、 あ 

たりの 立 木まで が、 鳴り を しずめて 凝結して しまった 

ようです。 

見れば 蔓々 と 蹄 を 鳴らして、 馬 を 打た せて 来る 一 

隊の 者が あります。 

百 七十 七 


右の 恐怖の 一 隊が 現われた と 見る と 間もなく、 山 王 

の 森 蔭に 隠れて しまいました から、 この 席の もの も 生 

うわさば なし 

き 返った ように ホッ として、 暫くあって、 また 噂 話 

に 花が 咲き出しました。 

その 要領 は、 

「あの、 馬に 乗った 隊長 様の 脇に おいでの 若い のが、 

あれが 沖 田 総 司 様と 申し ましてね、 小 太刀 をと つて は 

小 天狗と いわれる 名人なん です、 あの 若い 方と、 それ 

からもう 一人、 永 倉 新 八 様と おっしゃ るのと 二人で、 

あの 相手の 六 人 を 瞬く間に 斬って しまいました。 新撰 

もつ ば 

組の 方 も 十 何人お いでに はおいで でした が、 専らお 


働きに なった の は あのお 二人です、 ことに、 あの 沖 田 

総 司 様の 小 太刀の 使い方 は 見事な もので ござんし てな、 

こうして、 刀 を 伏せる、 つつと 進んで 行って、 ポロ リ 

と 相手の 小手 を 斬って 落して しまいます、 小 天狗と は 

よく 言った もので、 あの方 は 近 藤 隊長の 秘蔵 弟子 だ そ 

うで、 わざに かけて は あの人が 第一 だそう で ございま 

す。 なんしろ、 新撰 組の 方 は、 一 人 一 人が みんな それ 

ぞれ 日本で 指折りの 使い手なん ですから、 たま リ ませ 

ん」 

「近 藤 隊長 は、 今年 三十 五の 男盛りで ございます、 近 

藤 隊長 は 精 it そのものの ような 面貌 をして おります が、 


副将 の 土方 歳 一一 一 殿 は 色の 白い、 やさしい 男ぶ リ で ， 、- J ざ 

います、 沖 田 総 司 様 も 同様 —— ほんとうに あんな 弱々 

しい ニ才 風であって、 よく まあ、 ああ も 巧妙に 剣が 使 

えた もので ございますな あ」 

沖 田 総 司の ことが、 主として ここで 話題の 人気に 

なって くる。 まこと や 沖 田 は 近 藤 門下の 飛竜であって、 

小 太刀 を 使わせての 俊敏、 たとう ベく もない。 近 藤、 

たの 

土方の 片腕と 恃 まれて、 実戦の 場数 を あくまで 経験し 

ている。 その 早業の 人目 を 驚かす こと 宜 なりと 言いつ 

べし。 痛ましい ことに は、 この 天才 的 剣士 は 当時 肺 を 

むしば 

病んで いた。 呼吸器 を 日に日に 蝕まれながら、 剣 は 


超人的に 伸びて 行った が、 この 翌年、 その 肺病の ため 

に、 この 男の みが 畳の 上で 死ぬ ような ことになると は、 

一 層の 悲惨で ある。 

立ち かけた お 角さん が、 そういう 噂 話 を 聞いて いる 

うちに、 後から、 の そりの そりと 漸く 至り 着いた とこ 

ろの、 お 角さん いやがらせの 一行 —— 即ち 三 びん、 よ 

た 者、 折 助、 安直の ならず者の 一 行であります。 

この 時分に なって、 ようやく この 場への さばり 着い 

て、 そうして、 着く と 早々、 お 角さん の 方へ いやな 眼 

をつ かつ て、 キ ザな 笑い 方 をしながら、 またも その 鼻つ 

ぼんご ざ 

先へ 盆蓖を 敷いて しまいました。 


またしても ここで、 丁半、 ちょぼ 一、 南京ば くち を 

はじめて、 江戸 ッ 児のお 角 をい やがらせ ようとい うた 

くらみに 相違ない が、 その 時、 またも 店の 中が ざわめ 

き 渡つ て、 

「あ、 また、 新撰 組のお 方が おいでになった」 

r ナニ、 新撰 組！」 

「真 先にお いでになる のが、 あれが、 新撰 組の 副将、 

土方 歳 三 様で ございます」 

「ナ 二、  土方」 

「その 次の が、 今お 話の 沖 田 総 司 殿！」 

「ナ 二、 沖 田！」 


新撰 組の 名 を 聞いて、 一 口上げ に 狼狽 周章 を 極めて 

いるの は、 例の その 三 びん、 よた 者、 折 助、 ならず者 

II お 角さん いやがらせの 盆 塵 連であります。 

百 七十 八 

彼等 は 思いがけなく 新撰 組の 名 を 聞いて 狼狽し、 慄 

え 上り、 ついに 面の 色 を 失って 早々 に 盆 塵 を ふるい、 

こそこそと 逃げ隠れて しまいました。 

以前から ここに 控えて いた 連中 は、 また グッと 引 

締 つた けれども、 よた 者 連の ように 逃げ隠れ はし ませ 


ん でした。 

お 角さん に 至って は、 以前い うが 如く、 天下の 形勢 

に 暗い から、 新撰 組で あろうと、 古強者で あろうと、 

そう 無暗に 捕って 食おうと はいうまい、 土方が 来よう 

と、 沖 田が 来ようと、 こっちの 知った ことじ やない と 

いう 腹が あるから、 左様に わるびれた 色 はなく、 とに 

かく 今日は 新撰 組へ 挨拶に 来た わけで はなく、 山 王様 

へお 参りに 来たの だから、 早く そちらの 方へ 罷り出る 

のが 至当の 礼儀 だと 思って、 お茶 代 も 相当に はずんで、 

「さあ、 行きましょう、 山 王様へ ぉ詣り をして、 さつ 

ぱリと 清めて いただきましょう、 今日は 厄日の よう だ 


から」 

こう 言って 一 行 を 促し 立てた 時分に、 新撰 組の 一 行 

しゅくしゅく 

十 余人が、 粛々 として この 茶店に 入って 来ました。 

最初 見た 時 は、 大将の 一 人が 十 余人 を 従えて、 馬で 

乗りつ けて 来たよう でした が、 今 は 馬 をば 多分 その 辺 

に 乗 捨てて置いて、 大将 も 同勢と 共に 徒歩に なって、 

粛々 とこ こまで 練って 来ました。 

「ゥ へへ、 土方 隊長 様」 

「これ は、 沖 田 先生」 

「永 倉 先生 —— 」 

お 角 以外の 居合わせ たもの は、 みな 土下座 をき つて 


しまいました。 

お 角 は、 特別に、 この 人た ちに 土下座 を きらな けれ 

ばなら ぬ 理由 を 発見し ません。 そうかといって、 人が 

おそ 

畏れ 敬う もの は、 相当に 会釈 をし なければ ならない と 

思いました から、 土下座 こそ きらないが、 相当に 畏れ 

敬う 素振り を 示して、 少々 出立 を 控えて おりました。 

おとり 

「どう だ、 年番 —— 来ない か、 あの 囵 をたず ねて 来る 

奴 はない か、 あれ を 取 戻そうと 騒ぐ 気色 は 見えない か」 

とたず ねたの は、 永 倉 新 八でした。 年番は 恐れ入って、 

「はい、 どなた 様 も …… まだ、 一向」 

「そうか、 今日で 三日になる、 もう 取片 づけて よろし 


い」 

「はい、 畏まりました」 

「このお 方が、 土方 先生 だ」 

と 言って、 隊長 を 指して 役々 に 永 倉 新 八が 紹介す ると、 

「ゥへ へへ へ」 

と 言って、 一同が 拝 伏してし まいました。 

新撰 組の 隊長、 鬼と いわれる 近 藤 勇が 片腕、 という 

より、 骨肉と いうべ き 土方 歳 三が 出向いて 来たの だ。 

一同が 恐れ入った うちに、 お 角さん が、 土方と は どん 

な 男 だか 見て やりたい！ 

やさがた 

おや、 思いの外 いい 男 だね え、 色が 白くて、 優形で、 


なかなか 好い 男 だ、 新撰 組と いうから、 鬼から お 釣 を 

取る ような 男ば つかり だと 思って いたのに、 ホンに 人 

は 見かけに よらない ものだねえ。 とお 角 は、 それと な 

く 横目で ジロリ と 見た が、 その 次に、 アツと 驚いて、 

また 見直して、 また 驚き 直しました。 

とし 

「まあまあ、 お前さん は、 歳 どん じ やない の、 歳 どん 

—— 間違ったら 御免なさい」 

今まで 物に 動じなかった お 角が、 その 時に なって、 

はじめて 取 乱して、 こういう 頓狂 声を立てた ものです 

から、 上下 内外、 みな 驚かされました。 


百 七十 九 

見慣れぬ 女の 声で、 新撰 組の 隊士 もみな 気色ばむ う 

ちに、 土方 は 篤と お 角さん を 見つめて、 

「は、 は、 は、 こり や あ 珍しい、 両国の 親方 じ やない 

ゝ I 

力」 

副将が こう 言った ものです から、 一 同が また 呆気に 

とられて しま つ ている と、 

「ほんと に、 お前さん、 歳 どんで したねえ、 みんなが 

また、 新撰 組、 新撰 組って、 鬼の 寄 合いで でも あるよ 

うに 騒ぐ もんだ から、 どんなに 荒武者が 来る かと ビク 


ビク もので いたんで すよ、 ところが お前さん は、 歳 ど 

んじ やない か、 お前さんが、 その 新撰 組？ しかも そ 

れが 隊長 様と は 驚き ましたよ、 夢じゃないだろう ねえ」 

とお 角さん が、 あたり かまわず 言っての けて、 なれな 

れ しく 土方 歳 三の 傍へ 近づいて 来る ものです から、 誰 

も 煙に 巻かれな いわけに は ゆかない のです。 それさえ 

あるに、 土方が、 また それ を 極めて 磊落に 扱って いる 

ことが、 とても 他人と は 思われない。 

「新撰 組 だって 鬼ば かりじ やない、 この 通り、 おとな 

しい 色男 揃いだ よ」 

土方 歳 三が 笑って 答えました。 


ここに 色男と 言った の は、 土方と して は、 いささか 

軽薄な 言い 廻し の感 がないで はない が、 事実上、 近 藤 

せいかん  つらだましい 

勇 は 精悍 そのものの 如き 面魂の 持主で は あるが、 副 

将の 土方 歳 三 は、 小柄で 色が 白く、 それに 当人 もなか 

なかお 洒落な ので、 見たところ 色男の 資格 は 充分で あ 

る。 のみで はない、 色男の 実証 を、 このお 角さん に 押 

えられて いる 筋が ある —— それ は それと して、 それに 

従う 問題の 小 太刀の 小 天狗、 沖 田 総 司に してから が、 

多病 才子の 面影 充分な のです から、 土方が お 角さん に 

向って、 新撰 組 は 色男 揃いだ とのろ けたの も、 理由が 

ないで はありません。 そこでお 角さん が、 


「ほんと に、 どうして 歳 どん、 お前の ような 色男が、 

新撰 組になん ぞ なった のです、 わからない もんです ね 

大」 

と 感歎して しまいました。 

ここで、 お 角さん は、 土方 歳 三 をつ かまえ、 歳 どん、 

はば 力 

歳 どんと、 頭から 浴せ かけて 憚らない。 

ところに よって は、 「どん」 という 言葉が、 同輩で も 

あり、 敬称になる 場合 も あるが、 関東で は 「どん」 称 

は 目下で なければ 使わない。 長 松 どんだ とか、 おさん 

どんだ とかいう 場合で なければ、 関東で は 「どん」 称 

語 を 用いない ことにな つてい る。 西郷 どんだ の、 東郷 


どんだ のと、 相当の 人傑に 対して、 断じて 「どん」 称 

を 用いる こと は 江戸に はない。 ところが、 お 角さん は 

土方 歳 三に 向って、 遠慮なく 「どん」 称号 を 乱発して 

いるし、 御 当人の 土方 そのものが、 また、 この 「どん」 

称号 を 甘受して、 あえて 悪い 面 をし ない。 

して みれば、 お 角さん の 眼から 見れば、 土方 歳 三 は、 

どうしても 同輩 以下の あしらい であり、 土方 は、 それ 

を そのままで 受取らなければ ならない 身分の 相違が あ 

おと だね 

る。 といって、 お 角さん そのものが、 頼 朝 公の 落し胤 

だとい う 系図 書 もな し、 何の 因縁で 土方 を どん 扱いに 

する の だか、 それ は 分らない が、 存外 寛大な 土方 は、 


お 角が 上方 見物の 途中と 聞いて、 

「では、 京都へ 来たら ぜひ 拙者のと ころへ 寄り 給え、 

とんしょ 

三条の 新撰 組の 屯所と 言えば 直ぐ わかる。 だが、 隊へ 

来て、 歳 どん、 歳 どん は 困る よ、 土方 先生と たずねて 

来い よ」 

「いやな 先生 —— あんま リ 弱い者い じめ をな さると、 

松 坂屋の 一 件 を 素つ ぱ 抜いて あげます よ」 

とお 角さん が 言いました。 

百 八十 


そうすると、 土方 歳 三が 丁と 頭 をう つて、 

ふるきず 

「いや、 どうも、 古創 を あばかれて は 困る よ」 

と 言います と、 お 角が、 

「向う 創です から 大丈夫で すよ」 

と 答えました。 

「あぶない もんだ、 お 手 柔らかに 願いたい」 

この 問答 を 見る と、 土方 歳 三が いよいよ 受身で ある _ 

よつ ぼ どこの 女親 方の ために 痛い ところ を 押えられて 

いるよう に 見える。 

しかし、 お 角 も 心得た ものです から、 それ 以上に は 

立 入って 冗談 を 言いませんでした。 以前の こと は 知 


らな いが、 今こう して 一代の 名士と なって いる 以上、 

愛嬌の 程度までの 心安立てな らいいが、 あんまり 深 入 

りして はいけ ない、 一 旦は 驚きの あまり、 打 解けて み 

て も、 物の 頭と なって いる 人に は、 立てる だけ は 立て 

て やらなければ 噓 だとい う 世間 学が、 お 角 を 急に しお 

らしい 女に して、 

「では、 今日は、 これから 山 王様へ 御 参詣 を 致します 

から、 これで 御免 蒙ります、 あんまり 思いがけな いと 

ころで お 珍しく お 行 会い 申しました ものです から、 つ 

いつい 失礼な 口 を 利いて しまいました、 取る に 足らな 

い、 たしな みのない 人間の ことです から、 御免下さい 


ませ。 では、 京へ 着きましたら 早速お 伺い させて いた 

だきます、 お 大切に」 

打って 返した ような 折り かがみ をして、 お 角さん が 

一行 を 引 連れて、 山 王様の 御門 前の 方へ と ゆらり ゆら 

リ 出かけて 行って しまいました。 

土方 一行 も、 それから 間もなく、 村 役人 を 先に 立て 

て、 例の 修羅場の 名残りの 場へ と 進発し、 そこで、 一 

応の 検分 をして から、 死体 を取片 づけ させて しまい ま 

したが、 ほどなく 馬に 乗って、 大津の 方へ と 急がせて 

行く 土方 歳 三 —— 沖 田 総 司が 一人つ いている。 

「土方 先生、 あれ は 何です、 あの 伝法肌の 女 は、 あれ 


は —— 」 

「ま、 ま、 ま」 

と、 土方が 高らかに 笑い、 

「松 坂屋の 一 件です か」 

と 沖 田から たずねられて、 土方が 笑いながら、 そうだ 

とも、 そうでない とも 言いません。 

そうだと も、 そうでない とも 言わな いのは、 つまり 

黙認の 形です。 

たずねて みれば、 この 連中と して はた あいのな いこ 

とでした。 

土方 歳 三が、 武州日 野 在から 出て、 上野の 松 坂屋へ 


で つ ちぼうこう 

丁稚奉公に 入れられ たの は、 十六 七の 頃で もあった ろ 

う。 歳 三 だから、 歳 どんとして 丁稚 をつ とめて いるう 

ちに、 その 女中の 一人と いい 仲に なって しまった。 

歳 三 は 右に 言う 如く、 小柄で、 色が 白く、 それにお 

しゃれ 

洒落と きている から、 女の 方が 夢中に なって、 とうと 

うお 腹が せり 出して しまった。 そこで、 もう 袖で も 隠 

せ なくなって、 切れる の 切れないの、 死ぬ の 生きる の、 

やい の やい のとい う 沙汰に なると、 さすが 後年の 新撰 

組の 豪傑 も、 生ける 空と てはなかった。 それ を 口 を 利 

さば 

いて やっと 捌 きをつけて やった のが、 男の 方で は 佐 藤 

はばきき 

という 土地の 幅 利、 女の 方で はこ こに 現われた 女 興行 


師 のお 角さん。 その 弱味 を 抑えられて いるから、 さす 

がの 豪傑 も いささか テレ ている。 こういうた あいない 

話 をしながら 二人 は、 湖面から 来る なごやかな 風に 面 

を 吹かせて、 大津の 方面に 向って 急がせて 行く。 なお 

残された 新撰 組の 隊士 は、 いったん 山 王 下に 留 つてい 

え い ざ ん 

たが、 徐々 に 敷 山へ 向っての ぼり はじめました。 

百 八十 一 

一方、 山 王様へ 参詣の 道す がら、 お 角 は 狐に つまま 

れ たような 感じが している。 


まなす 

新撰 組と いうから、 鬼 を 膾 で 食うよう な 豪傑ば か 

リ 集まって いるの かと 思って いると、 豈 図らん やその 

大将が、 歳 どんで あろうと は …… 

そもそも 歳 どんなる もの は、 江戸 近在の 田舎から 出 

て 来た 小僧 だと は 聞いて いたが、 その 身許なん ぞは、 

今日が 今日まで 少しも 聞いて はいなかった。 

わたしが 知って からの 歳 どん は、 上野 松 坂屋へ 丁稚 

奉公 をした 生意気で おしやらくな 歳 どんから はじまる。 

よく ある ことで、 女中と 出来合って 悶着が 起った の を、 

男の 方 は 何とかい う、 あっちの 堅気の 名主 様 かなに か 

が 出て、 あやまつ たし、 女の 方 はわた しが 頼まれて 口 


を 利いて あげた だけの 縁なん だが、 その 歳 どんが、 新 

撰 組の 頭に なって いようと は、 全く 夢に 夢を見る よ 

うだ。 兄貴が ェ ライの かも 知れない が、 当人 だって、 

馬鹿で は あの 役 はっと まるまい。 馬鹿 どころ か、 あの 

子 は あの 時分から、 目から 鼻へ 抜ける ような 子だった 

ねえ。 働き も あるだろう が、 行末が 思われる —— と、 

よけいな 心配 をして やった が、 あの 色男が 新撰 組の 頭 

になろうと は、 わたし も 思いがけなかった ねえ。 なに 

しろ、 いい 面に なった もの さ。 おかげで、 わたし もな 

ん だか 急に 肩身が広い ような 気になって しまった。 京 

都へ 行ったら、 ぜひ ひとつ、 訪ねて みる こと だね え、 


魔除けになる かも 知れない。 

魔除けと いえば、 お前さん、 いつのまにか、 あのい 

やがらせ の 三 びん やよ た 者の 姿が 見え なくなった。 笑 

わせ やがら あ、 わたしが 新撰 組の 頭と 近づき だと 知つ 

たもんだ から、 逃げたん だよ。 

う つ き 

お 角 も、 そこで、 今までの 鬱気が 晴れて、 いい 気持 

になり ました。 

それから 帰る までのお 角さん の 身辺に は、 不思議に 

例の いやがらせの 三 びん や、 よた 者が 近づきませんで 

した。 それ は、 お 角さん の 察しの 通り、 お 角が 新撰 組 

の 大将と なれなれしく 口 を 利いた ばかり か、 かえって、 


それ を 呑んで かかる のに、 新撰 組の 大将が 頭を搔 いて 

閉口 気味な の を、 物 蔭から 見て取った 三ぴん やよ た 者 

が、 面の 色 を 失った という わけであります。 

この 女 は、 新撰 組 を 一枚上に 行く、 途方もない 代物 

だと、 尾 を 捲いて 逃げた ものと 思われる。 

前に しばしば 言う が 如く、 お 角さん は 天下の 形勢に 

暗い し、 土方 歳 三に 就いても、 歳 どんの 変形で あると 

だけし か 知らない ために、 大胆で ありました。 

それからのお 角さん は、 全く 肩身の 広い 気持に なつ 

て、 山 王様へ も晴々 しく 参詣 をして 同行の 一座 をよ ろ 

こばせ、 さんざん によき ピクニック を 楽しんで、 そう 


して、 また、 唐 崎 浜に 待たせて あった 舟に 乗って、 大 

津へ 戻って 来ました。 

その 間、 全く 無事です。 三 びん、 よた 者、 ばくち 打、 

駄折 助の たぐい は、 影 も 形 も 見せ なくなりました。 

お 角さん としても、 新撰 組 は 大した 魔除け だと 考え 

ずに はおられません。 

宿へ 帰って 見る と、 留守中に 再三、 使の 者が あって、 

お帰りに なったら 早々 お 目に かかりたい とのこと。 

「誰だろう、 道 庵 先生 か 知ら」 

とお 角が 案じて、 その 置 手紙 を 読ませて みると、 

「おやおや、 こ れは 大変、 甲 州の 大旦那が おいでになつ 


たんだよ」 

甲 州の 大旦那と は、 お 銀 様の 父、 藤 原の 伊太 夫の こ 

とであります。 

百 八十 二 

宇治山 田の 米 友 は、 当人の 望みに 任せて、 弁 信 法師 

を ひとり 多景 島に 残して 置いて、 小舟 を もとの 長 浜へ 

向けて 漕ぎ 戻しました。 

その 帰る 路 すがら、 来 友 は、 世間に はずい ぶん 変つ 

た 小坊主 も あれば ある もの だと 思いました。 御 当人 自 


身が、 かなり 変った 人間で ある こと を 棚に 置いて、 弁 

信と いう ものの 存在が、 いかにも 奇妙に 感ぜられ てた 

まらない のです。 

ちくぶ じ ま 

しかし、 来 友が、 弁 信 を 竹 生 島へ 導こうと して、 誤つ 

て多景 島へ 漕ぎつ けて しまったの は、 もともと 一片の 

義侠心と いったよ うな ものからの 出発で、 本来の 目的 

でも、 予定の 行動で もありませんでした。 

この 男、 本来の 道程と して は、 道 庵 先生のお 供 兼用 

心棒と して、 江戸から 中 仙 道 を 木 曾に とって、 上方の 

ぼり をして、 ここまで 来たと いうの が 本筋な ので あり 

ました。 それが 関ヶ原まで 来て、 お 銀 様の ために 無心 


のつ ぴき 

され、 道 庵 先生 も 退 引なら ず、 この 唯一無二の 用心棒 

を 割愛して、 お 銀 様の 所望に 任せた という 次第です が、 

道 庵 先生と しても、 来 友 を 失う と 同時に、 お 角さん を 

得まして、 お 角 親方 一行と、 これから 上方 筋 を 同行す 

る ことにして、 お 角 は 上の 如く 大津に 宿って、 わざ わ 

ざ 八景め ぐり をしながら、 胆吹 山へ 紛れ こんだ 道 庵 先 

きた 

生の 来り 会す るの を 待ち受け ている という 次第です。 

そこで、 来 友 は 当分、 お 銀 様の 胆吹 王国に いて、 そ 

の 事業の 一 部分 を 助ける、 という 役 廻りから、 長 浜へ 

下りて 来た こと もこれ で 二度目です。 最初の 時 は、 新 

植民地に 要する 生活 要 品 を 買い ととのえる 荷駄の 宰領 


として 頼まれて、 明るく 長 浜へ 下りて 来ました。 

今度の は、 それと 違って、 一夜、 机 竜 之 助の、 セン 

みとが 

ト- エルモの 火に 送られて 出動す るの を 見咎めて、 そ 

の あと を 追って、 とうとう、 長 浜の 町の 夜の 街にまで 

下りて しまった のであります。 

然るに、 その 夜 は 夜もすがら、 ついに たずねる 幻影 

のま ぼろし を 発見す る こと はでき ないで、 街頭の 彷徨 

に 一夜 を 明かして しまい ましたが、 その 足つ いでに 

飄 々とこの 湖畔の 城址まで 来て みると、 疲労 も 感じ、 

睡眠 慾 も 出て 来て、 途端に 古 城址の 石と 石との 間に、 

ほどよき ね ぐら を 発見し、 もぐり 込んで 身 を 横たえ、 


ぐっすりと 甘 睡の夢 を 貪って いた。 ところへ、 同じ 

く 胆吹山 を 下りて 来た 弁 信 法師に 嗅ぎつ けられて、 そ 

こで 二人の 会見と なり、 ついに この 盲 法師の ために 義 

俠心を 発して、 その 多年の 宿願で あると ころの、 竹 生 

島詣 での 舟 を 出して やった の はいいが、 思い も かけぬ 

無人島に 送り込んで しまった。 ところが、 当の 相手 は、 

結句 その 無人島に 送りつ けられた こと を 幸福な りと 感 

じて、 そこに 一人、 永久にと どまる と 頑張 リ出 してし 

まって、 テコ でも 動かない。 

「世の中に は、 変な 坊主 も あれば ある もの だ、 人間 は 

なるべく 賑やかな ところへ、 便利の いいと ころへ と iH 


みたがる のに、 あのお 喋 り 坊主 は、 目 も 見えね えく せ 

に、 あんな 離れ島で、 たった 一人で 暮 そうとい うんだ 

から、 て えげ え 押しが 太い や」 

全く、 弁 信が あの 島へ 納まる と 決心した 勢い は、 来 

友の 力 を 以てしても、 手が つけられなかった と 見る よ 

り ほ 力 はな レ 

来 友 は、 ひとり 弁 信 を 残した 多景 島の 方 を 見返り 見 

返りしながら、 無事に 以前 小舟 を 出発 させた ところの、 

古 城址の 臨 湖の 岸まで 漕ぎ 戻って まいりました。 

百 八十 三 


さお  あし 

小舟が 岸に 近づく と、 来 友 は 棹 を 返して、 蘆の 生い 

茂った 一道の 水路の 中へ、 舟 を 漕ぎ 入れて しまい まし 

た。 

これ は、 古 城址と しての、 この 臨 湖の 一 廓に、 昔の 

くるわ ぼリ  なご  ろい 

廓壕 の 名残りで も あるが、 水の 湾入して、 蘆 葦の 生い 

かぶ さって、 その 間に、 面白い 形 をした 松が 所々 にう 

あし わけお ぶね 

ねって いる、 その 間 を、 蘆 分 小舟の 画面に なって、 来 

友が 漕いで 行く の は、 おのずから 一 定の 針路が あるに 

相違ありません。 

もとより、 米 友 自身が、 一隻の 小舟 を も 所有して い 


る はず はない から、 どこから か 借 受けて 出発した もの 

に 相違ない。 すでに 借 受けて 出発した ものと すれば、 

使用の 済み 次第、 その 本来の 所有 主に 返却し なければ 

ならない。 そこで、 この 律義 一遍の 生一本な 野人 は、 

当然 その 義務 を果 すべく 舟 を 漕ぎ 戻し 行く ものに 相違 

ない のです。 しかし、 それ だとして は少々 水先が 変で 

ある。 舟 を 貸す ような ところ は、 あちらの 臨 湖の 岸で 

あって、 この 廓壕 のよう なと ころ を 漕いで 行けば、 当 

然、 廃墟の 行き どまり へ 着いて しまう。 その 辺に、 貸 

舟 業者の 河岸が あろうと は 思われない。 

しかし、 来 友 は、 遠慮会釈 なく、 その 廓壕の 中の 蘆 


間へ 舟 を 操って 行き ましたが、 暫くあって、 

「あつ！」 

と 言って 舌 を 捲いて、 棹 をと どめて 小舟の 中に 立ちつ 

きりに なって、 その 円い 目 を クル クルと 驚異 させ まし 

た。 

おび 

物に 怯えない この 男 も、 驚く こと は あるので す。 驚 

くと いうの は、 予期し、 或いは 予想して いた ことより、 

相当、 或いは 全然 意外な 事体が 展開され た 時に 起る 人 

間の 感情な のです から、 来 友が、 「あつ！」 と 言って、 

眼 をみ はって、 突立って しまった からに は、 その 見つ 

めた 方向に 於て、 全く 予想 も 予期 もしなかった 或る 現 


象が 現われた からな のでしょう。 鬼で も 出た か、 蛇で 

も 出た か。 いや、 そんな はず はない。 本来、 琵琶湖の 

湖 辺 は 決して 猛獣 地帯で はない こと は、 前に も 述べた 

通りで、 いかに 古 城址の 廃墟の あと を 訪ねた からと て、 

ジャングルの 王者が 現われて 来る ような 憂い はない の 

です。 

米 友が 「あつ！」 と 舌 を 捲いた の は、 存外 平凡な 光 

景 なので、 この 堀の 湾入の 行き どまる ところに、 ふり、 

形の 面白い 一 幹の 松が あって、 その 下に 人間が 一 人い 

たからです。 その 人間 とても、 松の木に ブラ 下がって、 

足を宙 にして いたわけ でもなん でもない。 その 幹のと 


ころに うずくまって、 悠然として 釣 を 垂れて いる 人が 

一 人あった だけです。 

木の下に 人が 一人 うずくまって、 水の 中へ 釣 を 垂れ 

ている という 光景 は、 どう 見直した とて、 しかく 仰山 

に 「あつ！」 と 言って 舌 を 捲いて、 驚かねば ならぬ ほ 

どの 現象で はない のです。 むしろ、 極めて 平和な 別 天 

地の、 ゆうゆうたる 光景で なければ ならぬ。 それ を、 

米 友 ほどの 豪傑が、 水 馴棹を 取 落さぬ ばかりに 驚いて、 

「あつ！」 と 舌 を 捲 かしめ た 先方の 人影と いう もの は、 

よく 見る 尾羽 打枯 した 浪人 姿で、 編 笠 を かぶって 謡 を 

ばいぼく  ごう リき 

うたったり、 売卜 をしたり して 露命 を 行人の 合力に 


よって 繫 ぎつつ、 また 来ん 春 を 待つ といった 在来の 型 

の 浪人 姿が、 了  心に 釣 を 垂れて いる だけの 平凡な 光景 

でありました。 

百 八十 四 

米 友 は 仰山な 驚き 方 をした けれども、 その 理由 はわ 

からない にしても、 よし 敵 を 見た からといって、 その 

まま 退 倒す るよう な 男で はない。 

たち ま さお 

忽 ち 棹 を 取 直して、 真 一 文字に、 その 釣す る 浪人の 

方へ 向つ て 漕ぎよ せて 行きました。 


そうすると、 先方 も、 はじめて 気がつい たと 見えて ■ 

編 笠 を かたげて、 こなた を 見ました。 こなたの 驚いた 

のに 比較して、 先方 ははな はだ 悠長な もので ありまし 

た。 

一 旦、 編 笠 を かたげて こちら を 見た が、 やがて、 も 

すいりん ざん まい 

との 通りに 面 を 伏せて、 無心な 垂綸 三昧の 境地 を 取 戻 

している 様子です。 

そこで 来 友 は、 程近い ところへ 漕ぎ 寄せる と共に、 

いっち かばつ ちか、 舟から 飛び 上って、 そうして、 何 

は ともあれ、 まっしぐらに 右の 垂綸の 浪人の 座元まで 

走せ つけて 行った ものです。 


それ は、 釣魚 三昧に 耽る 境地の 人に とって は、 かな 

リ 迷惑な ことであった でしよう。 釣 は 釣る 人の 心を統 

一 すると 共に、 釣られる 魚の 心 を 集中し なければ なら 

ぬ。 せっかくの ところ を、 こう どたばたと 駆けつけら 

れて は、 釣る 人の 迷惑 察する に 余り あるが、 その 人 は、 

極めて 寛大に、 来 友の 走りつ ける の を 待って いる。 

「済まね え、 どうも 済まね えが、 お前さんが 留守 だつ 

たもんだ から、 つい、 な、 つい、 黙って、 あの 舟 を 借 

りち まったん だよ」 

くだん  む ぞ う さ 

頭 ごな しに 陳弁 を 試みた 米 友。 件の 浪士は 無雑 作 

うなず 

に 頷 いて、 


「大抵、 君だろう と 思って いたよ」 

「うむ」 

「どこへ 行った の だ、 その 舟で」 

「竹 生 島まで 行こうと 思った が、 つい、 道 を 間違えて 

ね、 なんだか、 名 も 知らね え、 ちつ ぼけな 島へ 着い ち 

まったん だ」 

「はは あ、 この辺で ちつ ぼけな 島と いうと、 沖の 石で 

はなし、 多分、 竹 島だろう。 そんなと ころへ 何し に 行つ 

たんだ」 

「長年の 心願で、 竹 生 島の 弁天 様へ 琵琶 を 納めて えと、 

こういう 人が あつたから、 それが、 病身で、 盲目なん 


だ、 そこで、 おいらが、 ひとつ その 舟 を 頼まれて やり 

てえ という 気持に なつたん だが、 舟 はなし、 銭 はなし 

…：- J 

「うむ、 うむ」 

「そこで、 ふと 考えつい たの は、 この間、 お前さんが、 

ここで、 小舟の 上で 釣 をして おいでな すった ね、 今日 

もまた、 いるか も 知れね えと 思って、 いたら ひとつ 頼 

んで、 その 舟 を 貸しても らいて えと、 こう 思って 飛ん 

で 来て 見る とな、 人 はいね え けれど、 舟 は ある、 大き 

な 声 をして お前さん を 呼んで みたが 返事が ねえ、 暫く 

待って いてみ たが、 音沙汰が ねえから、 黙って あの 舟 


を 借りち や つ た」 

「うむ、 よしよ し、 それでよ し」 

おうよう うなず 

浪人 は 鷹揚に 肯 いての みいる。 これで、 来 友の 小 

舟の 出 所が わかった のみ か、 その 持主の 諒解 を も 得た 

ことになる。 そこで、 彼 は 引返そう とすると、 浪人が 

待てと 言いました。 

「まあ、 君、 少し 待ち 給え、 一 緒に 帰ろう」 

一緒に 帰ろう にも 帰るまい にも、 おいら もこの 人の 

帰り 先が わからね えが、 この 人 もお いらの 行く先 を 

知つ ちゃ あいまい。 変な こと だと 思った が、 それでも 

米 友 は、 そう 言われる と 無下に 振 切る わけに も ゆかな 


V 

おもむろに 釣道具 を片 づけて いる 浪人の 左右 を 見る 

むしろ 

と、 蓆の 上に 何 か 黄表紙が 四 五 冊、 散乱して いる。 

百 八十 五 

「君 は、 あの、 なんだろう、 このごろ、 胆吹 山の 

かみ ひらや かた 

上 平 館 へ 出来た 組合の 中に いる 一 人だろう」 

と 浪人から 問い かけられて、 来 友が、 少し 眼 をむ いて、 

「そうだ、 それ を、 お前 はどうして 知っている」 

「それ はわ かる」 


「どうして、 わかる」 

「そり やわ かるよ、 言語 挙動で、 この 土地に 居つ いて 

いる 人 か、 新来の 人 か、 誰 だって わかる」 

「ふむ —— 」 

ここに もまた 勘の いい 奴が 一 人い る！ 

この 浪人と は、 数日 前、 ここの 岸で 釣 をして いると 

ころ を、 偶然 立ち話 をした ばっかり なのに、 自分が い 

ま胆吹 王国に いる こと を 先刻 承知で いるら しい。 それ 

のみ か、 ああい つたよう な 事情 やむ を 得ず、 この 小舟 

を 無断 借用した、 それ を もちや あんと 先刻 心得て いる _ 

なにもかも 心得て いながら、 黙って いる、 なんとなく 


解せない 浪人 だ、 という 感じ を 米 友が ようやく 深く し 

ました。 

さて、 右の 浪人 は、 一切 をと り 纏めて 立ち上つ たが、 

その 立ち上 つて 二 三 歩 あるき 出した 形 を 見て 来 友が、 

思わず また 頭 を ひねった の は、 実は 今まで、 この 人が 

座 を 構えて、 釣 を 試みて いる 形ば つかり を 見て いたの 

だが、 こうして 歩き 出した ところ を 見る と、 どうも、 

別に、 たしかに どこかで 立ち姿 を 見た 覚えが ある。 た 

しかに 覚えが あるが、 今 それが ちょっと 思い出せ ねえ。 

米 友と して は、 この 変な 人が どこへ 帰る の だか、 そ 

れは 一向に わからな いが、 どのみ ち、 あとへ 戻れば 湖 


の 中へ 入って しまう の だから、 畢竟、 長 浜の 町の 方へ 

帰る ものに 相違ない。 自分と して は、 さし 当り どこへ 

という 当て はない ような もの だが、 まだ、 このまま 胆 

吹へ 引上げる 気に はなって いない。 それと いうの は、 

昨晩 自分が 胆 吹から 飛び出して 来た 目的と いう ものが、 

まだ 全く 果 されて いない からだ。 その 目的と いうの は、 

例の セント. エルモの 火に 送られて、 たしかに この 長 

浜の 町へ 入り込んで いる 怪物。 それから、 繊々 たる 

あおう  やかた 

鸦黄を のぞみながら、 ふらり ふらりと 館 を 浮かれ 出 

して、 これ もた しかに この 長 浜の 町の いずれ かに 没入 

している に 相違ない ところの、 お 銀 様と いう 暴 女王の 


いどころ を 突 留めて 帰らなければ ならない。 

少なくとも、 今晩もう ー晚 は、 この 長 浜の 町の 夜 を、 

あさ 

夜もすがら 漁って みなければ 胆 吹に 帰れない、 という 

目的 を 米 友 は、 ひそかに 胸に 秘めて いるもの ですから、 

いずれ 一応 はこの 浪人の 勧誘に 応じて、 あると ころ ま 

ではつ いて 行き、 それから 先 は 臨機応変に ごまかして 

しまおう  と い つたよう な はらで つ い て 行きました。 

釣竿 を かついで、 すつ くす つくと 先に 立って 行く 浪 

はな は 

人の 背丈 は、 普通より は 甚だ 高い。 ちょっと 

青嵐 居士と でも 言いそう な 恰好 をして いる。 それに 無 

言で 附随した 来 友と いう 男 は、 小さくて まんまるい。 


道 庵 先生のお ともとしての 来 友 も、 先生の 長身に 加う 

るに、 自分の 短軀を 以てして いるから、 いつも こうい 

う 取合せ に は 慣れて いるが、 今日の は 浪人が 長い 釣竿 

を かついで いるのに、 来 友 は、 短い 例の 杖 槍 を 肩に し 

おおび とじま 

て、 ひょこひょこ とついて 行く の だから、 大人 島と 

こび とじま 

小人 島と で 調練の 競争で もしながら 歩く ようで、 よそ 

目に はずい ぶんお かしい が、 米 友 当人 はお かしい とも 

なんとも 思わない。 

百 八十 六 


いったい この 浪人が、 どういう 人で、 どこへ 帰る の 

だか 知らないが、 来 友と して は、 上の ように 腹を据え 

て、 浪人が 引 廻す ように 引 廻され て 行きました。 

そのうちに、 来 友が、 はじめて 思いついた ことがあ 

リ ます 

そうだ、 そうだ、 思い出す ほど 遠い 距離で も 時間で 

もない の だ。 つい 数日 前、 自分が 胆吹 山から この 長 浜 

の 町へ 買物の 宰領に よこされた ことがある、 その 時の 

帰る さであった、 途中、 &田治 部 少輔三 成の 故郷と い 

うと ころで 異変に でくわした。 

幕府の 代官の 検地と いうの があって、 それと 土地の 


者と が 衝突して、 その 巻添え を 喰った ために、 米 友の 

連れて来た 馬が 逸走して、 それ を 来 友が 追い かけて、 

つ いに 姉 川の 古戦場の 川原まで 行って しまった ことが 

ある。 その 川原の 真中まで 馬 を 追い込んで 見る と、 そ 

の 両岸に 群集が 群がって 殺気 を 立てて いる。 おいらと 

馬 をお どかす にして は、 あまり 仰山な と 思って いたら ■ 

両岸の 百姓た ちが 水争い をす るので あった。 両岸の 村 

民が 水口 を 争って、 あわや 血の 雨 を 降らそう という 時 

に、 水門の 上へ 悠々 と 身 を 現わして、 仲裁 を 試みた 上 

に、 双方の 代表 を 引 具して 引上げた 編 笠の 浪人が 一 人 

あつたの だ。 


あの人 だ、 あの人が 、つまり この 人な の だ。 そう 思つ 

て 見れば、 いよいよ 背 恰好が そっくり である。 それに 

相違ない、 と 米 友 は 見込んで しまったが、 さて、 あれ 

から、 あの 納まり はどうな つたの だ。 まるで 戦争で も 

はじまり そうだつ たが、 それでも 無事に 済んだら しい 

の は 結構 だが、 その 納まり をつ けた この 人が、 ここで 

は あんまり 暢気 過ぎる というよ うな 感じ もして、 とに 

かく、 変な 人 だと 思いつつ あと をつ いて、 宇治山 田の 

来 友 は ほどなく、 と ある 一 種 異様な 門構えの 前まで 来 

ました。 

その 門と いうの が、 さして 大きな 門で はない が、 そ 


の 構造が 全く 変って いる。 室町 時代に 於て 見る 四 脚 門 

のよう な 形 をして、 古色 もたいて いそれ に 叶って いる 

から、 好古 癖のある お 銀 様で も 来て 見れば 案外の 掘 出 

物 を 見つける かも 知れない が、 米 友に は、 少し 変った 

門 だな と 思った だけの ものでした。 

導いて 来た 釣竿の 浪人 は、 この 門から 入って 行く と、 

中 は、 ささやかな 庵 寺です。 

「これで も、 お 寺 だな」 

と 来 友が 思いました。 その 庵 寺の 一方の 庫裡 というよ 

うなと ころへ 来る と、 浪人が、 無雑 作に 隣の 家へ 言葉 

を かけました、 


「帰りました」 

「お帰りなさい まし」 

隣家から 老婆の 返事です。 そこで、 庵 寺の 庫裡 のよ 

うなと ころ を 開いて、 浪人が 中へ 入った ものです から、 

来 友 も 続いて 入る。 

室内 は、 存外 凝った 茶室 まがいに 出来て いる。 続く 

座敷が 狭い ようで 存外 広い。 

それから 二人 は、 小炉を 囲んで、 浪人が 釣って 来た 

湖 魚 を 炙りに かかりました。 

「君 も 働き 給え、 これで 晚 飯の 御馳走 をして 上げる」 

湖 魚 を 串に さして、 炉 火で 米 友に 炙らせる ので あり 


ます。 

これによ つて 見る と、 右の 浪人 は、 この 庵 寺の 一部 

ずまい 

に、 一人 住居 をして いるもの なること がよく わかる。 

妻子 は 別のと ころに あるの だか、 ど うだかわ からない 

が、 とにかく、 今 はこうして 一人 住居 をして いて、 よ 

く 釣に 出かける、 釣の 留守 は、 隣家のお 婆さんに 頼ん 

で 置く の だ。 貧乏 こそして いるが、 かなり 暢気な 住居 

だな と 思わずに はいられません。 

百 八十 七 


米 友に 湖 魚 を 炙らせながら、 浪人 は 一 尾の かな リ大 

きな 魚 を、 ビク から 摑み 出して、 来 友の 前に 示して 言 

いました、 

「君、 見 給え、 琵琶湖に は、 こういう 魚が いるんだ ぜ」 

「や あ！」 

来 友 は、 眼 をみ はって、 その 魚 を 見つめました。 と 

いっても、 米 友 はそう 魚類に 就いての 知識 を 持って い 

ない。 鹹水 産と 淡水 産の 区別ぐ らい はわ かるだろう が、 

琵琶の 湖に はどうい う 種類が 特産で あるか、 そのこと 

は 知らないが、 いま 眼の 前へ 見せつ けられた 魚 を 見る 

と、 どうも、 一種 奇怪の 感じが しないで はない。 


それ は、 鯉で はなく、 鮒で も、 ハヤで もない こと は 

一 見して 明らかで ある。 長さ は 一 尺ば かり あるが、 全 

身の 鱗が、 さながら 蛇の ようで、 一 見、 人 をゾッ とさ 

せる もの は ある。 

「君 は 知るまい、 これ は カム ルチ という 魚なん だ、 怖 

るべき 奴 だ。 何故に こいつが 怖ろ しいかと いえば、 第 

一 、こいつ は、 他の 良 魚より はすば らしい 蕃殖 力 を 持つ 

ている こと だ。 蕃殖 力と いうの は、 卵 を 産んで、 その 

仲間 を 殖やす 力 だ。 こいつが すばらしい 蕃殖 力 を 持つ 

ている 上に、 見る 通り 獰猛な 奴で、 他の 魚類 を 手 あた 

り —— ではない 口当り 次第に 食い荒す の だ。 この 通り 


鋭い 歯で、 単に 食い荒す だけなら いいが、 こいつが 殖 

える と、 他の 魚類と いう 魚類 を 食い つくして しまう の 

だ、 つまり、 他の 魚類 を 根絶やし にして しまう の だ。 

なんと、 魚類に とって これより 怖るべき 奴 はない と 同 

様、 漁 をして 生活 をして いる 人間 共に とって は、 また 

このく らい 害 をな す 奴 もない もの だ。 また、 この 口中 

の 歯並み を 見 給え、 細かい けれど、 この 鋭い こと を 見 

給え、 こいつで もって、 あらゆる 魚類 を 歯に かける の 

だ。 そうして、 こいつ は、 生意気に、 時々 水面から 口 

を 出して 空気 を 吸って、 鯨の 真似 をす る、 かと 思えば、 

とうか い 

泥の 中に 深く 身 を 隠して、 韜晦す る 横着 も 心得て いる。 


今日 もちよう ど、 拙者が 釣 をして いると ころの 水面へ. 

変に 妙な 奴が 浮き出した、 すつ ぼん かなと 思って 手 網 

を 入れて すくい 取って 見る と、 意外に も、 こいつ だ I 

I どこから 入って 来た か、 こいつに 出られた 日に は、 

魚族より は 漁師の 生活 問題 だ」 

と 言いながら、 再応、 米 友の 眼前に 突きつ けた もので 

す 力ら、 

「ふむ、 エラ ィ奴 だな ァ」 

「ある 意味から 言えば ェ ライに はェ ライ 奴 だよ、 こい 

つが 威力 を 振う と、 日本一 の大 湖の 魚族が 根絶す る！」 

「うむ」 


「今、 京都に 新撰 組と いうの が あるが、 それが、 この 

カム ルチの 存在と よく 似て いる、 いや、 新撰 組の 存在 

は 時勢の 必要 上、 必ずしも 悪 魚の 存在と は 言え ま いが 

な、 あれな ど はま だ 正直な 方 だが、 世間に は、 相当の 

合法的 機構 を 備えながら、 カム ルチの 所業 をな して、 

世の 良風美俗 を 害し、 自由の 名で 横暴 を 行って いる 奴 

が ある、 そいつら の 害悪た る や カム ルチ 以上で ある、 

たとえば …… 」 

来 友に は、 この 浪人の かこつけて 言う ことが よく わ 

からない。 新撰 組の 存在 も、 それ以上の 何とか も、 お 

角さん 同様、 米 友の 耳に は 入らない が、 ただ、 


「うむ、 人間の 中に も、 こういう 奴が いるよ、 こうい 

う 奴が …… 」 

と 言って、 ひと リ呑 込み をし ました。 

その 時、 寺の 玄関の 方で、 人のお となうよ うな 声が 

しました けれど、 二人 は 話に 油が 乗って、 それに は 気 

が つきませんでした。 

百 八十 八 

玄関に おとなう 声が あったら しいの を、 二人 は 炉辺 

の 話の 興に のって、 それに は トンと 気がつかず、 「人間 


の 中に もこう いう 奴が いるよ、 こういう 奴が …… 」 と 

言 つた 米 友の 思い入れ を、 青嵐 は 我が 意 を 得たり とば 

かり 受取って (この 浪人の 名 を 暫く 仮り に 青嵐と 呼ん 

で 置く)、 

「うむ、 その 通り だ、 悪い 奴が はびこる と 迷惑 をす る 

の は 善い 奴 だ、 いったい、 悪い 奴と いう もの は 征伐 さ 

れる ために この 世に 存在して いるものなん だが、 善い 

奴 は 得て 事を好みたがら ないから、 それで 隠れたがる、 

そうなる と、 悪い 奴 はいよ いよい い 気になって、 増長 

膨扈 する、 人間ば かりじ やない、 金銭に 於ても そうだ、 

悪貨 は 良貨 を 駆逐す と いって …… 」 


青嵐 居士 は、 ここまで 論じ かけた が、 これ は 相手に 

と つ て 少し 理窟つ ぼい と 思い直し たと 見え、 怪 魚をビ 

ク にしまい 込んで、 

「明日に なったら、 早速 ひとつ 漁師 共に 話して、 こい 

つの 退治に とりかからせる こと だ。 それ は それと して 

君に 夕飯 を 御馳走し てあげる から、 君 も 働き 給え」 

こうして、 青嵐 は 手 を 洗いに 行き、 来 友 も それぞれ 

夕餉の 仕度の 手伝いに とりかか りました が、 生活ぶ り 

が 単純で ある だけに、 あんまり 手数 も かからず、 釣り 

上げた 新鮮なる 湖 魚 を 主 菜に して、 一 一人の 会食が はじ 

まりました。 


米 友 も 辞退し ないで、 よばれて いると、 ゆっくりと 

食事 をしながら、 青嵐 は 来 友に 向って、 

「君、 君の いる あの 胆 吹の 開墾地 だが な あ、 あそこの 

王様 は 女 だとい う 話 じ やない か、 女に して は なかなか 

野心家 だね え」 

「ああ、 女 だよ、 お 銀 様と いって、 甲 州 第 一番の 金 持 

の 娘が 大将で、 もくろんで いる 仕事なん だ」 

「そうか、 珍しい 人 だ、 拙者 も 一度、 その 女主 人様に 

会って おきたい もの だと 思って いる」 

「駄目 だよ」 

「どうして I 


はれもの 

「なかなか 気 むずかし 屋 でな あ、 みんなが 腫物に さわ 

るよう にして いる …… だが、 おいらなん ざ あ、 怖く も 

なんとも ねえ や、 おいらが 見たん じゃあ、 只の 女の人 

だよ」 

来 友 は、 御飯 を 食いながら、 こう 答えて、 昂然と し 

て 何 か 多少の 得意気な 色 を 浮ばせました。 

つまり、 胆吹 王国の 女王なる もの は、 無類の 専制 女 

王で ある。 多くの 人が ビク ビクと 恐れて いるが、 こち 

とら だけ は 怖く もなん とも 思つ ちゃい ねえ。 女王 様 も 

また、 おいらに 対して は 相当 隔てな く附 合って くれる _ 

何が 故に 人が あの 女王 を 気に 病む のか わからな いでい 


る その 自慢が、 少しば かり 現われた のです。 青嵐 も 

うなず 

頷 いて、 

「そうだろう、 気 むずかしい といって、 わからずやで 

は、 あれ だけの もくろみ は 出来ない、 会って 話 を すれ 

ば、 ド コかェ ライと ころが わかる に 相違ない」 

「では、 一 べん 会って みな、 おいらが そう 言えば、 あ 

のお 嬢 様 は 会う」 

「こっちへ は 来ない かね —— そのお 嬢 様 を、 長 浜 見物 

に 引っぱり 出して 来る わけに はいかな いかね」 

「それ だ —— もうこつ ちへ 来て いる、 そいつ をお いら 

は あと をつ けて 来たんだ —— お 銀 様 あ、 いま 長 浜に 来 


ている が、 そのい どころ がわから ねえ」 

その 時、 玄関で またお となう 声が しました の を、 今 

せいらん 

度 は、 はっきりと 聞きと つて、 青嵐が、 

「誰か 来て いるな」 

百 八十 九 

誰か 庵 寺の 玄関に 来て いる こと を 気取った けれど、 

青嵐 は 承知しながら 聞 流しに している。 来 友が かえつ 

て 落着かない 気持で、 

「じゃあ、 おいら は、 これで 帰る よ、 どうも 御馳走 さ 


ま」 

と 言って、 立ち かけました。 その 時分に、 もう 食事 は 

済んで いたのです。 

そうすると、 青嵐が、 それ を 押しと どめる ようにし 

て、 

「まあ、 いい じ やない か、 ゆっくりして 行き給えよ」 

「ゆっくりして いると、 日が 暮れら あ」 

「日が 暮れたら、 泊って 行き給え」 

「そうしち や いられね えんだ よ、 おいら はこれ から 人 

を 探さな くち や あなら ねえ」 

「誰 を？」 


「そのお 銀 様と いう 人と、 それから …… もう 一人の 人 

間 を、 今晩は 夜通し かかっても 探して 帰らな くち や あ 

ならね え」 

「それ は、 よした 方が いい ぞ、 君」 

「どうして」 

「どうして たって、 夜 は 危険 だよ、 夜歩き をす るの は 

あぶない」 

「あぶね え ことがある もんか」 

と 来 友が 眩 いて、 よけいな お節介 を 言う 人 だとい う 

眼 を 以て 見る。 それ を おだやかに、 

「いや、 このごろ は、 この 静かな 湖畔の 町に も、 相当 


に 殺気が 立って いるから、 夜歩き はやめた 方が いい。 

君 も 知って るだろう、 このごろ、 江戸の 老中と いって 

権勢の すばらし いお 役所から、 役人が 出張って、 土地 

の 検査 をして 歩いて いるの だ」 

「うむ」 

「その 検査 ぶ りが 不公平 だとい うんで、 人民が 動揺し 

ている」 

「うむ」 

「それから 君、 姉 川の 方面で は、 水争いが はじまって 

いるの だ、 百姓た ちが、 おのおの 自分の 田へ 水が 引き 

たいとい つ て、 血の 雨 を 降らさん ばかりに 騒いで いる」 


「それ は 知って る」 

「それから また、 この 土地に 絹の 会所が あって、 そこ 

の 頭株に 大金 持が いて、 そいつが 横暴 だとい つて、 恨 

んで火 をつ けようと する 奴が 潜入して いる」 

「え、 火 放け が 来て いるの か」 

「そうだ、 だから、 今晚 あたり、 焼 討ちがない とはい 

われない」 

「焼 討ちが かい」 

「うむ、 火事が あるか も 知れない。 そんなよう なわけ 

で、 他国の 者に はわ かるまい が、 この 長 浜の 町 は、 外 

見の 穏か なわり に、 内部に 殺気が 籠って いると いう わ 


けだから、 うっかり 夜なん ぞ 出歩く の は あぶない とい 

うの だ。 よって、 君 は今晚 素直に ここへ 泊る か、 そう 

でなければ、 長 浜の 町へ 出ないで、 ほかの 道 を 通って 

胆吹 へ 帰るなら 帰り 給え」 

青嵐の 言つ て くれる こと は穏 かで、 そうして 親切で 

す。 だが、 どうも 来 友の 頭に は、 それほどに 響かない 

ものが ある。 

「せっかく だが、 そう 聞いて みると、 いよいよ こうし 

ちゃ いられね え、 おいら は 出かける よ」 

と 言って、 つと 立ち上って、 杖 槍に 手 を かけた 気勢、 

とどむ ベ くもなし と 見た ものです から、 


「じゃあ、 大事に して 行き給え、 近いう ち 拙者 は 君た 

ちの 胆吹 王国 をたず ねて みるよ」 

「ああ、 いつでも 来な よ」 

と 言い捨てて、 来 友 は 早く もこの 庫裡を 飛び出し てし 

まいました。 

百 九十 

来 友の あわただし さ を、 微笑しながら 見送った 青嵐 

は、 炉 前に 戻って、 暫く 茫然と 炭 を 見つめて おり まし 

た。 


どうした もの か、 さいぜん 再三、 庵 寺の 玄関の 方で 

呼びかけた 声 は、 もう 聞え ません。 さて は、 呼び あぐ 

んで、 立 帰って しまったと 見える。 

日が たそがれる。 

暫く 炉炭を 見つめて いた 青嵐 は、 やがて 行 燈を引 寄 

せて 火 を 入れた のです が、 その 火影 を また 暫く ぼん や 

りと ながめて いたが、 近所 隣り は 静かな ものです。 

日 はと つ ぷリと 暮れた。 

これから、 秋の 長夜が たのしめる。 昼 は 釣 をた のし 

み、 夜 は燈に 向って 書 を 読む の 快。 それ を 存分にたん 

のうすべく 戸褅リ をす る 前に、 青 3 風 は 外へ 出ました。 


外 は 暗い けれども 宵の口 だから、 もちろん、 提灯、 力 

ン テラが なくと も 歩け る。 庭下駄 を カラ コ 口と 穿いて 

中庭 をめ ぐり、 庵 寺の 方へ と 歩き 出した の は、 とに か 

く、 これから 秋 夜 読書の 快味 を 満喫 せんがた めに、 一 

通り 境内の 垣 を 見守って おかなければ ならぬ。 かなり 

に 広い 庭 内の そぞろ歩き を はじめて、 やがて、 裏手 か 

ら 寺の 門 内 を 一通り 見め ぐり、 玄関の 近くまで 来て み 

ると、 そこで 一 種 異様な 物音に、 思わず 足 を とどめさ 

せられました。 

一種 異様な 物音と いっても、 神経 を 衝動させる よう 

な 物音 ではない が、 思いがけない 物音に は 相違ない、 


玄関のと ころで、 かなり 高らかな 鼾 の 音が する のです。 

誰か ここへ 来て 寝込んで いる。 近づいて のぞき 込んで 

見る と、 見慣れない 一人の 老人が、 いい 気持に なって、 

と \z 

玄関の 式台に 寝込んで いる。 その 人品 風采 を 篤と 見定 

めて、 

「お医者さん だな」 

本来、 お医者さん だの、 坊さん だのと いう ものの 姿 

は、 そんなに 人 を 気味 悪 がらせる もので ない が、 さて、 

この辺に は あまり 見かけない お医者さん だが、 何の 用 

で、 こんなと ころへ さまよい 込んだ のか、 この 近所の 

病 家 先へ でも 来て 戸惑い をした のか、 それとも、 途中、 


医者の 不養生で 急病 を 起し、 医者 を 救うべき 医者が な 

いために、 ひとり 苦しんで いるの かと 思えば その 鼾 は 

至極 泰平であって、 苦痛 だの、 屈託の 色なん ぞも 見え 

ないし、 いささか —— ではない、 かなり 多分の 酒気 を 

帯びて いると ころ を 見る と、 これ はてつ き リ病家 先で、 

全快 祝い かなに かに 呼ばれて、 いい 心 持に 食い 酔って、 

戸惑い をして、 ここへ 転げ込んで 寝込んで しまった も 

の だ、 天下 は 泰平 だ わい、 と 青嵐 も 感心 はした が、 こ 

のままで さし 置く わけに は ゆかない。 ぜひな く 肩のと 

ころへ 手 を かけて、 ゆすぶりながら、 

「モシ モシ、 モシ、 お 医者 様」 


と 呼び 起した が、 ちょっと やそつ と、 ゆすぶつ たので 

は、 手 ごた えが ありそう もない から、 やや 荒ら かに、 

ゆすぶり かけて、 

「もし、 お 医者 様 —— お 医者 様、 こんなと ころへ ゴロ 

寝 をして は、 医者の 不養生で ござる ぞょ」 

ぐいぐい とやった ものです から、 ようやく 気がつい 

たと 見えて、 酔眼 をポ カリと 開き、 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

と 言いました。 

「し つ かりなさい、 - ^ こ は 寝る ところでは，、 - ,1 ざらぬ ぞ」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 


と 一 一三 度 唸った かと 思う と、 すっくと 立ち上りました 

百 九十 一 

ようやく 呼び さまされた 道 庵 先生 は、 あわただしく 

起き 上り、 

「これ は、 どうも、 いやはや、 大変に 失礼 を 致し まし 

た、 どうぞ、 御容捨 にあず かりたい、 年甲斐 もな く、 

少々 食べよ つた もので ござる が 故に、 あしからず、 ど 

う も、 はや」 

と 非常に 恐縮して、 そわそわして いるもの ですから、 


青嵐 も 気の毒が つ て、 

「いや、 御 心配に はおよ び ませぬ、 お休みになる 分に 

はいつ こう 差支え ござらぬ が、 夜気に 当って は 毒と 存 

じ 申した 故」 

「いや どうも、 年甲斐 もな く、 それに 職業の 手前、 医 

者の 不養生 を 如実に お 目に かけて、 何とも はや 汗顔 至 

しき  わ 

と 頻りに 詫びる けれども、 その 表情 を 見る とけろ リと 

した もので、 面の どこ を 見ても 汗な ど を かいている 痕 

跡 はない。 

「時に、 少々、 物 を 承りたい 儀で ござる が、 この辺に 


知 善院と 申す お 寺が) r ざり ましょう か、 御存じな らば 

御 案内に あずかりたい」 

「知 善院 —— そ れは当 寺で ござる が」 

「はは あ、 では、 御 当 寺が その 宝生 山 知 善院と 申され 

るお 寺 様で ござりました かな」 

「左様、 当 寺が たしかに 知 善院に 相違 ござらぬ が」 

二人の 問答が ここへ 来ました。 これによ つて 見る と、 

道 庵 先生 は 戸惑い をして、 このところ へのたり 着いた 

ので はなく、 たしかに、 山 号まで も 心得て、 この 寺 を 

目的に やって来 たもので、 

「それ は、 それ は」 


改めて 手 を 顔に して 恐悦が リ、 

「御 住職 は 御 在 寺で ござりましょう かな」 

「住職  ただ今、 ちょっと 無住  という わけで は 

ない が、 その 留守 を かく 申す 拙者が あずかつ ており ま 

すが …… 」 

「左様で ござる か、 それ はまた 何よりお 手近い 儀で ご 

ざる、 実は、 愚老 は、 江戸から 参上いた した もので ご 

ざるが」 

はるばる 

「はは あ、 江戸から 遥々 とお 越しに なりました か」 

「江戸の 下 谷に 住居 を 致しお りまして な」 

「下 谷に …… 」 


「下 谷の 長者 町と いうと ころに 巣 を 構えて おり まし 

て」 

「はは あ、 下 谷の 長者 町 …… 」 

「道 庵と 申しまして」 

「道 庵 先生と 申される か」 

「道 庵と 申して、 いやはや、 安つ ぼい 医者で げすよ」 

ここへ 来て、 ボ 口を出して しまいました。 人に もの 

をたず ねて 住所 姓名 を 名乗る こと は 礼儀の 一 部分で あ 

ると しても、 安つ ぼかろうと、 高つ ぼかろうと、 そん 

な ことまで 聞かれ もしない のに 口走る 必要 はあります 

まい。 だが 親切な 青嵐 浪人 は、 これ もまた 宿酔の させ 


る 業と 好意に 受取って、 

「して、 当 寺に 御用の 程 は？」 

「実は その  さる 人から 教えられました ところに よ 

リ ますと、 御 当 寺 は、 見かけ こそ、 こんなに ケチ だが 

…… 内容に 至って は、 なかなか 容易なら ぬ 由緒 あるお 

寺と 承りまして、 それで、 推参いた したよう な 次第で 

げす …… 」 

と 道 庵が 言 いました。 相手が y J の 寛容なる 浪人 でな け 

れば、 ここで ハリ 倒されて しまった かも 知れない。 見 

かけ はケチ なお 寺 だが …… 自分の こと を 言う 場合に は 

よいが、 先方に 対して それ を 言う の は 失礼 この 上 もな 


いこと である。 ところが、 教養が あり、 寛容の 徳を備 

えた 青嵐 は、 微笑 を もって これに 対しました。 

百 九十 二 

「それ は、 遠路のと ころ、 よくお 訪ね 下された」 

と、 教養が あり、 寛容の 徳を 備えた 留守番が、 微笑 を 

もって 返答す る ものです から、 ここで また 道 庵が いい 

気になり、 

「わしゃ あね、 さいぜん、 大通寺 長 浜 別院と いうの を 

たずねて みたんだ がね、 思った より 宏大なる 建築に 驚 


かされ ましたね、 京大 阪 なら 知らぬ こと、 長 浜なん て 

ところに、 あんな 大きな お 寺が あるた あ、 お釈迦 様で 

も 気がつく めえ、 とすつ か リ胆を 抜かれち やい ました 

ような 次第で げす。 さて また、 この 次に 由緒 ある 知 善 

院 をたず ねる の だが、 今度 こそ 胆を 抜かれね えよう に、 

臍下に 落着け て、 たずねて 来て 見る と、 どうでしょう、 

今度 はまた、 あんまり 見かけが ケチ なんで、 正直のと 

ころ 力負けが してし まいました ような 儀で げす」 

「いや、 それ は それ は、 せっかくの 御 期待に そむいて 

恐縮で ござる が、 長 浜の 宝生 山の 知善院 というの は、 

当所の ほかに は ござらぬ。 して、 その 御用 向 は …… 」 


「別に、 特別の 御用 向と いう 次第で も ござらぬ が、 承 

ると ころに よると、 御 当 寺に は、 天下 無二の 寺 宝が お 

よそ 五 通り 備えて ござる  由 を、 不 破の 関守 氏より 

まか 

承りました るに より、 わざわざ、 拝見に 罷り出た よう 

な 次第で げして」 

「はは あ —— それ は、 見ら るる 通りの 貧 寺で も、 相当 

の 歴史 を もってお リ まする 故に、 少々 の 寺 宝 もない と 

いう 次第で は ござらぬ が、 天下 無二の 無 三のと いうよ 

うに おっしゃられ ると 恐縮いた す」 

「いや、 なかなか、 そうでね えそう だよ、 第一、 この 

お 寺の 庭と いう やつが 曲者で、 これが 昔、 我々 の 先輩 


として 尊敬す る 曾呂利 新左衛 門の 設計に かかる と いう 

こと だ」 

「なるほど  それ は、 その 言い伝えの 通りで) J ざる」 

「それ、 ごらん —— 曾呂 利が 腕 を 見せた 庭と あれば、 

みもの 

それだけ でもけ つこう 見物 だね。 それから、 もう 一 つ 

は、 大阪の 城内から 将来した 最も 由緒 ある 豊臣 太閤 秀 

吉の 坐像が おあり だそう だ」 

「いや、 それ はどう も …… 」 

「それと、 もう 一 つ、 淀 君から、 秀頼 をよ ろしく 頼む 

こまごま 

とさる 人に 宛てて 細々 と 書いた 自筆の 消息 状、 並びに、 

じきひつ 

豊臣秀 頼 八 歳の 時の 直筆が お有り だそう だ、 後学 の た 


めに、 ぜひ、 それら は 拝見いた してお きたいと、 わざ 

わざ 道 を まげて おたずね 致した もので ござる、 何卒、 

折 入って ひとつ、 拝見の 儀、 お願い 申した き 次第で ご 

ざり ます」 

と 道 庵が、 至極 ティ ネィに 頭 を 下げた ものです。 

留守 を あずかる 浪人 は、 それ を 聞いて いささか 迷惑 

ず こゝ 

「曾呂 利の 庭 だけ は 申し 伝えの 通り、 いまだに 面影が 

残つ ており まする 故、 ごらん 下さる 分に はい つ こうさ 

しっかえ ござらぬ が、 その 豊 太閤 由緒の 何々 と 申す 儀 

は …… 左様な 寺 宝が あると も 承り、 またない とも 承つ 


ておりまして、 何とも 御 返事が 致し かねる が、 いずれ 

にせよ、 当今 は 訪れる 人 もな きこの 荒れ 寺 を、 よく ぞ 

お 心に かけて、 江戸より わざわざ お 立 寄り 下された 御 

好意に 対し、 留守 を あずかる 拙者の 一 存で、 お 目に か 

けられる だけ はお 目に かけて 進ぜ 申す。 何 を 申す も、 

この 通り 夜分の 儀で ござる 故、 ともあれ、 こちらへ お 

越しあって 拙者が 控えで、 粗茶な ど 一 つ 召 上られて は 

いかがで ござるな」 

「それ は 千万 かたじけない、 然 らば、 お 言葉に 甘えて 

…：- J 


百 九十 三 

そこで 道 庵 は、 相 知らず して、 米 友と 入れ 替リ にこ 

の 家の 客と なった のです。 

青嵐 居士 は 道 庵 を 庵室に 招じ入れ、 炉辺に 茶 を 煮て 

四方 山の 物語 を はじめました。 

話して みると、 おた がいに 話せる 男 だと 思いました。 

ただ、 道 庵の 脱線ぶ りの あまりに あざやかな のにで 

くわす と、 青嵐 も 時々 面 食う こと も あるが、 それと て 

も、 宿酔の させる 業で、 この 人 本来の 調子で はない、 

どうして なかなか 侮り 難い 経験 も、 学識 も 備えて いる 


—— と 道 庵 を 買いかぶりました。 事実 また、 道 庵の 方 

にも、 多少 は 買いかぶられる だけの 素質が あつたか も 

知れない のです。 ことに、 その 話 しっぷり や、 気合と 

いう ものが、 この辺の 人士と は 全く 調子 を 異にし、 口 

に 毒が ある けれども、 腹に わ だか まりがない。 これ や 

にょぜそう 

この 江戸 ツ子と いう ものの 如是 相であろう かと、 青嵐 

はよう やく 傾倒す る 気にまで 進んで 行った ものと 見え 

て、 

「さきほどお たずねの、 その、 例の 豊 公の 木像と、 淀 

君の 消息と、 秀頼八 歳の 時の 筆 —— といった ような も 

の は、 実は 確かに 当 寺に 保管して あるので す、 拙者が 


留守 を あずかって、 よく 保管して あるので す。 それに 

相違ない が、 世間に あまり 披露され たくない、 という 

の は 変な もので、 この 土地 は それ、 豊 太閤が 羽 柴筑前 

守 時代の 発祥地でしょう、 秀吉が 居城 を 築いて、 よう 

やく 大を 成した ゆかりの 土地で はあり、 それに、 例の 

徳川家に と つ て は 無 一 一 の 反逆人、 石 田 治 部 少輔三 成の 

故郷に 近い ことで はあり、 その後、 封せられ た 大名 も 

ありまし たが、 なにしろ 豊 公の 故 地で は 果報 負けが す 

ると 見えて いっきません、 それ故に、 長 浜の 地 は その 

後長く 城主の 手 を 離れて、 巿 民の 商工 地と して 成り 

立って 来ました。 ずっと 武家の 城下と はならず、 町人 


の巿 場と なって 今日に なって まいって いるよう な 次第 

で、 徳川家の 天下で は、 最初に 於て、 どうしても 豊公 

の 威と 徳と を銷 したがる 政策に 出で たの は 是非 も あり 

ません —— そこで、 この 土地の 住民に 於ても、 豊 公の 

余 威 をなる ベく 隠そう 隠そうと つとめた ような 形跡 も 

ないで はない、 それが 一 つの 原因 かどう か、 当 寺な ど 

も、 このように 微禄 仕りました。 長 浜 別院 大通 寺の 方 

は、 本願 寺の 勢力で あんなに 宏大で あるが、 この 寺 は 

ごらんの 通り 見すぼらし いものに なって いるの が、 か 

えって また 保身の 道に よろしい 点 もあって、 存在 を認 

めら れな いくらいに 微禄して おり ますれば こそ、 今日 


でも 寺の 周囲に 相当の 遺蹟 も 残って おれば、 おたずね 

のよう な 宝物 も 保存せられ ている、 それ を どうかす る 

と 聞き かじって たずねて 来る ものが ある けれども、 た 

いてい は、 左様な もの は 昔 はあった かも 知れない が、 

今日はもう 行方不明 じ や、 とこの ように 申して 謝絶し 

ており ますが、 貴老に 至って は、 もはや、 せっかく 御 

奇特の 儀お 見届け 申した るに より、 残らずお 目に かけ 

ようと 思います が、 何 を 申す も、 夜分で はやむ を 得な 

いに よって、 明朝に 至って、 ゆっくり 御 案内 を 申し 上 

げる、 まず 今晩は、 むさくる しけれ ど、 当 屋へ御 一泊 

あ つ てはい かがで ござる」 


こうまで 言われて、 辞退す るよう な 道 庵で はあり ま 

せんでした。 

道 庵 を 一 室に 寝 ませた 青嵐 は、 また 炉辺に 寄って 来 

て、 燈を 剪って、 ひとり 書物 を ひも どき はじめました。 

何の 書物 を か、 青嵐が しきりに 読み耽つ ている 一 方、 

いびき 

早く も 熟睡に 落ちた 道 庵の 鼾 の 音が 高い。 

かくて 湖上 湖畔の 夜 は 更けて 行く。 まさに 書 を 読み、 

茶 を 煮る に 堪え たる 好 夜 だが 、 来 友 の 行方 だ けが 、 少 々 

気が かりになら ぬで はない。 

百 九十 四 


だが、 それ も 案ずる ほどの こと はない、 宇治山 田の 

米 友 は、 今、 確実に 湖畔の 町の 夜 を 歩いて いる。 

夜と いっても、 それ は 月の 何日に 位する か は 明瞭で 

ない としても、 お 銀 様が 胆 吹の 山 を そぞろに さまよい 

あおう 

出で た 時分が、 繊々 たる 鵜 黄 を 仰いで 出で た 当分の こ 

とです から、 宵に ちらりと 月影 を 見せた ばかりの 闇の 

夜な のであります。 

青嵐の 言う ところでは、 この 静かな 湖畔の 町に も、 

何 か 殺気と いうよう な ものが 漂って いるそう だが、 来 

友 は 実は その 殺気 を さがし 求めて、 こうして 歩いて い 


るの だ。 

といっても、 青嵐の いわゆる 殺気と いう やっと、 来 

友が めざして 歩いて いる 殺気と いう やっと は、 全然、 

その 存在と 名目 を 異にして いるか も 知れない。 少なく 

とも、 青嵐の いうと ころ は、 ある 一定の 発 源 地と か、 

対象と かいう ものが 存 している ので はなく、 民心の 鬱 

結が おのずから 相当の 殺気と いう もの を 孕んで、 禍機 

が 不可思議の 辺に 潜んで いるら しい 意味に 聞え ました 

が、 来 友 は、 そんなよ うな 漠然たる 妖気 を 見破らん が 

ために 歩いて いるので はない。 彼のたず ね 求めん とす 

ると ころに は、 おのずから 一定の 目当てが ある。 その 


とらえん とする 殺気 は、 凝って 一 つの 物影と して 存し 

ている。 

その物 影と は 何物 ぞ。 よく 問題になる 例の 暴 女王、 

お 銀 様の 放漫 を 戒めん ために 出動した のか。 それ も そ 

うであって、 必ずしもそう ではない。 お 銀 様 は 放逸に、 

せいぎょ 

山 を 出て 来た ものの よう だが、 彼女 は 米 友から 制馭 さ 

るべき 地位に ある 女で はない。 かえって、 米 友が 統制 

を受 くべ き ほど の 略と 権と を 持 つ た 女 だ。 来 友が たず 

ね 求めん とする 殺気 は それで はない。 彼 は、 お 銀様以 

前に、 セント • エルモの 火に 送られて 山 を 出た、 その 

黒い 覆面の 怪物 を 抑えよう として 下りて 来たので す。 


彼 をしても うこれ 以上に 犬 を 斬らせまい として、 その 

慈悲心から、 山 を 下って、 そうして 湖畔の 町 を、 今日 

も、 昨日の 晚も、 あさり 歩いて いる。 

江戸の 本 所の 弥勒 寺 長屋に、 同じ 签の飯 を 食って 以 

来、 いや、 もっと 早く 言えば、 甲府 城下の 如法 闇夜の 

時 以来、 あの 覆面の 怪物の 夜な夜なの 出没の 幻怪ぶ リ 

を 満喫して いる こと、 この 男の 如き はない。 自ら も そ 

の 幻怪の 誘惑に 堪えられ なか つ たが、 それが まぼろし 

の 出没で ある 間 はよ ろしい。 右の 怪物が、 じっとして 

立ち止まった 時に、 罪 もない 人間の 血の 幾 斗 幾 升が、 

空しく 地中に 吸い込まれ、 その 肉体が うつろに されて、 


地上に 累々 たる 酸鼻に は 堪えられ たもので ない。 せめ 

て、 この、 おとなしい 湖畔の 町 だけに は、 もはや 再び、 

あの 甲府 城下、 弥勒 寺 長屋 時代の 陰惨な 絵巻 を 繰り ひ 

ろげ て 見せた く はない もの だ。 

もう、 たいがい にして、 あの 刀 を 稍に 納めさせたい 

ごしょう 

もの だ。 そうする のが、 彼の 後生の 幾分で も あるし、 

第一、 この 罪 も 報い もない 北国 街道 筋の 古い 町の、 何 

も 知らない 民衆が 気の毒 だ。 

ナニ、 人 は 斬られな いが、 犬が 斬られた？ 人間な 

らばた まらな いが、 犬なら ばい くら 斬られても よろし 

いという 理窟が あるか。 


犬 を 斬る 刃 は、 人間 を 斬る 刃な の だ。 斬るべき 人 

間にで くわさなかった から、 やむなく 犬 を 斬った の だ。 

その 惨虐の 程度に 於て、 あえて 相違が ある もの か。 

百 九十 五 

わが 親愛なる 宇治山 田の 米 友 は、 こういう 殊勝な 慈 

悲心 をいだ いて 長 浜の 町の 夜 を、 ひとり 物色して 歩い 

ている という こと は、 誰も 知るまい。 

青嵐の いうが 如く、 この 静かな 町の 中に も、 富豪の 

圧制 を 憎む 細民が いるかい ないか。 検地の 代官 を 呪う 


一味 徒党の 片 われが いるかい ないか。 また、 水争いの 

公事 を、 この辺まで 持 込んで、 待機の 構えで いる 附近 

そんの-つ じょうい 

の 農民が 隠れて いるかい ないか。 或いは 尊王攘夷が、 

海道の 主流 を 外れた この辺の 商業地の 間にまで 浸漸し 

て 来て いるかい ないか。 そんな こと は 来 友と して は 知 

リ もしない し、 知ろうと もす ると ころで はない。 

彼と して は、 もはや、 人間に せよ、 畜類に せよ、 お 

よそ 生きと し 生ける ものの、 その 一 つ をで さえ も、 こ 

れ より 以上に 刃に 衂ら せた く はない の だ。 

さりと て、 夜の 町 を 行く のに、 ことさらに 人の 目に 

立つ ようにして 歩く 馬鹿 はない。 その 点に おいて、 来 


友 も、 弥勒 寺 長屋 以来、 相当に 心得た もので、 その 俊 

敏 な小軀 を、 或いは 軒の 下、 天水桶の 蔭、 辻の 向う 前、 

ひらり ひらりと 泳いで 渡る 机 竜 之 助の 如く、 戸の 透 間 

から 幻と なって 立ち 出づる 妖術 (？) こそ 知らないが、 

来 友と しても、 天性の 達人で ある、 心得て 歩き さえす 

れば、 滅多な ものに 尻尾 をつ かまれる ような 歩き 方 は 

しない。 それにしても 近日の 動静に 徴 して、 町に 於て 

も 相当に 警戒 の 試みられて あるべき 晚 なのに、 存外 穏 

か 過ぎる の は、 本来、 商業地と しての 当地 は、 警戒と 

いう ことが 深ければ 深い ほど、 空騒ぎ をし ない。 内に 

於て は、 戸 を 深く 鎖し、 役人、 町内の 自警団に して か 


らが、 徒らに 手ぐ すね 引いて、 目に 見えない 殺気 その 

ものより は、 目に 見える 警戒ぶ りに 於て、 かえって 人 

気を聳 動せ しめる ような、 心なき 陣立て はしない。 

そこ はさす がに その 昔、 太閤 秀吉が 鎮め て 置いた 土地 

柄と でもい う もの か。 ただ、 時々 の 夜 廻り は、 水も洩 

ら さぬ ように 粛々 と 練って 行く。 それ も 極めて 規則的 

であり、 時間に 於ても、 ほとんど 一 定の 節度が ある。 

それ を 程よ く、 やり 過し さえ すれば、 無人の境 を 歩く 

と 同様な 静けさの 中 を、 来 友 は 飛び歩い ている。 

彼 は、 前の 晩に 犬の 斬られた という 大通 寺の 門前の 

あたり も、 それと 知らず して 通り 過し ました。 町から 


町、 辻から 辻、 江戸に 於て 本 所、 深 川、 永代、 両国 を、 

はても なくつ けつ 廻し つ、 さまよい 出した 経験 を 有す 

はな は 

る この 男に とって は、 長 浜の 町 は 甚だ 狭い。 奥へ つ 

き 進んだ つもりで、 かえって 湖畔へ 出たり してし まい 

ました。 

えんぱこう びょう 

湖畔に 立って、 烟 波浩渺 たる 湖面の 夜に 触れる と、 

そこに また、 この 男 特有の 感傷に 堪えられな いものが 

あって、 

「おい、 琵琶 を 弾く、 めくらの、 お喋りの 坊主 や あ— 

い、 離れ島に たった 一 人で 残された 坊主 —— 無事で い 

るか、 や あい」 


こう 言って、 また 慌ただしく 町の 方へ とって 返して、 

前の 如く 軽快に、 用心深く、 深夜 を あさって みたが、 

幾 時 かの 後、 町の 辻の 中央で、 ばったり 足 をと どめた 

かと 思う と、 急に 飛び 上って、 地 団駄を 踏み、 

「そうら 見ろ、 言わね えこつ ちゃ あねえ」 

果して、 果して、 来 友の 睨みつ けた 町の 大路の 真中 

に、 人間が 一人、 まさに 斬られて 倒されて いる。 
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だから、 言わない こと じゃあない。 こういう ことが 


あつ て はならない ために、 こういう こと を あら ざら し 

めんがた めに、 このお いらと いう 人間が、 よる 夜中、 

こうして ところ を 嫌わず うろついて いるの だ。 酔 興で 

昨日の 晚も、 今日の 晚も、 こうして 眠い 眼 を こすりな 

がら、 ほうつ き 歩いて いると いう わけ じゃあね えんだ 

ぞ。 

人間と 名のつ くもの の 一人で も、 地獄へ は 落した く 

ねえんだ。 罪の ある 奴に、 このうえ 罪 を 重ねさせて や 

りたく ねえければ こそ、 この おれ はこうして、 あてど 

もな く 飛び歩いて いるんだ ぞ。 

人の 心 も 知らね えで、 こいつが また、 こり や、 どう 


したと いう もんだ。 口惜しい ぞ、 残念 だぞ、 もう 一足 

早 かりせば、 ちえ ッ、 この 足め！ 

米 友 は、 ついに 自らの 足 を 憎んで、 その 足 を もって、 

したたかに 大地へ 打ちつ けました。 この 男、 得意の 地 

団駄 です。 得意のと いっても、 誰し も 好んで 地 団駄を 

踏む もの はない。 地団駄 という もの は、 残念 無念の 表 

情の やり 場がなくて、 大地に 人間が われと 我が 足 を 

けんもんしょ-つ そ-つ 

ぶつつ けて、 遣悶 焦燥す る 時に 起る 挙動な のです I 

I 内に 燃 ゆる 義憤が あって、 その 義憤が 適当な はけ 場 

を 見出し 得られない ためしの 多い 来 友 は、 常に 地団駄 

を 踏んで、 わが 力の 足らざる こと を、 大地に 向って 


ごうそ だんが い 

強訴 弾劾す るの ならわし を 持って いる。 

今や また、 せっかくの 心づ くしが 水の 泡と なって 目 

前に 現出して いる。 よって、 米 友が 歯嚙み をして 大地 

を 踏み鳴ら している 地点と いう ものが、 ちょうど、 こ 

れが 湖畔の 町に 於ても 目抜きの 巷 でありました。 

一方に、 当地 第一 等の 富豪、 下津伝 平の 屋敷の 堀が 

広々 とめぐら されて いる。 その 向う に はかなり 広大な 

絹 取引の 会所の 棟が 横たわつ ている。 大 商店が 倉 を 並 

ベて いる。 大きな 旅籠の 中に、 最もす ぐれた 浜屋 とい 

うのが、 塗り ごめ の 戸袋 壁に、 夜目に もしる き ほどの 

屋号 を 黒い 塗 壁に 白く 抜いて いる。 この 浜屋 —— とい 


うのが、 以前から 問題の、 この 中に 覆面の 怪物が 二 個 

いて、 その 間へ 頰 かむ りの やくざ 者が はさまった、 前 

の 晩の 出来事の、 その 陣屋 まがいの、 だ だつ 広い 構え 

なのであります。 

ここまで 来て、 眼前に 横たわつ ている のが 人間の 死 

骸 である こと を、 夜目に も 紛れな く 認めた 瞬間に、 か 

くば かり 激憤した 米 友 も、 やがて やや 血気 を 静めて、 

そうして 斬られて いる 当人の 果してな にもので あるか 

の 検討に とりかかりました。 

二足 三 足と 近づいて 見る と、 斬られた 奴 はう つぶし 

に 倒れて いる。 そうして、 背中に は 问物か を 背負って 


いる。 うつぶしに 倒れて いるから、 一見した だけで は 

人相 そのもの はわから ない。 その 背中に 背負って いる 

もの は —— 背負って いると いうより は、 背負わせられ 

ている といった 方が よろしい、 背負わせられて いると 

いうより は、 むしろ 背中へ 結びつけられた、 という 変 

な 取合せ で 背中に 背負わせられて いるの は、 よく 

こうさ つば 

高札 場に ある あの 立札な のであります。 高大な 立札 を 

背負わせられた まま、 前への つけに 突 伏してい る 形で 

すから、 また 見よう によれば、 人間が 高札に 押し潰さ 

れ ている ような もので、 人間 そのもの を 検視す る 先に • 

「さあ、 もう 一 べん 読め！」 と 高札 をつ きつけられ てい 


るよう な 形です。 

百 九十 七 

その 時、 来 友の 頭へ ピンと 来たの は、 この 高札が ま 

た 只 もので はない、 それ はもと より、 人間 一匹 を 押し 

つぶして、 息の根 を 止めて いる くら いの 高札 だから、 

只の 高札で ない こと はわ かってい るが、 この 只者で な 

い 高札に もまた、 一 応 見覚えが ある！ と 来 友の 頭に 

響かざる を 得なかった の は、 これ も 先に、 生活 品の 買 

出しに 長 浜へ 来た 時に、 札 場で 見た あの 高札 —— 念の 


ために、 その 時う ろ 読みに 読んだ 文章 を 再現して みる 

と、 次の ような もので ありました。 

「定 

何事に よらず、 よろし からざる ことに、 百姓 大勢 申 

し 合 はせ 候 を、 とたう ととな へ、 とたう して、 しひ 

て 願 ひ 事 企てる を、 がう そと 言 ひ、 あるひ は、 申し 

合 はせ、 村 方 立 退 候 を、 てうさん と 申す、 他 町村に 

かぎらず、 早々 其 筋の 役所に 申し出 づ べし、 御 褒美 

として、 

とたう の 訴人 銀 百 枚 

がう その 訴人 同断 


てうさん の 訴人 同断 

右 之 通り 下され、 その 品に より 帯刀 苗字 も 御免 ある 

べき 間、 たと ひ 一旦 同類になる とも、 発言いた し 候 

ものの 名前 申し出 づる において は、 その 科 を ゆるさ 

れ、 御 褒美 下さるべし …… 」 

うんぬん 

云々 の 心覚え を、 来 友が 思い返して、 

「うむ、 あの、 あれ だ、 あれ だ」 

がてん 

と 合点した が、 合点の ゆかな いのは、 あの 時、 あの 高 

札 場 高く 揚げて、 何人に も 読み 得らる るよう にして 

あった もの を、 特に 持 卸して 背負い 出した というの が 

わからない。 こんな もの を 盗んだ つて 仕方が ねえ じ や 


ねえ か。 また 多くの 人に 見られる ためなら、 わざわざ 

^  J ん な行燈 背負 い のように 背負わせて 歩かせず とも、 

あの ままに して 高く 揚げて 置いた 方が、 効果が 多い。 

こうして 見る と、 高札が 人間 を 押しつ ぶして いる。 

通りかかった ところへ、 ももんが あかなん ぞ のように 

不意に 高札が 飛び かか つ て 来て、 押 伏せた もの だから、 

人間が 面 喰って、 押 伏せられた なりで 窒息して いる I 

I とも 受取れ る。 

なんにしても 米 友 は、 ただ 単に、 これ を 判じ物の 観 

念 を もって 驚いて いるので はない。 人間 一人が ここに 

斬られて 死んで いると いう 現実の 非常時に 当面し、 悲 


憤 も、 驚 惑 も、 している のです が、 それにしても、 こ 

うなって みて、 また いささか、 手 ごた えの 変な ところ 

がないで はない。 第一、 人が 斬られて いる、 殺されて 

いる！ という 先入観 念から が、 なんとなく 拍子抜け 

になって きて、 斬られて いると いうが、 血が 流れて い 

やしね えで はない か。 ことによると、 こいつ は 行 倒れ 

だ、 行燈 背負いの 日傭取り の 貧乏人が、 栄養 不良の た 

めに、 ついに 路傍に 行 倒れに のめって、 それつ きりに 

なって しまった、 それで はない か。 

とにかく、 面 を あらためて くれよう、 面 を  どつ 

ちに したって、 気の毒な ものに 変り はない が、 驚くな 


ら驚 くように、 事 を あらためた 上で 驚いた 方が いい。 

「おい、 お前、 こっち を 向きな」 

右に 持って いる 杖 を 左に 持 替えて、 そうして 米 友 は、 

その 行 倒れの 襟首 をと つ て 引 卸して 見ようと 思 つ て、 

その 手 ごた えに、 我ながら 度胆を抜かれた 形で、 

「おやおや —— こいつ あ 変 だ、 こいつ あ、 こいつ あ、 

人間 じ やねえ や、 おっと、 人形 だ、 人形 だ、 人形が 高 

札 を 背負って 行 倒れに なって やがら あ！」 
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斬られた 人間の 死骸で もなければ、 栄養 不良の 行路 

病死 人で もない、 土で 形 を こしらえた、 人間の 模造品 

でありました。 

これ を 感得した 来 友が、 自分ながら 力負けが して、 

かなり 手荒く、 その 模造 人間の 死骸の 襟首 をと つて 引 

起して 見る と、 

「馬鹿にして やがら あ」 

ひげ  しょうき さま 

それ は、 紛れ もな く 髭む じ やの 鍾馗 様の 人形です。 

鍾馗 様の 人形と わかった けれども、 その 鍾馗 様の 人形 

が、 こうして こんなと ころへ 何のた めに 誰が 捨てた の 

あやま 

か、 それ はわから ない。 運搬の 途中、 過 つて 取 落した 


にして は 念が 入り 過ぎて いる。 長 浜の 土地 は 山車の 名 

所 だから、 それ を 知って いるもの は、 これ も 山車の 人 

形の 一 つで、 相当の 名工が 腕 を 振った もので あろうと 

の 想像 はっく けれど、 山車の 人形と いう もの は、 守留 

の 上に 高く 掲揚 せらるべき もので、 土の 上へ 投げ捨て 

て 置かるべき もので はない。 まして、 高札 風情に 押し 

潰されて、 起き も 上れない ような 鍾馗 様で は、 鬼に 対 

にら  いたずら 

しても 睨みが 利かない の だ。 まさに 誰かの 悪戯 だ、 悪 

戯 にして も 念が 入り 過ぎて いる 悪戯で、 笑い ごとの 程 

度で は 納まらない。 だから 来 友 も、 

「性質の よくね えいた ずら だ」 


ぼうぜん として、 その 鍾馗様 を 睨めた まま、 為さん 

様 を 知りませんでした。 

その 時、 不意に 米 友の 後ろから 風 を 切って、 

「御用！」 

「捕った！」 

こく せんぷう 

黒 旋風の ような ものが、 後ろの 浜屋の 天水桶の 蔭 か 

ら 捲き 起った と 見る と、 米 友の 背後から、 さながら 

かまいたち 

鎌鼬 のように 飛びつ いたのです。 

「何 だ、 何 を しゃがる」 

ともえ 

そこで、 クル クルと 二つの ものが 巴に 廻った かと 

たち ま  かなた 

見る と、 その 一 つ は 忽ち 遥か彼方の 街頭に もん どり 


打って 転び 出した が、 起き 上る ことができない。 

それ は、 天水桶の 蔭から 飛び出した 鎌鼬で、 こなた 

の 米 友が、 

「何 だい、 何 をし やがん だい、 不意に 飛び出して、 人 

をつ かまえよ うたって、 そうはい かねえ や、 用が ある 

なら 行儀作法で 来な、 おいら は、 人に つかまる ような 

悪 い 人間 じゃあね えんだ ぞ」 

来 友と して は 全く 予想外の 乱暴に 出逢った ものです 

が、 飛びつ いた 方 は 理由な しにかか つたので はない。 

「御用！」 「捕った！」 の 合図で も わかる 通り、 これ は 

たしかに 職分 を 以て、 この 町の 民の 安寧の ために、 特 


に 不穏な 時節柄 を 警戒すべく 巡回の 役 向のお 手先で あ 

る。 今、 密行 中に、 路上に うずくまる 挙動 不審の 男 を、 

相当 以前から 物 蔭に かくれて 動静 をう かがい、 いよい 

おど 

よ 挙動 不審 を 確め たから、 そこで、 旋風の 如く 躍り か 

かって、 引 捕えるべく 飛び かかった ものに 相違ない が、 

それ を 曲者に いなされて、 捕えら るべき ものが ここに 

踏みと どまって、 捕うべき 者が 遥か彼方へ 投げられて、 

そうして 起き も 上れない 体でした。 

暫く この 形の ままで 静かでした けれども、 投げられ 

た 相手が、 暫くして、 そろそろと 動き 出して 来ました。 

投げられた といっても、 致命的に 投げられ たので はな 


い。 腕に 覚えの ある 捕 方であって みれば、 受身の 修練 

ぐらい は 相当に 積んで いなければ ならない。 
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果して、 いったん 投げられた 捕 方が、 暫くあって 

そろそろ 

徐々 と 身 を 起した の を 見る と、 別段、 急所 を 当てられ 

ている と は 見えません。 右の 手に、 ちらりと 十手の 光 

を 見せて、 それで 暫く 地上に 支える と共に、 半身 を 起 

して、 そうして、 隼 のように 眼 を かがやかして、 こ 

ちら を 見込んだ その 気合 を 以て 見る と、 投げ 方よりも 


むし 

寧 ろ 投げられた 方に 心 得が あ る 。 

そこで 半身 を 沈めた なりで、 闇 仕 合の ような 形の ま 

まで、 ジ リジリ とこ ちらへ 向って 圧迫 的に 盛り返して 

来ました。 

「御用！」 

「何の 御用 だ！」 

思う に、 始終 を 見き わめて 置いて、 後ろの 天水桶 か 

ら 飛び出して 来た 瞬間に は、 もう 手軽く こっちの もの 

くく 

とたか を 括って いたのが、 案外に も、 相手が 身 を かわ 

した もの だから、 その はずみ を 食って、 あちらへ けし 

飛んだ ばかりで、 米 友と して は、 抵抗した わけで も、 


取って 投げた わけで もない らしい。 

だが、 相手が 相当の 曲者 だと 見て取った 捕 方 は、 陣 

容を 立て直して 取 詰めて 来る 気合が、 ありあり とわ か 

る。 

「野郎！」 

時分 はよ しと、 真正面から 十手 を かざして 打 込んで 

来たが、 

「カツ ン」 

手 ごた え はあった が、 

「あつ！」 

その 十手が 高く 中空 を 舞 つて 飛び 上る の を 見る と 共 


に、 人と 人と が 地上で ふたたび 巴に 引 組んで 転がる 

の を 認めました。 

「手 向いす るか」 

二つの 身体 は 再び もつれ 合った が、 それ も 長い こと 

ではない、 今度 は 来 友の 方が、 鎌鼬の ように 後ろへ 走 

り 出しました。 

逃げた のです —— だが、 それ を 捕手が 追わない。 地 

上に 倒れて 起きない。 

「うむ —— 」 

それ は、 残念 無念、 取 逃がした というう めき だか ど 

うだかわ からない が、 現在、 曲者と 見かけた 奴に 後ろ 


へ 走られて、 それ を 透かさず 追い かける ことができな 

いの だから、 何 か 身体に 相当の 故障が 起きた ものと 見 

てよ ろしい。 唯一 の 武器と しての 十手 は、 その 押し か 

かった 瞬間に はね 飛ばされて しまった こと は 確実で、 

そうして 素手で 向った 相手の 曲者に、 すり 抜けられて 

しまった こと も 現実の 通りです。 

一方、 宇治山 田の 来 友 は、 身に ふりかかる 火の 子 を 

払う つもりで 打 払った が、 その 払い 方が 手練の 払い 方 

でした から、 先方 唯一 の 武器 を 中天 遥かに ハネ 飛ばし 

てし まった こと は、 この 男と して は 相当の 技倆です。 

ただ、 その 次の 瞬間に、 劇しき 一撃 を 食わせる こと 


もな く、 無二無三に 後退した の は、 これ は、 たとえ 無 

茶に 打って かかられ たと は 言い条、 この 相手 は 確かに 

お 上役 人と しての 役目の 職権 を もって 来た ものである 

II という 見込みが ついた から、 抵抗して は 悪い とい 

う 遠慮で、 そうして 火の 子 を 払う と共に、 まず 相手 を 

痛める より は、 身 を 全うする のが 賢明 だと さとった も 

のでしょう。 

ところが こうして、 無雑 作に すり 抜けて 後ろに 走つ 

た 来 友が、 ある 程度で グッと 詰って、 それ 以上 は 走れ 

ない。 彼の 跛 足の 足の 一方に、 早く も 捕縛が 蛇の よう 

に 捲き つけられて いたから です。 


二百 

こういう 場合に 於て、 米 友と して は、 いつも 出様が 

悪い のです。 本来なら ば、 身に 覚えな き 疑い を かけら 

れた 場合に、 先方が 職権と して 立 向った ものと 見込み 

がつ いたならば、 一応 は 素直に 捕われて しまい さえす 

れ ばいい のです が、 この 男に は それが できない。 

リ ようさつ 

その 素直に なりきれない 事情に も、 また 諒察す ベ 

きものが あるに は ある。 いったい、 この 男 は、 自分が 

世間から 諒解され ない ことに 慣れて いるが、 誤解され 


る ことに も 慣れて いる。 自分 は 常に 曲解され つつ 生き 

ている の だとい うような 観念が、 習い 性と なって いる 

のです。 弁解しても 駄目 だ！ 人 は 自分の 言う こと を、 

単に 正当と して 聞いて くれない のみで はない、 頭から 

自分 を 不正 当な ものと して かかって いる、 だから 捕ま 

れば 最後 だ！ という 観念が い つも 離れた こと はない 

のです。 

それ も、 この 男と して は 無理 もない ことで、 例えば、 

あい やま 

ほとんど その 発端の 時、 間の 山での ムク犬 擁護の ため 

の 乱闘の 後で もそう です。 相当 逃げ は 逃げた が、 とう 

とう 捕まって、 そうして ついに 窃盗の 罪 を 被せられて 


しまって いる。 単に 暴力 行為 —— 暴力と は 言えない、 

あくまで 正当防衛の 正 力 だと は 自分で 信じて いる けれ 

ども、 仮り にも 人 を 傷つけ たという 理由の 下に、 相当 

とが  こうむ 

のお 咎め を 蒙る 分に は、 これ また 止む を 得ない かも 

知れない と 思って いるが、 人の 物 を 盗るな んぞ という 

こと は、 以ての外 だ、 その ぬれぎぬ を 着せられ たため 

に 処刑 を受 くるので は、 死んでも 死に きれない。 そこ 

で、 極力 陳弁 を 試みた けれども、 ついに 顧みられ なかつ 

た。 そうして いったん 宇治の 神領に 於て、 血 を 見ざる 

死刑に 処 せられて しまった 身な ので ある。 

それが はからず、 この 世に 呼び戻されて、 国 を 売つ 


て 東へ 下る 道中に 於ても そうだ、 単に 自分が 縁の下へ 

寝て いたと いう 理由 だけで、 群衆の ために 手込めに 遭 

ゅギ- ようしょ うにん 

わされよ うとした。 幸い、 あの 時には、 遊行 上人の よ 

うな 眼の 開いた 人が いて、 自分 を 擁護して くれたけれ 

ども、 世間の 人の すべてが 遊行 上人で はない。 その後、 

江戸へ 来てから も、 誤解され 通しで 今日に 至ってい る。 

そこで、 捕まったら 最後 —— 世間の 人に は、 法と 裁 

きの 明断が 待って いるか も 知れない。 自分に だけ は そ 

れ がない。 そういう ふうに 信じ 切って いる この 男 は、 

こういう 場合に でくわす と、 死力 を尽 して 脱走す る。 

それ を 妨げられる 場合に は、 死刑 を 予想して 死闘 を 試 


むる の だから 是非がない。 

ここで は、 一旦 は 相手 を 前へ いなし、 それから 降り 

かかる 火の 子 を 横へ 振 払って、 相手に 一撃 を 加えて 置 

い て 自分 は 後ろ へ 脱走 を 試みた のです。 

て き 

ところが、 この 捕手が、 意外なる 手利きで ありまし 

た。 十手 はケシ 飛ばされ、 己れ は 打 挫 がれた けれども、 

かぎな わ 

その 瞬間に、 鉤緦を 米 友の 着物の 裾から チン バの 右の 

足首に ひっかけて しまいました。 
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